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まえがき 


X 680 x 0 をパーソナルワークステーシヨンからミュージックワークステーシヨンへ発展さ 
せよう、少々大げさですが、これが今回の開発のキーワードでした0 
ver .3.0 になって、もっとも大きく進歩した点は、なんといっても MIDI の最大4系統出 
力と AD PCM のメロディシーケンス機能です。前者は MIDI ボード （ CZ -6 BH 1/ 互換品）を最大2 
枚、そして RS -232 C MIDI 2 系統 （ PC -98 用シリアル MIDI ケーブル使用時）を同時に制御でき 
る裱能であり、最大64チャンネルの MIDI 出力を同時に行えます 0 後者は （ C ) Wachoman 氏に 
制作していただいた MPCM . X が完成して初めてできるようになった機能です。彼には今回の 
開発で本当にいろいろと助けていただきました（この場を偖りて®謝の意を表します）〇 MP 
CM • X により X 680 x 0 の内 jgAD PCM 音源をあたかも FM 音源のような柔軟さで制御することがで 
き、本来の AD PCM 音源のスペックを遙かに超越した音楽表現が行えるようになりました。 

X 680 x 0 は確かに現在では主流のパソコンとはいえなくなつてきましたが、ことに音楽情 
報を扱うということにおいては、割り込みアーキテクチャの完成度の観点からは現時点の 
fi 準的な Windows 95 パソコンに優っています。パソコンをひとつの暹具としてとらえた場 
合、 X 680 x 0 はまだまだその遑異としての役割を果たせます。 

Z-MUSIC ver .3.0 が、その道具としての新しい機能のひとつとなることを期待していま 
す0 
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1.1. はじめに 

コンピュータミュージックを楽しむにはいくつかの方法があります。 

1) 実際に钟いたものをコンビュータ、シーケンサのメモリに記憶してお 
くもの 

2) コンビュータ、シーケンサのメモリに直接演奏データを离き込んでい 
くもの 

3) 1) と 2) の複合的な方法 

などです。 2) はコンピュータのキーボードを叩くことから「打ち込み j と 
呼ばれます。 3) はつまり、人間が弹いたものをあとでコンピュータを用い 
て修正するといったものです。 

ちょっと昔までは 3) の方法が圧倒的にメジャーでしたが、音源の進歩と 
ミュージックツールの進化により最近は 2) の方法もメジャー化してきてい 
ます0 M 近は誚面も起こさずに直接「打ち込み」を始める作曲者も少なく 
ないようですし、スタジオのマニピュレータ（平たくいえば打ち込み人）の 
なかには実際に伸いたものよりも人間奥さを表現する人もいると閫きます。 

さて、本再でお話しするのは 2) の方法です0 2) の方法の魅力といえば、 
自分が楽器の演奏ができなくてもイメージ通りの演奏が可能という点でし 
ょう。さらに、一度仕上げた曲は、ディスクなどの記 tf •装；《に保存してお 
けばいつでも再現可能というのもこの方法の魅力です 0 

打ち込みの方法にも実はいろいろあります。いちばん原始的なものは完 
全な数 M 入力です。音階、発音時間、などすべてをこまごまと入力してい 
くものです。最近は「ステップ入力 j と呼ばれます010数年前に MZ や PC -8 
001用に出ていたローランド CMU 800 シリーズはこの方法でした。これを進 
化させものが譜面入力による「打ち込み」です。いわゆる五線譜に音符を 
贺いていくタイブのものです。楽器の演奏はおろか譜面を統むことができ 
ない人にでも簡準に音楽を作れるため初心者 W には圧倒旳な人気を I 弯りま 
す。また印刷機能が充実していれば美しい譜面を得ることができますので、 
ブロでもこのタイブを使っている人が多くいます。 

さて、 「 Z - MUSICj では現在（注） MML という「打ち込み」方式を採用し 
ています。これはいわば「音楽記述言語」というもので「音楽をブログラ 
厶 j するというイメージが正しいでしょう。完全な数値入力よりはずっと 
ドキュメント性が商いうえ、入力する1も少ないのでパソコンを基盤とし 
て音楽を楽しむ人にはビッタリのものといえます。欠点としては、小中学 
校程度の音楽知識が必要なこと、ある程度コンピュータを扱える人でない 
と駄目なこと、ドキュメント性が譜面入力よりは低いこと、などです。ド 
レミが読めて、非 GU 1 瑁境でディスクをフォー マッ トしたりファイルをコ 
ビーしたことがあれば資質十分です。 

MML の利点としては、悯れればあらゆる方式よりも高速に1曲を仕上げ 
ることができ、細かいニュアンスなどに凝ることができるなどが挙げられ 
ます。また、移植性が高い点も見逃せません。ほとんど方言のような感篦 
で他機 W の演奏データやほかの音楽ドライバ用のデータを、自分の使って 
いる MML に修正利用することができるのです0 

さあ、 「 Z - MUS 1 C 」 を懋け搞にしてあなたもコンビュータミュージック 
の世界に浸りませんか。 

(注）今後、違った入力方式に対応した支援ブログラムが発表されれば、 
別の入力方式（たとえば譜面入力方式）も可能です。 

1.2. Z - MUSIC とは 

Z - MUSIC とは X 680 x 0 本体付鴇の 0 PMDRV . X を改造したりするものではなく、 
まったく新しくゼロから開発されたミュージックブログラム開発言語です。 


X 680 x 0 の内®音源である FM 音源8串と AD PCM 1声 （ MPCM . X ( C ) Wachoman を 
使用すれば16声まで）、 MIDI ボードが接続されていれば MIDI 楽器も同時に 
コントロールすることができます。 

一般の音楽制御ドライバでは1台の MIDI 楽器をコンビュータの外部音源 
という位货付けで扱っていましたが 「 Z - MUSICj では X 680 x 0 をホストに複 
数の MIDI 楽器をコントロールすることができるように設計されているので 
どんどん自分の MIDI システムを広げていくことが可能です。 

特に今回の ver .3.0 は多チヤンネル化する MIDI 音源に対応する目旳と、 
いっそうのコンピュータ音楽ならではの芸術性や表現を具現化するために 
制作されました0より箱度なコンビュータ音楽を制作できるはずです。 
ここで Z - MUS 1 C システム ver .3.0 の特長を列挙してみます。 

1) X 680 x 0 本体付«の 0 PMDRV . X に上位コンパチ。 Z-MUSIC ver .2.0 以前の 
演奏データはソース （ ZMS ) レペルで上位互換でそのまま演奏可能 

2) FM 音源 ， AD PCM , MIDI 楽器を同時に同期演奏可能（もちろん MIDI シス 
テムのない環境でも Z - MUSIC は利用可能） 

3) 痄数の X 680 x 0 を相互に接続しての同期演奏も可能 

4) 汎用トラックを65535本装備。 ® 大同時演奏トラック数65535本。 RS -2 
32 C MIDI を2ボートと2枚の MIDI ボードを同時に制御可能。 MIDI は、前バー 
ジョンの4倍に当たる64チヤンネルまでを同時制御可能。最大同時演赛チ 
ヤンネル数88チヤンネル （ FM 8 +AD PCM 16+ MIDI 64) 

5) 独自の AD PCM ドライバ 「 MPCM . X 」（ C ) Wachoman にて AD PCM 音源を FM 音 
源のように柔軟に制御可能 

6) ボルタメントやオートベンド、和音やビブラートなどの特殊効果を内 
被音源と MIDI の両方で使用可能。 ver .2.0 以前からあった ARCC 機能も、1 
トラックあたり同時に4っまで独立に動作させることができるように拡張 
された 

7) コンピュータ音楽ならではの音楽情緒を作り出すアゴーギク機能やエ 
ンハンスドべロシティシーケンス裱能の新設 

8) 前バージョンまでの効果音モードを発展させ、2曲までテンポの異な 
った音楽を同時に演奏可能 

9) 送信 MIDI データをリアルタイ厶で短適な送信方法を遺択して送信する 
VTMS 機«、送信 MIDI メッセージをリアルタイムに最適化する AKS 機構を装 
儷。これらにより多チヤンネル演奏時でもテンボずれの最大限抑止 、 CPU 
負荷の低減を両立 

10) MT -32/ U 220/ M 1/ SC -55/ SC -88/ GM 音源などに対応した楽器個別の制御 
命令を装備 

11) MIDI 楽器側の音色や設定データ、ユーザーの演奏をスタンダード MID 
1ファイルに出力可能 

12) オブジェクトレベルの演奏データ （ ZMD ) を出力可能（コンパイル機能） 

13) Z - MUSIC が持っ機能のすべてを公開。外部ブログラムから利用可能。 
ブログラム間通信機能も装備し、高度な連動勛作機能を提供 

14) 痄用 A / D コンバータによってサンプリングされた高音15の AD PCM デー 
タライブラリを標準装備 

15) 全情報公開0ライセンスフリー 

1.3. 著作権について 

法律上、日本では著作嗜の放棄ができませんので、著作権は作者西川善 
司に保留されます。しかし、ブログラムの性質上、 「 Z - MUSICj のオリジ 
ナルを開発した私、西川善司は 「 Z - MUS 1 C 」 およびこれらを支援するブロ 
グラム（サブルーチンを含む）すべての使用椹に関するライセンス権を放棄 
します。よって特に断らずに商旳利用ができます。っまり市販だろうが同 
人だろうが勝手に 「 ZMSC 3. X 」 を組み込んだソフトを販売してもいいとい 
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うことです。 

ただし、ひとっだけ守ってほしいことがあります。それは 「 Z - MUSIC 」 の 
改造に っいて です。改造はもちろん各自で自由で行って構わないのですが、 
データの完全な互換性が保持されないような改造を施した際にはバージョ 
ン ID 番号を $ F 0 以上にしてほしいのです（オリジナルは$30です。ソースリ 
スト ZMSC 0. HAS 参照 ） 〇また、オリジナルの Z - MUSIC で演奏できないデータ 
フォー マッ トにした場合はファイルの拡張子も ZMD . ZMS 以外に変更してくだ 
さい。これは混乱を防止するためです。今後のバージョンァップ版との兼 
ね合いもありますので、ぜひご協力ください。 

移植に閲しても自由に行って搆いません（ただし、完全にコンパチでな 
い場合はバージョン番号をやはり $ F 0 以上にしてください）。 

1.4. ZMD と ZMS 

Z - MUSIC システム上での作業方法や機能の仕組みにっいて簡単に解説しま 
す。 

Z - MUSIC システム ver .3.0 が ver .2.0 以前と大きく異なる点は MML コンバイ 
ラと演奏ブログラムを分離したところにあります。 ver .3.0 ではコンパイラ 
は必要なときに呼び出され、あるいは、ユーザーの意思の下に常駐させる 
ことができ、 ver .2.0 以前に比べて省メモリを実現しています 0 
Z - MUSIC の機能を直接的に言語命令化したものが Z - MUSIC の MML ですが、 Z - 
MUSIC の機能を別な形式で結びっければ Z - MUSIC を活用した MML 以外の音楽制 
作瑁境の実現も可能です。または、独自の文法の MML コンバイラを制作すれ 
ば、見た目まったく別の音楽データを演赛させることもできるのです。こ 
れがコンバイラ分雕のもうひとっの狙いであり利点なのです。 

Z - MUSIC を利用するには、その演奏ブログラムを常駐させなければなりま 
せん。具体旳には、 

A > ZMSC 3 [リターン】 

のようにします。 ZMSC 3. X は、 Z - MUSIC システムでは演奏マネージャと呼ば 
れ音楽の実際の演奏や Z - MUS 1 C の機能の提供を司ります。 ZMSC 3. X を常5£さ 
せることによってはじめて Z - MUS 1 C システムの機能が使えるようになります。 

次に音楽データの制作手法ですが、現時点で Z-MUSIC ver .3.0 で演葵（音 
栾）データを制作するには、 X 680 x 0 本体付属の ED . X のようななんらかのテキ 
ストエディタが必要です。テキストエディタで MEASURE 5で解説されている 
ような MML (音楽記述言語）を駔使して音楽ブログラムを作成します。 MML に 
て制作した音楽ブログラムを Z - MUSIC では持に ZMS と呼んでいます。 

これを演赛させるには、 

A > ZP 3 ファイル名 .ZMS 

のようにします。 ZP 3• R は演赛データと ZMSC 3• X の問を取り持っ役目を果た 
します。 ZP 3. R は、 ZP 3. R に与えるファイルが ZMS の場合、 MML コンバイラ ZM に 
X を起動します。これでコンバイルを行い、音楽記述言語レベルから ZMSC 3. 

X で実際に演赛ができるバイナリファイルに変換します。このバイナリファ 
イルを Z - MUSIC システムでは ZMD と呼んでいます。 

ZMC . X で ZMS をあらかじめ ZMD に変換して保存しておくこともできます。 
具体旳には、 

A > ZMC ファイルネーム .ZMS 

のようにします0エラーがなければ ZMD が作成されるはずです。この ZMD が 
ディスク上にあるのならば、 

A > ZP 3 ファイルネーム .ZMD 

として演奏させることもでき、この場合はコンバイラを呼び出したり、コ 
ンバイル動作などのブロセスが省略されるため即演奏が問始されます。た 
だし、 ZMD は仕様改良にともなって変®される場合があるため ZMS は必ず保 
存しておくようにしてください。 ZMD の仕様変更はありえますが、 ZMS レべ 
ルでは上位互 m を保証していきます。よって通信やその他のメディァで制 
作した音楽を公開する場合にも、必ず ZMS を添付するようにしてください。 

ただし、冒頭で述べた独自コンパイラや独自音楽制作ツールで制作した 
音楽データの場合はこの限りではありません。しかしそういったコンバイ 
ラやツールにおいても ZMD 仕様変更などに対応できるようにかなり柔軟な設 
計にしておくべきでしょう。 

1.5. その他の Z-MUSIC 関連ファイル 

ZMD と ZMS 以外に Z - MUSIC が取り扱うファイルには、 

1) 0 PM ファイル 

2) ZDF ファイル 

3) CNF ファイル 

4) ZPD ファイル 

5) MID ファイル 

6) MDD ファイル 

7) JUK ファイル 


があります。 

1 ) は X 680 x 0 付属の FM 音源ドラィバ 0 PMDRV . X 用の音楽データです。 Z-MUSIC 
は OPMDRV . X の上位互換であるため、 OPMDRV . X の演奏データを演奏させるこ 
とができます。ただし Z - MUSIC はエラーチェックが廠格であるため、 OPMDRV . 
X では演奏できても Z - MUSIC ではエラーとなる場合があります。その場合は 
ェラーメッセージを参考に演奏データを Z - MUSIC の文法チェックをバスする 
ように修正しなければなりません。 

2) は LZZ という名の音楽データの圧縮ツールによって圧縮された音楽デー 
夕です。この LZZ は MZP . X などの Z - MUSIC 関連ツールを数多く制作されている 
NOVA 氏の作品で、 Z - MUSIC にも対応しており ZMS , ZMD , ZPD , MDD などを圧縮す 
ることができます。 Z - MUSIC システム ver .3.0 では ZP 3. X がこの ZDF をデコー 
ドして演奏/再生することができます。 

3) 、 4) は Z - MUSIC 上で AD PCM 音を扱う場合に深く関係するファイルです。 
3) はユーザーが使用する任意の AD PCM データを選択しリスト化したファイ 
ルです。 4) は 3) ファイルから AD PCM ファイルコンバータ ZPCNV 3. R で作成し 
た AD PCM データのアーカイブファイルです0 

5) はスタンダード MIDI ファイル （ SMF ) です 0 Z-MUSIC ver .3.0 ではフォー 
マット0の SMF を再生することができます。また、レコーディング機能によ 
って記録した演奏、もしくは楽器などの設定ダンプデータも SMF に変 m する 
ことができます。 

6) は Z-MUSIC ver .2.0 以前で扱っていた MIDI ダンプデータと呼ばれる楽器 
などの設定をファイル化したテキスト型 MIDI データファイルです 0 ver .3.0 
ではこちらは再生のみ行えます。 

7) は、 ZP 3. R のジュークボックス機能で演奏させる曲目を列挙したリスト 
フアイルです。 

1.6. 本 マニュアルについて 

本マニュアルでは Z-MUSIC ver .3.0 で新設された機能や拡張された機能を 
中心に取り扱います 0 ver .2.0 との上位互換のためだけに残っている機能に 
っいては特に解説しませんのでご了承ください。具体旳には、 

• HUSICZ . FNC 関数命令群 

(ただし ver .3 の X - BASIC 外部閱数である MUS 1 CZ 3. FNC については詳しく解説 
します） 

• MDD ファイル 

(スタンダード MIDI ファイル （ SMF ) を中心的に取り扱うことになったため） 

1.7. 付属 フロッピーディスクと CD - ROM にっいて 

付蜎のフロッビーディスク1をドライブ0に、フロッピーディスク2を 
ドライブ1に入れて [ OPT .1] キーを押しながら X 680 x 0 を起動するとディスク 
マガジンスタイルの Z-MUSIC Ver .3.0 のクイックスタートマニュアルが始ま 
ります。 Z - MUSIC システムの冥体旳なインストール方法や、 X 680 x 0 と MIDI 裱 
器との接蜣方法など、本マニュアルに記載されていないような情報が m 載 
されています（さらにサンブル曲の演奏なども楽しめます）。実際のインス 
トールの前に一度、目を通すことをおすすめします。 

Z - MUSIC システムのブログラム類自体:は付*フロッビーディスク1の中の 
ディレクトリ 「 ZMSC 3」 、あるいは、付 « CDR 0 M の中のディレクトリ 「 ZM 3 MS 
TRj 中 （ MPCM . X は 「XJJSERSYMPCMj ) に収録されています。なお、ソースリ 
ストおよびマニュアルドキュメントは CDR 0 M のほうのみにしか収録していま 
せん。 

CD - ROM は、 Z-MUSIC ver .2.0 のムックに付«してきた6枚のフロッビーデ 
ィスクをディレクトリ 「 ZM 2 DISK 1 〜 ZM 2 DISK 6」 に、屑終版の Z-MUSIC ver .2. 
0である ver .2.08 をディレクトリ 「 XJSRESYZMUSICV 2」 に収録しています 0 
ver .3.0 とあわせて活用してください。 

そして CD - ROM には、 Z - MUSIC システム関連のもの以外に、100«以上に及 
ぶフリーソフト辟、2,000植類以上の （ AD ) PCM データなどを収録しています。 
各フリーソフトの概要と一免は CD - ROM のディレクトリ 「 XJJERSj に含まれ 
る FSW _ L 1 ST . TXT に記載されています0各フリーソフトの利用方法について 
は&ソフトのアーカイブ中に含まれるドキュメント類を参照してください 
(使用方法、内容に閱する問い合わせなどは各ソフトの作者にお顧いします）。 

収録 ( AD ) PCM データは拡張子によって異なったデータ フォーマッ トになっ 
ています。拡張子 「 P 16 j 「 PCMj の利用方法にっいては本マニュアル MEASU 
RE 6 を、 「 M 44 j 「 M 30」 にっいては各データの収録ディレクトリにあるドキ 
ュメントを参照してください。 
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MEASURE 2 


ZMSC 3. X / ZMC . X のオプションスイツチ 



2.1. はじめに 

Z - MUS 1 C システム ver .2.0 の中核であった音楽制御ドライバ ZMUSIC . X は 
今回の ver .3.0 へのバージョンアップにともない、音楽演奏制御ドライバ 
と MML コンバイラに分離された。 

音楽演奏制御ドライバだけでは ZMD しか演赛することができないが、音 
楽演赛制御ドライバを組み込んだうえで MML コンバイラを組み込むと音楽 
演奏制御ドライバに MML コンパイル機能を持たせることができる。 

コンバイラはそれ単体で実行ができるため、あらかじめ ZMS をコンバイ 
ラで ZMD にコンバイルしておけば、コンバイラの常駐は不要となり畜メモ 
リにっながる。また、たとえ演奏したい演奏データが ZMS であっても後述 
の Z - MUS 1 C ver .3.( mi 準ブレイヤー ZP 3. R を使えば自動旳にコンパイラをチ 
ヤイルドブロセスで呼びだしコンパイルしてから ZMD の演奏を行ってくれ 
るのでコンバイラを常駐していなくても、あたかも ZMS の演奏ができるか 
のように演赛を行ってくれる0 

本章では音楽演奏制御ドライバ 「 ZMSC 3. X 」 と MML コンパイラ 「 ZMC.Xj 
のコマンドオプションについて解説する。 

各スイツチは半角文字の「ハ「•」の後ろにコマンドスイッチの半角ア 
ルファべットを記述し、さらに必要であればその直後に数偵/文字などの 
バラメータを記述することによって指定する。 

各スイツチは（例外を除いて） 頓 不同でいくっでも記述することができる。 

2. 2. ZMSC 3. X のコマンドオプション 

[注意] 

説明の都合上、見出しのコマンドオプションは全角英字になっているが 
実際は半角（大文字/小文字いずれも可）を用いて指定する。 

同じく説明の都合上、コマンドオプションのバラメータは英字小文字で 
表記してある。 


ZMSC 3. X の動作を ZMUSIC.X ver .2.0 x の動作に近づける。 
ver .2.0 と ver .3.0 では機能拡張にともない以下の仕様変史がなされてい 
る。 

• 波形メモリの波形に対して振幅を与えることができる。 （ ver .2.0 では原 
波形の再生のみ） 

• PCM の周波数切り渙え MML コマンド朴 5 JF 6 が別の周波数 （ MEASURE 5 参照） 
に割り当てられた （ ver .2.0 では _ F 5 が 16 bitPCM ,_ F 6 が 8 bitPCM を表す）。 

• 絶対音長1の音符は通常の音符として扱われる （ ver .2.0 では絶対音長1の 
音符はいかなるときもタイが添付されて処理される）。 

本オプションを設定すると以上の点の動作を ver .2.0 と同じように実行 
するようになる。通常は設定する必要はない。 

一 A 

音楽演奏割り込みに FM 音源タイマ A を使用する0デフォルトでは 、 MIDI 
ボード装看時は MIDI タイマ （ YM 3802 タイマ）を利用するが、未装着時は FM 音 
源タイマ B を使用する。 

FM 音源タイマ A はマスタークロック （*1)192 時、テンポ77から300までを 
有効範囲とし、かなり正確なテンポをキープできる。外部シーケンサ/リ 
ズ厶マシンとの同期演奏にはこちらのモードを奨励する。 

よくわからない人は特に設定する必要はない。 

(*1) マスター クロックについては MEASURE 3 zm set master clock (), 


MEASURE 4 . MASTER — CLOCK を参照。 

一 B 

音楽演奏割り込みに FM 音源タイマ B を使用する。デフォルトでは 、 MIDI 
ボード装8時は MIDI タイマ （ YM 3802 タイマ）を利用するが、未装 If 時は FM 音 
源タイマ B を使用する。 

FMg 源タイマ B はマスタークロック （*1)192 時、テンポ20から32767まで 
を有効範囲とする。 

よくわからない人は特に設定する必要はない。 

一 E 

外部シーケンサ/リズ厶マシンとの同期演奏を行う。 X 680 x 0 をホストに 
したミュージックシステムならばこのスイッチは設定する必要はない〇 « 
数の X 680 x 0 を同期させて演奏させるにはこのスイッチを設定すること。 

具体的には、演奏開始時にスタートメッセージ $ FA 、 演突再開時にコン 
ティニューメッセージ $ FB 、 演奏序止時にストッブメッセージ $ FC を送信す 
るようになる。また、演奏データ中で指定したテンポに合わせてタイミン 
グクロック $ F 8 を送信する。 

一 F n 

効果音モード用にトラックを n 本確保する。効果音モードを利用すると 
きは n に1〜65534を股定する。デフォルトでは n =0 で「効果音モードを利用 
しない j 設定となる。効果音トラックに何トラック割り当てても音楽演奏 
のトラック数の S 大数には影響ない。 

例 

A > ZMSC 3 - F 4 (効果音トラックに4トラック確保） 

一 G 

ZMSC 3. X 起動時のロゴ表示や常駐を報告するメッセージを表示しない。 

一 H 

簡易ヘルプを表示する。 - H でなく、 -? としても同様の簡易ヘルプを表示 
する。また、後述のと併用して日本語簡易ヘルプを表示することもでき 
る。 

一 In 

MIDI のインタフェイスの配列を設定する 0 Z-MUSIC ver .3.0 では MIDI 
のインタフ x イスには絶対的な ID を以下のように定めてある。 

ID インタフェイス名 

1 CZ -6 BM 1 1枚目 （ CZ -6 BM 1 はシャープ純正 MIDI ボード。 

2 CZ -6 BM 1 2枚目 互換品も、説明の都合上これで表す） 

3 RS -232 C MIDI A 

4 RS -232 C MIDI B 

- I オプションではこの ID を列記して、 Z - MUSIC システム上で扱うインタ 
フェイス番号との対応付けを行う。 ID を*いた順番にインタフェイス番号 
が割り当てられていく。たとえばいちばん初めに*いた ID のインタフェイ 
スにはインタフェイス番号1が割り当てられる0 

ID =4 は後述のオプション - W でデュアル RS -232 C MIDI に設定しないと利用 
できない0 
例 

A > ZMSC 3 .X -13412 

この例では MIDI インタフェイス番号1に RS -232 C MIDI A , MIDI インタフェ 
イス番号2に RS -232 C MIDI B , MID 1 インタフェイス番号3に CZ -6 BM 1 1枚目 ， M 





IDI インタフェイス番号 3 に CZ -6 BM 1 2枚目を割り当てている0 


出力するメッセージを日本語にする。 

この設定を行って常駐すると常駐後のメッセージもすベて日本語になる。 
また ZMSC 3. X のへルブメッセージはデフォルトでは英語だが、 

A > ZMSC 3 .X -J -H 

とすると日本語で表示させることができる。 

-N 

初期化処理を簡略化する。この設定を行って ZMSC 3. X を常駐させると以後、 
演奏開始時に最低限の初期化処理しか行わなくなる。ゲームなどの BGM を機 
械語レベルで演奏制御する場合に、曲の変り目の処理を軽くすることがで 
きる。 

通常は設定する必要はない。 

一 P 

ボリフォニックブレッシャーの送信を抑制する。 

ZMSC 3. X では同ーノート番号に対して残なるベロシティで発音要求がなさ 
れるとボリフォニックブレッシャーを自動旳に発信する0 MML ではたとえば、 

00,48,110 C4, 4,120 

とするとベロシティ110の C と C に対してボリフォニックブレッシャー120が 
送信される0このオプションを設定するとこのボリフォニックブレッシャー 
の送信を行わなくなる。 

通常は設定する必要がない。 

一 R 

常駐している ZMSC 3. X をシステムから削除する。 

一 S n lename 

スタンダード MIDI フアイル （ MID , SMF )、 ZMD などのセットアップファイル 
を統み込み ZMSC 3. X 起動時に実行する0ファイルネームの拡張子などの省略 
は認められない。 

ここに ZMD のファイル名を丼けば ZMSC 3. X 起動時に曲を演赛させることも 
可能0コンバイラが現在分離してしまっている関係上、 - S で ZMS ファイルを 
演赛させることはできない。 

例 

A > ZMSC 3 .X - Siusic.zid 
-W 

RS -232 C MIDI をデュアル RS -232 C MIDI として使用する0デュアル RS -232 C 
MIDI モードでは MIDI ボード2枚分として RS -232 C MIDI を利用することがで 
きる。 

COME ON MUSIC 社の MA 01 のような RS -232 C MIDI 変換アダプタを用いて接続 
するのではなく、 Roland 製 RSC -15 N (¥ 3,50 0) などのシリアル MIDI ケーブル 
で X 680 x 0 の RS -232 C ボートと MIDI モジュール⑽の 「COMPUTEIMNj SB 子を接 
統して使用する。 

このオブションを指定しないとシリアル MIDI ケーブルで接蜣していたと 
しても MIDI 1ボートとしてしか RS -232 C を利用できない。 

一 X n 

MIDI メッセージ $ F 7( E 0 X / エンド•オブ • エクスクルーシブ）メッセージ 
を送信後、 
n 

60秒 (0^ n ^255) 

のウェイトを与える。デフォルトは3で通常は設定する必要はないが、殛 
端に応答の遅い MIDI 楽器に対してはより大きな値を設定するとよい （ U 110/2 
20. D 70 ……など)。 

なお、曲データ側でこのウェイトを自前で設定したい場合は n =0 とする。 

一 Y n 

RS -232 C MIDI の転送速度を SCC の「時定数」で設定する0通常は MIDI 規格 
の転送レートである31,250 bps が設定される （- Y 3 と同じ）。無改造マシンの 
場合これに2を与えると39062.5 bps になる。小さい数値を与えると速い転送 
レートになるが通常は設定する必要はない。ただしクロックアップ改造を 
施したマシンではこの設定を行う必要がある場合もある。 

例 

A > ZMSC 3 .X - Y 2 

一 Z n lename 


filenaie で与えられる ADPCM BLOCK DATA 「 ZPD 」 を ZMSC 3. X 常駐時に読み 

込む。 

ファイル名拡張子を省略すると自動的に’ . ZPD ’ が添付される。 

例 

A > ZMSC 3 .X - Zstandard.zpd 

2. 3. ZMC . X のコマンドオプション 

[注意】 

説明の都合上、見出しのコマンドオプションは全角英字になっているが 
実際は半角（大文字/小文字いずれも可）を用いて指定する。 

同じく説明の都合上、コマンドオプションのバラメータは英字小文字で 
表記してある。 

— C filename 1 filename2 

filenaiel で表される ZMS ファイルを ZMD へコンバイルし f ilenane 2 で保存 
する。 

filenaie 2 は省略可能で省略時は filenaiel に拡張子’ . ZMD ， を付けたファ 
イル名で保存される。 

この’- C ’ オプションを記述しなくても fi lenaael と f i 1 enane 2 を続けてコ 
マンドラインの最後に記述すれば設定されたと見なされ、コンバイルが実 
行される。 

例 

A>zic -c misic.zBs (■ usic . ZMD が出力される） 

A>zic -c music.zis ABC ( ABC . ZMD が出力される） 

一 D 

現在コンバイルしている行をリアルタイムで表示する0 
このオプションを設定すると多少コンパイル速度が低下する。 

一 E n 

エラーが D 個発生した時点でコンパイル処理を打ち切る0デフォルトでは 
エラー発生個数に問わらず H 後までコンバイルを行う設定になっている。 

一 G 

ZMC . XfeK 時のロゴ表示や常駐を報告するメ ッ セージを表示しない。 

一 H 

簡易 ヘルプを表示する0 - H でなく、 -? としても同様の 簡易 ヘルプを表示 
する。また、後述の - J と併用して日本語 簡易 ヘルプを表示することもでき 
る。 


出力するメッセージを日本語にする。 

この設定を行って常駐すると常駐後のメ ッ セージもすベて日本語になる。 
また ZMC.X のへ ルブメ ッ セージはデフオルトでは英語だが、 

A > ZMC.X -J -H 

とすると日本語で表示させることができる。 


ZMSC 3. X がすでに常駐している場合、このコマンドオプションを設定して 
ZMC . X を実行すると ZMSC 3. X にリンク常駐し、コンバイラ機能を追加させる 
ことができる。 

ZMSC 3. X にコンパイラ機能を持たせると、 ZMS の演奏を、 

A > C 0 FY filenaie.ZMS ZMS 

といったファイルコビーコマンドで実行できるようになる。また、 ZP 3. R な 
どのブレイヤーで演奏させる場合もコンバイラを呼び出す処理が省略でき 
るため、演奏開始までの時間を短縮させることができる。 

一 R 

常駐している ZM に X をシステムから削除する。 


CONFIG . SYS からの組み込みについて 

Z-MUSIC ver 3. 0では動的にメモリを確保するシステムを導入した 
とにより、 ZMSC 3• X や ZMC • X を CONFIG.SYS から、 

DEVICE : 

で組み込むことはできなくなりました。 





デフオルトではコンパイル中にエラーが発生すると、そのエラー箇所を 
表示するレポート機能が®くが、このコマンドオプションを設定すると、 
このレボート機能を省略させることができる。 

一 W 

デフオルトではステップタイムなどの計!*で誤差が発生すると、汽告を 
促すが、このコマンドオプションを設定すると、これを省略させることが 
できる。 

2. 4. 璟境変数について 

琿境変数’ znsc 3_ opt ’ と’ znc _ opt ’ に通常よく設定するコマンドオブショ 
ンをあらかじめ設定しておくことができる。 

たとえば、常にエラーメッセージなどを日本語で表示させておきたい場 
合は AUTOEXEC . BAT などに、 

SET zmsc 3_ opt=-J 

と設定しておけば、 

A > ZMSC 3 .X 

と実行しただけでも - J が追加された、 

A > ZMSC 3 .X -J 

として実行される0同様に瑁境変数’ zbc _ opC は ZMC . X に対してのコマンド 
オプション設定を行うもの。 

2. 5. MPCM . X について 

MPCM . X は Wachonan 氏制作のボリフオニック AD PCM ドライバで X 680 x 0 本体 
の改造をせずに AD PCM 音を最大24和音、うち16音についてはリアルタイム 
に音程音量変換を可能にする<*1)。 

Z-MUSIC ver .3.0 ではこの MPCM . X を奉前に常5£させておくことにより 、 A 
D PCMg 源をあたかも FM 音源や MIDI のようなメロディ音源として扱うこと 
ができる。 

ボリフオニック発音をさせる場合や、メ ロディなどを演奏させる場合は 
多大な CPU パワーを消 B する。 

以下に MPCM . X が持つ代表旳な拽能を挙げる。 

1) 音楽演奏用16チャンネル、効果音用8チャンネル、合計24音同時発音 
可能。 

2) 音楽演奏用16チャンネルはオクターブ -1 の C からオクターブ9の G まで 
半音の1/64申.位の解像度で音程を変化させて発音させることができる〇 AD 

PCM 音声に対してビブラートやボルタメントといったビッチエフェクトを 
掛けることも可能。 

3) 音楽演奏用16チャンネルは音 S を 0-127( 原音は 64) まで変化させるこ 
とができる 。 AD PCM 音声に対してトレモロやエンべ□ーブ変化などの音置 
エフ x クトを掛けることも可能。 

(*1 ) Z-MUSIC ver .2.0 以前では江#啓氏制作の PCM 8. X を櫟準のボリフォニ 
ック AD PCM ドライバとしてきたが、 Z-MUSIC ver .3.0 ではこの MPCM . X を標 
準のものとしている。また Z-MUSIC ver .3.0 では PCM 8. X を使用することは 
できない。 

2. 6 Z-MUSIC ver .3.0 のファイルの検索プ□セス 

Z-MUSIC ver .3.0 では、カレントよりファイルが見つからない場合は瑁 
境変数、! nusic _???’ に离かれたバスに従ってファイルを検索する 0 
???の部分にはファイルの拡張子が対応する0たとえば ZMS ファイルを莸 
み込む場合は瑁境変数’ zmusic _ ZMS ’ に离かれたバスを検索する 0 ファイル 
名に与えた拡張子がたとえ小文字の zds でも参照される琿境変数は ’ music 
__ ZMS ’ である点に注意。 

なお、 Z-MUSIC ver .3.0 では一部の例外を除いてファイルを読み込むと 
きには必ずこのルールに従うので、ハードディスク上の多くのディレクト 
リに分散されて必要ファイルが収められているときは、なるべく設定して 
おいたほうがよい。 

例 

set zausic _ ZPD = a : Ydruis ; a : Vpcmfi 1 es ; b : YrythmYsnare ; 

个小文字のみ可 

上の例では ZPD ファイルを探す場合に、 a : Vdruas a:Vpcnfiles b:Yryt 
hmYsnare の 3 つのディレクトリを顧番に検索するようになる。 

なお、環境変数は Human 68 k の仕様から255文字を超えて設定することは 
できない。255文字を超えて検索バスを記述したい場合には、琿境変数 ’ zm 
usic _??? 〇’〜 ’ zmusic _???9’ に分けて設定する 0 このとき、環境変数 ’ zmus 
ic ???’は木でいう幹に、環境変数 ’ ziusic ???0 ’〜’ zmusic ???9’は枝の 


扱いになる。幹から枝への参照は、瑁境変数’ zmusicj ???’ 中に’/’とその 
後ろに補助瑁境変数’ zmisi し?？？0’ 〜’ zmiisi し?？？9’ までを表す数値’ 0’ 〜’ 
9’ を害き、さらにその後ろにペースとなるバスを* くことによって指定で 
きる0 

今ここで Z-MDSIC ver .3 •〇摞準の ADPCM ライブラリのディレクトリ名であ 

る BASS , SNARE , TOMTOM , CYMBAL , ETHNIC , EFFECTS , ACCENT , ORCH , RAP , 

ADDITION を検索させる場合を考えるとする。各ファイルのファイル名拡 
張子は’ PCM ’ であるため設定する環境変数は’ ziusic _ POT および、’ zmusic 
一 PCM 0, 〜， z * usic _ PCM 9 , ということになる 0 

たとえば、今、これらのディレクトリが、 F ドライブの ADPCM LIB の下 
に存在するとき、 

SET zausic _ PCM =/0 F :¥ ADPCM 一 LIB ; 

个个 zBusic _ PCM 0 を指し示す数値 

補助環境変数の検索を指示するコマンド記号’/’。で代用も可能) 
SET zausic — PCM 0= BASS ; SNARE ; TOMTOM ; CYMBAL ; ETHNIC ; EFFECTS;ACCENT 
;0 RCH ; RAP ; ADDITI 0 N 

と指定すればよいことになる。なお、この設定で、 

F:YADPCM LIBVBASS , F : YADPCM _ LIBYSNARE , F : VADPCM _ LIBYT 0 MT 0 M , 
F : VADFCM . LIBVCYMBAL , F : YADPCM — LIBVETHNIC ， F : VADPCM . L 1 BYEFFECTS , 
F : YADPCM — L 1 BVACCENT , F : VADPCM . LIBVORCH , F : VADPCM . LIBYRAP , 
F : YADPCM.LI BYADDITION 

を検索するようになる。補助瑁境変数を用いた場合でも、琿境変数 ’ zmusi 
c _ PCM ’ は通常の検索バス表記との混在は可能。 

例 

SET zmusic PCM =/0 F : YADPCM LIB ; A:YZPD DATA ; A : VPCMFILES ; F:VBOSP 
CM ; 

SET zmusic . PCM 0= BASS ; SNARE ; TOMTOM ; CYMBAL ; ETHNIC ; EFFECTS;ACCENT 
;0 RCH ; RAP ; ADDITI 0 N 

この例では、 

FrVADPCM.LI BYBASS , F : YADPCM LI BYSNARE , F :\ fADPCM _ LIBYT 0 MT 0 M , 
F:YADPCM LI BYCYMBAL , F:YADPCM LIBYETHNIC ， F : YADPCM — LIBYEFFECTS , 
F:YADPCM LIBVACCENT , F : YADPCM „ LIBYORCH , F : YADPCM—LI BYRAP , 
F : YADPCM_LI BYADDITION 

を検索したあと、 A : YZPD.DATA A : VPCMF 1 LES F : YBOSPCM を検索する。 

なお、 Z-MUSIC ver .2.0 から利用することができた瑁境変数’ zniusic ’ の 
検索ブロセスはそのまま利用できるが、優先順位は瑁境変数’ zmusi し？？？’ 
よりも低く設定されている。 
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3.1 . はじめに 

X - BASIC から Z - MUSIC を使うには外部関数 「 MUSICZ 3. FNC 」 を組み込んだ X - 
BAS 1 C を起動する必要がある。 

組み込み方は以下のようにして行う。 

1) BASIC デイレクトリ中の BASIC . CNF の内容のうち、 

FUNC = MUSIC 
の部分を、 

FUNC = MUSICZ 3 
のように変史する。 

2) このデイレクトリに MUSICZ 3. FNC をコビーする。 

3) コマンドブロンブトから、 

A>basic 

として X - BASIC を起勛する。 

しかし、各ユーザーのシステム瑁境によっては多少の食い違いもあるの 
で、よくわからない人は X 680 x 0 付褀の 「BASIC マニュアル」 を参照してほし 


3.2. MUSICZ.FNC(ver.2.0 用）との違い 

Z-MUSIC ver .2.0 用の X - BASIC 用外部関数 「 MUSICZ.FNCj の命令は Z-MUSIC 
ver .3.0 用の X - BAS 1 C 外部関数 「 MUS 1 CZ 3. FNC 」 上で実行することはできる 
が X - BAS 1 C ブログラムに記述した場合のみに限られる。コマンドを X-BASIC 
コマンドラインに直接打ち込んでの実行はできない。 

また、 MUS 1 CZ . FNC の命令を使った X - BASIC ブログラムは音楽演赛を行うミ 
ュージックブログラムに限られ、コマンド《関数）の戻り縝を利用して実行 
制御を行っているようなツールの動作は保証されない。また、 XC でコンパ 
ィ ルも行えない0 

逆に MUS 1 CZ 3. FNC の命令は MUSICZ . FNC のものと S なり、 X - BAS 1 C コマンド 
ラインに直接打ち込んでの実行も行え、コンパイルも可能。コマンド（関数） 
の戻り偵を利用して実行制御するようなツールを制作することもできる。 

MUSICZ 3. FNC における MUSICZ . FNC の命令実行機能は、互換性維持のためだ 
けに設けてあるため、曲の制作は ZMS ペースで行うことを奨励する 。 MUSICZ 
3. FNC は X - BAS 1 C 上でミュージックツールなどを制作する場合などに利用す 
るとよい。 


MUSICZ3.FNC では仕様変更のなされた MUSICZ. FNC 命令 

MUSICZ.FNC と MUSICZ3.FNC とでは以下の闓教においてバラメータの 4 え方や 
仕様に閫して変更が加えられた。 

_ n_alloc(> はダミー命令となった。 

- ic_statO はバラメータ* 略 不可となり、さらにバラメータはチャンネル 
からトラック番号に変更された。 

• QLrecO は I "番号をバラメータとして取るようになった0 
(ほぼ间等の楗能の z に iidLrec() を新投> 

• DLrstopO は I/F 番号をバラメータとして取るようになった。 

(ほぼ同等の機能の zi_*idLrec_end() を新設) 

• m_save() はダミー命令となった。 

•m.totalO はダミー命令となった 0 (ほぼ同機能の zn_calc_total<> を新投> | 

• zb workO のバラメータであるトラック番号の有効範囲は 1 〜 80 から〇〜 65 | 
534 に変更にされた0 


3.3. X-BASIC 音楽プログラムを ZMS へ変換する 

Z-MUSIC ver .2.0 用の X - BASIC 用外部関数 「 MDS 1 CZ . FNC 」 の命令を利用し 
た X - BASIC 音楽ブログラムを次の方法で ZMS に変 m することができる。 

1) ブログラムの先頭、あるいは X - BASIC コマンドブロンブトから、 

zi _ switch ( l ," TEMP . ZMS w ) 

を入力する。1は変換出カスイッチの設定で、 ’ TEMP . ZMS ’ は出カファイル 
のファイルネームに相当する。 

2) 変換したい X - BASIC 音楽ブログラムを RUN する。 

以上の手*！で ZMS が出力される。 

変換できるのは Z-MUSIC ver .2.0 用の X - BASIC 用外部関数 「 MUSICZ.FNCj 
の命令のみで Z-MUSIC ver .3.0 用の X - BASIC 外部関数 「 MUS 1 CZ 3. FNCj の命令 
は変換できない。 

3.4. コマンドの使用にあたっての注意 

MIDI 楽器玛用のコマンドは場合によっては楽器のメモリを离き換える。 
十分に栾器⑽のマニュアルを莸んでから実行すること。楽器側に大切なデ ー 
夕が存在する場合は、楽器のメモリをファイルに保存しておくとよい （MEAS 
URE 9 参照）。 

3.5. MUSICZ3.FNC 命令一覧 

[注意】 

備考撊の、 

se 本命令 tup (7):0 utput Assign (0 〜 4: Dry , Rev , Cho,Dir 

l , Dir 2) 

といった表記は実際に setup (7) に格納すべき偷が〇〜4で、これに対応する 
音源上でのバラメータがじび,1^ソ,〇1〇,01['1,[)1「2ということを表している。 

つまりこの例でいけば、0が Dry に、1が Rev 、 2が Cho に対応するというこ 
と。 

zm_detect( moae ) 

機能 MUSICZ . FNC ( ver .2.0) 命令実行におけるエラーの発生場所検出« 

度設定 

引数 int node :0 二通常モード1=高精度モード 
戻り値なし 

備考 

ver .2.0 の MUSICZ . FNC の命令でエラーが発生しても m _ play () の部分で、 
「コンバイラでエラーを発生した j 
としか報告されない。 

本命令で高精度設定にすると行単位でエラーを検出できるようになるが 
コンパイル時間が著しく長くなる （ MUSICZ . FNC ( ver .2.0) ときと比べて4〜8 
倍。 ver .2.0 以前と ver .3.0 以降ではコンバイル方式がまったく違うため、 
そのエミュレーシヨンに手間がかかってしまう）〇 
MUSICZ 3. FNC ( ver .3.0) の命令のエラー検出精度はこの命令による設定と 
は無関係に、常に、この命令でいう高精度モードで行われ、行単位でエラー 
が検出される。 

zm_switch( sw f fn ; 

機能 zms ファイルの変 m 出カスイッチ 

引数 char sw :0= 出力 OFF , 1=出力 ON 
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str fn : 出カファイル名 
戻り 値 なし 

備考 

fn を省略するとデフォルトファイルネームとして’ ZMUSIC . ZMS ’ がカレン 
卜に作成される。 

zm_check_zmsc() 

機能 Z - MUSIC の常駐状態を検査する 

引数 なし 

戻り值 -1: エラー（常駐していなかった） 

$3 x 4 x : バージヨン ID 

備考 

バージョン ID はたとえば ZMSC 3 .X version 3.12が常駐していたならば$3 
142が返ってくる。4の部分は固定偵。 

zm init( param ) 

機能 Z - MUSIC と音源の初期化を行う 

引数 int paran :0( dummy ) 

戻り 値 Z - MUSIC のバージョン ID 

備考 

paraa は将来拡張用で必ず0を設定。 

バージョン ID は、たとえばバージョン3.21ならば$00003241となる。4 
の部分は固定 値。 

zm^assigrn device, track) 

機能 チヤンネルとトラックの割り付けを設定する 
引数 int device (上位16ビット） ：0= FM 音源， 1 =AD PCMg 脒 

$8000= M 1 D 1 1, $8001= MIDI 2,$8002= MID 13 
•レカレント MIDI 

int device (下位 16 ビット）：チャンネル番号〇〜 15 
int track : トラック番号〇〜65534 
戻り 値 0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

カレント MIDI は MIDI インタフェイス番号を指定しない場合のデフォルト 
となるもので z し currentjdd し out () で股定する。 

MUSICZ 3. FNC では、トラック港弓は1〜65535ではなく、内部表現の〇〜65 
534で表される点に注意。これ以降のコマンドについても同様。 

zm_vget( timbre, mode, buffer) 

機能 FM 音源音色を取り出す 
引数 int tinbre :0 〜32767 

int Bode :0=0 PMDRV . X 互換， 1= AL / FB 分離方式 
diichar buffer (4,10): 音色データ格納配列 
戻り 値 0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

dim char buffer (4,10) で表される音色データの冉式 ( a ， n ) は以下の通り。 
參音色フォーマツト （ 0PMDRV.X 互換方式） 


(0,0): AF (フイ-卜つゾツク/アル: r リ r ム） (0-63) 

(0,1):0 MUD ットマスク） 

(0 〜 15) 

(0,2): WF (ウ i -フ•フォ-ム) 

(0 〜 3) 

(0,3): SYC (シンク D ) 

(0,1) 

(0,4 ):SPDU ヒ 。 十） 

(0-255) 

(0,5 ):PMD 

(0-127) 

(0,6 ):AMD 

(0-127) 

(0,7 ):PMS 

(0-7) 

(0,8 ):AMS 

(0 〜 3) 

(0,9 ):PAN 

(0 〜 3) 

(0,10 ):DUMMY 


(1，0):0 P 1, (2,0):0 F 2, 

(3,0):0 P 3, (4,0):0 P 4 


AR (アタックレ-卜） （0 〜 31) 

(1.1) ：0 P 1, (2,1):0 P 2, (3,1):0 P 3, (4,1):0 F 4 

lDR ( lst テ、ヶ仆-卜） （0 〜 31) 

(1.2) :0 P 1, (2,2):0 P 2, (3,2):0 P 3, (4,2):0 P 4 

2 DR (2 ndr ィケ仆-卜) (0-31) 

(1.3) :0 F 1, (2,3):0 P 2, (3,3):0 P 3, (4,3):0 P 4 

RR (リリ-ル-卜） （0 〜 15) 

(1.4) :0 P 1, (2,4):0 P 2, (3,4):0 P 3, (4,4):0 P 4 

lDL(lst テ、ケ仆 Vll ) (0 〜 15) 


(1.5) :0 P 1, (2,5):0 P 2, (3,5):0 P 3, (4,5):0 P 4 

TL (卜-タルレ YU ) (0 〜 127) 

(1.6) :0 P 1, (2,6):0 P 2, (3,6):0 P 3, (4,6):0 P 4 

KS (キ-スケ-リン r ) (0 〜 3) 

(1.7) :0 P 1, (2,7):0 P 2, (3,7):0 P 3, (4,7):0 P 4 

MUL (フ: L - r マルチフ°ライ） （0 〜 15) 

(1.8) :0 P 1, (2,8):0 P 2, (3,8):0 P 3 f (4,8):0 P 4 

DTI (テ 、 f ュ-ン 1) (0 〜 7) 

(1.9) :0 P 1, (2,9):0 P 2, (3,9):0 P 3, (4,9):0 P 4 

DT 2( T ィチユ-ン 2> (0 〜 3) 

( U 0):0 P 1,(2,10):0 P 2,(3,10):0 P 3 > (4,10):0 F 4 

AME ( AMS イネ-: T ル） (0，1) 

參音色フォーマット （ AL/FB 分離方式） 

(0,0)：0 P 1, (1,0):0 P 2, (2,0):0 P 3, (3,0):0 P 4 

AR (アタックレ-卜） （0 〜 31) 

(0,1)：0 P 1. ( U ):0 P 2, (2,1):0 P 3, (3,1):0 P 4 

lDR ( lst テ、ヶ仆-卜） （0 〜 31) 
(0,2):0 P 1, (1,2):0 P 2, (2,2):0 P 3, (3,2):0 P 4 

2 DR (2 nd テ、ケ仆-卜） (0-31) 
(0,3):0 P 1, (1,3):0 P 2, (2,3):0 P 3, (3,3):0 P 4 

RR (リリ-スレ-卜） （0 〜 15) 

(0,4):0 P 1, (1,4):0 P 2, (2,4):0 P 3, (3,4):0 P 4 

IDLUst テ、ヶ仆へ” l ) (0 〜 15) 

(0,5):0 P 1, (1，5):0 P 2, (2,5):0 F 3, (3,5):0 P 4 

TL (卜-タルレへ 1) (0-127) 

(0.6):0 P 1, (1,6):0 P 2, (2,6):0 P 3, (3,6)：0 P 4 

KS (キ香リン r ) (0 〜 3) 

(0,7):0 P 1, (1,7):0 P 2, (2,7):0 P 3, (3,7):0 P 4 

MUL (フエ-；けフ。ライ） （0 〜 15) 
(0,8):0 P 1, (1,8):0 P 2, (2,8):0 P 3, (3,8):0 P 4 

DT 1( T ィチユ-ン 1) (〇〜 7) 

(0,9):0 P 1, (1,9):0 P 2, (2,9):0 P 3, (3,9):0 P 4 

DT 2( テ、チユ-ン 2) (0 〜 3) 

(0,10):0 P 1,(1,10):0 P 2,(2,10):0 P 3,(3,10):0 P 4 

AME ( AMSn -7 # Jl ) (0，1) 


(4,0>: AL (ア nr リ r ム） 

(0 〜 7) 

(4， lhFB (フィ- n 、、 ノク） 

(0 〜 

(4,2>删加ットマスク> 

(0 〜 15) 

(4,3):PAN 

(0^3) 

(4,4): WF (ウ x -厂フォ-ム） 

(0 〜 3) 

(4,5):SYC (シンク D) 

(0,1) 

(4,6):SPDUt°-n 

(0-255) 

(4,7 ):PMD 

(0 〜 127) 

(4,8):AMD 

(0 〜 127) 

(4,9):PMS 

(0 〜 7) 

(4,10):AMS 

(0 〜 3) 


zm_vset( timbre, mode, buffer) 

機能 fm 音源音色を登録する 

引数 int tiabre :0 〜32767 

int Bode :0=0 PMDRV . X 互換， 1= AL / FB 分離方式 
dim char buffer (4,10): 音色データ格納配列 

戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

音色フォーマツトについては zi _ vget () とまったく同じ 

zm_iempo( tempo, mode ) 

機能 テンポを設定する 

引数 int tenpo : テンポの値 （1 分間の4分音符の数）， 

-1= テンポ取得のみを行う 
int aode :0= Z - MUSIC に登録する（通常） 

-1= 単なるテンポの変更で Z - MUSIC には登録しない 

戻り値設定前のテンポとタイマ値が戻ってくる 
上位16ビツト：タイマ値 
下位16ビット：テンボ磺 

備考 

テンポ碴の有効範囲は使用するテンポ源タイマの種類によって異なる。 
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TIMER - A :20 〜32767 
TIMER - B :20 〜5000 
YM 3802:1 〜32767 

zm 一 set—timer—value( timer, mode ) 

機能 テンポをタイマ値で設定する 
引数 int timer : タイマの値，-1タイマ値取得のみを行う 
int Bode :0= Z - MUSIC に登録する（通常） 

-1= 単なるテンポの変更で Z - MUSIC には登録しない 
戻り值設定前のテンポとタイマ値が戻ってくる 
上位16ビット：テンボ谪 
下位16ビット：タイマ値 

備考 

テンポ値の有効範囲は使用するテンボ源タイマの植頮によって異なる。 
TIMER - A :0 〜1023 
TIMER - B :0 〜255 
YM 3802:0 〜8191 

zmj)lay( track) 

機能 演奏開始制御 

引数 din int ( char ) track (〜）：演奏を開始したいトラック番弓の並び 
戻り值なし 

備考 

dii int track () は、 

{ トラック 番号* 65536+トラック番号，トラック港号*65536♦トラック 
番号，… -1} 

という構成を取る。ただしトラック畨号は〇〜65534の範囲。 

zmj)lay all() 

機能 全トラック演奏開始制御 
引数 なし 
戻り值なし 

zmj)lay2() 

機能 演奏間始制御 
引数 なし 
戻り値なし 

備考 

現在 Z - MUSIC の演奏データバッファに存在する演奏データを初めから（共 
通コマンドの実行も含めて）演奏する。 

zm __play_again() 

機能 演奏開始制御 
引数 なし 
戻り儈なし 

播考 

前回行われた zm _ play () を再び実行する 

zm—play status—all ch( channel—list ) 

機能 全ーチャンネノ r 演奏茯憋検査 

引数 dio int ( char ) channe し1 ist (〜）： 

検査結果を格納するための配列 

戻り漣なし 

備考 

演奏状態であるチャンネル ID が dia int channel _ list () に格納される 0 
{ チヤンネル ID , チヤンネル 1 D , ……，-1 } 

のような構成を取る0 

バッファサイズは演奏している （ トラック数 +1)*4 バイト必要。 

なおチヤンネル ID は、 

(上位16ビット） ：0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= MID 1 1，$8001 = MID 12， $8002 二 MID 13 
-1= カレント MIDI 

(下位 16 ビット）：チャンネル 番号 〇〜 15 
で表される。 

zm—pi ay—status all_tr( track 一 list ) 

楗能 全トラック演奏状態検査 

引数 dim int ( char ) track _ list (〜）：検査結果を格納するための配列 
戻り値なし 

備考 


演奏状態であるトラック番号(〇〜65534の範囲）が diiint track.listO 
に格納される。 

{ トラック番号*65536+トラック番号， 

トラック番号*65536+トラック番号，…， -1} 

のような構成を取る。 

配列の要素数は演奏している（トラック数+1 ) 必要。 

zm—play—status—ch( channel) 

機能 チャンネル演奏状態検査 

引数 int channel (上位16ビット）：0こ FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000: MIDI 1,$8001= MIDI 2, 
$8002= MIDI 3，-1= カレント MIDI 
int channel (下位16ビット）：チヤンネル番号〇〜15 
戻り値0:演奏されていない 
0以外：演赛されている 

zm_play—status—tr( track ) 

機能 トラック演泰状態検査 

引数 int track : 検査対象トラック番号 （0 〜 65534) 

戻り值0:*赛されていない 

0以外：演奏されている 

zm_stop( track ) 

機能 演奏序止制御 

引数 dia int ( char ) track (〜）：演奏を序止したいトラック番号の並び 
戻り値なし 

瀰考 

din int track () は、 

{ トラック番号*65536♦トラック番号， 

トラック番号*65536♦トラック番号，… -1} 

という構成を取る。ただしトラック番号は〇〜65534の範囲 

zm_stop all() 

機能 全トラック演赛淨±制御 
引数 なし 
戻り值なし 

zm cont( track) 

機能 演奏再開制御 

引数 dii int ( char ) track (〜）：演奏を再開したいトラック番号の並び 
戻り僅なし 

備考 

din int track () は、 

{ トラック番号*65536♦トラック番号， 

トラック番号*65536 ♦ トラック番号，… -1} 

という構成を取る。ただしトラック番号は〇〜65534の範囲 

zm_cont_al 1 () 

楗能 全トラック演奏再開制御 
引数 なし 
戻り値なし 

zm—atoi( track ) 

機能 演奏トラックデータの先頭アドレス取得 
引数 int track : トラック番号〇〜65534 
戻り漣0:エラー 

0以外：指定演奏トラックの先頭ァドレス 

zm set—master_clock( mstrclk ) 

裱能 拍子，メトロノー厶速度，調号，全音符の絶対音長の設定 
引数 int side :0= 音楽演奏，1=効果音 
dia char ( int ) istrclk (7): 

拍子，メトロ ノーム速度，調号，全音符の絶対音長を格納した配列 
戻り値なし 

備考 

side 二0で通常音楽演奏例の設定、 side = l で効果音演奏側の設定となる。 
din char mstrclk は、 
dim char mstrclk (7)={ 

neter _ n , /* 拍子分子 （1 〜 255) 拿/ 

■ ieter _ d ,/* 拍子分母 （1 〜255)*/ 
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metronome , /* 音楽的音長 （1 〜 255 )*/ 
dummy , 

keyl ,/* 调号 1(0: C , 負値： b の数，正値：#の数）*/ 
key 2 , /* 绸号2( Major =0 , Minor = l )*/ 

naste し clock _ H , /* 全音符の絶対音長 （1 〜 65535) 

の上位16ビット*/ 

aaste し clock ユ /* 全音符の絶対音長 （1 〜 65535) 

の下位16ビット*/ 


zm__play_zmd( size, zmd ) 

機能 ZMD の演奏 

引数 int size : ZMD のサイズ 

(ヘッダ $ lA ,’ ZnuSiC ’ ，$30の分は含まれていても含まれていなく 
てもどちらでもよい）。 

〇を設定すると Z - MUSIC 本体の バッファへ 演奏データを取り込 
む動作を省略する。 

dim char ( int ) zmd (〜） ： ZMD を 格納して いる 配列 （ヘッダを 含まず） 
戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

int size =0 とするには 、 dim char zid () からの領域の存在が演奏中も保 
証されることを前提とする。 

zm—play zmd se( zmd ) 

機也 ZMD を効果音として演奏する 

引数 dim char ( int ) zind (〜） ： ZMD の 格納配列 （ヘッダを 含まず） 

戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

din char zmd () からの領域の存在は演奏中も保証されなければならない。 

zm se_play( zmd ) 

機能 効果音 ZMD の演奏 

引数 dim char ( int ) zid (〜）: ZMD の格納 K 列 

( トラックチヤンネル m 報テーブルから） 

戻り漣〇:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

din char zmd () からの領域の存在は演奏中も保 M されなければならない。 
トラックチヤンネル情報テーブルについては MEASURE 12 を参照。 

zm_se—adpcm 1 (data 一 type , volume,frq,pan,size,prior 
ity,ch,adpcm) 

機能 （ AD ) PCM 効果音の演奏 

引数 char data 一 type : データタイプ （-1 :AD PCM ,1:16 bitPCM ,2:8 bitPCM ) 
char voluie : 音置 (0 〜127,64:摞準) 
char frq : 再生周波数 

(0:3.9 kHz 1:5.2 kHz 2:7.8 kHz 3:10.4 kHz 4:15.6 kHz ) 
char pan : バンボット （0 〜 3 / $80+0 〜 127) 
int size : 再生する AD PCM のデータサイズ 
int priority : 効果音俺先度 （0 〜255/0がもっとも低い） 
int ch : 再生チヤンネル（〇〜 15) 

dim char ( int ) adpc ■(〜 ）：（ AD ) PCM データを格納している配列 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

dim char adpcn () からの領域の存在は、演奏中も保証されなければなら 
ない。 

zm—se_adpcm2(data—type , vol ume,frq, pan, data_numbe 
r,priority,ch) 

機能 Z - MUSIC に登録してある （ AD ) PCM 効果音の演奏 

引数 char data 一 type : データタイプ (-1 :AD PCM , 1: 16 bitPCM ,2:8 bitPCM ) 
char volume : 音 B (0 〜127,64:櫟準） 
char frq : バンボット （0 〜 3 / $80+0〜 127) 
char pan : 再生周波数 

(0:3.9 kHz 1:5.2 kHz 2:7.8 kHz 3:10.4 kHz 4:15.6 kHz ) 
int data _ mimber : PCM データ番号 

( dl 5 が 1 ならば音色番号 ($800( H 0 〜 32767), 


0ならばノート番号 (0 〜 32767) 指定） 
int priority : 効果音優先度 (0 〜255/0がもっとも低い) 
int ch : 再生チヤンネル（〇〜 15) 

戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

zm_intercept_play( mode ) 

機能 演奏開始制御の遮断制御 

引数 int aode :- l 演奏開始の遮断を行う 

〇演奏開始の遮断の解除と演奏開始 
1演奏開始の遮断の解除 

戻り儈なし 

備考 

演奏開始の遮断を設定すると zi _ play () などの演奏開始命令を実行して 
も演奏が開始されなくなる。 

zm—current—midi—in( port ) 

機能 カレント MIDI - IN 瑞子の設定 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 では問い合わせのみを行う 
戻り漣以前のカレント MIDI - IN のボート番号 （0 〜 2) 

zm current_fnidi out( port ) 

裱能 カレント MIDI -0 UTJ * 子の設定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 では問い合わせのみを行う 
戻り漣以前のカレント MIDI -0 UT のボート港号 （0 〜 2) 

zmjnidi 一 transmission( port,size,midi ) 

機能 mi 6 i データメッセージの送信 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : 送信データサイズ 

〇とした場合はテキスト莹 MIDI データ （ MDD ) と見なして送信 
する。 〇以外ではバイナリデータと見なして送信する 

dim char ( int ) iidi (〜）••送信する MIDI データを格納した配列 
戻り漣送信データの8ビット加》合計 fifi 
備考 

MDD とは Z-MUSIC v 2.0 相当で MIDI ファイルの樺準としていたフォーマッ 
卜0 $0 d ,$0 a で始まり16進数のテキストで MIDI メッセージを記述したファ 
イル〇送信データサイズを指定した堝合はバイナリの MIDI メッセージと見 
なして送信される。 Z - MUSIC が扱えるバイナリの MIDI メッセージにはスタ 
ンダード MIDI ファイル （ F 0 RMAT 0) と単なるバイナリデータ列の2榷類があ 
りこのデータの神類の判別は Z - MUSIC が自動で行う。 

zm—exclusive( port , size , id , midi) 

機能 エクスクルーシブメッセージの送信 
引数 int port . MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : 送信データサイズ 
int id : d 0- d 7= M 0 DEL 1 D (0 〜 127) 
d 8- dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127) 
dl 6- d 23 =MAKER ID (0 〜 127) 

dim char ( int ) midi (〜）：送信する MIDI データを格納した配列 
戻り値なし 

備考 

エクスクルーシブヘッダの $ F 0 と E 0 X の $ F 7 は自動送信される。 id を-1と 
すると以前設定したものが選択される。屐初の使用時に省略した場合はド 
ライバ内のデフォルト値が選択される。 

M^KER ID を Roland ($41) とした場合はデータ列をローランドエクスクルー 
シブフ ォー マットのデータと見なし、コマンドメッセージ （ DT 2:$12) やチ 
ェックサ厶バイト付きで送信する。 

MAKER ID を YAMAHA ($43) とした場合はデータ列をヤマハエクスクルーシ 
ブフォーマットのデータと見なし、データ長やチェックサムバイト付きで 
送信する。 

zm_set_eox_wait( portrait ) 

機能 E 0 X 送信後のウェイトを設定する 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
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int wait : 〇〜65535 

戻り傕それまでのウ X イト値 

zm_midi_inp1( port,mode ) 

機能 midi データの1バイト入力 

引数 int port : MlDI ボートの番号 (0 〜 3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int mode : 01回受信を試みてすぐ帰還 
1受信するまで無限ループ 
戻り値 d 31 =l 続みこぼし発生 0:正常統み出し 

dl 5 =l データなし 0:データあり 

d 0- d 7 読み出しデータ 

zm_miai_out1( port,aata ) 

機能 MIDI データの1バイト出力 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
char data : 送信データ （0 〜 255) 

戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

zm_midi_rec( port ) 

機能 MIDI データのレコーディング開始 
引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

zm_miai rec end( port ) 

機能 MIDI データのレコーディング終了 
引数 int port : MlDI ボートの*号 （0 〜 3) 

•1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

zm_gs_reset( port, id ) 

機能 GS 音源の初期化 

引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int id:DEVICE ID ( 0^ 127, - 1: current ) 

戻り碴0:正常終了 

0以外：エラーコード 

zm gs—partial reserve( port,id,rsv ) 

機能 gs 音源のバーシャルリザーブ 

引数 int port : MIDl ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int idrDEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 
dim char ( int ) rsv ( 15): バート 1 〜バート 16 までの 

バーシャルリザーブ偵が格納されている配列 

戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

din char rsv () にバーシャルリザーブ値を16バート分格納しておく 〇ま 
た、合計が楽器の最大同時発声数以下にならなければならない。 

rsv (0) = バート1 , rsv ( 1 )= バート2…， rsv ( 15)=バート16 
というふうに対応する。なお、バート10はリズムバートに対応する。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが遺択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフォルト値が選択される0 

zm_gs_reverb( port,size,id,rvb ) 

機能 GS 音源のリバーブバラメータの設定 

引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : リバーブバラメータデータサイズ （1 〜 7) 

int idrDEVICE ID (0 〜 127,- l : current ) 
din char ( int ) rvb (0 〜 6): リバーブバラメータ格納配列 
戻り傕0:正常終了 

〇以外：エラーコード 


dii char rvb () にリバーブバラメータを記述しておく。 size は7以内で、 
指定した size 個分のバラメータが GS 音源へ送信される 0 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される 

rvb ( 0 ) : REVERB MACRO 00: Room 1,01: Rooi2 ,02: Room3 ,03 : Ha 1 11, 

04: Hal 12,05: Plate , 06: Delay , 07 : Panning Delay ( FB ) 


rvb (1 ) : REVERB CHARACTER ($00 〜 $07) 
rvb (2 ):REVERB PRE-LPF ( $00 〜 $07) 
rvb (3 ):REVERB LEVEL ( $00 〜 $7F) 
rvb (4 ):REVERB TIME ( $00 〜 $7F ) 
rvb (5 ):REVERB DELAY FEEDBACK ($00 〜 $7F) 
rvb (6 ):REVERB SEND LEVEL TO CHORUS ($00 〜 $7F) 
( SC -55 マニュアル p79 参照） 


zm_gs_chorus( port,size,id,cho ) 

機能 gs 音源のコーラスバラメータの設定 

引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 
int size : コーラスバラメータデータサイズ （1 〜 8) 
int idrDEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 
dia char ( int ) cho (0 〜7〉：コーラスバラメータ格納配列 
戻り僮0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

dii char choO からの領域にコーラスバラメータを記述しておく。 
size は8以内で指定した size 個分のバラメータが GS 音源へ送信される 0 
DEVICE ID を -1 とすると以前設定したものが選択される0形初の使用時に 
省略した«合はドライバ内のデフオルト值が選択される。 

cho ⑻: CHORUS MACRO 00: Chorus 1,01: Chorus 2 ,02: Chorus 3 , 

03: Chorus 4,04 :Feedback Chorus ,05: FIanger ， 

06 :Short Delay ,07 :Short Delay ( FB ) 


cho ( l ): CH 0 RUS PRE-LPF 

($00 〜 $07) 

cho (2): C_S LEVEL 

($00 〜 $7 F ) 

cho (3): CH 0 RUS FEEDBACK 

($00 〜 $7 F ) 

cho (4): CH 0 RUS DELAY 

($00 〜 $7 F ) 

cho (5): CH 0 RUS RATE 

($00 〜 $7 F ) 

cho (6): CH 0 RUS DEPTH 

($00 〜 $7 F ) 

cho (7 ):CHORUS SEND LEVEL TO REVERB 
( SC -55 マニュアル p 79 参照） 

($00 〜 $7 F ) 


zm_gs_part_parameter( port,size,pt_id,param ) 
zm—gs_part setup( port,size,pt_id,param ) 

機能 GS 音源のバートバラメータの設定 
引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size : バートバラメータデータサイズ （1 〜 119) 
int pt _ id : d 0- dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 

dl 6- d 31 =PART NUMBER (1 〜 16) 

dii char ( int ) paraa (0 〜 118): バートバラメータ格納配歹 ij 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

dia char paraa () にバートバラメータを記述しておく 0 size は119以内で 
指定した size 個分のバラメータが GS 音源へ送信される 0 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。13初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される0 

parai (0 ):Rx CHANNEL ( 1〜16, 17 = 0 FF ) 

para *( l):Rx PITCH BEND (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

para «(2 ):Rx CH PRESSURE ( CAf ) (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (3 ):Rx PROGRAM CHANGE (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

para «(4 ):Rx CONTROL CHANGE (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraa (5 ):Rx POLY PRESSURE ( PAf ) (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (6 ):Rx NOTE MESSAGE (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

para «(7 ):Rx RPN (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (8 ):Rx NRPN (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraa (9 ):Rx M 0 DURATI 0 N (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (10 ):Rx VOLUME (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraa (11 ):Rx PANP 0 T (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (12 ):Rx EXPRESSION (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (13 ):Rx H 0 LD 1 (0 〜 1:0 FF /0 N ) 


備考 
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paran (14 ):Rx PORTAMENTO 
parai (15 ):Rx SOSTENUTO 
paran (16 ):Rx SOFT 
param (17): MONO/POLY MODE 


(0 〜 1: OFF / ON ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

(0 〜 1: MONO / POLY ) 


paraa (18 ):ASSIGN MODE 

(0: SINGLE ， 1: LIMITED - MULTI ,2: FULL - MULTI ) 
parani (19 ):USE FOR RHYTHM PART (0:0 FF ，1: MAP 1，2: MAP 2) 

paran (20 ):PITCH KEY SHIFT 

($28 〜 $58 : -24^ + 24 [seii tone ]) 
paraa (21 ):PITCH OFFSET FINE ( upper ) 


parai (69 ):BEND LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
param (70 ):BEND LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜100 •()[!>；】） 

parai (71 ):BEND LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
paraa (72 ):BEND LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
parai (73 ):BEND LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
paraa (74 ):BEND LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜100 •()[；(；】） 

parai (75 ):CAf FITCH CONTROL 

($28 〜 $58 •• — 24 〜 + 24 [ sen i tone 】 ） 


($08〜$ F 8: — 12 •〇〜 + 12.0[ Hz ]) 


parai (22 ):PITCH OFFSET FINE ( lower ) 

// 



parain (23 ):PART LEVEL 

(0 〜 127) 



param (24 ):VELOCITY SENSE DEPTH 

(0 〜 127) 



param (25): VEL 0 CITY SENSE OFFSET 

(0 〜127) 



param (26 ):PART PANPOT (0: RANDOM ,01( LEFT ) 〜 64 〜 1 27( RIGHT >) 

param (27 ):KEY RANGE LOW 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 


param (28 ):KEY RANGE HIGH 

(0 〜 127. C -1 〜 G 9) 


param (29 ):CCl CONTROL NUMBER 

(0 〜 127) 



paraiD (30): CC 2 CONTROL NUMBER 

(0 〜 127) 



paraD (31 ):CHORUS SEND DEPTH 

(0 〜127) 



param (32 ):REVERB SEND DEPTH 

(0 〜127) 



param (33 ):Vibrato rate 

($0 E 〜$72 

— 50 〜 +50) 

param (34 )：Vibrato depth 

($0 E 〜$72 

-50 〜 

+ 50) 

parai (35 ):TVF cutoff freq . 

($0 E 〜$50 

— 50 〜 

+ 16) 

paran (36 ):TVF resonance 

($0 E 〜$72 

-50 〜 

+ 50) 

para *(37) : TVF&TVA Env.attack 

($0 E -$72 

— 50 〜 

+ 50) 

paraa (38): TVF&TVA Env.decay 

($0 E 〜$72 

一50〜 

+ 50) 

paran (39): TVF&TVA Env.release 

($0 E 〜$72 

— 50 〜 

+ 50) 

paraa (40 )：Vibrato delay 

<$0 E 〜$72 

— 50 〜 

+ 50) 


parai (76 ):CAf TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F :- 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
paraa (77 ):CAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : -100•〇〜 + 100.0 A 】) 
para *(78 ):CAf LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
parai (79 ):CAf LFOl PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

pai * aa (80 ):CAf LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 

paraa (81 ):CAf LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[5；】） 

parai (82 ):CAf LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F :-10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
parajn (83 ):CAf LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

paraa (84 ):CAf LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 

paraa (85 ):CAf LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜100 •()[；«；】） 

para «(86 ):PAf PITCH CONTROL 

($28 〜 $58 :- 24 〜 + 24 [ sen i tone 】 ） 
paraa (87 ):PAf TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 9600〜 + 9600 [ CENT 】） 
paraa (88 ):PAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : -100•〇〜 + 100.0[ X 】) 
parai (89 ):PAf LFOl RATE CONTROL 


paraa (41): SCALE TUNING C ($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent 】> 
parajn (42): SCALE TUNING C # ($00 〜 $7 F :-64 〜 + 63[ cent 】） 

parai (43): SCALE TUNING D ($00 〜 $7 F : - 64 〜 +63[ cent 】） 
paraa (44): SCALE TUNING D# ($00 〜 $7 F : — 64 〜 + 63[ cent ]) 

paraa (45): SCALE TUNING E ($00 〜 $7 F : - 64 〜 +63[ cent 】） 
paran (46): SCALE TUNING F ($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent 】） 
parai (47): SCALE TUNING F # ($00 〜 $7 F :-64 〜 + 63[ cent ]) 

paran (48): SCALE TUNING G ($00 〜 $7 F : - 64 〜 +63[ cent 】） 
paraa (49): SCALE TUNING G # ($00 〜 $7 F : — 64 〜 + 63[ cent ]) 

parai (50): SCALE TUNING A ($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent 】） 


($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
parai (90 ):FAf LFOl PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

paraa (91 ):PAf LFOl TVF DEPTH <$00〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

paraia (92 ):FAf LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ i ；]) 

paraa (93 ):PAf LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
parai (94 ):FAf LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F .. O 〜 600[ cent 】） 

parai (95 ):PAf LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

parai (96 ):FAf LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 0 〜 100 • 0 [ X ]) 


parain (51 ):SCALE TUNING A # ($00 〜 $7 F : — 64 〜 + 63[ cent ]) 

paran (52 ):SCALE TUNING B ($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent 】） 

paran (53): M 0 D PITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[ semitone 】） 
parai (54): M 0 D TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
paran (55): M 0 D AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X 】） 
paraa (56): N 0 D LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
paran (57): M 0 D LFOl FITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]> 

parajn (58): M 0 D LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

parain (59): M 0 D LFOl TVA DEPTH <$00〜 $7 F : 〇〜100.0[ X 】 ） 
paraio (60 ):MOD LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】） 


para *(97 ):CCl FITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[ seiitone ]) 
para *(98 ):CCl TVF CUTOFF CONTROL 

<$00〜 $7 F : - 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
para *(99 ):CCl AMPLITUDE CONTROL 

($◦0〜 $7 F : —100.0〜 + 100.0[ X 】） 
para «(100 ):CCl LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
parai (101 ):CCl LFOl PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
parai (102 ):CCl LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】 ） 

paran (103 ):CCl LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 
paraa (104 ):CCl LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
para *(105 ):CCl LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
paran (106 ):CCl LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
para *(107 ):CCl LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F :〇〜 100.0[ X 】 ） 


paran (61): M 0 D LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

parajn (62): M 0 D LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 

paraia (63): M 0 D LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 0 〜 100 • 0 [ X ]) 

parai (64 ):BEND FITCH CONTROL 

($28 〜 $58: — 24 〜 + 24 [semi tone ]) 
para *(65 ):BEND TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
parai (66 ):BEND AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
paran (67 ):BEND LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
param (68 ):BEND LFOl FITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 


paran (108): CC 2 PITCH C 0 NTR 0 L ($28 〜 $58: - 24 〜 +24[ seBitone ]) 
parai (109): CC 2 TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
paraa (110): CC 2 AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 100 •〇〜 + 100.0[ X ]) 
parafl ( lll ): CC 2 LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
param (112): CC 2 LFOl PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

parai (113): CC 2 LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
parai (114): CC 2 LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】） 

para «(115): CC 2 LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
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parafl (116): CC 2 LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
paraa (117): CC 2 LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
paraa (118): CC 2 LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F :0 〜100.0“] ) 

( SC -55 のマニュアル p 75, p 79 〜 p 80 参照） 


zm_gs_drum_setup( port,size,ar—id,param ) 

檐能 GS 音源フ〇ドラムセットアップ設定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 (0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 

int size : ドラムセットアップバラメータデータサイズ （1 〜 8) 

int dr _ id : d 0- dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 

dl 6- d 23= N 0 TE NUMBER (0 〜 127) 
d 24- d 31 =MAP NUMBER (0 〜 1> 

dia char ( int ) parai (0 〜 7): ドラムセットアッブバラメータ格納 

配列 

戻り 僅 0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

din char para 腿 （） にドラムセツトアップバラメータを記述しておく。 
size は8以内で指定した size 個分のバラメータが GS 音源へ送信される 0 


DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される0 


parai ( O):PLAY KEY NUMBER 
parai (1 ):LEVEL 
paraa (2 ):ASSIGN GROUP NUMBER 
paraa (3): PANP 0 T 

paraa (4 ):REVERB DEPTH 
parai (5): CH 0 RUS DEPTH 
parai (6 ):Rx NOTE OFF 


(0 〜 127) 

(0-127) 

(0: NON •卜 127) 

(0: RAND 0 M , 

01( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT >) 
(0 〜 127:0.0 〜 1.0) 

(0 〜 127:0 •〇〜 L 0> 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 


parai (7 ):Rx NOTE ON (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

( SC -55 マニュアル p 75 ， p 82 参照） 


zm gs drum_name( port,size,mp id,name ); 

楗能 05音_ドラムセット名股定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 

int size : ドラムセットアップバラメータデータサイズ （1 〜 8) 

int « p _ id : dO - dl 5 =DEVICE 1 D (0 〜 127,-1 rcurrent ) 

dl 6- d 31 =MAP NUMBER ( O . l ) 

str naie : ドラムセット名文字列格納アドレス 
戻り 僅 0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

文字列は12文字以内で char * naae からの領域に文字列を3己述しておく 0 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフオルト偵が選択される。 

( SC -55 マニュアル p 82 参照） 


zm_gs_pnnt( port,size,id,mes ) 

楗能 GS 音源の画面へのメッセージ出力 
引数 int port : MlDl ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : メッセージ 長 （1 〜 32) 
int id : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 
str nes : 文字列 
戻り 値 0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

メッセージは32文字以内で str mes に文字列を記述しておく。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフォルト谕が選択される。 

zm—gs 一 display( port,id,pattern ) 

機能 GS 音源の画面へのドットパターン出力 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int id : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 
dim int ( char ) pattern (7): ド•ソトバターン格納配列 
戻り 僮 0:正常終了 


0以外：エラーコード 

備考 

diiint pattern () にドットバターンを記述しておく。 

フォーマツトは、 

{ 1段目のドットバターン*65536+2段目のドットバターン， 

3段目のドツトバターン*65536+3段目のドットバターン， 

5段目のドットバターン*65536+4段目のドットバターン， 

15段目のドツトバターン*65536 .16 段目のドツトバターン} 

に従う。 

DEVICE ID を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフォルト値が選択される。 

例 

/* SC -55 の画面に”善”を表示する*/ 

dia int d (7)={ X 0001 0000000 10000*65536 U 0000 1000001000 00, 

XOlll 111111111100*655364 X 00000001 000000 00, 
X 001111111111 1000*65536^00000001 000000 00 • 
X 0111111111111100*655364 X 000 10001000100 00, 
X 0000 1001001 00000*655361 111111111111110. 
X 0000000000000000* 65536 nooi 1111111111000, 
X 001 0000000001 000*65536^00 10000000001000, 
X 001 11111111 11000*65536^0010000000001000} 
gs _ display (- l ,- l ， d ) 

zm—gm—system—on( port ) 

搛能 GM 音源のリセット 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3> 

•1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
戻り僅0:正常終了 

0以外：エラーコード 

zm^sc88_mode_set( port,md—id ) 

機能 SC -88 モード設定 

引数 int port : MlDl ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int id . id : dO - d 15 =DEVICE ID (0^127,-1: current ) 

dl 6- d 31= SC -88 M 0 DE (0: Single ， l : Double ) 

戻り値 0: 正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

DEVICE ID を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフオルト値が還択される。 


zm_sc88_reverb( port,size,id,rvb ) 

楗能 SC -88 のリパーブバラメータの設定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜3> 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 
int size : リバーブバラメータデータサイズ （1 〜 8) 

int id:DEVICE 1 D (0 〜 127,-1 rcurrent ) 
dia char ( int ) rvb (7): リバーブバラメータ格納配列 
戻り僅0:正常終了 


〇以外：エラーコード 

備考 

din char rvbO にリバーブバラメータを記述しておく 0 size は8以内で、 
指定した size 個分のバラメータが SC -88 へ送信される。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 


省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される 


rvb (0 ):REVERB MACRO 


rvb ( l):REVERB CHARACTER 
rvb (2 ):REVERB PRE-LPF 
rvb (3 ):REVERB LEVEL 
rvb ⑷: REVERB TIME 
rvb (5 ):REVERB DELAY FEEDBACK 


(00: Rooil ,01: Room 2, 
02: Roon 3,03: Halll , 
04: Hall 2,05: Plate , 
06: Delay , 

07 : Panning Delay ( FB )) 
($00 〜 $07) 

($00 〜 $07) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F ) 


rvb ⑹： 


SEND LEVEL TO CHORUS ($00 〜 $7 F / SC -88 ではダミー） 


rvb (7 ):REVERB PRE-DELAY TIME ($00 〜 $7 F ) 


( SC -88 VL マニュアル p 77 参照) 
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zm_sc88_chorus( port,size,id,cho ) 

機 € SC -88 のコーラスバラメータの設定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : コーラスバラメータデータサイズ （ 1 〜 9) 
int id:DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 
din char ( int ) cho (8>: コーラスバラメータ格納配列 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

din char cho () にコーラスバラメータを記述しておく。 size は9以内で 
指定した size 個分のバラメータが SC -88 へ送信される。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。屘初の使用時 


に省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される0 

cho (0): CH 0 RUS MACRO 


cho (1): CH 0 RUS PRE-LPF 
cho (2): CH 0 RUS LEVEL 
cho (3): CH 0 RUS FEEDBACK 
cho (4): CH 0 RUS DELAY 


(00: Chorusl ,01: Chorus 2, 
02: Chorus 3,03: Chorus 4, 
04 :Feedback Chorus , 
05: Flanger , 

06 :Short Delay , 

07 :Short Delay ( FB )) 
($00 〜 $07) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F > 


cho (5): CH 0 RUS RATE ($00 〜 $7 F ) 

cho (6 ):CHORUS DEPTH ($00 〜 $7 F ) 


cho (7): CH 0 RUS SEND LEVEL TO REVERB ($00 〜 $7 F ) 


cho (8): CH 0 RUS SEND LEVEL TO DELAY ($00 〜 $7 F ) 


( SC -88 VL マニュアル p 78# 照) 


zm sc88 del ay( port,size,id,dly ) 

機能 SC -88 のデイレイバラメータの設定 
引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : デイレイバラメータデータサイズ （1 〜 11) 

int idrDEVICE ID (0 〜 127,-1 :currenU 

din char dly (0 〜 10): ディレイバラメータ格納配列 
戻り漣0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

din char dly () にリバーブバラメータを記述しておく 0 size は11以内で、 
指定した size 個分のバラメータが SC -88 へ送信される。 


DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
こ省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される 

dly (0 ):DELAY MACRO 00: Delayl ,01 : Delay 2,02: Delay 3, 

03: Delay 4,0 4 :Pan Delayl ,05 :Fan Delay 2,06 :Fan Delay 3, 

07 :Pan Delay 4,08 :Delay to Reverb ,09 :Pan Repeat 


dly ( l):DELAY PRE-LPF 
dly (2 ):DELAY TIME CENTER 
dly (3 ):DELAY TIME RATIO LEFT 
dly ⑷: DELAY TIME RATIO RIGHT 
dly (5 ):DELAY LEVEL CENTER 
dly ⑹: DELAY LEVEL LEFT 
dly (7 ):DELAY LEVEL RIGHT 
dly (8 ):DELAY LEVEL 
dly (9 ):DELAY FEEDBACK 
dly (10 ):DELAY SENDLEVEL TO REVERB 
( SC -88 VL マニュアル p 78 参照〉 


($00 〜 $07) 

($01 〜 $73:0.1 ns 〜 sec ) 
($01 〜 $78:4 〜 500 X ) 
($01 〜$78:4〜500 X ) 
($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F > 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F > 

($00 〜 $7 F :-64 〜 +63) 
($00 〜 $7 F > 


zm sc88—equalizer^ port,size,id,eql) 

楗能 SC -88 のイコライザバラメータの設定 

引数 int port : MlDl ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
int size : イコライザバラメータデータサイズ （ 1〜 4) 
int id:DEVlCE ID (0 〜 127,-1: current ) 
dim char eql (0 〜 3): イコライザバラメータ格納配列 
戻り偟0:正常終了 

〇 以外：エラーコード 

備考 

dim char eql () にコーラスバラメータを記述しておく。 size は4以内で 
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指定した si ze 個分のバラメータが SC -88 へ送信される。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される0最初の使用時 
に省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される。 


eql (0 ):EQ LOW FREQ 
eql ( l):EQ LOW GAIN 
eql (2 ):EQ HIGH FREQ 
eql (3 ):EQ HIGH GAIN 
( SC -88 VL マニュアル p 78 参照） 


(0,1:200 Hz ,400 Hz ) 

($34 〜 $4 c :-12 〜 + 12 dB ) 
(0,1:3 kHz ,6 kHz ) 

($34 〜 $4 c :-12 〜 + 12 dB ) 


zm_sc88_part_parameter( port,size,pt_id,param ) 

機能 SC -88 のバートバラメータの設定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size : バートバラメータデータサイズ （1 〜 127) 

int pt _ id : dO - dl 5 =DEVICE 1 D (0 〜 127,- l : current ) 

dl 6- d 31 =PART NUMBER (1 〜 16) 
dii char paraa (0 〜 126): バートバラメータ格納配列 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

din char paraa () にパートバラメータを記述しておく 0 size は127以内 
で指定した size 個分のバラメータが SC -88 へ送信される 0 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 


に省略した場合はドライバ内のデフオルト碴が選択される0 


parajn (0 ):Rx CHANNEL 

(1 〜 16,17=0 FF ) 

parai ( l):Rx PITCH BEND 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraji (2 ):Rx CH PRESSURE ( CAf ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraa (3 ):Rx PROGRAM CHANGE 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraa (4 ):Rx CONTROL CHANGE 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (5 ):Rx POLY PRESSURE ( PAf ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraa (6 ):Rx NOTE MESSAGE 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraa (7 ):Rx RPN 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (8 ):Rx NRPN 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paran (9 ):Rx M 0 DURATI 0 N 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (10 ):Rx VOLUME 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

paraa ( ll):Rx PANP 0 T 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (12 ):Rx EXPRESSION 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (13 ):Rx H 0 LD 1 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

para «(14 ):Rx PORTAMENTO 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

parai (15 ):Rx S 0 STENUT 0 

( 0 〜 1:0 FF /0 N ) 

para *(16 ):Rx SOFT 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

param (17): M 0 N 0/ P 0 LY MODE 
parai (18 ):ASSIGN MODE 

( 0 〜 1: M 0 N 0/ P 0 LY ) 

(0: SINGLE ,1: LIMITED - MULTI ,2: FULL - MULTI ) 

paraa (19 ):USE FOR RHYTHM PART 

(0:0 FF ,1: MAP 1,2: MAP 2) 

paran (20 ):PITCH KEY SHIFT ($28 〜 $5 S 

para *(21 ):PITCH OFFSET FINE ( upper ) 

i: — 24 〜 + 24 [seii tone ] ) 

($08〜$ F 8: — 12 •〇〜 + 12.0[ Hz ]) 

paraa (22 ):PITCH OFFSET F 1 NE ( lower ) 

" 

para *(23 ):PART LEVEL 

(0 〜 127) 

paran (24 ):VELOCITY SENSE DEPTH 

(0 〜 127) 

param (25)： VEL 0 CITY SENSE OFFSET 

(0 〜 127) 

parani (26 ):PART PANP 0 T ( 0: RANDOM ,01 ( LEFT )〜 64 〜 1 27 ( RIGHT ) ) 

para *(27 ):KEY RANGE LOW 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

parai (28 ):KEY RANGE HIGH 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

parai (29 ):CCl CONTROL NUMBER 

(0 〜 127) 

paraa (30): CC 2 CONTROL NUMBER 

(0-127) 

paraa (31 ):CHORUS SEND LEVEL 

(0 〜 127) 

parai (32 ):REVERB SEND LEVEL 

(0-127) 

parai (33 ):Rx BANK SELECT 

(0:0 FF ,1:0 N ) 

paraa (34 ):Rx BANK SELECT LSB 

para *(35 ):PITCH FINE TUNE ( Upper ) 

(0:0 FF ,1:0 N ) 

($00 00 〜 $40 00 〜 $7 f 7 f :-100 〜〇〜+ 100) 
paraa (36 ):PITCH FINE TUNE ( Lower ) 

paraiDf 37): DELAY SEND LEVEL 

(0 〜 127) 

paran (38 ):Vibrato rate 

($00 〜 $7 f : -64〜 + 63) 

parai (39 ):Vibrato depth 

($00〜$7 f :-64〜 + 63) 




param (40 ):TVF cutoff freq . 
param (41 ):TVF resonance 
parain (42): TVF&TVA Env.attack 
paran (43): TVF&TVA Env.decay 
parajn (44): TVF&TVA Env.release 
parai (45 ):Vibrato delay 


($00 〜 $7 f : — 64 〜 +63) 
($00 〜 $7 f : - 64 〜 + 63) 
($00〜$7 f :-64〜+63) 
($00〜$7 f :-64〜+63) 
($00 〜 $7 f : - 64 〜 +63) 
($00 〜 $7 f : — 64〜 +63) 


param (46 ):SCALE TUNING C ($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent 】） 
paraa (47 ):SCALE TUNING C # ($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent ]) 

parajn (48 ):SCALE TUNING D ($00 〜 $7 F : - 64 〜 +63[ cent ]) 
paraa (49 ):SCALE TUNING D# ($00 〜 $7 F : - 64 〜 +63[ cent ]) 

param (50 ):SCALE TUNING E ($00 〜 $7 F : — 64 〜 + 63[ cent 】） 
param (51 ):SCALE TUNING F ($00 〜 $7 F : - 64 〜 +63[ cent ]> 
param (52 ):SCALE TUNING F # ($00 〜 $7 F : — 64 〜 +63[ cent ]) 

paran (53 ):SCALE TUNING G ($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent 】） 
param (54 ):SCALE TUNING G # ($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent ]) 

parain (55 ):SCALE TUNING A ($00 〜 $7 F :-64 〜 + 63[ cent ]) 
paraa (56): SCALE TUNING A # ($00 〜 $7 F :-64 〜 +63[ cent ]) 

param (57 ):SCALE TUNING B ($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent ]) 


paran (58): M 0 D PITCH CONTROL 

($28 〜 $58 :— 24 〜 + 24[ senitone ]) 
parai (59): H 0 D TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 9600〜 4-9600 [ CENT ]) 
param (60): M 0 D AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
param (61): M 0 D LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
pai ' ajn (62 ):MOD LFOl PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】> 
parajn (63 ):MOD LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

paraB (64 ):MOD LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[5；]) 

param (65): M 0 D LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
paraa (66): M 0 D LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

parajn (67): M 0 D LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 

parajn (68):. H 0 D LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 

paran (69 ):BEND PITCH CONTROL 

($40 〜 $58 :- 24 〜 + 24 [ sen i tone ]) 
para *(70 ):BEND TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F : - 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
para *(71 ):BEND AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
paraffl (72 ):BEND LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F :-10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
param (73 ):BEND LFOl PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
paraa (74 ):BEND LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 

parain (75 ):BEND LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜100.0[幻 ） 

param (76 ):BEND LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
parain (77 ):BEND LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
param (78 ):BEND LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

paraa (79 ):BEND LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 

paraa (80 ):CAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58: — 24 〜 +24[ seBitone ]) 
paran (81 ):CAf TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F :— 9600 〜 + 9600 [ CENT ]) 
param (82 ):CAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
parai (83 ):CAf LFOl RATE C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
parajB (84 ):CAf LFOl PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

param (85 ):CAf LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 

pai 、 am (86 ):CAf LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 

parai (87 ):CAf LF 02 RATE C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : - 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
param (88 ):CAf LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

param (89 ):CAf LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

parajn (90 ):CAf LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 


param (91 ):PAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58: — 24 〜 +2 4 [ semitone ]) 
paran (92 ):PAf TVF CUTOFF CONTROL 


($00 〜 $7 F :— 9600〜 + 9600[ CENT ]) 


paraa (93 ):PAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
parai (94 ):PAf LFOl RATE C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
paraji (95 ):PAf LFOl PITCH DEPTH <$00〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 


param (96 ):PAf LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
F > arai (97 ):PAf LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 は]) 
paraa (98 ):PAf LF 02 RATE C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 


parajn (99 ):PAf LF 02 PITCH DEPTH <$00〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 


parai (100 ):PAf LF 02 TVF DEPTH 
paraa (101 ):PAf LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 


parai (102 ):CCl PITCH C 0 NTR 0 L ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[ seinitone 】） 
parai (103 ):CCl TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F :— 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
paraii (104 ):CCl AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
parai (105 ):CCl LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : - 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
pana (106 ):CCl LFOl FITCH DEPTH <$00〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

paraa (107 ):CCl LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

parda (108 ):CCl LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F :0 〜 100.0[ X 】） 

paraa (109 ):CCl LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
parai (110 ):CCl LF 02 FITCH DEPTH <$00〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

parai ( lll):CCl LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

paraa (112 ):CCl LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜100.0[ X 】 ） 


para «(113): CC 2 PITCH C 0 NTR 0 U $28 〜 $58: - 24 〜 + 24[ semitone 】） 
paraa (114): CC 2 TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F :— 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
paran (115): CC 2 AMPLITUDE CONTROL 

<$00〜 $7 F : — 100•〇〜 + 100.0[ X 】> 
param (116): CC 2 LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
paraa (117): CC 2 LFOl PITCH DEPTH <$00〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

parai (118): CC 2 LFOl TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

paraa (119>: CC 2 LFOl TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[； U ) 

paraa (120): CC 2 LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
paraa (121): CC 2 LF 02 PITCH DEPTH <$00〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

par * aa (122): CC 2 LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 

parafl (123): CC 2 LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜100.0 [XD 


paran (124 ):TONE MAP NUMBER 
paraa (125 ):TONE MAPO NUMBER 
parai (126 ):EQ ON/OFF 


(0: SELECTED ,1: SC -55,2: SC -88) 
( l : SC -55,2: SC -88) 
(0:0 FF ,1:0 N ) 


( SC -88 VL マニュアル p 79 〜 p 81 参照) 


zm sc88 drum setup( port,size,dr—id，param ) 

機能 SC -88 のドラムセットアッブ設定 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜3> 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

int size : ドラムセットアップバラメータデータサイズ （ 1〜 9) 

int dr _ id : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 

dl 6- d 23= N 0 TE __ 〜 127} 
d 24- d 31 =MAP NUMBER (0 〜 1) 

din char paran (0 〜8}:ドラムセットアッブバラメータ格納 S 己列 
戻り値0:正常終了 

〇 以外：エラーコード 

備考 

dim char panun () にドラムセットアップパラメータを記述しておく 0 
size は9以内で指定した size 個分のバラメータが SC -88 へ送信される。 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフォルト値が選択される。 

paran (0 ):PLAY KEY NUMBER (0 〜 127) 

paran ( l):LEVEL (0 〜 127) 

parai (2 ):ASSIGN GROUP NUMBER (0: N 0 N ,1 〜 127) 

parai (3): PANP 0 T (0: RAND 0 M ，01< LEFT ) 〜 64 〜 127( R 1 GHT )) 

param (4 ):REVERB DEPTH (0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 


15 




param (5): CH 0 RUS DEPTH 
para * n (6 ):Rx NOTE OFF 
paraii (7 ):Rx NOTE ON 
param (8 ):DELAY SEND LEVEL 
( SC -88 VL マニュアル p 82 参照) 


(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 
(0 〜 1: OFF / ON ) 

( 0〜1: OFF / ON ) 

(0 〜127:0•〇〜 1.0) 


zm_sc88_drum_name( port,size,mp_ia,name ); 

機 庭 SC-88 のドラムセット名設定 

引数 int port:MIDI ボートの番号 <0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 

int size: ドラムセットアップパラメータデータサイズ （ 1 〜 8) 
int ip_id : dO-d15=DEVICE ID(0 〜 127,-1:current) 

dl6-d31=MAP NUMBER(0,1/$80,$81) 
str name: ドラムセット名文字列格钠ァドレス 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

文字列は 12 文字以内で char *naie からの領域に 3 己述しておく 0 
DEVICE ID を- 1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合はドライバ内のデフオルト«が選択される。 

MAP NUMBER=$80 が ユーザー ドラム セッ ト 65, MAP NUMBER=$81 が ユーザー 
ドラムセツト66に対応する。 

(SC-88VL マニュアル p82# 照） 


zm sc88 user_inst 、 port,size,ui—ia,param ) 

機能 SC -88 のユーザー音色の設定 

引数 int port : MIDl ボートの番号 (0 〜 3) 

•1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : ユーザー音色バラメータデータサイズ （1 〜 11) 

int uiJd : dO - dl 5 =DEVICE ID (0-127,- l : current ) 

dl 6- d 23= PR 0 GRAM NUMBER (0 〜127) 
d 24- d 31 =BANK NUMBER ( O - l ) 

din char paraa (0 〜 10): ユーザー音色バラメータ格納8己列 
戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

din char paran () に ユーザー 音色バラメータを記述しておく。 

size は11以内で指定した size 個分のバラメータが SC -88 へ送信される 0 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。の使用時 


に省略した場合はドライバ 内の デフオルト偵が選択される0 
parajn ( O):SOURCE T 0 NE #( MAP ) (1,2) 

param ( l):BANK NUMBER MSB (0-127) 

paraa (2 ):PROGRAM NUMBER (0 〜 127> 


paran (3 ):Vibrato rate 
paran (4 ):Vibrato depth 
para *(5 ):TVF cutoff freq . 
paran (6 ):TVF resonance 
param (7): TVF&TVA Env.attack 
paran (8): TVF&TVA Env.decay 
parajn (9): TVF&TVA Env.release 
paran (10 ):Vibrato delay 
( SC -88 VL マニ ュア ル p 82# 照） 


($00 〜 $7 f :-64 〜 +63> 
($00 〜 $7 f :-64 〜 +63) 
($00 〜 $7 f :-64 〜 +63) 
($00 〜 $7 f : -64〜 +63) 
($00 〜 $7 f : -64〜 +63) 
($00 〜 $7 f :-64 〜 +63) 
($00 〜 $7 f :— 64〜 + 63) 
($00 〜 $7 f : — 64〜 +63) 


zm—sc88_user—drum 、 port,size,ud_id,param ) 

機能 SC -88 のユーザードラムセットの設定 

引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 〜3> 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

int size : ユーザードラムセットバラメータデータサイズ （ 1〜 12) 
int ud _ id : dO - d 15 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 

dl 6- d 23= N 0 TE NUMBER (0 〜 127) 
d 24- d 31 =SET NUMBER (0 〜 1) 
dim char parai (0 〜 11): 

ユーザードラムセットバラメータ格納配列 

戻り値0:正常終了 

〇 以外：エラーコード 

備考 

char * param からの領域にユーザードラムセットバラメータを記述して 

おく 0 

size は12以内で指定した size 個分のバラメータが SC -88 へ送信される。 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 


に省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される。 
para *(0 ):PLAY KEY NUMBER (0 〜 127) 

para *( l):LEVEL (0 〜 127) 


parai (2 ):ASSIGN GROUP NUMBER (0: N 0 N ,1 〜 127) 

paraa (3): PANP 0 T (0: RANDOM , 

Ol ( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT )) 


paraa (4 ):REVERB DEPTH 
para *(5): CH 0 RUS DEPTH 
paraa (6 ):Rx NOTE OFF 
parai ⑺: Rx NOTE ON 
paraa (8 ):DELAY SEND LEVEL 
paraa (9 ):SOURCE DRUM SET #( MAP ) 
paraa (10 ):PROGRAM NUMBER 
para *( ll ): S 0 URCE NOTE NUMBER 
( SC -88 VL マニュアル p 82 参照） 


(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 
(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

(0 〜127:0•〇〜 1.0) 
(卜 2) 

(0 〜 127) 

(0 〜 127) 


zm—mt32—reset( port,id ) 

機能 MT -32 の初期化 

引数 int port : MIDl ボートの番号 （0 〜 3) 

•1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int id : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 

戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合はドライバ内のデフオルト谕が選択される。 


zm_mi^2_j)arnal_reserve( port,id,rsv ) 

裱运 MT -32 のバーシャルリザーブ 

引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int id:DEVICE ID (0 〜127,-1 : current ) 

dim char ( int ) rsv (8): バート 1 〜バート9までのバーシャルリザ 
ーブ偵が格納されている K 列 
戻り值0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

din char rsv ( 〉にバーシャルリザーブ fifi を9バート分格納しておく 0 
また、合計が栾器の 最大 同時発庠数以下にならなければならない。 
parai (0) = バート1 , parai(U = バート 2"\ parai (9) = バート9 
というふうに対応する。なお、バート9はリズムバートに対応する。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。 R 初の使用時 
に省略した場合はドライバ内のデフォルト偷が選択される0 

zm_mi^2_reverb( port,size,id,rsv ; 

櫟能 MT -32 のリパーブバラメータの設定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : リバーブバラメータデータサイズ （1 〜 3) 

int idrDEVICE 1D(0 〜 127,_l:current) 
dim char(int) rvb(0 〜 2): リバ ーブパラメータ 格納配列 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

din char rvb () にリバーブバラメータを記述しておく 0 size は3以内で、 
指定した si ze 個 分のバラメータが MT -32 へ送信される。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。屘初の使用時 
に省略した場合はドライバ内のデフォルト値が選択される 

rvb(0):REVERB MODE (0:Rooi, 1 :Hal 1 ,2:Plate,3:Tap Delay) 

rvb(1):REVERB TIME (0 〜 7) 

rvb(2):REVERB LEVEL (0 〜 7> 

( MT -32 マニユアル p 35 ， CM -64 マニユアル p 30 参照） 

zm_mt32j)art_setup( port,size,id,rsv ) 

機症 MT -32 のバートバラメータの設定 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : バートバラメータデータサイズ （1 〜 9) 

int id : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127，- l : current ) 

diichar(int) parai(0 〜 8): バートバラメータ格納配列 
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戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

din char paran () にバートバラメータを記述しておく 0 
バートバラメータは、 

paraa (0) = バート1の MIDI チヤンネル， parai ( 1 )= バート2の MIDI チヤン 
ネル…， parai (9)= リズムバートの MIDI チヤンネル 
という構成を取る 

size は9以内で指定した size 個分のバラメータが MT -32 へ送信される。 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される。 


zm_mt32_drum( port,size,dr—ia,drum ) 

機能 MT -32 のドラムセットアップ設定 

引数 int port . MIDI ボートの番号 (0 〜 3) 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 

int size : ドラムセットアップバラメータデータサイズ （1 〜 4) 
int dr _ id : dO-d 15 =DEVICE 10(0^127,-1: current ) 

dl 6- d 31= N 0 TE NUMBER 24 〜 87) 
din char ( int ) druWO 〜 3): 

ドラムセットアップバラメータ格納配列 

戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

dim char druiaO にドラムセットアップバラメータを記述しておく。 
size は4以内で指定した size 個分のバラメータが MT -32 へ送信される。 
DEVICE ID を M とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 


省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される0 

drua (0 ):TIMBRE (0 〜63: il 〜64,64〜 127: rl 〜 64) 

drua ( U : OUTPUT LEVEL (0 〜100) 


dru «(2): PANP 0 T 


(0 〜 14) 


drui (3 ):REVERB SWITCH (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

( MT -32 マニュアル p 35, CM -64 マニュアル p 30 参照） 


zm_mt32—common( port,size,cm_id,common ) 

楗能 MT -32 のコモンバラメータの設定 

引数 int port : MIDl ボートの番号 （0 〜3> 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
int size : コモンバラメータデータサイズ U 〜 4) 

int cb id : d 0- dl 5 =DEVICE 1 D (0 〜 127,-1: cuiTent 〉 

dl 6- d 31= PR 0 GRAM NUMBER (1 〜 64) 
dii char ( int ) couon (0 〜 3): コモンバラメータ格納 E 列 
戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

dim char coMon () にコモンバラメータを記述しておく 0 
size は4以内で指定した size 個分のバラメータが MT -32 へ送信される。 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフォルト偵が選択される。 

coBion ( O):Structure of Partial # l &2 (0 〜 12:1 〜 13) 

coMon ( 1 ):Structure of Partial #344 (0 〜 12:1 〜 13) 

conon (2 ):PARTIAL MUTE (0 〜 15) 

coMon (3 ):ENV MODE (0 〜 1: N 0 RMAL , N 0 SUSTAIN ) 

( MT -32 マニユアル p 34 ， CM -64 マニユアル p 29 参照） 


zm_mt32_partial( port,size,pljd,partial) 

機能 MT -32 のバーシャルバラメータ設定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜3> 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size : バーシャルバラメータデータサイズ （1 〜 58) 
int pLid : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1 : current ) 

dl 6- d 23 =PARTIAL NUMBERU 〜 4) 
d 24- d 31= PR 0 GRAM NUMBERU 〜 64) 

dim char ( int ) partial (0 〜 57): バーシャルバラメータ格納配列 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

dim char partial () にバーシャルバラメータを記述しておく 0 

size は58以内で指定した size 個分のバラメータが MT -32 へ送信される。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 


に省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される。 

partial (0 ):WG PITCH COARSE (0 〜 96: C 1， C #1, 〜， C 9) 

partial ( l):WG PITCH FINE (0 〜100: -50 〜 + 50) 

partial (2 ):WG PITCH KEYF 0 LL 0 W (0 〜 16: - 1, 一 1/2, - 1/4,0, 1/8, 

1/4,3/8，1/2,5/8,3/4,7/8,1， 
5/4,3/2,2, sl , s 2) 

partial (3 ):WG PITCH BENDER SW (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

partial ⑷: WG WAVEFORM/PCM BANK (0〜3: SQU 1, SAW 1， SQU 2， SAW 2) 


partial (5 ):WG PCM WAVE 
partial (6 ):WG PULSE WIDTH 
partial (7 ):WG PW VEL 0 SENS 
partial (8>: P-ENV DEPTH 
partial (9): P-ENV VEL 0 SENS 
partial (10): P-ENV TIME KEYF 
partial (⑴: P-ENV TIME 1 
partial (12): P-ENV TIME 2 
partial (13): P-ENV TIME 3 
partial (14): P-ENV TIME 4 
partial (15): P-ENV LEVEL 0 
partial (16): P-ENV LEVEL 1 
partial (17): P-ENV LEVEL 2 
partial (18): P-ENV SUSTAIN LEVEL 
partial (19 ):END LEVEL 
partial (20): P - LF 0 RATE 
partial (21): P - LF 0 DEPTH 
partial (22): P - LF 0 HOD SENS 
partial (23 ):TVF CUTOFF FREQ 


(0 〜 127:1 〜 128) 
(0 〜100) 

(0 〜 14: 一 7 〜 +7) 
(0 〜 10) 

(0 〜 3) 

(0 〜 4) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100:-50〜 + 50) 
(0 〜100:-50〜+ 50)) 


( 0 〜100 
( 0 〜100 
( 0 〜100 


一50〜 + 50) 
一50〜 + 50) 
-50 〜 + 50) 
(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜 30) 


partial (24 ):TVF RESONANCE 
partial (25 ):TVF KEYF 0 LL 0 W (0 〜 14: 一 1, 一1/2,一 1/4,0,1/8,1/4, 

3/8,1/2,5/8,3/4,778, 1,5/4,372,2) 


partial (26 ):TVF BIAS POINT/DIR 
partial (27 ):TVF BIAS LEVEL 
partial (28 ):TVF ENV DEPTH 
partial (29 >:TVF ENV VELO SENS 
partial (30 ):TVF ENV DEPTH KEYF 
partial (31 ):TVF ENV TIME KEYF 
partial (32 ):TVF ENV TIME 1 
partial (33 ):TVF ENV TIME 2 
partiaI (34 ):TVF ENV TIME 3 
partial (35 ):TVF ENV TIME 4 
partial (36 ):TVF ENV TIME 5 
partial (37 ):TVF ENV LEVEL 1 
partiaI (38 ):TVF ENV LEVEL 2 
partial (39 >:TVF ENV LEVEL 3 
partial (40 ):TVF ENV SUSTAIN LEVEL 
partial (41 ):TVA LEVEL 
partial (42 ):TVA VELO SENS 
partial (43 ):TVA BIAS POINT 1 
partial (44 ):TVA BIAS LEVEL 1 
partial (45 ):TVA BIAS POINT 2 
partial (46 ):TVA BIAS LEVEL 2 
partial (47 ):TVA ENV TIME KEYF 
partial (48 ):TVA ENV TIME V _ F 0 LL 0 W 
partial (49 ):TVA ENV TIME 1 
partial (50 ):TVA ENV TIME 2 
partial (51 ):TVA ENV TIHE 3 
partial (52 ):TVA ENV TIME 4 
partial (53 ):TVA ENV TIME 5 
partial (54 ):TVA ENV LEVEL 1 
partial (55 ):TVA ENV LEVEL 2 
partial (56 ):TVA ENV LEVEL 3 
partial (57 hTVA ENV SUSTAIN LEVEL 
( MT -32 マニュアル p 34, CM -64 マニュアル p 29 参照) 


(0 〜 127) 

(0 〜 14: —7 〜 + 7) 
(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜 4) 

(0 〜 4) 

(0 〜100) 

(0 〜刺 
(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜则 
(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100:-50〜 + 50) 
(0-127) 

(0 〜12:-12〜 0) 
(0-127) 

(0 〜12:-12〜 0) 
(0 〜 4) 

(0 〜 4) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 


zmjnt32_patch( port,size,pt 一 id,patch ) 

機能 MT -32 のバッチバラメータ設定 
引数 int port : MIDl ボートの番号 (0 〜 3) 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 
int size : バッチバラメータデータサイズ （1 〜 7) 

int pt id : dO - dl 5 =DEVICE 1 D (0 〜 127,-1: current ) 
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dl 6- d 31 =PATCH NUMBER (1 〜 128) 

dim char ( int ) patch (0 〜 6): バッチバラメータ格納配列 
戻り 値 0:正常終了 

〇以外：エラーコード 


備考 


din char patch( ) にバッチバラメータを記述しておく 0 

size は 7 以内で指定した size 個分のバラメータが MT-32 へ送信される。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 


に省略した場合はドライバ内のデフオルト値が選択される0 


patch (0 ):TIMBRE GROUP 
patch ( l).-TIMBRE NUMBER 
patch (2 ):KEY SHIFT 
patch (3 ):FINE TUNE 
patch (4 ):BENDER RANGE 
patch (5 ):ASSIGN MODE 
patch (6 ):REVERB SWITCH 


(0〜3: a ， b ， i ， r ) 

(0 〜 63) 

(0 〜 48:-24 〜 + 24) 
(0 〜 100:-50 〜 + 50) 
(0 〜 24) 

(0 〜 3: P 0 LY 1 〜 4) 

( 0〜1: OFF / ON ) 


( MT -32 マニュアル p 35 ， CM -64 マニュアル p 30 参照） 


zm_mt32 一 pnnU port,size,id,mes ) 

機能 MT -32 の画面へのメッセージ出力 

引数 int port : MIDI ポートの番号 （0 〜3> 

•1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size : メッセージ長 （1 〜 20) 
int id : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 
str ^ es : 文字列 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

メッセージは20文字以内で str iaes に文字列を記述しておく。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが遺択される。最初の使用時 
に省略した場合はドライバ内のデフォルト ffi が選択される。 


zm_u220_setup( port,ia,setup ) 

機辰 U 220 のセットアップバラメータの設定 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

•1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int id : d 0- dl 5 =DEVICE ID (0 〜127，-1 : current ) 
dim char ( int ) setup (6): セットアップバラメータ格納配列 
戻り値0:正常終了 

〇 以外：エラーコード 

備考 

din char setup () にセットアップバラメータを記述しておく。 
din char setup () の構成は必ず下に示す»式に従う。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが還択される。最初の使用時 
に省略した場合はドライバ内のデフ オル ト値が選択される。 


注意 


setup (0 ):Chorus SW 
setup ( l):Reverb SW 
setup (2 ):Rx Cntrl Channel 
setup (3 ):Patch Change 
setup (4 ):TiBbre Change 
setup (5 ):Rhythin Change 
setup (6): R.Inst Assign 


(0 〜 1:0FF/0N) 
(0 〜 1:0 FF /0 N ) 
(1 〜 17:1 〜 16,0 FF ) 
(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 
(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 
(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 
(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 


( U 220 マニュアル p 46, pl 46 〜 148 参照） 

U 220 用の命令は U 20 に対しても使用できる。以下同様。 


zm_u220—part_setup( port,pt_id,setup ) 

機能 U 220 の（テンボラリバッチ）バートセットアップバラメータの設定 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int pt _ id : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 
dl 6-31 =PART NUMBER 。 〜 6> 
din char ( int ) setup (12): 

バートセットアップバラメータ格納配列 

戻り 値 0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

dim char setup () にバートセットアッブバラメータを記述しておく 0 
dim char setup () の成は必ず下に示す*式に従う 0 


setup (0 ):Tinbre Nuiber 
setup ⑴: Voice Reserve 
setup (2 ):Receive Channel 
setup (3 ):Key Range Low 
setup (4 ):Key Range High 
setup (5 ):Velo Level 
setup (6 ):Velo Threshold 
setup (7 ):Output Assign 
setup (8 >:Level 
setup (9 ):Pan 
setup (10 ):Rx Voluie 
setup ( ll):Rx Pan 
setup (12 ):Rx Hold 
( 11220 マニユア ル p 58, pl 49 参照) 


( 卜 128) 

(0 〜 30) 

(1 〜 17:1 〜 16, OFF) 
(0 〜 127:C-1 〜 G9) 

(0 〜 127:C-1 〜 G9) 

( 0 〜 1: Above/Be low) 
(0 〜 127) 

(0 〜 4:Dry,Rev ， Cho,Dirl,Dir2) 
(0 〜 127) 

(0 〜 15:L7 〜 M 〜 R7) 
( 0 〜 1: 0FF/0N) 

( 0 〜 1: 0FF/0N) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 


zm u220 common( port,id,common ) 

機能 11220の（テンボラリバツチ）コモンバラメータの設定 

引数 int port : MIDI ボートの番号 (0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int id : dO - dl 5 =DEVICE ID ( 0〜127, -1: current ) 
din char ( int ) coinon (17): コモンバラメータ格納配列 
戻り 値 0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

dim char comaon () にコモンバラメータを記述しておく 0 

dii char coi « on () の構成は必ず下に示す*式に従う 0 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。 爵 初の使用時 


に省略した場合はドライバ内のデフ オル ト値が選択される。 

i (0 ):Chorus Type (0 〜 4: Chorusl ， Chorus 2. FB - Chorus , 

FIanger,Short Delay ) 


(0〜 l:Pre Rev,Post Rev ) 
(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(1 〜63: — 31〜〇〜 +31) 


coonon ( l):Chorus Out Mode 
conunon (2 ):Chorus Level 
conaon (3 ):Chorus Delay 
conrnon ⑷： Chorus Rate 
connon (5 ):Chorus Depth 
roonDon (6 ):Chorus Feedback 
coBinon (7 ):Reverb Type 

(0 〜 7: Roonl 〜 3 ,Ha 111 〜 2, GateDe 1 ay • CrossDelay ) 
cominon (8 ):Reverb Tiie (0 〜 31) 

coiiiont 9 ):Reverb Level (0 〜 31) 

coMon ( 10 ):Reverb Delay Feedback (0 〜 31) 

coniDon (11 ):Reverb Pre Delay Feedback (0 〜 31) 
comon (12 ):Parafll # (0 〜 63:0 〜5,7〜 31,64 〜 95, OFF ) 

coMon ( 13 ):Parail Parai 0 :Timbre Level ,1 :Env Attack 

2 :Env Decay ,3 :Env Sustain 
4 :Env Re 1 ease ,5: A.BendDepth 
6: A.Bend Rate ,7 :Detune Depth 
8 :Vib Rate ,9 :Vib Wave Fori 
10 :Vib Depth , ll:Vib Delay 
12 :Vib Rise Ti « e t 13 :Vib Mod Depth 
14 :Chorus Level ,15 :Chorus Rate 
16 :Chorus Feedback , 17 :ReverbLevel 
18 :Delay Feedback ) 

(Sane as Paraml #) 


coBBon (14): Para *2 # 
comon ( 15): Parai 2 Parai 
coomon ( 16): Parai 3 # 
cooaon (17): Parai 3 Para * 
( U 220 マニュアル p 54, pl 49 参照) 


(Saie as Paraul Faram ) 
(Saie as Paraml #) 
(Saie as Paraal Paraa ) 


zm_u220_timbre( port,tm_id,timbre ) 

U 220 のテインバーバラメータの設定 
引数 int port : MIDI ボートの番号 (0 〜 3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int ti _ id : d 0- dl 5 =DEVICE 1 D (0 〜 127,-1: current ) 

dl 6- d 31= PR 0 GRAM NUMBER (1 〜 128) 
din char ( int ) ti 屋 bre (25): テインバーバラメータ格納配列 
戻り偟0:正常終了 

〇以外：エラーコード 


DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合はドライバ内のデフォルト®が選択される。 


備考 

din char tiibre () にテインバーバラメータを記述しておく 0 
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din char tinbre () の構成は必ず下に示す S 式に従う。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフォルト値が選択される。 


abre (0 ):Tone Media 
abre ( l):Tone Nuaber 
■ bre (2 ):Tiibre Level 
■ bre (3 ):Velocity Sens 
nbre (4 ):Channel Press Sens 
■ bre (5 ):Env Attack Rate 
■ bre (6 ):Env Decay Rate 
ibre (7 ):Env Sustain Level 
nbre (8 ):Env Release Rate 
■ bre ⑼: Pitch Shift Coarse 
■ bre (10 ):Pitch Shift Fine 
■ bre ( ll):Bend Range Lower 
abre (12 ):Bend Range Upper 
abre (13 )-.Channel After Sens 
■ bre (14 ):Poly After Sens 
■ bre (15 ):Auto Bend Depth 
■ bre (16 ):Auto Bend Rate 
■ bre (17 ):Detune Depth 
mbre (18 ):Rate 
mbre (19 )：Wavefora 
mbre (20 ):Depth 
■ bre (2 !):Delay 
abre (22 ):Rise Tine 
■ bre (23 )'.Modulation Depth 
■ bre (24 ):Ch After Sens 
■ bre (25 ):Poly After Sens 
( U 220 マニュアル p 65, pl 49 参照) 


(0 〜31:1，卜 31) 
(卜 128) 

(0 〜 127) 

一7〜 +7) 
一7〜+ 7 ) 
一7〜 +7) 
一7〜 +7) 
一7〜 +7) 
一？〜 +7) 
(8 〜56: —24 〜 +24) 
(14 〜114: 一 50〜 + 50) 
(0 〜15:-36,-24•—12〜 0) 


(0 〜 12) 

(0 〜27: - 36, -24 •-12 
(0 〜27: -36, -24, -12 
(0 〜27: -36,-24 •-12 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 63) 

(0 〜 8) 

(0 〜15> 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜15> 


+ 12 ) 
+ 12 ) 
+ 12 ) 


zm u220_drums_setup( port,id,setup ) 

機能 U 220 の（テンボラリバッチ）バッチドラムセットアップ設定 
引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 〜3> 

-1 はカレント MHH -0 UT を使用 
int id : dO - dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1: current ) 
din char ( int ) setup (6): 

ドラムセットアップバラメータ格納配列 

戻り漣0:正常終了 

0 以外：エラーコード 

備考 

din char setup () にドラ厶セットアップバラメータを3己述しておく 〇 di 跪 
char setup () の W 成は必ず下に示す!式に従う 0 


DEVICE ID を- 1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 I 、 
省略した場合はドライバ内のデフオルト确が選択される。 


setup(0):Rhythi Setup # 
setup( 1 )：Voice Reserve 
setup(2):Receive Channel 
setup(3):Level 
setup(4):Level Boost Sw 
setup(5):Rx Voluae 
setup(6):Rx Hold 
(U220 マニュアル p63,pl49 参照） 


(0 〜 3:1 〜 4) 

(0 〜 30) 

(1 〜17:1〜16, OFF ) 
(0-127) 


( 0 〜1 
( 0 〜1 
( 0 〜1 


0 FF /0 N ) 
0 FF /0 N ) 
0 FF /0 N ) 


zm—u220—drums—inst(int port,int dr_id,char *inst ) 

櫟展 11220の（テンポラリバッチ）ドラム音色設定 

引数 int port : MlDI ボートの番号 （0 〜 3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
Int dr . id : d 0- dl 5 =DEVICE ID (0 〜 127,-1^ current ) 

: dl 6- d 31= N 0 TE NUMBER (35 〜 99) 
din char ( int ) inst (19): ドラム音色バラメータ格納配列 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

dim char inst () にドラム音色バラメータを記述しておく。 

dim char inst () の構成は必ず下に示す軎式に従う。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフォルト値が選択される。 

inst (0 ):Tone Media (0 〜31:1,1〜 31) 

inst ( l):Tone Number (1 〜 128) 


inst (2 ):Source Key 
inst (3 ):Mute Inst 
inst (4 ):Inst Level 
inst (5 ):Velocity Sens 
inst (6 ):Env Mode 
inst (7 ):Env Attack Rate 
inst (8 ):Env Decay Rate 
inst (9 ):Env Release Rate 
nst (10 ):Pitch Shift Coarse 
nst ( ll):Pitch Shift Fine 
nst (12 ):Channel After Sens 
nst (13 ):Poly After Sens 
nst (14 ):Randoa 
nst (15 ):Auto Bend Depth 
nst (16 ):Auto Bend Rate 
nst (17 ):Detune Depth 
nst (18 ):Output Assign 
nst (19 ):Pan 

(11220 マニュアル p72 ， pl49) 


(0 〜 127:C—1 〜 G9) 
(34 〜 98:0FF,B1 〜 D7) 
(0 〜 31) 

(0 〜 15) 

(0 〜 l:Sustain,No Sustain) 
( 1 〜 15: — 7〜 + 7) 

(1 〜 15: - 7〜 + 7) 

(1 〜 15: -7〜 + 7) 

(0 〜 27: — 36, — 24,—12〜 + 12) 
(14 〜 114: 一 50〜 + 50) 
(0 〜 27: - 36 ， —24,-12〜 + 12) 
(0 〜 27: -36, -24,- 12〜 + 12) 
(0 〜 15) 

(0 〜 27: -36, -24,-12 〜 + 12) 
(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 3:Dry,Rev,Cho,Dirl) 
(0 〜 15:L7 〜 M 〜 R7) 


zm_u220_print( port,size,ia,mes ノ 

機能 11220の画面へのメツセージ出力 
引数 int port : MIDI ボートの番号 (0 〜 3) 

•1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : メツセージ畏（1〜 12) 
int id : d 0- dl 5 =DEVICE 1 D (0 〜 127,-1: current ) 
str ms : 文字列 
戻り僮0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

«考 

メ ッ セージは12文字以内で str _ es に文字列を記述しておく。 

DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。语初の使用時に 
省略した場合はドライバ内のデフオルト ffi が選択される0 


zm—ml—setup( setup ) 

機能 Ml の SEQ - S 0 NG 0 の MIDI チヤンネルの設定 

引数 dii char ( int ) setup (7>:8 バート分の MIDI チヤンネル列格納配列 

戻り僅0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

⑽考 

di 腿 char setup () には必ず8バート分の MIDI チヤンネルを3己載しておく 0 
setup (0>: バート1の MIDI チヤンネル 
setup ( l >: バート2の MIDI チヤンネル 
setup (2>: バート3の MIDI チヤンネル 
setup (3): バート4の MIDI チヤンネル 
setup (4): バート5の MIDI チヤンネル 
setup (5): バート6の MIDI チヤンネル 
setup (6): バート7の MIDI チヤンネル 
setup (7): バート8の MIDI チヤンネル 


注意 Ml 用の命令は M 1 EX / M 1 R / M 1 REX に対しても使用できる。以下同様。 


zm_m1_part setup( ptstup ) 

機能 Ml の SEQ - S 0 NG 0 のトラックバラメータの設定 

引数 dii char ( int ) ptstup (39): 

8バート分のトラックバラメータ格納配列 

戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

dii char ptstup () には必ず8バート分のトラックバラメータを記載して 
おく 0 

PART 1 


ptstup (0 ).PROGRAM NUMBER 
ptstup ( l ):0 UTPUT LEVEL 
ptstup (2 ):KEY TRANSPOSE 
ptstup (3 ):DETUNE 
ptstup (4 ):PAN 


(0 〜 199M00 〜 C99> 
(0 〜 99) 

($F4 〜 $0C: — 12 〜 12) 
($CE 〜 $32: — 50 〜 + 50) 
(0 〜 13:10:0 〜 0:10 ， C,C+D ， D) 


PART 2〜 8( param (5) 〜 paran (39)) 以下同様の离式構成 
(Ml マニュアル pl 26 参照） 
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zm_m1_effect_setup( effect ) 

櫟ぼ Ml の SEQ-fONGO のエフエクトバラメータの設定 

引数 dim char(int) effect(24 ): エフエクトバラメータ格納配列 
戻り値 0 :正常終了 

〇以外••エラーコード 


備考 

din char effect() にはダミーデータも含めて必ず 25 個のエフェクトバ 


ラメータが記載されていなければならない。 
effect(0):Effect 1 Pattern No. 
effect(l):Effect 2 Pattern No. 
effect(2):Effect 1 L-Ch E.Balnc 
effect(3):Effect 1 R-Ch E.Balnc 
effect(4):Effect 2 L-Ch E.Balnc 


(0 〜 33:1 〜 32,Thru) 
(0 〜 33:1 〜 32,Thru) 
( 0 - 100 ) 

( 0 - 100 ) 

(0 〜100) 


effect(5):Effect 2 R-Ch E.Balnc (0 〜 100) 


effect(6):0utput 3 Pan (0 〜 101:0FF,100:0 〜 0:100) 
effect(7):0utput 4 Pan (0 〜 101:0FF,100:0 〜 0:100) 
effect(8):Effect I/O (BIT0:Effect 1 L-Ch 0=0FF/1=0N 

BIT1:Effect 1 R-Ch 0=0FF/1=0N 
BIT2:Effect 2 L-Ch (M)FF/1 二 ON 


BIT3:Effect 2 R-Ch 0=0FF/1=0N) 

BIT4:Effect 2 0=PARALLEL/1=SERIAL) 
effect(9 〜 16):Effect 1 Parameter 
effectU? 〜 24):Effect 2 Paraaeter 


Structure of Effect Parameter 

(ofs = 9 or 17) 

1 〜 3:Hall (4,5:Rooi,6:Live Stage) 

effect(ofs^O):Reverb Time (0 〜 97:0.2 〜 9.9),(0 〜 48:0.2 〜 5.0) 
effect(ofs.l ):[)uniy 0 

effect(ofs+2):High Danp 
effect(ofs+3):Pre Delay 
effect(ofs+4):E/R Level 
effect(ofs+5):Diimmy 
effect(ofs+6):EQ High ($F4 〜 $0C: - 12 〜 + 12) 

effect(ofs+7):EQ Low ($F4 〜 $0C: - 12 〜 +12) 


(0 〜 99) 
( 0 - 200 ) 
(0 〜 99) 

0 

<$F4 〜 $0C:-12 
<$F4 〜 $0C: — 12 


7 〜 9:Early Reflection 1,2,3 
effect(ofs+0):E/R Tiie 
effect(ofs+l):Pre Delay 
effect(ofs+2):Dumiy 


(0 〜 70: 100 〜 800) 
( 0 - 200 ) 

0 


effect(ofs+5):DuMy 
effect(ofs+6):EQ High 
effect(ofsi7):EQ Low 


($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 


10:Stereo Delayt,ll:Cross Delay 
effect(ofs+0):Delay Tiie L (L) 
effect(ofs+l):Delay Tine L (H) 
effect(ofs+2):Feedback 
effect(ofs+3):High Daap 
effect(ofs+4):Delay Tine R (L) 
effect(ofs+5):Delay Time R (H) 
effect(ofs+6):EQ High 
effect(ofs+7):EQ Low 


(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 500) 


($F4 〜 $0C: -12〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: - 12〜 + 12) 


12 〜 13:Stereo Chorus 1〜2 (14 〜 15:Flanger) 
effect(ofs+0):Depth (0 〜 99) 

effect(ofs+l):Speed (0 〜 99: 0.03 〜 3.00 0.03step 

100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 


effect(ofs+2):LF0 Status 


effect(ofs+3) feedback 
effect(ofs+4):Delay Time 


(BITOiWaveforn =0:Sin,=1 : Tri 
BITlrPhase =0:0.0°, =1:180° 
BIT2:Wave Shape =0:Nonal 

= l:forFlanger) 
($9D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
(0 〜 200),(0 〜 50) 


effect(ofs+5):Duminy 



effect(ofs+6):EQ High ($F4 〜 $0C: - 12 〜 +12) 

effect(ofs+7):EQ Low ($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 


16 〜 17:Phase Shifter 1 〜 2 
ef f ect(ofs+0):Depth 
effect(ofs+l) : Speed 

effect(ofs+2):LF0 Status 


effect(ofs+3):Feedback 

effect(ofs+4):Manual 

effect(ofs+5):Dumay 

effect(ofs+6):Dumny 

effect(ofs+7):D_y 


(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 
100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
(BIT0:Wavefon =0:Sin, =1 :Tri 
BITl:Phase =0:0.0° ,=1 :180° 
BIT2:Wave Shape =0:Nonal 

= l:forFlanger) 
($9D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
(0 〜 99) 

0 

0 

0 


2 

(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 
100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
(BIT0:Wavefon =0:Sin, =1 :Tri 
BITl:Phase =0:0.0°,=1 :180° 


18 〜 19:Stereo Toreiolo1 〜 
effect(ofs+0):Depth 
effect(ofs+l):Speed 

effect(ofs+2):LF0 Status 


effect(ofs+3): Shape 
effect(ofs+4):Dummy 
effect(ofs+5):Duoffly 
effect(ofs.6):EQ High 
effect(ofs+7):EQ Low 

20:Equalizer 
effect(ofs+0):DiiMy 

effect(ofs+3):Diimay 
effect(ofs+4):Low fc 
effect(ofs+5):High fc 
effect(ofs+6):High Gain 
effect(ofs+7):Low Gain 

21:Overdrive 
effect(ofs+0):Duaiy 
effect(ofs+l):Dum*y 
effect(ofs+2):Drive 
effect(ofs+3):Level 
effect(ofs+4):DuB*y 
effect(ofs+5):Dumiy 
effect(ofs+6):EQ High 
effect(ofs+7):EQ Low 

22:Distortion 
ef f ec t( of s+0): Dumy 
effect(ofs+l) : Duniy 
effect(ofs+2):Distortion 
effect(ofs+3):Level 
effect(ofs+4):Dimiy 
effect(ofs+5):Dummy 
effect(ofs+6):Duoy 
effect(ofs+7):EQ Low Gain 


BIT2:Wave Shape =0:Normal 

= l:forFIanger) 
($9D 〜 $63: — 99 〜 + 99) 
0 
0 

($F4 〜 $0C: - 12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: — 12〜 + 12) 


0 


(0 〜 2:0.25k,0.50k,1.00k) 
(0 〜 2:1k,2k,4k) 
($F4 〜 $0C: - 12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 


0 

0 

(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

0 

0 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: -12〜 + 12) 


0 

0 

(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

0 

0 

0 

($F4 〜 $0C: —12 〜 + 12) 


23: Exciter 

effect( of s+0) : B 1 end ($9D 〜 $63 :— 99 〜 + 99) 

effecUofs+1 ):Eaphatic Point (0 〜 9:1 〜 10) 

effect(ofs+2):Dumiy 0 


effect(ofs+5):Duuy 0 

effect(ofs+6):EQ High ($F4 〜 $0C: - 12 〜 + 12) 

effect(ofsi7):EQ Low ($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 


24 : Synphonic Ensaible 
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effects ofs+O):Depth (0 〜 99) 

effect(ofs+l):Duoy 0 


effect(ofs+5):DuMiy 0 

effect(ofs+6):EQ High ($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 

effect(ofs+7):EQ Low ($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 


25:Roteffect Speaker 

effect(ofs+0):Depth 

effect(ofs+l):Dummy 

effect(ofs+2):Speed Rate 

effect(ofs+3):Diiiay 

# 

effect(ofs+7):Dumy 


(0 〜 99) 

0 

($F6 〜 $0A: - 10 〜 + 10) 
0 


26:Delay/Hall 

effect(ofs+0):Delay Time (L) 
effect(ofs+l):Delay Tiae (H) 
effect(ofs+2):Feedback 
effect(ofs.3):High Daip 
effect(ofs+4):Reverb Tine 
effect(ofs+5):Dimay 
effect(ofs+6):High Daip 
effect(ofs+7):Pre Delay 


(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0-99) 

(0 〜 97:0.2 〜 9.9) 
0 

(0-99) 

(0 〜 150) 


27: Del ay/Root 

effect(ofs.O):Delay Time (L) 
effect(ofs+l):Delay Time (H) 
effect(ofs+2):Feedback 
effect(ofs+3):High Damp 
effect(ofs+4):Reverb Time 
effect(ofs+5):Dumay 
effect(ofs+6):High Daap 
effect(ofs+7):Pre Delay 


(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: - 99 〜 99> 
(0-99) 

(0 〜 97:0.2 〜 9.9) 
0 

(0-99) 

(0-150) 


28: Delay/Early Reflection 
effect(ofs+0):Delay Time (L) 
effect(ofs+l):Delay Tine (H) 
ef f ec t(of s+2):Feedback 
effect(ofs+3):High Danp 
effect(ofs+4):E/R Time 
effect(ofs+5):Pre Delay 
effect(ofs+6):DuBmy 
effect(ofs+7):Duaiy 


(0-500) 


($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 30:100 〜 400) 
(0-150) 

0 

0 


29: Delay/Chorus 
effect(ofs+0):Delay Time L (L) 
effect(ofs+l):Delay Time L (H) 
effect(ofs+2):Feedback L 
effect(ofs+3):High Damp L 
effect(ofs+4):Delay Tine R (L) 
effect(ofs+5):Delay Tine R (H) 
effect(ofs+6):Feedback R 
effect(ofs+7):High Daup R 


(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0-99) 

(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 
<0 〜 99) 


30 -.Delay/Chorus (31: Del ay FI anger) 


effect(ofs+0):Delay Tiie (L) 
effect(ofs+l):Delay Tine (H) 
effect(ofs+2):Feedback 
effect(ofs+3):High Daip 
effect(ofs+4):Depth 
effect(ofs+5):Speed 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 
100 〜 199:3• 卜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14.0 〜 30.0 l.Ostep) 


effect(ofs+6):LF0 Status (BIT0：Wavefon =0:Sin,=1:Tri 

BITl:Phase =0:0.0° ,=1 :180° 


BIT2：Wave Shape =0:Normal 

= l:for FI anger) 

effect(ofs+7) .-Feedback 0,($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 


32:Delay/Phaser 
effect(ofs+0):Delay Tiie (L) 
effect(ofs+l):Delay Tiie (H) 
ef fect(ofs+2) : Feedback 
effect(ofs+3):High Damp 
effect(ofs+4):Depth 
effect(ofs+5):Speed 
ef f ect(ofs+6) : Feedback 
effect(ofs+7):DuMy 

33:Delay/Tre»olo 
effect(ofs+0):Delay Tiie (L) 
effect(ofs+l):Delay Tiie (H) 
effect( of s+2) : Feedback 
effect(ofs+3):High Damp 
effect(ofs+4):Depth 
effect(ofs+5):Speed 
effect(ofs+6):I)iiMy 
effect(ofs+7):Shape 
(Ml マニュアル pl27 参照） 

zm_m1_print( size,mes ) 

機能 Ml の SEQ-S0NG0 のタイトル設定 

弓 I 数 int size: メッセージ長 （ 1 〜 10) 

str nes : 文字列 
戻り値 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

備考 

メッセージは 10 文字以内で str Bes に文字列を 3 己述しておく。 

zm send_to ml(port,id ) 

機能 mi へバラメータを送信する 

引数 int port:MlDI ボートの番号 （ 0 〜 3) 

-1 はカレント M1DI-0UT を使用 
int id:d0-dl5=DEVICE ID(0 〜 127,-1:current> 

戻り値 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

備考 

DEVICE 1D = &H 30 + ( グローバルチャンネルー 1> 

グローバルチャンネルは GLOBAL モードの F5 — 1 で 設定できる。 

id は爸略可能。 S 略すると以前設定したものが遺択される。崧初の使用 
時に省略した場合はドライバ内のデフォルト偵が選択される。 

必ず ’ ml setup() • 〜 ’ml_printO’ を設定してからこの命令を実行するこ 
と。 

， ■ し effect_setup()’ のみ省略が可能。このときはドライバのデフォルト 
データが送信され る。 

， Bl_setup( >’〜’ al_print()’ の 間に Ml 閲係以外のコマ ン ドがあると正常 
なデータが送信されない。 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step) 
($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
0 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step) 

0 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 


例 


dio char a(8)={2,l,4 l 3,6,5,8,7}; 

/拿音色，音置，キ-トランスネ。-:チュ-ン，ハ。ンのフォ-マット*/ 

din char b(40)={0, 99,0,0,5, /*TRACK 1*/ 

0,99, 0,0,5 
0,99, 0,0,5 
0,99,0,0,5 
0,99,0,0,5 
0,99,0,0,5 
0,99,0,0,5 

0,99,0,0,5}; /*TRACK 8*/ 
din char c(25)={&H21,&H21}; 


/♦TRACK 2*/ 
/♦TRACK 3*/ 
/♦TRACK At/ 
/♦TRACK 5*/ 
/♦TRACK 6*/ 
/♦TRACK It/ 


ml_setup(a) 
ml_part_setup(b) 
nl_effect_setup(c) 
■l_print(7,"Zenji.N") 
send 一 to il(-l,&H30) 


zread( num,flag,type,orig,param) 

機能 PCM ファイルの登録 

引数 int nunK 登録番号（ノー ト番号の場合 : 〇〜 32767) 
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( 音色番号の場合: $8000+(0 〜 32767) 
int flag : PCM 加エコマンド （ PPC ) で PCM データ加工するか 

(-1: YES ,0: N 0) 

int type : 登録次元 (-1 :AD PCM , l =16 BitPCM ，0= ver .2.0 互換) 
int orig : オリジナルキー：〇〜 127 

dim char ( int ) paraa (〜）:登録データ情報および PPC 列格納配列 

(備考参照） 

戻り値0以外 ： din char paraa ( 〉処理後のアドレス 

0:ェラー 

備考 

dim char paraa () からはまず、爵大32文字分の音色名文字列を格納する。 
終踹コードは0。 

次にディスクから PCM ファイルを読みこむ場合はそのファイル名を格納 
する。終端コードは0。...(1) 

ディスクからデータを練み込まずにすでに Z - MUSIC 側に登録されている P 
CM データをコビーして加工するには、音色名の後ろに$0000を格納しさ 
らにその後ろに参照番号を指定する。...(2) 

PPC で PCM を加工する場合には、 PPC 列をこの後ろに格納しておく。 

また、 PPC で PCM を加工する場合は必ず flag を一1とすること 0 flag が0 
ではたとえ PPC があっても無視される。 

PPC についてはドキュメント HEASURE 12 を参照。 

(1) の場合 

[TONE NAME •••最大32文字],0, [ FILENAME 文字列】，0, PPC コマンド列... 

(2) の場合 

[TONE NAME …府大32文字],0,$00,$00,参照先裉号 （2 bytes ), PPC コマ 
ンド列 ... 

参照先番号は、 

ノー ト港号の場合:〇〜32767 
音色畨号の場合: $8000+(0 〜 32767) 

で表される。 

zm_pcm erase( num ) 

機能 pcm ファイルの登録取消 

引数 int nuB : 取消したい登錄畨号（ノート番号の場合:〇〜32767) 

(音色番号の場合:$8000 ♦ ( 0〜3276 7) 

戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

zm_register zpd( zpd ) 

楗能 ZPD の登録 

引数 str zpd : 登録する ZPD のファイルネーム 
戻り値0:正常終了 

〇以外：ェラーコード 

zm 一 set zpd_table( ver’zpd ) 

ZPD テーブルの登録 

引数 int ver : ZPD バージョンタイブ 

(0: ver . 1•〇〜 ver .2.0, 1 : ver .3.0,2: PDX ) 

din char ( int ) zpd (〜）： 

登録する ZPD テーブルを格納している配列 （ ZPD ヘッダ含まず） 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

ZPD のテーブルの W 造については MEASURE 12 を参照 

zm—exec subnle( r 1 1 ename ) 

機能 サブファイルの読み込みと実行 
引数 str filename : サブファイルのファイル名 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

サブファイルとは演奏の際に必要となる別ファイルにまとめた補助ファ 
イルのことを指す0具体的には、演奏ファイル （ ZMS , ZMD ,0 PM>、AD PCM 定 
II リスト （ CNF ), ZPD ファイル、 MIDI データファイル （ MDD , MID ) など。 

zm_transmit_midi_dump( port,filename ) 

機能 MIDI データファ 1 ルの転送 

引数 int port : MIDI ボートの番号 （0 〜 3) 


-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
str filenaae : MIDI データファイルのフアイル名 
戻り値0:正常終了 

〇以外••エラーコード 

備考 

MIDI データファイルには、 ver .1.0 から ver .2.0 で標準 MIDI データファイ 
ルとされてきた MDD ファイルと、 ver .3.0 から採用されたスタンダード MIDI 
ファイル （ FORMAT 0) の MIDI ファイルの2タイブがあるが、この関数ではどち 
らも楽器へ転送することができる。 

zm—set—wave_formU wave,data ) 

« 形メ€リの登録 l 

引数 int wave : 波形番号 （8 〜 32767) 

diichar ( int ) data 波形メモリデータ格納配列 
戻り漣0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 

din char data () で表される波形メモリデータは以下の構成を取る。 
data (0 〜 3)(4 bytes >: 波形のデータサイズ（必ず偶数） 
da ta ( 4 ) :ルーブタイブ （ 0: oneshot , 1: repeat , 2: a 1 tanative ) 
data (5 〜 8)(4 bytes ): ルーブ開始オフセット 
data (9 〜 12)(4 bytes ): ループ終了オフセット 
data (13 〜 16)(4 bytes ): ループ回数（0:〇〇,1〜） 
data ( 17〜 20)(4 bytes ): ダミー 
data (21): 波形名文字列長 
data ( 22〜 ）（？ bytes ) :文字列(終 3* の0なし) 

偶数要素（アドレス）から実際の波形データ （signed short ) 


※本問数で登録された波形は Z - MUSIC に取り込まれるため、関数実行後、 
波形データ本体のメモリを解放しても構わない。 

zm set wave—form2( wave,data ) 

璣病 ® 形メ € リの 

引数 int wave : 波形番号 （8 〜 32767) 

dii char ( int ) data (〜）：波形メモリデータ格納配列 
戻り漣0:正常終了 

〇以外••エラーコード 

備考 

dim char data () で表される波形メモリデータの Ml 成は、 zi _ set _ wave_f 
〇「腿1(> と同じ0 

zB _ set . wave . fon 2() では、波形データが Z - MUS 1 C に取り込まれないため、 
S 鉍後も波形データは保存される必要がある。 

zm obtain events^ omt,event ) 

機能 各«イベントの取得 

引数 int oit : どのイペントに関する設定を行うかのビットマーカー 

ビット=1でそのイペントの設定を更新する0 
din int ( char ) event (7) :各榷イペント発生時のジャンブ先と 

ジャンブ条件が記述された配列。 

媾成は備考参照。 

-1 とすると int 〇れによらず設定は一切行わない。 

戻り僮現在の設定を格納した領域のアドレス。媾成は備考#照。 

備考 

event (0>: B _ play が実行されたときのジャンブ先アドレス omt の d 0 ビット 
event ( l ): m _ stop が実行されたときのジャンブ先アドレス omt の dl ビット 
event (2 > : B _ cont が実行されたときのジャンプ先アドレス omt の d 2 ビット 
event (3): 演奏が終了したときのジャンブ先アドレス omt の d 3 ビット 

event (4): 指定ルーブ回数 (0:0 FF , 1〜 256) omt の d 4 ビット 

event (5): 指定回数ループしたときのジャンブ先アドレス oat の d 5 ビット 
event (6): 指定クロック （0:0 FF ,1 〜） oat の d 6 ビット 

event (7): 演奏開始後指定クロック経過したときの 

ジャンブ先アドレス omt の d 7 ビット 

int omt でビット=1としたバラメータのみを int event (0) から記述して 
おく 。 int oit でビット=0としたバラメータに閱しては記述しない。 
たとえば int on い$81の場合、 event (0) に、 

「■_ play が実行されたときのジャンブ先アドレス」 

を、 event ( l ) に、 

「演奏開始後指定クロック経過したときのジャンプ先アドレス」 

を記述しておく。 
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zm—get_ 100 pjtimeO 

機硌 龟在の氣奏のループ回数を取得する 

引数 なし 

戻り値 -1 以外:現在のルーブ回数 U 〜） 

-1: エラー 

zmjnask 一 tracks( track ) 

楗能 トラックマスク 

引数 dim int ( char ) track (〜）：マスクするトラックとマスクモードの 

ペアを格納した配列 

戻り値設定できなかったトラック番号 （short int ) の並びを格納した領 
域のアドレス 

終纗コード:- l ( short ) 

備考 

dim int track () からは、 

トラック番号 （0 〜65534 )*65536 
+ マスクモード （0 :MASK OFF , 1: REVERSE ,-1 :MASK ON ) 

の数値列を記載する。終從コードは （ short )- l 。 

zm—mask all_tracks( mode ) 

機能 全トラックマスク 

引数 int mode :(0 :MASK OFF , 1: REVERSE ,-1 : MASK ON ) 

戻り値 0: 正常終了 

0 以外：エラーコード 

zm solo—track( track ) 

機能 ソロトラック演奏 

引数 int ( char ) track : トラック番号 （0 〜 65534) 

戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

zm mask channels( channel) 

チャンネルマスク 

引数 din int ( char ) channel ( 〜）：マスクするチャンネル ID とマスク 

モードのペアを格納した配列 

戻り値股定できなかった （ int ) チャンネル 1 D の並び，終コード =( int)-l 

備考 

dim int channel () からは、 

チャンネル ID (32 ビット値），マスクモード （16 ビット偵） 

の数値列を記載する。 

なお、チャンネルでは、 

チャンネル ID (上位16ビット） ：0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= H 1 D 11 • $8001 = M 1 D 1 2 •$8002= MIDI 3 
-1 ニカレント MIDI 

チャンネル ID (下位 16 ビット）：チャンネル番号〇〜15 
マスクモードは （0 :MASK OFF , 1: REVERSE ,-1 :MASK 0 N > の偵をとる 0 
終瑞コードは-1。 

たとえば MIDI 1 の15チャンネル UD :$8000_000 e ) をマスク （ ID :$ ffff)、AD 
PCM の3チャンネル （ 1 DS 0001 _ 0002 ) をマスク反転 （ 1 D : $000 U する場合は、 

{ & h 800000 0 e ,& hffff 0001 , ihOOO 2000 1,-1} 

となる。 

zm mask all channels( mode ) 

機吃 全チャンネルマスク 

引数 int node : ( 0 : MASK OFF , 1: REVERSE ,-1 :MASK ON ) 

戻り値 0: 正常終了 

0以外：エラーコード 

zm_solo_channel( channel) 

機能 ソロチャンネル演奏 

引数 int channeh (上位16ビット ）:0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= HID 1 1, $8001= MID 12,$8002= MIDI 3 

-1 ニカレント MIDI 

int channel : (下位 16 ビット）：チャンネル番号〇〜 15 
戻り漣0:正常終了 

〇以外：エラーコード • 

zm 一 set 一 ch outputJevel( out ) 

機能 各チャンネルの出カレベルの設定 


引数 dis char ( int ) out (8): 出カバラメータを記載した配列 
戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

dim char out () には以下の構成の出カバラメータを格納しておく。 
out (0 〜 l )(2 bytes >: デバイス （0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000二 MID 11，$8001 = MID 12, $8002= MID 13 
-1=カレント MIDI ) 

out (2 〜 3)(2 bytes ): チャンネル番号(〇〜 15) 

out (4): バラメータ有効ビット （ d 0: 移動速度, dl : 開始レへ 1, d 2: 終了レぐル） 
(対応ビット=1で、そのバラメータが後続する） 
out (5 〜 6 M 2 bytes ): 移動速度（フエーダー移動速度。0で動かさない） 
out (7): フヱーダー 移動開始レベル（〇〜128)(128が原音レ V ル） 
out (8): フ x — ダー移動終了レベル （0 〜128)(128が原音レへ I ) 

zm set tr outputjevei ( out ) 

mnt s トラックの出カレベルの設定 

引数 dim char ( int ) out (6): 出カバラメータを記載した配列 
戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

dim char out () には以下の搆成の出カバラメータを格納しておく。 
out (0〜 l )(2 bytes ): トラック番号 (0 〜 65534) 

out (2): バラメータ有効ビット （ d 0: 移動速度, dl : 開始レぐ) M 2: 終了レぐル> 
(対応ビット=1で、そのバラメータが後続する） 
out (3 〜 4)(2 bytes >: 移動速度（フエーダー移動速度。〇で動かさない） 
out (5): フヱー ダー移動開始レベル（〇〜128)(128が原音レ V ル） 
out (6): フヱーダー 移勛終了レベル（〇 〜 128 M 128 が原音レ V ») 

zm master fader( Tdr ) 

mKk マスターフヱーダーの 設定 

引数 dim char ( int ) fdr (6): 出カバラメータを3己載した配列 
戻り値 0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 

dim char fdr (> には以下の m 成の出カバラメータを格納しておく 0 
out (0 〜 l )(2 bytes ): デバイス （0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= H 1 D 1 1 •$8001= MID 12,$8002= MIDI 3 

•レカレント MIDI ) 

out (2 h バラメータ有効ビット （ d0 : 移動速度， dl : 開始レ VIM 2: 終了レ V ) l ) 
(対応ビット=1で、そのバラメータが後統する） 
out (3 〜 4 M 2 bytes ): 移動速度（フ x — ダー移動速度。〇で勛かさない） 
out (5>: フ ヱ ーダー移勛開始 レベル （〇〜128)(128が原音レへ 1) 
out (6): フヱーダー 移勛終了 レベル (〇〜 128 M 128 が原音レへ 1) 

zm get—fader statusO 

棟能 フ X —ダーの 状®取得 

引数 なし 

戻り値 d 0, dl , d 6, d 7 ビットに検査結果が反映される。 

d 0: 実行中のチャンネルフエーダーすべてが目旳に遂している 

U : 遂成した0:遂成していない) 
dl : 実行中のマスターフ エーダー すべてが目旳に逨している 

(1: 遂成した0:達成していない) 
d 6: チャンネルフエーダーの 状態 （1: 実行中〇:実行されていない） 
d 7: マスターフエーダーの 状® (1: 実行中0:実行されていない） 

zm—get 」 )lay—time() 

機能 演奏時間の取得 

引数 なし 

戻り値16進表現で 00 HHMMSS という S 式で返ってくる。 

なお HH : 〇〜99, MM : 〇〜59, SS : 〇〜59の値を取る0 

zm 一 get 一 1 st_comment() 

機能 演奏中の曲のコメントを取り出す 

引数 なし 

戻り偟文字列アドレス 
終端コードは〇 

zm getjtimer_mode() 

機能 現在のテンポソースとなっているタイマの播類を返す 
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引数 なし 

戻り値0:タイマ A , l : タイマ B ,2: YM 3802 タイマ 

zm—get_track_table() 

機能 演奏トラックテーブルのアドレスを得る 

引数 なし 

戻り値演奏トラックテーブルのアドレス 

備考 

演奏トラックテーブルには演奏に使用されるトラック番号 （2 bytes ) が-1 
(2 bytes ) を終端コードとし羅列される 0 

zm_get_track_table_se() 

楗能 効果音演奏トラックテーブルのアドレスを得る 

引数 なし 

戻り值効果音演奏トラックテーブルのアドレス 

備考 

効果音演奏トラックテーブルには演奏に使用されるトラック港号 （2 byte 
s > が - l (2 bytes > を終纗コードとし羅列される。 

zm gexj)lay_work( track ) 

機能 演赛トラックワークのアドレスを得る 

引数 int track : トラック港号 （0 〜 65534) 

戻り値演奏トラックワークのアドレス 

備考 

演葵トラックワークの内容と搆成については MEASURE 13 を参照のこと。 

zm—get_play—work_se( track ) 

機 € 効果音ぜ奏トラックワークのアドレスを得る 

引数 int track : トラック番号 （0 〜 65534) 

戻り漣効果音演奏トラックワークのアドレス 

備考 

効果音演奏トラックワークの内容と構成は通常の演赛トラックとまった 
く同 一 〇 

zm get buffer_information() 

機能 バッファアドレステーブルのアドレス 

引数 なし 

戻り値バッファアドレステーブルのアドレス 

備考 

バッファアドレステーブルの W 成については MEASURE 13 を参照のこと 

zm_zmsc_status() 

機能 Z - MUSIC の状態ワークのアドレス 

引数 なし 

戻り値 Z - MUSIC の状態ワークのアドレスの m 成は MEASURE 13 を参照のこと 

備考 

各ワークの構成については MEASURE 13 を#照のこと 

zm 一 calc_total( zmd,result ) 

機能 ZMD の演奏時問やトータルステップタイ厶などの計算 

引数 din char zad (〜）： ZMD を格納した配列 

(ヘッダはあってもなくてもよい〉 
int result : 戻り値を格納するための変数 
戻り値0:正常終了 

0以外：発生したエラーの数 

備考 

戻り値が0の場合は int result には計 W 結果データ列を格納した領域の 
ボインタが返される。計算結果データ列の構成については MEASURE 10 ファ 
ンクション ZM _ CALC _ T 0 TAL の項を参照のこと。 

戻り碴が〇以外の場合は int result にはエラーの内容を格納したエラー 
テーブルのアドレスが返される。エラーテーブルの構成については MEASUR 
E 11 を参照のこと。 

いずれの場合も int result に返された領域は使用後、 zifree _* ea () な 
どで解放すること。 

この関数はコンバイラに含まれる外部組み込みのファンクションとであ 
るため、使用前にはコンバイラの常駐を確認する必要がある。 

zm_occupy_zmusic( mode ) 

機能 Z - MUSIC の占有 

引数 int ■ odezU 占有する，0=占有を解除する，-1=占有状態の検査 


戻り値 node =0， l のとき：以前の占有状態 ( node ン1のときを参照） 

■ ode =- l のとき：0=占有されていない，1=占有されている 

zm—occupy—compiler^ moae ) 

裱硌 コンバイラの占有 

引数 int 占有,0=占有解除,-1=占有状態検査 

戻り値 iode =0, 1のとき：以前の占有状態 ( iode =- l のときを参照） 

■ ode =- l のとき：0=占有されていない，1=占有されている 

zm—store_error( err,noferr,addr ) 

機能 エラーコー ドのストア 

引数 int err (上位16>:エラーの発生したファンクション番号 

(0 〜 32767) 

(下位 16): エラーコード （0 〜 65535) 
int err =- l とした場合は問い合わせのみでストアは行わない 
int noferr : エラーの合計個数値に幾つ加篝するか 
int addr : エラーストックバッファ先頭アドレスを格納する変数 
戻り漣現在ストックしているエラーの個数 

備考 

本閲数はユーザーアブリケーション⑽で発生したエラーを Z - MUSIC 刺に 
知らせたい場合に使用する。ただしその場合、エラーコードフォーマット 
は MEASURE 1 1で示してある形式に従わなければならない。 

zm_pnnt_error( mode,lang,noferr, 乙 MD,srcaddr,src 
name,errtbl,buff ) 

機能 エラーメッセージの表示 

引教 int node : メッセージの出力先 （0: 圃面，1:バッファ） 
int lang : メッセージの言語 （0: 英語，1:日本語） 
int noferr : エラーの数 
str zid : ZMD のファイル名（ない場合は zad = ””） 
din char ( int ) srcaddr (〜）：ソース （ ZMS ) のアドレス 

(ない場合は srcaddr (0)=0) 

str srcnaae : ソース （ ZMS ) ファイル名（ない場合は srcna ^ e = ””） 
int errtbl : エラーストックバッファの先 S 0 アドレス 
int buff : 出カバッファの先頭ァドレスを格納する変数 

(int ■ o ( ie = l のときのみ有効，バッファの終瑞には 0) 
戻り漣出カバッファのサイズ。ただし終?*の0は含まない。 

備考 

エラーテーブルからエラー メッセージを汧る場合などに使用す る。 ZBd 
〜 srcnaie は通常の外部アブリケーションならば0や NUL 文字列でよい。 

コンバイラなどの場合はそれらを正しく設定すればテキストエディタな 
どのタグジャンプに対応した出力を得ることができる。 

zm get—mem( size,emply ) 

機能 メモリの確保 

引数 int size ••確保サイズ 

int e ^ ply :6 f 保するメモリの用途 ID 
戻り値 0: S 富保に失敗した 

0以外： S 窒保したメモリブロックのアドレス 

備考 

メモリの用途 ID は MEASURE 10 ファンクション ZM _ GET _ MEM の項を参照のこ 
と0 

Z - MUSIC に®関係のメモリブロックを確保する場合ならば当関数を用い 
る必要はない。 

zm—enlarge—mem( size,addr ) 

櫟运 メモリブロックのサイズの変更 

引数 int size : 変更後のサイズ 

int addr : zn _ ge し Beai () で確保したメモリのアドレス 
戻り漣 fi 窖保しなおしたメモリブロックのアドレス 
8 0ならば確保に失敗した事を意味する 

備考 

メモリブロックのサイズを大きくした場合などはメモリブロックの再配 
a が自動で行われる。そのため int addr で与えられたメモリブロックが別 
のアドレスに移動する場合がある 0 よってこの関数を実行後は int addr を 
戻り値のアドレス値に B き換えるべきである。 

変更に失敗した場台は 、 int addr のメモリブロックの内容は保証される。 

zm_free_mem( adar ) 

機能 メモリブロックの解放 
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引数 int addr : zi _ get _ Bea () で確保したメモリのアドレス 
戻り僮0:解放成功 

〇以外：エラーコード 

zm_free_mem2( emply ) 

機能 特定の用途 ID を持ったメモリブロックの解放 

引数 int e 即 ly : メモリの用途 ID 
戻り値0:解放成功 

0以外：エラーコード 

備考 

メモリの用途 1D は MEASURE10 ファンクシヨン ZM_GET_MEM の項を参照のこ 
と。 

zm exchange memid( mode,s 一 emply,d 一 emply,adar ) 

楗能 メモリブロックの用途 id の変更 

引数 int node : 変®モード （0: チェックなしで変®， 

1:チ x ヅクしてから更新 
-1 :int s enply の用途 ID を持つ 

メモリブロックをすべて int d enply の 
用途 ID へ変更する） 

int s emply : 5?新元メモリの用途 1 D ( int ■ odeW の場合は 

意味なし） 

int d _ eiply : 希望メモリの用途 ID 
int addr^zaLgetjeiiK ) で確保したメモリのアドレス 
戻り値0:変？!成功 

〇以外：エラーコード 

備考 

メモリの用途 1D は MEASURE10 ファンクシヨン ZM_GET_MEM の項を#照のこ 
と。 


戻り 值 なし 

zm_work( track,offset ) 

機能 演奏トラックワークの内容取得 

引数 int track : トラック番号 （0 〜 65534) 

int offset : 演奏トラックワークオフセット 

戻り 偟 ワーク内容 (0 〜 255) 

備考 

演奏トラ ッ クワークの内容と構成については MEASURE 1 3を参照のこと。 

zm_exec—zmd( track,size,zmd ) 

璣能 ZMD 列の実行 

引数 int track : トラック番号（〇〜65534,65535:特に指定しない場合) 
int size : ZMD 列の長さ 
dim char znd : ZMD 列格納配列 

( gd 列自体は si ze +8 の大きさを必要とする） 

戻り値なし 


zm_imt_all() 

機能 Z - MUS 1 C の全 W 期化を行う 

引数 なし 

戻り僖 Z-MUSIC のバージヨン ID 

備考 

通常のアブリケーシヨンは本関数を利用する必要はないバージヨン 1 D は 
たとえばバージョン3.21ならば$00003241となる。4の部分は固定值。 


zm_int start( tmtype ) 

機能 割り込み閗始制御 

引数 int tatype : 制御対象タイマタイブ 

(-1: 音楽タイマ，〇:音楽♦効果音タイマ，1:効果音タイマ） 

戻り値なし 

備考 

通常のアブリケーシヨンは本関数を利用する必要はない。 

zm_int_stop( tmtype ) 

機能 割り込み停止制御 

引数 int tmtype : 制御対象タイマタイブ 

(-1: 音楽タイマ，0:音楽+効果音タイマ，1:効果音タイマ） 

戻り値なし 

備考 

通常のアブリケーシヨンは本関数を利用する必要はない。 

zm control_tempo( mode ) 

楗能 テンポ設定の主導 « 設定 

引数 int ■ odei - U テンボ設定の主冯榷を外部アブリケーシヨンに委託 

0ニテンボ設定の主導罐を Z - MUSIC に戻す 
(このとき内部バラメータでテンポの初期化も実施する） 

戻り値0:設定正常終了 
0以外:設定失敗 

zm convert—pcm( mode,size,source,destination ) 

機能 pcm データの変換を行う 

引数 int node : 変換モード （0 :AD PCM to PCM ,1 :PCM TO AD PCM ) 
int size : 変換元の PCM のデータサイズ 
dim char(or int ) source (〜）：変換元となる （ AD ) PCM データの 

格納配列 

dim char(or int ) destination (〜）：変換先となる （ AD ) PCM データ 

の格納配列 
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MEASURE 4 


ZMS コマンド 



4.1.ZMS ファイルとは 

Z - MUSIC システムではエディタから MML やコマンドを記述したファイルを 
演奏することができる。これを Z - MUSIC システムでは 「 ZMS ファイル j と呼 
ぶ0 X 68000 本体に付洩している 「 OPMDRV . Xj 用の 「0 PM ファイル j と槪念 
旳には、ほとんど同じものである。 

ZMS ファイルは ED . X などのスクリーンエディタを使って、ここで解説す 
る 「 ZMS コマンド」を記述することによって作成していく。 ZMS コマンドの 
なかでもトラックに依存しない ZMS コマンドを持に「共通コマンド」と呼 
んでいる。 

4. 2. ZMS コマンド 

[注意] 

• 省略してもよいバラメータはその旨を3己述してあるが、それ以外は杏略 
不可である。 

•コマンドは大文字小文字どちらで記述しても f 薄わないが、ここでは説明 
の都合上コマンド名を大文字、バラメータを小文字で3己述している。 

• ’ *’ をっけたものはバラメータを 掩数 行にわたって3己述できる。それ以 
外のコマンドではその1行ですベてのバラメータを3己述しなければならな 
い0 

• MUSICZ 3. FNC の外部閱数命令と対応するものはその コマン ド名を笮げて 
ある0 


■初期化 


♦ Z - MUSIC と音源の初期化 

⑴ 

.INITIALIZE 

Z - MUS 1 C と音源の初期化を行う。通常は ZMS 先如に《 く。なお、 Ver .3.0 
では、この ZMS コマンドを記述しなくても最低限の初期化は演奏時に行わ 
れるので特に記述する必要はなくなっている。 

( MEASURE 3 ziinit () 参照) 

例 

.INITIALIZE 


■各锺モード設定 


參マスタークロックの設定 

(Zn) 

•MASTER—CLOCK n 

• n : 1〜32767 

全音符の絶対音長 n を設定する。設定範囲は l $ n $32767。 初期値は192。 
通常は設定する必要はない。この値を大きくすればするほどシステムへの 
負荷は大きくなるが精細な音長表現が可能になる。逆に小さくすればする 
ほどシステムの負荷は経くなるが短い音長を使用した場合に誤差を生じる 
ことがある。 

1920, 480, 192, 144, 128, 96といった数値を設定するのが一般的であ 
る。たとえば n = 1920 として全音符の絶対音長を1920とした場合、4分音符 
は1920/仁480で表される。 

( MEASURE 3 zm set master clock () 参照) 


例 

. MASTER.CLOCK 480 

♦ジャンプ系コマンドの制御 

■JUMP md 

• nd : DISABLE,ENABLE 

ジャンプ系 MML コマンドの生成を抑制する。 

nd = DISABLE とした場合はこの生成を抑止し、 md = ENABLE とした場合はこ 
の生成を行う。抑制対象となる MML コマンドは以下のジャンプ系 MML 。 

[i] 全トラック追従ジャンプ 

[!] 単一トラックジャンプ 

[ end ] 演奏停止 

[ JUMP ] 小節ジャンプ 

例 

.JUMP DISABLE 

春ゲートタイム解像度の設定 

•GATETIME—RESOLUTION n 

• n :8, 16,32,64,128 

MML Q の R 大偵を設定する。設定 fifi は8,16,32,64,128のいずれか。初期 
設定時は8になっている。大きな谪に設定すればより細かなゲートタイム 
指定が行えるようになる。 

例 

.GATETIME RESOLUTION 128 

參音長指定方式の選択 

•LENGTH—MODE md 

• md : MML,STEP 

音符の解釈方式を選択する。モードは 「 MML モード j と 「STEP モード j 
がある。 

MML モードは、いわゆる一般旳な MML 方式で、音符を、 

<音符[変化記号】〉[音長】[発音長】[ベロシティ】 

(<> は省略不可、 [] は S 略可のバラメータを表している） 

の W で記述するもの0音長、および発音長は、全音符を1とした音楽旳音 
長で指定する。 

一方、 STEP モードでは、ステップ入力型 DTM ツールの音符入力方式を揋 
倣したもので、 

くキー〉[変化記号][オクターブ][ステップタイム】[ゲートタイム] 
[ベロシティ] 

のような冉式で音符を記述する。ステップタイムは MML モードの音長に相 
当し、ゲートタイムは MML モードの発音長に相当する。ただし、両方とも M 
ML モードでいうところの絶対音長で表記する点が異なる （ STEP モードでは 
使用できる音長が絶対音長のみとなる）。 

たとえばオクターブ3の4分音符（絶対音長 =48) のド#をべロシティ100、 
発音長を符点8分音符钼当（絶対音長:: 36) で鳴らしたい場合、 MML モードで 
は、 

〇3 c # 4,8.,100 
となるが、 STEP モードでは、 

c# 3,48 ， 36,100 

と記述する。 
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例 


■拍子/調号 


. LENGTH_MODE STEP 
♦相対べ□シティ MML の指定 

.RELATIVE VELOCITY md 


參拍子投定 

•METER m/n 


• md し，_，則， U 

初期状態では-コ i 相対音量の MML であるが、これを相対べロシティに効 
果を変換することができる。本命令はこの変換についての設定を行うもの。 

md し—あるいは md = 乙とすると、相対べロシティは_ -で行うことができ 
るようになる。一方、 nd 4 U または Bd = ll とすると相対べロシティは従来どお 
り @ U ± n , U ± n で指定することになり、，は相対音置の操作狐として機能す 
る。 

例 一 

• RELATIVE 一 VELOCITY __ 

• RELATIVE—VELOCITY 則 

參 FM 音源チューニング 

•FM TUNE SETUP {tl , t2,... , t128} * 


• tl 〜 tl 28:- 32768〜+32768 

FM 音源のチューニング設定を O - lC ( C - l ) から 09 G ( G 9) まで 128 個のノー 
卜個別に行う（既念的にはノート個別に設定するディチューンのようなもの）。 
tl 〜 U 28 はそれそれノート番号 O ( C - l ) から 127( G 9) までに対応する。 
tl 〜 tl 28 の設定範囲は-32768〜+32767で、64が半音の変化■に ffi 当する。 
ディチューン設定を行う MML 朴に与える数泊と同次元。 

tl 〜 tl 28 は tl から任意の個数まで設定したあと設定を打ち切ることがで 
きる0その場合、畨略されたものについては〇が設定されたと見なされる0 



( C を主音とした平均律の例) 


•AD PCM 音源チューニング 

•ADPCM TUNE SETUP {tl , t2,... , t128} 本 

•PCM—TUNE SETUP {tl,t2,••• ， t128} * 


• tl 〜 tl 28:- 32768〜+32768 

AD PCM ( PCM ) 音源のチューニング設定を 0- lC (( M ) から 09 G ( G 9> まで 12 
8 個のノー ト個別に行う。 

tl 〜 tl 28 はそれそれノート番号 0( C -1) から 127( G 9) までに対応する。 
tl 〜 U 28 の設定範囲は-32768〜+32767で、64が半音の変化置に相当する。 
ディチューン設定を行う MML 抓に与える数値と同次元。 

tl 〜 tl 28 は tl から任意の個数まで設定したあと設定を打ち切ることがで 
きる。その場合、省略されたものについては0が設定されたと見なされる。 


例 


pcin tune _ setup {-4,29,- l ,-8,-33,-5,28,-3,-30,0,-6,-31 

-4, 29, -1,-8,-33,-5,28,-3,- 30,0, -6,-31 
29, -1,-8,-33,-5, 28, -3,-30,0,-6,-31 


29 

29 

29 

29 

29 

29 

29 

29 


-1 ，-8, -33,-5 ,28,-3, -30,0,-6,-31 
-1,-8,-33,-5,28,-3,-30,0,-6,-31 
-1,-8,-33,-5, 28, -3,-30,0,-6,-31 
-1,-8,-33,-5, 28, -3,-30,0,-6,-31 
■1 ，-8, -33 ,-5,28,-3,-30,0, -6 ,-31 
-1 , -8,-33,-5, 28, -3,-30,0,*6,-31 
-1,-8,-33,-5, 28,-3，-30,0, -6,-31 


-3} 


(アラビア音階) 


•■/ n : 1/1〜255/255 

拍子の設定を行う。ただし、この設定は演奏になんら 影* を与えるもの 
ではなく、あくまで演奏データに対するひとつの付加 情報 旳な意味あいし 
か持たない。 

m / n は音楽的な拍子をそのまま分数表現で与えることができる。 

例 

.METER 3/4 

(4 分の3拍子を設定） 


參調号設定 

•KEY { n,type,m } 

• KEY str 

• n : 〇〜 7 

• type :-,+,# 

• bl MAJOR ， MIN 0 R 

• str : 文字列 

M 号の設定を行う。この設定は演奏になんら影*を与えるものではなく 
あくまで、演奏データに対するひとつの付加情報旳な意味あいしか持たな 
い 0 

n は调号中の変化記号の個数で設定範囲は〇〜7。 

type は調号に含まれる変化3己号の個数を表し、設定項目は 一， +, 林の 
いずれか。一は b を表し、+または#は#を表す。 

m は長 M か短調のいずれかを選択するバラメータで、設定項目は MAJOR,M 
1 N 0 R のいずれか。 MAJOR が長調、 MINOR が短調に対応する。 

また、一般旳な調は以下に示す英語表記の M 名にて指定することもでき 
る。 

Ciajor , Giajor,D»ajor t A*ajor,Eiajor,B*ajor,F + *ajor,F #iajor, 
C+iajor.CtiajorFmajor.B-Mjor.Bbiajor.E-iajor.Ebniajor.A-iajor, 
AbBajor.D-major.Dbmajor.G-inajor.ribinajor.C'Bajor.CbBajor 
Ajninor ， Eminor ， Bminor,F+minor,F#iniiior ， Dn:i nor,C#m inor, G + minor, 
G#minor,D+niinor f DPininor,A+ininor,A#niinor .Dminor.Gininor.Cininor, 
F■inor,B-■inor,Bbiinor,E-■inor,Ebninor,A-iinor,Abiinor 
例 

.KEY CSminor / 婴ハ短湖 

參演奏時間 

•PERFORMANCE TIME hh:mm:ss 


hh :00 〜99 
min :00 〜59 
ss :00 〜59 

演奏時間を設定する。この設定は演奏になんら影*を与えるものではな 
くあくまで、演奏データに対するひとつの付加情報的な意味あいしか持た 
ない。 

hh 、 min , ss はそれそれ、時間、分、秒を表し、00:00:01〜99:59:59までの 
硝を取る。 

例 

.PERFORMANCE TIME 00:01:32 



ック定«/チ 



參トラック定轅/チャンネルアサイン 

(A dev,t 「 k,trkv,trkf,trks,trkm,cmnt) 

•ASSIGN trk {dev,trkv,trkf,trks,trkm,cmnt} * 


trk :1 〜65535 

devrFMl 〜 FM 8， M 1 DU -1 〜 MIDI 4-16, ADPCM 1 〜 16 

trkv : 0 〜 256 

trkf :1 〜 256 

trks : PLAY,RECORD 

trkni : NORMAL , RHYTHM 

cint : 文字列 

演奏で使用するトラックの定義を行う。 

• trk : トラック番号 
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trk はトラック番号で1〜65535与えることができる。 

• dev : デバイス名 

dev はそのトラックをどの音源の演奏に用いるかを指定するもの。 FM 1 〜 
FM 8 は FM 音源チヤンネル1〜8， ADPCM 1 〜 ADPCM 16 は AD PCM チヤンネル1〜16に 
対応する。また AD PCM は PCM 1 〜 PCM 16 としても指定できる。デバイス名の F 
M や AD PCM の後ろにし’を添付し FM - 1〜 FM -8 , ADFCM -1 〜 ADPCM - 16のように定 
することも可能。 

MIDI はデバイス名 MIDI の後ろにインタフヱイス番号，チヤンネル番号を 
順番に記述して指定する0インタフェイス番号を省略することもできる0 
省略時は後述のカレント MIDI - OUT として選択されているインタフヱイスを 
指定したことになる。 

• trkv : トラックボリュー厶 

そのトラックの出力音置を指定する。設定範囲は〇〜256で、0が無音状 
態、128が原音霣に钼当する。 trkv は省略可能で省略時は128が設定される。 

• trkf : トラック処理顇度 

そのトラックの処理铕度を指定する。設定範囲は1〜256。たとえば2を 
指定するとそのトラックは2回に1回の割合でしか処理されず、システム 
に対する負荷を« くすることができる。ただし、短い音長を使用した音符 
を演奏すると演奏に誤差を生じる場合がある。 

trkf は省略可能で省略時は1が設定される。 

• trks : トラック状態 

そのトラックの使用目旳を指定する。設定項目は PLAY , RECORD のいずれ 
か。ただし、現在指定できるのは PLAY (演奏）のみ。 trks は省略可能で S 略 
時は PLAY が設定される。 

• trkm : トラックモード 

そのトラックの演奏処理形式を指定する。設定項目は NORMAL または RHYT 

HM 。 

NORMAL はノー トオン/ノー トオフを通常に処理する演奏モード。 

RHYTHM に設定するとノー トオフ処理を省略する演奏モードで処理される0 

RHTHM 指定時はちょうど MML で @ R 1を設定したときと同じになる。 

trkm は省略可能で省略時は NORMAL が設定される。 

• camt : コメント 

そのトラックに与える注釈を添付することができる。 

文字列は”〜”で括る必要はなく、何文字でも可能。 

( MEASURE 3 z に assign () 参照) 

例 

.ASSIGN 1 FM 1 
(A MIDI 10.10) 

•ASSIGN 10 { MIDI 2-1,128,1, PLAY , NORMAL,MELODY LINE } 

(A PCM -1,1,128,2, PLAY , RHTHM,DRUM PART ) 


□ 


演赛制御 


♦演奏開始 

(Pnl ,n2, … ， ni) 

.PLAY {n1,n2, …, ni} * 

• nl 〜 ni :1 〜65535 

指定されたトラック （ nl 〜 ni ) の演奏を開始する。 nl 〜 ni はトラック番号 
を表し、設定範囲は l $ ni $65535。 全バラメータを省略した場合は全トラ 
ックの演奏を開始する。 

( MEASURE 3 zi _ play () 参照) 

例 

( P ) 

.PLAY 

( Pl ，2,3) 

•PLAY { 

1,2,3,4 

5,6,7,8 


參演奏停止 

(Snl ， n2, …, ni) 

.STOP {n1 ， n2, …, ni} * 

• nl 〜 ni :1 〜65535 

指定されたトラック （ nl 〜 ni ) の演奏を停止する。 nl 〜 ni はトラック番号 
を表し、設定範囲は l $ ni $65535。 全バラメータを省略した場合は全トラ 
ックの演奏を停止する。 

( MEASURE 3 zm stop () 参照) 


( S ) 

.STOP 
( SI , 2, 3) 

• STOP { 

1，2,3,4 

5, 6,7, 8 


♦演奏再開 

(Cnl ,n2, …, ni) 

.CONTINUE {n1,n2, … ， ni} * 


• nl 〜 ni :1 〜65535 

指定された ト ラック （ nl 〜 ni ) の演奏を再開す る。 nl 〜 ni は ト ラック番号 
を表し、設定範囲は l $ ni $65535。 全バラメータを省略した場合は全 ト ラ 
ックの演奏を再開す る。 

( MEASURE 3 zicontO 参照) 

例 

(〇 

.CONTINUE 


( Cl , 2, 3) 
.CONTINUE { 

1,2,3,4 

5,6,7,8 


參トラックマスク 

•TRACK—MASK { trkl,model, trk2,mode2, 

••• trkX,modeX } * 

• trkX :1 〜65535, ALL 

• niodeX : OFF , ON , REVERSE 

演奏中の任意のトラックをリアルタイ厶にマスク/解除する。 
trkX は操作対象とするトラック番号を表し、1〜65535を設定する。また、 
演奏中すベての演赛トラックを操作対象とする場合は文字列 ALL を指定 
する。 

aodeX は t rkX で指定したトラックの演奏状態をどう変史するかを指定す 
る0 

以下に nodeX の設定項目とその効果を示す。 


■odeX 

効果 

OFF 

そのトラックをマスクする 

ON 

そのトラックのマスクを解除する 

REVERSE 

そのトラックのマスクを反転する 


( HEASURE 3 za iask _ tracks () 参照) 
例 

. TRACK.MASK {1,0 N 

2, OFF 

3, REVERSE 



•マスターフエーダー 

• MASTER—FADER {devl,spd1 ,st1 ,ed1 ,dev2,spd2,st2,e 

d2, • • • ,devX ， sp(jx,stX,edX} * 

• devX : ALL , FM,AD PCM , MIDI 1, MIDI 2, MIDI 3 

• spdX : 0 〜 255 

• stX : 〇〜 128 

• edX : 〇〜 128 

マスターフエーダーは Z-MUSIC の演奏の®終的な出力制御を司る フエー 
ダーで、後述のトラック単位のトラックフ x — ダーとは独立して制御が行 
える。 

本命令は、デバイス devX のマスターフエーダーを速度 spdX でレベル stX 
から edX まで移動させるもの。 

devX は操作対象デバイスで、 ALLJM.AD PCM , MID 11, M 1 DI 2, MIDI 3 のいず 
れかを指定する。 ALL では全デバイスのマスターフエーダーを操作対象と 
する。 

spdX はフ x — ダーの移動速度で数偵が大きいほど高速に移動する。また、 
spdX =0 では「胙止」の指定となる。 
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128 が最大(原音） .TRACK 1,2,3 { 

c 4 d 4 e 4 

128 が最大(原音） } 


stA はフエーダー移動の開始レペルに相当し、0が無音、 
レベルに対応する。 

edX はフエーダー移動の終了レベルに相当し、0が無音、 
レベルに対応する。 

( MEASURE 3 zm _ mas ter—fader () 参照） 

例 


• MASTER—FADER { ALL , 10，128,0} 
.MASTERJADER { 

MID 11, 10，128,0 
MIDI 2，10,0，128 
MIDI 3,0,64,64 


春ト ラックフ エーダー 

•TRACK—FADER{trk1,spd1,st1,ed1,trk2,spd2,st2,ed2, 

•••,trkX,spdX ， stX ， edX} * 

• trkX :1 〜65535 

• spdX : 0 〜 255 

• stX : 〇〜 128 

• edX : 〇〜 128 

トラックフエーダーはトラック単位にその演奏出力制御が行えるフエー 
ダーである。 

本命令は、トラック trkX のトラックフエーダーを速度 spdX でレベル stX か 
ら edX まで移動させるもの 0 

trkX は操作対象トラック番号で、設定範囲は1〜655350 
spdX はフ x — ダーの移動速度で数脃が大きいほど葙速に移動する 0 また、 
spdX =0 では「静止」の指定となる 0 

stX はフエーダー移動の開始レベルに相当し、0が無音、128が最大（原音） 
レベルに対応する 0 

edX はフエーダー移動の終了レベルに ffi 当し、0が無音、128が最大（原音） 
レベルに対応する0 

( MEASURE 3 zm set _ch output — level ( )，zm set _ tr _ output_level ( )參照） 

例 

. TRACK.FADER { 

1，10,128,0 
2,10,0,128 
3,0,64,64 



♦テンポ 

(0t) 

•TEMPO t 


• t :1 〜32767 

テンポを t に設定する。 1 分間に t 個の4分音符を演奏するようになる。 
t の設定範囲は1〜32767。ただし、テンポ制御タイマにタイマ A を使用し 
た場合の t の設定範囲は 77-32767 となる。 

( MEASURE 3 zi _ teipo () 参照) 

例 

(〇120) 

. TEMPO 150 



癱 WL セット 

(Tnl ,n2, … ， n8) 

• TRACK n1,n2, … ， n8 { MML } * 


• nl 〜 n 8:1 〜65535 

MML をトラック nl 〜 n 8 へセツトする。設定範囲は1 $ nl 〜 n 8$65535。 卜 
ラック番号を複数指定した場合は同一 MML を同時に複数のトラックにセット 
する。また、 nZ 以降は省略可能。 

MML をセツトするトラックはあらかじめ . ASSIGN 命令で宣言しておかなけ 
ればならない。 

なお、 MML については MEASURE 5を参照のこと。 

例 


♦バターントラック 

.PATTERN name,trkf { MML } * 

• naie : 文字列 

• trkf :1 〜 256 

パターントラックを定 II する。パターントラックとは曲中頻繁に使うリ 
ズ厶バターンなどを固有の名前を与えて定義し、曲中任意に呼び出すこと 
ができる演奏トラックのこと。具体的には、本命令でパターントラックを 
定義し、 MML 、 

[ PATTERN ] 

[ EMBED ] 

で曲中で呼び出す。 

_はパターン名を表し、これは251文字以内の英数字文字列で指定する。 
trkf は. ASSIGN 命令の trkf に相当するもので、トラック処理铂度を表す。 
設定範囲は1〜256で、省略可能。省略時は1が設定される。 

MML については MEASURE 5を参照のこと。 

例 

•PATTERN FUNK .1{ 

〇2 0 u 99 c 4 iul 20 d 4 # u 99 c 8 c 8 Iul 27 d 4 


FM 音源の音色設定 


春 FM 音源の音色投定 

(Vn f 0, vl,v2, …, v55) * 

• n : l 〜32768 

• vl 〜 v 55: 下記参照 

FM 音源の音色設定を行う0 

n は定转する音色番号で l $ nS 32768。 

vl 〜 v 55 の音色バラメータについては下3己#照。 

•音色フォーマット （0 PMDRV . X 互換方式） 


vl : AF (ハ-卜つ r ツク / ア》コ # リ r ム） 

(0 〜 63) 

v 2:0 M (スロットマ又ク） 

(0-15) 

v 3: WF (ウ i - ゲフオ-ム） 

(0 〜 3) 

v 4: SYC (シンク D ) 

(0,1) 

v 5: SPD (；0： 0 - 卜 .） 

(0 〜 255) 

v 6 :PMD 

(0 〜 127> 

v 7 :AMD 

(0 〜 127) 

v 8 :PMS 

(0 〜7> 

v 9 :AMS 

(0 〜 3) 

vl 0 :PAN 

(0 〜3> 

vll:DUMMY 



vl 2:0 Pl , vl 3:0 P 2, vl 4:0 P 3, vl 5:0 P 4 AR (アタックレ-卜） （0 〜 31) 

vl 6:0 Pl , vl 7:0 P 2, vl 8:0 P 3, vl 9:0 P 4 1 DR ( 1 st テ、ケイレ-卜） （0 〜 31) 

v 20:0 Pl , v 21:0 P 2, v 22:0 P 3, v 23:0 P 4 2 DR (2 nd テ、ケイレ-卜） （0 〜 31) 

v 24:0 Pl , v 25:0 P 2, v 26:0 P 3, v 27:0 P 4 RR (リリ-スレ-卜） (0 〜 15) 

v 28:0 Pl , v 29:0 P 2, v 30:0 P 3, v 31:0 P 4 1 DL ( 1 st テ♦ィケ仆 V *) (0 〜 15) 

v 32:0 Pl , v 33:0 P 2, v 34:0 P 3, v 35:0 P 4 TL (卜-タルレへ 1) (0 〜 127) 

v 36:0 Pl , v 37:0 P 2, v 38:0 P 3, v 39:0 P 4 KS (キ-スケ-リンクつ (0 〜 3) 

v 40:0 Pl , v 41:0 P 2, v 42:0 P 3, v 43:0 P 4 MUL (フエ - r マルチフ°ライ） （0 〜 15) 

v 44:0 Pl f v 45:0 P 2, v 46:0 P 3, v 47:0 P 4 DTl ( r ィチ ユ-ン 1) (0 〜 7) 

v 48:0 Fl , v 49:0 P 2, v 50:0 P 3, v 51:0 P 4 DT 2( テ•ィチュ-ン 2) (0 〜 3) 

v 52:0 Pl . v 53:0 P 2, v 54:0 F 3, v 55:0 P 4 AME ( AMS イネ -： TlO (0,1) 


X 1 DR を DR 、2 DR を SR 、1 DL を SL 、 TL を 0 L 、 MUL を ML と表記する場合もある。 
( MEASURE 3 z に vset () 参照） 

例 

( vl ,0 

/ 0 M WF SYC SPD PMD AMD PMS AMS PAN 

60， 15, 2, 0,210, 40, 0, 1、 0， 3, 0 
/ AR DR SR RR SL 0 L KS ML DTI DT 2 AME 

31， 5， 0， 12, 2, 30，1， 2， 7， 0， 0 

31, 5, 0,12, 8, 6, 1， 2, 5, 0， 0 

31， 5, 0,12, 8, 28，1， 2, 3, 0， 0 

31， 5， 0,12, 8， 6, 1， 2， 5， 0, 0) 
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參 FM 音源の音色投定 

(@n, vl , v2, … ， v55) 

• FM 一 TIMBRE n,cmnt {vl,v2, … ， v55} 

• FM VSET n,cmnt {vl,v2, … ， v55} 


- n :1 〜32768 

• comt : コメント 

• vl 〜 v 55: 下記参照 

AL / FB 分離形式による FM 音源の音色設定を行う。 

n は定義する音色番号で l $ n $32768。 

cimt には音色に関するコメント文字列を与えることができる 0 ただし省 
略可能。 

vl 〜 v 55 の音色バラメータについては下記参照。 

•音色フォーマット （ AL / FB 分離方式） 
vl : OPl , v 2:0 P 2, v 3:0 P 3, v 4:0 P 4 AR (アタックレ-卜） （0 〜 31) 

v 5:0 Fl , v 6:0 P 2, v 7:0 P 3, v 8:0 P 4 1 DR ( 1 st テ、ケ仆-卜） （0 〜 31) 

v 9:0 Pl , vl 0:0 P 2, vll :0 P 3, vl 2:0 P 4 2 DR (2 nd テ、ケ仆-卜） （0 〜 31) 

vl 3:0 Pl , vl 4:0 P 2, vl 5:0 P 3, vl 6:0 P 4 RR (リリ-スレ-卜） (0-15) 

vl 7:0 Pl , vl 8:0 P 2, vl 9:0 P 3, v 20:0 P 4 1 DL ( lstr ィケ仆へ1)(0〜 15) 

v 21:0 Pl , v 22:0 P 2, v 23:0 P 3, v 24:0 P 4 TL (卜-タルレへ 1) (0-127) 

v 25:0 Pl , v 26:0 P 2, v 27:0 P 3, v 28:0 P 4 KS (キ-スヶ-リンク” （0 〜 3) 

v 29:0 Pl , v 30:0 P 2, v 31:0 P 3, v 32:0 F 4 MUL (フ i - r マルチフ。バ） (0-15) 

v 33:0 Pl , v 34:0 P 2, v 35:0 P 3, v 36:0 P 4 DTI (テ、チュ-ン 1> (0-7) 

v 37:0 Pl , v 38:0 P 2, v 39:0 P 3, v 40:0 P 4 DT 2( テ、チュ-ン 2) (0 〜 3) 

v 41:0 Pl , v 42:0 P 2, v 43:0 P 3, v 44:0 P 4 AME ( AMSf ^-7^) (0，1) 


v 45: AL (アル r リ r ム） (0-7) 

v 46: FB (フィ-卜つビック） (0-7) 

v 47:0 MUD ットマスク） （0 〜 15) 

v 48 :PAN (0 〜 3) 

v 49: WF (ウ: t - ゲフオ-ム） （0 〜 3) 

v 50: SYC (シンク D ) (0，1) 

v 51: SPDUt °- K ) (0-255) 

v 52 : PMD (0 〜127} 

v 53 :AMD (0 〜127) 

v 54 :FMS <0〜 7) 

v 55 :AMS (0 〜 3) 


( MEASURE 3 zm vset () 参照） 

例 

• FM—TIMBRE 1 , SQUARE WAVE { 

/ AR DR SR RR SL 0 L KS ML DTI DT 2 AME 

31， 0， 2, 0, 0, 21, 0,1, 0, 0, 0 

31， 0, 0, 8， 0, 3, 0, 3, 0, 0, 0 

31, 0, 0， 8, 0, 3， 0， 1, 0， 0, 0 

31, 0， 0, 8, 0, 3, 0, 1， 0, 0, 0 

/ AL FB 0 M FAN WF SYC SPD PMD AMD PMS AMS 

5， 7， 15, 3 0, 0, 0, 0， 0, 0， 0} 


■AD PCM / PCM データ加工/登録 


參 PCM 音色の登録 

•8BITPCM TIMBRE b ， t ， k,str { filename,PPC } * 

.16BITPCM TIMBRE b,t,k,str { filename,PPC } * 

•ADPCM—TIMBRE b,t ， k,str { filename,PPC } * 

• b : 〇〜255 

• t :1 〜 128 

• k :0- lC 〜 09 G または C - l 〜 G 9 

• str : 文字列 

• f i lenaiae : 文字列 

• PPC : 後述 

filename で指定された PCM データを音色 ( TIMBRE ) として登録する。 .8 BIT 
PCM _ TIMBRE は 8 B 1 T PCM 、•16 B 1 TPCM _ T 1 MBRE は 16 BIT PCM , . ADPCM — TIMBRE は A 
D PCM をそれぞれ登録する。 

b , t はそれぞれ登録先バンク番号，登録先音色番号を表し、設定範囲は0 

^ b <255, l ^ t ^ l 28 0 

k は登録する PCM データの原音高（オリジナルキー）を設定するもので設 
定範囲は 0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9。 Z - MISIC が PCM の音程を変化させる場 
合は、この k の設定をもとに行うことになる。 


str はコメントで登録する音色についての簡単な注釈文などを添えるこ 
とができる（省略可能)。 
filename を、読み込むファイルの名前でなく、 

.TIMBRE b,t 
.TONE b,n 

といった■式で指定すれば、以前に、 

.TIMBRE b , t ならば •8 BITPCM _ TIMBRE ,.16 BITPCM _ TIMBRE ,. ADPCM_TIMBRE 
.TONE b , t ならば •8 BITPCM _ T 0 NE , •16 BITPCM _ T 0 NE , . ADPCM _ T 0 NE 

を用いて登録した音色/トーンのコビーを用いて加工登録することもでき 
る。 

r.TIMBRE b.tj * 式では、 b がバンク番号 （ 0〜255)、 t が音色番号 
(1 〜 128) を 、 「.TONE b,nj «式では、 b がバンク番号 （ 1〜256)、几が 
トーン番号 （ 0〜 127) を表す。 n は 0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9 といった音 
階 MHL で指定することもできる。 

PPC(PCM PROCESSING C 0_ D ) は filename で指定された PCM データを登録 
する前に加工処理を行う命令で、次項のようなものがある0各 PPC は指定 
された Ifi 序に従い加工を実行していく。 PPC は省略、あるいは、同榷 PPC の 
項数設定も可能。 

( MEASURE 6 参照） 

例 

•16 BITPCM — T 1 MBRE 0,10,02 C,BASS { SLAP . P 16 ,.VOLUME 120} 

• ADPCM 一 TIMBRE 1, 10,020, BASS 2 {.TIMBRE 0,10 ,. BEND 15600,220 00} 

本命令でバンク b 、 音色番号 t で®した PCM は [ PCM _ M 0 DE TIMBRE ] にし 
たトラックで MML I でバンク番号 b、MML @で音色番号を指定すると使用 
することができる。 

例 

• ADPCM—TIMBRE 1, 10.02 C . BASS 2 {.TIMBRE 0,10 ,. BEND 15600,220 00} 

で登録した音色は、 

( tl)[PCM MODE TIMBRE ] i 0, l .10 
で、または MML # のみで、 

( tl )[ PCM . M 0 DE TIMBRE ] 11:10 

と指定することもできる。 

參 PCM トーンの登録 

•8BITPCM TONE t,k,str { filename,PPC } * 

.16BITPCM TONE t,k,str { filename,PPC } * 

.ADPCM_T0NE t,k,str { filename,PPC } * 

• t :1 〜256 

• k : 〇〜127あるいは 0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9 

• str : 文字列 

• filename : 文字列 

• PPC: 後述 

filename で指定された PCM データをトーン （ TONE ) として登録する。 

• 8 BITPCM _ T 0 NE は 8 BIT PCM 、•16 B 1 TPCM — TONE は 16 BIT PCM,.ADPCM TONE は 
AD PCM をそれぞれ登録する。 

t は登録先トーンセット番号を表し、設定範囲は l $ t $256。 
k は登録するノー ト番号を指し示すもので設定範囲は〇〜127あるいは、 
音階 MML を用いて 0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9 と指定することもできる。 

str はコメントで登録する音色についての簡準な注釈文などを添えるこ 
とができる（省略可能)。 
filename を、読み込むファイルの名前でなく、 

.TIMBRE b,t 
•TONE b，n 

といった*式で指定すれば、以前に。 

.TIMBRE b,t ならば • 8 Bn?CM_TIMBRE ， . 16 BITPCM_TIMBRE,. ADPCM TIMBRE 
.TONE b , t ならば •8 BITPCM _ T 0 NE ，.16 B 1 TPCM _ T 0 NE ,. ADPCM 一 TONE 

を用いて登録した音色/トーンのコビーを用いて加工登録することもでき 
る0 

「•TIMBRE b , t 」* 式では、 b がバンク番号 （ 0〜255)、 t が音色番号 
(1 〜 128) を 、 「.TONE b , n 」 弗 式では、 b がバンク番号 （ 1〜256)、 n が 
トーン番号 （0 〜 127) を表す。 n は 0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9 といった音 
階 MML で指定することもできる。 

PPC(PCM PROCESSING C 0_ D ) は filenaae で指定された PCM データを登錄 
する前に加工処理を行う命令で、次項のようなものがある。各 PPC は指定 
された順序に従い加工を実行していく。 PPC は省略、あるいは、同榷 PPC の 
複数設定も可能。 

( MEASURE 6 参照） 


本** 
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PCM PROCESSING COMMAND 

i 參音程の変更（その i ) ! 

.PITCH k,o,s 

• k : 0-1 C 〜 09 G , C -1 〜 G 9,-144 〜+144 

• o :0 〜4294967295 

■ s : 〇〜4294967295 

音*を半音単位で変更する 

• k : 変更先音* 

k で音程変更先の音系を音階 WL (0~ U ： 〜 09 G , C -1 〜 G 9) で指定する。 

相対数値（-144〜+144)で指定した壩合は原音窩からの半音単位の指定となる。 

• 〇:変更開始位置 

音裹変更をデータ先頭から何カウント目から行うかを設定するオフセット值〇 
設定範囲は0〜4294967295。省略時は0が採択される。 

- s : 変更サイズ 

音裹変更を何カウント分行うかを指定する。設定範囲は〇〜4294967295。畜 
略時は、 〇以降すべてを変更範囲とする。 

例 

.PITCH 04 A , 0,1200 ( 

.PITCH -8, 80,1200 | 

♦音程の変更（その 2) I 

.TUNE t1,t2,o,s 

• tl :1〜65535 I 

• t 2: 1〜65535 | 

• 〇:〇〜4294967295 I 

• s : 0-4294967295 

音*の変更をサンプリング周波数比で指定する。 

• tl : 変更元サンプリング JS ] 波数 

• t 2 .•変更先サンプリング周波数 

tl が変換元のサンプリング周波数、 t 2 が変更目的のサンプリング阓波数。値 
の単位は [ Hz 】 で tl , t 2 ともに設定範囲は1〜65535。 

• 〇:変更開始位贗 

音裹変更をデータ先頭から何カウント目から行うかを投定するオフセット値0 
投定範囲は0〜4294967295。畜略時は〇が採択される。 

• s :変更サイズ 

音裹変更を何カウント分行うかを指定する。 S & 定範囲は〇〜4294967295。在' 

略時は、 〇以降すべてを変更範囲とする。 

例 

.TUNE 15600,22000,0,1200 

參 ボルタメント 

.P0RTAMENT k,o,s 

• k :0-1 C 〜 09 G , C -1 〜 G 9,-144 〜+144 

• 〇:〇〜4294967295 

• s : 0-4294967295 
ボルタメントを行う。 

• k :ボルタメント先の音程 

k でボルタメント先の音程を音階 WL (0-1 C 〜 09 G , C -1 〜 G 9) で指定する。 

相対数値（-144〜 +144) で指定した場合は凍音程からの半音樂位の指定となる。 

• 〇:ボルタメント開始位* 

ボルタメントをデータ先頭から何カウント目から行うかを设定するオフセッ 
卜値。設定範囲は〇〜4294967295。 S 略時は0が採択される。 I 

• s :ボルタメント範囲 

ボルタメントを何カウント内で行うかを指定する。設定範囲は〇〜42949672 
95。省略時は、〇以降すべてをボルタメント範囲とする。 

例 

. P 0 RTAMENT 04 A , 0,1200 
. P 0 RTAMENT -8, 80,1200 

參 ビッチベンド 

.BEND t1,t2,o,s 

• tl : 1〜65535 

• t 2: 1〜65535 

• 〇: 0〜4294967295 

• s : 〇〜4294967295 

ボルタメントをサンプリング周波数次元で実行する。 

• tl : ビッチベンド元サンプリング周波数 

• t 2: ピッチベンド先サンプリング周波数 

tl がビッチベンド元のサンプリング周波数、 t 2 がビッチベンド先のサンプリ 
ング周波数。値の単位は [ Hz ] で tl , t 2 ともに設定範囲は1〜65535。 

■ 〇:ビッチベンド開始位* 

ビッチベンドをデータ先頭から何カウント目から行うかを設定するオフセッ 

卜値。投定範囲は〇〜4294967295。省略時は0が採択される。 

• s : ビッチベンド範固 

ビッチベンドを何カウント内で行うかを指定する。設定 KS は〇〜42949672 


95。省略時は、〇以降すべてをビッチベンド範囲とする。 

例 

.BEND 04 A , 0,1200 
BEND -8,80,1200 

♦音量の変更 

.VOLUME v ， o,s 

• v : 〇〜65535 

- 〇: 〇〜4294967295 

• s : 〇〜4294967295 

原音量を100とした音量変更を行う。 

• v : 変更先音墨 

原音屋を100とし、変更目的の音量 v を〇〜65535の範囲で指定する。0が無 
音、65535が*大音量に相当する。 

• 〇:変更開始位置 

音量変更をデータ先頭から何カウント目から行うかを設定するオフセット値。 
设定範囲は0〜4294967295。省略時は0が採択される。 

• s : 変更サイズ 

音墨変更を何カウント分行うかを指定する。投定範囲は〇〜4294967295。雀 
略時は、 〇以降すべてを変更範囲とする 0 
例 

.VOLUME 150,480,1800 

參 反転指定 

.REVERSE o,s 

• 〇: 〇〜4294967295 

• s : 〇〜4294967295 
逆転を行う。 

• 〇:逆転開始位置 

逆転処理をデータ先頭から何カウント目から行うかを設定するオフセット値。 
IS 定範囲は0〜4294967295。畜略時は〇が採択される。 

- s : 変更サイズ 

逆 fe 処理を何カウント分行うかを指定する。投定範囲は〇〜4294967295。省 
略時は、 〇以降すべてを逆転処理する。 

例 

.REVERSE 0,1800 

♦フェードイン/フェードアウト 

.FADE vl , v2,o,s 

- vl : 〇〜65535 

• v 2:0 〜65535 

• 〇: 〇〜4294967295 

• s : 〇〜4294967295 

フェードイン/フェードアウトを行う。 

• vl 変更元音霣 

• v 2: 変更先音量 

厣音屋を1〇〇とし変化元音璗 vl から目旳音 a v 2 までの音■変化を線形に行う。 
v 1, v 2 ともに设定範囲は〇〜65535。0が無音、65535が*大音量に相当する。 

• 0:音量操作開始位置 

音 I 操作をデータ先頭から何カウント目から行うかを設定するオフセット値。 
設定範囲は0〜4294967295。省略時は〇が採択される。 

• s : 音量操作範囲 

音 B 操作を何カウント内で行うかを指定する 0 設定範囲は0〜42949672950 
省略時は、 〇以降すべてをフェード操作範囲とする。 

例 

.FADE 100,50,480.1800 

(オフセットカウント480から1800カウント内で音壓100から50へ変化させる） 
參デイストーシヨン 

.DISTORTION v,c,o,s 

• v : 0-65535 

• c : 0-65535 

. 〇: 〇〜4294967295 

• s : 〇〜4294967295 

ディストーシヨン（歪み）効果を与える 0 

• v : 增轜 倍率 

原音 M を100とし音1を v 倍に增蝠する。設定範囲は〇〜65535。0が無音、6 
5535が最大增《に相当する。 

- c : 切り捨て音 i レベル 

V 倍してできた波形に対しのビークレベル c 内に音 S を丸め込む。 

設定範囲は〇〜65535。 

• 〇:ディストーシヨン操作開始位 a 

ディストーシヨン操作をデータ先頭から何カウント目から行うかを設定する 
オフセット値。設定範囲は〇〜4294967295。省略時は0が採択される。 

• s : ディストーシヨン効果適用範囲 

ディストーシヨン操作を何カウント行うかを指定する。設定範囲は〇〜42 94 








49672950省略時は、〇以降すべてをディストーション操作範囲とする 
例 

.DISTORTION 500,100,480,1800 

(オフセットカウント480から1800カウント内でデイストーシヨン処理を行 
う 0 音昼を500%に增蝠したものを音屋100に丸め込む） 

參スムージング 

.SMOOTH r,o，s 

• r : 1〜65535 

• 〇: 0〜4294967295 

• s : 〇〜4294967295 

スムージング（平滑化）を行う 0 処理後の音はやや曇った感じになる 0 

• r : 平滑化処理回数 

平滑化を連綾何回行うかを設定する。設定範囲は1〜65535。 

• 〇:スムー ジング 操作 W 始 位置 

スムージング操作をデータ先頭から何カウント目から行うかを設定する才 
フセット値。設定 KS は〇〜4294967295。省略時は0が採択される。 

• s : スムージング効果遇用範囫 

スムージング操作を何カウント行うかを指定する。設定範回は〇〜4294967 
295。省略時は、〇以降すべてをスムージング操作範囲とする。 

例 

.SMOOTH 10,480,1800 

(オフセットカウント480から1800カウント内でスムージングを10回行う） 

•切り出し 

.TRUNCATE o,s 

• 〇: 〇〜4294967295 

• s : 〇〜4294967295 
指定した領域を切り出す。 

• 〇:切り出し開始位置 

切り出し操作をデータ先頭から何カウント目から行うかを设定するオフセ 
ット值〇投定範囲は〇〜4294%72950省略時は0が採択される。 

• s : 切り出しサイズ 

切り出しサイズを何カウントにするかを指定する。設定範囲は〇〜4294967 
295。省略時は、〇以降すべてを切り出す指定になる。 

例 

. TRUNCATE 1200 (オフセットカウント1200以降を切り出す） 

.TRUNCATE ,1200 (先頭から1200カウント切り出す） 

•削除 

.DELETE o,s 

• 〇: 〇〜4294967295 

• s : 〇〜4294967295 
指定した領域を削除する。 

• 〇:削除開始位置 

削除をデータ先頭から何カウント目から行うかを设定するオフセット俑〇 
設定®®は0〜4294967295。省略時は0が採択される。 

• s : 削除サイズ 

削除を何カウント行うかを指定する。設定範囲は〇〜42949672950省略時 
は、〇以降すべてを削除する指定になる。 

例 

. DELETE 1200 (オフセットカウント1200以降を削除する） 

• DELETE ,1200 (先頭から1200カウント削除する） 

參合成 

.MIX filename ,。 

(.MIX filename,o,PPC) 

• filename : 文字列 

• o : -2147483648〜2147483647 
filename で表される AD PCM / PCM データを合成する 

• filename : 合成データ名 

合成する AD PCM / PCM データのファイル名を設定する。拡張子の省略は不可。 
また、 filename を合成するファイルの名前でなく、 

.TIMBRE b,t 
.TONE b,t 

といった*式で指定すれば、以前に、 PCM データの登 fi コマンドで登録した音 
色/トーンのコビーを合成することもできる。 

「.TIMBRE b , t 」 S 式では、 b がバンク番号 （0 〜255)、 t が音色番号 （ 1〜12 
8) を 、 「.TONE b,nj S 式では、 b がバンク番号 （0 〜255)、 n がトーン番号 
(0 〜 127) を表す 0 n は 0-1 C 〜0%または C -1 〜 G 9 といった音階 MML で指定す 
ることもできる。 

• 〇:合成 W 始位》 

合成操作を被合成データの先頭から何カウント目から行うかを設定する。 
オフセット値。設定範囲は-2147483648〜2147483647。負値を設定した場合 
は、その絶対値カウント分、合成データの方を先行させて合成する。省略時 
は0が採択される。 
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例 

•MIX CYMBAL . P 16.-1200 
•MIX .TONE 4,03 D , 4800 

なお 、 PPC r . HIXj はその他の PPC と達い（…）で括れば. MIX 自体にも PPC を 
局所的に設定することができる。 

例 

(.MIX .TIMBRE 10,10,1000 ,. VOLUME 150 ,. PITCH -8) 

(後続の 「 V 120 j 「 P -8 j は合成するデータに対して有効となる。つまり 
この例では、 TIMBRE 10,10の音量を150%化、8半音分の音程を下げたものを被 
合成データ先頭から1000カウント後の位置から合成する設定となる） 

♦接合 

.CONNECT filename ,。 

(.CONNECT filename, 。， PPC) 

• filename : 文字列 

• o : 〇〜4294967295 

filename で 表される AD PCH/PCM データを 接合する 0 

• filename : 接合データ名称 

接合する AD PCM / PCM データのファイル名を設定する。拡张子の雀略は不可。 
また、 filename を接合するファイルの名前でなく、 

.TIMBRE b,t 
.TONE b,t 

といった畜式で指定すれば、以前に、 PCM データの登録コマンドで登録した音 
色/トーンのコビーを擭合することもできる0 

「.TIMBRE b , tj 畜式では、 b がバンク番号 （0 〜255)、 t が音色番号 （ 1〜12 
8) を 、 「.TONE b,nj * 式では、 b がパンク番号 （0 〜255)、 n がトーン番号 
(0 〜 127) を表す。 n は 0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9 といった音階 MML で指定す 
|ることもできる0 
•0: 接合 M 始位* 

擭合操作を被?8合データの先頭から何カウント目から行うかを设定する才 
フセツト値。设定範囲は〇〜42949672950畓略時は被接合データの再後尾位 
置が採択される 。 PPC r . LOOPj が未設定の場合は m 綾したデータを無限ルー 
ブさせるような设定をデフォルトで行う。 

例 

.CONNECT CYMBAL . P 16.-1200 
.CONNECT .TONE 4,030,4800 

なお、 PPC r . CONNECT j はその他の PPC と違い （...） で括れば .CONNECT 自体も 
PPC を局所的に投定することができる。 

例 

(.CONNECT .TIMBRE 10,10 .VOLUME 150, .PITCH -8) 

(後蟥の 「 V 120 j 「 P -8 j は合成するデータに対して有効となる。つまり 
この例では、 TIMBRE 10,10の音鱷を150%化、8半音分の音程を下げたものを被 
合成データの後ろに接合する投定となる） 

♦ループ領域の設定 

.LOOP t ， r,o,s 

- r : 〇〜4294967295 

• s : 0-4294967295 

• e : 〇〜4294967295 

ループ領域を设定する。 

• t : ルーブタイブ 

ループの仕方を設定する。現在のところ設定できるのは〇の顆方向 （ F 0 RWAR 

D ) のみ。 

• r : 罎り返し回数 

ループ領域を何回繰り返して再生するかを設定する。0は半永久的に、発 
音が》冬了するまで«り返し裱ける投定となる。1〜4294967296はその数の回数 
分 》* り返しを行い、ループ領域外の再生に移る。 

• sJ レーブ開始位置 

ルーブ関始ボイントをデータ先頭から何カウント目に设定するかのオフセ 
ット值。投定範囲は〇〜4294967295。省略時は0が採択される。 

• e : ループ柊了位置 

ループ終了ボイントをデータ先頭から何カウント目に设定するかのオフセ 
ツト値。設定 K 囲は〇〜4294967295。省略時は、ループ開始位置 s 以降すベて 
をループ領域と設定する指定になる。 

例 

.LOOP 0,10,480,4000 (オフセツトカウント480からオフセツトカウン 

卜4000までを顆方向に10回繰り返し再生する） 




例 

•16 BITPCM 一 TONE 0,36 , BASS { BD . P 16 ,.VOLUME 120} 

• ADPCM—TONE 10,02 d,SNARE {.TIMBRE 0,10 ,. BEND 15600,220 00} 

本命令でトーンセット t 、 ノート番号 k に登録した PCM は [ PCM_TIMBRE TO 
NE ] にしたトラックで（デフォルト状態) MML ㊃ でトーンセット番号を指定し、 
希望のノー トをキーオンさせることで鳴らすことができる。 

例 

. ADPCM . J 0 NE 10,02 d,SNARE {.TIMBRE 0,10 ,. BEND 15600, 2200 0} 

で登録した音色は、 

( tl )[ PCM—MODE TONE ] @10 〇2 d 
として演奏させることができる。 


TIMBRE と TONE の違い 

Z-MUSIC ver .2.0 では AD PCM データの利用法といえば、〇〜127個の 
鍵盤に1音1音割り当てて利用するドラムマシンのような使い方しか 
ありませんでした0この方法はドラムパートやバーカツシヨンバート 
には向いた使用方法でしたが、ひとつの楽器でメ□ディを*赛すると 
きには、使用する音褢の全音を個別に鍵盤ごとに登録する必要があり、 
非常に面倒なうえ、 ZPD が肥大化するという問題がありました。 

そこで ver .3.0 からは1音を原音程とともに登錄すれば、希望の音高 
を Z - MUSIC ( MPCMM 則でリアルタィムに自動的に演奏してくれるモードが 
新設されました。 

ver .2.0 からのドラムマシン的な AD PCM 利用方法を TONE モード、そし 
て ver .3.0 から新設されたモードを TIMBRE モードと呼びます。 

TONE モードでは1〜256の256個の音色番号 （ ver 2.0 では1〜4の4個ま 
で）があり、その1つひとつの音色番号に対して〇〜127の128個のノー 
卜ごとに任意の AD PCM / PCM データを割り当てることが可能です 0 


♦登録した PCM 音色の削除 

.ERASE TIMBRE b,t 

• b : 0-255 

• t :1 〜 128 

登鉍済みの PCM 音色のうち不要なものを削除する。 

バラメータ b , t は PCM 音色 g 録コマンドの同名バラメータと同じ*式。 
b はバンク番号で〇〜255、 t は音色港号で1〜128の偵を取る。 

( MEASURE 6 参照） 

例 

.16 BITPCM TIMBRE 2, 10,02 C,BASS { SLAP . P 16 ,.VOLUME 120} 
. ERASE_TIMBRE 2,10 

參 登録した PCM トーンの削除 

.ERASE TONE t，k 

• t :1 〜256 

• k : 〇〜 127 あるいは 0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9 
登録済みの PCM トーンのうち不要なものを削除する。 

バラメータ t ， k は PCM トーン登録コマンドの同名バラメータと同じ*式。 
t はトーンセット番号で1〜256、 k はノート番号で〇〜127、あるいは音 
階 MML を用いて 0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9 のような指定も可能〇 〇 
( MEASURE 6 参照） 

例 

.ADFCM TONE 10,02 d,SNARE {.TIMBRE 0,10 ,. BEND 15600,220 00} 
• ERASE—TONE 10,02 d 

參 AD PCM データ 定義 ファイルの読み込み 

.ADPCM_LIST filename 
.CNF filename 

• filename : 文字列 

filename で指定した AD PCM データの定義ファイル （ CNF フアイル）を莸み込 
み実行する。 filename で与えるファイルネームは拡張子が 省略 可能。 省略 
時は • CNF が自 勛 添付され処理される。 

( MEASURE 3 zm _ exec_subfi le (), MEASURE 6 参照） 

例 

• ADPCM 一 LIST orchestra.cnf 

.ADPCM LIST standard ( standard . CNF が読み込まれる） 


CNF ファイル、 ZPD ファイルとは 

AD PCM データ登録/削除を行う共通コマンドのみを記述した ZMS を特 
に CNF ファイルと呼んでいます 0 CNF ファイルは Z-MUSIC システムに含ま 
れる棵準 PCM ファイルコンバータ ZPCNV 3 .R でコンバートすると ZPD ファ 
イルに変換することができます。 

CNF ファイルに用いることのできる共通コマンドは以下の通りです。 

.16 BITPCM _ TIMBRE f .16 BITPCMJ 0 NE ,.8 BITPCM _ TIMBRE ,.8 BITPCM . T 0 

I NE , 

! .ADPCM TIMBRE,.ADPCM TONE ,. ADPCM — BANK ,. ERASE _ TIMBRE ,. ERASE _ 

TONE,.ERASE 

CNF ファイル中に指定された AD PCM データに対する加工処理などをあ 
らかじめ行い結果を1個のファイルにまとめたものを ZPD ファイルと呼 
びます0このため ZPD ファイルは CNF ファイルに比べて実際の AD PCM デー 
夕登録を裹速にまとめて行うことができます。 


參 ZPD の読み込み 

.ADPCM—BLOCK—DATA filename 
•ZPD filename 

• filename : 文字列 

filename で指定された ZPD ファイルの說み込みを行う 0 

filename の拡張子は省略が可能で、省略時は’ . ZPD * が自動添付される 0 

(MEASURE3 z 匕 register_zpd( )• MEASURE6 参照) 

例 

. ADPCM _ BL 0 CKJ)ATA SFX.ZPD 

.ZPD JAZZ DRUM (JAZZ DRUM.ZPD が続み込まれる） 


■ ver .2.0 式 AD PCM データ登録 


•AD PCM データ登録先バンクの投定 

•ADPCM BANK n 

AD PCM 音の登録先のバンクを指定する。 
n = バンク番号 0 l ^ n <4 0 

初期化共通コマンド’（丨）’命令でデフォルト湞1が設定される。 

( MEASURE 6 参照) 

參 ver .2.0 式 AD PCM データ登録 

n filename,PPC 
n^filename^PC 
•0ok filename,PPC 
.0ok=filename,PPC 

• n : 0-32767 

• 0 ok :0- lC 〜 09 G 

• filenaie : 文字列 

• PPC : 後述 

AD PCM データの加工/登録を行う。 

filename で指定された AD PCM ファイルをトーン番号 n 、 または .0 ok で表す 
ノー トに登録する。 PPC(PCM PROCESSING COMMAND ) が指定してあればこれを 
実行し加工を施した AD PCM データを n へ登録する。 PPC は备略、あるいは後 
数設定可能。 

なお n の設定範囲は〇〜32767となる。 n ( 0〜 32767) による指定は . ADPCM _ 
BANK の設定を無視して絶対的に行われる。 

• 0 ok の指定はオクターブ値を〇、音階 k を文字列で表す MML 形式で指定す 
る。なお、〇の股定範囲は-1〜9、 k は(：ぷ#,0,0#』，卩,卩#，0,6#,ん，六#,8のうち 
いずれか。 

PPC は AD PCM データを加工するコマンドで、次項のようなものがある。 
filenaae を、莸み込むファイルの名前でなく、数偵 （ 0〜 32767) や音階 MM 
L (0-1 C 〜 09 G または C -1 〜 G 9) を設定した場合は、ディスクからて PCM データ 
を読み出すのではなく以前に同播の AD PCM 加工/登録コマンドを用いて登録 
したトーンのコビーを用いて加工登録することになる0 
登録先ノー トやミキシングノー トを 0 ok * 式で指定する場合 、 .ADPCM JAN 
K の設定によるバンク畨亏が考慮される。 

( MEASURE 6 参照） 

例 

12 SNARE . PCM , P 3, V 150, M 13, 120, C 0, 1200, R , F - 600,40 

( SNARE . PCM の音程を3半音上に、音置を15051に增加させ、ディレイカウ 





ント120でトーン13を合成、オフセット0カウントから1200カウント分を切 
り出し、これを反転再生に設定、オフセットカウント600まで音置4051から 
フェードインさせる。以上の加工処理を行ってトーン番号12へ登録する） 
SNARE . PCM の部分をたとえば14に変更したとすると、 

12 14， P 3, V 150， M 1 3，12 0， C 0,1200， R ， F - 600,40 
加工登録対象を外部デバイスから続み込まず、登録済みのトーン番号14の 
データを加工登録対象とする設定になる。 


• ADPCM . BANK 3 

.04 C CYMBAL . PCM , V 130, M 03 D 

音量を 150 X 上げた CYMBAL . PCM とバンク番号3のオクターブ3の D のトーン 
とを合成しこれをバンク番号3のオクターブ4の C のノー トに登録する。 


ver.2.0 形式の PPC 

• pp 

土1オクターブの範囲で音程変更を行う0変更幅は半音単位で口に 
て行う。 P の設定範囲は-12〜+12。 

• Vv 

原音 S を100とした音 S の增滅を v で指定する。 v の設定範囲は0 
〜655350数値が大きければ大きいぼど音5が大きくなり、100より小 
さければ元の音*よりも小さくなる。 

• Mm.d 

トーン番号 m のトーンと今回トーン番号 n で登録するトーンとを合 
成する。その際、トーン n よりも PCM データ d カウント分送らせて合 
成させることができる0 m の設定範囲は〇〜327670 d はトーンの先 
頭からのオフセツト俑で設定範囲は0〜42949672950 

• Cc,s 

指定位» C から指定サイズ S を切り出す。 

c はトーンの先頭アドレスからのオフセツト值で設定範囲は〇〜42 
949672950 

s は切り出すサイズで設定範囲は0〜4294967295。 

• R 

再生方向を逆転させる処理を行う。 

• Ff,l 

フェードインまたはフェードアウトを行う。フェードインはオフセ 
ツトを負値で与えることによって選択される。初期音*1から始まり、 
先頭からオフセツトイカウントの時点で原音 S になるような音 i 変化 
になる。フェードアウトはオフセツトを正値で与えることで選択され 
る。初め、原音*から演奏が始まり、 * 浚尾からオフセツト f カウン 
卜の時点から徐々に音*が下がり始め最終的には音 51 に落ち着 < 〇 
f の設定範囲は-2147483648〜2147483647。1の投定範囲は〇〜127。 
1は0が無音、127が原音 S より微妙に小さい音 S に相当する。 


參登録した AD PCH データの削除 

• ERASE n 

• ERASE .Ook (• 〇の， • ，はあつてもなくてもいい） 

• n : 〇〜32767 

• 0 ok :0- lC 〜 09 G 

登録済みので PCM トーンのうち不要なものを削除する0 


バラメータ n や Ook は AD PCM 登録コマンドの同名バラメータと同じ*式。 
Ook 离式は • ADPCM JANK の設定によるバンク番号が考慮される。 
( MEASURE 6 参照) 

• ADPCM 一 BANK 3 

.ERASE 04 C (バンク番号3のオクターブ4の C のトーンを削除する） 



外部ファイル誘み込み 


參外部ファイル読み込み 

.CALL filename 

• f i lenane : 文字列 

filenaae で指定したファイルを演奏時に続み込み実行する。 
filenaie で指定できるファイルは ZPD , CNF , ZMD , ZMS ( ZMC ), MID , MDD で、拡 
張子の省略はできない。 

後述の . INCLUDE との違いはファイルの実行のされ方0 . CALL では演奏時 
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に莸み込んだファイル播別に応じて実行する0たとえば ZPD ファイルなら 
ば ZPD を組み込み MID ならば MIDI ボートへ出力する。一方、 . INCLUDE は読み 
込んだファイルを ZMS としてその場で コン バイルし ZMD 化する。 

例 

.CALL CM -64 TIMBRE.MID 


參 ZMS ファイル読み込み 

.INCLUDE filename 

• filename : 文字列 

filenaie で指定したファイルを続み込み、 ZMS としてコンパイルする 0 


f ilenaie で指定できるファイルは ZMS ( ZMC ), CNF で、拡張子省略時は’ ZMC 
’が自動添付される。 

前述の. CALL との違いはファイルの実行のされ方。 . CALL では演奏時に莸 
み込んだファイル«別に応じて実行する0たとえば ZPD ファイルならば ZPD 
を組み込み M 1 D ならば MIDI ボートへ出力する。一方、 . INCLUDE は続み込ん 
だファイルを ZMS としてその場で コン バイルして ZMD 化する。 

例 

.INCLUDE FMT 0 NE.ZMS 


入出力 MIDI ボート選択 


參カレント MIDI 入カボート選択 

•CURRENT—MIDI—IN if 

• if : 1〜4 

MIDI 入力を行う際のデフオルト • インタフ x イスを選択する0 MIDI 入出 
力 関連 命令のほぼすべてに送受対象インタフ x イスを指定できるようにな 
つているが、この指定を S 略した場合や ver .2.0 ZMS コマンドなどの一部 
の送受対象インタフェイスを指定できない命令を使用したときに、本命令 
によって設定されたインタフェイスがデフオルトとして選択される。 Z-MU 
SIC ver .3.0 では • CURRENT _ M 1 D 1 JN で股定した MIDI インタフェイスをカレ 
ント MIDI -1 N インタフェイスと呼ぶ。 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 

例 

. CURRENT_MIDIJN 3 
( MEASURE 3 zb currentjnidi in () 参照) 

參カレント MIDI 出カボート選択 

•CURRENT—MIDI—OUT if 

• if :1 〜 4 

MIDI 出力を行う際のデフオルト • インタフ x イスを選択する0 MIDI 入出 
力 関連 命令のほぼすベてに送受対象インタフ x イスを指定できるようにな 
っているが、この指定を省略した場合や ver .2.0 ZMS コマンドなどの一部 
の送受対象インタフ x イスを指定できない命令を使用したときに、本命令 
によって設定されたインタフェイスがデフオルトとして選択される0 Z-MU 
SIC ver .3.0 では. CURRENT _ M 1 DI _01 IT で設定した MIDI インタフェイスをカレ 
ント M 1 DI -0 UT インタフ x イスと呼ぶ0 
if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの■数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 

例 

. CURRENT _ MIDL 0 UT 3 
( MEASURE 3 zi current aidi out () 参照) 


MIDI データ出力 


參 MIDI データ出力 

(Xnl,n2, …, ni) * 

• nl 〜 ni : 0〜 255 

. current . Bidi _ out で選択した MIDI ボートへデータ nl 〜 ni を送信する。 


データ nl 〜 ni の有効範囲は〇〜255。256以上のデータも与えることがで 
きるが、その場合はその偵を7ビットごとに分けて下位から送信する。た 
とえば8192は$2000だが、7ビットごとに分割するので$40,$00となる。こ 
れを下位から送信するので実際には$00,$40の順番で MIDI 送信される。同 
様に32700は $3 C , $7 F , $01のように送信される。 

例 

(X $ b 0，$79,$00) 

( MEASURE 3 zb midi transnission () 参照） 



•MIDI データ出力 

•MIDI_DATA if,comment {n1,n2, … ni} * 

• if ••1 〜 4 

• couent : 文字列 

MIDI ボート if へデータ nl 〜 ni を送信する。データ nl 〜 ni の有効範囲は0〜 
255。256以上のデータも与えることができるがその場合はその値を7ビット 
ごとに分けて下位から送信する。 

if の設定範囲は1〜4 〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は . curren し aid し out で選択したカレント 
MIDI ボートへ出力される。 

comaent は注釈で、以外の255文字を用いて与えることができる 0 com 
ent は省略可能。 

例 

• MIDI 一 DATA 2, PANP 0 T _ CH 1 {$ b 0,$0 a ，64} 

( MEASURE 3 zb_b idi _ transaission ( ) 参照) 

♦エクスクルー シブ メッセージ 送信 

.EXCLUSIVE if,co_nt {n1 ， n2, …， ni} * 

• if :1 〜 4 

• comnent : 文字列 

MIDI ポート if へデータ nl 〜 ni をエクスクルーシブメッセージとして MIDI 
送信する。データ nl 〜 ni の有効範闻は〇〜127。128以上のデータも与えるこ 
とができるが、その場合はその値を7ビットごとに分けて下位から送信す 
る。 

例 

255- >$7 F ,$01 
81924$00, $40 
3270 0—$3 C ,$7 F ，$01 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は . ciirTent ^ Bid し out で選択したカレント 
MIDI ボートへ出力される。 

coMent は注釈で、 T 以外の255文字を用いて与えることができる 0 cobb 
ent は省略可能。 

例 

.EXCLUSIVE 2， GM _0 N {$7 e ，$7 f ,$09,$01 } 

( MEASURE 3 zB _ exclusive () 参照） 

參ローランドエクスクルーシブメッセージ 送信 

• ROLAND—EXCLUSIVE dev,mdl , if,comment {n1,n2, …, ni} 

* 

• dev : 0 〜 127 

• ndl : 〇〜 127 

• if :1 〜 4 

• couent :文字列 

ローランド製の MIDI 機器へエクスクルーシブメ ッ セージを送信する 0 
エクスクルーシブ ヘッダ やチ ヱッ クサ厶バイトは送信メ ッ セージ内容か 
ら自動»出し自動送信する 0 なお、送信の際、使用するローランドエクス 
クルーシブコマンドは DT 1($12)。 

• dev : デバイス ID 

同一機器間で区別をするための ID 。 通常は$10とすることが多い。 

• mdl :モデル ID 

ローランドが同社製品に対して固有に与えた 諏 別 ID 。 たとえば GS 音源は$ 
42が与えられている。 

• if : 

送信を行う if を設定する 0 設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個 
数が少ない場合は4より小さくなる。 if を省略した場合は . curren し BidLo 
ut で選択したカレント MIDI ボートへ出力される。 

• comment : コ メント 

’{’ 以外の255文字を用いて送信内容に関する注釈を与えることができる。 
省略可能。 

• nl 〜 ni : エクスクルーシブデータ 

送信するエクスクルーシブデータを与える。有効範囲は 0 SniS 127 o 128 
以上は、その偵を7ビットごとに分けて下位から送信する。 

例 

. R 0 LANDJXCLUSIVE $ 10,$42,0, MASTERV 0 LUME = 100 {$40, $00,$04$, $64} 
( MEASURE 3 zi _ exclusive () 参照) 

參ヤマハェクスクルーシブメッセージ 送信 


• YAMAHA—EXCLUSIVE dev,mdl , if,comment {n1,n2, …， ni} 

本 

• dev : 0 〜 127 
•■ dl : 〇〜 127 
• if :1 〜 4 

• couent : 文字列 

ヤマハ製の MIDI 機器へエクスクルーシブメッセージを送信する。 

エクスクルーシブヘッダや転送バイト数、チェックサムバイトは送信メ 
ッセージ内容から自動算出し自動送信する。なお、送信の際、使用するヤ 
マハエクスクルーシブタイブはバルクダンプ。 

•dev: デバイス ID 

同一機器間で区別をするための ID 。 通常は$00とすることが多い。 

• adl : モデル ID 

ヤマハが同社製品に対して固有に与えた斑別 ID 。 たとえば XG 音源は $4 c が 
与えられている。 

• if: 

送信を行う if を設定する0設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個 
数が少ない場合は4より小さくなる。 if を省略した場合は . curren し Bid し〇 
ut で選択したカレント MIDI ボートへ出力される。 

• couent : コメント 

T 以外の255文字を用いて送信内容に関する注釈を与えることができる。 
省略可能。 

• nl 〜 ni :エクスクルーシブデータ 

送信するエクスクルーシブデータを与える。有効範囲は〇刍 ni $127 0 128 
以上はその値を7ビットごとに分けて下位から送信する。 

例 

• YAMAHA—EXCLUSIVE $10,$4 c , l，XG SYSTEM ON {$00，$00,$7 E ,$00} 
( NEASURE 3 z __ exclusive ( )# 照） 

•スタンダード MIDI ファイルの送信 

•MIDI—DUMP if,filename 
•SMF if,filename 

• if :1 〜 4 

• f i lenaie : 文字列 

ファイルネー厶 filenaie の F 0 RMAT 0 のスタンダード MIDI フアイルを MIDI ボー 
卜 if に送信する。 Z-MUSIC ver .2.0 で扱われていた MIDI ダンプデータ （ MDD ) 
も送信することもできる。 

F 0 RMAT 1, F 0 RMAT 2 のスタンダード MIDI ファイルを送信することはできない。 
filename の拡張子省略時には（互換性保持のため）’ . MDD ’ が自動添付され 
る0スタンダード MIDI ファイルの場合は’ . MID ’ や’ . SMF * といつた拡張子を 
明記する必要がある。 

if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフ x イスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる 0 if を省略した場合は . currentjnidLout で選択したカレント MI 
DI ボートへ出力される。 

例 

• MIDI 一 DUMP CM -64 TIMBRE.MID 
( MEASURE 3 z 腿 transnit . nidi du * p () 参照) 


■ SC -55/ mkII ( SC -155/ CM -300/ CM -500) 専用命令 


♦ SC -55^ 期化 

•SC55—INIT id,if 
•SC55—RESET id,if 
•GS—INIT id,if 
•GS 一 RESET id,if 

• id :$00 〜 $7 f 

• if :1 〜 4 

MIDI ボート if に接続された SC -55 の初期化を行う0 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる。 if を省略した場合は . currentjoidLoiit で選択したカレント MI 
D 1 ボートへ出力される。 

id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

例 

. SC 55 JNIT $10 

_ SC -55 の各バートのボイスリザーブ 

.SC55_V^RESERVE id,if {n1,n2, …, n16} * 
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SC55 一 PARTIAL—RESERVE id,if {nl,n2, … ， n16} 
GS 一 V—RESERVE id,if {nl,n2, …, n16} 
GS_PARTIAL_RESERVE id,if {nl,n2, … ， n16} 

id :$00 〜 $7 f 
nl 〜 nl 6:0 〜 127 


if :1 〜 4 

MIDI ボート if に接続された SC -55 の各バートのボイスリザーブを行う 


if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は . curren し midLout で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 6) は必ず16個設定しなくてはならない。またバラメー 
夕各値の総和は音源の同時発音数以内に収める必要がある0 
nl 〜 nl 6 はそれそれバート1〜16のボイスリザーブ値に対応し、10番目の 
バラメータはリズ厶バートに対応する。 

( SC -55 マニュアル p 79, または MEASURE 3 zn _ gs _ partial — reserve () 参照） 
例 

. SC 55 ^PARTIAL RESERVE $10 { 

2,4,2,2,0,0,0,0,0,5,0 AO , 0,0,0 

} 

♦ SC -55 のリパーブバラメータの投定 

.SC55 REVERB id,if {n1,n2, …， n7} * 

• GS REVERB id,if {n1,n2, …, n7} * 

• id :$00 〜 $7 f 

• nl 〜 n 7: 0 〜 127 

• if :1 〜 4 

MIDI ボート if に接続された SC -55 のリバーブバラメータの設定を行う。 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は . curren し！ nidLout で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は SC -55 のデバイス 1 D で'右略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 7) は7個まで任意の個数設定可能。 


nl:REVERB MACRO 


n 2 :REVERB CHARACTER 
n 3 :REVERB PRE-LPF 
n 4 :REVERB LEVEL 
n 5 : REVERB TIME 
n 6 :REVERB DELAY FEEDBACK 


(00 :Room 1,01 : Rooi 2,02: Rooi 3, 
03: Halll ,4: HalI 2,05: Plate , 
06: Delay ,07 :Panning Delay ( FB )) 
($00 〜 $07) 

($00 〜 $07> 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F > 

($00 〜 $7 F ) 


n 7 :REVERB SEND LEVEL TO CHORUS ($00 〜 $7 F ) 
( SC -55 マニュアル p 79 参照） 

m 

. SC 55 .REVERB $10 ={4,4,0,88,70,0,0} 


SC -55 の コーラス バラ メータ の投定 

• SC55 CHORUS id,if {nl,n2, … ， n8} 

• GS 一 CfiORUS id,if {n1,n2, …, n8} 

• id :$00 〜 $7 f 

• nl 〜 n 8: 0 〜 127 
• if :1 〜 4 

MIDI ボート if に接続された SC -55 のコーラスバラメータの設定を行う 


本 

* 


if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は . cijrrent _ iDid し out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 8) は8個まで任意の個数設定可能。 


nl:CHORUS MACRO 


n 2 :CHORUS PRE-LPF 
n 3 :CHORUS LEVEL 
n 4 :CHORUS FEEDBACK 
n 5 :CHORUS DELAY 
n 6 :CHORUS RATE 


(00: Chorus 1，01: Chorus 2 ， 02: Chorus 3 
03: Chorus 4,04: FeedbackChorus , 

05: F 1 anger ,06: ShortDelayO , 
07: ShortDelay ( FB )) 

($00 〜 $07) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F > 

($00 〜 $7 F > 


n 7 :CHORUS DEPTH ($00 〜 $7 F ) 

n 8 :CHORUS SEND LEVEL TO REVERB ($00 〜 $7 F ) 

( SC -55 マニュアル p 79 参照） 

例 

. SC 55_ CH 0 RUS $10 ={2,0,100,8,80,3,19,0} 


鲁 SC - 55 のパートのバラメータを投定 

SC55—PART—SETUP pt,id,if {nl ,n2, …, nl19} * 

GS_PART_SETUP pt,id,if {nl,n2, …, n119} * 

SC55 PART.PARAMETER pt,id,if {n1,n2, …, n119} * 
GS_PART_PARAMETER pt,id,if {nl,n2, …, n119} * 

pt:1 〜 16 
id: 〇〜 127 
if:1 〜 4 
nl 〜 nll9: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接続された SC -55 のバートのバラメータを設定する。 


if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフ x イスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は . curren し midLout で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 

Pt はバートナンバーを表し、 lgptS 16 で省略は不可。またバートナン 
バー=10はリズ厶バートに対応する。 

id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 19) は119個まで任意の個数設定可能。 


nl:Rx CHANNEL 
n 2 :Rx PITCH BEND 
n 3 :Rx CH PRESSURE ( CAf ) 
n 4 :Rx PROGRAM CHANGE 
n 5 :Rx CONTROL CHANGE 
n 6 :Rx POLY PKESSURE ( PAf ) 
n 7 :Rx NOTE MESSAGE 
n 8 :Rx RPN 
n 9 :Rx NRPN 
nl 0 :Rx M 0 DURATI 0 N 
nll:Rx VOLUME 
nl 2 :ftx PANP 0 T 
nl 3 :Rx EXPRESSION 
nl 4 :Rx H 0 LD 1 
nl 5 :Rx PORTAMENTO 
nl 6 :Rx S 0 STENUT 0 
nl 7 :Rx SOFT 
nl 8: M 0 N 0/ P 0 LY MODE 
nl 9 :ASSlGN MODE 


(1 〜 16,17 = 0FF) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0-1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:OFF/ON) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N> 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0-1: M0N0/P0LY) 

(OrSINGLE,1:LIMITED-MULT1,2:FULL-MULTI) 


n 20 :USE FOR RHYTHM FART 

(0:0 FF ,1: 

HAPl f 2: MAP 2) 

n 21 :PITCH KEY SHIFT 

($28 〜 $58 :- 24 〜 + 24 [ sen i tone ]) 

n 22 :PITCH OFFSET FINE ( upper ) ($08〜$ F 8:_ 
n 23 :PITCH OFFSET FINE ( lower ) // 

- 12•〇〜 + 12.0[ Hz 】) 

n 24 :PART LEVEL 

(0 〜127) 


n 25 :VELOCITY SENSE DEPTH 

(0 〜 127) 


n 26 :VELOCITY SENSE OFFSET 

(0 〜 127) 


n 27 :PART PANP 0 T (0: RAND 0 M ,01( LEFT > 〜 64 〜 127( RIGHT )) 

n 28 :KEY RANGE LOW 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9> 

n 29 :KEY RANGE HIGH 

(0 〜 127 :C 

•1 〜 G 9) 

n 30 :CCl CONTROL NUMBER 

(0 〜127) 


n 31: CC 2 CONTROL NUMBER 

(0 〜 127) 


n 32 :CHORUS SEND DEPTH 

(0 〜 127) 


n 33 : REVERB SEND DEPTH 

(0 〜 127) 


n 34 :Vibrato rate 

($0 E 〜$72 

— 50 〜 + 50) 

n 35 :Vibrato depth 

($0 E 〜$72 

一 50 〜 + 50) 

n 36 :TVF cutoff freq . 

($0 E 〜$50 

一 50 〜 + 16) 

n 37 : TVF resonance 

($0 E 〜$72 

一50〜 + 50) 

n 38: TVF&TVA Env.attack 

($0 E 〜$72 

一 50 〜 + 50) 

n 39: TVF&TVA Env.decay 

($0 E 〜$72 

一 50 〜 + 50) 

n 40: TVF&TVA Env.release 

($0 E 〜$72 

-50 〜 + 50) 

n 41 :Vibrato delay 

($0 E 〜$72 

-50 〜 + 50) 

n 42 : SCALE TUNING C 

($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 

n 43 :SCALE TUNING C # 

($00 〜 $7 F : —64 〜 +63[ cent ]) 


n 44 : SCALE TUNING 


($00 〜 $7 F 


一 64 〜 + 63[ cent ]) 


木** 
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n 45 :SCALE TUNING D # 
n 46 : SCALE TUNING E 
n 47 :SCALE TUNING F 
n 48 :SCALE TUNING F # 
n 49 :SCALE TUNING G 
n 50 :SCALE TUNING G # 
n 51 :SCALE TUNING A 
n 52 :SCALE TUNING A # 
n 53 :SCALE TUNING B 

n 54: M 0 D PITCH CONTROL 
n 55 :MOD TVF CUTOFF CONTROL 
n 56 :MOD AMPLITUDE CONTROL 
n 57: M 0 D LFOl RATE CONTROL 
n 58 :MOD LFOl PITCH DEPTH 
n 59 :MOD LFOl TVF DEPTH 
n 60: M 0 D LFOl TVA DEPTH 
n 61 : MOD LF 02 RATE CONTROL 
n 62 : MOD LF 02 PITCH DEPTH 
n 63 : MOD LF 02 TVF DEPTH 
n 64 : MOD LF 02 TVA DEPTH 

n 65 :BEND PITCH CONTROL 
n 66 :BEND TVF CUTOFF CONTROL 
n 67 :BEND AMPLITUDE CONTROL 
n 68 :BEND LFOl RATE CONTROL 
n 69 :BEND LFOl PITCH DEPTH 
n 70 :BEND LFOl TVF DEPTH 
n 71 :BEND LFOl TVA DEPTH 
n 72 :BEND LF 02 RATE CONTROL 
n 73 :BEND LF 02 PITCH DEPTH 
n 74 :BEND LF 02 TVF DEPTH 
n 75 :BEND LF 02 TVA DEPTH 

n 76 :CAf PITCH CONTROL 
n 77 :CAf TVF CUTOFF CONTROL 
n 78 :CAf AMPLITUDE CONTROL 
n 79 :CAf LFOl RATE CONTROL 
n 80 :CAf LFOl PITCH DEPTH 
n 81 :CAf LFOl TVF DEPTH 
n 82 :CAf LFOl TVA DEPTH 
n 83 :CAf LF 02 RATE CONTROL 
n 84 :CAf LF 02 PITCH DEPTH 
n 85 :CAf LF 02 TVF DEPTH 
n 86 :CAf LF 02 TVA DEPTH 

n 87 :PAf FITCH CONTROL 
n 88 :PAf TVF CUTOFF CONTROL 
n 89 :PAf AMPLITUDE CONTROL 
n 90 :PAf LFOl RATE CONTROL 
n 91 :PAf LFOl PITCH DEPTH 
n 92 :PAf LFOl TVF DEPTH 
n 93 :PAf LFOl TVA DEPTH 
n 94 :PAf LF 02 RATE CONTROL 
n 95 :PAf LF 02 PITCH DEPTH 
n 96 :PAf LF 02 TVF DEPTH 
n 97 :PAf LF 02 TVA DEPTH 

n 98 :CCl PITCH CONTROL 
n 99 :CCl TVF CUTOFF CONTROL 
nlOO:CCl AMPLITUDE CONTROL 
nl 01 :CCl LFOl RATE CONTROL 
nl 02 :CCl LFOl PITCH DEPTH 
nl 03 :CCl LFOl TVF DEPTH 
nl 04 :CCl LFOl TVA DEPTH 
nl 05 :CCl LF 02 RATE CONTROL 
nl 06 :CCl LF 02 PITCH DEPTH 
nl 07 :CCl LF 02 TVF DEPTH 
nl 08 :CCl LF 02 TVA DEPTH 


nl 09: CC 2 PITCH CONTROL 
nllO : CC 2 TVF CUTOFF CONTROL 


($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent ]) 

($00 〜 $7 F :- 64 〜 + 63 [ cent ]) 

($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent ]) 

( $00〜 $7 F :- 64〜+ 63 [ cent ]) 

($00 〜 $7 F ••-64〜 + 63[ cent 】） 

($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 

($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 

($00 〜 $7 F : - 64〜 +63[ cent ]) 
($00〜$7 F :-64〜+63[ cent 】） 

($28 〜$58: -24〜 + 24[ seiitone ]) 
( $00〜 $7 F :— 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0 U ]) 
($00 〜 $7 F :-10.0 〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 
($00 〜 $7 F :-10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

_ 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0[5；】） 

( $28〜$58 :一 24〜+ 24 [ sen i tone ]) 
( $00〜 $7 F :- 9600〜+ 9600 [ CENT 】) 
($00 〜 $7 F : — 100•〇〜 + 100.0[ X 】) 
($00 〜 $7 F : —10•〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 [幻） 
($00 〜 $7 F : — 10•〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
<$00〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 ⑴) 

($28 〜$58: -24〜 + 24 [semi tone 】) 
( $00〜 $7 F :- 9600〜+ 9600( CENT ]) 
($00 〜 $7 F : - 100•〇〜 + 100.0[ X 】) 
($00 〜 $7 F : -10•〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

_ 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U 】) 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 

($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】> 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 

( $28〜$58:- 24〜+ 24 [ sen i tone ]) 
<$00〜 $7 F : - 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : — 100•〇〜 + 100.0[ X 】) 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz 】> 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U 】） 
($00 〜 $7 F :-10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U 】） 

( $28〜$58:- 24〜+ 24 [ sen i tone ]) 
( $00〜 $7 F :- 9600〜+ 9600 [ CENT 】） 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X 】> 
($00 〜 $7 F : —10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U 】） 
($00 〜 $7 F : —10•〇〜十 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U 】） 


nlll : CC 2 AMPLITUDE CONTROL 
nll 2: CC 2 LFOl RATE CONTROL 
nll 3: CC 2 LFOl PITCH DEPTH 
nll 4: CC 2 LFOl TVF DEPTH 
nll 5: CC 2 LFOl TVA DEPTH 
nll 6: CC 2 LF 02 RATE CONTROL 
nll 7: CC 2 LF 02 PITCH DEPTH 
nll 8: CC 2 LF 02 TVF DEPTH 
nll 9: CC 2 LF 02 TVA DEPTH 
( SC -55 マニュアル p 75, p 79 〜 80 参照） 

例 

• SC 55_ PART_SETUP 16 {17.1,1 


參 SC -55 コンソールへの 文字列表示 

.SC55_PRINT id,if str 
•GS 一 PRINT id,if str 

• id : 〇〜127 
• if :1 〜 4 


($28 〜 $58 :- 24 〜 + 24 [ sen i tone ]) 
($00 〜 $7 F :— 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[! l ；]) 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜$7し〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0 [ X ]) 
($00 〜 $7 F : -10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0 [ X ]) 


SC -55 のドラムセツトの設定 

SC55—DRUM SETUP map ， key ， id,if {n1,n2, … ， n8} 
GS—DRUM—SETUP map,key,id,if {n1,n2, … ， n8} 

■ ap :0,1 
key : 〇〜 127 
id : 〇〜 127 
if :1 〜 4 
nl 〜 n 8: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接続された SC -55 のドラムセツトの設定を変える。 


本 

本 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は • ciirrentjid し out で選択したカレント 
MIDI ボートへ出力される。 

nap はマップナンバーを表し設定範囲は0,1。 
key はノートナンバーを表し設定範囲は OSkeyS 127。 
id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、畜略時は$10〇 
バラメータ （ nl 〜 n 8) は8個まで任意の個数設定可能。 


nl 

n 2 

n 3 

n 4 

n 5 

n 6 

n 7 

n 8 


PLAY KEY NUMBER 
LEVEL 

ASSIGN GROUP NUMBER 
PANPOT 

REVERB DEPTH 
CHORUS DEPTH 
Rx NOTE OFF 


(0-127) 

(0-127) 

(0:酬，1〜 127) 

(0: RANDOM ，01( LEFT )〜64〜127( R 1 GHT )) 
(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 

(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 

( 0〜1: OFF / ON ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 


Rx NOTE ON 

( SC -55 マニュアル p 82 参照) 

例 

• GS DRUM SETUP 0,24,$10 <24,127,0,0,10, 15,0, 1} 


參 SC -55 のドラムセツト名の投定 

SC55 DRUM NAME map,id,if str 
GS_DRUM_NAME map,id,if str 

■ ap : O v 1 
id : 〇〜 127 
if : 卜 4 
str : 文字列 

MIDI ボート if に接続された SC -55 のドラムセツト名の設定を行う 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる。 if を省略した場合は . currentunidLout で選択したカレント MI 
DI ボートへ出力される。 
nap はマップナンバーを表し設定範囲は0,1。 
id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 
str はドラセット名を表す文字列で、”〜”で括り12文字以内で指定する。 
( SC -55 マニュアル p 82 参照） 

例 

.GS DRUM NAME 0,510 "USER SET ” 


str : 文字列 

MIDI ボート if に接続された SC -55 のコンソールに文字列を表示する0 
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if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は . currentjiid し out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 

文字列 str は”〜”で括り32文字以内に収めなければならない。 
id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

例 

•GS PRINT $10 ” HELLO ” 


參 SC-55 グラフィックディスプレイへのドットパターン表示 

•SC55—DISPLAY id,if {nl,n2, … ， n16} * 

•GS—DISPLAY id,if {nl,n2, …, n16} * 

• id : 〇〜127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 nl 6: 5； 0000000000000000〜 XI 111111111111111 

MIDI ボート if に接続された SC -55 のグラフイックディスブレイにドット 
パターン （16 x 16) を表示する。 

if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は .current mid し out で選択したカレン 
卜 MIDI ポートへ出力される。 
id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 6) は必ず16個。 
nl : l 段目のドットバターン 
n 2:2 段目のドットバターン 


例 


nl 6:16 段目のドットバターン 

• GS—DISPLAY $10 { X 000 1000000010000 

*0000100000100000 
510111111111111100 
t 0000000100000000 
5；0011111111111000 
X 0000000 100000000 
X 0111111111111100 
X 000 1000100010000 
510000100100100000 
%1111111111111110 
X0000000000000000 
5； 0011111111111000 
_ 0000000001000 
_ 0000000001000 
_ 1111111111000 
■ 10000000001000 } 



GM 音源専用命令 



參 GH 音源初期化 

•GM 一 SYSTEM 一 ON if 

• if : 1〜4 

MIDI ボート if に接続された GM 音源を初期化状態にリセットする。 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を S 略した場合は .ciirren し nid し out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 

例 

.GM SYSTEM ON 


SC -88/ SC -88 VL 専用命令 


參 SC-88 モード設定 

• SC88 一 MODE 一 SET md,id,if 

• 10 ( 1 : 0,1 

• id : 〇〜127 
• if : 1〜4 

MIDI ボート if に接続された SC -88 のモードの設定を行う。 

if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は . currentjaidLout で選択したカレン 
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卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

md はモード値を表し、 id =0 で Single モード、 id = l で Double モードが設定 
される。 

( SC -88 VI マニュアル p 77 参照） 

例 

. SC 88_ M 0 DE SET 1,$10 


參 SC -88 リパーブパラメータの設定 

.SC88JEVERB id, if {nl ,n2, • • • ,n8} * 

• id : 〇〜127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 8: 下記参照 

MIDI ポー ト if に接続され た SC -88 のリバーブバラメータの 設定を 行う。 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を奋略した場合は . currentjaid し out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 


id は SC -88 のデバイス 1 D で省略可能、省略時は$10。 


バラメータ （ nl 〜 n 8) は8個以内で任意の個数設定可能。 

nl:REVERB MACRO 00 : Room 1,01: Rooi 2,02 : Rooi 3,03 :Ha 111, 

04 :Hal 12,05: Plate ,06: Delay ,07 :Panning Delay ( FB ) 
n 2 :REVERB CHARACTER ($00 〜 $07) 

n 3 :REVERB PRE-LPF ($00 〜 $07) 

n 4 :REVERB LEVEL ($00 〜 $7 F ) 


例 


n 5 :REVERB TIME 
n 6 :REVERB DELAY FEEDBACK 
n 7 :REVERB SEND LEVEL TO CHORUS 
n 8 :REVERB PRE-DELAY TIME 

( SC -88 VL マニユアル p 77 参照） 


($00 〜 $7 F ) 

($00-$7 F ) 

($00 〜 $7 F / SC -88 ではダミー) 
($00 〜 $7 F > 


• SC 88 _REVERB $10 {0,0, 127,10,10,0, 127} 


參 SC -88 コーラスパラメータの設定 

• SC88—CHORUS id,if {n1,n2, … ， n9} 

• id: 〇 〜127 
•if:1 〜 4 

• nl 〜 n9: 下記参照 

MIDI ボート if に 接続され た SC -88 のコーラスバラメータの設定を行う。 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は . currenlBidLout で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 9) は9個以内で任意の個数設定可能。 

nl : CHORUS MACRO 00: Chorus 1,01: Chorus 2 ,02: Chorus 3 , 


例 


03 : Chorus 4, 04 : Feedback Chorus , 

05: F 1 anger ,06: ShortDelay ,07: ShortDelay ( FB ) 

n 2 :CHORUS PRE-LPF 

($00 〜 $07) 

n 3 :CHORUS LEVEL 

($00 〜 $7 F ) 

n 4 :CHORUS FEEDBACK 

($00 〜 $7 F ) 

n 5 :CHORUS DELAY 

($00 〜 $7 F ) 

n 6 :CHORUS RATE 

($00 〜 $7 F ) 

n 7 :CHORUS DEPTH 

<$00〜 $7 F ) 

n 8 :CHORUS SEND LEVEL TO REVERB 

($00 〜 $7 F ) 

n 9 :CHORUS SEND LEVEL TO DELAY 

( SC -88 VL マニユアル p 78 参照） 

($00 〜 $7 F ) 

• SC 88— CH 0 RUS $10 {0,3,60,10,10 

,10,24,30 ,30} 


參 SC-88 デイレイバラメータの投定 

.SC88.DELAY id,if {nl,n2,•••,n11} * 

• id : 〇〜127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 nil : 下記参照 

MIDI ボート if に接続された SC -88 のデイレイバラメータの設定を行う。 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は . current ^ BidLout で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 



id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nil ) は11個以内で任意の個数設定可能。 


nl : 

DELAY MACRO 

(00: Delayl ,01: Delay 2, 
02: Delay 3,03: Delay 4, 
04 :Pan Delayl , 

05 :Pan Delay 2, 

06 :Pan Del ay 3, 

07 : Pan Delay 4, 

08 :Del ay to Reverb , 
09 :Pan Repeat ) 

n 2 

DELAY PRE-LPF 

($00 〜 $07) 

n 3 

DELAY TIME CENTER 

($01 〜 $73:0. lis 〜 sec ) 

n 4 

DELAY TIME RATIO LEFT 

($01 〜 $78:4 〜 500 X ) 

n 5 

DELAY TIME RATIO RIGHT 

($01 〜 $78:4 〜 500 X ) 

n 6 

DELAY LEVEL CENTER 

($00 〜 $7 F ) 

n 7 

DELAY LEVEL LEFT 

($00 〜 $7 F > 

n 8 

DELAY LEVEL RIGHT 

($00 〜 $7 F > 

n 9 

DELAY LEVEL 

( S 00- S 7 F ) 

n 10 :DELAY FEEDBACK 

($00 〜 $7 F :-64 〜 .63) 

nil:DELAY SENDLEVEL TO REVERB 

($00 〜 $7 F > 


( SC -88 VL マニユアル p 78 参照） 

例 

• SC 88 —DELAY $10 {0,3,10,22,22,64,64,64,64,64 ,30} 

•SC -88 イコライザバラメータの 投定 

•SC88 EQUALIZER id,if {nl ， n2,n3,n4} * 

• id : 〇〜 127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 4: 下記#照 

MIDI ボー ト if に接続された SC -88 のイコライザバラメータの設定を行う。 


nll:Rx VOLUME 
nl 2 :Rx PANPOT 
nl 3 :Rx EXPRESSION 
nl 4 :Rx H 0 LD 1 
nl 5 :Rx PORTAMENTO 
nl 6 :Rx S 0 STENUT 0 
nl 7 :Rx SOFT 
n !8: M 0 N 0/ P 0 LY MODE 


(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N > 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1: M 0 N 0/ P 0 LY ) 


nl 9 :ASSIGN MODE (0: SINGLE ,1: LIMITED - MULT 1,2: FULL - MULTI ) 

n 20 :USE FOR RHYTHM PART (0:0 FF ,1: MAP 1,2: MAP 2) 

n 21 :PITCH KEY SHIFT ($28 〜 $58: — 24 〜 + 24[ semitone ]) 


n 22 :PITCH OFFSET FINE ( upper ) ($08〜$ F 8: — 12 •〇〜 + 12.0[ Hz ]) 


n 23 :FITCH OFFSET FINE ( lower ) ” 

n 24 :PART LEVEL (0 〜127〉 


n 25 :VELOCITY SENSE DEPTH (0 〜 127) 

n 26: VEL 0 Cin SENSE OFFSET (0 〜 127) 

n 27: PART PANP 0 T (0: RANDOM ,01( LEFT )〜64 〜 127( R 1 GHT )) 

n 28 :KEY RANGE LOW (0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

n 29 :KEY RANGE HIGH (0 〜 127: C -1 〜 G 9) 


n 30 :CCl CONTROL NUMBER (0 〜 127) 


n 31: CC 2 CONTROL NUMBER 
n 32 :CHORUS SEND LEVEL 
n 33 :REVERB SEND LEVEL 
n 34 : Rx BANK SELECT 
n 35 :Rx BANK SELECT LSB 


(0-127) 

(0 〜 127) 

(0 〜 127) 

(0:0 FF ,1:0 N ) 

(0:0 FF ,1:0 N ) 


n36:FITCH FINE TUNE(Upper)(SOO 00 〜 $40 00 〜 $7f 7f: -100 〜〇 〜 + 100) 
n37:PITCH FINE TUNE(Lower) 


n 38 :DELAY SEND LEVEL (0 〜 127) 


if の設定範囲は 1 〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる 0 if を省略した場合は . currentjidLout で選択したカレント MI 
DI ボートへ出力される。 

id は SC -88 のデバイス 1 D で省略可能、 S 略時は$10〇 
バラメータ （ nl 〜 n 4) は4個以内で任意の個数設定可能。 


例 


nl:EQ LOW FREQ 
n 2 :EQ LOW GAIN 
n 3 :EQ HIGH FREQ 
n 4 :EQ HIGH GAIN 
( SC -88 VL マニュアル p 78 参照） 

• SC 88 EQUALIZER $10 {0,$40,1 ,$40} 


(0,1:200 Hz ,400 Hz ) 

<$34〜 $4 c :-12 〜 +12 dB ) 
(0, l :3 kHz ,6 kHz ) 

<$34〜 $4 c :-12 〜 +12 dB ) 


♦ SC -88 バートバラメータの投定 

•SC88 PART SETUP pt,id,if {nl,n2,•••,n127} * 

• SC88—PA 叮 —PARAMETER pt,id,if {nl ,n2, … ， n127} * 

• pt:1 〜 16 

• id : 〇〜 127 
•if:1 〜 4 

• nl 〜 nl 27: 下記参照 

MIDI ボート if に接続された SC 88 バートバラメータの設定する。 


n 39 :Vibrato rate 
n 40 :Vibrato depth 
n 41 :TVF cutoff freq . 
n 42 :TVF resonance 
n 43: TVF&TVA Env.attack 
n 44: TVF&TVA Env.decay 
n 45: TVF&TVA Env.re lease 
n 46 :Vibrato delay 

n 47 :SCALE TUNING C 
n 48 :SCALE TUNING C # 
n 49 :SCALE TUNING D 
n 50 :SCALE TUNING D # 
n 51 :SCALE TUNING E 
n 52 :SCALE TUNING F 
n 53 :SCALE TUNING F # 
n 54 : SCALE TUNING G 
n 55 : SCALE TUNING G # 
n 56 : SCALE TUNING A 
n 57 :SCALE TUNING A # 
n 58 :SCALE TUNING B 


($00 〜 $7 f : - 64 〜 + 63) 
($00〜$7 f :-64〜 + 63) 

($00 〜 $7 f :-64 〜 + 63) 
($00〜$7 f :-64〜+63) 

($00 〜 $7 f : - 64 〜 + 63) 
($00〜$7 f :-64〜 + 63) 

($00 〜 $7 f : — 64 〜 +63) 

($00 〜 $7f: — 64 〜+ 63> 

( $00〜 $7 F : - 64〜+ 63 [ cen t ]) 
($00 〜 $7 F : - 64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : - 64〜 + 63[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F :-64 〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : — 64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent 】) 
($00〜$7 F :-64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 +63[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]> 
($00 〜 $7 F : -64〜 +63[ cent ]) 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる 0 if を省略した場合は . currentjoidLout で選択したカレント MI 
DI ボートへ出力される。 

pt はバートナンバーを表し、 lgptS 16 で省略は不可。またバートナンバー 
=10はリズムバートに対応する。 
id は SC -88 のデバイス ID で雀略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 27) は127個まで任意の個数設定可能。 


nl:Rx CHANNEL 

(卜 16，17 = 0 FF ) 

n 2 :Rx PITCH BEND 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

n 3 :Rx CH PRESSURE ( CAf ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

n 4 :Rx PROGRAM CHANGE 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

n 5 :Rx CONTROL CHANGE 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

nG:Rx POLY PRESSURE ( PAf ) 

(0 〜 l :0 FF /0 IO 

n 7 :Rx NOTE MESSAGE 

(0 〜 1:0 FF /0 N > 

n 8 :Rx RPN 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

n 9 :Rx NRPN 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

nl 0 :Rx M 0 DURATI 0 N 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 


n 59: M 0 D PITCH CONTROL 
n 60: M 0 D TVF CUTOFF CONTROL 
n 61 : MOD AMPLITUDE CONTROL 
n 62: H 0 D LF 01 RATE CONTROL 
n 63: M 0 D LF 01 PITCH DEPTH 
n 64: H 0 D LF 01 TVF DEPTH 
n 65: M 0 D LFOi TVA DEPTH 
n 66: M 0 D LF 02 RATE CONTROL 
n 67: M 0 D LF 02 PITCH DEPTH 
n 68: M 0 D LF 02 TVF DEPTH 
n 69: M 0 D LF 02 TVA DEPTH 

n 70 :BEND PITCH CONTROL 
n 71 :BEND TVF CUTOFF CONTROL 
n 72 :BEND AMPLITUDE CONTROL 
n 73 :BEND LF 01 RATE CONTROL 
n 74 :BEND LF 01 PITCH DEPTH 


($28 〜 $58 :- 24 〜 + 24 [ sen i tone ]) 
($00 〜 $7 F : — 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0 は】） 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 

($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

($00 〜 $7 F :0 〜2400 [ cent ]) 

($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 

( $40〜$58: — 24〜+ 24 [ sem i tone ]) 
( $00〜 $7 F : - 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0 は]) 
($00 〜 $7 F : —10 •〇〜 + 10.0[Hz]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
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n 75 : BEND LF 01 TVF DEPTH 
n 76 :BEND LFOl TVA DEPTH 
n 77 :BEND LF 02 RATE CONTROL 
n 78 :BEND LF 02 PITCH DEPTH 


($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ x ]> 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 


if の設定範囲は 1 〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は • currentjnidi _ out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 


n 79 :BEND LF 02 TVF DEPTH 
n 80 :BEND LF 02 TVA DEPTH 

n 81 :CAf PITCH CONTROL 


($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】) 

($28 〜 $58 :— 24 〜 + 24 [ sen i tone ]) 


■ ap は マツ ブナンバーを表し設定範囲は 0, し 
key はノー トナンバーを表し設定範囲は OgkeyS 127。 
id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 
バラメータ （ nl 〜 n 9) は9個まで任意の個数設定可能。 


n 82 :CAf TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F : -9600〜 + 9600[ CENT ]) 

nl 

PLAY KEY NUMBER 

(0 〜 127) 

n 83 :CAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[51】） 

n 2 

LEVEL 

(0 〜 127) 

n 84 :CAf LFOl RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】） 

n 3 

ASSIGN GROUP NUMBER 

(0:_ ，卜 127) 

n 85 :CAf LFOl PITCH DEPTH 

<$00〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

n 4 

PANP 0 T 

(0 : RAND 0 M ，0( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT )) 

n 86 :CAf LFOl TVF DEPTH 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

n 5 

REVERB DEPTH 

(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 

n 87 :CAf LFOl TVA DEPTH 

($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】> 

n 6 

CHORUS DEPTH 

(0 〜127:0•〇〜 1.0) 

n 88 :CAf LF 02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 

n 7 

Rx NOTE OFF 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

n 89 :CAf LF 02 PITCH DEPTH 

($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 

n 8 

Rx NOTE ON 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

n 90 :CAf LF 02 TVF DEPTH 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

n 9 

DELAY SEND LEVEL 

(0 〜127:0•〇〜 1.0) 


n 91 :CAf LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】） 


( SC -88 VL マニュアル p 82 参照） 


n 92 :PAf PITCH CONTROL 
n 93 :PAf TVF CUTOFF CONTROL 
n 94 :PAf AMPLITUDE CONTROL 
n 95 :PAf LFOl RATE CONTROL 
n 96 :PAf LFOl PITCH DEPTH 
n 97 :PAf LFOl TVF DEPTH 
n 98 :PAf LFOl TVA DEPTH 
n 99 :FAf LF 02 RATE CONTROL 
nl 00 :PAf LF 02 PITCH DEPTH 
nl 01 :PAf LF 02 TVF DEPTH 
nl 02 :PAf LF 02 TVA DEPTH 

nl 03 :CCl PITCH CONTROL 
nl 04 :CCl TVF CUTOFF CONTROL 
nl 05 :CCl AMPLITUDE CONTROL 
nl 06 :CCl LFOl RATE CONTROL 
nl 07 :CCl LFOl PITCH DEPTH 
nl 08 :CCl LFOl TVF DEPTH 
nl 09 :CCl LFOl TVA DEPTH 
nll 0 :CCl LF 02 RATE CONTROL 
nlllrCCl LF 02 PITCH DEPTH 
nll 2 :CCl LF 02 TVF DEPTH 
nll 3 :CCl LF 02 TVA DEPTH 

nll 4: CC 2 PITCH CONTROL 
nll 5: CC 2 TVF CUTOFF CONTROL 
nll 6: CC 2 AMPLITUDE CONTROL 
nll 7: CC 2 LFOl RATE CONTROL 
nll 8: CC 2 LFOl PITCH DEPTH 
nll 9: CC 2 LFOl TVF DEPTH 
nl 20: CC 2 LFOl TVA DEPTH 
nl 21: CC 2 LF 02 RATE CONTROL 
nl 22: CC 2 LF 02 PITCH DEPTH 
nl 23: CC 2 LF 02 TVF DEPTH 
nl 24: CC 2 LF 02 TVA DEPTH 


($28 〜 $58 :— 24 〜 + 24 [ sen i tone ]) 
($00 〜 $7 F - 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : -100•〇〜 + 100.0 ⑴) 
($00 〜 $7 F : —10•〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】) 

($00 〜 $7 F : —10•〇〜 + 10.0[ Hz ]> 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】> 

($28 〜$58: — 24〜 +24 [seni tone 】） 
( $00〜 $7 F :- 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X 】) 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 

( $00〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】 ） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ t 】> 

($00 〜 $7 F : — 10•〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

( $00〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 

( $28〜$58:- 24〜+ 24 [ sei i tone ]) 

( $00〜 $7 F : - 9600〜+ 9600 [ CENT 】） 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜+100.0 [X]) 
($00 〜 $7 F : — 10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0“】） 

<$00〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
<$00〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 

_ 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 

($00 〜 $7 F : 〇〜100.0[幻） 


n 125 : TONE MAP NUMBER (0: SELECTED ,1: SC -55,2: SC -88) 

n 126 :TONE MAPO NUMBER (1: SC -55,2: SC -88) 

nl 27 :EQ ON/OFF (0:0 FF ,1:0 N ) 

( SC -88 VL マニユアル p 79 〜 p 81 参照） 

例 

• SC 88 一 PART—SETUP 16 {17,1,1,1} 


參 SC -88 のドラムセットアップ設定 

• SC88 一 DRUM 一 SETUP map,key,id,if {n1,n2,•••,n9} * 

• map :0,1 

• key : 0 〜 127 

• id : 〇〜 127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 8: 〇〜 127 

MIDI ポート if に接続された SC -88 のドラムセツトアップの設定を行う。 


例 

. SC 88_ DRUM_SETUP $10 {42,127,0,64,64,64,1,1,24} 

♦ SC -88 のドラムセツト名の投定 

•SC88 DRUM NAME map,id,if str 

• « ap : 0，1または USER 65. USER 66 

• id : 〇〜 127 
• if :1 〜 4 

• str : 文字列 

MIDI ボート if に接続された SC -88 のドラ厶セツト名の設定を行う。 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を杏略した場合は . current ^ nidi _ out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 

■ ap はマツブナンバーを表し設定範囲は0,1。ユーザードラ厶セツトの名 
前を設定する場合には USER 65, または USER 66 という文字列を与えて指定す 
る 0 

id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 
str はドラセツト名を表す文字列で、”〜”で括り12文字以内で指定する。 
( SC 88 マニュアル p 82 参照） 

例 

. SC 88 _DRUMJAME USER 66. S 10 "USER SET 
♦ SC -88 ユーザー音色の投定 

• SC88JSERJNST bk,pgm,id,if {n1,n2,... ， n11} * 

• 卿：1〜128 

• id : 〇〜127 
• if : 1〜4 

• nl 〜 nil : 下記参照 

MIDI ボート if に接続された SC 88 ユーザー音色の設定を行う。 

if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は . current ^ nidi out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 

bk は設定先音色バンク番号を表し、設定範囲は0,1。 bk =0 がバリエーシ 
ョン番号64, bk = l がバリエーション番号65に対応する。 

P 四は設定先音色番号で、設定範囲は1〜128。 
id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nil ) は11個まで任意の個数設定可能。 


nl:SOURCE TONE #( MAP ) 

(1，2) 


n 2 :BANK NUMBER MSB 

(0 〜 127) 


n 3 :PROGRAM NUMBER 

(卜 128) 


n 4 :Vibrato rate 

($00 〜 $7 f 

一 64 〜 + 63) 

n 5 :Vi brato depth 

($00 〜 $7 f 

一64〜 + 63) 

n 6 :TVF cutoff freq . 

($00 〜 $7 f 

一 64〜 + 63) 

n 7 :TVF resonance 

($00 〜 $7 f 

-64 〜 + 63) 

n 8: TVF&TVA Env.attack 

($00 〜 $7 f 

一 64〜 + 63) 

n 9: TVF&TVA Env.decay 

($00 〜 $7 f 

一64〜 +63) 

nl 0: T \ r F&TVA Env.release 

($00 〜 $7 f 

一64〜 +63) 

nil : Vibrato delay 

($00 〜 $7 f 

一 64〜 + 63) 


( SC -88 VL マニユアル p 82 参照) 
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伊 


* 


. SC 88 JSER.INST 0,4,$10 {1,0, 10,64,64,64,64,64,64,64, 64} 


春 SC -88 のユーザードラムセツトの設定 

• SC88—USER—DRUM st,nt,id,if {n1,n2, …, n12} * 

• st : 〇〜 1 

• nt : 0-127 

• id : 〇〜 127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 nl 2: 下記参照 

MIDI ボート if に接練された SC -88 のユーザードラムセツトの設定を行う。 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる。 if を省略した場合は . currentjidLout で選択したカレント MI 
DI ボートへ出力される。 

st は設定先ドラムセット番号で設定範囲は0,1。 st =0 がドラムセット番号 
65、 st = l がドラムセット番号66に対応する。 
nt は登録先ノー ト港号で設定範囲は〇〜127。 
id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 2) は12個まで任意の個数設定可能。 
nl:PLAY KEY NUMBER (0 〜127} 


例 


n 2 :LEVEL 


<0 〜 127) 


n 3 :ASSIGN GROUP NUMBER (0: NON ,1 〜 127) 


n 4: PANP 0 T 


(0:RANDOM,01(LEFT ) 〜 64 〜 127(RIGfrm 


n 5 :REVERB DEPTH 
n 6 :CHORUS DEPTH 
n 7 :Rx NOTE OFF 
n 8 :Rx NOTE ON 


(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 
(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 
( 0〜1: 0 FF /0 N ) 
(0〜1:0 FF _) 


n 9 :DELAY SEND LEVEL (0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 

nlO:SOURCE DRUM SET #( MAP )(1 〜 2) 
nil PROGRAM NUMBER (0 〜 127) 


nl 2 :SOURCE NOTE NUMBER (0 〜 127) 


( SC -88 VL マニュアル p 82 参照) 


• SC 88 USER DRUM 0,32, $10 {24, 127,0,64,10,10,0, 1 ，10, 1,10,24} 



-32 L / CM -64/ CH -500 専用命令 


♦ MT -32 の初期化 

.MT32 INIT id,if 
.MT32_RESET id,if 

• id : 〇〜127 
• if :1 〜 4 

MIDI ボート if に接練された MT -32 の初期化を行う 



if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフ x イスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は • current _ BidLout で選択したカレント 
MIDI ボートへ出力される。 

id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

例 

. MT 32 JNIT $10 

參 MT -32 の各バートのバーシャルリザーブ 

•MT32—P RESERVE id,if {n1 ， n2, … ， n9} * 

•MT32 PARTIAL—RESERVE id,if {n1,n2, …, n9} * 

• id : 〇〜127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 9: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接続された MT -32 の各バートのバーシャルリザーブを行う。 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は . curTent ^ midLoiit で選択したカレント 
MIDI ボートへ出力される。 

id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10〇 

バラメータ （ nl 〜 n 9) は必ず9個なければならない。バラメータ各値の総和 
は32以内。 

nl 〜 n 8 はバート1〜8のバーシャルリザーブ值に対応し、 n 9 はリズ厶バー 
卜に対応する。 

例 

• MT 32 PARTIALJESERVE $10 {2, 2,2,2,0,0, 1,2,4} 


參 HT -32 リバーブパラメータ の投定 

• MT32—REVERB id,if {n1,n2,n3} 

• id : 〇〜127 

• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 3: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接続された MT -32 のリバーブバラメータを設定する。 

if の設定範囲は1〜4 〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる 0 if を省略した場合は . currenUiid し out で選択したカレント MI 
DI ポートへ出力される。 

id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 3) は3個まで任意の個数設定可能。 

nl-.REVERB MODE (0: Roo «, 1 :Hall ,2: Plate ,3 :Tap Delay ) 

n 2 :REVERB TIME (0 〜 7) 

n 3 :REVERB LEVEL (0 〜 7) 

( MT -32 マニユアル p 35 ， CM -64 マニユアル p 30 参照） 

例 

. MT 32 .REVERB $10 {3,3,5} 


參 HT -32 各 パートの MIDI チャンネル 投定 

•MT32 PART—SETUP id,if {nl,n2, …, n9} * 

• id: 〇 〜127 
•if:1 〜 4 

• nl 〜 n9: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接続された町- 32 の各バートの MIDI チヤンネルを設定する。 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない埸合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は . current - Did し out で選択したカレント 
MIDI ボートへ出力される。 

id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 9) は9個まで任意の個数設定可能。 
nl 〜 n 8 はバート1〜8の MIDI チャンネル谕に対応し、 n 9 はリズムバートに 
対応する。 

バラメータ （ nl 〜 n 9) は MIDI チャンネル偵なので1〜16まで有効。ただし、 
0あるいは17以上を与えた場合はそのバートを無効 ( OFF ) と見なす。 

( MT -32 マニュアル p 35, CM -64 マニュアル p 30 参照） 

例 

. MT 32 PART SETUP $10 {2,3,4,5,6,7,8,9,10} 


參 HT -32 リズムキットの投定 

•MT32—DRUM SETUP n,id,if {nl,n2 ， n3,n4} * 

.MT32_RHYTHM_SETUP n,id,if {nl,n2,n3,n4} * 

• n :24 〜 87 

• id : 〇〜 127 
• if :1 〜 4 

MIDI ボート if に接続された MT -32 のリズムキットの設定を変®する。 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる 0 if を省略した場合は . currentjuidLout で選択したカレント MI 
DI ボートへ出力される。 

n は変更対象ノートナンバーを表し、設定範囲は24シ$87。 
id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 4) は4個まで任意の個数設定可能。 

nl:TIMBRE (0 〜63: il 〜64,64〜127: rl 〜 64) 

n 2 :OUTPUT LEVEL (0 〜100) 

n 3: FANP 0 T (0 〜 14) 


n 4 :REVERB SWITCH (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

( MT -32 マニュアル p 35, CM -64 マニュアル p 30 参照） 


例 

. MT 32_ DRUM_SETUP 24,$10 {10,100,12,1} 


♦ MT -32 コモンパラメータの設定 

•MT32—COMMON n,id,if {str,n1 , n2,n3,n4} * 

• n:1 〜 64 

• id: 〇 〜 127 
•if:1 〜 4 

• str: 文字列 

• nl 〜 n4: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接続された MT-32 の音色のコモンバラメータを設定する。 
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if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる0 if を省略した場合は•〇11'ぴ[11;_11(1し〇1^で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
n は設定対象ティンバー番号で、設定範囲は1〜64。 
id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

str は音色名で、”〜”で括り、10文字以内（省略不可）の文字列で指定す 
る。 

バラメータ （ nl 〜 n 4) は4個まで任意の個数設定可能。 

nl:Structure of Partial # l &2 (0 〜 12:1 〜 13) 

n 2 :Structure of Partial #3 & 4 (0 〜 12:1 〜 13) 

n 3 :FARTIAL MUTE (0 〜 15) 

n 4 :ENV MODE (0 〜 1: N 0 RMAL , N 0 SUSTAIN ) 

( MT -32 マニュアル p 34, CM -64 マニュアル p 29 参照） 

例 

. MT 32_ C 0 MM 0 N 1,510 {1,1,0,0} 

• KT -32 バーシャルバラメータの投定 

•MT32—PARTIAL n,p,id,if {nl,n2, … ， n58} * 

• n : 1〜 64 

• p :1 〜 4 

• id : 〇〜 127 

• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 58: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接統された MT -32 の音色のバーシャルバラメータを設定 
する。 

if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は .current midi _ out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
n は設定対象ティンバー番号で設定範囲は1 < n <64 0 
P は設定対象バーシャルナンバーで設定範囲は lgp $4。 
id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 58) は58個まで任憩の個数設定可能。 


nl：WG PITCH COARSE 

<0 〜 96: C 1, C #1, 〜 ， C 9) 

n 2 :WG PITCH FINE 

(0 〜 100:-50 〜 +50) 

n 3 :WG PITCH KEYF 0 LL 0 W 

(0 〜 16: - 1 •一 1/2，-1/4,0.1/8,1/4 


3/8,1/2,5/8巍7/8,1, 


5/4,3/2,2, sl , s 2) 

n 4 :WG PITCH BENDER SW 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

n 5 :WG WAVEFORM/PCM BANK 

(0-3 : SQU 1 , SAW 1 , SQU 2 , SAW 2) 

n 6 :WG PCM WAVE 

(0 〜127:1〜 128) 

n 7 :WG PULSE WIDTH 

(0-100) 

n 8 :WG PW VEL 0 SENS 

(0 〜14:-7〜 + 7) 

n 9: P-ENV DEPTH 

(0 〜 10) 

nl 0: P-ENV VEL 0 SENS 

(0 〜 3) 

nll : P-ENV TIME KEYF 

(0 〜4> 

nl 2: P-ENV TIME 1 

(0 〜100) 

nl 3: F-ENV TIME 2 

(0 〜100) 

nl 4: P-ENV TIME 3 

(0 〜100) 

nl 5: P-ENV TIME 4 

(0 〜100) 

nl 6: P-ENV LEVEL 0 

(0 〜100: -50〜 +50) 

nl 7: P-ENV LEVEL 1 

(0 〜100:-50〜+ 50)) 

nl 8: P-ENV LEVEL 2 

(0 〜100:-50〜 +50) 

nl 9: P-ENV SUSTAIN LEVEL 

(0 〜100: -50〜+50> 

n 20 :END LEVEL 

(0 〜100:-50〜 + 50) 

n 21: P - LF 0 RATE 

(0 〜_ 

n 22: P - LF 0 DEPTH 

(0 〜100) 

n 23: P - LF 0 MOD SENS 

(0-100) 

n 24 : TVF CUTOFF FREQ 

(0 〜100) 

n 25 :TVF RESONANCE 

(0 〜 30) 

n 26 :TVF KEYF 0 LL 0 W 

(0 〜14: 一 1， 一 1/2,-1/4,0,1/8,1/4, 


3/8,1/2,5/8,3/4,7/8，1， 


5/4,3/2, 2) 

n 27 :TVF BIAS POINT/DIR 

(0 〜 127) 

n 28 :TVF BIAS LEVEL 

(0 〜14: 一7〜 + 7) 

n 29 :TVF ENV DEPTH 

(0 〜100) 

n 30 :TVF ENV VEL 0 SENS 

(0 〜100) 

n 31 :TVF ENV DEPTH KEYF 

(0 〜 4) 

n 32 :TVF ENV TIME KEYF 

(0 〜 4) 
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n 33 :TVF ENV TIME 1 

(0 〜 100) 

n 34 :TVF ENV TIME 2 

(0 〜 100) 

n 35 :TVF ENV TIME 3 

(0 〜 100) 

n 36 :TVF ENV TIME 4 

(0 〜 100) 

n 37 :TVF ENV TIME 5 

(0 〜100) 

n 38 :TVF ENV LEVEL 1 

(0 〜 100) 

n 39 :TVF ENV LEVEL 2 

(0 〜 100) 

n 40 :TVF ENV LEVEL 3 

(0 〜 100) 

n 41 :TVF ENV SUSTAIN LEVEL 

(0 〜 100) 

n 42 :TVA LEVEL 

(0 〜 100) 

n 43 :TVA VEL 0 SENS 

(0 〜 100:-50 〜 + 50 

n 44 :TVA BIAS POINT 1 

(0 〜 127) 

n 45 :TVA BIAS LEVEL 1 

(0 〜 12:-12 〜 0) 

n 46 :TVA BIAS POINT 2 

(0 〜 127) 

n 47 :TVA BIAS LEVEL 2 

(0 〜 12:-12 〜 0) 

n 48 :TVA ENV TIME KEYF 

(0 〜 4) 

n 49 :TVA ENV TIME V—FOLLOW 

(0 〜 4) 

n 50 :TVA ENV TIME 1 

(0 〜 100) 

n 51 :TVA ENV TIME 2 

(0 〜 100) 

n 52 :TVA ENV TIME 3 

(0-100) 

n 53 :TVA ENV TIME 4 

(0 〜 100) 

n 54 :TVA ENV TIME 5 

(0 〜 100) 

n 55 :TVA ENV LEVEL 1 

(0-100) 

n 56 :TVA ENV LEVEL 2 

(0-100) 

n 57 :TVA ENV LEVEL 3 

(0 〜 100) 

n 58 :TVA ENV SUSTAIN LEVEL 

(0 〜 100) 

( MT -32 マニュアル p 34, CM -64 マニュアル p 29# 照） 



例 

. MT 32 .PARTIAL 1，1,$10 {64,50, 11,1 • 1 •127,50,7} 

參 KT -32 バッチの投定 

•MT32_PATCH n ， id,if {n1,n2, …， n7} * 

• n : 1〜 128 

• id : 〇〜 127 

• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 7: 〇〜 127 

MIDI ボート if に接鞮された MT -32 のバッチを設定する。 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を杏略した場合は . current ^ midi _ out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 

n は設定対象バッチナンバーで、設定範囲は lSn $128。 
id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 7) は7個まで任意の設定個数設定可能。 
nl:TIMBRE GROUP (0 〜 3: a , b , i , r ) 

n 2 :TIMBRE NUMBER (0 〜 63) 

n 3 :KEY SHIFT (0 〜 48: — 24 〜 + 24) 

n 4 :FINE TUNE (0 〜100: — 50 〜 +50) 

n 5 :BENDER RANGE (0 〜 24) 

n 6 :ASSIGN MODE (0 〜 3: POLY 1 〜 4) 

n 7 :REVERB SWITCH (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

( MT -32 マニュアル p 35 • CM -64 マニュアル p 30 参照） 

例 

• MT 32 一 PATCH 1,$10 {0,0,0,50,12,1,1} 

參 KT -32 コンソール 文字列表示 

.MT32_PRINT id,if str 

• id : 〇〜127 

• if :1 〜 4 

• str : 文字列 

MIDI ボート if に接続された MT -32 のコンソールに文字列を表示する。 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は . currentjiiidLout で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 
str は文字列で、”〜”でく くり20文字以内で指定する。 

( MEASURE 3 z し ■ t 32_ print () 参照) 

例 

- MT 32 PRINT $10 ” HELLO !” 








U 220/ U 20 専用命令 


♦ U 220 セットアップバラメータの投定 

•U220_SETUP id,if {n1,n2, … ， n7} * 

• id : 〇〜127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 7: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接統された11220のセットアツブバラメータを設定する。 


if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4より 
小さくなる 0 if を省略した場合は . currentjoidi 一 out で選択したカレント MI 
DI ボートへ出力される。 

id は11220のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 7) は必ず7個指定しなければならない。 


nl:Chorus SW 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

n 2 : Reverb SW 

(0 〜 1:0 FF /0 N > 

n 3 :Rx Cntrl Channel 

(卜 17:1 〜 16,0 FF ) 

n 4 :Patch Change 

(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 

n 5 :Timbre Change 

(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ，0 FF ) 

n 6 :Rhythm Change 

(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FH 

n 7: R.Inst Assign 

(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 


(11220 マニュアル p 46， pl 46, pl 48) 

例 

. U 220 _SETUP $10 U , U ,5,4,4,4) 

♦ U 220 パー トバラ メータの 投定 

•U220—PA 叮 SETUP pt,id,if {nl,n2, … ， n13} * 

• pt :1 〜 6 

• id : 〇〜 127 

• if :1 〜 4 

• nl 〜 nl 3: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接続された U 220 のテンボラリバツチのバートバラメータ 


バラメータ （ nl 〜 nl 8) は必ず18 個 指定しなければならない。 


nl : Chorus Type 

n 2 :Chorus Out Mode 
n 3 :Chorus Level 
n 4 : Chorus Delay 
n 5 :Chorus Rate 
n 6 :Chorus Depth 
n 7 :Chorus Feedback 
n 8 :Reverb Type 

n 9 :Reverb Time 
nlO:Reverb Level 
nil:Reverb Delay Feedback 
nl 2 :Reverb Pre Delay Feedback 
nl 3 :Paraal # 
nl 4 :Paraml Paran 


(0 〜 4: Chorus 1 ， Chorus 2 ， FB - Chorus ， 

FIanger,Short Delay ) 
(0 〜 l:Pre Rev,Post Rev ) 
(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(1 〜63:-31〜〇〜 + 31) 
(0〜7: RooBl 〜3, Hal 11〜2, Gate 

Delay . CrossDelay ) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜63:0〜5,7〜31，64〜95, OFF ) 
(0 :Tiibre Level ,1 :Env Attack 
2 :Env Decay ,3 :Env Sustain 
4 : Env Release ,5: A.Bend Depth 
6: A.Bend Rate ,7 :Detune Depth 
8 :Vib Rate ，9 :Vib Wave Form 
10 :Vib Depth ,11 :Vib Delay 
12 :Vib Rise Tiie ,13 :Vib Mod Depth 
14 :Chorus Level ,15 :Chorus Rate 
16 :Chorus Feedback ,17 :Reverb Level 
18 :Delay Feedback ) 

nl 5: Parai 2 # (Saie as Faranl ff ) 

nl 6: Faran 2 Paraa (Saae as Parajnl Faran ) 

nl 7: Paraj >3 # (Saie as Paraml #) 

nl 8: Para 騰 3 Paraa (Saie as Paran 1 Param ) 

( U 220 マニュアル p 54, pl 49 参照) 

例 

• 11220 COMMON $10 {0,1,20,20,20,20.32,0,2,2,2,2,63,0,63,0,63,0} 


を設定する。 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない坳合は4よ 
り小さくなる 0 if を畜略した坳合は • ciirrent _ iiid し out で選択したカレント 
MIDI ボートへ出力される。 

pt はバートナンバー•を表し、股定範囲は lSpt $6。 
id は11220のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 3) は必ず13個指定しなければならない。 
nl : Tiabre Nuaber (1 〜 128) 


春 U 220 音色 バラメータ 投定 

•U220—TIMBRE n,id,if {str,n1,n2, …, n26} * 

• n :1 〜 128 

• id : 〇〜 127 
• if :1 〜 4 

• str : 文字列 

• nl 〜 n 26: 0 〜 127 

MIDI ボート if に接続された11220に音色バラメータを設定する。 


n 2 :Voice Reserve 

(0 〜30> 




n 3 :Receive Channel 

(1 〜17:1〜16, OFF ) 

if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない_合は4より 

n 4 : Key Range Low 

(0 〜127:01〜 G 9) 

小さくなる。 if を杏略した場合は. current . midi _ oiJt で選択したカレント MI 

n 5 :Key Range High 

(0 〜127:01〜 G 9) 

DI ボートへ出力される。 



n 6 :Velo Level 

(0 〜1: Above/Be low ) 

n は登録先音色番号を表し、設定範囲は lSnS 128。 


n 7 :Velo Threshold 

(0 〜127) 

id は11220のデバイス ID で省略可能、 

省略時は$10。 


n 8 :Output Assign 

(0〜4: Dry , Rev , Cho ， Dirl ， Dir 2> 

str は音色名を表す文字列で、”〜” 

で括り、 12 文字以内で指定する。 

n 9 :Level 

(0 〜 127) 

バラメータ （ nl 〜 n 26) は必ず26 個 指定しなければならない。 

nl 0 :Pan 

(0 〜 15: L 7 〜 M 〜 R 7) 

nl:Tone Media 

(0 〜31:1，1〜 31) 

nil:Rx Voluae 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

n 2 :Tone Nunber 

(1 〜 128) 

nl 2 :Rx Pan 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

n 3 :Timbre Level 

(0-127) 

nl 3 :Rx Hold 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

n 4 :Velocity Sens 

( 1〜15 

-7 〜 + 7) 

(11220 マニュアル p 58， pl 49 参照） 


n 5 :Channel Press Sens 

(卜15 

-7 〜 +7) 

例 


n 6 : Env Attack Rate 

(1 〜15 

一7〜 + 7) 

. U 220_ PART_SETUP 1，$10 {1， 

•3,1,0,127,1,127,0,0,8,0,0,0} 

n 7 : Env Decay Rate 

(1 〜15 

-7 〜 + 7) 



n 8 :Env Sustain Level 

(1 〜15 

-7 〜 + 7) 

• U 220 コモンパラメータの設定 


n 9 : Env Release Rate 

(1 〜15 

-7 〜 + 7) 

.U220 COMMON id, if {nl ,n2, …, n18} 

nl 0 :Pitch Shift Coarse 

(8 〜56: 

一24〜 + 24) 

• id : 〇〜127 


nil:Pitch Shift Fine 

(14 〜114: 一 50〜 + 50) 

• if :1 〜 4 


n 12 :Bend Range Lower 

(0 〜15: • 

- 36,一 24,一 12〜 0) 

• nl 〜 nl 8: 0 〜 127 


nl 3 :Bend Range Upper 

(0 〜 12) 

MIDI ボート if に接続された11220のテンポラリバッチのコモンバラメータ 

n 14 :Channel After Sens 

(0 〜27:-36,-24,-12〜 + 12) 

を設定する。 


nl 5 :Poly After Sens 

(0 〜27: — 36, — 24,—12〜 + 12) 



nl 6 :Auto Bend Depth 

(0 〜27: - 36, -24,-12 〜 + 12) 

if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4より 

nl 7 :Auto Bend Rate 

(0 〜 15) 

小さくなる 0 if を省略した場合は . currentjnidLout で選択したカレント MI 

nl 8 :Detune Depth 

(0 〜 15) 

DI ボートへ出力される。 


nl 9 :Rate 

(0 〜 63) 

id は U 220 のデバイス 1 D で省略可能、 

省略時は$10。 

n 20 :Waveform 

(0 〜 8) 
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n 21 :Depth 

(0 〜 15) 

n 22 :Delay 

(0 〜 15) 

n 23 :Rise Time 

(0 〜 15) 

n 24 :Modulation Depth 

(0 〜 15) 

n 25 : Ch After Sens 

(0 〜 15) 

n 26 :Poly After Sens 

(0 〜 15) 

01220マニュアル p 72， pl 49 参照） 


例 


. U 220 _TIMBRE 1，$10 

rSYNTHE -2”， 


0,1,127,8,8,8,8,8,8,32,64,2,2, 

14,14,14,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 


nl 8 :Detune Depth (0 〜15〉 

nl9:Output Assign (0 〜 3:Dry ， Rev,Cho,Dirl) 

n20:Pan (0 〜 15:L7 〜 M 〜 R7) 

(11220 マニュアル p72,pl49 参照） 

例 

• 11220 一 DRUMJNST 42，$10 {0.1,24,34,31, 

15,1,8,8,8,14,64,14,14, 

0,14,0,0,0,8} 

參 U 220 ディスプレイ文字列表示 

•U220_PRINT id,if str 

• id : 〇〜127 


• U 220 ドラムバラメータの 投定 

• U220_DRUM_SETUP id,if {n1,n2, … ， n7} * 

• id: 〇 〜127 
•if:1 〜 4 


• if ••1 〜 4 

• str : 文字列 

MIDI ボート if に接統された U 220 のディスブレイに文字列を表示する。具 
体的には11220のテンボラリバツチの名前を設定することで行う。 


• nl 〜 n7: 0〜127 

MIDI ボート if に接統された11220のテンボラリバツチのドラ厶パラメータ 
を設定する。 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は . currenlnid し out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は U 220 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 


バラメータ （ nl 〜 n 7) は必ず7個指定しなければならない。 


nl : Rhythm Setup # 
n2:Voice Reserve 
n3:Receive Channel 
n4:Level 

n5:Level Boost Sw 
n6:Rx Vo line 
n7:Rx Hold 


(0 〜 3:1 〜 4) 

(0 〜 30) 

(1 〜 17:1 〜 16,OFF) 
(0 〜 127) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

( 0 〜 1: 0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 


(U220 マニュアル p63,pl49 参照 ) 


例 

. U 220. DRUM.SETUP $10 {0,5,10,127,0,1,0} 

參 U 220 ドラムセツトノー トバラメータの 設定 

•U220 DRUM—INST n,id,if {nl ， n2, … ， n20} * 

• n :35-99 

• id : 〇〜 127 
• if :1 〜 4 

• nl 〜 n 20: 0 〜127 

MIDI ボート if に接続された U 220 のテンポラリドラムセツトの各ノートに 
おけるバラメータを設定する。 


if の設定範囲は1〜4。 MIDI インタフ x イスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる。 if を省略した場合は . curren し aidi _ out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
n は設定先のノー ト番号で、設定範囲は 35 gnS 99。 
id は U 220 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 20) は20個以内任意の個数設定可能。 


nl : Tone Media 
n 2 :Tone Number 
n 3 :Source Key 
n 4 :Mute Inst 
n 5 :Inst Level 
n 6 :Velocity Sens 
n 7 :Env Mode 
n 8 : Env Attack Rate 
n 9 :Env Decay Rate 
nl 0 :Env Release Rate 
nil .-Pitch Shift Coarse 
nl 2 :Pitch Shift Fine 
nl 3 -.Channel After Sens 
nl 4 :Poly After Sens 
nl 5 :Random 
nl 6 :Auto Bend Depth 
nl 7 :Auto Bend Rate 


(0 〜 31: 1 ， 1 〜 31) 

(1 〜 128) 

(0 〜 127:C - 1 〜 G9) 

(34 〜 98:0FF ， B1 〜 D7) 

(0 〜 31) 

(0 〜 15) 

(0 〜 1 :Sustain,No Sustain) 
(1 〜 15: — 7〜 + 7) 

(1 〜 15: — 7〜 + 7) 

( 1 〜 15: 一 7 〜 + 7 ) 
(0 〜 27:-36,-24,-12〜+ 12) 
( 14 〜 114: 一 50〜 + 50) 

(0 〜 27: — 36 ,一 24,—12〜 + 12) 
(0 〜 27: - 36, 一 24,-12 〜 + 12) 
(0 〜 15) 

(0 〜 27: -36, -24,-12 〜 + 12) 
(0 〜 15) 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフェイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した場合は .current nidi „ out で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は U 220 のデバイス ID で雀略可能、省略時は$10。 
str は表示文字列を表し、”〜”で括り、12文字以内で指定する。 

例 

• 11220 PRINT $10 ” APPLE TREE” 


M 1/ M 1 EX / M 1 R / M 1 REX 専用 命令 


參 M 1 受信 チャンネル 投定 

• M1 一 SETUP {ch1,ch2, …, ch8} 

•Ml—MIDI—CH {ch1,ch2, …, ch8} 

• chi 〜 ch 8:1 〜 16 

Ml の SEQ 0 の各バートの受信チヤンネルを設定する。 


本 

* 


バラメータ （ chi 〜 ch 8> は必ず8個指定しなければならない。設定範囲は1 
Schi $17 で1〜16は MIDI チヤンネルの1〜16を表し、17は「そのバートは 
受信しない j を意味する股定となる。 

nl : バート1の受信 MIDI チヤンネル 
n 2: バート1の受信 MIDI チヤンネル 


n 8: バート1の受信 MIDI チヤンネル 
例 

. M 1 .SETUP {1,2, 3,4,5,6 •17,10} 

♦ M 1 バー トパラメータの 投定 

• M1 一 PA 叮 —SETUP {n1,n2, … ， n40} * 

• nl 〜 n 40: 

Ml の SEQ 0 の各バートのバラメータを設定する。 


バラメータ （ nl 〜 n 40) は必ず40個 （5 x 8 バート分）設定しなければならな 
〇 

PART 1 


n 1: PROGRAM NUMBER 
n2:OUTPUT LEVEL 
n3:KEY TRANSPOSE 
n4:DETUNE 
n5:PAN 


(0 〜 199:100 〜 C 99) 

(0 〜 99) 

($ F 4 〜 $0 C :-12 〜 12) 

($CE 〜 $32: — 50 〜 + 50) 

(0 〜 13:10:0 〜 0:10, C,C+D,D) 


PART 2〜 8( n 6 〜 n 40) 以下同様の軎式_成 


( Ml マニュアル pl 26 参照) 
例 


.MLPART.SETUP { 0,99,0,0,5 

0,99,0,0,5 
0,99,0,0,5 
0,99,0,0,5 
0,99,0,0,5 


0,99,0,0,5 


0,99,0,0,5 
0,99,0,0,5 
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鲁 Ml エフェクトバラメータの投定 

•M1—EFFECT_SETUP {nl,n2, … ， n25} * 

• nl 〜 n 25: 

Ml の SEQO のエフヱクトバラメータの設定を行う。バラメータ （ nl 〜 n 25) は 
必ず25個指定しなければならない。 


nl:Effect 1 Pattern No . 
n 2 :Effect 2 Pattern No . 
n 3 :Effect 1 L-Ch E.Balnc 
n 4 :Effect 1 R-Ch E.Balnc 
n 5 :Effect 2 L-Ch E.Balnc 
n 6 :Effect 2 R-Ch E.Balnc 
n 7 :Output 3 Pan 
n 8 :Output 4 Pan 
n 9 :Effect I/O 


(0 〜 33: 卜 32, Thru ) 

(0 〜 33: 卜 32, Thru ) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜 101:0FF,100:0 〜 0:100) 
(0 〜 101:0 FF ,100:0 〜0:100> 
( BIT 0 :Effect 1 L-Ch 0 = 0 FF /1=0 N 
BIT 1 :Effect 1 R-Ch 0=0 FF /1=0 N 
BIT 2 :Effect 2 L-Ch 0 = 0 FF /1=0 N 
Bin:Effect 2 R-Ch 0=0 FF /1=0 N ) 
BIT 4 :Effect 2 0= PARALLEL /1= SERIAL ) 
nlO 〜 nl 7 :£ffect 1 Paraaeter 
nl 8 〜 n 25 :Effect 2 Parameter 


Structure of Effect Paraaeter 

( ofs =10 or 18) 

1 〜 3 :Hall (4,5: Rooi ,6 :Live Stage ) 

n ( ofs +0 ):Reverb Tiie (0 〜 97:0.2 〜 9.9),(0 〜 48:0.2 〜 5.0) 

n ( ofs + l) : Dummy 0 

n ( ofs +2 ):High Danp (0 〜 99> 

n ( ofs +3 ):Pre Delay (0 〜 200) 

n ( ofs +4): E/R Level (0 〜 99> 

n ( ofs +5 ):Dummy 0 

n ( ofs +6 ):EQ High <$ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 + 12) 

n ( ofs +7 ):EQ Low <$ F 4 〜 $0 C :-12 〜 + 12) 


7 〜 9 :Early Reflection 1,2,3 
n ( ofs .0): E/R Time 
n ( ofs + l):Pre Delay 
n ( ofs +2 ):Dummy 


(0 〜 70: 100〜 800) 
(0 〜 200) 

0 


n ( ofs +5 ):Dummy 0 

n ( ofs +6 ):EQ High ($ F 4 〜 $0 C : — 12 〜 + 12) 

n ( ofs +7 ):EQ Low ($ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 + 12) 


10 :Stereo Delayt , ll:Cross Delay 

n ( ofs +0 ):Delay Time L ( L ) 
n ( ofs + l):Delay Tine L ( H ) 
n ( ofs +2 ):Feedback 
n ( ofs +3 ):High Damp 
n ( ofs +4 ):Delay Time R ( L ) 
n ( ofs +5 ):Delay Time R ( H ) 
n ( ofs +6 ):EQ High 
n ( ofs +7 ):EQ Low 


(0 〜 500) 


($9 D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99> 

(0 〜 500) 


($ F 4 〜 $0 C : - 12〜 + 12) 
($ F 4〜$0 C :-12〜 + 12> 


(14 〜 15: Flanger ) 

(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜3.00 0.03 step 
100〜 199:3. 1〜13.0 O.lstep 
200〜216:14•〇〜30.0 l . Ostep ) 
( BlT 0 :Waveforn =0: Sin , =1 :Tri 
BIT 1 :Phase =0:0.0° ,=1 :180° 


12 〜 13 :Stereo Chorus 1 〜 2 

n ( ofs +0 ):Depth 

n ( ofs +1 ):Speed 

n ( ofs +2): LF 0 Status 


n ( ofs +3 ):Feedback 
n ( ofs +4 ):Delay Time 
n ( ofs +5 ):Dummy 
n ( ofs +6 ):EQ High 
n ( ofs +7 ):EQ Low 
16 〜 17 :Phase Shifter 卜 2 
n ( ofs +0 ):Depth 
n ( ofs +1 ):Speed 


BIT 2 :Wave Shape =0 :Nornal 

= l:for FI anger ) 
($9 D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
(0 〜 200 U 0 〜 50) 

0 

($ F 4 〜 $0 C :-12 〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : - 12〜 + 12) 

(0 〜99> 

(0 〜 99:0.03 〜3.00 0.03 step 


n ( ofs +2): LF 0 Status 


n ( ofs +3 ):Feedback 

n ( ofs +4 ):Manual 

n ( ofs +5 ):DuMy 


100〜 199:3.1 〜13.0 O.lstep 
200 〜 216:14 •〇〜30.0 l . Ostep ) 
( BIT 0 ：Waveforn =0: Sin ,=1 :Tri 
BITl:Phase =0:0.0° ,=1 :180° 
BIT 2 :Wave Shape =0 :Normal 

= l:for Flanger ) 
($9 D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
(0 〜 99) 

0 


n ( ofs +6 ):Duiay 0 

n ( ofs +7 ):[)■>• 0 


18 〜 19 :Stereo Toreiolo 1 〜之 
n ( ofs +0 ):Depth 
n ( ofs +1 ):Speed 

n ( ofs +2): LF 0 Status 


n ( ofs +3 ):Shape 
n ( ofs +4 ):Duaiy 
n ( ofs +5 ):Duiiy 
n ( ofs +6 ):EQ High 
n ( ofs ^7 ):EQ Low 

20 :Equalizer 

n ( ofs +0 >:Dumny 

# 

# 

n ( ofs +3 ):Dummy 
n ( ofs +4 ):Low fc 
n ( ofs +5 ):High fc 
n ( ofs +6 ):lligh Gain 
n ( ofs +7 ):Low Gain 

21 :Overdrive 
n ( ofs +0 ):Duany 
n ( ofs + l):Dumay 
n ( ofs +2 ):Drive 
n ( ofs +3 ):Level 
n ( ofs +4 ):Dunjny 
n ( ofs +5 ):Dummy 
n ( ofs +6 ):EQ High 
n ( ofs .7): E(J Low 

22 :Distortion 

n ( ofs +0 ):Dumiiy 

n ( ofs + l):Duiiy 

n ( ofs +2 ):Distortion 

n ( ofs +3 ):Level 

n ( ofs +4 ):DuMy 

n ( ofs .5 ):DuMy 

n ( ofs +6 ):Duiuiy 

n ( ofs +7 ):EQ Low Gain 

23 :Exciter 
n ( ofs +0 ):Blend 
n ( ofs + l):Enphatic Point 
n ( ofs +2 ):Duiay 

n ( ofs .5 ):DiiMy 
n ( ofs +6 ):EQ High 
n ( ofs +7 ):EQ Low 

24 :Synphonic Ensaable 

n ( ofs +0 〉：Depth 

n ( ofs +1 ):Dummy 
# 

n ( ofs +5 ):Dummy 


(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜3.00 0.03 step 
100〜 199:3.1 〜13.0 O.lstep 
200〜216:14•〇〜30.0 l . Ostep ) 
(BITOiWaveforn =0: Sin , =1 :Tri 
BIT 1 :Phase =0:0.0° , = 1:180° 
BIT 2 :Wave Shape =0 :Normal 

=1 :for Flanger ) 
($9 D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
0 
0 

($ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : - 12〜 + 12) 


0 


(0 〜 2:0.25 k ,0.50 k ,1.00 k ) 
(0 〜 2: lk ,2 k ,4 k ) 

($ F 4 〜 $0 C :-12 〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : — 12 〜 + 12) 


0 

0 

(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

0 

0 

($ F 4 〜 $0 C : -12〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C :-12 〜 + 12) 


0 

0 

(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

0 

0 

0 

($ F 4 〜 $0 C : - 12〜 + 12) 


($9 D 〜$63: -99〜+ 99> 
(0 〜9:1〜 10) 

0 


($ F 4 〜 $0 C : -12〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : - 12〜 + 12) 


(0 〜 99) 
0 
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n ( ofs +6 ):EQ High 
n ( ofs +7 ):EQ Low 

25 :Roteffect Speaker 
n ( ofs +0 ):Depth 
n ( ofs + l):Durny 
n ( ofs +2 ):Speed Rate 
n ( ofs +3 ):Dumjny 

n ( ofs +7 ):Dununy 

26: Delay/Hall 
n ( ofs +0 ):Delay Tine ( L ) 
n ( ofs + l):Delay Tiae ( H ) 
n ( ofs +2 ):Feedback 
n ( ofs +3 ):High Danp 
n ( ofs +4 ):Reverb Time 
n ( ofs +5 ):Duaiy 
n ( ofs +6 ):High Daap 
n ( ofs +7 ):Pre Delay 

27: Delay/Rooi 
n ( ofs +0 ):Delay Time ( L ) 
n ( ofs + l):Delay Tiae ( H ) 
n ( ofs +2 ):Feedback 
n ( ofs +3 ):High Danp 
n ( ofs +4 ):Reverb Time 
n ( ofs +5 ):Dummy 
n ( ofs +6 ):High Damp 
n ( ofs +7 ):Fre Delay 

28: Delay/Early Reflection 
n ( ofs +0 ):Delay Time ( L ) 
n ( ofs+l ):Delay Tine ( H ) 
n ( ofs +2 ):Feedback 
n ( ofs +3 ):Iligh Damp 
n ( ofs +4): E/R Tine 
n ( ofs +5 ):Pre Delay 
n ( ofs +6 ):Dumay 
n ( ofs .7 ):Dumffly 

29: Delay/Chorus 
n ( ofs +0 ):Delay Time L ( L ) 
n ( ofs+l ):Delay Time L ( H ) 
n ( ofs +2 ):Feedback L 
n ( ofs +3 ):High Daip L 
n ( ofs +4 ):Delay Time R ( L ) 
n ( ofs +5 ):Delay Tine R ( H ) 
n ( ofs +6 ):Feedback R 
n ( ofs +7 ):High Damp R 

30: De 1 ay/Chorus (31: De 1 ay 
n ( ofs +0 ):Delay Time ( L ) 
n ( ofs + l):Delay Time ( H ) 
n ( ofs +2 ):Feedback 
n ( ofs +3 ):High Danp 
n ( ofs +4 ):Depth 
n ( ofs +5 ):Speed 


n ( ofs +6): LF 0 Status 


n ( ofs +7 ):Feedback 

32: Delay/Phaser 
n ( ofs +0 ):Delay Time ( L ) 
n ( ofs + l):Delay Time ( H ) 
n ( ofs +2 ):Feedback 


($ F 4 〜 $0 C :-12 〜 + 12) 

n ( ofs +3 ):High Daap 

(0 〜 99) 

($ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 + 12) 

n ( ofs +4 ):Depth 

(0 〜 99) 


n ( ofs .5 ):Speed 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03 st ( 


n ( ofs +6 ):Feedback 

($9 D 〜 $63: — 99 〜 99) 

(0 〜 99) 

n 

n ( ofs +7 ):DuMy 

0 

U 

($ F 6 〜 $0 A :-10 〜 + 10) 

33: Delay / Tre 1010 


0 

n ( ofs +0 ):Delay Tine ( L ) 

(0 〜 500) 

• 

• 

n ( ofs + l):Delay Tiae ( H ) 


0 

n ( ofs +2 ):Feedback 

($9 D 〜 $63: — 99 〜 99) 


n ( ofs .3 ):High Daap 

(0 〜 99) 


n ( ofs +4 ):Depth 

(0 〜 99) 

(0 〜 500) 

n ( ofs +5 ):Speed 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03 stf 


n ( ofs +6 ):Dumay 

0 

($9 D 〜 $63: - 99 〜 99) 

n ( ofs +7 ):Shape 

($9 D 〜 $63: — 99 〜 99) 

(0 〜 99) 

(Ml マニュアル pl 27 参照） 



(0 〜 97:0.2 〜 9.9) 
0 

(0 〜 99) 

(0 〜 150) 


例 


. MLEFFECT.SETUP {1 ,3,50,50,50,50,50,50, XI 1111， 

50,0,50，100,50,0,0,0,50,0,50, 
100,50,0,0,0 

} 


(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 


参 M 1 ディスプレイ文字列表示 

•Ml—PRINT str 

• str : 文字列 


(0-99) 


Ml のデイスブレイに文字列を表示する。具体旳には Ml の SEQ 0 のソングネー 


(0 〜 97:0. 2〜 9.9) 
0 

(0-99) 

(0-150) 


厶の設定をすることで行う。 

str は表示文字列で、”〜”で括り、10文字以内で指定する。 
例 

•Ml PRINT "MY WAY ” 


(0 〜500) 


($9 D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜30:100〜 400) 

(0 〜 150) 

0 

0 


參 M 1 へ投定を送倌する 

• SEND—T0.M1 id, if 

• id: 〇 〜 127 
•if:1 〜 4 

.Ml SETUP 
. M 1_ PART_SEUP 
• Ml 一 EFFECT—SETUP 
.MLFRINT 

で設定したバラメータ群を MIDI ボート if に接続された Ml へ送信する。 


(0 〜 500) 


($9 D 〜$63: -99〜 99) 
(0-99) 

(0 〜 500) 


($9 D 〜$63: -99〜 99) 
(0 〜 99) 


Flanger ) 

(0 〜 500) 


($ 卯〜 $63: - 99 〜 99) 

(0 〜 99) 

(0 〜99> 

(0 〜 99:0.03 〜3.00 0.03 step 
100〜 199:3.1 〜13.0 O.lstep 
200〜 216:14.0 〜30.0 l . Ostep ) 
( BIT 0: Wavefor « =0: Sin , =1 :Tri 
BITl:Phase =0:0.0° ,=1 :180° 
BIT 2 :Wave Shape =0 :Nonal 
= l:for FI anger ) 
0,($9 D 〜 $63: — 99 〜 99) 


(0 〜 500) 


($9 D 〜$63: -99〜 99) 


if の設定範囲は1〜4〇 MIDI インタフヱイスの個数が少ない場合は4よ 
り小さくなる 0 if を省略した_合は . curren し nidLout で選択したカレン 
卜 MIDI ボートへ出力される。 
id は Ml のデバイス 1 D で省略可能、省略時は$30。 

なお、 Ml のデバイス ID は$30+グローバルチヤンネル （0〜$ f ) で求められ 
る（グローバルチヤンネルは GLOBAL モードの F 5-1 で設定できる）〇 
必ず、 

• Ml 一 SETUP 
.Ml PART SEUP 
. MLEFFECT.SETUP 
• Ml 一 PRINT 

を設定してからこの命令を実行すること。’ . M 1 JFFECT _ SETUF , のみ省略が 
可能0省略時は Z - MUSIC が持つデフォルト設定が Ml へ送信され設定される 
ことになる。 

. M し SETUP 
• Ml — PART—SEUP 
. M 1_ EFFECT_SETUP 
• Ml 一 PRINT 

の間に Ml 閗係以外のコマンドがあると正常なデータが送信されないので注 
意すること。 

例 

.SEND TO Ml $30 



參波形メモリの登録 

.WAVE FORM wv,lm,Is,le,It,comment {d0 ， d1 ,d2, …， d 
42949672 95} * 
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.WAVEFORM wv,lm,Is,le,It,comment {d0,d1,d2, … ， d42 
949672 95} 氺 

• wv :8-255 

• lm : 0 〜 2 または 1 SHOT , REPEAT,ALTERNATE 
• Is : 〇〜4294967295 
• le : 〇〜4294967295 
• It : 〇〜4294967295 

• comment : 文字列 

• dO , dl , d 2, …, d 4294967295 

波形メモリを登録する。 

定 II した波形はビッチモジュレーション < MML 州)、 ARCC(MML U 、、 エン 
ハンスドべロシテイシーケンス （MML [ VELOCITY . DEPTH ]), アゴーギク （MML 
[ AG 0 G 1 K . DEPTH 】） にて利用可能。波形は整数で表し、各要素は®散旳な波形 
«成値と見なされる。 

• wv : 定義先波形番号 

定義先波形番号を指定する。〇〜7はブリセット波形用に予約されている 
ためユーザー定 II 波形である波形メモリは8〜255に定蕤することになる。 

• lm : ループモード 

後述するループ領域を度のようにループさせるかを設定する 0 なおルー 
ブモード〇〜2と実際の波形処理のされ方の対応は以下の通り。〇〜2はそれ 
それ1 SHOT , REPEAT , ALTERNATE といった文字列で指定することも可能。省略 
時は lm =0 1 SH 0 T が選択される。 

1_二0 1 SH 0 T — 

波形を一度実行したら尼後の値を确蜣する 
1 b :1 REPEAT ——•••• 

ルーブ終点に到連したらルーブ開始点に戻る 

1 b 二2 ALTERNATE - 

ループ開始点からループ終点まで交互に反復する 
• Is : ループ開始点 

ループ開始位牌を波形データの何番目にするかを設定する。設定範囲は 
〇〜4294967295。省略時は0が選択される。 

• le : ループ終了点 

ループ終了位 SS を波形データの何番目にするかを設定する 0 設定範囲は 
〇〜4294967295。省略時は R 浚の波形データの位»が自動設定される。 

• It : ループ回数 

ループ領域を何回ループさせるかを設定する。設定範囲は〇〜429496729 
5。なお0は無限ループとして設定される 0 

• cumnent : コ メント 

T 以外の255文字を用いて波形に対する注釈を与えることができる。 

• dl 〜 d 4294967295:波形データ 

波形データは符号付き16ビット整数一32768〜+ 32767で《成する。 

最大4294967296個。 

波形データは波形を利用する機能の植別に関係無く直谕が利用される。 
侦が小さすきるときや大きすぎるときは、その効果が現れなかったり大き 
すきたりするため、そのような場合には、振幅制御の命令を駔使するなど 
して適宜調整する必要がある。 

例 

• wave—fona 8, REPEAT , 800,1200,0 ,0 RG . WAVE 001 {0,5, 一 5, 10,3, 一300, 10, 
6,80 ,10} 

( MEASURE 3 zm • set _ vave — fonnl ( ), zi _ set . wave 一 fori 2() 参照) 

•マクロ定義 

.DEFINE macro pi ,p2, …， p255 { contents } * 

• macro : 文字列 

• pi 〜 p 255: 文字列 

• contents : 文字列 
マクロ定義を行う。 

Z - MUSIC には初めから備わっていないオリジナルの ZMS コマンドを作成し 
たり、镅繁に登場する演奏バターンをコマンド化して ZMS を見やすくしたり 
することができる。ただし、定義したマクロの数に応じてコンバイル処理 
は多少遅くなる（ただし、コンバイルしてできた ZMD は通常の ZMD と同様の処 
理速度で演奏される）。 

マクロ名は macro で与え、を除く英数字、全角の240文字以内の文字列 
で4えることができる。 

pl 〜 P 255 はマクロに与えるバラメータで、 X でマクロに与えたいバラメー 
夕の個数だけ、記述する。 

contents はマクロの内容で、任意の文字列を与えることができる。 pl 〜 p 
255で設定したバラメータを内容中に挿入したいときには％を添付する。 


例 

• define DRUM1 X 9 XXX { 
cXdXcXdX 
} 

なお、 .DEFINE 命令には以下のような制限事項がある。 

1) マクロ名に全角文字は全文字使えるが、半角文字の場合は英字の大文 
字小文字の区別はない。 

2) ZMS 中のありとあらゆるテキストがマクロ変換対象になる。 

3) マクロの変換対象となるソースは親ソースのみで、 include したサブ 
ファイルはマクロの変換対象にならない。 

4) マクロ内容にバラメータに相当しない％記号を用いられない。 

たとえば、 

.define ABC %、％、\ {cMeXOOl} 

としたとき炤後の W 01 は2進数値と見なされずにマクロバラメータ識別子％ 
と10進数の’001’として見なされる。 

5) .DEFINE 文で与えたバラメータの数とマクロ内容で参照するバラメー 
夕の数は必ず同一でなければならない。たとえば、 

.define ABC {c%d%e} 

はエラーとなる。 

ただし、使用するときは与えるバラメータが少なくても m わない。足り 
ないバラメータについてはなにも与えないで処理される。たとえば 

.define ABC XXX {cXdXeX} 

のような定義の下では、 

ABC 1,2 

は、 

cld2e 

と変換される 

6) X の後ろに数偷をつけてバラメータの対応をわかりやすく記述すること 
もできるが、その場合数値指定なしの記述とは混在できない。 

例 

〇 

.define DRUM1 %\ t %Z { 
c%ZdX\ 


X 

.define DRUM 1 { 

cWX2 


■コメント/注釈文 


•コメント 

/str 

• str : 文字列 

’/’以後、改行までをコメントとして無視する。 

コンパイル後の ZMD にはその内容は出力されない。 

例 

/ ORGAN S 0 L 0 

參コメント 

.COMMENT str 

• str : 文字列 

改行までの文字列 str をコメントとして無視する。 

’ /’とは、コンパイル後の ZMD にその内容が出力される点が違う。 

曲のタイトル、制作日時、データ制作者の名前などを ZMS ファイル先頭に 
記述するのが一般旳な用途。 

タイトル文字は、 

• 1行目は曲のタイトル。それ以降はコメント。 

• 曲名/作曲者/編曲者/データ作成者のような一般旳な情報を複数行にわた 
つて記述する場合は、以下の文字列で表される情報タイトルの後に記載す 
ること0 

• 情報タイトルー兔 
曲名： TITLE : 

作曲者： COMPOSER : 

編曲者： ARRANGER : 
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作成者： MANIPULATER : 

作成日： DATE : (原曲の作曲年月日は COPYRIGHT :) 

録音場所 STUDIO : 

使用機器： INSTRUMENTS : 

ジャンル： CATEGORY : 

(情報タイトルの日本語は全角、英字は半角英数大文字のみ、また：は必 
須） 

例） 

.comment { 

TITLE : I an a boy , therefore I have balls . 

作曲者：西川冓司 

STUDIO : 自宅 

ジャンル：童細 


參文字列表示 

.PRINT str 

• str : 文字列 


改行までの文字列 str を画面に出力する。 

どんな方法で演奏しても文字列を画面に出力してしまうので、通常は用 
いない0 

例 

.PRINT HERE WE GO ! 

•ダミー命令 

• DUMMY 

なにも実行しないダミー命令。 

ただし、 ZMD に1バイト分のダミーコードが出力される0コンパイル後 
の ZMD に手を加えるときなどに有効。通常は使用する必茇はない。 

例 

• DUMMY 
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MEASURE 5 



■コマンド 


ここでは Z - MUSIC の MML について解説します。 



MML の 文法に ついて 


• g :1-32767 

• v :0-127 


Z-MUSIC は基本旳にはシャープ/ハドソン製の OPMDRV.X に上位コンバチで 
ある。っまり OPMDRV.X に存在した MML はほぼ共通に使用することができ、 0P 
MDRV.X 用のデータをほとんど変史なしで演癸が可能だ。 

Z-MUSIC では MML の小文字、大文字の区別を一切していない。よって状況、 
ユーザー各位の趣味に応じて自由に使い分けが行える（本節では説明の都合 
上、 MML を大文字で、バラメータを小文字で記述している）。 

省略してもよいバラメータはその旨を記述していまるが、それ以外の場 
合は省略できない。また、数値バラメータは頒に’$’をっければ 16 進数が、 
' V をつければ2進数を設定することができる。なにもつけなければ10進数 
と見なされる。 

各コマンドの頭についている印は各音源の榷頮を表している0すべての 
コマンドがすべての音源に対応しているわけではないので注意が必要だ。 
対応していないデバイスに対してそのコマンドを用いると無視される0 
_ 内蔵 FM 音源パート 

1 AD _ 内蔵 AD PCM バート 
[wn midi 音源バート 

5.2 . 基本 MML 

ここでは Z-MDSIC ver.2.0 以前から存在する MML コマンドの仕様について 
解説する。 ver.3.0 になって機能が拡張されたものも存在するので注意が必 

要。 


OPMDRV • X との 互換性に ついて 

Z - MUSIC . X では初代の OPMDRV . X と互換性がありますが以下の点に注 
意してください （0 PMDRV 3. X とは互換性はありません）。 

1. レジスタ番号48〜 55( KF : キーフラクション）を操作する Y コマンド 
は処理の都合上 、 MML @ K 相当に変換してしまうため、そのトラックに 
アサインされたチャンネル以外のキーフラクシヨンを操作していた場 
合は動作が OPMDRV . X とは異なってきます。 

2. OPMDRV. X は、 ’ m — play ()’ や ’ m cont()’• ， m _ stop ()’ などの演赛制 
御命令における操作対象パートをチャンネル番号で指定するような仕 
様でした。 Z - MUSIC ではトラック番号で指定するように変更されていま 



fflllADPCMirMIDIl 音符 

As,l,g,v 

Bs,l,g,v 

Cs,l,g,v 

Ds,l,g,v 

Es,l,g,v 

Fs,l,g,v 

Gs,l,g,v 

• s : M ，-，！ 

•1:1-32767 


A BC 〜 G はハ長调のラシド〜ソに対応する。 

• s : #,+，-, ! 

変化記号。#, +をつければ半音上がり、一をつけると半音下がる。！ 
はナチュラルを表し、後述の [ K . SIGN】（[KEY SIGNATURE ]) で調号設定を行っ 
た場合でも、调号を無効にした音蒔でその音符を演奏する。 

• 1:1〜32767 

1は音長を表し、1が全音符、2が2分音符、4が4分音符•••となる。 

• g : l 〜32767 

ゲートタイム。実際の消音までの時間。1と同じく1が全音符、2が2分音 
符、4が4分音符•••となる。 

• v : 〇〜127 

ベロシティ。127がもっとも音圧が大きく、1がもっとも小さい。0は消 
音と見なされる。 

1はマスタークロック設定コマンド’. MASTER . CLOCK 1 によって設定範囲が 
変動する。具体旳には、 

ISIS マスタークロックの ffi 

が設定範囲となる0以下にデフオルトのマスタークロック= 192のときの音 
楽的音長と絶対音長との対応を示す。 

音楽的音長絶対音長 音楽的音畏絶対音長 


1 

192 

12 

16 

2 

96 

16 

12 

3 

64 

24 

8 

4 

48 

32 

6 

6 

32 

64 

3 

8 

24 

192 

1 

絶対音長 = int (マスタ 

ークロック/音楽旳音長） 



バラメータ s , l , g , v はいずれも省略可能。 

1が省略されている場合は後述の L / 軋で設定したデフォルト音長が採択 
される。 

g が省略されている場合は1の偵をもとに後述の Q /@ Q で指定したゲートタ 
イムバラメータをもとにゲートタイムが計!？される。 

v が省略された埸合は後述の U / 則で指定したデフォルトベロシティが採択 
される。 

1 および g の前に’*’をつけると絶対音長指定になる。絶対音長とは Z-MUS 
1 C が処理する音長カウンタのことでデフォルトでは全音符が192になってい 
る。このとき、たとえば C 4 と048は同時間発音される。の後ろには〇〜3 
7267までの数値を指定することができる。 

例1 

a #4, 2(ステップタイムを4分音符長で、ゲートタイ厶が2分音符長、 

ベロシティはデフォルトが採択され、 A # が演奏される） 
b *386,.125 (ステップ=386,ベロシティ=125で B が演奏される） 

音反の後ろに’•’を設定すると付点音符と見なされる。 

例2 

g 4. (付点4分音符） 

e 4.., *24.(ステップ=二重付点4分音符，ゲート=絶対音長 36(=24+24*0.5) 
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共通コマンド . LENGTHJ 10 DE で「ステップタイムモード」とした場合は’* 
’がついている/ついていないに問係なく絶対音長指定となる。 


1FM1 [ADPCMJ [MIDI 

Rl，g 

• 1:1〜32767 
• g : l 〜32767 
休符。 


休符 


l , g の意味については音符と同じ0省略時は音符と同じようにデフオル 
トバラメータが起用される0 
例 

r8 

r*96 

休符におけるゲートタイ厶 g は通常の音符から休符へ後述の’ による夕 
イ指定が行われたときのみ意味をなす。たとえば、 
c4&r4,8 

としたときは c4 は 4 分音符音長分発音し続け、休符に差し掛かる。休符の 
長さは4分音符音長だがゲートタイムは8分音符に設定されているので前 
の音の c の音は休符が始まってから8分音符音畏後に消音されることと 
なる。 

共通コマンド . LENGTH_MODE で「ステップタイムモード j とした場合には 
がっいている、っいていないに関係なく絶対音長指定となる。 

[FM ADPCM ： MIDll ウェイト 
@W1 

• 1:1〜32767 

指定時間、前の状態を保存する。1は音長を表す。音符や休符と同じく 
与えた磺は音楽旳音長として認舐されるが’*’を添付して埴を与えた場合 
は絶対音長として処理される 〇 1省略時はデフオルトが起用される 0 
例 

@w*64 
@w4.. 

休符にはゲートタイムがあるが、にはないのが持®。よって、たとえ 
ば、 

c4&#w4 

とした場合、が終了しても c の音は鸣り続ける。 



LFMJ ADPCM MIDI 調号 
[K.SIGN k1,k2, … ， kn] 

• kl 〜 kn : 文字列 

調号を設定する。どの音階にどの変化記号（林， b ) がっくのかを設定 
する。 kn 部分は変化記号、音階の顧に設定し、1個ずつカンマ （ ， ） で区 
切る0 
例 

[ K.SIGN + c ,+ d ，+ f ,+ g 】 （ホ長調 > 

cdfg に自動的に#(シャープ）がつく 
[ K . SIGN - a ,- b ，- d ，- e ] (変イ長調) 

abde に自動的に b (フラット）がっく 

[ K.SIGN - a ,+ b ] 

a に b (フラット）が、 b に#(シャープ）が自動旳につく 
また以下の绸名を記述することによって、一般旳な調号の設定を行うこ 
ともできる。 

Cnajor , Gmajor , Daajor , Amajor , Eiajor , Bmajor.F+najor ， F # iajor , 
C + najor ， C # Bajor , Fnajor , B - najor ， Bbinajor , E - major , Ebaajor , 

A - iajor , Abmajor , D - iajor , Dbaajor , G - iajor , Gbiajor , C - iajor , 
Cbmajor ， ABinor ， tBinor ， Bininor ， F + ininor , Fffiinor ， C + Binor ， C #^ inor , 
G + Binor ， G # iinor , D +^ inor ， D # ainor ， A + dnor ， A # iinor , Diinor , Giinor ， 
Cminor . i - nunor . B - minor . BbiDinor . E - ininor . Ebiiinor , A - ninor , Abminor 
例 

[ K.SIGN G - Major ] 変卜長調 ( cdegab に b ) 


ナチュラル記号である’！’を使用すれば一時旳に绸号の効力をなくす 
ことができる。また、調号の効力をなす音階に対してさらに#,+(#)や- 
(b ) がついた場合は調号と両方考*した音階になる。 

例 

[ K.SIGN G - Major ] b ! 


(この調では b には通常ならばわがっき、 b - になる（半音下がる）のだが 
!のためナチュラル指定となり、 b で演奏される） 

[ K.SIGN G - Major ] b - 

(この調では b には通常ならばわがっき、 b - になる（半音下がる）のだが 
b のため b --(= a ) で演奏される） 



[FM] [ADPCMj [MIDI] オクターブ 
On 

• n :- l 〜9 

オクターブを設定する。初期値は4。 n は一1〜9まで設定可能。 
実際の発音可能域は各デバイスによって異なる。 


• FM 音源 

オクターブ0の D # からオクターブ8の D まで。 

- AD PCM 

登録しなければ発音はしないが、セレクトバンク内の（@コマンド、 MEA 
SURE6 参照）オクターブー 1 の C からオクターブ 9 の G まで対応。 

• MIDI 

オクターブー 1 の C からオクターブ 9 の G まで0実際は各楽器によって 
遠う。詳しくは各 MIDI 楽器のマニュアルのインプリメンテーシヨンチャー 
卜などを参照のこと。 

FM ADPCM MIDI! 相対オクターブ 

< 

> 

オクターブを相対的に変更する。<はオクターブを+1し、>はオクター 
ブを一1する。設定範【用を超えた場合はエラーとなる。 


音長制御 


rFMl [ADPCM 1 [MIDI! デフオルト音長設定 

し n 

• n : l 〜32767 


@ Ln 

• n : 卜32767 

デフォルト音長を設定する。音長をバラメータに持つ MML において音長 
が省略された場合、この命令で設定した値がバラメータとして与えられる。 

L のバラメータ n は音楽的音長、絶対音長のいずれかで#} くことができ 
る。 

音楽旳音長の場合は n 分音符といった意味となる（設定範囲については音 
符 MML の説明を#照）〇絶対音長による指定は音名のときと同じように数値 
の前に’*’を記述して設定できる。投定範囲は 0 Sn $32767。 

軋のバラメータ n は絶対音長のみで設定範囲は0シ$32767。 

初期値は L 4(4 L 48) である。 


L , 礼いずれの場合も音長数値の後ろに付点が設定可能。 

例 

116. 

#196 

1 * 2000 . 


LFMJ [ADPCMJ [MIDI] ゲートタイム設定 
Qn 

• n :-8 〜8 

1音中で実際に発音している時間を音長の n /8 時間単位で設定する。 
初期値 n =8、 設定範囲は-8〜8。値が正の場合、1が発音時間がもっと 
も短く、8がもっとも長い（テヌート）〇 

値が負の場合はステップタイムよりもゲートタイムを長くすることがで 
きる0たとえば纩8とするとゲートタイムはステップタイムの2倍に設定 
され、 q -4 ならばゲートタイムはステップタイムの 1.5 倍に設定される0 
分母の値はデフォルトでは8だが共通コマンド . GATETIME _ RESOLUTION に 
て8,16,32,64,128のいずれ かへ 変更が可能。たとえば . GATETIME_RESOLUTI 
ON 128と設定された場合 、 MML Q には-128〜128の偵を与えることができる 
ようになる。 

例 

q 4 cdefg (スタッカート気味になる） 

q -4 cdefg (前の音がこれから鳴る音と重なるようになる） 
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§ Q を設定したときは Q は機能せず、逆に Q を設定したときは#0は機能し 
ない。あとに設定したものが有効となる。 


FM ； : _A_DPCM_ 辺」 ゲートタイム設定 

@Qn 

• n :- 32767〜32767 

ノートオフ（キーオフ，発音をやめること）を絶対音長で n カウント早め 
る。 n の値が発音音長より大きい谪の場合、は機能せず Q 8 の状態で演奏 
される。たとえば、 

㈨ 96 016 

の場合は発音長が16 — 96<0となるので ㈨ の処理はされず発音長は16カウ 

ントとなる。 

n を負値に設定した場合は絶対音長で - n カウント、ノー トオフを遅らせる 
ことができる。たとえば、 

@ Q -12 c *48 

とすると c のゲートタイ厶は 60( = 12+48) となる0 
初期偷は ㈨ 0に相当し設定範囲は-32767〜32767。 

㈨ を設定したときは Q は裱能せず、逆に Q を設定したときは糾は機能し 
ない0あとに設定したものが有効となる。 



FM ADPCM^ MIDI] タイ/スラー 
& 

前後の音をつなぐ0同音高の場合は全デバイスにおいてタイとなる。 

例 

a 4& al 6. 

稗音名の場合は、&デバイスによって対応が S なる。 

• FM 音源バート 

スラーとなる 
例 

a 4& a #4 (滑らかに a から a # へつながる） 

• AD PCM パート 

後述の PCM モード （[PCM MODE ] コマンドにより設定）によって対応が«なる。 
通常モード時 （[PCM MODE RHYTHM ]) 

’ を除いたときのように処理される 

例 

a 4& a #4 a 4 a #4 のように演奏される 

楽器 PCM モード時 （[PCM MODE TIMBRE ]) 


例 

a 4& a #4 (滑らかに a から a # へつながる） 

• MIDI 

後述のタイモード （@ J コマンドにより設定 H こよって対応が異なる。 
通常モード時 (§ J 0) 

，&，を除いたときのように処理される 

例 

a 4& a #4 — a 4 a #4 のように演奏される 

FM 音源部互換モード時 (@ J 1) 

スラーとなる。 

例 

a 4& a #4 (清らかに a から a # へつながる） 


FM ADPCM^MIDL 加算式タイ 

一 n 

• n : 1〜 

音符の直後に离くことによって、 n で指定した音長分をその音符の音良 
に加算する。 n の後ろに付点を*けば、付点を考慮した音長が加»される。 
n には前に’，をつけて絶对音長を記述することもできる。 

例 

c4^16 
(f» 100 0. 

’ ceg4^16* 

(d2,8 ， e) 

MIDI ； MIDI パートタイモード 
@ J n 

• n :0 ,l 

MIDI 部のタイの処理モードを投定する0 

n =0 で通常モード（初期 tfO 、 n = l で FM 音源部互 W モードになる。 
c&d 

とした場合、通常 （@ J 0 時）は MIDI では&のない、 
c d 

として処理される。 

一方 IJ 1 時では FMg 源部と同様に、ある音の発音後、その音の持続音（減 
衰音）で次の音の&裎へ変化するようになる0よって、 FM 音源部での、 
(c<d)&(d>c) 

といった表現や、後のコラムで「動作の相違がある j と兴かれている、 

(g,e)24&e 
@b0,683 C4&C+4 


絶対音長 0 


Z - MUSIC では休符、ウェイト、和音とボルタメントを除いて、絶対音長0 
も使用可能になっています（音楽的音長0は使用不可）。音長がゼロの音符 
は発音処理を行うだけです。«作対象デバイスによって多少の効果の相違 
がありますので注意してください。 

•MIDI 

c >0 e *0 g *0 

では ceg の和音が鳴りっばなしになります。 

MIDI 楽器のでリズムパートを持つものは、たいてい、ノー トオンのメッ 
セージのみで演奏可能です（ノー トオフの処理を省略しても濱赛に彩«し 
なぃ)〇 

こういったリズムパートをシーケンスする場合に絶対音長0は有用です。 
たとえば 02 C = バスドラム， 02 D = スネアドラム， 03 C += クラッシュシン 
バルのような□ーランド系リズムキットで、 

L 4 o 3 c +*0 |:4 〇2 cdcd :| 

とすると、最初の小節の頭だけシンバルが鳴り、2回目以降は鳴らないと 
いったシーケンスができます。 

絶対音長0の音符は楽器の*大同時発声数内で1トラックにつきい〈つ 
でも設定可能です。 

絶対音長0の音符はそのままでは鳴りっばなし状態になりますが、これ 
を r &’をつけて）タイで通常音符へつなぐとその通常音符が鳴り終わった 
B 寺点で絶対音長0の音もノー トオフすることができます。 

c *0& e *0& g 4 


とすると ceg の和音が4分音符長で鳴ります。 

この’ &_で結ぶ S 式では最大16和音までが記述できます。16和音のとき 
は絶対音長0の音符が15個と通常音長の音符がひとつという構成になりま 
す〇絶対音長0の音符を15個以上記述した場合は古い順にノー トオフされ 
ない音が出てきます。 

専用和音コマンドによる和音との混在は可能であるため、状況状況に応 
じて使い分けができます。また、この2接類の和音畜式間のタイ/スラ ー も 
可能です。 

• FM 音源/ ADPCM 音源 
基本的にモノフォニックですので、 

c*0e*0g 窣〇 

のような表記で和音を発音させることはできません。ただし、 [ V 0 ICE.RES 
ERVE 】 命令でそのトラック内で複数の発音を宣言した場合には、その範囲 
内で複数音の発音が可能になります0その場合は、 MIDI バートと同じよう 
に、 

c*0&e*0&g4 

のような記述で和音の発音が可能です0専用和音コマンドによる和音との 
退在もでき、この2つの*式間のタイ/スラーも可能です0 
AD PCM 音源の場合は MPCM . X が組み込まれている場合にのみ，以上の動作 
が保証されます。組み込まれていないときは完全に単声仕様（モノフオニ 
ック）になります。 
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のような表記も FM 音源部と同様に機能するようになる（ただし、 MIDI の仕 
様制限のため、最初に発音した音高から1オクターブを超えることはでき 
ない）〇 



r M IADPCM ； : MIDI1 連符 
{〜} n 

• n : 卜32767 

{〜} で囲まれた MMLfff を合計の音長が n 分音符音長になるように演奏す 
る。 n には付点をつけたり、をつけて絶対音長による指定も行える。 

{〜} の中には音長を操作する MML を* くことはできない（付点， L,@L 
など ） 〇 

n 省略時はデフォルト音長が起用される。 

例 

{ cdef }2 
{ abc }4.. 

{ cd & de }*192 


■和音 


FM ADPCM MIDI 和音 
’MM い”， n,dly(&) 

• n :1-32767 

• dly :1-32767 

「’j (シングルコーテーション）に闻まれた音符を同ータイミングで発 
音する。’〜’間に肖ける MML は以下に限られる。 

音符 c 〜 b (16 個まで） 

调号 # ♦ - ! 

音長 1〜（付点も可） 

絶対音長 *1 〜 *32767 

オクタ-フ。マンド 0-1 〜09 

オクタ - r スイッチ < > 

一度に16和音まで発音が可能。17音以上音階を角くとエラーとなる。 

音長は’〜’内で/？5後に設定されたものが和音全体の音 R として採用され 
る。 

オクターブコマンド、オクターブスイッチは 1 〜’内だけ有効。 

’〜’内に音長を冉かずに外に数 ffin を离くと、これは’*’をつけるつけ 
ない(こ変わらず絶対音長の指定になる。この磡合の設定範囲は 0$ n $3276 
7で全音符以上の発音時間も設定できる。 

ディレイバラメータ dly を設定することによって、和音を一度に発音せ 
ず、各音を絶対音長 dly ずつ時間旳にずらして1音ずつ発审する（アルベジ 
才突法)。ディレイは初期偷〇で、省略可能だが雀略時は以前設定した値が 
そのまま起用される0 
例 

, c 4 eg * 

ドミソを4分音符で演赛する。 

〇4, gb < d ， 96 

ソシレを絶対音長96で演奏する0和音発音後のデフォルトオクターブは 
4に変わりないことに注意。 

’ c 4 eg く c ’ ，6 

まず c が発音され、その6カウント後に e が発音され、さらに6カウント後 
ずつ g , < c が発音される。 

ディレイ値は必ず全部の音が発声可能な値でなければエラーとなる。 
たとえば、 

， c 4 eg ， ，30 

などは g が発音できないのでエラーとなる。 

同構成音の和音〜和音間、異《成音の和音〜和音間、単音〜和音間、和 
音〜単音間を’ で結んでのタイ/スラーが可能0ただし処理の関係上、 

タイでつながれた和音のディレイは強制的に0に設定される。つまり、 

’ c 4 eg ’ ，6&’ e 4 gb -’ ，6 

は、 

’ c 4 eg ’ ，6&’ e 4 gb -’ ，0 
として処理される。 

また、オートベンドやモジュレーション、アフタータッチシーケンス、 
ARCC など、すべての特殊コマンドが和音においても有効である。もちろん 
同時にこれらを和音に対して使用できる。 

FM 音源部での和音を用いた場合、チャンネルが競合すると正常に発音さ 


れないので注意すること。たとえば、 

.assign TR 1， FM 1 
•assign TR 2 , FM 2 
.assign TR 3. FM 3 
.track 1 ’ ceg ’48 

. track 2 b - —正常に演奏されない 

• track 3 f + —正常に演奏されない 

のような場合、 • trackl から発音する’ ceg ’ 48の和音は FM 音源チャンネル1, 
2,3が使用されるが、 . track 2 と. track 3 がこのときそれぞれ b - と卜をチャ 
ンネル2,3で演奏しているためにチャンネルの競合が発生している0この 
場合、トラック1の和音を正常に発音させるには、 

•assign TR 1. FM 1 
•assign TR 2. FM 4 
.assign TR 3. FM 5 
.track 1 ’ ceg ’48 

. track 2 b - —正常に演奏されない 

• track 3 卜 和正常に演奏されない 

のようにしてチャンネル2,3をあけるようにしなければならない。 

ver .3.0 では和音の1音1音に対して独立した発音べロシティを設定可能 
になった。 


例 

* c "88 e "99， g "127’ 

( ceg をそれそれべロシティ88,99,127で発音する〇 ) 


音 S / ベ 



FM ADPCM MIDI 音量 

Vn 

• n :0-16 

音1の設定を行う。設定範囲は 0$ n $16。 初期谪は8。数値が大きいほ 
ど音 B が大きくなる 。 AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み 
時のみである。 

例 

Vll cde 

[FRIi ADPCM 1 [MI Dfl 音置 

@Vn 

• n :0-127 

音*の設定を細かく行う（絶対音 B と呼ぶ)。設定範囲は 0$ n $127。 
初期値は MIDI , AD PCM で64、 FM 音源では106。数«が大きいほど音 t が大き 
くなる 。 AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 

例 

_ vl 00 c 


V と @V 

FM 音源と AD PCM(MPCM 組み込み時）、 MIDI 音源では @ V と V の対応関係 
が異なります。これは FM 音源の出力音萑が指数関数的に增減するのに 
対して MIDI と AD PCM 音源では線形に增滅するからです。以下に音源別 
にに® V と V の対応表を示します。 

FM 音源 

Vn 0 1 2 3 4 5 6 7 8 910111213141516 
@Vn 85 87 90 93 95 98101103106109111114117119122125127 

MIDI 音源, AD PCM 音源 

Vn 012 3 4 5 6 7 8 910111213141516 
@Vn 0 816 24 32 40 48 56 64 72 80 88 96104112120127 

以上のことから相対ボリューム _ n 、の使用結果においても結果が 
異なります。たとえば、 
v 8 _1 

とした場合 FM 音源パートでは結果が @ V 105(=106-1) に相当しますが、 M 
IDI パートでは @ V 63(=64-1) になります0 


上 11 ADPCM1DL 相対音量 

n 
n 

• n :0-127 

音置の相対指定を行う。 _ は音置増加を表し、_は音 fi 減少を表す。設定 
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範囲は 0$ n $127 で、演簿の結果、オーバーフローを起こした場合は0ま 
たは127へ修正される0また計15は# Vn 表される絶対音1レベルで行われる。 
n を省略した場合は以前に設定したものが起用される。 n の初期値は1。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM.X 組み込み時のみである0 

例 

@ vl 20 _10 c _ d ' e (c は@120— 10 = @ vll 0 で、 d は ㉞ vl 10—10 =⑳ vlOO 

で、 e は# vl 00 + 10=# vll 0 で演奏される) 

1:1010 c :| (だんだんと音 S が下がりながら c が演奏される） 


FM ADPCM MIDI 」 ベ□シティ 再設定 

U 

以前設定した @U の値を再設定する 0 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである0 
例 

@ ul 27 c u -10 due ( c ， d,e がそれぞれベロ シティ127，117,127で 

発音する） 


FM ADPCM MIDI ] ベロ シティ 

@Un 

Un 

• n :0-127 

ベロシティの設定を行う。ベロシティとは鍵盤を押す強さ、すなわち音 
ffl に相当する。 

MIDI 楽器によってはこれによって音のニュアンスを変えることができる。 
設定範囲は 0$ n $127。 数値が大きいほど音 B が大きくなる。 

FM 音源バート ， AD PCM 音源パートでは @ V と同じに扱われる。 

W 期 ffi は MIDI バートのみ127で、 FM 音源， ADPCM 音源では# V の初期谕と同 

じ。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 


ベ□シティのはたらきについて 

FM 音源パートと ADPCM 音源バートではベ□シティと音*がまったく同 
じ機能として取り扱われます。たとえば、 FM 音源パートで、 

V 8 @ U 106 @ V 106 
は同じ能を果たします。 

MIDI 音源パートでは発音音 5 はべ□シティと音*の2つの W 係で決定 
されます。 

ベ□シティと音*を、ともに 《大 値を設定したとき、 《大 音*とな 
ります。 


PM ADPCM MIDI; 相対べ□シティ 
@U±n 
U ±n 

• n :-127 〜+127 

ベロシティの ffl 対指定を行う0設定範囲は一 127 gn $ 十127。演 W によ 
つてオーバーフローを起こした場合の音 Ofifi は0または127に修正される。 
初期*は+1。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 


FM ADPCM^MIDL ベ□シティシーケンス 
Z nl ， …, n128 

• ni :〇〜127 

ベ u シティのばらつきを設定する。これを Z - MUSIC ではべロシティシー 
ケンスと呼ぶ0各 ffi の設定範囲は 0$ ni $127 o 

これは®大128個の音符 MML 、 和音 MML 、 ボルタメント MML のべロシティを 
先に設定するものである0 


例 

@ ul 27 c # u -10 d 5 e 
ul 27 c u-lOd u +5 e 

(c, d , e はそれぞれベロシティ 127, 117,122で発音する} 

FM ADPCM MIDI 相対べ□シティ再設定 

@u 

以前設定した@11钼対ベロシティを再び実行する。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 

例 

@ ul 27 c 恥-10 d 如 e 

( R 後のもまた @ u -10 で拽能するため e は@1]107(=127-10-10)で発音する） 


U と @u 

棟能的にはまったく同じですが、演奏時にリアルタイムに考慮され 
るか否かの相違があります。 

@ u 100|：4 @ u +5 c :| 

としたとき 4 回とも @ u 105 で c が演奏されますが 

@ u 100| :4 u +5 c :| 

としたときは @ u 105, @ u 110, @ u 115, @ u 120 でそれぞれ演奏されます。 
なお、管理は @ u と u はまったく別です0ですから、 

@ u 5 |:3 @ u +50 c u -5:| d 

としたとき @ u 55 で 3 回 c が演赛され齔50で d が演奏されます。 ' 

u のみの指定は、それまでに*浚に設定した @ u をもう1回設定するの 
で' 

@ u 110| :10 u -2 c : |u e 

のように、ループで変化してしまったベ□シティを元に戻すことがで 
きます。この例では、直前のベ□シティ値によらず e は @ u 110 で演奏さ 
れます。 

ただし、 

@ u 110 c @ u -2 due 

のように、 @ U 相対べ□シティを使用した場合は @ U の値自体が変化して 
しまうので、 U のみの設定は意味を持たなくなります0この例ならば e 
は d と同じく® U 108(110 - 2) で演奏されます。 

このように U ，@ U を使い分ければ、複雑で裹度なシーケンスをするこ 
とができます。 

@ u は、ループなどの彩 1 ff を受けない大域的な設定、 u はループ等の彩 
冒を受ける局所的な設定というわけです。 


たとえば、 

zl 27,99,80 cdefg 

とすると c はべロシティ127で、 d はべロシティ99で、 e はべロシティ80で、 
ここで f は再びべロシティ127で、 g はべロシティ99で発音される。 

偷は最大128個まで3己述することができ、1個のみ指定したときは @ U と 
まったく同ほに機能する0数侦の頭に土を3己述すれば ffl 対指定が可能であ 
る。 

数滴をまったく两かずに* Z ’ のみ記述するとべロシティシーケンスの 0 F 
F と解釈される。また、ベロシティコマンド @1)/1) を使用してもベロシティ 
シーケンスは解除される0 

ベロシティシーケンスはループコマンドを無視して処理されるので、 

z 99，100，127 |:100 c :| d e 

とした場合 c が100回べロシティ99で、ループ外の d がべロシティ100で 、 e 
がべロシティ127で演奏される。 

音源では音*とべロシティが同矜に扱われるので、設定された値に対 
応した絶対音 B で発音されることになる。 

MIDI バートでは、楽器によってはベロシティの変化にともなって音色の 
ニュアンスや音色を切り変えることができるのでそういった機能と合わせ 
て使えばかなり興味深い効果を得ることができる。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 



ンスポーズ/デ 


FM ADPCM MIDI キート ランス ポーズ 
Kn 

• n :-127 〜127 

音桴を半音単位で上下させる（キートランスポーズ）。 n は n 半音を意味 
し、設定範囲は- 127$ n $127( 土10オクターブ程度に相当）。初期値は0、 
またニュートラル（中央値）も0である。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 


FM ADPCM MIDI デイチューン 
@Kn 

• n :-7680 〜+7680 

キートランスポーズを1/64半音単位で行う（いわゆるデイチューン）。設 
定可能範囲は- 76809^7680( ±10オクターブ程度に相当）。初期値は0、 
またニュートラル（中央値）も0である0 
K と @ K はまったく管理が別である。たとえば、 

@ kl 0 cdefg 

の頭に kl をつけて、 
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kl @klO cdefg 

としたとすると 1 半音と 10/64 半音上にビッチシフトされて cdefg が演奏さ 
れる。 

いちいち MML を*き直すことなく各バートの MML の頭に K コマンドを窖く 
だけでディチューン等も考慮した fc 綢が実現できる。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM.XM み込み時のみである。 


[FMl[ADPCM, : MIDI ] ディチューン 
@ Bn 

• n :-8192 〜+8191 

ベンド値（ディチューン）を設定する。 @ K とまったく同じ機能をすると 
考えてよいが1オクターブ= 8192で換»される点が違う。ユーザーが MIDI 
音源に懼れている場合は卵を、 FM 音源に懦れている場合は @ K を使うとよい, 
設定範囲は- 8192$ n $8191 で、初期 te は0、ニュートラル（中央値）も0であ 
る。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 


rFMirADPCMNMIDIl 
@ Knl,n2,dly,bnd 

• nl : -7680〜+7680 


オー トベンド 


開始デイチューン碴 （64: 半音） 

• n 2:-7680 〜+7680 終瑙デイチューン值 （64: 半音） 

• dly : 〇〜32767 遅延時間 

• bnd : - 32767〜+32767 (正）変化所用時間，（白）播蜣時間， （0) いずれも 

設定しない 

@ K の後ろに2つ以上のバラメータを离くとオートペンドの設定となる0 
オートベンドとはデイチューンを一定時間内に滑らかに変化させる表現方 
法のこと。 

nl はベンド開始デイチューン偵 
n 2 はペンド終了デイチューン偷、 

dly はデイレイ硝でベンドの開始までの遇延時間に相当する。单位は絶 
対音長。 

bnd は正値の氓合は変化にかける時間を表す0灼湞の場合では、ベンド 
を完了してどのくらいの時間、ペンド終了デイチューンを榭枝するかを設 
定する。0にするとデイレイ以後、発音する音符の音長のすべてを使って 
ペンド終了デイチューンまで変化する設定となる。 
dly と bnd は省略可能。杏略時は以前の設定値が起用される。 

初期値は nl , n 2, dly , bnd ともに0である。 

オートペンドを実行中に PK および卵にてデイチューンを設定した場合、 
オートベンドの方は以降、強制的に OFF とされる。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 

オートベンド中も各音符は0コマンドの影響を受ける点にも注意するこ 
と。たとえば、 

@ k 0, 768,0 q 4 b - 

とした場合は1オクターブ上の b - に連する前にキーオフしてしまう。 


例）（ペンドレンジ（*1)が1オクターブになっている場合） 

@ k 0,- 64,24 cl 

発音後、24カウント後から音程が下がり始めキーオフまでに半音 （64=1 
半音）下がる。 

执0,128,12,24 c *64 

では発音後12カウント後音程が上がり始め、ここから24カウントで目旳 
の音商にたどり§き、28( 64-12-24) カウント分、+128の音高を保ち続ける。 

(*1)ベンドレンジは FM は±1オクターブに固定、 MIDI は後述の @ G コマンド 
で変史可能である。 


1M 一 : AD—PC—M_: : MIDI] 
@ Bnl,n2,dly,bnd 

• nl :-8192 〜+8191 

• n2:-8192 〜+8191 

• dly : 〇〜32767 

• bnd :- 32767〜+32767 


オー トベンド 

問始ディチューン値（半音= 683) 

終}*ディチューン値（半音= 683) 

遅延時間 

(正）変化所用時間,（負）継統時間，（0> いずれも 


設定しない 

卵の後ろに2つ以上のバラメータを角くとオートペンドの設定となる。 
バラメータ nl , n 2 の変化レートが肖なるだけで機能自体は抓 nl , n 2, dly , 
bnd と同じ。 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 


FM, ADPCM ； MIDI] ボルタメント 

(k1,k2)n,dly,prt 

[k1,k2]n,dly,prt 

• kl : c , d , e , f . g , a,b ボルタメント開始音階 

• k 2: c , d , e , f , g , a,b ボルタメント終了音階 

• n : l 〜32767 絶対音長 

• dly : 〇〜32767 遅延時間 

• prt ン32767〜+32767 (正）変化所用時閜 ,（ ft ) 継統時間，（0> いずれも 

設定しない 

ボルタメントを行う。 

kl はボルタメント開始音階 MML 。 

k 2 はボルタメント終了音階 MML 。 

このほか、以下の MML を （）， □内に3己述できる。 

调号 # + - ! 

音長 1〜（付点も可） 

絶対音長 *1 〜 *32767 

オクタ-广77ンド 0-1 〜09 

オクタ - r スイッチ < > 

和音コマンドとは違い、オクターブコマンド、オクターブスイッチは 
(〜），[〜 ] 外へも影*する。 


ボルタメント開始音階 
ボルタメント終了音階 

絶対音長 
遅延時間 

(正）変化所用時閜 ,（ ft ) 継統時間，（0> いずれも 


オートベンドとボルタメント 



オートベンドとボルタメントの異体例と両コマンドの対象デバイスにお 
ける効果の相違点について少し解说します。 

(c+4<<c+),8 

は c + をディレイで指定した8カウント分演奏したあと、4分音符一8カウン 
卜の時間内に2オクターブ上の c + まで上昇します0オクターブスイッチの 
影 S で以降2オクターブ上になることに注意してください。 

( g , e )244 e 

は絶対カウント24の時間内に g から e へビッチダウンを行いキーオフせず e 
へつなぐことになります。 

ここで注意がひとつあります。以上2つの例は FM 音源においてのみ有効 
です。 1 つ目が実現不可能なのは、 MIDI では楽器側のベンドレンジが 1 才 
クターブと想定して処理しているため1オクターブを超えたボルタメント 
は不可能だからです。 

内蔵 FM 音源は音程がリニアな構造をしているため発音可能範囲内であれ 
ば任意の音程を出力可能ですが、 MIDI においてはボルタメントは（オート 
ベンドも）ベンダーホイールの上げ下げでビッチをコントロールしている 
ため 2 つ目の例を MIDI に対して行うと FM 音源とは違った動作を示してしま 
います 0 2 つ目の例を FM 音源と同じ効果を MIDI で実現したい場合は、 
(9,e)24&g 

ということになります。つまり MIDI においてのタイはキーオフせず、 ベン 
ダー値を以前のまま保持することを意味しているのです。同様に、 


〇4 ( c < c)&c 

は FM 音源では〇4の c から1オクターブ上の〇5の c へボルタメントを実行し〇5 
の c へ音をつなぐことができますがこれと同じことを MIDI で実現するため 
には、 

〇4 ( c < c)&>c 

あるいは、 

〇4 ( c < c )& o 4 c 

としなければなりません。 MIDI の場合は発音後どれくらいベンダーホイー 
ルを動かしたかで音程をコント□ールするのでタイの場合はボルタメント 
の開始音を*かなければならないのです。 

このような相違点はオートベンドコマンドにも見られます。 

@b0, 683,0 c4 (683 = 8192/12=1 半音） 

では FM 音源では c 4 が c +4 へ向かって上昇します。そして c +4 を持続したい場 
合、 FM 音源の場合ならば、 

@60,683,0 C4&C+4 

とすればよいのですが MIDI の場合は、 

@b0, 683,0 c 4 Ac 4 
としなければならないわけです0 

ところが MIDI パートも前述のタイモード設定コマンド @ J で @ J 1 として FM 
音源互換モードに設定すれば、 MIDI パートでもまったく FM 音源と同じ感宽 
でタイ/スラーを使用することができます。 



音長は（〜），[〜 ] の外に絶対音長で*くこともできる。外に*いた場合は 
をつけるつけないに関わらず絶対音長と見なされる。絶対音長指定では 
ri は OSng 32767まで設定可能なので全音符以上の発音時間を設定すること 
もできる。 

音長は省略するとデフォルトの音長 ( L または礼コマンドで指定したもの） 
が起用される。 

dly はディレイで絶対音長単位でボルタメントが始まるまでの遅延時間を 
設定することができる。設定可能範囲は 0 Sdly $32767。 

prt は正値の場合はボルタメントにかける時間を表す 0 負値の場合はボル 
タメントを完了してからどのくらいの時間、終了音高を綹続させるかの設 
定となる。0にするとディレイ以後、発音する音符の音長のすべてを使って 
目的の音高までポルタメントを実行する0 
dly と prt はともに省略可能。省略時は以前の設定値が起用される。 

MIDI 楽器において、後述の @ G コマンドでベンドレンジを12(けクタ-: T ) 以 
外に変更したとき、あるいは MIDI 楽器のベンドレンジが12に設定されてい 
ないときの動作は表記通りにならない。 

例1 

o 4( g 2< g ) 
o 4[ k 2 く g ] 

オクターブ4の g で発音し、2分音符分鳴り終えるまでにオクターブ5 
の g まで滑らかに音程を変化させていく。コマンド終了後はデフォルトオ 
クターブは5になっていることに注意。 

例2 

( o 3 d *96, e ),48 

[ o 3 d *96, e ],48 

オクターブ3の d で発音し、このビッチで48カウント分演奥し、それ以降 
絶対音 R 96 で消音するまでにオクターブ3の e まで音程をシフトしていく。 

例3 

( o 3 eo 4 d )48 f 24,-8 

[ o 3 eo 4 d ]48,24 l -8 

オクターブ3の e で発音し、24カウント分、元の音葙を持続し、16カウン 
卜 （=48-24-8) の時間内でオクターブ4の d までボルタメントする。そして才 
クターブ4の d の音 ffl を8カウント分保持して消音する。 

ボルタメント音符も Q コマンドの影*を受ける点にも注意すること。たと 
ぇば、 

q 4 ( b -< b -) 

とした場合は1オクターブ上の b - に連する前にキーオフしてしまう0 
AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM . X 組み込み時のみである。 


2 つのポルタメントコマンド（〜），[〜 ] の相違点 

Z-MUSIC ver .3.0 から新設された[〜】によるボルタメントは MIDI バー 
卜で、その違いが表れます0 FM 音源や ADPCM バートではまったく同楗 
能として働きます。 

MIDI パートでは、ある音程から目的の音程へ変化させる場合、始ま 
りの音程を基準にするか、目的の音程を基準にするかを選ぶことがで 
きます。 

たとえば、 

( c ， e ) 

[ c ， e 】 

というようなドからミへのボルタメントを考えた場合を見てみます0 
前者 （ c , e ) では c を発音後、これの音程を徐々に上げていき、目的 
の e の音程に達したときに処理を止めます0つまり e の音は c の音を 
3度上げた音なのです。これを分解して表記すると（半音与683とする）、 

@ b 0 c & .... @ b 2732 c 

のようになります。 

これに対して後者 [ c , e ] は、目的の音程 e を3度下げた c の音程で 
発音し、音程を上げて e 本来の音程に達すると処理を停止します。こ 
ちらは分解して表記すると（半音= 683とする）、 

@ b - 273264 .... @ b 0 e 
のようになります。 

これらになんの違いがあるかは楽器の性質に依存します。たとえば 
PCM 系の音源の場合は、サンプリングしたベースノー トの音窩付近が 
もっともリアルに聴こえますのでボルタメント前後でもっとも長く鳴 
らす音程がベースノー トに近くなるようにする、などの細かい工夫が 
行えます。 


MIDI, ベンドレンジ変更 
@ Gn 

• n :0-127 

ベンドレンジの設定を行う。 n の有効範囲は MIDI 楽器によって異なる。ま 
た、外部からベンドレンジを操作できないものや、ブログラムチェンジ（音 
色切り換え）時に初期化されてしまうものなどがあるので、手持ちの楽器の 
マニュアルをよく說み、仕様を理解してから使用すること。ベンドレンジ 
を変更すればオートベンドコマンドを用いて1オクターブ以上のベンドを 
行うこともできるが、ボルタメントの効果も変化してくるので注意するこ 
と。 

初期 ffi は n =12( l オクターブ）を設定しているが、楽器⑽がペンドレンジを 
変更できないものであれば不定である。 

FM 音源バートや AD PCM 音源バートでは常に n =12( l オクターブ）に固定。 



FM ADPCM MIDI 1 バンポット 
Pn 

• n : 〇〜3 

バンボットの設定を行う。設定範囲は 0 Sn $3。 初期値は3。 

0は出力停止、1は左、2は右、3は中央。 

FM 音源では P 0 はミュートに相当するが MIDI ではこれに対応する機能がな 
いので便宜上扒〇 ¢110を行う0通常は MIDI では P 0 は用いないこと。 

例 

PI cde P 2 fga P 3 b 

( cde が左から， fga が右から， b が中央から演赛される) 

FM ADPCM MIDI パンボット 

@Pn 

• n : 〇〜127 

バンボットを多段階指定する。一応 M 1 D 1 W 用だが FM/AD PCM に設定した場 
合は ffi に応じて3段階の左/中央/右に変換される。 

設定範囲は127であるが MIDI 楽器によっては無効となる場合がある 
( M 1, SY 77 など）ため、各 MIDI 楽器のマニュアルでバンボットが可変かどうか 
確認すること0 

FM ADPCM ； MIDI 相対パンボット 

@ P 土 n 

• n :-127 〜+127 

バンボット（即）を相対旳に設定する。設定範囲は- 127$ n $ + 127 で、演» 
の結果、オーバーフローを起こした場合は0または127へ修正される0 

例 

@ p 64|:10 tp +5 cl 6 :| 

(音が中央からだんだん右へ鳴るようになつていく） 


パンボット 

□ーラン KMT -32 系 （ CH -32 L , CH -32 P , CM -64 L , CH -500) のパンボット 
は実は MIDI 規格とは正反対の値で音場が切り換わります 0よっ て P 1, P 2, 
P 3 はそれぞれ MT -32 系においては R , M , L と音場が切り換わります。 

Z - MUSIC は MIDI 規格に従って左を @ P 0、 中央を @ P 64、 右を @ P 127 として 
います0 

FM 音源やその他の MIDI 楽器と同じ音場を得るために MT -32 系をご使用 
の方は背面のアウトプットを左右入れ換えて接続することをおすすめ 
します0 _ 



TM ADPCM MIDI ； テンポ 
Tn 

• n : 卜32767 

テンポを設定する。設定範囲は使用タイマやマスタークロックの値によ 
り変動する。 

n は1分間の4分音符の数に相当する。 

初期値は120。ひとつのトラックで指定すると全トラックに影響する。 

7M'「ADPCf MIDI] 相対テンポ 

T 土 n 

• n :- 32768〜32767 
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テンポを相対的に設定する。演篝の結果有効範囲を超えてしまった場合 
は設定可能範囲内に自動修正される。 

ひとつのトラックで指定すると全トラックに影響する。 


lFMJ ADPCM ； [MJDI 」 タイマ設定 
@ t n 

• n : 〇〜16383 

割り込み阛期を割り込みタイマへ直接設定する。機能旳には T コマンド 
と同じだがバラメータ n が割り込み阓期である点が違う。通常の音楽制作 
では使用しない。 

以下に各タイマとテンポの相関を表す。（マスタークロック=192のとき）、 
タイマ A = 1024 — （78125/ テンポ） 

タイマ B = 256 — （ 78125テンポ）/16 
M 1 D I タイマ=30，000,000/ ( 192拿テンポ） 

ひとつのトラックで指定すると全トラックに影*する。 


iFM ADPCM MIDr 相対タイマ設定 

@T±n 

• n :- 32768〜32767 

タイマ礆を ffl 対的に設定する。町同様通常の音楽制作には用いない。演 
W の結果有効範囲を超えてしまった場合は設定可能範囲内に自動修正され 
る。 

ひとつのトラックで指定すると全トラックに影譬する。 


音色/パンク 



、FM ADPCM MIDI ； 音色切り換え 
@n 音色番号 

• n : l 〜32768 

音色を音色港号 n に設定する。初期 fifi なし。 

MIDI では129以上の値を設定すると音色バンク切り換えのメッセージも 
同時に送出される。 

バンク上位 值 =((n » 14). and .$7 f ) 

バンク下位 値 =((n » 7). and .$7 f ) 


FM .ADPCM MIDI ; 音色切り換え 
@n1,n2 

• nl : 〇〜 16383(255) バンク番号 

• n 2: l 〜 128 音色番号 

音色を、バンク nl , 音色番号 n 2 に設定する。初期 fifi なし。 

FMg 源 、 AD PCM 音源バートのバンクは 0-255 が有効範囲。 

MIDI では音色バンク切り飧えのメッセージも同時に送出される。 
バンク上位値 =《（ nl » 7). and .$7 f ) 

バンク下位值 =( nl . and .$7 f > 


圆音色切り換え 
@n1 : n2,n3 


• nl 

〇〜127 

バンク上位 

• n 2 

〇〜127 

バンク下位 

• n 3 

1-128 

音色 番号 


音色を、バンク nl : n 2, 音色番号 n 3 に設定する。初期偵なし。 

FM 音源、 ADPCM 音源バートのバンクは nl *128 叶2で与えられる。 

MIDI では音色バンク切り換えのメッセージを nl を上位バンク偵として、 
n 2 を下位バンク値として送出する。 


[FM .ADPCM；；MIDIi バンク切り換え 
In1,n2 

• nl : 〇〜127 バンク上位 

• n 2:0 〜127 バンク下位 

音色のバンク切り換えを行う。 

KORG の WAVESTATION 、 ROLAND の GS 音源などでは音色がバンクごとに分か 
れており、音色切り換えはこの命令でバンクを指定してから行う。同ーバ 
ンク内で切り換えを行う場合は一度設定すれば以降設定する必要はない。 

nl はバンク番号上位、 n 2 はバンク番号下位を表す。バラメータは省略す 
ると強制的に0になる。 

GS 音源ではバンク切り換えバラメータの上位のみ有効としているので 
Ini 

のみでバンク （ GS 音源ではバリエーションと呼んでいるが） nl へ切り換える 
ことができる。 

WAVESTATION ではバンク切り換えバラメータの下位のみ有効としている 


ので、 

10, n2 

でバンク n 2 へ切り換えることができる。 

例 

iO 1128 
i 0,12 #11 


FM 音源 , AD PCM 音源パートのバンク 

FM 音源パートの音色はリニアに1〜32768まで存在しこれらを直接任 
意の音色に切り換えることができます。しかし、 MIDI パートと同じよ 
i うに音色番号を1〜128までとし、これらが〇〜255のバンクに分かれて 
いると想定して取り扱うことも可能です。たとえば、 

@221 

は ユーザーの 好み次第で、 

10,1 @93 

とすることもできます（0*16384门》128+93 二 221)。 

AD PCM 音源バートの場合は、後述の [ PCM _ MODE ] の設定によって扱い 
が多少異なります 。 [PCMJWDE TIMBRE 】 のときは FM 音源/ MIDI パートと 
同じで、〇〜255のバンク、1〜128の音色番号で管理することができま 
す。 

一方 [ PCM _ M 0 DE TONE ] ではバンクの設定はバンクという概念はなく、 
音色番号1〜256でトーンセットを切り換えます。 MML では@1〜256はも 
ちろん、10〜255でも便宜上切り換えることができます。 



FM, ADPCM MIDI アフタータッチシーケンス 

@ Z nl ,… ， n8 

• ni : 〇 〜127 

アフタータッチを音長の 1/8 時間单位で設定する。これを Z-MUSIC ではア 
フタータッチシーケンスと呼ぶ0発音後の音のニュアンスを細かく変化さ 
せることができる。たとえば、 

@z 127,120,110,127,80,60,50,10 

として絶対音 M192 の音長でキーオンしたとすると、キー音直後から 24( = 1 
92/8) カウントごとに、アフタータッチが 127,120,110 ，•••と変化していく。 

MIDI 楽器によっては発音後の鍵盤を押す強さ（即ちアフタータッチ）によ 
って音色のニュアンス等を変えることができ、サンブラーなどでは全く別 
の音色を発音させることも可能なので使用方法によってはかなり興味深い 
効果を得ることができる。 

FM 音源や ADPCM 音源バートでこの拽能を使用した坳合は発音後の絶対音 
■を設定値で変化させることができる〇ソフト エンべ ローブなどを実現し 
たい場合に威力を発渾する（もちろん MIDI 楽器の設定でアフタータッチに 
対応する効果を音置に設定しておけば FM 音源バートなどと同じようにソフ 
トエンべローブ 的な効果を得ることができる）。 

バラメータは任意の位黄で S 略可能で、数偵の頭に土をっけることによ 
って相対的な値の指定も可能である。たとえば、 

@zl27,,,10 

@z""120"l 

@z,,120"-10,+5 

といった記述が可能である。省略した部分は前の値を持続するということ 
になり、その間はアフタータッチの情報は送信されない。 

相対指定時にオーバーフロー/アンダーフローを起こした谕は有効範囲 
内の最大値，最小値に修正される。 

偵をすべて省略した場合はアフタータッチ • シーケンス解除と解釈され 
る0 

例 

§Z 

AD PCM 音源部で使用可能となるのは MPCM.X 組み込み時のみである。 



TM ADPCM MIDI ビブラートデブス 
@Mn1,n8 … （ 1) 

または 

@Mn … （ 2) 

• n , nl 〜 n 8:- 32768〜32767 

ビッチモジュレーション（音程を細かく震わせる）の振幅設定を行う。 
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(1)1/8 モードビッチモジュレーション 
発音後、音長の1/8時間単位で振幅（モジュレーションデブス）を変化させ 
ることができる。設定可能範囲は FM 音源は-32768 Snl 〜 n 8$32767、 MIDI の 
ノーマルモー ドは 〇刍 n l 〜 n 8$127、 拡張 モー ド時は- 768$ nl 〜 n 8$768(-81 
92 Snl 〜 n 8 彡8191)。 

値は任意の位 B で省略可能、8個まで記述でき、相対指定も可能で、 
_，，，50,127 
軸"，，127 
#b,,120,-10, +5 
といった記述が行える。 

1/8モードを指定した場合は後述のデイレイコマンドで設定したデイレイ 
値は無視される。 


(2) ディレイモードビッチモジュレーション 

振_(モジュレーションデブス）をひとつだけ設定する。振幅の設定範囲 

は 一32768 $ n $32767。 

後述のディレイコマンドで設定したディレイのあと n の深さでビッチモ 
ジュレーションを実行する。 

初期値はいずれのモードにおいても0。またすベての®を省略した場合は 
モジュレーシヨン解除のスイツチとなる。 

例 

■ 


[ 


ARCC(Assignable realtime 



FM ADPCM MIDI—, ARCC コント ロール設定 
@Cn f r,m 

• n : 〇〜127 コントロール番号 

• r : 〇〜127 リセット ffi 

• 〜127 波形基準 fifi 

任意のコントロールチヱンジ n を選び、これを本命令で登録しておくと、 
後述の@ A コマンドにて、そのコントロールチェンジで音源をリアルタイ 
厶にコントロールすることができる。これを Z - MUSIC ではアサイナブルリア 
ルタイ厶コントロールチヱンジ （Assignable realtime control change ) と 
呼ぶ（以後 ARCC )。 

MIDI の場合はコント ロール チェンジ番号の有効硝は MIDI 楽器によって界 
なるので各栾器のマニュアルのインブリメンテーシヨンチャートを参考の 
こと0 

FM 音源では独自の、 


$80= PANP 0 T 

(0-127) 

*1 

$81 =PMS 

(0-7) 


$82 =AMS 

(0-3) 


$84 =AMD 

(0-127) 


$85 =PMD 

(0-127) 


$86= LF 0 SPEED 

(0-127) 

*2 

$87= N 0 ISE 

(0-63) 



が対応している0なお （） 内の数値は各コントロールの有効範囲を表してい 
る。 

*1 バラメータ的には 0-127 で行われるが実際の効果は左、中央、右の3段 
階にしかならない 

*2 FM 音源のレジスタには 0-127 の2倍の値 (0-254) が*き込まれる。 

AD PCM においては コン ト ロール 番号は MIDI に準拠しているものの、現在 

では以下の、 

7二 VOLUME 10= PANP 0 T 11= EXPRESSI 0 N 
の3つのみしかサボートされていない0 

r は、 ARCC の実行を解除したときに登録したコント ロール チェンジ n に 
対して行うリセット値。省略時は〇となる。 

m は、後述の拡張 ARCC モード使用時に使用可能となるプリセツト波形や 
ユーザー 波形の基準値となる値（拡張 MMUARCCn . WAVETORM 】 を#照）。 


[ADPCMirMIDIl ARCC デブス 
@ Anl , n8 …⑴ 

または 

@An … （ 2) 

• n ， nl 〜 n 8:-128 〜127 


(1)1/8 モード ARCC 

免音後音長の1/8時間単位で先述の @ C で登録したコントロールチヱンジへ 
値を送信し音源を制御することができる。値の設定範囲は OSnl 〜 n 8 S 127 
(拡張 ARCC モード時には股定範囲は- 127$ nl 〜 n 8 S 127) 。 


値は任意の位置で省略可能、8個まで記述でき、相対指定も可能で、 
# a 60,,, 50,127 
• a ", “27 
私，，120,-10パ5 
といった記述ができる。 

こちらのモードを指定した場合は後述のディレイ•コマンドで設定した 
ディレイ値は無視される。 

(2) ディレイモード ARCC 

ARCC の設定値をひとつのみ設定する。設定範囲は 0$ n $127 (拡張 ARCC モー 
ド時には設定範囲は -127$ nS 127) 。 

後述のディレイコマンドで設定したディレイのあと、 n の値で @ C 命令で 
登録したコントロールチェンジを実行する。 

初期値はいずれのケースにおいても〇〇また、すべての値を省略した場合 
は ARCC 解除のスイツチとなる。 

例 

@a 



FM トレモ□操作対象オペレータ設定 

@Cm 

• 0 K _〇〜 XII 11 

X 680 x 0 の FM 音源は4つのオペレータ（発振器）によって構成されている 
がその1〜4の4つのオペレータのうち、どのオペレータに対してアンブリ 
チュードモジュレーションの処理を施すかを設定できる0特殊な効果（たと 
えばワウワウ効罙）を表現したいときなど以外は特に股定する必要はない。 
バラメータの m はビット m 成を取っており、 

d 3 d 2 dld 0 

A A A A 

I オペレータ 1 
オペレータ 2 
オペレータ 3 
オペレータ 4 

ビッ ト=1に対応するオペレータに対してモジ ュレ ー ション 処理を施す。 
なお、この コマン ドで設定した設定値は次回の音色切り換えまで有効で 
ある。音色切り換え時にはその音色のキャリアオペレータに対してモジュ 
レー ション 処理を沲すような設定値が自勛旳に設定される。 

本命令は FM 音源に対しての知诹を必要とする。 

例 

@ cX 1001(オペレータ1と4にモジュレーション処理をする） 

FM トレモ□デブス 

@ Anl ，—, n8 …⑴ 

または 

@ An … （ 2) 

• n , nl 〜 n 8:-128 〜127 

アンブリチュードモジュレーション（音■を細かく震わせる）の振幅設 
定を行う。 

(1) 1/ 8モードアンブリチュードモジュレーション 

発音後音長の1/8時間单位で振輻（モジュレーションデブス）を変化させる 
ことができる。の設定範囲は- 127$ nl 〜 n 8$127。 値は任意の位牌で省略 
可能、8個まで記述でき、相対指定も可能で、 

例 

50,127 
如…，127 
@ a ,,120,-10,+5 
といった記述ができる。 

こちらのモードを指定した場合は後述のディレイコマンドで設定したデ 
ィレイ値は無視される。 


(2) ディレイモードアンブリチュードモジュレーション 
振幅をひとつのみ設定する。設定範囲は- 127$ n $127。 後述のディレイ 
コマンドで設定したディレイのあと、 n の振幅でモジュレーションを開始す 
る。 

初期値はいずれのケースにおいても〇〇また、すべての値を省略した場合 
はアンブリチュードモジュレーションの解除スイツチとなる。 

例 


@a 
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■モジユレーシヨンサブパラメータ 


[FMJlADPCMj MI_DIJ ディレイ 
@Hn1,n2 

• nl : 〇〜32767 

• n 2:0 〜32767 

FM 音源のビッチモジュレーション、アンブリチュードモジュレーション、 
または MIDI のビッチモジュレーション、 ARCC 、 拡張ビッチモジュレーショ 
ン、拡張 ARCC のディレイモード用のディレイを設定する。 
nl はビッチモジュレーション用のデイレイ。 
n 2 はアンブリチュードモジュレーション/ ARCC 用のディレイ。 

値はどちらか一方の省略は可能。初期値はともに0。 

例 

帥24，10 (闹方同時に設定） 

@ h ,10 (アンブリチュードモジュレーション/ ARCC / 拡張 ARCC のディレ 
イのみ設定する） 

@ h 24 (ビッチモジュレーションのディレイのみ設定する） 

: FM ： [APPCM1：MTDL スピード 
@ Snl,n2 

• nl : l 〜32767 

• n 2: l 〜32767 

FM 音源のビッチモジュレーション、アンブリチュードモジュレーション 
(または MIDI の拡張ビッチモジュレーション、拡張 ARCC モード時 >のモジュ 
レーションスビードを設定する。設定範囲は l $ nl , n 2$32767。 

本命令は MIDI バートのノーマルモジュレーションモードではまったく考 
慮されないもので、 MIDI バートにおいては拡張モードのときのみ有効とな 
る。 

実際の波形にどう影*するかは拡張 MMUVIBRATO . WAVEFORMUARCCn.WAV 
EFORM ] の項で解説するが、偵が小さいほど«速に、偵が大きいほど低速に 
音が振勛する。 

侦はどちらか一方の省略は可能。初期侦はともに6。 

例 

@ s 24,10 (両方同時に設定） 

@ s , 10 (アンブリチュードモジュレーション/拡張 ARCC のスピード 
のみ設定する） 

@ s 24 (ビッチモジュレーションのスビードのみ設定する） 

FM ADPCM MIDI ； 波形タイプ選択 
Snl,n2 

• ril : 〇〜4,8〜32767 (5 〜7は未定《、使用不可） 

• n 2:0〜4,8〜32767 (5 〜7は未定疼、使用不可） 

FM 音源のビッチモジュレーション、アンブリチュードモジュレーション 
(または MIDI の拡張ビッチモジュレーション、拡張 ARCC モード時）のモジュ 
レーション波形をセレクトする。 

nl がビッチモジュレーション用の波形、 n 2 がアンブリチュードモジュレー 
ション用（または拡張 ARCC ) の波形に対応する。 

波形は波形番号〇〜4がブリセット波形で、波形番号8〜32767がューザー 
定義波形となる0スビードや振幅バラメータの波形への影響にっいては拡 
張 MML [ V IBRATO • WAVEFORM ],[ ARCCn . WAVEFORM ] の項で図解する。 

プリセット波形 

0:鋸歯波1:矩形波2:三角波3:ワンショット鋸阑波4:ランダム波 
値はどちらか一方の省略は可能。初期偵は共に2の三角波。 

例 

sl . l (両方同時に設定） 

s ,2 (アンブリチュードモジュレーション/拡張 ARCC の波形のみ設定） 

S3 (ビッチモジュレーシヨンの波形のみ設定） 


: FM: [ADPCMl_1 1 モシ • ュレ - ション • ホ - ルト • （同期設定） 

Hn1,n2 

• nl :〇〜1 

• n 2:0 〜l 

FM 音源のビッチモジュレーション、アンブリチュードモジュレーション 
(または MIDI の拡張ビッチモジュレーション、拡張 ARCC モード時）のモジュ 
レーション波形を、キーオンと同期して初期化させるか（同期モード）、キー 
オンと同期して初期化せずに波形タイブの切り換えが起こるまで樾続（ホー 
ルド）させるか（非同期モード）を設定する。 

nl がビッチモジュレーション用、 n 2 がアンブリチュードモジュレーショ 
ン用（または拡張 ARCC ) の同期/非同期設定バラメータとなる。 

値はどちらか一方の省略は可能。初期値は共に0の同期モードが設定さ 


波形メモリの効能 

Z - MUSIC ではユーザーが定義したユーザー波形（波形メモリ）を使っ 
てビッチモジュレーション（以下 PM )、 アゴーギク、アンブリチュード 
モジュレーション（以下 AM )、 ARCC 、 エンハンスドべ□シティシーケン 
スを実行することができます。 Z-MUSIC ver .2.0 では、波形メモリを 
使用した場合、振幅値は意味を持ちませんでしたが ver .3.0 以降では、 
振幅値が有効となります。ピッチモジュレーション、アゴーギクでの 
原波形振幅漣は256に相当し、効能値は、 

! 波形値 x 振蝠+ 256 

で求められます0また、アンブリチュードモジュレーション、 ARCC 、 
エンハンスドべ□シティシーケンスでの原波形振幅値は32に相当し、 
効能値は、 

波形値 x 振幅+ 32 

で求められます 0 よって、 ver .2.0 で波形メモリを用いた演奏データ 
を ver .3.0 で潢奏させた場合は、やや演奏のニュアンスが異なってく 
る場合がありえます。万が一そう感じた場合は ver 3.0 を、 

A > ZMSC 3 -2 

のように’ -2* オプションをつけて常駐させてから演奏させると ver . 2. 

0と同等の演奏が碍られます。 

以下に音源バート別にその効能を示します。 

參 FM/AD PCM 音源バートのビッチモジュレーションで使う場合 
波形データは半音を64とした値で処理されます。各値がそのチャン 
ネルのディチューンと加算されて、それがその瞬間のビッチとして決 
定されます。たとえばディチューンが10のときに波形メモリのデータ 
が0,5, — 5のとき、振幅が原;皮形指定 （=256) だったとすると10 +0=10, 
10 + 5=15,10 — 5 = 5がそれぞれその瞬間のビッチになります。 

例 

( tl ) & n 256 @ s 6 s 8 @ h 40 順位相で波形メモリ8番を FM . PM で実行 
( tl ) @ m -256 @ s 6 s 8 @ h 40 逆位相で波形メモリ 8 番を FM . PM で実行 
參 FM 音源/ ADPCH 音源バートのアンブリチュードモジュレーシ 
ョン （ ARCC ) で使う場合 

波形データはそのチャンネルのボリューム値に加算され、その和が 
その瞬間の音5として決定されます〇音*の範囲は〇〜127ですがこの 
範囲を越えた場合はこの K 囲内に修正されます。たとえば音 S が @V 
125のとき波形メモリのデータが、0,5, — 5のとき、振幅が照波形指定 
(=32) だったとすると125 + 0=125,125 + 5 = 127(130)125 — 5 =120がそ 

れぞれその瞬閭の音 i になりま r 0 
例 

( tl ) @ a 32 @ s ,6 s ,8 @ h ,40 順位相で波形メモリ 8 番を FM . ARCC で実行 
( tl ) @ a -32 @ s ,6 s ,8 @ h ,40 逆位相で波形メモリ 8 番を FM . ARCC で実行 
參 MIDI パートの拡張ビッチモジュレーションで使う場合 
拡張モジュレーションモード時には FM 音源バートと同様な効果を谔 
ることができます。拡張モジュレーションモードには振幅を半音=64 
にするか半音=683(ベンドレンジ=12のとき）にするかの2つのモー 
ドがありますが波形データはこの影*を受けます。たとえば波形デ ー 
夕が683で、振幅が原波形指定 （=256) だったとすると半音=64モード 
時には683/64 = 10半音分の変化*になりますが半音= 683モード時に 
は1半音分の変化ことなります。用途に合わせて使い分けてください。 
例 

( tl ) ml @ m 256 @ s 6 s 8 @ h 40 
順位相で波形メモリ 8 番を MIDI •拡張 PM で実行 
( tl ) ml @ m -256 @ s 6 s 8 @ h 40 
逆位相で波形メモリ8番を MIDI •拡張 PM で実行 
• MIDI パートの拡張 ARCC で使う場合 
各波形データは ARCC ニュートラル値 （@ C の第3バラメータ）と加算 
して、その和がコント□ールチ:！：ンジへ出力されます。応用次第で疑 
似ランダムオートパンボットや FM 音源のような自由波形による音矍モ 
ジュレーションなども実現できます。 

例 

( tl ) m ,1 @ a 32 @ s ,6 s ,8 @ h ,40 
順位相で波形メモリ8番を MIDI • 拡張 ARCC で実行 
( tl ) m ,1 @ a -32 @ s ,6 s ,8 @ h ,40 
逆位相で波形メモリ 8 番を MIDI •拡張 ARCC で実行 


れている。 

例 

hl , l (両方同時に設定) 



=%00011 (ビッチモジュレーション / ARCCO を ON 。 それ以外を OFF ) 


h,l (アンブリチュードモジュレーシヨン/拡張 ARCC の波形を非同期 
モードに設定する） 

hi (ビッチモジュレーションの波形を非同期モードに設定する） 



MIDI モジュレーションモード 
Mp,a 

• p : 〇〜2 

• a : 〇〜1 

MIDI バートにはモジュレーションのモードが2つあり、ひとつは、ある 
指定されたタイミングごとに MIDI 楽器へ制御メッセージを送信するモード 
で、これをノーマルモードと呼ぶ0 

もうひとつはリアルタイムに絶えず MIDI 楽器へ制御メッセージを送るモー 
ドでこちらを拡張モードと呼ぶ。 

ノーマルモードは楽器側のハードウ x ア的な処理によって特殊効果を実 
現するので Z - MUSIC 側の負荷は少ない。一方、拡張モードは絶えず制御メッ 
セージを送るため多少の負荷はあるものの、 FM 音源部のように MML S コマ 
ンドでセレクトされる波形に従って制■できるためノーマルモードよりも 
9かな情緒表現が行える。 

本命令はビッチモジュレーションと ARCC を、ノーマルモードと拡張モー 
ドのどちらで実行するかを決定するもの。 

• p :0 ノーマルモードの設定0州で設定された値を指定のタイミングで 

コントロールチェンジ1港のビッチ • モジュレーションに*き込む。 

州で指定できる振幅の範囲は〇$州$127。 

• P : l 拡張モード1の設定0設定された振喇の効用を FM 音源の# M と同じ 
にして（州で指定される振幅は半音= 64ということになる）、 S でセレクトし 
た波形でビッチモジュレーションを実現する。 

州で指定できる振幅の範囲は一 768^ MS ?68。 

• P :2 拡張モード2の設定0設定された振幅の偷はそのまま14ビットの M 
1 D 1 のビッチペンダー直(に該当する。この振幅で、 S コマンドでセレクト 
した波形でビッチモジュレーションを実現する（ベンドレンジ=12のとき、 
十•音= 683)。で指定できる振の範囲は-8192$州$8191。 

• a :0 ノーマルモードの設定。私で設定した値を指定されたタイミング 

で离き込む。 

• a:l 拡張モードの設定。 @ A で一127〜127までの振 to を設定すると、 S コ 
マンドでセレクトした波形に従って生成される ffi を @ C で登鉍したコントロー 
ルチェンジに対して出力できる。 

バラメータ p , a はどちらか一方の省略は可能。初期値は P , a ともに0 (ノー 
マルモード ） 〇 

例 

112，1(両方同時に設定） 

m,l ( ARCC のモードのみ設定する） 

ml (ビッチ•モジュレーシヨンのモードのみ設定する） 


※注窓 

本命令を実行するとそれまで設定されていた振輻 (@ M およびの値）は無 
効となる。 



FM :MIDI 特殊機能スイッチング 
=n 

• n : 〇〜; (0 〜 2047) 

ビッチモジュレーション、 ARCC 、 オー トベンド、アフタータッチ•シー 
ケンス、ベロシティシーケンスの各機能のスイッチングを行う0 
n は各ビットごとに意味を持ち、対応は以下の通りである。 

10 9 8 76543210 


L ビッチモジュレーション 

1 — ARCC 1 

-オートベンド 

I -アフタータッチシーケンス 

-ベ□シティシーケンス 

| -エンハンスドべ□シティシーケンス 

I 1 -アゴーギク 

1 -オートボルタメント 

- ARCC 2 

- ARCC 3 

_ ARCC 4 

各ビットを0にするとオフ、1にするとオンとなる。 


例 


※注意 ARCC 2 〜4は MML 私や# C では制御できない。 ARCC 1 〜3の制御につい 
ては後述。 


スイッチングオフについて 

各特殊機能の制御 MML にパラメータなしや0を設定するとその機能は 
停止することになります。たとえば嗍または_〇でビッチモジュレ ー 
ション楗能を解除することができます。またはスイッチングコマンド’ 
ピを使って制御することもできます。この2つのスイッチングには微 
妙な違いがあるので注意してください。 

まず、前者の場合では、機能停止時になんらかの初期化措置を音源/ 
楽器制に対して実行します0たとえば MIDI パートで @ M 0 とした場合はモ 
シュレーション処理を終了するともに楽器側へモジュレ ー ションデブ 
ス〇を送信しています。 

一方後者の場合は純粹に Z-MUSIC がモジュレーション処理を中断する 
だけで楽器に対しては、なんら特殊な処置をしません。ですから、た 
とえば MIDI で、 

@h40 &n127 cl dl 
@h40 细 127 cl=0 dl 

とした場合を考えてみます。両者とも c がディレイ 40 クロック後にモジ 
ュレーションを閒始します。そして、次に発音される d が前者と後者で 
は食い違いが出てきます。 

前者では d はモジュレーションなしで演赛されます。しかし、後者 
のほうは Z-HUSIC が「ディレイ 40 クロックのあとモジュレーションを開 
始 j という処理を止めただけで前の音符の c のモジュレーションがその 
まま残ることになり d はモジュレーションがかかったまま演奏されてし 
まうのです。 

こうしたことから •=’ によるスイツチングは前の状態を保存しつつ、 
特殊機能を停止したいというときに用いるとよいでしよう。 


特殊効果機能の併用について 

Z - MUSIC ではさまざまな特殊楗能を同時に複数使うことができます 
が、オートベンドとボルタメントは同螬楗能のため同時使用はできま 
せん。万一、オートベンド時にボルタメントを実行した場合にはボル 
タメントのみ機能し、オートベンドは実行されません。 

しかし、これ以外の組み合わせは司能です。たとえばボルタメント 
する音に対してビッチモジュレーション' ARCC / アンブリチユードモ 
シュレーシヨンをかけてさらにアフタータッチシーケンスを実行する •••• 
といった複数の効果をひとつの音に対して同時にかけることも可能で 
す。 


□ 


発音制御 


FM ADPCM MIDI ホールド（ダンパーペダル） 

@ Dn 

• n :0 〜1 

ダンバーペダルの状®の設定を行う0設定範囲は0がダンバーペダルオフ、 

1がダンバーペダルオンである。ダンバーオンの状態では発音はされるがダ 
ンバーオフになるまでキーオフされない0 

各楽器の最大同時発音数を超えたときには各楽器に処理が委ねられる。 
通常はいちばん過去に発音された音がキーオフされそのボイスを用いて新 
たな音がキーオンされることになる。 


FM ADPCM MIDI 

@Rn ノー トオフ省略モード 

• n : 〇〜1 

n = l とするとそのトラックは「ノートオフ 省略 モード」になり、以後ノー 
トオフ処理をしない。リズムマシンや一部の楽器のリズムキットは発音す 
ればキーオフを送らずともよいものがあり（そういった楽器には「ノートオ 
フモード」とか「ノーサステイン」といったバラメータがあるはず）、こう 
いった楽器やチャンネルに対して「ノートオフ 省略 モード」 にすると Z-MUS 
1 C のノートオフ処理を 省略で き、割り込み 演奏 処理がいくぶん軽くなる0 


初期値は0 (全機能 OFF ) である。 
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ノー トオフ省略モードでは音符にゲートタイムという概念がなくなるた 
め 、 MML Q の影*を受けず エンべ ローブを最後まで実行するようになる。 
そのため音を細かく区切ったりなどというニュアンスは再現不可能になる。 

n =0 でノー トオフ処理をする、 n = l でノー トオフ処理をしない 0 n 省略時 
は卵0の設定がなされたとみなされる。また初期状態も卵0が設定されてい 
る0 


LFM, ADPCM MID 】」 強制消音 

強制的にキーオフを行う。そのトラック内において発音中の音をすべて 
消音（ミュート）する。ただし、ダンバー ON やキーオフなしモードに設定さ 
れている場合はノー トオフできない0 


FM 音源トラックの最大同時発声数 

内蔵 FM 音源の和音とダンバーにおいての同時発声数は最大8音です。 
ただし、その割り当ては動的ではな〈靜旳です。たとえばチャンネル 
1から4和音発音した場合、チャンネル1,2,3,4が使用されます。もし、 
ほかのトラックでこれらのチャンネルを使用していた場合、競合が起 
こり正しく演奏されません。 FM 音源で1音以上の発音を行わせる場合に 
は、この「チャンネルの競合」に注意してください。 



[FM ： ADPCM, MIDI] フェードイン / フェ ー ドアウト 
¥n 

• n :-128 〜127 

フェードインまたは、フヱードアウトを行う。 

n は音 H 增滅スビードを表し絶対偷が大きいほど增滅スビードが速くな 
る。 

-128^ n^-l フェードイン 

n =0 フェードイン/フェードアウトモード 解除 

l ^ n ^ l 27 フェードアウト 

各トラックごとに設定可能なので、各トラック違った速度でフェードイ 
ンやフヱードアウトが実行可能。 

各音源の特性の相透から均等な音置バランスではフェードアウトされな 
い場合もある。 

n = 0 のフヱードイン/フェードアウト解除は処理そのものを中止するだ 
けなので元の演奏状態に戻したい場合は音置などの再設定を行う必要があ 



し/反復記号 


1FM: ADPCM MIDI : 繰り返し 

|:n — ]r1 ••- : |丨 r2 … ：丨：丨 …⑴ 

または 

|:n …|…：| … （ 2) 

• n , rl , r 2: 1〜65535 

(1) のケース 

l : n 〜：丨で囲まれた MML を n 回演奏する （ n 省略時は n = 2 が自動設定される）。 
| ri 〜：|を |: n 〜：|の中に挿入すると、 | ri から：|までの演奏データを、 
繰り返し ri 回目にだけ演奏させることができる。|:〜：|はメモリのある限 
り何®まででも括ることが可能で後維なシーケンスも可能。 


多重ループ構造について 

Z - MUSIC では多1の繰り返し構造が設定可能ですが、必ずネスト構 
造になつていなければ希望通りの繰り返しを得ることができません0 
たとえば、 

I : a |: b 11 c : 112 d e : | 

という記述では正常に演奏することができません。 

これは、 

I ： a |: b |1 c :||2 d e :| :| 

としなくてはなりません。 

多重ループを使用する際は丨：に対応した：丨が必要ということなので 
す。 


各値の設定可能範囲は ISn , rig 65535である。 

例 

1:3 a 1:2 b :丨 c :| (abbc abbc abbc のように演奏される） 
1:2 a |1 b :| 12 c :| (ab ac のように演奏される） 


(2) のケース 

Iri の ri を省略した丨を |: n 〜：|の中に挿入すると I 以降に*かれた演奏デー 
夕は最後の繰り返し時には演奏はしないといった特殊例になる。 

例 

1:5 a I b :| (ab ab ab ab a のように演奏される） 


rFMl[ADPCMllMIDIl 反復記号 

て〜]コマンド 


[DO] 〜 [LOOP] 
[D.C.] 

[D.S.] 

[SEGNO] (または[幻） 
[T0C0DA] (または[拿]) 
[CODA] 


囲まれた間を半永久的にループ演奏する。 
始めに飛ぶ （ 1回のみ有効）。 

[ SEGNO ] または [$] へ飛ぶ （ 1回のみ有効)。 


[ CODA 】 へ飛ぶ （ 1回以上有効)。 


[ FINE 】 （または H ) [ D . C . UD . S .] を実行したあとにここで演奏終了。 

このほかに演奏データ作成を支援するコマンドがある。 

これらのコマンドは共通コマンド （ D 1) のときのみ有効となる。 

( DO ) のときは無視される。 ( MEASURE 4 ( Dn ) コマンド参照） 


[!] 次の[!】までジャンプする。ジャンプ後の音源や Z - MUS 1 C の内部バ 


ラメータはそこまで通常に演奏を行ったときと同じになっている。 

[丨]が遇数個設定されなかった場合は、正常に動作しない。 

[@] 次のまでジャンプする。ジャンプ後の音源や Z - MUSIC の内部バ 
ラメータはそこまで通常に演奏を行ったときと同じになっている。 


ほぼ[丨】と同拽能だが、あるひとつのトラックで設定すると他のトラック 
も同時にジャンプを開始する点が違う。[@】が遇数個設定されなかった磡 


合は、正常に動作しない。 

[ end ] 演奏を中断する。 


[!]/[@]の動作 

[!】/[引の動作手順を以下に示します0 

1. 音階/和音/ボルタメント以外の「発音しない」コマンドを実行 

2. [丨]バ@]を見つけるまで 1. を较り返す 

3. [丨】/[@】を発見 

4. 過常演奏へ__ 


MIDI 楽器制御命令 


MIDI MIDI 楽器タイプ登録命令 

@ I nl,n2,n3 

• nl : 〇〜127 

• n 2:0 〜127 

• n 3:0 〜127 

Z - MUS 1 C にそのトラックを演奏する楽器のメーカー ID 、 デバイス ID 、 モ 
デル ID を設定する（所有している MIDI 楽器の各侦にいては楽器の マニュァ 
ルを参照）。これは特に設定しなくても通常のコマンドの動作にはまった 
く影*しない。ただし、 MML の、 

X 

に関しては楽器個別の勛作をするために¢1で設定した情報を用いるため、 
これらの コマン ドを使用する前には必ず設定する必要がある。 
nl ニメーカー ID (例 : ROLAND 二 $41, K 0 RG =$42, YAMAHA =$43) 
n 2 = デバイス ID (各ユーザーが楽器に設定した値。特に設定した 

覚えのない場合はその楽器のデフオルトの 
デバイス ID を設定する） 

n 3= モデル ID (例: MT -32=$16, SC 5 5 =$42 or $45) 
nl ， n 2, n 3 すべて初期値なし。 


iLIDL MIDI データ送信 

@ Xnl ,…， xi 

• xi :〇〜255 

MIDI データの送信を行う0 メーカーや楽器の種類には無関係で チェック 
サムなども発信しない。データはいくつでも記述可能。各値の設定範囲は 
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0$ xi $255 であるが、 256 以上の値を設定した場合は 7 ビットずつに分割さ 
れて送信される （8 ビットでない点に注意。一般的な MIDI 規格の慣例に従い、 
下位、上位の顧に送信される。例：8192— $00,40) 

本命令は楽器のメモリを*き換える場合もあるので、各自の S 任の下で 
使用すること。 


MIDIj □ーランドエクスクルーシブ送信 

Xnl ，…， ni 

• ni :〇〜127 


1: 5.2 kHz 
2: 7.8 kHz 
3:10.4 kHz 
4:15.6 kHz 

5:20.8 kHz *1 

6:31.2 kHz *1 

に対応する。初期値は 4 で値省略時は 4 に自勛設定される。 

*1 の周波数は AD PCM チップ供給クロックに対して改造を行った X 680 x 0 に対 
してのみ有効。 


ローランド系の楽器にエクスクルーシブメッセージ送信を行う。 ㉞I コマ 
ンドでメーカー ID にローランドを設定しておくことが前提。 

データの転送方式は「ワンウェイコミュニケーションのデータセット」 
(コマンド 1 D =$12) 0 

データはいくつでも記述可能。各他の設定範囲は 0 SniS 127 であるが、1 
28以上の偷を設定した場合は7ビットずつに分割されて送信される（一般 
的な MIDI 規格の懦例に従い、下位、上位の顧に送信される。例:81924$00, 
40)。 

ローランドエクスクルーシブに不可欠なチヱックサ厶値は自動旳に送信 
される。 

本命令は楽器のメモリを直接操作するものなので、各自の S 任の下で使 
用すること。 


FM 音源レジスタ設定 


FM ADPCM^ FM 音源レジスタ設定 

Ya,d 

• a :0-255 

• d :0-255 

FM 音源のレジスタ a へ値 d の*き込みを行う0 


AD PCM 音源部で使用した場合も FM 音源のレジスタへの丼き込みが行われ 
る。使用には FM 音源に関しての知識と十分な理解が必要。 



ズ発生 


MIDI] 汎用エフェクト設定 

@ E r,c,d 


• r :0-127 ( GS 音源系ではリパーブ） 

• c : 0-127 ( GS 音源系ではコーラス） 

- (1:0-127 ( GS 音源系ではデイレイ） 

MIDI 楽器のエフェクトを制御する。コントロールチェンジのエフェクト 
1 ( GS では REVERB ) へ r を、エフヱクト3 ( GS では CHORUS ) へ c を、エフェク 
卜4 ( GS では DELAY ) へ d を出力する。 

ただし、楽器側がこれらのエフェクト制御に対応していない場合は、 


@On 

• n :0-31 


FM 音源ノイズの設定 


FM &® チャンネル8のオペレータ4 ( スロット 32) からノイズを発生する0 


n とノイズの阓波数とは、 

n =4000/(32 x ノイズ周波数 [ kHz 】> 

の問係があり、設定範囲は 0 SnS 31 o 偷を省略した場合はノイズモード解 
除と見なす。 


無意味。 


バラメータは任«のものを S 略できる0バラメータの有効範囲は 0 gr , c , 
dS 127 0 初期値は不定。 


MIDI ： MT-32 エフ ェクト設定 

@ Enl,n2 

• nl :1〜8 



MIDI コント□ールチェンジ設定 

Y a,d 

• a :0-127 

• d :0-127 


• n 2:0 〜1 


コントロールチェンジ a 番に偷 d を冉き込む。 


バラメータ a , d の設定範囲はともに 0 Sa , dS 127 o コントロールチェンジ 


コマンドにて ID をローランド MT -32 に設定してあることが前提。バート についての詳細は各 MIDI 楽器のマニュアルのインブリメンテーシヨン•チ 

nl の エフ x クトのスイツチを股定する 0 nl はバートナンバーを表し設定範 ヤートを参照。 

囲は lgnl $8。 n 2 はスイッチを表し n 2 = 0 が OFF 、 1が ON に相当する。 


MIDI' 

@ Ya1,a2,d1,d2 


NRPN 設定 



m ADPCM MIDI, 同期待ち 


• al 

〇〜 127 

W 

• a 2 

〇〜 127 

ほかのトラックから同期信号がくるまで演奏処理を一時中断する。 

• dl 

〇〜127 

なお、本命令は股計の都合上、[幻， [!],[ JUMP ] といったジャンプ系コマ 

• d 2 

〇〜127 

ンドと併用できない点に注意。 


MIDI 楽器の NRPN を設定する0 

MIDI 楽器には、 MIDI 規格には定められていない機能レジスタを持つこと 
が許されており、このコマンドはそのレジスタへの設定を行う。 

al , a 2 はそれぞれ NRPN のレジスタ番号（ァドレス）上位下位を表し、 dl , d 2 
はそれそれデータの上位下位を表す。設定範囲はすべて〇〜127で dl , d 2 のみ 
省略可能。 

SC -55 では音色バラメータの設定をここで行うことができる （ SC -55 マニュ 
アル P 75 参照， SC -88 VL マニュアル p 72 参照）。 


,FM ADPCM MIDI 同期信号送信 

Wn 

• n : 1〜65534 

同期待ちしているトラックに対して同期信号を送る。設定範囲は lSn $6 
5534。同期信号を送られたトラックは直ちに演奏を再開する。 

なお、本命令は設計の都合上、[幻， [!],[ JUMP ] といったジャンプ系コマ 
ンドと併用できない点に注意。 



PCM 制御命令 


ADPCM] 再生周波数設定 

@ Fn 

• n : 〇〜6 

内蔵 AD PCM 音源の再生阛波数を変更する。 


設定範囲は〇シ以で、各値は、 
n = 0: 3.9 kHz 


例 

( tl ) ilvl 5 〇4 q 8 cdef w 2 —トラック 2 へ同期送信 
( t 2) w II vl 5 〇4 q 8 gab く c 

个どこからか同期信号がくるまで演奏を中断。 

この例では結果旳には cdefgab < c が演奏される。 

: FM ； iDPCM ； : MIDI] 演奏強制再開 

J n 

• n : 1〜65535 

トラック n を強制的に初めから演奏開始にする。演奏が終了していても、 
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演奏中であっても演奏開始を受けたトラックは最初から演奏を始める。設 
定範囲は l $ n $65535。 

例 

( tl ) @1 vl 5 〇4 q 8 j 2 r 2 j 2 
( t 2) II vl 5 〇4 q 818 cdef 

この例では結果的には cdef cdef が演奏される。 


■コメント 


lFM AD PCM MIDI, コメント 
/str 

• str : 文字列 

コメントを与える。/以降その行の改行までをコメントと見なしコンパ 
イル時には無視される。またコメントはコンパイル後の ZMD には埋め込ま 
れない。 

例 

/This is a pen . 


■特螬命令 


[FMj ADPCM! ； MIDI] ZMD 埋め込み 

;n 

• n :0 -255 

直接 ZMD コード n を埋め込む。使用には ZMD の十分な理解を必要とする。 
使用方法によっては¢5悪、费走してしまうので注苞〇設定範囲は 0 Sn $25 
5〇 


5. 3. 拡張 MML 

ここでは Z-MUSIC ver .3.0 になって新たに追加された MML 群について解説 
する。 ver .3.0 になって新たに追加された MML は、 

卜] 

で囲まれた中に英単語文字列を入れる形態を取っている。テキスト音楽ソー 
スの可読性を高めることが狙いでこうなった。なお、ほとんどの基本 MML 
コマン ドがこの形態にも存在する。音楽ソース （ ZMS ) の可続性向上を図る 
ならば、なるべくこの形式を利用するようにしたほうがよい。 

なお、 ver .2.0 以前から存在した[〜]形態のコマンド （[ DO ],[ LOOP ] など） 
については 5. 2. 節で解説してあるのでそちらを参照のこと。 


■音色 


FM ADPCM MIDL 音色切り換え 
[TIMBRE n] 

[PROGRAM n] 

• n : l 〜32768 

音色を音色番号 n に設定する。初期値なし。基本 MML @とほほ同等の機 
能（相違点については囲み参照)。 

MIDI では 129 以上の値を設定すると音色バンク切り換えのメッセージも 
同時に送出される。 

バンク上位值 =((n >> 14). and .$7 f ) 

バンク下位值 =((n >> 7). and .$7 f ) 

例 

[TIMBRE 25] (音色番号 25 を設定) 


：FM ADPCM MIDI ' ワーク直接書き換え FM ADPCM MIDI. 音色切り換え 

?a,d [TIMBRE n1,n2] 

• a :- 2147483648-2147483647 [PROGRAM n1,n2] 

• d : 〇〜4294967296または-2147483648〜2147483647。 • nl : 〇〜16383 ( FM 音源 AD PCM 音源バートでは〇〜 255) 

そのトラックの演奏ワークの a 番に谪 d を冉き込む 0 d は数値の頭に土を • n 2: l 〜128 

つけて相対値の設定も可能。 音色を、バンク nl , 音色番号 n 2 に設定する。初期确なし。基本 MML @とほ 

使用には Z - MUSIC のワークエリアについての十分な理蝣を必要とする。 ぼ同等の機能（相遴点については囲み参照）。 

使用方法によっては最想、»走してしまうので注 FM 音源 、 AD PCM 音源バートのバンクは 0-255 が有効範囲。 

MIDI では音色バンク切り換えのメッセージも同時に送出される。 

バンク上位値 =(( nl » 7). and .$7 f ) 

バンク下位 ffi =( nl . and .$7 f ) 

例 

[TIMBRE 4,25】 （バンク4の音色番号25を設定） 


TM ADPCM MIDI 音色切り換え 
[TIMBRE n1:n2,n3] 

PROGRAM n1:n2,n3] 

• nl : 〇〜127 バンク上位 

• n 2:0 〜127 バンク下位 

• n 3: l 〜128 音色番号 

音色を、バンク nl : n 2, 音色番号 n 3( こ設定する。初期偷なし。基本 MML @ 
とほぼ同等の機能（相違点については囲み参照）。 

FM 音源 、 AD PCM 音源バートのバンクは nl *128+ n 2 で与えられる。 


基本 MML @ と 拡張 MML [TIMBRE] の 相違点に ついて 


MIDI パートおよび AD PCM パートにおいては、両コマンド間に相違点は 
まった〈ありませんが、 FM 音源パートにおいては微妙な違いがあります。 
基本 MML @による音色切り換えでは音色バラメータのハードウエア LF 0、 
バンボットまでも音色バラメータとして更新してしまいますが、 [ TIMBRE ] 
ではこれら2のバラメータは以前の状態を保持し、音色の本質的なバラメー 
夕のみを切り換えます。たとえば、 

/ AR DR SR RR SL OL KS ML D 1 D 2 AH SQU 

(@1 310 015 0 25 0 2 0 0 0 

3129 015 0 35 0 3 0 0 0 

3129 015 0 35 0 5 0 0 0 

3129 015 0 0 010 0 0 

/ AL FB OH PAN 

5 7,15, 3) 

• Assign trl , FM 1 
( tl)pl @1 c 


( P ) 

とした場合は c は、 pi (左）ではな<@1により音色パラメータの PAN =3 が設 
定された閲係で p 3( 中央）で演奏されます。これに対して、 

/ AR DR SR RR SL 0 L KS ML D 1 D 2 AM SOU 

(@1 310 015 0 25 0 2 0 0 0 

3129 015 0 35 0 3 0 0 0 

3129 015 0 35 0 5 0 0 0 

3129 015 0 0 010 0 0 

/ AL FB 0 M PAN 

5 7,15, 3) 

.Assign trl , FM 1 
( tl)pl [timbre 1 ]c 
( P ) 

とした場合は c は、 [ TIMBRE 1] が実行されてもパンポットのパラメータ 
は更新されないので、これ以前の設定 Pi (左）で演奏されます。 




MIDI では音色バンク切り換えのメッセージを nl を上位バンク値として、 
n 2 を下位バンク値として送出する。 

例 

[TIMBRE 4:4,25] (バンク4:4の音色番号25を設定） 

r FM n l jmw TOT] バンク切り換え 
[TIMBREJANK n1,n2] 

[PROGRAM—BANK n1,n2] 

• nl : 〇〜127 バンク上位 

• n 2:0 〜 127 バンク下位 

音色のバンク切り換えを行う。基本 MML 1と同等の機能。 
nl はバンク番号上位、 n 2 はバンク番号下位を表す。バラメータは省略す 
ると強制的に0になる。 

GS 音源ではバンク切り換えバラメータの上位のみ有効としているので、 

[TIMBREJANK nl ] 

のみでバンク （ GS 音源ではバリエーションと呼んでいるが） nl へ切り換える 
ことができる。 

WAVESTATION はバンク切り換えバラメータの下位のみ有効としているので、 
[TIMBREJANK 0, n 2) 

でバンク n 2 へ切り換えることができる。 

例 

[TIMBREJANK 5] @128 (バンク5,0の音色番号128に設定） 
[TIMBREJANK 0,12] @11(バンク0,12の音色番号12に設定) 

FM ADPCM MM1 音色振り分け 
[TIMBRE SPLIT sw b1,t1,m1,n1, b2,t2 ， m2,n2, 

… b8,t8,m8,n8] 

[PROGRAM—SPLIT sw b1,t1,m1,n1, b2,t2,m2 ， n2, 

… b8,t8,m8,n8] 

• sw :0 FF ,0 N 

• bl 〜 b 8:0-16383( あるいは 00:00 〜127 :127) 

• tl 〜 t 8: 卜32768 

• ml 〜 b 8:0-12 7，128 または 0-1 C 〜 09 G ， C -1 〜 G 9 

• nl 〜 n 8:0-127，128 または 0-1 C 〜 09 G . C -1 〜 G 9 

発音する音高に応じて、音色を自勛旳に切り換える拽能 TIMBRE SPLIT の 
設定を行う0 ノー ト番号〇〜 127(0-1 C 〜 09 G ) までを府大8つのブロックに分 
割し、ひとつのブロックごとに別々の音色を対応づけることができる。実 
際の演奏時には、発音する音符のノート番号が特定のブロックに W する場 
合は、その対応づけられた音色に切り換えてから発音を行う。 

• sw : スイッチ 

TIMBRE SPLIT 機能の制御を行う。 sw =0 FF で W 能解除、 sw =0 N で W 能有効に 
設定する。 

畜略して、これ以降のバラメータ （ bl 〜 b 8, tl 〜 1 8,1111〜〜 n 8) を記述 
した場合は 0 N が指定されたと見なす。また OFF を指定した場合には以降のバ 
ラメータを記述する必要はない。なお、 sw に数偵は与えられない点に注@。 

• bl 〜 b 8: バンク番号 

切り換える音色のバンク番号を設定する。設定範囲は OSbl 〜 b 8$ 16383。 
また、 M : nn のような表記で指定することも可能でこのときは m が BANK M 
SB , nn が BANK LSB に対応し、設定範囲は OgmmS 127,0$ nn $ 127。 

• tl 〜 t 8: 音色番号 

切り換える音色番号を設定する。設定範囲は FM 音源 , AD PCM バートでは1 
Stl 〜 t 8$32768。 

MIDI バートでは1彡 tl 〜 t 8$128。 

• ml 〜 b 8: 範囲開始ノー ト番号 

分割ブロックの開始ノー ト番号を設定する。設定範囲は0$船1〜》8$127。 
MML を使って 0-1 C 〜 09 G 、 C -1 〜 G 9 といった指定も可能。 

• nl 〜 n 8: 範囲終瑙ノー ト番号 

分割ブロックの終瑞ノー ト番号を設定する。設定範囲は 0$ b 1 〜餳8$127 0 
MML を使って 0-1 C 〜 09 G 、 C -1 〜 G 9 といった指定も可能。 

例 

[ TIMBRE—SPLIT 0 N , 0,32,04 c ， o 5 c , 8,32,02 c ， o 3 b ] 

04 C 〜 05 C の音符はバンク0,音色番号32で 
02 C 〜 03 B の音符はバンク8,音色番号32で 
演奏する。その他の音域の音符に関しては、それまでに設定されている音 
色で演奏する。 

FM ADPCM MIDI ： 音色振り分けスイッチ 

[TIMBRE_SPLIT.SWITCH sw] 

[PROGRAMJPLIT.SWITCH sw] 

• sw : 0，1または ON,OFF 


TIMBRE SPLIT 機能の制御を行う。 sw =0 で機能解除、 sw = l で機能有効。 
[ TIMBRE _ SPLIT ] の sw と同様に文字バラメータを与えることもできる。こ 
の場合は sw =0 FF で機能解除、 sw =0 N で機能有効となる。 

例 

[TIMBRE SPLIT.SWITCH off ] (TIMBRE SPLIT を機能解除する） 



ポーズ/ディチューン/オー 


FM] 「ADPCM I「MIDI 1 オートベンド 

[BEND src,dst,dly,hold time(or bend time)] 


dst 


<~> 


/hold time 



dly 


• src :- 16384〜+16383 

• dst :- 16384〜+16383 

• dly : 〇〜32767 

•hold time :- 32768〜〇または bend tine :1 〜32767 
オートベンドの設定を行う。この設定以降に発音する音はこの設定の音 
裎変化に従う。 

まず、絶対音長 dly の間、ビッチ src を持続し、目旳のビッチ dst に向けて 
音程を変化させていく。変化時間は hold time/bend time にて行う。偷を負 
にした場合は hold time の股定となり、その絶対 fift の絶时音良分目的のビッ 
チ dst を持続するような音程変化を行う。逆に、正にした場合は bend time 
の設定となり、その偵の絶対音長の間に音程変化を行う0 
機能旳には基本 MML である卵と同等のもので、1オクターブの変化■を819 
2としている。ただし、 MIDI バートでのバラメータ有効範囲は -8192^ src , 
dstg 81910 
例 

[BEND -65,765,24,48 ] 

(ビッチ-65から765までの音程変化を行う。ビッチ-65を絶対音長24持続 
し、ビッチ765までの音程変化を絶対音 M 48 内で行う） 

[BEND 0,683, 24,-48 ] c *192 

(ビッチ0から683までの音程変化を行う。ビッチ0を絶対音長24持続して 
から、ビッチ683までの音程変化を行い始める。そしてビッチ683の音程を 
絶対音長48持続する0この例では音程変化にかける時間は絶対音長 120( = 19 
2-24-48) になる) 

設定を解除するには、 

[BEND OFF ] 

とするか後述の [ BEND . SW 1 TCH 】 コマンドを利用する。解除した場合も変化開 
始ビッチ src はそのまま設定されているのでオートペンドを解除しつつビッ 
チも変更したい場合は、 

[BEND 0] 

のように変化開始ビッチのみを設定し直す。 


FM ADPCM MIDI, オートベンドのスイッチ 
[BEND.SWITCH sw] 

•SW: 0，1または OFF,ON 

オートベンドの動作の ON , OFF を行う。 sw は0が OFF , 1が ON に対応する。ま 
た、文字列 ON , OFF を直接与えることもできる。 

例 

[ BEND.SWITCH 0] [ BEND.SWITCH OFF ] (スイッチオフ） 

[ BEND . SWITCH 1] [ BEND . SWITCH ON ] (スイッチオン） 


MIDI 」 ベンドレンジ設定 

[BEND.RANGE n] 

• n :0-127 

MIDI 楽器に対してベンドの変化置領域を設定する。 MIDI では14ビット （-8 
192〜 8191) のビッチペンドの変化を与えることができるが、この変化 -819 
2〜0, 〇〜8191が実際にどのような音程変化をもたらすかを設定できる。 
基本コマンドの @ G に同等のもの。初期値は 12(1 オクターブ） 

例 

[ BEND.RANGE 12] 


FM；ADPCM MIDI ピッチ指定（ディチューン ) 
[PITCH n] 

• n :-8192 〜+8191 
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ビッチベンダーホイールの値を設定する。機能的には基本 MML である 
と同等のもので、1オクターブの変化量を8192としている。ただし 、 MIDI 
バートでのバラメータ有効範囲は- 8192$ src , dst $ 81910 

iFMi^ADPCMl[MI'D II 相対ピッチ指定（デイチューン） 

[@PITCH n] 

• n :-8192 〜+8191 

ビッチベンダーホイルの値設定を相対指定で行う。機能的には基本 MML 
である卵と同等のもので、1オクターブの変化1を8192としている。ただ 
し、 MIDI バートでのバラメータ有効範囲は -8192$ src , dst $ 81910 



: FM::ADPCM ， ID_I 」 ボルタメント 
[PUSH—PORT AMENT src , dest, step, gate, ve 1o, d 1 y, hoi d 
time(or port time)] 

[PUL L 一 PORT AMENT src, dest, step, gate, ve 1o, d 1 y, ho1 d 
time(or port time)] 

[PORTAMENT src,dest,step,gate,velo,dly,hold time 
(or port time)] 



• src : o - lc 〜 o 9 g 

• dst : o - lc 〜 o 9 g 

• step :0-32767 

• gate :0-32767 

• velo :0-127 ( ffi 対指定- 63 〜 +63 も可能） 

• dly :0-32767 

•hold the :- 32768〜〇 または port . tiie : 1〜32767 

ボルタメントを行う。基本 MML の（〜）によるボルタメントとほぼ同等。 

• src : 開始キー 

ボルタメント開始ノート。オクターブ -1 の c からオクターブ9の只まで 
のノー トを指定することができる 0 

• dest : 終端キー 

ボルタメント終了ノート0オクターブー1の c からオクターブ9の g ま 
でのノートを指定することができる0 

• step : ステッブタイ厶 

ボルタメント音符の音長を指定する0硝は絶対音長指定で行い、その有 
効範囲は〇〜32767。 

• gate : ゲー トタイム 

ボルタメント音符のゲートタイムを指定する 0 硝は絶対音長指定で行い、 
その有効範囲は〇〜327670 

• velo : ベロシテイ 

ボルタメント音符の発音べロシティを設定する 0 确の有効範囲は〇〜127 
で、数値前に土をつけて指定すれば相対指定となる 0 ただし、このときの 
有効範囲は-63〜+63となる。 

• dly : ディレイ（@延時間） 

発音後、ボルタメントを開始するまでの遲延時間を設定する。値は絶対 
音長指定で行い、その有効範囲は0-32767。 

• hold tine or port . tiie : 持統時間または変化時間 

負値を与えた場合は、ボルタメントにおける音程変化を行ったあと最終 
的に、どのくらいの時間これを持続するかの設定を行う （hold time )。 ま 
た正値を与えた場合はボルタメントにおける音程変化を絶対音長でどれく 
らいかけるかの設定を行う （ port , tine )。 

それぞれ有効範囲は hold time :- 32768〜0, port . time : 1〜32767。 

なお、 [ PUSJLPORTAMENT ] と [ PORTAMENT ] はまった く 同一機能。 

また、 [ PUSH _ PORTAMENT 】 と [ PULL _ PORTAMENT ] の違いは基本 MML でいうとこ 
ろの（〜）のボルタメントと[〜]のボルタメントの違いがある。なお 、 [PUS 
H PORTAMENT ] が基本 MML (〜）に相当し、 [ PULL _ PORTAMENT 】 が基本 MML [〜]に 
よるボルタメントに対応する 0 
例 

[PORTAMENT o 4 c , o 4 e , 48,46, 120,8,24] 

(オクターブ4の c から e に向けてボルタメントを開始する0ポルタメ 
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ントノートはステッブタイムは48、ゲートタイムは46、ベロシティ120で 
発音する。発音後、絶対音長8の： g •延時間の後、絶対音長24かけて目的の 
ノートへボルタメントする。残った時間、絶対音長14( 二 48-8-24)の間、変 
化先音程であるオクターブ4の e を持続する） 

[PULLJORTAMENT o 4 c , o 4 e , 48,46, 120,8,-24] 

(オクターブ4の c から e に向けてボルタメントを開始する。ボルタメ 
ントノートはステップタイムは48、ゲートタイムは46、ベロシティ120で 
発音する。発音後、絶対音長8の遅延時間の後、絶対音長 16(=48-8-24) か 
けて目的のノートへボルタメントする0絶対音長24の間、変化先音程であ 
るオクターブ4の e を持続する） 

FM；；ADPCM MIDL オートボルタメント 

[AUTO PORTAMENT sw,dly,hold time(or port.time)] 



• sw :0, l または OFF,ON 

• dly :0-32767 

•hold tine :- 32768〜〇 または port . tiie :1 〜32767 
オートボルタメントを制御する。有効にするとある音から次に発音する 
音符までの音程を断続的に変化させる。 

• sw : スイッチ 

オートボルタメントを有効にするか無効にするかを設定する。0が 0 FF ,1 
が ON に対応する。または OFF , ON といった文字列を与えることも可能。 

• dly : ディレイ（遅延時間） 

オートボルタメントを開始するまでのチェンジ間を絶対音長で与える。 
有効範囲は〇〜32767。 

• hold.tiie or port . time : 持統時間または変化時間 

負偷を4えた場合は、オートボルタメントにおける音程変化を行ったあ 
と JR 終的に、どのくらいの時間これを持統するかの投定を行う （hold tine )。 
また正 tfi を与えた坳合はオートボルタメントにおける音程変化を絶対音丧 
でどれくらいかけるかの設定を行う （ port . tiK )。 

それそれ有効範囲は hold tine :- 32768〜0, port . tiie : 1〜32767。 

5 KM 1 DI でオートボルタメントを実行すると暗然のうちに W 1 相当のタイモー 
ドに変更される。 


FMI[ADPCM MIDI] オートボルタメントスイツチ 
[AUTO PORTAMENT.SWITCH sw] 

• sw :0 j または OFF,ON 

オートボルタメントの動作の ON , OFF を行う。 sw は0が OFF , 1が ON に対応す 
る。また、文字列 0 N .0 FF を直接与えることもできる。 


[AUTO PORTAMENT.SWITCH 0] [ AUT 0_ P 0 RTAMENT.SWITCH OFF ] 

(スイツチオフ） 

[AUTO PORTAMENT.SWITCH 1] [ AUT 0__ P 0 RTAMENT.SWITCH ON ] 

(スイツチオン） 



FM ADPCM MIDli アフタータッチシーケンス設定 
[AFTERTOUCH.LEVEL mode, v1,v2, … ， v8] 

• lode : OFF ,1/8, OPTIONAL,ON 

• vl 〜 v 8:0-127 

アフタータッチシーケンスにおけるアフタータッチ値 vl 〜 v 8 の設定を行 
う。基本 MML の @Z とほぼ同等の機能だが node が設定できるのが特激。 mod 
e とはアフタータッチシーケンスの動作方式を設定するもの 0 以下に mode 
と対応する動作を示す。 

• aode : 0 N 

アフタータッチシーケンスを以前の設定で再開する。 

• aode:OFF 

アフタータッチシーケンスを停止する0 

• lode : 1/8 

発音する音符の音長の1/8単位ごとで vl から v 8 のアフタータッチを次々 
に設定していく。ちょうど基本 MML が提供するアフタータッチシーケンス 
の機能と同等。 







• node : OPTIONAL 

発音する音符の音長とは無関係に、任意の時間区間ごとで vl から v 8 のア 
フタータッチを次々に設定していく。時間区間のシーケンスは後述の [AFTE 
RTOUCH . DELAY ] で行う。 

node は省略すると、それまでの設定を保持したままとなる。） 
vl 〜 v 8 のアフタータッチ値は任意の位 g で省略可能で、数値の頭に土を 
っけることによって相対的な値の指定も可能。たとえば、 

[ AFTERTOUCH.LEVEL optional 127,,-10, +5] 

といった記述ができる。省略した部分は前の値を持続するということにな 
り、その間はアフタータッチの情報は送信されない。 

相対指定時にオーバーフロー/アンダーフローを起こした値は有効範囲内 
の最大硝，最小値に修正される0 
例 

[ AFTERTOUCH.LEVEL 1/8 0,0,10,20,30] 
mode を1/8とし、 vl =0, v 2=0, v 3=10, v 4=20, v 5=30 と設定した。 v 6, v 7, v 8 は 
省略（未設定）。 


IFM IADPCM MIDI アフタータッチシーケンスディレイ 
[AFTERTOUCH.DELAY dl0,dl 1，…， dl8] 


n 音 



X - X~> 


dlO dll dl 2 

( vl , v 2 は dl 1, dl 2 に対応する [ AFTERTOUCH . LEVEL 】のアフタータッチ値） 

• dlO : 〇〜32767 

• dll 〜 dl 8: l 〜65535 

アフタータッチシーケンスの動作モードのひとつである 「 OPTIONAL 」 モー 
ドでのアフタータッチ出カタイミングを決定する区間時間の設定を行う0 
(110は® W のアフタータッチがかかるまでのディレイ（遅延時間）に相当し、 
絶対音長始で指定する。有効範囲は〇〜32767。初期値は0。 

dll 〜 dl 8 は次のアフタータッチ出力までの区間時間で、これも絶対音畏 
傾で指定する。有効範囲は1〜65535。初期値はなし。 

dlO 〜 dl 8 の任意のものを省略可能だが、 dll 〜 dl 8 は初期を持たないの 
で注意。 

例 

[ AFTERTOUCH.DELAY 10,24,12,12,12,28,28, 12,12] 
dl 0=10, dll =24, dl 2=12, dl 3=12, dl 仁 12, dl 5=28, dl 6=28, dl 7=12， dl 8=12 が 
設定される。上を設定したあとで、たとえば、 

[ AFTERTOUCH.DELAY 22，3344 ] 

とした埸合、省略したバラメータについては前の偵が保存され、指定され 
たバラメータのみ角き変わるので、設定は、 

dl 0=22 ,dl (112=12, dI 3=12,(114=12, dl 5=28,(116=28, dl 7=12, dl 8 =M 

のようになる。 


|FM ADPCM MIDI アフタータッチシーケンススイッチ 
[AFTERTOUCH.SWITCH mode] 

• node:-l 〜 2 または OFF , 1/8, OPTIONAL,ON 
アフタータッチの動作制御を行う 0 Bode は [AFTERTOUCH • LEVEL 】のバラメー 
夕の! node と同等 0 node は数硝で与えることもでき、このときは、 

0=0 FF ,-1=1/8, 1 =0 PT 10 NAL ,2=0 N 
に対応する。 

例 

[ AFTERTOUCH.SWITCH OPTIONAL ] 

( OPTIONAL モードで ON にする） 


[ AFTERTOUCH.SWITCH 2] 

(以前のモード （1/8 か OPTIONAL のいずれか）で ON にする) 


；FM ADPCM MIDI アフタータッチシー^ン卜識 

[ AFTERTOUCH.SYNC m , c ] 

非同期 1= 同期 または OFF,ON 

• c :1 〜65535 

アフタータッチシーケンスの初期化 （ リセット）タイミングの設定を行う。 

m は同期モードの設定値。0は非同期，1は同期に対応する。 id を ON , OFF とい 
つた文字列にて与えることも可能で、この場合、文字列 OFF ,0 N は、それぞ 
れ非同期、同期の設定に対応する。 

「同期」に設定した場合は新しく発音するたびに、アフタータッチシー 
ケンスを®初から行う。 

「非同期」にした場合は発音と無関係にアフタータツチシーケンスを続行 


する。 

数値指定では0,1以外に、以下のように2進数で設定すればより高度な同 
期化設定が行える。□は初期設定を表す。 

第0ビット 発音と同時にリセット 0:しない[1]:する 

第1ビット タイでもリセット [0】：しない1:する 

第2ビット 休符でもリセット [0]: N 0 1 :YES 

上からわかるように初期値は1となっている。 

c は同期デイレイにあたり、実際には b で指定した条件が c 回成立すると 
波形が初期化されることになる。 c の初期值は1〇 

例 

[ AFTEKTOUCH.SYNC X 011】（ 発音と同時、タイ指定においても初期化する) 



FM ADPCM MIDI ビブラート 振幅 
[V IBRATO.DEPTH mode , dpi , dp2 , dp8] 

• « ode : OFF ,1/8, OPTIONAL,ON 

• dpi 〜 dp 8:- 32768〜+32767 

ビブラートの振幅の設定を dpi 〜 dp 8 において行う0基本 MML の# M とほぼ同 
等の»能だが mode が設定できるのが持®。 node はビブラートの動作方式 
を設定するバラメータ。 

以下に lode と対応する動作を示す。 

• lode :0 N 

ビブラートを以前の設定で再開する。 

• lode : OFF 

ビブラートを止する。 

• iode : 1/8 

発音する音符の音長の1/8単位ごとで dpi から dp 8 のビブラート振梅を次々 
に変化していく。 

• * ode:OPTIONAL 

発音する音符の音長とは無関係に、任意の時間区間ごとで dpi から dp 8 の 
ビブラート振蝙を次々に設定していく。時間区間のシーケンスは後述の [VI 
BRAT 0. DELAY ] で行う。 

■ ode は省略するとスイッチはそれまでの設定を保持したままとなる。 
dpi 〜 dp 8 のビブラート振幅は任意の位贸で爸略可能で、数偷の頭に土を 
つけることによって相対旳なの指定も可能。たとえば、 

[ VIBRATO.DEPTH optional 64,,-10パ 5] 

といった記述ができる。省略した部分は前の値を持続するということにな 
り、その間は振幅の変更は行われない。 

相対指定時にオーバーフローを起こした値は有効範囲内の府大谕，最小値 
に修正される。 

例 

[ VIBRATO.DEPTH 1/8 0,0,10,20,30] 

mode を1/8とし、 dpl =0, dp 2=0, dp 3=10, dp 4=20, dp 5=30 と股定。 
dp 6, dp 7, dp 8 は省略(未設定)。 

FM ADPCM MIDI ビブラート 振幅増加 
[VIBRATO.DEEPEN sw,spd,dpn,rpt] 

• sw :0 FF ,0 N 

• spd :1 〜65535 

• dpn :- 32768〜+32767 

• rpt : 〇〜32767 

ビブラートの振* M の增加/減少を設定する。 

• sw :0 FF ,0 N 

ビブラートの振《增滅機能を有効にするか無効にするかを設定する。 

OFF で無効に、 0 N で有効に設定される。 

• spd : 增滅速度 

ビブラートの振幅の增滅速度を設定する01がもっとも速く、65535がも 
っとも遇い。値は絶対音長に相当し、有効範囲は1〜65535。 

• dpn : 振帽增加量 

振幅の增滅1を設定する。負値は振幅減少、正値は振幅增加に対応する。 
値の有効範囲は-32768〜+32767。絶対値が大きければ大きいほど、增滅 
は急激となる。 

• rpt : 增滅回数 

振幅は spd の速度で dpn 幅增減するが、この処理を何回繰り返すかを設定 
する。 

rpt 却とすると振幅が初期化されるまで無限に増減を繰り返す設定になる。 
値の有効範囲は1〜32767。 
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例 

[ VIBRATO.DEEPEN ON ,6,+8,10] 

(增滅スビード6で10回振幅を8増加させる） 


Ml[ADPCM] : MIDI] ビブラートスピード（周期 ) 
• SPEED spl,sp2, …, sp8] 


FM [ADPC 
tVIBRATO 


• spl 〜 sp 8:1 〜32767 

ビブラートの振動速度を設定する。基本 MML の @ S とほぼ同等の機能を持 
つが最大8つの振幅変化に対応した振動速度変化の設定が行えるのが特長0 


設定範囲は1$ spl 〜 sp 8 S 327670 

実際の波形にどう影*するかは拡張 MML [ VIBRATO . WAVEFORM ] の項で解説 
するが、値が小さいほど高速に、 fB が大きいほど低速に音が振動する。 

spl 〜 sp 8 の振動速度は任意の位黄で省略可能だが、初期値を持たないの 
で注意。 


例 

[ VIBRATO.SPEED 10,8,20] 
( spl =10, sp 2=8, sp 3=20, sp 4 〜 sp 8 は省略(来設定）) 


: FM ADPCM MIDI ： ビブラートディレイ 
[VIBRATO.DELAY dl0,dl1 , dl8] 

• dlO : 〇〜32767 

• dll 〜 dl 8: 卜65535 

ビブラートの動作モードのひとつである 「 OPTIONAL 」 モードにおけるビ 
ブラートの振幅切り換えタイミングを決定する区間時間の設定を行う。基 
本 MML 槲に相当する機能。 

dlO は展初のビブラートがかかるまでのデイレイ（連延時間）に相当し、 
絶对音長偷で指定する。有効範囲は〇〜32767。初期始は0。 

dll 〜 dl 8 は次の振幅切り換えまでの区間時間で、これも絶对音 Rf # (で指 
定する。有効範囲は1〜65535。初期确はなし。 

dlO 〜 dl 8 の任«のものを S 略可能だが、 dll 〜 dl 8 は初期偷を持たないの 
で注意。 

例 

[ VIBRATO.DELAY 10,24 • 12,12,12,28,28,12,12】 
dl 0=10, dll =24， dl 2=12, dl 3=12， dl 4=12, dl 5=28， dl 6=28， dl 7=12, dl 8=12 が 

設定される。 


波形番号0:鋸歯波（振幅が負のとき） 



波形番号1:矩形波（振幅が正のとき） 



波形番号1:矩形波（振《が負のとき） 



波形番号2:三角波（振蝙が正のとき） 



波形番号2:三角波（振裼が負のとき） 



波形番号3:鋸歯波シングル（振福が正のとき） 



: FM：ADPCM MIDI ： ビブラート波形選択 
[VIBRATO.WAVEFORM w] 

• w :0-32767 

ビブラート波形を選択する。基本 MML の S と同等の機能。 
w =0 〜4はプリセット波形に割り当てられている。 


波形番号3:鋸歯波シングル 



(振幅が負のとき） 


w =0 

w=l 

w=2 


鋸由波 
矩形波 
三角波 

ワンシヨット鋸歯波 


w =4: ランダム波 



波形デー 

またはプリセツト波形は、 



SAW 

( w =0 

鋸歯波に対応） 


SQUARE 

( w=l 

矩形波に対応） 


TRIANGLE 

( w -2 

三角波に対応） 

@ K -> - 

S.SAW 

( w -3 

ワンシヨット鋸歯波に対応） 


RANDOM 

( w =4 

ランダム波に対応） 



という文字バラメータを用いて指定することもできる。 

初期値は w =2 の三角波。 w =5 〜7はリザーブ。 w =8 〜32767はユーザー定斿 
波形となる 0 ユーザー波形の登録については MEASURE 3 zi . seLwave_froml 
()， MEASURE 4 「. WAVE_FORMj 参照。 


波形番号4:ランダム波（振«が正のとき） 

波形番号8〜32767:ユーザー波形（振蝙が正のとき） 

波形データ列が+ 5, — 5, +10.+3,0の場合 • • • 


^@H/32T 


H 0*@ M /32 


^P@H/32 

—3 

@s 


♦3*@ M /32 

0*@ M /32 


波形番号 4: ランダム波（振«が負のとき） 

波形番号8〜32767:ユーザー波形（振幅が負のとき） 

波形データ列が+ 5, — 5，+10,+3,0の場合... 


以下に波形と各バラメータとの関係を示す 


㉚ M : 振幅 

州：デイレイ 
舴：デイチューン 

# S : 速度 


[ VIBRATO . DEPTH ] 
[ VIBRATO . DELAY ] 
[ VIBRATO . DETUNE ] 
[ VIBRATO . SPEED ] 


波形番号 0: 鋸歯波 （ SAW ) (振«が正のとき） 



i 5*@ M /32 


@K 


0*@ H /32 


@H -5^/32 


♦ 

-l5i?M/32 


3*@ M /32 


@S 


圃 「ADPCM MIDI] ビブラートスイッチ 
[VIBRATO.SWITCH mode] 

• 疆0(^:-1〜 2 または OFF , 1/8, OPTIONAL,ON 


ビブラートの動作制御を行う 0 node は [ VIBRAT 0. DEPTH ] のバラメータの m 
ode と同等。 iode は数値で与えることもでき、このときは、 
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0=0 FF ,-1=1/8,1=0 PTI 0 NAL ,2=0 N 
に対応する。 

例 

[ VIBRATO.SWITCH 1/8] 

(1/8 モードで ON にする） 

[ VIBRATO.SWITCH 2] 

(以前のモード （1/8 か OPTIONAL のいずれか）で ON にする） 

FMjA 『 PQM n MIDI ] ビブラート同期モード 

[VIBRATO.SYNC m,c] 

• a :0= 非同期 1= 同期 または OFF,ON 

• c :1 〜65535 

ビブラート波形の初期化 （ リセット）タイミングの設定を行う。基本 MML H 
に相当する裱能を持つ。 

n は同期モードの設定値。0は非同期，1は同期に対応する。■を ON , OFF とい 
つた文字列にて与えることも可能で、この場合、文字列 OFF , ON は、それぞ 
れ非同期、同期の設定に対応する。 

「同期 j に設定した場合は新しく発音するたびにビブラート波形の初期 


化を行う。 

「非同期」にした場合は発音と無関係にビブラートを続行する。 

数 fifi 指定では0,1以外に、以下のように2進数で設定すればより高度な同 


期設定が行える。 

[】は初期設定を表す。 



第 0 ビット 

発音と同時にリセット 

0:しない [ 1】：する 

第1ビット 

タイでもリセット 

[0]:しない1:する 

第2ビット 

休符でもリセット 

[0]: N 0 

1 :YES 

第3ビット 

波形はキーオンごとに進行する 

[0]: N 0 

1 :YES 

第4ビット 

波形は休符でも進行する 

[0]: N 0 

1 :YES 


上からわかるように初期 ffi は1となっている。 

c は同期ディレイにあたり、実際には b で指定した条件が c 回成立すると波 
形が初期化されることになる。 c の初期は1。 

例 

[ VIBRATO.SYNC X 011] 

(発音と同時、タイ指定においても初期化する） 


MIDI ： ビブラートモード 

[VIBRATO.MODE mode] 

•■ ode : 〇〜2または NORMAL , FM,MIDI 
MIDI にはビブラートモードが 2 つあり本命令はこのモード選択をするも 
ので、基本 MML M に相当する0ビブラートについての詳解は基本 MML M の項 
を参照のこと。 

•iode=0,NORMAL 
ノーマルモー ドの 設定。 

「[ VIBRAT 0. DEPTH ] で指定できる振幅の範囲は0$納$127。 

• iode = l,FM 

拡張モード1の設定。 [ V 1 BRAT 0. DEPTH 】 で指定される振_は半音= 64とし 
て作用する。 [ V 1 BRAT 0. DEPTH 】 で指定できる振錨の範囲は 一768$州$768。 

• mode =2 ,MIDI 

拡張モード2の設定。設定された振$8の偵はそのまま14ビットの MIDI の 
ビッチベンダー直硝に該当する。（ベンドレンジ=12のとき半音= 683)。 
[ V 1 BRAT 0. DEPTH 】 で指定できる振幅の範囲は-8192$州$8191。 

※注意 

本命令を実行するとそれまで設定されていた振 《([ VIBRAT 0. DEPTH ] の値) 
は無効となる。 

例 

[ VIBRAT 0. M 0 DE NORMAL ] (ビブ ラー ト モー ドを通常 モー ドに設 

定する） 


■ARCC(Assignable Realtime Control Change) 


FM ADPCM MID] 1 ARCC 振幅 

[ARCCn.LEVEL mode,lv1,lv2, … ， lv8] 

[ARCCn• DEPTH mode,1 vl,1 v2, …， 1 v8] 

• n :1-4 

• mode :0 FF ,1/8, OPTIONAL,ON 
• lvl 〜 lv 8:-128 〜 +127 

ARCC の振幅設定を行う。基本 MML の @ A ほぼの機能だが# A は ARCC 1 に対して 
の設定しか行えないのに対して、本命令は各トラック独立動作させること 
のできる4つの ARCC コントローラーに対して個別にバラメータを設定でき 
る。 


n は ARCC 番号で設定範囲は1〜4。 

node は ARCC の動作方式を設定するバラメータ 0 以下に lode と対応する動 
作を示す。 

• ■ ode :0 N 

ARCC を以前の設定で再開する0 

• aode:OFF 

ARCC を停止する。 

• node : 1/8 

発音する音符の音長の1/8単位ごとで lvl から lv 8 の ARCC 値を次々に設定し 
ていく。 

• iode:OPTIONAL 

発音する音符の音長とは無関係に、任意の時間区間ごとで lvl から lv 8 の A 
RCC 振幅を次々に設定していく。時間区間のシーケンスは後述の [ ARCCn.DEL 
AY 】 で行う。 

node は省略するとスイッチはそれまでの設定を保持したままとなる 0 
lvl 〜 lv 8 の ARCC 振幅は任意の位 » で省略可能で、数値の頭に土をつける 
ことによって相対的な偵の指定も可能。たとえば、 

[ ARCCn.LEVEL optional 64,,-10, +5] 

といった記述ができる。省略した部分は前の値を持続するということにな 
り、その間は振幅の変更は行われない。 

相対指定時にオーバーフローを起こした値は有効範囲内の展大値，最小値 
に修正される。 

例 

[ ARCC 1 .LEVEL 1/8 0,0,10,20 ,30] 

■ ode を1/8とし、 lvl =0, lv 2=0, lv 3=10, lv 4=20, lv 5=30 と設定。 

Iv 6, lv 7, lv 8 は S 略(未設定)。 

FM ADPCM MIDI! ARCC 振幅増加 
[ARCCn.DEEPEN sw,spd,dpn,rpt] 

• n :1-4 

• sw ：0 FF ,0 N 

• spd :1 〜65535 

• dpn :- 32768〜+32767 

• rpt : 〇〜32767 

ARCC の振 _ の消加/減少を設定する。 

• sw :0 FF ,0 N 

ARCC の振幅增滅機能を有効にするか無効にするかを設定する。 

OFF で無効に、 0 N で有効に設定される。 

• spd : 増減速度 

ARCC の振褊の消滅速度を設定する。1がもっとも速く、65535がもっとも 
連い。确は絶対音長に相当し、有功範囲は1〜65535。 

• dpn : 振轜增加 *I 

振幅の增滅■を設定する。玲偷は振幅減少、正偷は振蝙消加に対応する。 
偵の有効範囲は-32768〜+32767。絶対谕が大きければ大きいほど、消滅 
は急*となる。 

• rpt : 增滅回数 

振幅は spd の速度で dpn 帼消滅するが、この処理を何回繰り返すかを設定 
する。 rpt =0 とすると振幅が初期化されるまで無限に增減を嫌り返す設定に 
なる。偵の有効範囲は1〜32767。 

例 

[ ARCC 1 .DEEPEN ON , 6,+8, 10] 

( ARCC 1 を堉滅スビード6で10回振_を8增加させる） 

FM ADPC 吃 MIDI ARCC コントロール設定 
[ ARCCn.CONTROL Ctrl ] 

• n =:1-4 

• ctrl :0-127 

ARCC の制御対象コントロールを設定する。基本 MML の# C ほぼの機能だが @C 
は ARCC 1 に対しての設定しか行えないのに対して、本命令は各トラック独立 
動作させることのできる4つの ARCC コントローラに対して個別にバラメー 
夕を設定できる。 
n は ARCC 番号で設定範囲は1〜4。 

Ctrl は制御対象コントロール番号。 MIDI バートならば ARCC で制■したい 
コントロールチェンジ番号を与えることになる。 MIDI バートのコントロー 
ルは以下の文字列を設定することでも行える0 

0= BANK._MSB 1= VIBRAT 0 2= CTRL 2 3= CTRL 3 仁 CTRL 4 5= P 0 RTAMENT_TIME 
6= DATA ^ ENTRY_MSB 7 =VOLUME 8= CTRL 8 9= CTRL 9 10= PANP 0 T 
11= EXPRESSI 0 N 12= CTRL 12 13= CTRL 13 14= CTRL 14 15= CTRL 15 
16= CTRL 16 17= CTRL 17 18= CTRL 18 19= CTRL 19 20= CTRL 20 21= CTRL 21 
22 二 CTRL 22 23= CTRL 23 24= CTRL 24 25= CTRL 25 26= CTRL 26 27= CTRL 27 
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28= CTRL 28 29= CTRL 29 30= CTRL 30 31= CTRL 31 32= BANK_LSB 33= CTRL 33 
34 二 CTRL 34 35= CTRL 35 36= CTRL 36 37= DATA _ ENTRY_LSB 38= CTRL 31 
39= CTRL 39 40= CTRL 40 41= CTRL 41 42= CTRL 42 43= CTRL 43 44= CTRL 44 
45= CTRL 45 46= CTRL 46 47= CTRL 47 48= CTRL 48 49= CTRL 49 50= CTRL 50 
51= CTRL 51 52= CTRL 52 53= CTRL 53 5 仁 CTRL 54 55= CTRL 55 56= CTRL 56 
57= CTRL 57 58= CTRL 58 59= CTRL 59 60= CTRL 60 61= CTRL 61 62= CTRL 62 
63= CTRL 63 6 仁 DAMPER 65= P 0 RTAMENT 66= S 0 STENUT 0 67= S 0 FT 
68= CTRL 68 69 =FREEZE 70= CTRL 70 7 UCTRL 71 72= CTRL 72 73= CTRL 73 
74= CTRL 74 75= CTRL 75 76= CTRL 76 77= CTRL 77 78= CTRL 78 79= CTRL 79 
80 二 CTRL 80 81= CTRL 81 82= CTRL 82 83= CTRL 83 84: P 0 RTAMENT _ C 0 NTR 0 L 
85= CTRL 85 86 こ CTRL 86 87= CTRL 87 88= CTRL 88 89= CTRL 89 90= CTRL 90 
91 =REVERB 92= TREM 0 L 0 93= CH 0 RUS 9 仁 DELAY 95 =PHASER 
96= DATA_INCREMENT 97= DATA.DECREMENT 98= NRPN„.LSB 99= NRPN_MSB 
100二 RPN_LSB 101= RPN 一 MSB 102= CTRL 102 103= CTRL 10310 仁 CTRL 104 
105= CTRL 105 106= CTRL 106 107= CTRL 107 108= CTRL 108 109= CTRL 109 
110二 CTRL 110 111= CTRL 111 112= CTRL 112 113= CTRL 113 114= CTRL 114 
115= CTRL 115 116= CTRL 116 117= CTRL 117 U 8= CTRL 118 119= CTRL 119 


FM ADPCM MIDI ARCC スピード（周期） 

[ARCCn.SPEED spl ， sp2, … ， sp8] 

• n : l -4 

• spl 〜 sp 8:1 〜32767 

ARCC の振動速度を設定する0基本 MML の @ S とほぼ同等の機能を持つが最 
大8つの振幅変化に対応した振動速度変化の設定が行えるのが特長。 n は 
設定先 ARCC 番号で設定範囲は1〜4。 
spl 〜8は速度偵で設定範囲は lgspl 〜 sp 8$32767。 

実際の波形にどう影?！するかは拡張 MML [ ARCCn . WAVEFORM 】 の項で解説す 
るが、値が小さいほど高速に、値が大きいほど低速に音が振動する。 

spl 〜 sp 8 の振動速度は任意の位 R で省略可能だが、初期値を持たないの 
で注意。 

例 

[ ARCC 1 .SPEED 10,8,20] 

( ARCC 1 の速度を spl =10, sp 2=8, sp 3=20 と設定， sp 4 〜 sp 8 は省略（未設定）) 


120 = ALL SOUND OFF 12レ RESET ALL—CONTROLLERS 122= L 0 CAL 
123 二 ALL NOTES—OFF 12 仁 OMNI OFF 125 二 OMNI ON 126 二 MONO 127= P 0 LY 
例 

[ ARCC 1 .CONTROL EXPRESSION ] 

[ ARCC 1 .CONTROL 11] 

(上記 2 つは同 IS) 

FM 音源バートの Ctrl は；！;0000〜! Ulll で操作対象オペレータの登録となる。 
それそれ ビッ ト〇〜3までが 0 PM のオペレータ1〜4に対応する。また以下の 
文字列でコントロール設定を行えば FM 音源の特殊バラメータに対しての AR 
CC が行える。 （） 内の数脃はモジユレート有功範囲を表す。たとえば FM.AMS 
に対して-128〜127の振幅でモジユレートしても実際に有効となる偵は 0-3 
のみ0 

$80二 FM . PANP 0 T (0-127) *1 

$81= FM.PMS (0-7) 

$82= FM.AMS (0-3) 

$8仁 FM.AMD (0-127) 

$85= FM.PMD (0-127) 

$86= FM . LF 0 (0-127) *2 

$87= FM . NOISE (0-63) 

*1 バラメータ的には 0-127 で行われるが実嶸の効果は左、中央、右の3段 
階にしか哏らない 

*2 FM 音源のレジスタには (M 27の2倍の偵 （ 0-254) が*き込まれる 

例 

[ ARCC 1 .CONTROL FM . AMD 】 

[ ARCC 1 .CONTROL $84] 

(上記 2 つは同義） 

AD PCM バートの Ctrl は MIDI に準 W するが、現時点でサボートされている 

のは、 

7= V 0 LUME 10= PANP 0 T 11= EXPRESSI 0 N 

の 3 つのみ。 

； FM ： ADPCM MIDI! ARCC 波形の原点設定 

[ARCCn.ORIGIN org] 

• org :0-127 

ARCC 波形の基準値を設定する。この磺を振幅の上限値として [ ARCCn.DEP 
TH ]([ ARCCn . LEVEL ]) で設定した振幅で振動する。この fg は [ ARCCn . WAVEF 0 R 
M 】 の図解中の @ C に相当する。初期値は127。 

例 

[ ARCC 1 .ORIGIN 64] ( ARCC 1 の波形の基準硝を64に設定する） 


FM ADPCM|；MIDII ARCC 波形の初期化値の設定 
[ARCCn.RESET rst] 

• rst :0-127 

ARCC 波形の初期化谪を設定する。後述の [ ARCCn . MODE ] の設定によって多 
少作用が異なる。初期値は〇。 

• [ ARCCn . MODE ] が NORMAL のとき 

ARCC 開始時にこの値でコントローラが初期化される（ただし [ ARCCn.DELA 
Y ] の dl 名0のとき）。また ARCC 解除時にもこの值でコントローラが初期化さ 
れる。 

• [ ARCCn . MODE ] が SPECIAL ( ENHANCED ) のとき 

ARCC 解除時にもこの値でコントローラが初期化される。 

例 

[ ARCC 1 .RESET 0] ( ARCC 1 の初期化 ffi を0に設定する） 


FM ADPCM MIDI 」 ARCC ディレイ 
[ARCCn.DELAY dl0,dl1,dl8] 

- n :1-4 

• dlO : 〇〜32767 

• dll 〜 8:1 〜65535 

ARCC の動作モードのひとつである 「 OPTIONAL 」 モードにおける ARCC の振 
蝙切り換えタイミングを決定する区間時間の設定を行う。基本 MML に招 
当する機能。 

n は設定先 ARCC 番号で設定範 Iffl は1〜4。 

dlO は爵初の AECC が実行されるまでのディレイ（遵延時間）に相当し、絶 
対音長偵で指定する。有効範囲は〇〜32767。初期谕は0。 

dll 〜 dl 8 は次の振幅切り換えまでの区間時間で、これも絶対音艮始で指 
定する。有効範囲は1〜65535。初期値はなし。 

dlO 〜 dl 8 の任意のものを省略可能だが、 dll 〜 dl 8 は W 期始を持たないの 
で注®。 

例 

( ARCC 1 .DELAY 10,24,12,12,12,28,28,12,12] 

( ARCC 1 のディレイを dl 0=10, dn =24， dl 2=12, dl 3=12, dl 4=12， dl 5=28， dl 6= 
28, dl 7=12, dl 8=12 と設定する） 

FM ADPCM MIDI ARCC 波形 
[ARCCn.WAVEFORM w] 

• n :1-4 

• w :0-32767 

ARCC 波形を選択する。 « 本 MML の S と同等の機能。 
n は設定先 ARCC 番号で設定範囲は1〜4。 
w の〇〜4はブリセット波形に割り当てられている。 

• w =0: 鋸歯波 

• 矩形波 

• w =2: 三角波 

• w =3: ワンシヨット鋸歯波 

• w =4: ランダム波 

またはプリセツト波形は、 


SAW 

( w =0: 鋸歯波に対応） 

SQUARE 

( w = l : 矩形波に対応） 

TRIANGLE 

( w =2: 三角波に対応） 

S.SAW 

( w =3: ワンシヨット鋸歯波に対応) 

RANDOM 

( w =4: ランダム波に対応） 


という文字バラメータを用いて指定することもできる。 

初期滴は w =2 の三角波。 

w =5 〜7はリザーブ。 w =8 〜32767はユーザー定義波形となる。 

ユーザー波形の登録については MEASURE 3 zi . set ^ wavejroml() , MEASURE 
4 r.WAVEJORMj 参照。 

以下に波形と各バラメータとの関係を示す。 


私:振幅 

[ ARCCn • DEPTH ]([ ARCCn • LEVEL ]) 

デイレイ 

[ ARCCn . DELAY ] 

波形基準値※ 

[ ARCCn . ORIGIN ] 


( ARCCn . C 0 NTR 0 L /@ C の第 3 バラ メータ） 

速度 

[ ARCCn . SPEED ] 


* FM 音源バートおよび AD PCM バートでは [ ARCCn . CONTROL 】 を設定していな 
い場合、 ARCC はアンブリチュードモジュレーションとして動作する。この 
場合は上記の § C で表される波形基準値はその時点での設定音置に相当する。 
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FM 音源バートおよび AD PCM バートでも [ ARCCn . CONTROL ] を設定している場 
合は、 MIDI バートと同様の ARCC として機能する。 


波形番号0:鋸歯波（振幅が正のとき） 



波形番号0:鋸歯波（振幅が負のとき） 



波形番号1 矩形 波 


(振福が正のとき） 


@H 


@S 


@A 


波形番号ふ矩形波 


(振«が負のとき） 


@H 


@A 


@S 


波形番号2:三角波（振裼が正のとき） 



波形番 n 三角波 


(振裼が負のとき） 



@A 


Jl 


波形番号3:鋸歯波 シングル （振«が正のとき） 



波形番号3:鋸歯波 シングル （振幅が負のとき） 



波形番号4:ランダム波（振幅が正のとき） 

波形番号8〜32767:ユーザー波形（振帽が正のとき） 

波形データ列が+ 5, — 5,+ 10,+3,0の場合 ••• 


@C— 


l5*@A/32 


10*@ A /32 





3*@ A /32 


-6*@ A /32 


0*@ A /32 


@S 


波形番号 4: ランダム波（振幅が負のとき） 

波形番号8〜32767:ユーザー波形（振幅が負のとき） 


波形データ列が+ 5, — 5,+ 10,+3,0の場合 

+5*@ A /32 


@ C — 




0*@ A /32 

^ - >1 

@H - b*WA 

/32 

I — -3*@ A /32 


<~> 
@S 


JM ADPCM MIDI ARCC スイッチ 
[ARCCn.SWITCH mode] 

- n :1-4 

• 通 ode :- l 〜 2 または OFF , 1/8, OPTIONAL,ON 
ARCC の動作制■を行う。 
n は設定先 ARCC 番号で設定範囲は！〜4。 

node は [ ARCCn . DEPTH ]([ ARCCn • LEVEL ]) のバラメータの node と同等 0 mode 
は数値で与えることもでき、このときは、 

0=0 FF ,-1=1/8, 1 =0 PTI 0 NAL ,2=0 N 
に対応する。 

例 

[ ARCC 2 .SWITCH 1/8] 

( ARCC 2 を1/8モードで 0 N にする） 

[ ARCC 4 .SWITCH 2] 

( ARCC 4 を以前のモード （1/8 か OPTIONAL のいずれか）で ON にする） 


FM ADPCM MIDI ARCC 同期モード 

[ARCCn.SYNC m,c] 

• n :1-4 

• m :0= 非同期 1= 同期 または OFF,ON 

• c : l 〜65535 

ARCC 波形の初期化（リセット）タイミングの設定を行う。«本 MML H に相当 
する機能を持つ。 

n は設定先 ARCC 港号で設定範囲は1〜4〇 

m は同期モードの設定値。0は非同期，1は同期に対応する。 m を ON , OFF とい 
った 文字列にて与えることも可能で、この場合、文字列 OFF ,0 N は、それぞ 
れ非同期、同期の設定に対応する0 

「同期」に設定した埸合は新しく発音するたびに ARCC 波形の初期化を行 

「非同期 j にした場合は発音と無関係に ARCC を蜣行する。 

的硝指定では0,1以外に、以下のように2進数で設定すればより亮度な同 
期設定が行える。[】は初期設定を表す。 

第0ビット 発音と同時にリセット 
第1ビット タイでもリセット 
第2ビット 休符でもリセット 
第3ビット 波形はキーオンごとに進行する 

第4ビット 波形は休符でも進行する 

上からわかるように初期傾は1となっている。 
c は同期ディレイにあたり、実際には m で指定した条件が c 回成立すると波 
形が初期化されることになる。 c の初期偵は1。 

例 

[ ARCC 2 .SYNC % 01 \] 

( ARCC 2 を発音と同時、タイ指定においても初期化する） 

FM ADPCM MIDI ： ARCC モード 
[ARCCn.MODE mode] 

• n :1-4 

•_ ode : 〇〜 2 または NORMAL , SPECIAL ( ENHANCED ) 

MIDI には ARCC モードが 2 つあり本命令はこのモード選択をするもので、 
基本 MMLM に相当する。 ARCC についての詳解は基本 MML M の項を参照のこと。 

n は設定先 ARCC 番号で設定範囲は1〜4。 

• iode =0 ,NORMAL 

ノーマルモー ドの設定 0 

[ ARCCn . DEPTH ]([ ARCCn . LEVEL ]) で指定できる振幅の範囲は 0 S @ A $127。 

• Bode = l,SPECIAL 

拡張モードの設定。 ARCC は選択した波形に沿って実行される。 
[ ARCCn . DEPTH ]( [ ARCCn . LEVEL ]) で指定できる振幅の範囲は一 128^@ A ^12 
7〇 

※注意 

本命令を実行するとそれまで設定されていた振幅 （[ ARCCn . DEPTH ],[ ARCCn . 
LEVEL 】） は無効となる。 

例 

[ ARCC 3. M 0 DE NORMAL ] 


0:しない[1]:する 
[0]:しない1:する 
[0]: N 0 1 :YES 
[0]: N 0 1 :YES 
[0]: N 0 1 :YES 
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( ARCC 3 の ARCC モードを通常モードに設定する） 

[FMJ : ADFCM] MlDr ARCC 波形位相制御 

[ARCCn.PHASE mode] 

- n :1-4 

• lode : 〇〜1または NORMAL , REVERSE ( INVERSE ) 

ARCC の波形の位相を制御する0通常とデフオルト状態では1〇(^=0 ( NORMA 
L ) に相当し、 [ ARCCn . WAVEFORM ] の項で図解した波形が実行される。一方臟〇 
de = l ( REVERSE ) では [ ARCCn . WAVEFORM 】 の項で図解した波形において# C を中 
心に反転した波形が実行される。 

例 

[ ARCC 3 .PHASE REVERSE ] ( ARCC 3 の ARCC 波形を逆位相モードにする） 



LFM ADPCM MIDL 音量 
[VOLUME vl 

• v :0-127 あるぃは -127 〜+127い,-の符号を明記すると相対指定） 

音置の設定を行う。基本 MMl @ V に相当する。 v の設定範囲は 0$ v $127。 
数偷の頭に + の符号を付記すると相対指定になる。この場合の v の設定範 
囲は- 127 $v 彡+ 127。 

例 

[VOLUME 42] (音 B 42 を設定） 

[VOLUME -12] (それまでの音置を12下げる） 


FM ADPCM MIDI ： 相対音量 
[©VOLUME V ； 

• v:-127 〜127 

音匿の設定を相対指定で行う。基本 MML 扒に ffl 当する。 v の設定範囲は- 
127^ v ^ M 27 0 [ VOLUME 】 とは連い先頭に♦，-をつけなくても対指定とし 
て見なされる。 

例 

[^ VOLUME 12] (それまでの音置を12上ける） 

[^VOLUME -12] (それまでの音置を12下げる） 


;FM ADPCM MIDI ベ□シティ 
[VELOCITY u] 

• u :-127 〜+127あるぃは -127 -4127 (♦,- の符号を明記すると相対指定) 
ベロシティの設定を行う0基本 MML 則に相当する0 u の設定範囲は 0 $u 
$127。数値の頭に + の符号を付記すると相対指定になる。この場合の u 
の設定範囲は- 127 $uS + 127。 

例 

[VELOCITY 42] (ベロシティを42に設定） 

[VELOCITY -12] (それまでのベロシティを12下げる） 

FM 音源バート ， AD PCM 音源バートでは音置とベロシティの区別はなく同 
一の効果として扱われる点に 注意。 たとえば以下に示す設定はまったく同 
一の効果をもたらす設定となる。 

例 

[VELOCITY 42] (ベロシティを42に設定） 

[VOLUME 42] (音■を42に設定） 


LFMJ ADPCMHMIDI] 相対べ □シティ 
[©VELOCITY u] 

• u :-127 〜127 

ベロシティの設定を相対指定で行う。基本 MML 卯に相当する0 u の設定 
範囲は- 127$ ii $ + 127。[ VELOCITY 】 とは違い先頭に + をつけなくても ffi 対 
指定として見なされる。 

例 

[⑳ VELOCITY 12] (それまでのベロシティを12上げる） 

[^VELOCITY -12] (それまでのベロシティを12下げる） 



V S(Enhanced Velocity Sequence) 


LFM I ADPCM 1 1 MIDI 」 EVS 振幅 
[VELOCITY.DEPTH modejvl,1 v2, …， 1 v8] 

[VELOCITY.LEVEL mode,1vl,lv2, … ， 1v8] 

• mode : OFF , OPTIONAL,ON 
• lvl 〜 lv 8:-128 〜 +127 

EVS とは Z-MUSIC ver .1.0 からの機能であるべロシティシーケンスを拡張 
したもので、発音音符のベロシティをビブラートや ARCC のように®術波形 


やユーザー波形に沿って変化させる機能である。本命令は、この EVS の変 
化振_を設定するもの。 

■ ode は EVS の勋作方式を設定するバラメータ 0 以下に mode と対応する動 
作を示す。 

• ■ ode:ON 

EVS を以前の設定で再開する。 

• node:OFF 

EVS を停止する。 

• lode:OPTIONAL 

[ VELOCITY . DELAY ] で設定された音符数ごとに lvl から lv 8 の EVS 振幅を切 
り m えていく。 

XEVS は音長という概念がないのでビブラートや ARCC のような1/8モードは 
ない。 

lode は省略するとスイツチはそれまでの設定を保持したままとなる。 
lvl 〜 lv 8 の EVS 振幅は任意の位»で省略可能で、数値の頭に土をつける 
ことによって相対旳な値の指定も可能。たとえば、 

[ VELOCITY.LEVEL optional 64"-10パ 5] 

といった記述ができる。省略した部分は前の値を持蜣するということにな 
り、その間は振幅の変更は行われない。 

相対指定時にオーバーフローを起こした偵は有効範囲内の最大値，最小 
硝に修正される。 

例 

[ VELOCITY.LEVEL 1/8 0,0,10,20,30】 

(■ ode を1/8とし、 Ivl =0, lv 2=0, lv 3=10, lv 4=20, lv 5=30 と設定した〇 lv 6, 
Iv 7， lv 8 は雀略(未股定>> 

FM ADPCM MIDI EVS スピード（周期） 

[VELOCITY.SPEED spl,sp2, … ， sp8] 

• spl 〜 sp 8:1 〜32767 

EVS の振動速度を設定する0沿大8つの振輻変化に対応した振動速度変化 
の設定を行う。 spl 〜8は速度偵で設定範囲は l ^ spl 〜 sp 8$32767。 

実際の波形にどう影*するかは拡張 MML [ VEL 0 CITY . WAVEF 0 RM ] の項で解説 
するが、値が小さいほど萵速に、偵が大きいほど低速に音が振動する。 

spl 〜 sp 8 の振動速度は任意の位! B で右略可能だが、初期硝を持たないの 
で注意。 

例 

[ VELOCITY.SPEED 10,8,20】 

( EVS の速度を3口1=10,3口2=8,5卩3=20と設定,5口4〜3口8は省略（未股定）） 

FM ADPCM MIDI: EVS ディレイ 
[VELOCITY.DELAY dl0,dl1, …， dl8] 

• dlO : 〇〜65535 

• dl 1 〜 8:1 〜65535 

EVS の動作モードのひとつである 「 OPTIONAL 」 モードにおける EVS の振_ 
切り換えタイミングを決定する区間時間の設定を行う。 

dlO は？}初の EVS が実行されるまでのディレイ（遲延時間）に相当し、音符 
個数偵で指定する。有効範囲は〇〜65535。初期値は0。 

dll 〜 dl 8 は次の振幅切り換えまでの区間時間で、これも音符個数确で指 
定する。有効範囲は1〜65535。初期値はなし。 

dlO 〜 dl 8 の任意のものを省略可能だが、 dll 〜 dl 8 は初期値を持たないの 
で注意。 

例 

[ VELOCITY.DELAY 10,24,12,12,12,28,28,12,12】 

( EVS のデイレイを dl 0=10， dll =24， dl 2=12, dl 3=12， dl 4=12, dl 5=28， dl 6=28, 
dl 7=12, dl 8=12 と設定する。つまり音符 dl =10 個分は EVS の影通なく発音し 
11個目から dl 1=24個分最初の振幅値で EVS 開始となる。以下同様） 


rFMl [ADPCM iTMIDIl EVS 波形 

[VELOCITY.WAVEFORM w] 

• W ：0-32767 

EVS 波形を選択する。 

w の〇〜 4 はブリセット波形に割り当てられている。 
• w =0: 鋸歯波 

• w = l : 矩形波 

• w -2: 三角波 

• w =3: ワンシヨット鋸歯波 
- w =4 .•ランダ厶波 

またはプリセット波形は、 

SAW ( w =0: 鋸歯波に対応） 
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SQUARE ( w ^ l : 矩形波に対応） 

TRIANGLE ( w =2: 三角波に対応） 

S.SAW ( w =3: ワンシヨット鋸歯波に対応） 

RANDOM ( w =4: ランダム波に対応） 

という文字バラメータを用いて指定することもできる。 

初期値は w =2 の三角波。 

w =5 〜7はリザーブ。 w =8 〜32767はユーザー定義波形となる。 

ユーザー波形の登録については MEASURE 3 zi _ set _ wave _ froi 1 () , MEASURE 4 


r.WAVEJORMj 参照。 


以下に波形と各バラメ_ 

一夕との関係を示す。 

VL : 振 _ 

[ VEL 0 C I TY • DEPTH ]([ VELOCITY . LEVEL ]) 

VD : デイレイ 

[ VELOCITY . DELAY ] 

V 0: 波形基準値 

[ VELOCITY . ORIGIN ] 

VS : 速度 

[ VELOCITY . SPEED ] 


波形番号0:鋸歯波（振幅が正のとき） 



VS 


波形番号0:鋸歯波（振幅が負のとき） 



VS 


波形番号1:矩形波（振幅が正のとき） 



波形番号1:矩形波（振幅が負のとき） 



波形番号2:三角波（振幅が正のとき） 



波形番号2:三角波（振幅が負のとき） 



波形番号3:鋸歯波シングル（振蝠が正のとき） 



波形番号3:鋸歯波シングル（振幅が負のとき） 
V 0-> 


VS 

波形番号4:ランダム波（振幅が正のとき） 

波形番号8〜32767:ユーザー波形（振幅が正のとき） 

波形データ列が+ 5, — 5,+ 10,+3,0の場合 ••• 



波形番号4:ランダム波（振幅が負のとき） 

波形番号8〜32767:ユーザー波形（振幅が負のとき） 

波形データ列が+ 5, — 5,+ 10,十3,0の場合 •• • 



VS 


FM ADPCM MIDI ； EVS 波形の原点設定 

[VELOCITY.ORIGIN org] 

• org :0-127 

EVS 波形の基準値を設定する0この偵を中心に [ VELOCITY . DEPTH ]([ VEL 0 CI 
TY . LEVEL ]) で設定した振幅で振動する0この値は [ VELOCITY . WAVEFORM 】 の図 
解中の V 0 に相当する0初期値は127。 

例 

[ VELOCITY . ORIGIN 100] ( EVS の波形の基準脃を100に設定する） 

上の設定で（基準点=100)たとえば振幅10のとき 
波形:: TRIANGLE (三角波） 

にするとべロシティは100〜90( 100-10} 区間を交互に変化する 

FM ADPCM MIDI EVS スイッチ 
[VELOCITY.SWITCH n] 

• ■ ode :- l 〜 2 または OFF . OPTIONAL , ON 
EVS の動作制御を行う。 

■ode は [ VELOCITY . DEPTH ] ([ VEL 0 CITY . LEVEL ]) のバラメータの node と同等。 
■ ode は数磺で与えることもでき、このときは、 

0=0 FF ,1=0 PTI 0 NAL ,2=0 N 
に対応する。 

例 

[ VELOCITY.SWITCH OPTIONAL ] 

( EVS を OPT 1 ON AL モードで ON にする) 

[ VELOCITY.SWITCH 2】 

( EVS を以前のモードで ON にする） 

FM ADPCM' MIDI" EVS 同期モード 
[VELOCITY.SYNC m,c] 

• m : 0= 非同期 1= 同期 または OFF,ON 

• c :1 〜65535 

EVS 波形の初期化（リセット）タイミングの設定を行う。 
m は同期モードの設定値。0は非同期，1は同期に対応する。 m を ON , OFF とい 
った文字列にて与えることも可能で、この場合、文字列 OFF ,0 N は、それそ 
れ非同期、同期の設定に対応する。 

「同期」に設定した場合は小節線 （[ BAR ]) のときに EVS 波形の初期化を行 

う。 

「非同期 j にした場合は発音と無関係に EVS を続行する。 

数値指定では0,1以外に、以下のように2進数で設定すればより高度な同 
期設定が行える。[】は初期設定を表す。 

第0ビット 小節線に同期して初期化 [0】：しない1:する 
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第 1 ビット ベロシティが指定されている音符[0】：しない1:する 

があっても波形は進行する 

第2ビット 休符があっても波形は進行する [0】：しない1:する 

上からわかるように初期値は0となっている。 

c は同期ディレイにあたり、実際には b で指定した条件が c 回成立すると 
波形が初期化されることになる。 c の初期磧は1〇 

例 

[ VELOCITY.SYNC % 01 \) 

( EVS を小節線同期、ベ〇シティが指定されている音符があっても波形は 
進行する） 

；FM ADPCM；；MIDL EVS 波形位相制御 

[VELOCITY.PHASE mode] 

• node :0 〜1または NORMAL , REVERSE ( INVERSE ) 


EVS 波形の位相を制御する 0 通常とデフオルト状態では mode =0( NORMAL ) 
に相当し、 [ VEL 0 CITY . WAVEF 0 RM ] の項で図解した波形が実行される。一方 B 
ode : 1 ( REVERSE ) では [ VELOCITY . WAVEFORM 】の項で図解した波形において VO 
を中心に反転した波形が実行される。 

例 

[ VELOCITY.PHASE REVERSE ] ( EVS の実行波形を逆位相モードにする） 



[FMl ADPCM MIDI 」 パンポット 
[PANPOT p] 

- P ：0-127 あるぃは -127 〜 H 27 い，-の符号を明記すると相対指定） 

バンボット（定位）を設定する。 p =0 が厢左、 p =64 が中央、 p =127 が府台に 
対応する0 p の設定範囲は 0$ p $127。 数 fifi の頭に♦，-の符号を付記すると 
招対指定になる0この場合の p の設定範囲は- 127 gp $ + 127。 

また P に文字列、 

L 63 〜 LI M R 1 〜 R 63 


を与えることもできる。文字列バラメータと数偷バラメータとの対応は以 
下に示す。 

数値 L 63 〜 LIM R 1 〜 R 63 


例 


文字列 

[PANFOT R 20] 


0〜63 64 65〜127 
(基本 MML の# P 84 に相当） 


例 

⑴ 

•pattern ABC { cdefgab < c > } 
.assign TR 1, MIDI 1 
( tl)[PATTERN ABC ] 

( P ) 

( cdefgab < c > が演奏される） 


FM ADPCM MIDL パターン展開 ( 埋め込み） 

[EMBED id] 

• id : パターン名文字列 

共通コマンド . PATrEfiMMEASUREI 参照）で登録したパターン名 id の演奏デー 
夕を展開する。 id にはパターン名を記述する。 

[ PATTERN ] は演奏実行時にパターン部にジャンプする形で演奏されるが 
[ EMBED 】 はバターンの内容そのものをそのトラックに埋め込むので、演奏 
時は通常の演奏データとまったく変わらない方法で演奏される。 

つまり、 [ PATTERN ] は処理速度的には [ EMBED 】 よりも劣るが、演突データ 
サイズを削減できる。逆に [EMB ED 】は処理速度的に [P ATTERN 】より優れるが 
演奏データサイズは大きくなる。 

例 

⑴ 

.pattern ABC { cdefgab < c > } 

.assign TR 1, MIDI 1 
( tl)[EMBED ABC ] 

( P ) 

( cdefgab < c > が演奏される） 



FM ADPCM MIDr テンポ 
[TEMPO t] 

• t :1-32767 

テンポを設定する0設定範囲は使用タイマやマスタークロックの偵によ 
り変勛する。 

t は1分間の4分音符の数に相当する0 

初期 tf (は120。ひとつのトラックで指定すると全トラックに影鬌する。 

例 [TEMPO 200] (テンポ200を設定） 


圆 BSEffiKBE 相対パンボット 

[@PANP0T p] 

• p :-127 〜127 

バンボットの設定を相対指定で行う。基本 MML 朴に相当する。 p の設定 
範囲は- 127$ p 蠤+127。 [ PANP 0 T ] とは違い先頭に♦，•をつけなくても相対指 
定として見なされる。 

例 

[@ FANP 0 T 12] (それまでのバンボットを12上げる） 

[@ PANP 0 T -12] (それまでのバンボットを12下げる） 



: FM [ADPCM][MIDI] チャンネル切り換え 
[CH—ASSIGN ch] 

[ASSIGN ch] 

• ch : FMl 〜 FM 8 

ADPCM 1 〜 ADPCM 16 ( または PCM 1 〜 PCM 16) 

MIDI 卜 1 〜 MIDI 卜 16, MIDI 2-1 〜 M 1 DI 2-16, MIDI 3 M 〜 MID 13-16. MIDI 4-1 
〜 MIDI 4-16 

そのトラックに割り当てられているデバイス、チヤンネルを変更する。 
Z-MUSIC ver .2.0 の MML である N や卵の橼能に柘当する。 

例 

[ CH.ASSIGN MIDI 3-1] (そのトラックを MID 13-1 に変更する） 


FM ADPCM MIDI 相対テンポ 
[@TEMP0 t] 

• t :- 32768〜32767 

テンポを ffl 対旳に設定する。演»の結果有効範囲を超えてしまった場合 
は設定可能範囲内に自動修正される。 

ひとつのトラックで指定すると全トラックに影 W する。 

例 

[@ TEMP 0 -20] (現在のテンポに20を引いた ffi を設定〉 


iFmiADPCMirMlD! 
[TIMER 


t] 


t : 〇〜16383 


タイマ設定 


副り込み阎期を削り込みタイマへ直接設定する。 


る0 


基本 MML の町に相当す 


以下に&タイマとテンポの相関を表す（マスタークロック= 192のとき）。 
タイマ A =1024 - ( 78125/テンポ） 

タイマ B =256 — （78125 テンポ）/16 
MID I タイマ=30 • 000,000/(192拿テンポ） 

ひとつのトラックで指定すると全トラックに影響する。 

例 

[TIMER 38] (タイマ偵を38に設定する） 




； FMj! ADPCM ：； MIDI ； パターン展開 
[PATTERN id] 

• id : パターン名文字列 

共通コマンド . PAT ™( MEASURE 4 参照）で登録したパターン名 id の演奏デー 
夕にリンクする。 id にはパターン名を記述する。 


rFMirADPCMliMlDTI アゴーギク振幅 
[AG0GIK.DEPTH modejvl , lv2,•••, 1 v8 
[AG0GIK.LEVEL modejvl,1 v2, …， 1 v8' 


• node : OFF ,1/8. OPTIONAL,ON 
• lvl 〜 lv 8:- 32768〜 +32767 


アゴーギクとは演奏速度（テンポ）を一定の法則に従って変動させる効果 
のことをいう。 Z-MUSIC ver .3.0 では、ビブラートや ARCC のような W 術波 
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形やユーザー波形に沿ってテンポを変化させることができ、これをアゴー 
ギク機能と呼ぶ。 

[ AGOGIK . DEPTH ]([ AGOGIK . LEVEL ]) はアゴーギクの抿福の設定を lvl 〜 lv 8 
において行う。 

mode はアゴーギクの動作方式を設定するバラメータ。以下に aode と対応 

する動作を示す。 

• mode:ON 

アゴーキクを以前の設定で再開する0 

• node:OFF 

アゴーギクを停止する。 

• node : 1/8 

発音する音符の音丧の1/8単位ごとで lvl から lv 8 のアゴーギク振幅を次々 
に変化していく。 

• node:OPTIONAL 

発音する音符の音長とは無関係に、任意の時間区間ごとで lvl から lv 8 の 
アゴーギク振を次々に設定していく 0時間区間のシーケンスは後述の [AG 
OGIK . DELAY ] で行う。 

node は省略するとスイツチはそれまでの設定を保持したままとなる 0 
lvl 〜 lv 8 のアゴーギク振幅は任意の位®で省略可能で、数«の頭に土を 
つけることによって相対的な値の指定も可能。たとえば、 

[AGOG IK . LEVEL optional 64，，-10パ5] 

といった記述ができる。省略した部分は前の偵を持続するということにな 
り、その間は振_の変®は行われない。 

相対指定時にオーバーフローを起こした谕は有効範囲内の崧大涵，最づ、确 
に修正される。 

例 

[ AGOGIK.LEVEL 1/8 0,0,10,20,30】 

■ode を1/8とし、 1 v 1=0,1 v 2=0,1 v 3=1( Mv 4=20，1 v 5=30 と股定〇 
Iv 6, lv 7, lv 8 は省略(未設定)。 

FM ADPCM MIDI; アゴーギク 振幅増加 
[AG0GIK.DEEPEN sw,spd,dpn f rpt] 

• SW : OFF , ON 

• spd:1 〜65535 

• dpn :- 32768〜 +32767 

• rpt : 〇〜32767 

アゴーギクの振幅の消加/減少を設定する0 

• sw :0 FF ,0 N 

アゴ ー ギクの振《增滅機能を有効にするか無効にするかを設定する。 

OFF で無効に、 0 N で有効に設定される。 

• spd : m 滅速度 

アゴーギクの振幗の垧減速度を設定する。丨がもっとも速く、65535がも 
っとも遇い。偵は絶対音良に相当し、有効範囲は1〜65535。 

• dpn : 振幅増加置 

振幅の m 減置を設定する。 a 値は振幅滅少、正磧は振幅堉加に対応する。 
碴の有効範囲は-32768〜+32767。絶対値が大きければ大きいほど、增滅 
は急激となる。 

• rpt : 增滅回数 

振幅は spd の速度で dpn 幅增滅するが、この処理を何回嫌り返すかを設定 
する。 

rpt =0 とすると振幅が初期化されるまで無限に消滅を繰り返す設定になる。 
値の有効範囲は1〜32767。 

例 

[ AGOGIK.DEEPEN ON , 6,^8, 10] 

(增滅スビード6で10回振幅を8增加させる） 

圆アゴーギクスピード（周期） 
[AG0GIK.SPEED spl,sp2, …, sp8] 

• spl 〜 sp 8: 1〜32767 

アゴーギクの振動速度を設定する。最大8つの振幅変化に対応した振動速 
度変化の設定が行える。設定範囲は l ^ spl 〜 sp 8 S 32767。 

実際の波形にどう影響するかは拡張 MML [ AGOGIK . WAVEFORM 】 の項で解説す 
るが、値が小さいほど高速に、値が大きいほど低速に音が振動する0 
spl 〜 sp 8 の振動速度は任意の位®で省略可能だが、初期値を持たないの 
で注意。 

例 

[ AGOGIK.SPEED 10,8,20] 

(sp 1=10, sp2=8 , sp3=20, sp4 〜 sp8 は省略（未設定）） 


m ^PCM' MIDI I アゴーギクディレイ 
[AG0GIK.DELAY dl0,dl1, … ， dl8] 

• dlO : 〇〜65535 

• dl 1 〜 dl 8:1 〜65535 

アゴーギクの動作モードのひとつである 「 OPTIONAL 」 モードにおけるア 
ゴーギクの振幅切り換えタイミングを決定する区間時間の設定を行う。 

dlO は最初のアゴーギクが実行されるまでのディレイ（遅延時間）に相当し、 
絶対音長値で指定する。有効範囲は〇〜65535。初期値は0。 

dll 〜 dl 8 は次の振幅切り換えまでの区間時間で、これも絶対音長値で指 
定する。有効範囲は1〜65535。初期値はなし。 
dlO 〜 dl 8 の任意を省略可能だが、 dll 〜 dl 8 は初期谕を持たないので注意。 

例 

[ AGOGIK.DELAY 10,24,12,12,12,28,28,12,12] 
dl 0=10, dll =24, dl 2=12, dl 3=12, dl 仁 12， dl 5=28， dl 6=28, dl 7=12， dl 8=12 W 
設定される。 


FM ADPCM MIDf ! アゴーギク波形選択 
[AGOGIK.WAVEFORM w] 

• w :0-32767 

アゴーギク波形を選択する。 

w =0 〜4はブリセット波形に割り当てられている。 

• w =0: 鋸歯波 

• w = l : 矩形波 

• w =2: 三角波 

• w =3: ワンショット鋸歯波 

• c 4: ランダム波 

またはブリセット波形は、 

SAW ( w =0: 鋸南波に対応） 

SQUARE ( w = l : 矩形波に対応） 

TRIANGLE ( w =2: 三角波に対応） 

S.SAW ( w =3: ワンショット鋸歯波に対応） 

RANDOM ( w =4: ランダム波に対応） 

という文字バラメータを用いて指定することもできる。 

初期谕は w =2 の三角波。 

w =5 〜7はリザーブ。 w =8 〜32767はユーザー定典波形となる。 

ユーザー波形の登鉍については MEASURE 3 zn _ set _ wave_from 1 () ， MEASURE 4 
「.WAVE FORM 」 参照。 


以下に波形と各バラメータとの閱係を示す。 

AL : 振幅 [ AGOGIK . DEPTH ] ([ AGOG IK . LEVEL ]) 

AD : ディレイ [AGOG IK . DELAY ] 

T ••テンポ [ TEMP 0]([@ TEMP 0], T ,@ T ) 

AS : 速度 [ AGOGIK . SPEED ] 


波形番号 0: 鋸歯波 （ SAW ) (振幅が正のとき〉 



波形番号0:鋸歯波（振幅が負のとき） 



AL 


波形番号1:矩形波（振幅が正のとき） 



波形番号1:矩形波（振幅が負のとき） 
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波形番号 2: 三角波（振幅が正のとき） 



波形番号2:三角波（振幅が負のとき） 



波形番号3:鋸歯波シングル（振幅が正のとき） 



波形番号3:鋸歯波シングル（振幅が負のとき） 

隹修雜 籲 隹瓣隹 隹多隹 隹鑛參 鑛修隹 秦播 隹隹奉 籲鑛隹 隹雄鑛 •费 

< - T 

AD \iAL 

I 

AS 

波形番号4:ランダム波（振幅が正のとき） 

波形番号8〜32767:ユーザー波形（振幅が正のとき） 

波形データ列が+ 5, — 5,+ 10,+3,0の場合 •• • 



AS 


波形番号4:ランダム波（振幅が負のとき〉 

波形番号8〜32767:ユーザー波形（振幅が負のとき） 

波形データ列が+ 5, — 5,+ 10,+3,0の場合 •• • 


T-> 


mT^Ut 


+5* AL / 32 


/32 


霧 ,- ■ J 

W /32 


0* AL /32 

-3* AL /32 


AS 


例 

[AGOG IK . WAVEFORM TRIANGLE ] ( AG 0 G 1 K の波形を三角波に設定する） 
上の設定でテンポ=100で、たとえば振«が10のときテンポはアゴーギク 
作用により90〜110間を交互に変化する0 


[FMHADPCM MIDIJ アゴーギクスイツチ 
[AGOGIK.SWITCH mode] 

• ■ ode :- l 〜2または OFF , 1/8, OPTIONAL,ON 
アゴーギクの動作制御を行う 0 node は [ AG 0 G 1 K . DEPTH 】（[ AG 0 GIK . LEVEL ]) 
のバラメータの mode と同等 0 node は数 ffi で与えることもでき、このときは、 

0=0 FF ，-1=1/8,1 =0 PTI 0 NAL ,2=0 N 

に対応する。 

例 

[ AGOGIK.SWITCH 1/8] 

(1/8 モードで ON にする） 

[ AGOGIK.SWITCH 2] 

(以前のモード （1/8 か OPTIONAL のいずれか)で 0 N にする) 

FM^ADPCMMIDI] アゴーギク同期モード 

[ AGOGIK.SYNC m ^ c ]" 

非同期 1= 同期 または OFF,ON 
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• c : 1〜65535 

アゴーギク波形の初期化（リセ ッ ト）タイミングの設定を行う。 

■は同期モードの設定値。0は非同期，1は同期に対応する。■を ON , OFF と 
いった文字列にて与えることも可能で、この場合、文字列 OFF ,0 N は、それ 
それ非同期、同期の設定に対応する。 

「同期 j に設定した場合は新しく発音するたびにアゴーギク波形の初期 
化を行う。 

「非同期」にした場合は発音と無関係にアゴーギクを続行する。 

数値指定では0,1以外に、以下のように2進数で設定すればより高度な同 


期設定が行える。 

[] は初期設定を表す。 



第0ビット 

発音と同時にリセット 

0:しない[1]:する 

第1ビット 

タイでもリセット 

[0]：しない1:する 

第2ビット 

休符でもリセット 

[0]: N 0 

1 :YES 

第3ビット 

波形はキーオンごとに進行する 

[0]: N 0 

1 :YES 

第4ビット 

波形は休符でも進行する 

[0]: N 0 

1 :YES 

上からわかるように初期値は1となっている。 




C は同期デイレイにあたり、実際には B で指定した条件が C 回成立すると 
波形が初期化されることになる0 c の初期値は1〇 


例 

[ AGOGIK.SYNC X 0 U ] (発音と同時、タイ指定においても初期化する） 


各«モード設定 


MIDI1 タイモード 

[TIE 一 MODE n] 

• n :0- l または NORMAL , SPECIAL ( ENHANCED ) 

MIDI バートのタイの処理モードを設定する。基本 MML W の機能に相当す 
る。 

• n =0 または NORMAL 
通常モードに設定する。 

c&d 

とした«合、通常モードでは&のない、 
c d 

として処理され演赛される。 

- n = l または SPECIAL ( ENHANCED ) 

FM 音源バートと互換の動作をするモードに設定される。 
c&d 

とした埸合、 FM 音源部と同様に、ある音の発音後、その音の持続音（減衰 
音）で、次の音の音程へ変化するようになる。よって、 FM 音源部での、 
( c < d ) ft ( d > c ) 

といった表現や、 

( g , e )24 &e 
朴0,683 C 4 &CM 

のような表3己も FM 音源部と同様に機能するようになる（ただし、 MIDI 規格 
の仕様制限から®初に発音した音«から1オクターブを超えることはでき 
ない) 〇 

初期偵は n =0( N 0 RMAL )。 

例 

[ TIEJ 10 DE ENHANCED ] (タイモードを FM 音源互換モードに設定する） 


FM' ADPCM MIDIj 
[TRACK MODE n] 


トラックモード 


• n :0, l または NORMAL .RHYTHM 

そのトラックのノー トオフ処理を行うか S 略するかどうかの設定を行う0 
基本 MML 卵の機能に相当する。 


• n = l または RHYTHM 

そのトラックは「ノー トオフ省略モード」になり、以後ノー トオフ処理 


をしない。 

(詳細は基本 MML 卵の項を参照） 

ノー トオフ省略モードでは音符にゲートタイムという概念がなくなるた 
め 、 MML Q の影響を受けずエンべローブを最後まで実行するようになる。 
そのため音を細かく区切ったりなどというニュアンスは再現不可能になる。 

• n =0 または NORMAL 


ノー トオフ処理をする通常のモードに設定する。 

初期状態は [ TRACK _ M 0 DE NORMAL ], つまり「ノー トオフをする j モード 
に設定されている。 

例 

[TRACK MODE RHYTHM ] (ノー トオフ処理を省略する） 


IFMirADPCMirMIDIl トラックディレイ 









[TRACK—DELAY n] 

• n :0-32 デ 68 

そのトラックの演奏を n で与える絶対音長分遅らせる0基本 MML の @ W とほ 
ぼ同機能の命令。初期値は n =0 で、遅れなし。 

例 

[TRACK DELAY 10] (そのトラックを絶対音長10分演奏を遅らせる） 


iFM ADPCM 
[VOICEJESERVE n] 

• n : l 〜8て FM 音源バート) 


トラック同時発音数設定 


• n : l 〜16 (AD PCM 音源バート） 

そのトラックで同時に発音する音数を設定する。 n >2 に設定した場合は、 
単音を発音する場合でも別のチャンネルで発音するようになり、 MIDI 音源 
の P 0 LY モードのような効果を得ることができる。 

FM 音源バートは n = l 〜8、 ADPCM 音源バートでは n = l 〜16。初期 fifi は FM 音源 


バート ， AD PCM 音源バートともに n = l 。 


例 

[VOICE RESERVE 4] 《厨大同時発音数を4に設定する） 


FM ADPCM MIDI 強制消音 

[ALL—S0UND—0FF] 

その時点で発音している音を強制旳にすべて消音する。ただし、ダンバー 
0 N やキーオフなしモードに設定されている場合はノー トオフできない。 

例 

[ALL SOUND OFF ] 


最大同時発音数について 

FM 音源パートと AD PCM 音源の最大同時発音数設定は MIDI 音源の DVA 
(動的音源確保方式）とは異なり、シーケンシャルにチャンネルをトラ 1 
ックに割り当てる0 

たとえば、あるトラックがチャンネル1に割り当てられており、この 
とき、このトラックの最大同時発音数を4にした場合、チャンネル1,2, 

3,4が発音に用いられる。 

また、 FM 音源パートにおいて、あるトラックがチャンネル7に割り当 
てられており、このとき、このトラックの最大冋時発音数を4にした場 
合はチャンネル7,8,1,2が発音に用いられる0 

以上のことからチャンネルの競合に注意しないと発音した音が述切 
れしまう場合がある。 



[FM ADPCM MIDIi エコー 
[ECHO itv,dec,lpt] 

• itv : 音長 

• dec :-128 〜127 

•lp tine :0 〜65535 

設定後の音符を itv 準位に分削して演奏する。分割した音符ひとつひとつ 
に対して線形な元音量との消滅 dec を与えることができる。1チヤンネルで 
疑似旳なエコー効果を与えるときなどに使用する。 

• itv : 音楽旳音長 

音符を分割する単位を音長 （1 〜32767)で指定する。音長は音楽旳音畏で 
指定するが、 

数値の頭に’*’を記述すれば絶対音長 （1 〜 32767) を指定することもできる。 

• dec : 減衰相対音 fl 値 

分割した音符1つひとつに対して元音置との相対的な差を与えることが 
できる。 

分割後 n 番目の音符の音置の変位は n * dec になる。設定範囲は-128〜127。 

• lp : 繰り返し回数 

分割を何回繰り返すかを指定する。設定範囲は〇〜65535。0は無限回を意 
味する。 

また無限回は文字列 LOOP でも指定することができる。 

例 

[ECHO 8, -10,3] cl , ,127 

この例では cl は c 8 単位に3回分割される。そして音1変位は-10なので 
結果的には、 

c 8，，-10& c 8,,-20& c 2.,,-30 


のように演奏される。 

例 

[ECHO 8, -10, LOOP ] cl 

では、分割回数が無限回になっているので cl をできる限り分割する。 
よって演奏結果は、 

c 8,,-10& c 8,,-20& c 8,,-30& c 8, > -40& c 8,,-50& c 8 >> -60& c 8,, -70& c 8"-80 
のようになる。 


エコー 機能の仕様制限事項 

1. 連符コマンド （{•••} の中）に対しては効力を発揮せず 

2. 音*操作は具体的にはべ□シティを対象としている 

3. 音符に対してのベ□シティが省略されている場合はその音符の直前 
のべ □シティ値が基準となりこの値から滅衰する（この場合は直前のベ 
□シティから土63 の 変化に限定される）〇 

4. 音符にベ□シティを絶対值設定している場合はその値を基準として 
滅袞する （0 〜127の範囲内で增滅）〇 


調号/拍子 


FM ADPCM MIDI 1 調号 
[KEY SIGNATURE k1,k2, … ， kn] 

• kn : 文字列 

調号を設定する。どの音階にどの変化3己号（林 • b ) がつくのかを設定 
する0基本 MML [ K . S 1 GN ] とまったく同等の機能。 
kn 部分は変化3己号、音階の顧に設定し、1個ずっ，で区切る。 

例 

[ K.SIGN + c ,+ d ，+ f ，+ g ] (ホ長攔） 
cdfg に自動旳に#(シャープ）がつく 


[ K.SIGN - a ,- b ,- d ,- e ] (変イ長調) 

abde に自動旳に b (フラット）がつく 

[ K.SIGN - a .+ b ] 

a に b (フラット）が、 b に#(シャープ）が自動的につく 
また以下の調名を3己述することによって、一般旳な调号の設定を行うこ 
ともできる。 

Cia jor , Gia jor, Dia jor, Aia jor, E*a jor, Bia jor, F+ia jor, F #aa j o r, 
C+iajor,C#iajor,Fiajor,B-«ajor,Bbiajor,E-iajor,Ebmajor, 
A-aajor,Abma.jor,D-najor,Dbmajor,G-najor,Gbnajor,C-najor, 
Cbaajor.Aiinor,Elinor,Biinor.F+iinor.Ftiinor^C+iinor, 
Ctiinor.G+iinor.Gliinor.D+iinor.Dfiinor.A+iinor.Aliinor, 

[)■ i nor , Gmi nor , Cmi nor • Fb i nor , B-ni nor，Bbmi nor , E-mi nor , 
Ebminor . A - niinor.Abininor 
例 

[ K.SIGN G - Major ] 変卜長調 （cdegab に b ) 

ナチュラル記号である，！’を使用すれば一時的に调号の効力をなくすこ 
とができる。 

また、調号の効力をなす音階に対してさらに#, ♦(#) や - (b ) がついた場 
合は调号と両方考*した音階になる。 

例 

[ K.SIGN G - Major ] b ! 

(この调では b には通常ならば b がつき、 b - になる（半音下がる）のだが！ 
のためナチュラル指定となり b で演奏される） 


[ K.SIGN G - Major ] b - 

(この調では b には通常ならば b がつき、 b - になる（半音下がる）のだが b 
のため b --(= a ) で演奏される） 


FM ADPCM MIDI 
TKEY ky] 

• ky : 文字列 

曲全体の調を設定する。ただし演奏トラックに调号のような効果や機能 
はなく、あくまで表向きの設定となる。 
ky には以下の調名を与える0 

Ciajor, Gaajor, Diajor, Ana jor, Eiajor, Biajor.F+ia jor ， F#m jor ， 
C+iajor,C#iajor,Fiajor,B-iajor,Bbiajor,E-*ajor,Ebiajor, 
A-iajor,Abnajor,D-major,Dbiajor,G-iajor,Gbmajor,C-iajor, 
Cbiiajor,AjDinor,EBinor,Bininor,F+ininor,F#Biinor,C+ininor, 
C#iinor ， G+aiinor ， G#iinor,D+iinor,D#iinor ， A+Binor ， A#^inor ， 
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Dminor , Gminor , Cminor , Fminor , B - minor , Bbminor ， E - minor ， 
Ebm i nor , A-m i nor , Abini nor 
例 

[KEY D # Minor ] (嬰二短調） 


!FM; ADPCM MIDI 拍子の設定 
[METER m] 

•1/1 〜 255/255 

曲全体の拍子を設定する。ただし演奏トラックに対してなんの効果もも 
たらさない。あくまで表向きの設定となる。設定値 b は分数表記を取る。 

例 

[METER 6/8] (8 分の6拍子と設定） 



FM][ADPCMJ[MIDI| 小節線 

[ - ] (’ 」はいくつでもよい） 

[BAR str ] 

[MEASURE str ] 

• str : コメント文字列 

五線 2 S でいう小節線に柘当する。命令自体に拽能はない。 str は ZMS を見 
やすくするためにコメント文字列を与えることができる（ただし str の情報 
は ZMD には残らない）。 

トラックの初期状®は第0小節に钼当する。 

例 

[MEASURE A バート】 


!FM: ADPCM ； MIDI] 小節ジャンプ 
[JUMP m] 

• m: 1〜 

m で表される小節の先卵へジャンプする。ジャンプ後の音源や Z - MUS 1 C 
の内部バラメータはそこまで通常に演奏を行ったときと同じになっている。 
基本 MML の R ] とほぼ同等の機能を持つ。該当/ j 、 節がない場合は正常に演奏 
されない。 

例 


( i ) 

•assign TR 1 ,MIDII 

( tl)@l vl 2 
( tl )( jUBp 2] 

/ 第 2 小節から演奏 

(tl )cde 

/ 第 0 小節 

( tl )[ bar ] 
( tl)fga 

/第1小節 

( tl )[ bar ] 

( tl ) b<cd 

/第2小節 

( tl )[ bar ] 

( P ) 



(この例では b < cd のみが演奏される。） 


演赛制御 


FM ADPCM MIDI ； 再演奏 
[REPLAY— tl 

• t :1-65535 

トラック t を強制旳に初めから演奏開始にする。基本 MML J に相当する。 
演奏が終了していても、演奏中であっても演奏開始を受けたトラックは屘 
初から演奏を始める。設定範囲は l $ t $65535。 

例 

( tl) II vl 5 〇4 q 8 [REPLAY 2] r 2[ REPLAY 2] 

( t 2) @1 vl 5 o 4 q 818 cdef 

この例では結果旳には cdef cdef が演奏される。 

IFM ADPCM MIDL 同期 
[SYNCHRONIZE t] 

• t :1-65535 

トラック間同期通信を行う。基本 MML W に相当する機能を持つ。 t はトラ 
ック番号を表し、この値の有効範囲は1〜65535。トラック t に対して同期 
信号を送信する。同期信号を送られたトラックは直ちに演奏を再開する。 
値 t を省略すると、これは「同期待ち」の指示となり、直ちに演奏を中 


断し、ほかのトラックから同期信号が送られるまで演奏処理を停止続ける。 

なお、本命令は設計の都合上、[幻， [!],[ JUMP ] といったジャンプ系 コマ 
ンドと併用できない点に注意。 

例 

( tl ) @1 vl 5 〇4 q 8 cdef [synchronize 2] 

个トラック 2 へ同期送信 

( t 2) [ synchronize ] @1 vl 5 〇4 q 8 gab く c 

个どこからか同期信号がくるまで演奏を中断。 

この例では結果旳には cdefgab く c が演奏される 0 


ーク S き換 


FM ADPCM MIDIi ワーク 塞き換え 
[POKE a,d] 

• a :- 2147483648〜2147483647 

• d : 〇〜4294967296または -2147483648 〜2147483647。 

そのトラツクの灌癸ワークの ai に 値 d を 苒き 込む 〇 Z - MUS 1 C の 溜费卜 
ラックワーク a に ffid を設定する。基本 MML の？に相当する。 d は数値の 
頭に±をつけて相対値の設定も可能0 
使用には Z - MUSIC のワークエリアについての十分な理解を必要とする。 
使用方法によっては 最悪、 9走してしまうので注意。 

例 

[POKE -10,450] 

(演奏トラックワークの先頭-10の内容に+50加算する） 



FM ADPCM MIDI ダミー 
[DUMMY] 

なにも行わない命令。 ZMS コンバイル後の ZMD に1バイトの空きスペース 
を作ることができる。通常の音楽制作には用いる必要はない。 



FM ADPCM MIDf コメント 
[COMMENT str] 

• str : 文字列 

コメントを与える。コンパイル後の ZMD にもコメント文字列が内部的に 
埋め込まれる点が基本 MML /と邊う。 

例 

[COMMENT This is a pen .] 



FM ADPCM11MIDI1 イベント 
[EVENT category,class,data] 

• category : WORD f PICTURE,SOUND 

• class : 文字列 

• data : 文字列 

演奏データに外部ブレイヤー向けのイベント情報を盛り込むときに使用 
する。 Z-MUSIC ver .3.0 自身は本命令の実行は行わず無視する 0 

• category : イペント種類 

イベントの fl 類を指定する。現在定められているのは、 

WORD : 歌詞などの文字列データ 
PICTURE : グラフイックデータ 


SOUND : 効果音など 

の3つ。 

• class : 具体旳なデータフォー マツ トタイブ 


category で指定したイベントの«類を具体旳にどのようなデータ形式を 
用いて表現するかを文字列で指定する。現時点では各 category につき1榷 
頸の class のみ定義されている。以下にそれらを示す。 

category = W 0 RD のとき class=STRING 歌詞文字列 

category = PICTURE のとき class=PIC 

PIC 画像ファイルのファイル名文字列 
category = S 0 UND のとき class=ADPCM 

AD PCM ファイルのファイル名文字列 
例 

[EVENT WORD , STRING ,” 豚もおだてりゃ木に登る”] (歌詞設定) 

[EVENT PICTURE , PIC , FISH . PIC ] (画像データ設定） 

[EVENT SOUND , ADPCM . BOMB . PCM ] (AD PCM データ設定) 
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fFM； : ADPCM MIDI :チャンネルプレッシャー 
[CH.PRESSURE nl 

• n :0-127 または-127〜 + 127 い,-の符号を明記すると相対指定にな 

る） 

チャンネルブレ ヅ シャーとはチャンネル単位で設定するアフタータッチ 
機能をぃう0本命令は MIDI バートにおぃてこのチャンネルブレ ッシ ャーの M 
1 D 1 メッセージを送信するもの（チャンネルブレッシャーの設定値に対応す 
る効果は MID 音源側であらかじめ設定しておく必要がある）。 

設定範囲は〇〜127,数値の頭に土を{ぃて相対指定を行うこともできる。 
この場合の設定範囲は-127〜+127。 

なお、 FM 音源バート、 ADPCMg 源バートではベロシティの設定（拡張 MML 
[ VELOCITY ]) と同等の機能を果たす。 

例 

[ CH _ PRESSURE 64] (チャンネルプレッシャーを64に設定する） 

；FM ADPCM MIDI1 ポリフォニックプレッシャー 
[POLYPHONIC—PRESSURE ky,vl] 

• ky :0-127 または 0-1 C 〜 09 G ， C -1 〜 G 9 

• vl :0-127 または -127 〜+127い，•の符号を明記すると相対指定） 

ボリフォニックブレッシャーとはノー ト別に設定することができるアフ 
タータッチ機能のことをぃう。本命令は MIDI バートにおぃて、このボリフ 
ォニックブレッシャーの MIDI メッセージを送信するもの（ボリフォニックブ 
レッシャーの設定値に対応する効果は MID 音源側であらかじめ設定しておく 
必要がある）。 

ボリ フォ ニックブレッシャーを与えるノー トは ky にて指定する0 ky の股 
定範囲は〇〜127。 ky は 0-1 C 〜 09 G , C - 1〜 G 9 とぃった MML で与えることもでき 
る。 

ボリフォ ニック ブレ ッ シャー値である vl の 設定範囲は〇〜127。数磺の頭 
に土を肖ぃて相対指定を行うこともできる。この場合の設定範囲は-127〜+ 
127〇 

なお、 FM 音源，音源バートではその時点で発音してぃる指定ノート ky に対 
して音霣（ベロシティ） vl を設定する動作をする。 

例 

[ POLYPHONIC.PRESSURE o 4 c ,64] 

(ノー ト 04 C にボリフオ ニック ブレ ッシヤー 始64を設定する） 



MIDIi([FM ADPCM；) コン ト□ールチェンジ設定 
[CONTROL c,d] 

• c :0-127 

• d :0-127 

MIDI 楽器のコントロールチェンジ c にデータ d を送信する0基本 MML の Y に 
相当する。 FM 音源バート ， AD PCM 音源バートでは FM 音源レジスタ c にデータ d 
を設定する。 

例 

[CONTROL 11,12 7] 

(コン ト ロールチェンジ 11番 （ EXPRESSION ) に 127を設定する） 

MIDI: NRPN 設定 

[NRPN MSB,LSB,d1,d2] 

• MSB :0-127 

• LSB :0-127 
•(11:0-127 

• d 2:0-127 

USB , LSB で表される MIDI 楽器の NRPN アドレスにデータ dl , d 2 を送信する0 
基本 MML の @ Y に相当する。 MSB , LSB はそれそれ NRPN のアドレス上位下位を表 
す。 

dl , d 2 はデータの上位下位を表す。 FM 音源バート ， AD PCM 音源パートでは 

無視される。 
dl , d 2 のみ省略が可能0 

例 

[NRPN 1，8, $40] 

(NRPN $0108にデータ$40**を設定。下位バイトは省略） 



FM ADPCK MIDL ホール ド（ダン パー ペダル） 
[DAMPER d] 

• d :0-127 

ダンバーペダルの設定を行う。基本 MML の @ D に相当する。設定範囲は 0-12 
7。一般の MIDI 楽器では0~63をダンバー OFF ,64-127 をダンバー 0 N としている。 
ダンバー ON , OFF は文字列 ON , OFF でも設定が可能。このときは 0 N が d = l 27 ， OFF 
が d =0 に対応する。 

例 

[DAMPER OFF ] (ダンバー解除する） 

[DAMPER 68] (ダンバーを値68で ON に設定する〉 



FM ADPCM MIDI トラックフエーダー 
[TRACK—FADER spd,src,dst] 

• spd :0-65535 

• src :0-128 

• dst :0-128 

トラックフ x — ダーの動きを設定する0基本 MML Y とほぼ同等の機能を持 
〇〇 

• spd : 移動速度 

フエーダーの移動速度を指定する 0 spd = l がもっとも遅く、 spd =65535 が 
もっとも早い。 spd =0 は移動解除に相当する。また、移動解除指定は OFF と 
いう文字バラメータでも指定可能。 

• src : 移動元フ エーダー レペル 

移動元のフヱーダーレペルを設定する0設定範囲は 0 gsrcS 128 で、0が 
無音状態、128は原音 B に相当する。 

• src : 移動先フエーダーレペル 

移動先のフエーダーレべルを設定する。設定範囲は 0 Ssrc $128 で、0が 
無音状®、128は原音8に相当する。 

例 

[TRACKJADER 10,128,0] 

(速度10で原音置から無音状態へフエーダーを移動する（いわゆる FADE 0 UT )) 

FM ADPCM MIDI; チャンネルフエ ー ダー 
[CH FADER dev ch,spd,src,dst] 

• dev : ALL , FM , ADPCM , MIDI 1-. MIDI 2-. MIDI 3-, MIDI 4- 
• ch : 卜 16 または ALL 

• spd :0-65535 

• src :0-128 

• dst :0-128 

指定したチャンネルのフヱーダーの動きを設定する0 

• dev : デバイス 

操作の対象となる音源デバイス名を文字列にて指定する。デバイス名と 
対応音源は以下の通り。 


バラメータ 

操作対象音源 

ALL 

全デバイス 

FM 

FM 音源 

ADPCM ( PCM ) 

AD PCM 音源 

MIDI 卜 

MIDI 出カボート1 

MIDI 2- 

MIDI 出カボート2 

MIDI 3- 

MIDI 出カボート3 

MIDI 4- 

MIDI 出カボート4 


• ch : 操作対象チャンネル番号 

上記のデバイスと合わせて指定する。 FM 音源バートのチャンネル設定範 
囲は lSch $8。 

AD PCM 音源バート、 MIDI 音源バートのチャンネル設定範囲は lSchgl 6 0 
全チャンネルを対象としたい場合は文字列 ALL を指定する。 

なお、全デバイスの全チャンネルを操作対象とする場合は ALL-ALL では 
なく、 ALL と指定する。 

• spd : 移動速度 

フエーダーの移動速度を指定する。 spd=l がもっとも遅く、 spd =65535 が 
もっとも早い。 

spd 二0は移動解除に ffi 当する。また、移動解除指定は OFF という文字バラ 
メータでも指定可能。 

• src : 移動元フ エーダー レペル 

移動元のフエーダーレペルを設定する0設定範囲は 0 Ssrc $128 で、0が 
無音状態、128は原音 B に相当する。 
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• src : 移動先フ ェーダー レ ペル 

移動先のフェ ー ダーレべルを設定する。設定範囲は 0 Ssrc $128 で、0が 
無音状態、128は原音量に相当する。 

例 

[ CH 一 FADER MIDI 卜10，10，128 ,0] 

( MIDI 出カボート1の10チャンネルを速度10で原音置から無音状態へフェー 
ダーを移動する（いわゆるフェードアウト）） 

[ CH 一 FADER FM - ALL .0,64,64] 

( FM 音源全チャンネルをフヱーダーレべル64に設定し固定する） 
[ CH.FADER ALL -2,0,64,64] 

(全デバイスのチャンネル2をフェーダーレべル64に設定し固定する） 

[ CH-FADER ALL , 10,0 ,128] 

(全デパイスの全チャンネルを無音状態から原音量までフヱーダーを移 
動させる 0 (いわゆるフェードイン）） 

: FM ；: ADPCM :; MIDr マスター フ ェーダー 

[MASTER—FADER dev,spd ， src ， dst,•••] 

• dev : ALL ， FM ， ADPCM , MlDll ， MlD 12， MlD 13， MIDI 4 

• spd : 〇〜65535 

• src :0-128 

• dst :0-128 

マスターフェーダーの 動きを設定す る。 

• dev : デバイス 

撵作の対象となる音源デバイス名を文字列にて指定する 0 デバイス名と 
対応音源は以下の通り。 


バラメータ 

m 作対象音源 

ALL 

全デバイス 

FM 

FM 音源 

ADPCM ( PCM ) 

AD PCM 音源 

MIDI 1 

MIDI 出カボート1 

MIDI 2 

MIDI 出カボート2 

MIDI 3 

MIDI 出カボート3 

MIDI 4 

MIDI 出カボート4 

• spd : 移動速度 



フエ ー ダーの移動速度を指定する。 spd = l がもっとも逄く、 spd =65535 が 
もっとも早い。 

spd =0 は移動解除に相当する。また、移勳解除指定は OFF という文字バラ 
メータでも指定可能。 

• src : 移勧元フ エーダー レペル 

移動元のフエーダーレペルを設定する。設定範囲は 0$ src $128 で、0が 
無音状態、128は原音1に相当する。 

• src : 移勛先フ エーダー レベル 

移動先のフヱーダーレべルを設定する。設定範囲は 0$ src $128 で、0が 
無音状態、128は原音 t に相当する。 

例 

[MASTERJADER MIDI 1，10,128,0】 

( MIDI 出カボート1を速度10で原音 B から無音状態へフ x — ダーを移動す 
る（いわゆる フエ ードアウト）） 

[MASTER FADER FM ,0,64,64] 


フエー ダーについて 

Z-MUSIC ver .3.0 ではトラックフエーダー、チャンネルフエーダー 
マスターフエーダーの3つのフエーダーがあります。このうちトラッ 
クフエーダーとチャンネルフエーダーは、操作対象とするフエーダー 
の指定方法が違うだけで、処理方式も機能も同一です。つまり、たと 
えばトラックフエーダーが実行されているトラックのチャンネルに対 
してフヱーダー制御を行うとそれまで実行されていたトラックフエー 
ダーは無効となりチャンネルフエーダーとして新たな設定で制御され 
るようになります。 

一方マスターフエーダーはまったく前者2つのフエーダーとは独立 
した処理系で実行されます。よってトラックフエーダー/チャンネル 
フエーダーと同時に独立した制御を行うことができます。 

このことからトラックフエーダー/チャンネルフエーダーは、トラ 
ックごとの演奏表現の一手段として使用し、マスターフエーダーは曲 
全体の音*制御に利用するのが効果的な使用法といえます。 

(マスターフエーダーは外部アブリケーシヨンから曲價 j の都合を無 
視して制御されることがあります〇 ) 


( FM 音源をフエーダーレべル64に設定し固定する） 

[MASTERJADER ALL , 10,0, 128] 

(全デバイスを無音状態から原音置までフエーダーを移動させる。（いわ 
ゆるフエードイン）） 


■ FM 音源専用命令 


FM 音源レジスタ塞き込み 

nafne,d] 

• naae : レジスタ名文字列 

• d :0-255 

naae で表される FM 音源レジスタに ffid を！{き込む。以下にレジスタ名一 
免を示す。 

グローバル レジスタ名 NFRQ . NE . LFRQ . PMD . AMD.WF 
チヤンネルレジスタ名 CON , FB , PAN , AMS,PMS 
オペレータレジスタ名 MUL . DT 1. TL . AR . KS .1 DR . AMS .2 DR . DT 2. RR .1 DL 
なお、オペレータ名は OPl . xxx 〜 0 P 4. xxx のように指定する。 
[ ADPCM ][ M 1 D 1】 バートで指定された場合は無視される。 

例 

[0 PM LFRQ .150] ( FM 音源レジスタ FRQ ($18) に№150を窖き込む） 
[0 PM 0 P 2. TL .10] ( FM 音源レジスタ 0 P 2 の TU こ値10を磨き込む） 

: FM FM 音源ハードウ : ！ : ア LF0 設定 

[0PM•LFO wf , sync,spd , pmd,amd,pms,ams] 

• wf : 〇〜 3 または SAW , SQUARE , TRIANGLE .RANDOM 

• sync :0 ,l または OFF,ON 

• spd :0-255 

• pid :0-127 

• and :0-127 

• pis :0-7 

• ans :0-3 

FM 音源のハードウェア LFO のバラメータの設定を行う。 Z-MUSIC ver .3.0 
が提供するソフトウエア LF 0 とは独立してかけることができる。 

設定は基本 MML の音色切り換えコマンドである@で音色バラメータの値 
(こ®新されてしまう。（ハードウェア LF 0 の設定を保存して音色切り替えを 
実行したい場合は [ TIMBRE ] 命令を用いるとよい） 

• wf : 波形番号 

波形タイブを設定する。設定範囲は〇〜3。または SAW , SQUARE , TRIANGLE , 
RANDOM の文字バラメータを設定することもできる。以下に数値と文字バラ 
メータの対応を示す 0 

wf 文字バラメータ波形名 

〇 SAW 鋸歯波 

1 SQUARE 矩形波 

2 TRIANGLE 三角波 

3 RANDOM ランダム波 

• sync : LF 0 初期化設定 

キーオンと同期して LF 0 を初期化するかどうかを設定する。0で初期化 
しない、1で初期化する。また OFF ,0 N の文字バラメータで設定することも 
できる。 OFF が初期化しない、 0 N が初期化する、に対応する。 

• spd : LF 0 速度 

ハードウ X ア LF 0 の速度の設定を行う。偵の有効範囲は〇〜255。 

• pad :ビッチモジュレーション振幅 

ハードウエア LF 0 のビッチモジュレーションの振幅の設定を行う。 

偵の有効範囲は〇〜127。 

• aid : アンブリ チュー ドモジ ュレー ション振幅 

ハードウヱア LF 0 のアンブリチュードモジュレーションの振幅の設定を 
行ぅ。 

値の有効範囲は〇〜127。 

• ビッチモジュレーション惑度 

ハードウヱア LF 0 のビッチモジュレーションの感度の設定を行う。 

値の有効範囲は〇〜7。 

• aas : アンブリチュードモジュレーション振幅感度 

ハー ドウヱア LF 0 のアンブリ チュー ドモジ ュレーショ ンの感度の設定を 
行ぅ。 

偵の有効範囲は〇〜7。 

バラメータ sync , pas , aas はチヤンネルごとに独立した設定が行えるが、 
これ以外バラメータ （ spd , P md , amd ) の設定は、 FM 音源の仕様制限から、全 
チヤンネルに影 W してしまう。 

例 





[ OPM.LFO SQUARE , ON , 120,88 ,50,5,2] 

波形タイプを矩形波、速度を 120,PBd=88,ajnd=50,pBS=5，ais=2 として設定 
する。 


FM FM 音源スロットモード設定 

[SLOT—SEPARRATION s] 

• s =_ 〇〜 5 U 111 

FM 音源は1チヤンネルにつき4つのオペレータを持つており、この4つの 
オペレータを組み合わせて音を作り出している。本命令はそのトラックに 
割り当てられているチヤンネルの4つのオペレータのうち、どれを発音に用 
いるかを設定する。この機能を Z-MUSIC ver .3.0 ではスロットセバレーシヨ 
ン （ SL 0 T _ SEP ARRATI ON ) と呼んでいる。 

応用次第によっては FM 音源1チャンネルで各オペレータ別々に発音させる 
こともできる。 

バラメータ s の設定範囲は5；0000〜 XU 11。 第0ビットがオペレータ1、第1 
ビットがオペレータ2、第2ビットがオペレータ3、第3ビットがオペレータ4 
に対応する。ビット=1のオペレータをそのトラックで使用する0 0000あ 
るいは、文字列で OFF を指定した場合は、スロットセバレーシヨン機能を解 
除する設定となる。 


例 

[SLOT SEPARATION XI 010】 
[ SLOT—SEPARRATION OFF ] 

例 


(発音に 0 P 2,0 P 4 を使用する） 

(スロットセバレーシヨン機能を解除） 
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.assign trl 

<fi 

Hi . 

128，1} 



• assign tr 2 { f'm 1,1 28,1} 


0 

0 


2 

3 


0 

0 


0 

0 


0 

0 


SQl ) 


( tl )@ lvl 6 [ slot_separation X 1001 ]cde 
( t 2)# lvl 6 [slot separation 510110] r 8 cde 
( P ) 

使用しているチヤンネルは FM 音源のチヤンネル 1 だけだが、あたかも2チ 
ヤンネル使用しているような感じが表現できる。 

FM FM 音源ノイズ設定 

[NOISE n] 

• n :0-31 または OFF 

FM 音源のチヤンネル8のオペレータ4(スロット 32) からノイズを発生す 
る0 

n とノイズの周波数とは、 

n =4000/(32 x ノイズ周波数 [ kHz ]) 

の関係があり、設定範囲は 0$ n $31。 OFF を指定した場合はノイズモード栌 
除と見なす。 


PCM ( PCM ) 関連 


ADPCM PCM モード設定 

[PCM MODE n] 

• n : 〇〜1または RHYTHM , TONE , TIMBRE 
Z-MUSIC ver .3.0 では MPCM . X 使用時 、 AD PCM ( PCM ) 音を楽器音 （ TIMBRE ) と 
して登録するこ」とで、 FM 音源, MIDI バートのように旋律を演奏することが 
できるようになった 0 このモードを Z-MUSIC ver .3.0 では TIMBRE モードと呼 
ぶ。 

本命令は ADPCM バートを従来通り各ノートに割り振りって使用するか（こ 
れをリズ厶モードあるいはトーンモードと呼ぶ）、楽器音として使用するか 
を選択設定するもの。 

- n =0 または RHTHM , T 0 NE 

AD PCM 音源をリズムモード （ トーンモード）で使用する。 

• n = l または TIMBRE 
AD PCM 音源をティンバーモードで使用する。 

初期設定は n =0( RHYTHM , TONE ) のリズムモード （ トーンモード）。 

例 

[PCM MODE TIMBRE ]( トラックを TIMBRE モードに設定） 


ADPCM 周波数切り換え 

[FREQUENCY n] 

• n : 〇〜6 

内 SWD PCM 音源の再生周波数を変更する。基本 MML の @ F の機能に相当する。 
設定®囲は 0$ n ^6 で、各値は、 
n = 0: 3.9 kHz 
1: 5.2 kHz 
2: 7.8 kHz 
3:10.4 kHz 
4:15.6 kHz 

5:20.8 kHz *1 

6:31.2 kHz *1 

に対応する。初期値は 4 で値'省略時は 4 に自動設定される。 

*1 の周波数は AD PCM チップ供給クロックに対して改造を行った X 680 x 0 に対 
してのみ有効0 



[EFFECT rvb,cho,dly] 

• rvb :0-127 

• cho :0-127 

• dly :0-127 

• ef 2:0-127 

• ef 5:0-127 

MIDI 楽器の ェフ x クトを制御する0基本 MML 牝に相当する機能。コント 
ロール チェンジのエフェクト1 ( GS では REVERB ) へ rvb を、エフェクト 3 (GS 
では CHORUS } へ cho を、エフヱクト4 ( GS では DELAY ) へ dly を出力する0 
このほか、 MIDI 規格で定められているェフェクト2,エフェクト5にも 
が設定可能（よく使われるエフェクト1,3,4を先頭に先頭に持ってきてあ 
る）。ただし、楽器側がこれらのェフェクト制■に対応していない場合は、 
無意味。 

バラメータは任意のものを省略できる。バラメータの有効範囲は 〇〜 127。 
初期偵は不定。 

FM 音源バートや AD PCM バートで使用しても無視される。 

例 

[EFFECT 0,10,5】 （REVERB を0 , CHORUS を10 , DELAY を5に設定する） 

MIDI リバーブ 

[EFFECT.REVERB rvb] 

• rvb :0-1 27 

リバーブ (ェフ x クト U のかかり具合を設定する0确の設定範囲は〇〜127。 
MIDI 楽器側がこれらのェフヱクト制御に対応していない場合は、無恚味。 
また、 FM 音源バートや AD PCM バートで使用しても無視される。 

例 

[ EFFECT.REVERB 127] (リバーブの設定を127にする） 


MIDI コーラス 

[EFFECT.CHORUS cho] 

• cho :0-1 27 

コーラス（エフヱクト 3) のかかり具合を設定する0脃の設定範囲は〇〜127。 
MIDI 楽器側がこれらのエフ x クト制御に対応していない場合は、無意味。 
また、 FM 音源バートや AD PCM バートで使用しても無視される。 

例 

EFFECT . CHORUS 127] (コーラスの設定を127にする） 


MIDI ディレイ 

[EFFECT.DELAY dly] 

• dly :0-127 

ディレイ（エフエクト 4) のかかり具合を設定する。値の設定範囲は〇〜127。 
MIDI 楽器側がこれらの エフ x クト制御に対応していない場合は、無意味。 
また、 FM 音源バートや AD PCM バートで使用しても無視される。 

例 

[ EFFECT.DELAY 127] (デイレイの設定を127にする） 


MIDI データ送信 


MIDI MIDI データ送信 

[MIDI—DATA n1,n2, …] 

• ni :0-127 
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MIDI データの送信を行う。基本 MML @ X に相当する機能。メーカーや楽器 
の榷頸には無関係でチェックサムなども発信しない 0 

データはいくつでも記述可能。各値の設定範囲は 0$ xi $255 であるが、 
256以上の値を設定した場合は7ビットずつに分割されて送信される （8 ビッ 
卜でない点に注意)。 

(一般的な MIDI 規格の tH 例に従い、下位、上位の顧に送信される。例：81 

92— $00,40) 

また、”〜”で括ればその文字コードを送信できる。ただし、同機能の共 
通コマンド . M 1 DLDATA とは異なり複数行にバラメータを分けて再くことは 
できない。 

本命令は楽器のメモリを«き換える場合もあるので各自の S 任の下で使 
用すること。 

例 

[ MID 1 .DATA $ b 0, 11,12 7] ($ b 0, 11,127を送信する） 

[MIDLDATA ” ABC ”】 （$41 ，$42，$43を送信する） 

iMIDl) □ー ランドエクスクルーシブ 

[ROLAND EXCLUSIVE n1,n2, …] 

• ni :0-127 

ローランド系の楽器にエクスクルーシブメッセージ送信を行う。基本 MM 
L X と同等の機能。 

後述の [ INSTRUMENTJD ] でメーカー ID をローラント-($.11 ) に設定しておく 
ことが前提。データの fc 送方式は「ワンウェイコミュニケーションのデー 
タセット」（コマンド ID =$12)。 

データはいくつでも記述可能。&偷の設定範囲は Ognig 127であるが、 
128以上の値を設定した場台は7ビットずつに分削されて送信される（一般 
旳な MIDI 規格の烟例に従い、下位、上位の顧に送信される。例._8192—$00, 
40)〇 

また、”〜”で括ればその文字コードを送信できる0ただし、同機能の共 
通コマンド. ROLAND.EXCLUSI VE とは肖なり榷数行にバラメータを分けて * 
くことはできない。 

ローランドエクスクルーシブに不可欠なチェックサ厶 ffi は自勛旳に送信 
される。 

本命令は*器のメモリを直接操作するものなので、各自の fi 任の下で使 
用すること。 

例 

[ ROLAND . EXCLUSIVE $40 ,$00,$7 f ,$00] 

(ローランドエクスクルーシブとして $40,$00,$7 f ,$00 を MIDI 楽器へ送信） 

MIDI ヤマハエクスクルーシブ 

[YAMAHA EXCLUSIVE n1 ， n2, …] 

• ni :0-127 

ヤマハ系の楽器にエクスクルーシブメッセージ送信を行う 
後述の [1 NSTRUMENTJD 】 でメーカー ID をヤマハに設定しておくことが前 
提〇 

データの転送方式は「バルク • ダンプ」が使用される。 

データはいくつでも記述可能。各始の設定範囲は OSniS 127であるが、 
128以上の値を設定した場合は7ビットずつに分割されて送信される。 

(一股旳な MIDI 規格の tH 例に從い、下位、上位の柏に送信される。例：81 
92— $00,40) 

また、”〜”で括ればその文字コードを送信できる。ただし、同機能の共 
通コマンド . Y _ A _ EXCLUSIVE とは转なり裨数行にバラメータを分けて离 
くことはできない 0 

ヤマハエクスクルー シブに不可欠な fc 送 バイ ト数、 チェックサム 始は自 
動旳に送信される。 

本命令は楽器のメモリを直接操作するものなので、各自の S 任の下で使 
用すること。 

例 

[ YAMAHA_EXCLUSIVE $00,$00,$7 e ,$00] 

(ヤマハエクスクルーシブと して $00,$00，$7 e ,$00 を MIDI 楽器へ送信) 

MIDI ； MIDI 楽器 ID の 登録 

[INSTRUMENTJD n1,n2,n3] 

• nl : 〇〜127 

• n 2:0 〜127 

• n 3:0 〜127 

Z - MUSIC にそのトラックを演奏する楽器のメーカー ID 、 デバイス ID 、 モ 
デル 1 D を設定する（所有している MIDI 楽器の各値については楽器のマニュ 
アルを参照）。これは特に設定しなくても通常のコマンドの動作にはまつ 
たく影瞢しない。 
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ただし、 

[R0LAND_EXCLUSIVE] 

[EFFECT] 

に関しては楽器個別の動作をするため、これらのコマンドを使用する前に 
は必ず設定しなければならない。 

nl= メーカー ID ( 例： ROLAND 二 $41, K0RG 二 $42, YAMAHA = $43) 

n 2= デバイス ID (各ユーザーが楽器に設定した値。特に設定した覚えの 

ない場合はその楽器のデフオルトのデバイス 1 D を設定する） 
n3 ニモ デル ID (例: MT-32 = $16, SC5 5 =$42 or $45) 

初期値なし。 

例 

[INSTRUMENT ID $41,$10, $42] (R0LAND,DEV-1D 二 $10 ， SC-55 に設定） 


SC -55 /mk II ( SC -155/ CH -300/ CM -500) 専用命令 


MIDI 

[SC55 INIT id] 
[SC55 RESET id] 
[GS 一 INIT id] 

[GS RESET id] 


SC - 55 初期化 


• id :$00 〜 $7 f 
SC -55 の初期化を行う0 

id は SC -55 のデバイス ID で雀略可能、省略時は$10。 


例 

[ SC 55 INIT $10] 


MIDI SC-55 の各パートのボイスリザーブ 

[SC55—V—RESERVE id {nl,n2, … ， n16}] 

[SC55—PARTIAL RESERVE id {nl,n2, …, n16}] 

[GS V—RESERVE id {nl ,n2, … ， n16}] 

[GS PARTIAL RESERVE id {nl,n2, … ， n16}] 

• id :$00 〜 $7 f 

• nl 〜 nl 6:0 〜 127 

SC -55 の各バートのボイスリザーブを行う0 

id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 6) は必ず16個設定しなくてはならない。またバラメー 
夕各始の総和は音源の同時発音数以内に収める必要がある。 nl 〜 nl 6 はそ 
れぞれバート1〜16のボイスリザーブ偷に対応し、10畨目のバラメータは 
リズ厶バートに対応する。 

同拽能の共通コマンド. GS _ PARTIAL _ RESERVE とは興なり複数行にバラメー 
夕を分けて冉くことはできない。 

( SC -55 マニュアル p 79, または MEASURE 3 zi _ gs_partial reserve () 参照）） 

例 

[ SC 55. PARTIAL_RESERVE $10 {2. 4,2,2,0,0,0,0,0,5,0,0,0,0,0, 0}] 


MIDI SC-55 のリパーブパラメータの設定 

[SC55 REVERB id {nl ,n2, … ， n7}] 

[GS REVERB id {nl,n2, …, n7}] 

• id :$00 〜 $7 f 

• nl 〜 n 7:0-127 

SC -55 のリバーブバラメータの設定を行う0 

id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 7) は7個まで任意の個数設定可能。同機能の共通コマ 
ンド . GSJtEVERB とは異なり複数行にバラメータを分けて軎くことはできな 


nl : REVERB MACRO (00: Room 1,01: Roo*2 ,02: Room 3,03: Ha 111, 

04: Hall 2,05: Plate ,06: Delay , 

07 :Fanning Delay ( FB )) 


n 2 :REVERB CHARACTER ($00 〜 $07) 
n 3 :REVERB PRE-LPF ($00 〜 $07) 
n 4 :REVERB LEVEL ($00 〜 $7 F ) 
n 5 :REVERB TIME ($00 〜 $7 F ) 
n 6 :REVERB DELAY FEEDBACK ($00 〜 $7 F ) 


n 7 :REVERB SEND LEVEL TO CHORUS ($00 〜 $7 F ) 


( SC -55 マニュアル p 79 参照） 

例 

[ SC 55 一 REVERB $10 ={4,4,0,88,70,0,0}] 


MIDI SC-55 のコーラスパラメータの設定 

[SC55—CHORUS id {nl,n2, … ， n8}] 


[GS.CHORUS id {nl,n2, …, n8}] 

• id :$00 〜 $7 f 

• nl 〜 n 8:0-127 

SC -55 のコーラスバラメータの設定を行う。 

id は SC -55 のデバイス 1 D で省略可能、省略時は$10〇 

バラメータ （ nl 〜 n 8) は8個まで任意の個数設定可能。同檢能の共通コマン 
ド . GS CHORUS とは異なり複数行にバラメータを分けて离くことはできない 


nl:CHORUS MACRO 


n2:CHORUS PRE-LPF 
n3:CHORUS LEVEL 
n4:CHORUS FEEDBACK 
n5:CHORUS DELAY 
n6:CHORUS RATE 


(00:Chorus1,01:Chorus2,02:Chorus3 
03:Chorus 4,0 4:Feedback Chorus, 
05:FIanger,06:Short Delay 
07:Short Delay(FB)) 

($00 〜 $07) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F> 

($00 〜 $7F) 


n7:CHORUS DEPTH 
n8:CHORUS SEND LEVEL TO REVERB ($00 〜 $7F> 

(SC-55 マニュアル p79# 照） 

例 

[SC55 CHORUS $10 ={2,0,100,8,80,3,19,0}] 


MIDI ： SC-55 の パー トの パラメータを 設定 

[SC55 PART SETUP pt,id {nl,n2, … ， n119}] 

GS PART SETUP pt,id {nl,n2, … ， n119}] 

[SC-55 PART PARAMETER pt,id {nl,n2, … ， nl 19}] 

[GS PART_ PARAMETER pt,id {nl ,n2, … ， nl 19}] 

• pt :1 〜 16 

• id :0-127 

• nl 〜 nll 9:0-127 


SC -55 のバートのバラメータを設定する。 

pt はバートナンバーを表し、で省略は不可。またバートナンバー 
=10はリズ厶バートに対応する。 

id は SC -55 のデバイス 1 D で省略可能、崙略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nll 9) は119個まで任意の個数設定可能。ただし、同拽能 
の共通コマン K . GS . FART . SETUP とは舆なり複数行にバラメータを分けて« 
くことはできない。 


nl:Rx CHANNEL 

(卜 16，17=0 FF ) 

n 2 :Rx PITCH BEND 

(0-1: OFF / ON ) 

n 3 :Rx CH PRESSURE ( CAf ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

n 4 :Rx PROGRAM CHANGE 

(0-1: OFF / ON ) 

n 5 :Rx CONTROL CHANGE 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

n 6 :Rx POLY PRESSURE ( PAf ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

n 7 :Rx NOTE MESSAGE 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

n 8 :Rx RPN 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

n 9 :Rx NRPN 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

nlO:Rx MODURATION 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

nll:Rx VOLUME 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

nl 2 :Rx PANPOT 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

nl 3 :Rx EXPRESSION 

(0-1: OFF / ON ) 

nl 4 :Rx H 0 LD 1 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

nl 5 :Rx PORTAMENTO 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

nl 6 :Rx SOSTENUTO 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

nl 7 :Rx SOFT 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

nl 8: MONO/POLY MODE 

(0 〜 1: MONO / POLY ) 

nl 9 :ASSIGN MODE 0: S 1 NGLE ,1: LIM 1 TED - MULTI ,2: FULL - MULTI ) 

n 20 :USE FOR RHYTHM PART 

(0:0 FF ,1: MAP 1,2: MAP 2) 

n 21 :PITai KEY SHIFT 

($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[ semitone ]) 

n 22 :PITCH OFFSET FINE ( upper ) 

($08〜$ F 8: —12.0〜 + 12.0[ Hz ]) 

n 23 -.PITCH OFFSET FINE ( lower ) 

// 

n 24 :PART LEVEL 

(0 〜 127) 

n 25 :VELOCITY SENSE DEPTH 

(0 〜 127) 

n 26 :VELOCITY SENSE OFFSET 

(0-127) 

n 27 :PART PANPOT (0: RAND 0 M ，01( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT )) 

n 28 :KEY RANGE LOW 

(0 〜 127:01 〜 G 9) 

■ KEY RANGE HIGH 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

n 30 :CCl CONTROL NUMBER 

(0-127) 

n 31: CC 2 CONTROL NUMBER 

(0 〜 127) 

n 32 :CHORDS SEND DEPTH 

(0 〜 127) 


n33:REVERB SEND DEPTH 

n34:Vibrato rate 
n35:Vibrato depth 
n36 : TVF cutoff freq. 
n37:TVF resonance 
n38:TVF&TVA Env.attack 
n39:TVF&TVA Env.decay 
n40:TVF&TVA Env.re lease 
n41:Vibrato delay 

n42:SCALE TUNING C 
n43:SCALE TUNING C# 
n44:SCALE TUNING D 
n45 : SCALE TUNING D# 
n46 : SCALE TUNING E 
n47:SCALE TUNING F 
n48:SCALE TUNING F# 
n49:SCALE TUNING G 
n50:SCALE TUNING G# 
n51:SCALE TUNING A 
n52:SCALE TUNING A# 
n53:SCALE TUNING B 

n54:M0D FITCH CONTROL 
n55:M0D TVF CUTOFF CONTROL 
n56 : MOD AMPLITUDE CONTROL 
n57 : MOD LF01 RATE CONTROL 
n58:M0D LF01 FITCH DEPTH 
n59:H0D LF01 TVF DEPTH 
n60:M0D LF01 TVA DEPTH 
n61 : MOD LF02 RATE CONTROL 
n62:M0D LF02 PITCH DEPTH 
n63:M0D LF02 TVF DEPTH 
n64 : HOD LF02 TVA DEPTH 


(0 〜 127) 

($0 E 〜 $72: - 50 〜 + 50) 

($0 E 〜 $72: — 50 〜 +50) 

($0 E 〜$50: -50〜 + 16) 

($0 E 〜$72: - 50〜 + 50) 
($0 E 〜$72:-50〜+50) 
($0 E 〜$72:-50〜 + 50) 

($0 E 〜$72: - 50〜 + 50) 

($0 E 〜$72: - 50〜 + 50) 

($00 〜 $7 F : -64〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]> 
( $00〜 $7 F :- 64〜+ 63[ cent ] > 
($00 〜 $7 F :-64 〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]> 
($00 〜 $7 F :-64 〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]> 
($00 〜 $7 F : -64〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F :-64 〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F :-64 〜十 63[ cent ]) 

( $28〜$58: - 24〜+ 24 [ sem i tone ]) 
( $00〜 $7 F : — 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
<$00〜 $7 F : — 100•〇〜+ 100.0[幻） 
($00 〜 $7 F : - 10•〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 
($00 〜 $7 F : - 10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 


n65:BEND FITCH CONTROL 
n66:BEND TVF CUTOFF CONTROL 
n67:BEND AMPLITUDE CONTROL 
n68:BEND LF01 RATE CONTROL 
n69:BEND LF01 PITCH DEPTH 
n70:BEND LF01 TVF DEPTH 
n71:BEND LF01 TVA DEPTH 
n72:BEND LF02 RATE CONTROL 
n73:BEND LF02 FITCH DEPTH 
n74:BEND LF02 TVF DEPTH 
n75:BEND LF02 TVA DEPTH 

n76:CAf PITCH CONTROL 
n77:CAf TVF CUTOFF CONTROL 
n78:CAf AMPLITUDE CONTROL 
n79:CAf LF01 RATE CONTROL 
n80:CAf LF01 PITCH DEPTH 
n81:CAf LF01 TVF DEPTH 
n82:CAf LF01 TVA DEPTH 
n83:CAf LF02 RATE CONTROL 
n84:CAf LF02 PITCH DEPTH 
n85:CAf LF02 TVF DEPTH 
n86 : CAf LF02 TVA DEPTH 

n87:FAf PITCH CONTROL 
n88:PAf TVF CUTOFF CONTROL 
n89:PAf AMPLITUDE CONTROL 
n90:PAf LF01 RATE CONTROL 
n91:PAf LF01 PITCH DEPTH 
n92:PAf LF01 TVF DEPTH 
n93 : PAf LF01 TVA DEPTH 
n94:PAf LF02 RATE CONTROL 
n95:PAf LF02 PITCH DEPTH 
n96:PAf LF02 TVF DEPTH 


($28 〜 $58 :- 24 〜 + 24 [semitone 】 ） 
($00 〜 $7 F : — 9600〜 + 9600 [ CENT 】） 
($00 〜 $7 F : -100•〇〜 + 100.0[ S 1】) 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]> 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0[51】） 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
( $00〜 $7 F : 〇〜600 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0[5；】） 

( $28〜$58:— 24〜+ 24 [ sem i tone ]) 
( $00〜 $7 F :— 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F :-100 •〇〜 + 100.0[5 S ]) 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 
($00 〜 $7 F : - 10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 

( $28〜$58:— 24〜+ 24 [ senitone ]) 
( $00〜 $7 F :— 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : -100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
($00 〜 $7 F : —10•〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 
($00 〜 $7 F : — 10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
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n 97 :PAf LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[5 S ]) 


n 98 :CCl PITCH CONTROL 
n 99 :CCl TVF CUTOFF CONTROL 
nlOO:CCl AMPLITUDE CONTROL 
nl 01 :CCl LF 01 RATE CONTROL 
nl 02 :CCl LF 01 PITCH DEPTH 
nl 03 :CCl LF 01 TVF DEPTH 
nl 04 :CCl LF 01 TVA DEPTH 
nl 05 :CCl LF 02 RATE CONTROL 
nl 06 :CCl LF 02 PITCH DEPTH 
nl 07 :CCl LF 02 TVF DEPTH 
nl 08 :CCl LF 02 TVA DEPTH 

nl 09: CC 2 PITCH CONTROL 
nllO : CC 2 TVF CUTOFF CONTROL 
nil 1:( X 2 AMPLITUDE CONTROL 
nll 2: CC 2 LF 01 RATE CONTROL 
nll 3: CC 2 LF 01 PITCH DEPTH 
nll 4: CC 2 LF 01 TVF DEPTH 
nll 5: CC 2 LF 01 TVA DEPTH 
nll 6: CC 2 LF 02 RATE CONTROL 
nll 7: CC 2 LF 02 PITCH DEPTH 
nll 8: CC 2 LF 02 TVF DEPTH 
nll 9: CC 2 LF 02 TVA DEPTH 
( SC -55 マニュアル p 75 ， p 79 〜 80 参照) 
例 

[ SC 55_ PART_SETUP 16 {17,1,1,1： 


($28 〜 $5824 〜 + 24 [ sen i tone ]) 
($00 〜 $7 F : - 9600〜 + 9600[ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X 】） 
($00 〜 $7 F : — 10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0“]) 
($00 〜 $7 F : — 10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F :0 〜100.0は】） 

( $28〜$58: - 24〜+ 24 [ senitone ]) 
($00 〜 $7 F : - 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜十100.0[ XI ) 
($00 〜 $7 F : — 10•〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0は]) 
($00 〜 $7 F : — 10•〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】> 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0 [ X 】） 


[MIDI 」 SC-55 のドラムセツトの設定 

[SC55 一 DRUM—SETUP map,key,id {nl,n2 ， …, n8}] 
[GS DRUM_SETUP map,key,id {nl,n2, … ， n8}] 

• map :0,1 

• key :0-127 

• id :0-127 


• nl 〜 n 8:0-127 


SC -55 のドラムセツトの設定を変える。 

map は マツ ブナンバーを表し設定範囲は0,1〇 

key はノー トナンバーを表し設定範囲は OSkey S 127。 

id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10〇 

バラメータ （ nl 〜 n 8) は8個まで任怠の個数設定可能。同裱能の共通コマ 
ンド • GS DRUM _ SETUP とは異なり ffi 数行にバラメータを分けて* くことはで 
きない。 

nl:PLAY KEY NUMBER (0 〜127) 

n 2 :LEVEL (0 〜 127) 


n 3 :ASSIGN GROUP NUMBER (0: NON ,1 〜 127) 

n 4: PANP 0 T (0: RAND 0 M ,01( LEFT ) 〜 64 〜 127( R 1 GHT )) 


n 5 :REVERB DEPTH 
n 6 :CHORUS DEPTH 
n 7 :Rx NOTE OFF 
n 8 :Rx NOTE ON 


(0 〜 127:0.0 〜 1.0) 
(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 
( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 


( SC -55 マニュアル p 82 参照) 


例 

[GS DRUM SETUP 0,24,$10 {24,127,0,0, 10,15,0 •1}] 


IMIDIJ SC-55 のドラムセツト名の設定 

[SC55—DRUM—NAME map,id str] 

[GS_DRUM_NAME map,id str] 

• map :0,1 

• id :0-127 

• str : 文字列 

SC -55 のドラムセツト名の設定を行う0 
map はマツブナンバーを表し設定範囲は0,1。 
id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 
str はドラセツト名を表す文字列で、”〜”で括り12文字以内で指定する。 
( SC -55 マニュアル p 82 参照） 

例 

[GS DRUMJAME 0,$10 "USER SET ”】 


M—IDI 」 

[SC55_PRINT id,str] 
[GS_PRINT id,str] 


SC - 55 コンソールへの文字列表示 


例 


id :0-127 
str : 文字列 

SC -55 のコンソールに文字列を表示する。 

文字列 str は”〜”で括り32文字以内に収めなければならない。 
id は SC -55 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10〇 

[GS PRINT $10, " HELLO "] 


MIDI SC-55 グラフィックディスプレイのドットパター 

[SC55—DISPLAY id {nl,n2, …, n16}] 

[GS—DISPLAY id {nl,n2, …, n16}] 

• id :0-127 

• n1 〜 n16:X0000000000 000000 〜 XI 111111111111111 

SC - 55 のヴラフィックディスブレイにドットバターン （16 x 16) を表示する 0 
id は SC -55 のデバイス ID で 省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 6) は必ず16個。同機能の共通コマンド . GSJISPLAY と 
は费なり後数行にバラメータを分けて* くことはできない。 
nl : l 段目のドットバターン 
n 2:2 段目のドットパターン 


nl 6:16 段目のドットバターン 


例 


[GS DISPLAY $10 {$ ffff \9,8,7,65,40,0,0,0， l ，2,3,4,5，$8000,$ ffff }] 



用命令 


MIDI GM 音源初期化 

[GM SYSTEM—0N] 

GM 音源を初期化状態にリセットする。バラメータはなし。 

例 

[GM SYSTEM ON ] 


SC -88/ SC -88 VL 専用命令 


MIDI 1 SC-88 モード設定 

[SC88—M0DE—SET md,id] 

• D ( j ：0 t 1 

• id :0-127 

SC -88 のモードの設定を行う0 

id は SC -88 のデバイス ID で畜略可能、省略時は$10〇 

m ( i はモード偷を表し、 ■(!=() で Single モード、 Bd = l で Double モードが設定 
される0 ( SC -88 VL マニュアル p 77 参照） 

例 

[ SC 88 MODE SET 1,$10】 


MIDI SC-88 リバ ーブ パラメータの設定 

[SC88—REVERB id {nl,n2, … ， n8}] 

• id :0-127 

• nl 〜 n 8: 下記参照 

SC -88 のリバーブバラメータの設定を行う0 

id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 8) は8個以内で任意の個数設定可能。同機能の共通コ 
マンド . SC 88 REVERB とは_なり複数行にバラメータを分けて离くことはで 
きない。 


nl:REVERB MACRO 


n 2 :REVERB CHARACTER 
n 3 : REVERB PRE-LPF 
n 4 :REVERB LEVEL 
n 5 :REVERB TIME 
n 6 :REVERB DELAY FEEDBACK 


(00: Roob 1,01: Roon 2, 
02: Roon 3,03: Halll ,04: Hall 2 
05: Plate ,06: Delay , 

07 :Panning Delay ( FB )) 

($00 〜 $07) 

($00 〜 $07) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F > 

($00 〜 $7 F ) 


n 7 :REVERB SEND LEVEL TO CHORUS ($00 〜 $7 F / SC -88 ではダミー） 
n 8 :REVERB PRE-DELAY TIME ($00 〜 $7 F ) 

( SC -88 VL マニユアル p 77 参照） 
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例 


[ SC 88 —REVERB $10 {0,0, 127,10,10,0，127}】 


例 


( SC -88 VL マニュアル p 78 参照） 


[ SC 88 EQUALIZER $10 {0,$40,1,$40}] 


MIDI 


SC-88 コーラス パラメータの 設定 


[SC88—CHORUS id {nl ， n2,•••,n9}] 

• id :0-127 
• nl 〜 n 9: 下記参照 

SC -88 のコーラスバラメータの設定を行う。 

id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 9) は9個以内で任意の個数設定可能。同機能の共通コマ 
ンド. SC 88_ CH 0 RUS とは異なり複数行にバラメータを分けて S くことはでき 
ない。 


nl:CHORUS MACRO 


(00: Chorus 1,01 : Chorus 2, 

02: Chorus 3,03: Chorus 4 
04 :Feedback Chorus , 
05: Flanger ,06 :Short Delay 


MIDI! SC-88 パー ト パラメータの 設定 

[SC88—PART 一 SETUP pt,id {n1,n2, … ， n127}] 
[SC88—PART—PARAMETER pt,id {nl ,n2, … ， n127}] 

• pt :1 〜 16 

• id :0-127 

• nl 〜 nl 27: 下記参照 

SC -88 バートバラメータの設定する0 

pt はバートナンバーを表し、 lgptS 16 で省略は不可。またバートナンバー 
=10はリズムバートに対応する。 
id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 27) は127個まで任意の個数設定可能。ただし、同機能 
の共通コマンド . SC 88 PART SETUP とは费なり複数行にバラメータを分けて 



07 : Short Delay ( FB )) 

离 くことはできない。 



n 2 :CHORUS PRE-LPF 

($00 〜 $07) 

nl:Rx CHANNEL 

(1 〜 16,17=0 FF ) 

n 3 : CHORUS LEVEL 

($00 〜 $7 F ) 

n 2 :Rx PITCH BEND 

(0 〜 1 

0 FF /0 N ) 

n 4 :CHORUS FEEDBACK 

($00 〜 $7 F ) 

n 3 :Rx CH PRESSURE ( CAf ) 

(0 〜 1 

0 FF /0 N ) 

n 5 :CHORUS DELAY 

($00 〜 $7 F ) 

n 4 :Rx PROGRAM CHANGE 

(0 〜 1 

0 FF /0 N ) 

n 6 :CHORUS RATE 

($00 〜 $7 F ) 

n 5 :Rx CONTROL CHANGE 

(0 〜 1 

0 FF /0 N ) 

n 7 :CHORUS DEPTH 

_ 〜 $7 F ) 

n 6 : Rx POLY PRESSURE ( PAf ) 

(0 〜 1 

0 FF /0 N ) 

n 8 :CHORUS SEND LEVEL TO REVERB 

($00 〜 $7 F ) 

n 7 :Rx NOTE MESSAGE 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

n 9 :CHORUS SEND LEVEL TO DELAY 

($00 〜 $7 F ) 

n 8 :Rx RPN 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

( SC -88 VL マニュアル p 78 参照） 


n 9 :Rx NRPN 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

例 


nl 0 :Rx M 0 DURATI 0 N 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

[ SC 88 CHORUS $10 {0,3,60,10,10, 10,24 ,30, 30}】 

nll:Rx VOLUME 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 



nl 2 :Rx PANP 0 T 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

MIDI 1 SC-88 デイ レイ パラメータの 設定 

nl 3 :Rx EXPRESSION 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

[SC88— DELAY id {nl,n2,•••,n11}] 

nl 4 :Rx H 0 LD 1 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

• id :0-127 


nl 5 :Rx PORTAMENTO 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

• nl 〜 nil : 下記 参照 


nl 6 :Rx S 0 STENUT 0 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

SC -88 のデイレイバラメータの 設定を 行う。 


nl 7 :Rx SOFT 

(0 〜1 

0 FF /0 N ) 

id は SC -88 のデバイス ID で 省略可能、省略時は$10。 

nl 8: M 0 N 0/ P 0 LY MODE 

(0 〜1 

M 0 N 0/ P 0 LY ) 


nl:DELAY MACRO 


バラメータ （ nl 〜 nil ) は11個以内で任意の個数設定可能。同機能の共通コ 
マンド. SC 88_ DELAY とは S なり数行にバラメータを分けて* くことはでき 
ない。 

(00: Delayl ,01: Delay 2,02: Delay 3, 
03: Delay 4,04 :Pan Delayl , 

05 :Pan Delay 2,06 :Pan Delay 3, 

07 :Pan Delay 4,08 :Delay to Reverb , 
09 :Pan Repeat ) 

($00 〜 $07> 

($01 〜 $73:0.1 k 〜 sec ) 

($01 〜 $78:4 〜 500 X ) 

($0 卜 $78:4 〜 500 X ) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F > 

($00 〜 $7 F > 

($00 〜 $7 F :-64 〜⑽ 
($00-$7 F ) 


nl 9 :ASSIGN MODE (0: SINGLE ,1: LIMITED - MULTI ,2: FULL - MULTI ) 
n 20 :USE FOR RHYTHM PART (0:0 FF ,1: MAP 1,2: MAP 2) 

n 21 :PITCH KEY SHIFT ($28 〜 $58: — 24 〜 + 24[ semitone ]) 

n 22 :PITCH OFFSET FINE ( upper ) ($08〜$ F 8: — 12 •〇〜 + 12.0[ Hz ]) 


n 2 :DELAY PRE-LPF 

n 3 : DELAY TIME CENTER 

n 4 :DELAY TIME RATIO LEFT 

n 5 : DELAY TIME RATIO RIGHT 

n 6 :DELAY LEVEL CENTER 

n 7 : DELAY LEVEL LEFT 

n 8 :DELAY LEVEL RIGHT 

n 9 :DELAY LEVEL 

nlO:DELAY FEEDBACK 

nil:DELAY SENDLEVEL TO REVERB 

( SC -88 VL マニュアル p 78 参照） 


n 23 :PITCH OFFSET FINE ( lower ) 
n 24 :PART LEVEL 
n 25 :VELOCITY SENSE DEPTH 
n 26 :VELOCITY SENSE OFFSET 
n 27 :PART PANP 0 T 
n 28 :KEY RANGE LOW 
n 29 :KEY RANGE HIGH 
n 30 :CCl CONTROL NUMBER 
n 31: CC 2 CONTROL NUMBER 
n 32 :CHORUS SEND LEVEL 
n 33 :REVERB SEND LEVEL 
n 34 :Rx BANK SELECT 
n 35 :Rx BANK SELECT LSB 


// 

(0 〜 127) 

(0-127) 

(0 〜 127) 

(0: RAND 0 M ,01( LEFT > 〜 64 〜 127( RIGHT >) 
(0 〜 127:01 〜 G 9) 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

(0-127) 

(0 〜 127) 

(0-127) 

(0-127) 

(0:0 FF ,1:0 N ) 

(0:0 FF ,1:0 N ) 


例 


n 36 :PITCH FINE TUNE ( Upper)($00 00 〜 $40 00-$7 f 7 f :- l 00 〜〇〜+ 100 ) 
n 37 :PITCH FINE TUNE ( Lower ) 


[ SC 88 —DELAY $10 {0,3,10,22,22,64,64,64,64,64,30}】 


n 38 :DELAY SEND LEVEL 


(0 〜 127) 


MIDI! SC - 88 イコライザパラメータの設定 




[SC88 EQUALIZER id 

{nl,n2,n3,n4}] 

n 39 :Vibrato rate 

($00 〜 $7 f 

一 64 〜 + 63) 

• id :0-127 


n 40 :Vibrato depth 

($00 〜 $7 f 

-64 〜 +63) 

• nl 〜 n 4: 下記参照 


n 41 :TVF cutoff freq . 

($00 〜 $7 f 

一 64 〜 +63) 

SC -88 のイコライザパラメ 

一夕の設定を行う。 

n 42 :TVF resonance 

($00 〜 $7 f 

-64 〜 +63) 

id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10〇 

n 43: TVF&TVA Env.attack 

($00 〜 $7 f 

-64 〜 + 63) 

バラメータ （ nl 〜 n 4) は4個以内で任意の個数設定可能。同機能の共通コ 

n 44: TVF&TVA Env.decay 

($00 〜 $7 f 

一 64 〜 +63) 

マンド . SC 88_ EQUALIZER とは異なり後数行にバラメータを分けて* くことは 

n 45: TVF&TVA Env.re lease 

($00 〜 $7 f 

-64 〜 + 63) 

できない。 


n 46 :Vibrato delay 

($00 〜 $7 f 

-64 〜 + 63) 

nl:EQ LOW FREQ 

(0,1:200 Hz ,400 Hz ) 




n 2 :EQ LOW GAIN 

($34 〜 $4 c :-12 〜 +12 dB ) 

n 47 :SCALE TUNING C 

($00 〜 $7 F 

:一 64〜 + 63[ cent ]) 

n 3 : EQ HIGH FREQ 

(0,1:3 kHz ,6 kHz ) 

n 48 :SCALE TUNING C # 

($00 〜 $7 F 

: — 64〜 + 63 [cent ]) 

n 4 :EQ HIGH GAIN 

($34 〜 $4 c :-12 〜 +12 dB ) 

n 49 :SCALE TUNING D 

($00 〜 $7 F 

:一 64〜 + 63[ cent ]) 
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n 50 : SCALE TUNING D # 
n 51 :SCALE TUNING E 
n 52 : SCALE TUNING F 
n 53 :SCALE TUNING F # 
n 54 :SCALE TUNING G 
n 55 : SCALE TUNING G # 
n 56 : SCALE TUNING A 
n 57 :SCALE TUNING A # 
n 58 :SCALE TUNING B 

n 59: M 0 D PITCH CONTROL 
n 60: M 0 D TVF CUTOFF CONTROL 
n 61: M 0 D AMPLITUDE CONTROL 
n 62: M 0 D LFOl RATE CONTROL 
n 63 :MOD LFOl PITCH DEPTH 
n 64 : MOD LFOl TVF DEPTH 
n 65 : HOD LFOl TVA DEPTH 
n 66 :HDD LF 02 RATE CONTROL 
n 67: M 0 D LF 02 PITCH DEPTH 
n 68 :MOD LF 02 TVF DEPTH 
n 69 :MOD LF 02 TVA DEPTH 

n 70 :BEND PITCH CONTROL 
n 71 :BEND TVF CUTOFF CONTROL 
n 72 :BEND AMPLITUDE CONTROL 
n 73 :BEND LFOl RATE CONTROL 
n 74 :BEND LFOl PITCH DEPTH 
n 75 :BEND LFOl TVF DEPTH 
n 76 :BEND LFOl TVA DEPTH 
n 77 :BEND LF 02 RATE CONTROL 
n 78 :BEND LF 02 PITCH DEPTH 
n 79 :BEND LF 02 TVF DEPTH 
■ BEND LF 02 TVA DEPTH 

n 81 :CAf PITCH CONTROL 
n 82 :CAf TVF CUTOFF CONTROL 
n 83 :CAf AMPLITUDE CONTROL 
n 84 :CAf LFOl RATE CONTROL 
n 85 :CAf LFOl PITCH DEPTH 
n 86 :CAf LFOl TVF DEPTH 
n 87 :CAf LFOl TVA DEPTH 
n 88 :CAf LF 02 RATE CONTROL 
n 89 :CAf LF 02 PITCH DEPTH 
n 90 :CAf LF 02 TVF DEPTH 
n 91 :CAf LF 02 TVA DEPTH 

n 92 :PAf PITCH CONTROL 
n 93 :PAf TVF CUTOFF CONTROL 
n 94 :PAf AMPLITUDE CONTROL 
n 95 :PAf LFOl RATE CONTROL 
n 96 :PAf LFOl PITCH DEPTH 
n 97 :PAf LFOl TVF DEPTH 
n 98 :PAf LFOl TVA DEPTH 
n 99 :PAf LF 02 RATE CONTROL 
nlOO:PAf LF 02 PITCH DEPTH 
nl 01 :PAf LF 02 TVF DEPTH 
nl 02 :PAf LF 02 TVA DEPTH 

nl 03 :CCl PITCH CONTROL 
nl 04 :CCl TVF CUTOFF CONTROL 
nl 05 :CCl AMPLITUDE CONTROL 
nl 06 :CCl LFOl RATE CONTROL 
nl 07 :CCl LFOl PITCH DEPTH 
nl 08 :CCl LFOl TVF DEPTH 
nl 09 :CCl LFOl TVA DEPTH 
nllO:CCl LF 02 RATE CONTROL 
nlll:CCl LF 02 PITCH DEPTH 
nll 2 :CCl LF 02 TVF DEPTH 
nll 3 :CCl LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : — 64 〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F •• - 64 〜 + 63[ cent 】 ) 
($00 〜 $7 F : - 64 〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F :-64 〜 + 63[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : - 64 〜 +63[ cent 】) 
( $00〜 $7 F :— 64〜+ 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F :-64 〜 +63[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : - 64〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F :-64 〜 + 63[ cent ]) 


( $28〜$58:- 24〜+ 24 [ sen i tone ]) 
( $00〜 $7 F : — 9600〜+ 9600 [ CENT 】） 
<$00〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]> 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
_〜$7 F : 〇〜 100.0 [川 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 _.0[ X ]) 

($‘10〜$58: — 24〜 +24[ seBitone 】） 
( $00〜 $7 F : -9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : -100•〇〜 + 100.0[ X ]> 
($00 〜 $7 F : - 10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
_ 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
<$00〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
_ 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】） 


( $28〜$58:- 24〜+ 24 [ sen i tone ]) 
( $00〜 $7 F : -9600〜+ 9600 [ CENT 】） 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】） 
($00 〜 $7 F : —10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ” 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】） 

( $28〜$58: -24〜+ 24 [ senitone ]) 
( $00〜 $7 F : -9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X 】) 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 
_ 〜 $7 F :-10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】> 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
_ 〜 $7 F : 〇〜 100.0 [川 

( $28〜$58: -24〜+ 24 [ senitone ]) 
($00 〜 $7 F : — 9600〜+ 9600 [ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : —100.0〜+100.0 [ X ]) 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】) 
($00 〜 $7 F :-10.0 〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
<$00〜 $7 F : 〇〜 100.0 ⑴） 


nll 4: CC 2 PITCH CONTROL 
nll 5: CC 2 TVF CUTOFF CONTROL 
nll 6: CC 2 AMPLITUDE CONTROL 
nll 7: CC 2 LFOl RATE CONTROL 
nll 8: CC 2 LFOl PITCH DEPTH 
nll 9: CC 2 LFOl TVF DEPTH 
nl 20: CC 2 LFOl TVA DEPTH 
nl 21: CC 2 LF 02 RATE CONTROL 
nl 22: CC 2 LF 02 PITCH DEPTH 
nl 23: CC 2 LF 02 TVF DEPTH 
nl 24: CC 2 LF 02 TVA DEPTH 


($28 〜 $58 :- 24 〜 + 24 [ sen i tone ]) 
($00 〜 $7 F :— 9600〜 + 9600[ CENT ]) 
($00 〜 $7 F : -100•〇〜 + 100.0 は】) 
($00 〜 $7 F : —10•〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U 】) 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
<$00〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】) 


n 125 : TONE MAP NUMBER (0: SELECTED ,1: SC -55,2: SC -88) 

n 126 :TONE MAPO NUMBER (1: SC -55,2: SC -88) 

nl 27 :EQ ON/OFF (0:0 FF ,1:0 N ) 

( SC -88 VL マニユアル p 79 〜 p 81 参照） 

例 

[ SC 88— PART—SETUP 16 {17,1,1,1}] 


MIDI SC-88 のドラムセットアップ設定 

[SC88—DRUM—SETUP map,key,id {nl,n2,•••,n9}] 

• nap :0,1 

• key :0-127 

• id :0-127 

• nl 〜 n 8:0-127 

SC -88 のドラムセットアップの設定を行う0 

nap は マッ ブナンバーを表し設定範囲は0,1〇 

key はノー トナンバーを表し設定範囲は0 SkeyS 127。 

id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 9) は9個まで任意の個数設定可能。同拽能の共通コマ 
ンド. SC 88„ DRUM _ SETUP とは我なり複数行にバラメータを分けて离くことは 
できない0 


nl:PLAY KEY NUMBER 

(0 〜 127) 

n 2 :LEVEL 

(0 〜 127) 

n 3 :ASSIGN GROUP NUMBER 

(0: N 0 N ,1 〜 127> 

n 4: PANP 0 T 

《0. RAND 0 M ,0( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT )) 

nS:REVERB DEPTH 

(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 

n 6 :CHORUS DEPTH 

(0 〜 127:0.0 〜 1.0) 

n 7 :Rx NOTE OFF 

( 0 〜 k 0 FF /0 N ) 

n 8 :Rx NOTE ON 

(0-1:0 FF /0 N ) 

n 9 :DELAY SEND LEVEL 

(0-127:0 •〇〜 1.0) 


( SC -88 VI マニユアル p 82 参照） 

[ SC 88 DRUM SETUP $10 {42,127,0,64,64,64,1,1,24}] 


MIDI SC-88 のドラムセット名の設定 

[SC88 DRUM NAME map,id str] 

• mp: 0，1または USER 65. USER 66 

• id :0-127 

• str : 文字列 

SC -88 のドラムセツト名の設定を行う0 

■ ap はマップナンバーを表し設定範囲は0，1。ユーザードラ厶セツトの名 
前を股定する場合には USER 65, または USER 66 という文字列を与えて指定す 
る。 

id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 
str はドラ厶セット名を表す文字列で、”〜”で括り12文字以内で指定す 
る。 

( SC -88 VL マニュアル p 82 参照） 

例 

[ SC 88 DRUM NAME USER 66，$10 "USER SET ”] 


MIDI SC-88 ユーザー音色の設定 

[SC88_USER_INST bk,pgm,id {nl,n2,••• ,n1 1}] 

• bk :0 -T 

• pgi :1-128 

• id :0-127 

• nl 〜 nil :下記参照 

SC -88 ユーザー音色の設定を行う0 

bk は設定先音色 バンク 番号を表し、設定範囲は 0,1。 bk =0 が バリエーシ 
ヨン 番号 64， bk = l が バリエーション 番号65に対応する。 
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pgm は設定先音色番号で、設定範囲は1〜128。 
id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10〇 

バラメータ （ nl 〜 nil ) は11個まで任意の個数設定可能。同機能の共通コマ 
ンド. SC 88 USER _ INST とは異なり複数行にバラメータを分けて离くことはで 


卜に対応する。同機能の共通コマンド•町32_?从丁1虬_11£5£1^£とは異なり複 
数行にバラメータを分けて离くことはできない。 

例 

[ MT 32 PARTIAL,RESERVE $10 {2, 2,2,2,0,0,1,2,4}] 


きない0 


nl:SOURCE T 0 NE #( MAP ) 

(1，2) 


「 MIDI1 

MT-32 リバーブパラメ ー 

•夕の設定 

n 2 : BANK NUMBER MSB 

(0 〜 127) 


[MT32 REVERB id {n1,n2,n3}] 


n 3 :PROGRAM NUMBER 

(1 〜 128) 


id :0-127 



n 4 :Vibrato rate 

($00 〜 $7 f 

一64〜 + 63) 

nl 〜 n 3:0-127 



n 5 :Vibrato depth 

($00 〜 $7 f 

一64〜 + 63) 

MT -32 のリバーブバラ メー 

•夕を設定する。 


n 6 : TVF cutoff freq . 

($00 〜 $7 f 

一64〜 + 63) 

id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 


n 7 : TVF resonance 

($00 〜 $7 f 

-64 〜 + 63) 

バラメータ （ nl 〜 n 3) は3個まで任意の個数設定可能。同機能の共通コマン 

n 8: TVF&TVA Env.attack 

($00 〜 $7 f 

-64 〜 + 63) 

ド . MT 32 REVERB とは異なり複数行にバラメータを分けて离く 

ことはできな 

n 9: TVF&TVA Env.decay 

($00 〜 $7 f 

一64〜 + 63) 

い0 



nl 0: TVF&TVA Env.release 

($00 〜 $7 f 

一64〜 +63) 

nl:REVERB MODE 

( 0: Rooi ,1: Ha 11,2: P 1 ate ，3: Tap Delay ) 

nil:Vibrato delay 

($00 〜 $7 f 

一64〜 +63) 

n 2 :REVERB TIME 

(0 〜 7) 


( SC -88 VL マニュアル p 82 参照） 



n 3 :REVERB LEVEL 

(0 〜 7) 



例 （ MT -32 マニュアル p 35 , CM -64 マニユアル p 30 参照) 


[ SC 88 USER INST 0,4,$10 {1，0，10,64,64,64,64,64,64,64,64}] 例 

[ MT 32 REVERB $10 {3,3,5}] 


MIDI SC-88 のユーザードラムセツトの設定 

[SC88 USER DRUM st,nt,id {nl,n2,•••,n12}] 

• st :0 -l 

• nt :0-127 

• id :0-127 


• nl 〜 nl 2: 下記#照 

st は設定先ドラ厶セット擀号で設定範囲は0,1。 st =0 がドラムセット番号 
65、 st = l がドラムセット港号66に対応する。 
rit は登録先ノート畨号で設定範囲は0-127。 
id は SC -88 のデバイス ID で省略可能、畜略時は$10〇 

バラメータ （ nl 〜 nl 2) は12個まで任©の個教設定可能 0 同 W 能の共通コマ 
ンド. SC 88 DRUM INST とは？?•なり榷敎行にバラメータを分けて« くことはで 


きない。 

nl:PLAY KEY NUMBER 
n 2 : LEVEL 

n 3 :ASSIGN GROUP NUMBER 


(0 〜 127) 
(0-127) 
(0:_,1 〜 127) 


n 4 :PANPOT 
n 5 :REVERB DEPTH 
n 6 :CHORUS DEPTH 
n 7 :Rx NOTE OFF 


(0: RANDOM ,01( LEFT ) 〜 64 〜 1 27 ( RIGHT V ) 
(0-127:0.0-1.0) 

(0 〜 127:0 •〇〜 1.0} 

(0 〜 hOFF / ON ) 


n 8 :Rx NOTE ON 


(0 〜 h 0 FF /0 N ) 


n 9 :DELAY SEND LEVEL 
nlO:SOURCE DRUM SET #( MAP ) 
nil:PROGRAM NUMBER 
nl 2 :SOURCE NOTE NUMBER 


(0-127:0.0-1.0) 

( 1 - 2 ) 

(0-127) 

(0-127) 


( SC -88 VL マニュアル p 82 参照) 


例 

[ SC 88 USER DRUM 0,32,$10 {24, 127,0,64, 10, 10,0, 1 ， 10,1 ，10,2 4} 】 


MT -32/ CM -32 L / CM -64/ CH "500 専用 命令 


MIDI MT-32 の初期化 

[MT32—INIT id] 

[MT32 RESET id] 

• id : 0-127 

MT -32 の M 期化を行う0 

id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、畜略時は$10。 

例 

[ MT 32 INIT $10] 


MIDI MT-32 各パートの MIDI チャンネル設定 

[MT32 PART SETUP id {nl,n2, … ， n9}] 

• id :0-127 

• nl 〜 n 9:0-127 

MT -32 の各バートの MIDI チャンネルを設定する0 
id は MT -32 のデバイス ID で'右略可能、杏略時は$10〇 
バラメータ （ nl 〜 n 9) は9個まで任意の個数設定可能。 

nl 〜 n 8 はバート1〜8の MIDI チャンネル值に対応し、 n 9 はリズ厶バートに 
对応する。 

同楝能の共通コマン K . MT 32 _PART SETUP とは與なり瑰数行にバラメータ 
を分けて典くことはできない。 

バラメータ （ nl 〜 n 9) は MIDI チャンネル谕なので1〜16まで有効。ただし、 

0あるいは17以上を与えた氓合はそのバートを照効 ( OFF ) と見なす。 

( MT -32 マニュアル p 35 • CM -64 マニュアル p 30 参照） 

例 

[ MT 32 PART SETUP $10 {2,3,4,5.6.7,8,9,10}] 


MIDI MT-32 リズムキットの設定 

[MT32 DRUM SETUP n,id {nl,n2,n3,n4}] 

[MT32 RHYTHM SETUP n，id {nl,n2,n3,n4}] 

• n :24 〜 87 


• i (1:0-127 


MT -32 のリズムキツトの設定を変史する0 
n は変史対象ノー トナンバーを表し、設定範囲は 24 gnS 87 0 
id は MT -32 のデバイス川で S 略可能、 S 略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 4) は4個まで任意の個数設定可能 0 同機能の共通コマン 
ド. MT 32 DRUM SETUP とは興なり榷数行にバラメータを分けて弗くことはで 


きない。 

nl:TIMBRE 
n 2 :OUTPUT LEVEL 
n 3: PANP 0 T 
n 4 :REVERB SWITCH 


(0 〜 63: il 〜64,64〜 127: rl 〜 64) 
(0 〜100) 

(0 〜⑷ 

(0 〜 k 0 FF /0 N ) 


( MT -32 マニユアル p 35 , CM -64 マニュアル p 30 参照) 


例 

[ MT 32 DRUM SETUP 24，$10 {10,100,12,1}] 


MIDI MT-32 コモンパラメータの設定 

[MT32.COMMON n,id {str,n1,n2,n3,n4}] 

• n :1-64 


MIDI MT-32 の各パートのパーシャルリザーブ 

[MT32 P RESERVE id {nl,n2, …, n9}] 

[MT32—PARTIAL—RESERVE id {nl,n2, … ， n9}] 

• id :0-127 

• nl 〜 n 9:0-127 

MT -32 の各バートのバーシャルリザーブを行う。 
id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 9) は必ず9個なければならない。バラメータ各値の総和 
は32以内。 

nl 〜 n 8 はバート1〜8のパーシャルリザーブ値に対応し、 n 9 はリズ厶バー 


• id :0-127 

• str : 文字列 

• nl 〜 n 4:0-127 

MT -32 の音色のコモンバラメータを設定する。 
n は設定対象ティンバー番号で、設定範囲は1〜64。 
id は MT -32 のデバイス 1 D で畜略可能、省略時は$10〇 
str は音色名で、”〜”で括り、10文字以内（省略不可）の文字列で指定する。 
バラメータ （ nl 〜 n 4) は4個まで任意の個数設定可能。同機能の共通コマン 
ド. MT 32 COMMON とは異なり複数行にバラメータを分けて* くことはできな 
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nl:Structure of Partial # l &2 

(0 〜 12:1 〜 13) 

n 48 :TVA ENV TIME KEYF 

(0 〜 4) 

n 2 :Structure of Partial #3 & 4 

(0 〜 12:1 〜 13) 

n 49 :TVA ENV TIME V _ F 0 LL 0 W 

(0 〜 4) 

n 3 :PARTIAL MUTE 

(0 〜 15) 

n 50 :TVA ENV TIME 1 

(0 〜100) 

n 4 : ENV MODE 

(0 〜 1: N 0 RMAL , N 0 SUSTAIN ) 

n 51 :TVA ENV TIME 2 

(0 〜100) 

( MT -32 マニユアル p 34 ， CM -64 マニユアル p 29 参照） 

n 52 :TVA ENV TIME 3 

(0 〜100) 

例 


n 53 :TVA ENV TIME 4 

(0 〜100) 

[ MT 32. C 0 MM 0 N 1,$10 {1,1, 0,0}】 


n 54 :TVA ENV TIME 5 

(0 〜100) 



n 55 :TVA ENV LEVEL 1 

(0 〜100) 

MIDI ： MT-32 パーシャルパラメ 

一夕の設定 

n 56 :TVA ENV LEVEL 2 

(0 〜100) 

[MT32—PARTIAL n,p,id {n1,n2 f - 

• ， n58}] 

n 57 :TVA ENV LEVEL 3 

(0 〜100) 

• n :1-64 


n 58 :TVA ENV SUSTAIN LEVEL 

(0 〜100) 

• p :1-4 


( MT -32 マニュアル p 34, CM -64 マニュアル p 29 参照） 

• id :0-127 


例 


• nl 〜 n 58:0-127 


[ MT 32 一 PARTIAL 1,1,$10 {64,50，11，1, 

.1,127,50,7}] 


MT -32 の音色のバーシャルバラメータを設定する。 


n は設定対象ティンバー番号で設定範囲は l $ n $64。 

P は設定対象バーシャルナンバーで設定範囲は l $ p $4。 
id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 58) は58個まで任意の個数設定可能。同機能の共通コ 


MIDI' MT-32 パッチの設定 

[MT32 PATCH n，id {nl ， n2 •… ， n7}] 

• n : 卜128 

• id :0-127 


マンド . MT 32_ PARTIAL とは锷なり複数行にバラメータを分けて 离く ことは 
できない。 


nl:WG FITCH COARSE 

(0 〜 96: C 1， C #1， 〜 ， C 9) 

n 2 :WG PITCH FINE 

(0 〜 100:-50 〜 +50) 

n 3 ：WG PITCH KEYF 0 LL 0 W 

(0 〜 16: — 1 •一 1/2,一 l /4,0, l /8， l /4 

3/8, l /2,5/8,3/4,7/8， l ，5/4,3/2,2, sl ， s 2) 

n 4 :WG PITCH BENDER SW 

( 0〜1: OFF / ON ) 

n 5 :WG WAVEFORM/PCM BANK 

(0-3: SQUl , SAWl , SQU 2, SAW 2) 

n 6 ：WG PCM WAVE 

(0 〜127:卜 128) 

n 7 :WG PULSE WIDTH 

(0 〜100) 

n 8 :WG PW VEL 0 SENS 

(0 〜14: 一！〜 +7) 

n 9: P-ENV DEPTH 

(0 〜 10) 

nl 0: P-ENV VEL 0 SENS 

(0 〜 3) 

nll : P-ENV TIME KEYF 

(0 〜 4) 

nl 2: P-ENV TIME 1 

(0 〜100) 

nl 3: P-ENV TIME 2 

(0 〜100) 

nl 4: P-ENV TIME 3 

(0 〜100) 

nl 5: P-ENV TIME 4 

(0 〜100) 

nl 6: P-ENV LEVEL 0 

(0 〜100:-50 〜 W 

nl 7: P-ENV LEVEL 1 

(0 〜100:-50〜+50)) 

nl 8: P-ENV LEVEL 2 

(0 〜100:-50〜 60) 

nl 9: P-ENV SUSTAIN LEVEL 

(0 〜100:-50〜 +50) 

n 20 :END LEVEL 

(0 〜100:-50〜 +50) 

n 21: P - LF 0 RATE 

(0 〜100) 

n 22: P - LF 0 DEPTH 

(0 〜100) 

n 23: P - LF 0 MOD SENS 

(0-100) 

n 24 : TVF CUTOFF FREQ 

(0-100) 


• nl 〜 n 7:0-127 
MT -32 のバッチを設定する。 

n は設定対象バッチナンバーで、設定範囲は lgnS 128。 
id は MT -32 のデバイス ID で省略可能、爸略時は$10。 

バラメータ < nl 〜 n 7) は7個まで任意の設定個数設定可能。同機能の共通 
コマンド .^ rnZ — PATCH とは與なり複数行にバラメータを分けて磨くことは 
できない。 


nl:TIMBRE GROUP 
n 2 :TIMBRE NUMBER 
n 3 :KEY SHIFT 
n 4 :FINE TUNE 
n 5 :BENDER RANGE 
n 6 :ASSIGN MODE 


n 7 :REVERB SWITCH 
( MT -32 マニュアル p 35, CM -64 マニュアル p 30# 照) 

例 

[ MT 32 PATCH 1，$10 {0,0,0,50,12,1,1}] 


(0〜3: a , b , i ， r ) 

(0 〜 63) 

(0 〜 48:-24 〜 +24) 
(0 〜 100:-50 〜 +50) 
(0 〜 24) 

(0 〜 3: P 0 LY 1 〜 4) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 


MIDI, MT-32 コン ソール文字列表示 

[MT32 PRINT id str] 

• id :0-127 


• str : 文字列 

MT -32 のコンソールに文字列を表示する。 

id は MT -32 のデバイス ID で W 略可能、杏略時は$10。 

str は文字列で、”〜”でく くり20文字以内で指定する。 

( MEASURE 3 zi _ t 32 print () 参照) 


n 25 :TVF RESONANCE 

(0 〜 30) 

[ MT 32 .FR I NT $10 ” HELLO !”】 


n 26 :TVF KEYF 0 LL 0 W 

(0 〜 14:-1, 一1/2,-1/4,0,1/8，1/4， 





3/8,1/2,5/8,3/4,7/8,1,5/4,3/2,2) 

__ U 220/ U 20 專用命令 


n 27 :TVF 

BIAS POINT/DIR 

(0-127) 



■ TVF 

BIAS LEVEL 

(0 〜 14:-7 〜 + 7) 

MIDI U220 セットアップパラメータの設定 

n 29 :TVF 

ENV DEPTH 

(0-100) 

[U220 SETUP id {nl ,n2, …， n7}] 


n 30 : TVF 

ENV VEL 0 SENS 

(0 〜100) 

• id :0-127 


n 31 :TVF 

ENV DEPTH KEYF 

(0 〜 4) 

• nl 〜 n 7:0-127 


n 32 : TVF 

ENV TIME KEYF 

(0 〜 4) 

U 220 のセットアップバラメータを設定する。 


n 33 : TVF 

ENV TIME 1 

(0 〜100) 

id は U 220 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

n 34 : TVF 

ENV TIME 2 

(0-100) 

バラメータ （ nl 〜 n 7) は必ず7個指定しなければならない。また同機能の 

n 35 : TVF 

ENV TIME 3 

(0 〜100) 

共通コマンド . l ^ OJETUP とは異なり複数行にバラメータを分けて裊くこ 

n 36 :TVF 

ENV TIME 4 

(0 〜100) 

とはできない。 


n 37 :TVF 

ENV TIME 5 

(0-100) 

nl:Chorus SW 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

n 38 :TVF ENV LEVEL 1 

(0 〜100) 

n 2 :Reverb SW 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

n 39 :TVF 

ENV LEVEL 2 

(0 〜100) 

n 3 :Rx Cntrl Channel 

(1 〜 17:1 〜 16,0 FF ) 

n 40 :TVF 

ENV LEVEL 3 

(0-100) 

n 4: Patch Change 

(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 

n 41 : TVF 

ENV SUSTAIN LEVEL 

(0 〜100) 

n 5 :Tiabre Change 

(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4， Dir ,0 FF ) 

n 42 :TVA LEVEL 

(0 〜100) 

n 6: Rhyth * Change 

(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 

n 43 :TVA VEL 0 SENS 

(0 〜100: — 50〜+ 50 

n 7: R.Inst Assign 

(0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ,0 FF ) 

n 44 : TVA BIAS POINT 1 

(0 〜 127) 

( U 220 マニュアル p 46, pl 46, pl 48) 


n 45 : TVA BIAS LEVEL 1 

(0 〜12:-12〜 0) 

例 


n 46 :TVA BIAS POINT 2 

(0 〜 127) 

[ U 220 .SETUP $10 {1,1,1,5,4, 4,4}] 


n 47 :TVA 

BIAS LEVEL 2 

(0 〜12:—12〜0> 
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MIDI ] U220 パー ト パラメータの 設定 

[U220—PA 叮 —SETUP pt’id {n1,n2, …, n13}] 

• pt :1-6 

• id :0-127 

• nl 〜 nl 3:0-127 

11220のテンボラリバツチのバートバラメータを設定する。 
pt はバートナンパーを表し、設定範囲は l $ pt $6。 
id は11220のデバイス ID で雀略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 3) は必ず13個指定しなければならない。また同機能の 
共通コマンド.11220 _ PART _ SETUP とは異なり複数行にバラメータを分けて翥 
くことはできない0 

nl:Timbre Number 
n 2 :Voice Reserve 
n 3 :Receive Channel 


MlDr U220 音色パラメータ設定 

[U22 万 — TIMBRE n,id {str,n1,n2, … ， n26}] 

• n : l -128 

• id :0-127 

• str : 文字列 

• nl 〜 n 26:0-127 

U 220 に音色バラメータを設定する0 

n は登録先音色番号を表し、設定範囲は lSn $128。 

id は U 220 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

str は音色名を表す文字列で、”〜”で括り、12文字以内で指定する。 

バラメータ （ nl 〜 n 26) は必ず26個指定しなければならない。また同機能の 
共通コマンド.11220 TIMBRE とは费なり複数行にバラメータを分けて S くこ 


とはできない。 

nl:Tone Media 
n 2 :Tone Number 
n 3 :Timbre Level 


n 4 :Key Range Low 
n 5 :Key Range High 
n 6 :Velo Level 
n 7 :Velo Threshold 
n 8 :Output Assign 
n 9 :Level 
nlO:Pan 
nll:Rx Vo line 
nl 2 :Rx Pan 
nl 3 :Rx Hold 

(11220 マニュアル p 58, pl 49 参照) 


n 2 :Chorus Out Mode 
n 3 :Chorus Level 
n 4 :Chorus Delay 
n 5 : Chorus Rate 
n 6 :Chorus Depth 
n 7 :Chorus Feedback 
n 8 :Reverb Type 

n 9 :Reverb Time 
nl 0 :Reverb Level 


(卜 128) 

(0 〜 30) 

(卜 17:1 〜 16.0 FF ) 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9> 

(0 〜 l : Above / Below ) 

(0-127) 

( 0〜4: Dry ， Rev • Cho ， Dir 1， Di 「2 ) 
<0 〜 127) 

(0 〜 15: L 7 〜 M 〜 R 7) 

(0 〜 h 0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 


(0 〜 4 •• Chorus 1, Chorus 2, 

FB - Chorus , F 1 anger,Short Delay ) 
(0 〜 1 :Pre Rev,Post Rev ) 
(0 〜 31) 

(0 〜 3" 

(0 〜 31) 

(0 〜 3" 

(卜63:-31〜〇〜 + 31) 
(0〜7: Roo ^ l 〜3， Hal 11〜2, 
GateDelay , CrossDe 1 ay ) 

(0 〜31> 

(0 〜 31) 


n 4 :Velocity Sens 
n 5 :Channel Press Sens 
n 6 : Env Attack Rate 
n 7 :Env Decay Rate 
n 8 :Env Sustain Level 
n 9 :Env Release Rate 
nl 0 :Pitch Shift Coarse 
nll:Pitch Shift Fine 
nl 2 :Bend Range Lower 
nl 3 :Bend Range Upper 
nl 4 :Channel After Sens 
nl 5 :Poly After Sens 
nl 6 :Auto Bend Depth 
nl 7 :Auto Bend Rate 
nl 8 :Detune Depth 
nl 9 :Rate 
n 20 :Waveform 
n 21 :Depth 
n 22 : De 1 ay 
n 23 :Rise Tiie 
n 24 :Modulation Depth 
n 25 :Ch After Sens 
n 26 :Poly After Sens 
( U 220 マニュアル p 72, pl 49 参照) 


(0 〜 31: 1，1〜 31) 

(1 〜 128) 

(0-127) 

( 1〜15: — 7〜 + 7) 

(1 〜15:-7〜 + 7) 

(卜15: -7〜 +7) 

( 1〜15: -7〜 + 7) 

( 1〜15: — 7〜+ 7> 

( 1〜15: —7 〜 + 7) 

(8 〜56: -24〜 + 24) 

( 14〜114: —50 〜 + 50) 

(0 〜15:-36，-24,-12〜 0) 

(0 〜 12) 

(0 〜27:-36, - 24.-12〜 + 12) 
(0 〜27: -36, -24,- 12〜 + 12) 
(0 〜27:-36,一 24,一 12〜 + 12) 
(0 〜 15) 

(0 〜⑸ 

(0 〜 63) 

(0 〜 8) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 


例 

[11220 TIMBRE 1,510 rSYNTHE -2”，0, l ,127,8,8,8,8,8,8,32,64,2,2, 

14,14,14,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0}] 

(本来はコマンドライン途中で改行することはできないがレイアウトの都 
合上改行している） 

MIDI] U220 ドラムパラメータの設定 

[U220 DRUM SETUP id {nl,n2, … ， n7}] 

• id :0-127 


例 

[ U 220 PART SETUP 1,510 {1,3,1,0,127,1,127,0,0,8,0,0,0}] 

MIDI] U220 コモンパラメータの設定 

[U220 COMMON id {nl ， n2, …, n18}] 

• id :0-127 

• nl 〜 nl 8:0-127 

11220のテンボラリバッチのコモンバラメータを設定する。 
id は U 220 のデバイス 1 D で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 nl 8) は必ず18 個 指定しなければならない。また 同裱 能の 
共通コマント •• U 220 J ：0 MM 0 N とは？?なり 複数 行にバラメータを分けて* くこ 
とはできない。 

nl : Chorus Type 


nil -.Reverb Delay Feedback (0 〜 31) 

nl 2 :Reverb Pre Delay Feedback (0 〜 31) 


• nl 〜 n 7:0-127 

U 220 のテンボラリバッチのドラムバラメータを設定する。 


nl 3 :Paraml # 
nl 4 :Paraal Paran 


nl 5: Parai 2 # 
n 16: Para 通 2 Paraa 
nl 7: Parai 3 # 



(0 〜 63:0 〜 5,7〜31,64〜95,0 FF ) 

id は11220のデバイス ID で省略可能、 

省略時は$10。 

(0 :Timbre Level ,1 :Env Attack 

バラメータ （ nl 〜 n 7> は必ず7個指定しなければならない。また同機能の共 

2 :Env Decay ,3 :Env Sustain 

通コマンド . U 220_ DRUM_SETUP とは费なり複数行にバラメータを分けて* く 

4 :Env Release ,5: A.Bend Depth 

ことはできない。 


6:/ 

l.Bend Rate ,7 :Detune Depth 

nl:Rhythi Setup # 

(0 〜 3:1 〜 4) 

8 ：Vib Rate ，9 :Vib Wave Fori 

n 2 :Voice Reserve 

(0 〜 30) 

10 

Vib Depth , ll:Vib Delay 

n 3 :Receive Channel 

(1 〜17:卜 16,0 FF ) 

12 

VibRiseTiie ，13 :VibHod Depth 

n 4: Level 

(0 〜 127) 

14 

Chorus Level ,15 :Chorus Rate 

n 5 :Level Boost Sw 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

16 

ChorusFeedback ,17 :ReverbLeve 1 

n 6 :Rx Volume 

(0〜1:0 FF /0 N ) 

18 

Delay Feedback ) 

n 7 :Rx Hold 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 


(Sane as Parail #) 

(11220 マニュアル p 63， pl 49 参照） 



(Sane as Parail Paraa ) 

例 



(Saie as Paraal #) [ U 220_ DRUM_SETUP $10 {0,5, 10,127,0, 1 ,0}】 


nl 8: Paraffl 3 Param (Saie as Parail Parai ) 

( 11220マニユアル p 54, pl 49 参照 ) 

例 

[11220 — COMMON $10 {0,1,20,20,20,20,32,0,2,2,2,2,63,0,63,0,63,0}] 


MIDI 、 U220 ドラムセツト ノー トパラメータの設定 
[U220_DRUM_INST n,id {nl,n2, … ， n20}] 

• n :35-99 

• id :0-127 
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• nl 〜 n 20:0-127 

11220のテンポラリドラムセツトの各ノー トにおけるバラメータを設定す 
る。 

n は設定先のノー ト番号で、設定範囲は 35$ n $99。 
id は11220のデバイス ID で省略可能、省略時は$10。 

バラメータ （ nl 〜 n 20) は20個以内任意の個数設定可能。同機能の共通コ 
マンド.11220 JJRUMJNST とは異なり後数行にバラメータを分けて离くこと 
はできない。 


nl:Tone Media 

(0 〜 31:1 ，卜 31) 

n 2 :Tone Number 

(卜 128) 

n 3 :Source Key 

(0 〜 127 :C - 1 〜 G 9) 

n 4 :Mute Inst 

(34 〜 98:0 FF ， B 1 〜 D 7) 

n 5 :Inst Level 

(0 〜 31) 

n 6 :Velocity Sens 

(0 〜15> 

n 7 : Env Mode 

(0 〜1 : Sustain,No Sustain ) 

n 8 :Env Attack Rate 

(1 〜15: -7〜 +7) 

n 9 :Env Decay Rate 

( 1〜15: - 7〜 + 7) 

nl 0 :Env Release Rate 

(1 〜15: -7〜 + 7) 

nil:Pitch Shift Coarse 

(0 〜 27 U .-12 〜 + 12) 

nl 2 :Fitch Shift Fine 

(14 〜114:-50〜 + 50) 

nl 3 :Channel After Sens 

(0 〜27:-36,-24，-12〜 +12) 

nl 4 :Poly After Sens 

(0 〜27:-36,-24，-12〜 +12) 

nl 5 :Random 

<0〜 15) 

nl 6 :Auto Bend Depth 

(0 〜27:-36，-24，-12〜 +12) 

nl 7 :Auto Bend Rate 

(0-15) 

n 18 :Detune Depth 

(0 〜15> 

nl 9:0 utput Assign 

(0 〜 3: Dry ， Rev ， Cho ， Dirl ) 

n 20 :Pan 

(0 〜 15: L 7 〜 M 〜 R 7) 


(11220マニュアル p 72， pl 49 参照) 

例 

[ U 220. DRUM.INST 42,$10 {0,1,24,34,31，15,1,8,8,8,14,64,14,14, 

0,14,0,0,0,8}] 

(本来はコマンドライン途中で改行することはできないがレイアウトの 
都合上改行している） 

: MIDI ； U220 ディスプレイ文字列表示 

[U220 PRINT id str] 

• id :0-127 

• str : 文字列 

U 220 のデイスブレイに文字列を表示する。具体旳には11220のテンポラリ 
バッチの名前を設定することで行う0 

id は U 220 のデバイス ID で省略可能、省略時は$10 〇 

str は表示文字列を表し、”〜”で括り、12文字以内で指定する。 

例 

[ U 220 PRINT $10 ” APPLE TREE ”】 


M 1/ M 1 EX / M 1 R / M 1 REX 専用命令 


MIDI! Ml 受信チャンネル設定 

[Ml—SETUP {ch1,ch2, … ， ch8}] 

[Ml—MIDI—CH {ch1,ch2, … ， ch8}] 

• chi 〜 ch 8:1-16 

Ml の SEQO の各バートの受信チャンネルを設定する。 

バラメータ （ chi 〜 ch 8) は必ず8個指定しなければならない。設定範囲は1 
Schi $17 で1〜16は MIDI チヤンネルの1〜16を表し、17は「そのバートは 
受信しない j を意味する設定となる。 

nl : バート1の受信 MIDI チヤンネル 
n 2: バート1の受信 MIDI チヤンネル 


n 8: バート1の受信 MIDI チヤンネル 


例 

[Ml SETUP {1,2.3,4,5,6,17,10}] 


MI_DI 」 Ml パートバラメータの設定 

[M1 一 PART 一 SETUP {nl ,n2, …, n40}] 

• nl 〜 n 40: 

Ml の SEQO の各バートのパラメータを設定する。 

バラメータ （ nl 〜 n 40) は必ず40個 （5 x 8 バート分）設定しなければならな 
い。また同機能の共通コマンド Ml PART . SETUP とは異なり複数行にバラメー 
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夕を分けて*くことはできない。 
PART 1 

nl:PROGRAM NUMBER 
n 2 :OUTPUT LEVEL 
n 3 :KEY TRANSPOSE 
n 4 :DETUNE 


(0 〜 199:100 〜 C 99) 

(0 〜 99) 

($ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 12) 
($ CE 〜$32:-50〜 + 50) 

(0 〜13:10:0〜 0:10， C , C + D , D ) 


n 5 :PAN 

PART 2 〜 8( n 6 〜 n 40) 以下同様の再式構成 


(Ml マニュアル pl 26 参照） 

例 

[ Ml . PART.SETUP {0,99,0,0,5,0,99,0,0,5,0,99,0,0,5,0,99,0,0,5 
0,99,0,0,5,0,99,0,0,5,0,99,0,0,5,0,99,0,0,5}] 

(本来はコマンドライン途中で改行することはできないがレイアウトの 
都合上改行している） 


MIDI Ml エフェク ト パラメータの 設定 

[Ml EFFECT SETUP {nl •… ， n25}] 

• nl 〜 n 25: 


Ml の SEQ 0 のエフェクトバラメータの設定を行う。 

バラメータ （ nl 〜 n 25) は必ず25個指定しなければならない。 

同機能の共通コマンド MLEFFECT _ SETUP とは转なり後数行にバラメータ 
を分けて离くことはできない。 


nl:Effect 1 Pattern No . (0 〜33:1〜32, Thru ) 

n 2 :Effect 2 Pattern No . (0 〜 33:1 〜 32, Thru ) 


n 3 :Effect 1 L-Ch E.Balnc (0 〜100) 


n 4 :Effect 1 R-Ch E.Balnc (0 〜100) 


n 5 :Effect 2 L-Ch E.Balnc (0 〜100) 

n 6 :Effect 2 R-Ch E.Balnc (0-100) 


n 7 :Output 3 Pan 
n 8 :Output 4 Pan 
n 9 :Effect 1/0 


nlO 〜 nl 7 :Effect 


(0 〜 101:0 FF ,100:0 〜 0:100) 
(0 〜 101:0 FF ,100:0 〜 0:100) 
( BIT 0 :Effect 1 L-Ch 0=0 FF /1=0 N 
BIT 1 -.Effect 1 R-Ch 0=0 FF /1=0 N 
BIT 2 :Effect 2 L-Ch 0=0 FF /1=0 N 
BIT 3 :Effect 2 R-Ch 0=0 FF /1=0 N ) 
BIT 4 :Effect 2 0= PARALLEL /1= SERIAL ) 
1 Parameter 


nl 8 〜 n 25 :Effect 2 Parameter 


Structure of Effect Parameter 

( ofs =10 or 18) 


1 〜 3 :Hall (4,5: Rooi ,6 :Live Stage ) 

n ( ofs +0 ):Reverb Tine (0 〜 97:0.2 〜 9.9),(0 〜 48:0.2 〜 5.0〉 


n ( ofs + l) : Dummy 
n ( ofs +2 ):High Daap 
n ( ofs +3 ):Pre Delay 
n ( ofs +4): E/R Level 
n ( ofs +5 ):Dummy 
n ( ofs +6 ):Eg High 
n ( ofs +7 ):EQ Low 


(0 〜 99) 

(0 〜 200) 

(0 〜 99> 

0 

($ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C :-12 〜 + 12) 


7 〜 9 :Early Reflection 1,2,3 

n ( ofs +0): E/R Tiie (0 〜 70: 100〜 800) 

n ( ofs + l):Pre Delay (0 〜 200) 


n ( ofs +2 ):DuMy 



n ( ofs +5 ):DuMy 0 

n ( ofs +6 ):EQ High ($ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 + 12) 

n ( ofs +7 ):EQ Low ($ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 + 12> 


10 :Stereo Delayt , ll:Cross Delay 
n ( ofs +0 ):Delay Time L ( L ) 
n ( ofs + l):Delay Time L ( H ) 
n ( ofs +2 ):Feedback 
n ( ofs +3 ):High Damp 
n ( ofs .4 ):Delay Time R ( L ) 
n ( ofs +5 ):Delay Tine R ( H ) 
n ( ofs +6 ):EQ High 
n ( ofs +7 ):EQ Low 


(0 〜 500) 


($9 D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 500) 


($ F 4 〜 $0 C : —12〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : —12〜 + 12) 


12〜 13 :Stereo Chorus 1〜2 (14 〜 15: Flanger ) 




n(ofs+0):Depth 
n(ofs+l>:Speed 


n(ofs+2):LF0 Status 


n(ofs+3):Feedback 
n(ofs+4):Delay Time 
n(ofs+5):Duamy 
n(ofs+6):EQ High 
n(ofs+7):EQ Low 


(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 
100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
(BITOiWaveform =0: Sin, =1 :Tr i 
BIT1: Phase =0:0.0° ,=1 :180° 
BIT2：Wave Shape =0:Normal 

= l:for FI anger) 

($9D 〜 $63: — 99 〜 + 99) 
(0 〜 200),(0 〜 50) 

0 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 


16 〜 17:Phase Shifter 1〜2 

n(ofs+0):Depth 

n(ofs+l):Speed 


n(ofs+2):LF0 Status 


ii(ofs+3):Feedback 
n(ofs+4):Manual 
n(ofs+5):Duiiy 
n(ofs+6):Duoy 
n(ofs+7):Dununy 


(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 
100 〜 199:3 •卜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
(BITO：Waveform =0:Sin,=1 : Tri 
BITl:Phase =0:0.0° ,=1 :180° 
BIT2:Wave Shape = 0 : Nona 1 

= l:for FI anger) 
($9D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
(0 〜 99> 

0 

0 

0 


18 〜 19: Stereo Toreiolo1 〜 2 

n(ofs+0):Depth (0 〜 99) 

n(ofsM):Speed (0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 

100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 
200 〜 216: 14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
n(ofs+2):LF0 Status (BlTO：Wavefon =0:Sin,=1:Tri 

BITl:Fhase =0:0.0° ,=1: 180 。 


n(ofs+3):Shape 
n(ofs+4):Daily 
n(ofs+5):Dummy 
n(ofs+6):EQ High 
n(ofs+7):EQ Low 


BIT2：Wave Shape =0:Normal 

= l:for FI anger) 

($9D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
0 
0 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 


20:Equalizer 
n(ofs+0):Dununy 

參 

n(ofs+3):Dummy 
n(ofs+4):Low fc 
n(ofs+5):High fc 
n(ofs+6):High Gain 
n(ofs+7):Low Gain 


0 


(0 〜 2:0.25k ， 0.50 k,1.00k) 
(0 〜 2:lk,2k ， 4k> 
($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 


21:Overdrive 
n(ofs+0):Dummy 
n(ofs+l ):Duniiny 
n(ofs+2):Drive 
n(ofs+3):Level 
n(ofs+4):Dummy 
n(ofs+5):Duoy 
n(ofs+6):EQ High 
n(ofs+7):EQ Low 

22:Distortion 
n(ofs+0):Dummy 
n(ofs+l):Di 脳 y 
n(ofs+2):Distortion 
n(ofs+3):Level 
n(ofs+4):Dimmy 
n(ofs+5):Dummy 


0 

0 

(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

0 

0 

($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12> 
($F4 〜 $OC: — 12 〜 + 12) 


0 

0 

(0 〜 99) 
(0 〜 99) 
0 
0 


n(ofs+6):DuMy 
n(ofs+7):EQ Low Gain 

23:Exciter 
n(ofs+0):Blend 
n(ofs.l):Emphatic Point 
n(ofs+2):Duaiy 

n(ofs+5):Duiay 
n(ofs+6):EQ High 
n(ofs+7):EQ Low 

24:Symphonic Ensaible 
n(ofs+0):Depth 

n(ofs+l):Dimay 

0 

# 

n(ofs+5):DiiMy 
n(ofs+6):EQ High 
n(ofs+7):EQ Low 

25:Roteffect Speaker 
n(ofs+0):Depth 
n(ofs+l):Dui«y 
n 《 ofs+2):Speed Rate 
n(ofs+3):Diimay 

n(ofs+7):Dumay 

26:Delay/Hall 
n(ofs+0):DeIay Time (L) 
n(ofs+l):Delay Time (H) 
n(ofs+2):Feedback 
n(ofs+3):High Danp 
n(ofs+4):Reverb Time 
n(ofs+5):Dummy 
n(ofs+6):High Damp 
n(ofs+7):Pre Delay 

27:Delay/R oot 
n(ofs.O):Delay Time (L) 
n(ofs+l):Delay Time (H) 
n(ofs+2):Feedback 
n(ofs+3):High Damp 
n(ofs+4):Reverb Tiie 
n(ofs+5):DiiMy 
n(ofs+6):Hi^h Damp 
n(ofs+7):Pre Delay 

28:Delay/Early Reflection 

n(ofs+0):Delay Time (L) 
n(ofs+l):Delay Time (H) 
n(ofs+2):Feedback 
n(ofs+3):High Damp 
n(ofs+4):E/R Time 
n(ofs+5):Pre Delay 
n(ofs+6):Dumay 
n(ofs+7):Duoy 

29:Delay/Chorus 

n(ofs+0):Delay Tine L (L) 
n(ofs+l):Delay Time L (H) 
n(ofs+2):Feedback L 
n(ofs+3):High Damp L 
n(ofs+4):Delay Time R (L) 
n(ofs+5):Delay Time R (H) 
n(ofs+6):Feedback R 
n(ofs+7):High Damp R 

30:Delay/Chorus (31:Delay FIanger) 
n(ofs+0):Delay Time (L) 


0 

($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 


($9D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
(0 〜 9:1 〜 10) 

0 


($F4 〜 $0C: — 12〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: —12〜 + 12) 


(0 〜 99) 
0 


($F4 〜 $0C: - 12〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: — 12〜 + 12) 


(0-99) 

0 

($F6 〜 $0A: — 10〜 + 10) 
0 

0 


(0 〜 500) 

($91) 〜 $63: -99 〜 99) 
(0-99) 

(0 〜 97:0. 2 〜 9.9) 

0 

(0 〜 99) 

(0-150) 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 97:0.2 〜 9.9) 

0 

(0 〜 99) 

(0-150) 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 30:100 〜 400) 
(0-150) 

0 

0 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 
(0 〜 99) 


(0 〜 500) 
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n(ofs+l):Delay Tine (H) 


[Ml 一 PRINT 】 

n(ofs+2):Feedback 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 

の間に Ml 関係以外のコマンドがあると正常なデータが送信されないので注 

n(ofs+3):High Damp 

(0 〜 99) 

意すること。 

n(ofs+4):Depth 

(0 〜 99) 

例 

n(ofs+5):Speed 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 

100 〜 199:3.1 〜 13.0 o.lstep 

200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 

[SEND_T0.M1 $30] 

n(ofs+6):LF0 Status 

(BIT0:Wavefora =0:Sin, =1 :Tri 
BITl:?hase =0:0.0°, = 1:180° 
BIT2:Wave Shape =0:Normal 

= l:for FI anger) 


n(ofs+7):Feedback 

0,($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 


32:Delay/Phaser 

n(ofs+0):Delay Tine (L) 
n(ofs+l):Delay Tine (H) 

(0 〜 500) 


n(ofs+2):Feedback 

($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 


n(ofs+3):High Daip 

(0 〜 99) 


n(ofs+4):Depth 

(0 〜 99) 


n(ofs+5):Speed 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step) 


n(ofs+6):Feedback 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 


n(ofs+7):Dun*y 

0 


33:Delay/Tre 1010 

n(ofs+0):Delay Tiae (L) 
n(ofs+l):Delay Tine (H) 

(0-500) 


n(ofs+2):Feedback 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 


n(ofs>3):High Daip 

(0 〜 99> 


n(ofs+4):Depth 

(0 〜 99) 


n(ofs+5):Speed 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step) 


n(ofs+6):Dumay 

0 


n(ofs+7):Shape 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 



(Ml マニュアル pl27 参照） 

例 

[Ml.EFFECT.SETUP {1,3•50•50•50 ， 50,50•50•X1m1 ， 

50,0 ,50, 100, 50,0,0, 0,50,0,50,100, 50,0,0,0 } 】 

(本来はコマンドライン途中で改行することはできないがレイアウトの 
都合上改行している） 


1 MIDI ! Ml ディスプレイ文字列表示 

[M1 一 PRINT str] 

• str : 文字列 

Ml のディスブレイに文字列を表示する。具体旳には Ml の SE00 のソングネー 
厶の設定をすることで行う。 

str は表示文字列で、 ” 〜 ” で括り、 10 文字以内で指定する。 

例 

[M1..PRINT W MY WAY ”】 


: MIDI] 

[SEND—TO Ml id] 


id:0-127 


Ml へ設定を送信する 


[Ml—SETUP] 

[MLPART..SEUP] 

[Ml.EFFECT.SETUP] 

[MLFRINT] 

で設定したバラメータ辟を Ml へ送信する。 

id は Ml のデバイス ID で省略可能、省略時は $30 。 

なお、 Ml のデバイス ID は $30+ グローバルチャンネル （ 0 〜 $f ) で求められ 
る（グローバルチヤンネルは GLOBAL モードの F5 — 1 で設定できる）。 

必ず、 


[Ml—SETUP] 

[Ml_PAfiT_SEUP] 

[MLEFFECT.SETUP] 

[Ml 一 PRINT] 

を設定してからこの命令を実行すること。 [M し EFFECT_SETUP 】 のみ省略が 
可能。省略時は Z-MUSIC が持つデフオルト設定が Ml へ送信され設定される 
ことになる。 

[Ml—SETUP] 

[M1„PART_SEUP] 

[M1_EFFECT SETUP] 


76 「 .2 とソ 6 「 .3 での咖 1 _の違い 

Z-MUSIC ver .2.0 以前と Z-MUSIC ver .3.0 以降とでは機能拡張にとも 
ない、以下の2点において動作が微妙に異なります 
1•波形メモリ 

振幅を与えることができるようになった関係で、波形メモリを使用 
した曲では演奏した感じが異なる場合がある。 

2.絶対音長1 

絶対音長1が V 2 以前では 0 PMDRV . X との互換を保つために強制的に 
「タイ/スラー」指定としていたが汎用性を考えこれを取り止めた。 
ver .2.0 の演奏データであってもほとんどのものはそのまま演奏す 
ることができます。しかし、微妙に演奏のニュアンスが異なっていた 
場合は、 ZHSC 3. X に’-2’オプションをつけて常駐し直してから再び演 
奏させてみてください。’ -2’ オプションは ZMSC 3. X を ver 2.0 相当の動 
作をさせるスイッチです。当然ながら’ -2’ オプションを設定してしま 
うと今度は、 ver 3.0 以降用の演赛データが正常に演奏されなくなって 
しまいます。 
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6.1 . はじめに 

Z-MUSIC ver.3.0 には起動時 （ AD)PCM データはひとつもプリセットされて 
いない。そのため （ AD)PCM 音を鳴らすためには鳴らしたい （ AD)PCM ファイル 
を登録することが必要になる。 

Z-MUSIC ver.3.0 では （ AD)PCM の登録形式は「トーン形式」「音色方式」 
の 2 つがある。「トーン形式 j は ver.2.0 以前からある形式で 、» 盤 ひとつ 
ひとつに任意の音声データを削り当てていくもの 0 「音色方式」は ver.3.0 
になって新股された形式で、 MPCM.X を常駐時にのみ有効になる。これは音 
声データをひとつ登録しておけば、これを自在に音程変換して発音するこ 
とができる方式である 0 トーン形式（または ver.2.0 以前）ではたとえばビア 
ノの音でド • レ . ミを演赛するにはド • レ • ミの 3 つの音程の音を用®し 
て Z-MUS1C に登録しなければならなかったが、「音色方式」ではドの音を用 
患して、「この音はド j と指定して登録すれば任意の音程の音が発音でき 
るようになる。 

一方、 Z-MUSIC ver.3.0 に （ AD>PCM データを渡す手段は 3 通りあり、ひと 
つは （ AD)PCM 登鉍コマンドをミュージックブログラムに直接 3 己述していく方 
法。 2 っめは （ AD)PCMg 鉍 ZMS コマンドを 3 己述したファイルをエディタ （ ED.X 
など）で作成しこのファイルを渡す方法である。 3 つ目はそのファイルを ZP 
CNV3.R で ZPD ファイルにコンバートして、これを Z-MUSIC ver.3.0 に渡す方 
法である。 

6. 2. (AD)PCM コンフィギュレーションファイル 

(AD)PCMSWZMS コマンドを ® 棻冉 きにしたファイルを、特に 「（ AD)PCM コ 
ンフィギュレーションファイル」と呼び、これを Z-MUSIC ver.3.0 へ受け渡 
すことで （ AD)PCM データを登録することができる 0 樊励ファイル拡張子は ' 
CNF’ で、このファイルを特に CNF ファイルと呼ぶ。 

• コンフィギュレーションファイルの 例 


olb 

conbd.pcm,v50 

o2e 

nnsdd.pcm,v70 

〇 3" 

cowbelll.pci,v60 

o3a 

Acrash.pcm 

o4r 

agohi•pcm 

o5a 

triangle.pcm 


• 1 6bitPCM—TIMBRE 0,61 ， A#3 

{ 

FHRNA#3at.P16 
.CONNECT FHRNA#3LP.P16 
.v50 

} 

.16bitPCM TIMBRE 0,65,A#5 

{ 

asxa#5at.P16 
.CONNECT asxa#51p.P16 
.v50 

} 

.16bitPCM_TIMBRE 0,17,b2 


porgb2at.pl6 
.CONNECT porgb21p.pl6 
.V40 

} 

• ADPCM—T1MBRE 0,39 ， c2 {EBASS303•PCM,v60} 

• ADPCM TIMBRE 0,62,e4 {BRASS.E4.PCM} 

• ADPCMJ1MBRE 0.49,c5 {strsbc.pcm} 

.ADPCM TIMBRE 0,13,d3 <Bnnba.d3.pnn.v80} 

.ADPCM TIMBRE 0,5,c6 {prel_c6.pcm,v50} 

.ADPCM TIMBRE 0,59,c2 {tuba.pen,v30} 

• ADPCM T1MBRE 0 ， 73•b4 {ahbr•pen,v50} 

• ADPCM 一 TIMBRE 0 ， 23 ， c4 {harnonica.pcn.v60} 

6. 3. (AD)PCM コンフィギュレーションファイルの登録方法 

MUS1CZ3.FNC を組み込んだ X-BASIC 上から指定したい場合には関数、 
zi_pc«i read() 

を使う （ MEASURE3# 照）。 

ZMS 中に指定したい場合は ZMS コマンド、 

.ADPCM LIST filename 
を用いる （ MEASURE4 参照）。 

また、演奏データのように、 

A>copy (AD)PCM コンフィギュレーションファイルネーム ZMS 
としたり、 

A>zp (AD)PCM コンフィギュレーションファイルネー厶 
としたりして、演奏データを演赛するような操作で Z-MUSIC ver.3.0 へ登録 
することも可能 (MEASURE7 参照）。こちらの場合は曲がたとえ演赛中であっ 
てもリアルタイムに （ AD)PCM セットを変更することができる。 

6. 4. ZPCNV3.R と ZPD 
6.4.1.ZPD の作成方法 

ZPCNV3.R は、 6.1 •で解説したコンフィギュレーションファイルに従つて 
必要な （ AD)PCM データをひとつのファイルにまとめるブログラムである。ひ 
とまとめにする際に音程音 B 変換、合成作業といった各榷加工処理もして 
しまうため、実際の （ AD)PCM データの登録処理にかかる時間は極めてゼロに 
近い （（ AD)PCM コンフィギュレーションファイルを Z-MUSIC ver.3.0 へ渡す 
方式では 1 個 1 個のデータを読み込み、それから加工処理を行ったりする 
ため、大 ■ の (AD)PCM データを登録する場合には処理が終了するまで長時間 
待たされることがある）。 

ZPCNV3.R は、加工処理ルーチンやその際に使用するワークは独自に備え 
ているため実行には Z-MDSIC ver.3.0 の常駐は必要ない 0 
Z-MUSIC ver.3.0 では （ AD>PCM コンフィギュレーションファイルをもとに、 
ひとまとめにしたこのデータを <AD)PCM ブロックデータ、 「 ZPD 」 と呼ぶ。 

たとえば filenanel.CNF で表されるコンフィギュレーションファイルを ZP 
D に変換したい場合は、 

A>ZPCNV3.R filenaael filenaae2 

とする。 filenamel を指定する降、拡張子を省略すると ’. CNF ’ が自動添付さ 
れる。 filenane2 は作成する ZPD のファイル名でこちらは省略することが可 
能。省略時は filenamel に拡張子 ’ .ZPD* をつけたものが f ilename2 として与 
えられる。 
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6.4.2. ZPCNV3.R のコマンドオプション 


■日本語メッセージの表示 


•日本語 メッセージの 表示 

一 J 

ZPCNV 3. R が出力するメッセージを日本語にする。本コマンドオプション 
は必ずコマンドラインの先頭に記述しなければ有効とならない。 

例 

A > ZPCNV 3 -j STD _ SET.CNF STD SET.ZPD 

6.4.3 . 璟境変数について 

瑁境 変数’ zpcnv 3_ opt ’ に通常よく設定するコマンドオプションをあらか 
じめ設定しておくことができる0 

たとえば、常に日本語メ ッ セージでメ ッ セージ出力を行いたい場合は AU 
TOEXEC . BAT などに、 

SET zpcnv 3_ opt=-J 
と設定しておく。そうすれば、 

A > ZPCNV 3 STD _ SET.CNF STD SET.ZPD 
と実行しただけでも - J が追加され、 

A > ZPCNV 3 -J STD . SET.CNF STD _ SET.ZPD 

として実行される。 

6. 5. ZPD の Z-MUSIC ver.3.0 への登録法 

MUS 1 CZ 3. FNC を組み込んだ X - BASIC 上から指定したい場合には関数、 

zm_register_zpd() 

を使う （ MEASURE 3 参照）。 

ZMS 中に指定したい場合は ZMS コマンド、 

.ADPCM BLOCK DATA filename 
.ZPD filenaae 
を用いる （ MEASURE 4 参照)。 

また、通常の演奏データのように、 

A>copy filename.ZPD ZMS 
としたり、 

A>zp fi 1 enaae.ZPD 

としたりして、通常の演奏データを演奏させるような手法でも Z - MUS 1 C ve 
r .3.0 へ登録することができる （ MEASURE 7 参照）〇こういった手段で登鉍す 
る場合は、曲がたとえ演奏中であってもリアルタイムに ZPD を変史するこ 
とができる。 

また、 ZMSC 3. X の常駐スイッチの， - Z ， を用いて、 

A > ZMSC 3 - ZdrunLset • zpd ( 拡張子の省略は可能） 

のように ZMSC 3 • X 常駐時に ZPD を登鉍することもできる。 

6. 6. PCM ファイルリンカ 「 ZPLK3. R 」 

ZPLK 3. R は Z-MUSIC ver .3.0 から追加された ( AD ) PCM データの加工/リンク 
ツールである。以下にその特®を示す。 

6.6.1 . その機能と特長 

• 段大32個の複数のファイルをつなげて1個のファイルにして出力できる。 
ひとつのファイルにつき最大65535回の反復指定が可能0反復パターンは4 

榷 類。 

• 単一 （ AD ) PCM ファイルをいくつもつなけて1個の大きな （ AD ) PCM ファイル 
にすることが可能。 

•入カファイルとして16ビット PCM ファイル 、 AD PCM ファイルを与えるこ 
とができる。混在も可能。 

• リンク作業の前に、各入カファイルのデータ形式コンバートを行うこと 
ができるので16ビット PCM に （ AD ) PCM ファイルをリンクさせたり、その逆も 
行える。 

• 出カファイルはその出力直前に16ビット PCM データコンバート、 ( AD)PCM 
データコンバート、逆転再生、音 B 変換、周波数変換、ボルタメント、ェ 
ンべローブ変更など多彩な加工処理を行うことができる 0 
• インバルスデータを与えることにより、「费み込み演算 j を行うことが 
できる。したがって、任意の音声データに対してホールの残*効果やボコー 
ダ処理などの本格的なエフ x クト処理をすることができる。 


6.6.2. ZPLK 3 .R のコマンドオプション 

ZPLK 3 .R く[オプション 1] 入カファイル1> [[オプション2〜 32] 

入カファイル2〜 32] く出カファイル名〉 

入カファイルネームは最低1個は必要となる。害き込みファイル名は ’P 

CM ’ に設定するとファイルを {* {き出さず、音声として出力できる （ ZMSC 3 .X 

や PCMDRV . SYS 組み込み時）。ファイルネームの指定は拡張子やバスの省略 

をせずきちんと*くこと。ファイルがカレントより見つからない場合は瑁 

境変数’ ziausic ’ に离かれたバスに従ってファイルを検索する。 

參コマンドオプション 

- A 出カファイルを出力する前にそのデータを16ビット PCM データ 

と見なして （ AD ) PCM データへ変換する。 

- Bs , d , p , s 出カファイルを出力する前にそのデータを 16 ビット PCM 
データと見なしてボルタメントを行う。（連続旳に滑らかに 

阓波数変史を行う。） 

s 開始時の周波数を s [ Hz ] とみなす。ただし s は1〜65535。 

d 終了時の阓波数を d [ Hz ] とする。ただし d は1〜65535。 

P 出カファイルの P バイト目から阛波数変換を行う0省略時は、 

P =0 o 

s 変換するサイズを s バイトとする。省略時は p で指定された 

位 W から後ろ全部を変換対象領域とする。 p も省略した場合は出 
力全域に対して変 m 処理を施す。 

- Cp,s 出カファイルを出力する前にそのデータの任愈の一部分を摘 
出しそれを出力する。 

P 出カファイルの p バイト目から切り出す0省略時は P =0 o 

s 切り出すサイズを s バイトとする。 S 略時は p で指定された位 

K から後ろ全部を切り出す。 p も省略した場合はェラーとなる。 

- Fs , 1 ,m 出カファイルを出力する前にそのデータを 16 ビット pcm 

データと見なしてェンべローブの形状を変化させる。 

S 出カファイルの S バイト目からエンべローブ形状を変更する。 

省略時は s =0。 

1 ェンべローブ形状初期音 B ( b =0 時）/®終音 a ( Pl 時）を〇〜127 

の128段階で設定する。省略時は1=0。 

D ェンべローブの変更パターンを設定する。»略時は腿 二 1 

0フェードインタイブ 
1フェードアウトタイブ 

-IfiIename インバルスデータのファイルネームを与えると出カファ 
イルを作成する前にそのデータとの赍み込み演»を行う。ただし、 
与えられたファイルネームの拡張子を’ . P 16* とした場合はその 
インバルスデータを16ビット PCM データ、’ . PCM ’ とした埸合は 
( AD ) PCM データとして見なす。 

-P 出カファイルを作成する前にそのデータを （ AD > PCM データと見 

なして16ビット PCM データへ変 m する。 

-R 出カファイルを作成する前にそのデータを16ビット PCM データ 

と見なして逆転させる。 

-Vn 出カファイルを作成する前にそのデータの音 b をバーセント 

単位で指定する。 n の範囲は〇〜300。スイッチ無指定や値省略時 
は100とする。 

-丁 1 ,0, P,S 出カファイルを出力する前にそのデータを16ビット PCM 
データと見なして周波数の変更を行う。 

i 元の周波数を s [ Hz 】 と見なす。ただし s は1〜65535。 

〇 変換後の周波数を d [ Hz 】 とする。ただし d は1〜65535。 

P 出カファイルの P バイト目から阓波数変換を行う0省略時は、 p =0 o 

s 変換するサイズを s バイトとする。省略時は p で指定された位 R 

から後ろ全部を変換対象領域とする。 P も省略した場合は出力 
全域に対して変換処理を施す。 

- Xl , r,t リンク制御 

1 ルーブタイブの設定。省略時1=0 
〇そのまま 
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1 正順、逆願の顧にループさせる 
2逆順、正順の順にループさせる 
3•入カファイルの逆順をループさせる 
反復回数の設定。省略時 r = l 。 範囲1〜65535 
リンク作業の前に入カファイルに対して加工を行う0 
(省略時は t =0) 

0なにも行わない 

1入カファイルを16ビット PCM データと見なして （ AD ) PCM データへ 
変換する 

2入カファイルを （ AD ) PCM データと見なして16ビツト PCM データへ 
変換する 


•使用例 

A>zplk a . pl 6 - xO , 10 b . pl 6 -a c.pcm 
a . pl 6 というファイルの後ろに b . pl 6 を 10 回追加して 、 AD PCM へコンバー 
卜し c . pcm というファイル名でセーブする 0 

A>zplk - x 0,5 a . pl 6 - x ,，2 b.pca - v 80 c . pl 6 
a . pl 6 というファイルを 5 回追加し、これに b . pcm を16ビット PCM へ変換 
したものを接続して、それを音 B を8051に変換し c . pl 6 というファイル名で 
セーブする0 


•参考国際基準イ =al = 440 Hz に基づく12平均率音階阛波数表 

(試験に出る XI より転載） 


00 

C 16.352 
C # 17.324 
D 18.354 
D # 19.445 
E 20.602 
F 21.827 
F # 23.125 
G 24.500 
G # 25.957 
A 27.500 
A # 29.135 
B 30.868 


01 02 
32.703 65.406 
34.648 69.296 
36.708 73.416 
38.89177.782 
41.203 82.407 
43.654 87.307 
46.249 92.499 
48.999 97.999 
51.913103.83 
55.000110.00 
58.270116.54 
61.735123.47 


03 W 

130.81261.63 
138.59 277.18 
146.83 293.66 
156.56 311.13 

164.81329.63 
174.61349.23 
185.00 369.99 
196.00 392.00 
207.65 415.30 
220.00 440.00 
233.08 466.16 
246.96 493.88 


05 06 

523.25 1 M 6.5 

554.371108.7 

587.331174.7 

622.251244.5 

659.261318.5 
698.461396.9 
739.991480.0 
783.991568.0 
830.611661.2 
880.001760.0 
932.33 18 M .7 

987.771975.5 


07 06 

2093.0 4186.0 
2217.5 44別.9 

2349.3 4698.6 
2489.0 4978.0 
2637.0 5274.0 
2793.8 5587.7 
2960.0 5919.9 
3136.0 6271.9 

3322.4 6 M 4.9 
3520.0 7 M 0.0 
3729.3 7458.6 
3951.17902.1 


【注意】 

複数の変換を指定した場合は以下の手顧で各変換を行う。 


音 B 変更阛波数変換 

I 

ボルタメント 
切り出し 
逆転 

フェード イン/ フェード アウト 

I 

インバルス演8 

I 

16ビット PCM /( AD>PCM 変換 
♦バラメータの特殊設定 

阕波数変換 （- T スイッチ）、ボルタメント変 m (- B スイッチ）において、2 
つの阓波数バラメータの設定をする代わりに Z-MUSIC ver .3.0 システムの ZM 
S コマンド表記に近い半音ステップの変換バラメータを設定することもでき 
る。 

この指定を行うには、’ - T ’ ，’ - B * のオプションコマンドの後ろにさらにサ 
ブスイッチ ’ p ’ （大文字可）を共いてから変換値を設定する。 

たとえば、ある音を半音下げたいときには、 

- Tp -1 

また、半音上げたいときは、 

- Tp +1 

とする。 

また、ボルタメントのときも同様で、 

- Bp -10 

- Bp +6 

といった記述ができる0サブスイツチ’ p ’ の値の範囲は-144〜+144(ただし0 
は除く）。 
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7 .1.ZP3.R について 

ZMSC 3• X が常駐しているとき、 ZMD を演奏するには、 

A>COPY filenaie.ZND ZNS 

のように、演奏データ ZMD をシステムファイル名’ ZMS ’ に出力することで行 

ぅ。 

コンバイラ ZMC . X を常«させれば ZMS ファイルであっても、阊様な手法で、 

A>COPY filenaie.ZNS ZNS 

のようにして演奏させることができる。 

ZP 3. R は以上のような揲作を、より®単に行えるように開発された Z-MUS 
1 C 用演奏データ fl ? 用再生 ツールで ある。 

また、 ZP 3. R は演奏制御機能の他に「ジュークボックス機能」や「キー 
ボード操作によるリアルタイム演奏制御機能」などの機能が備わっている。 

7.2. ZP3.R のコマンドオプション 

【注意】 

ZP 3. R の英字指定によるコマンドオブションの中には大文字と小文字と 
で我なった機能が鋤くように股計されているものもあるので注意。大文字 
のほうしか解説がないコマンドオプションに関しては大文字、小文字どち 
らを使用しても機能に相違はない 


■演赛制御 


籲演奏開始 

一 P 演奏デ ー タファィルネーム，セットアップファイ 
ル 1,••• ，セットアップファイル 4 

演奏データをディスクから統み込んで演赛する0演奏データのファイル 
名の後ろに’，’で区切って屘葙4つまでのセットアップファイルを演奏前 
に読み込み、実行が可能。セットァップファイルとは、たとえば、 ( AD)PC 
M データのコンフィギュレーションファイル （ CNF )、 ZPD ファイル、スタン 
ダード MIDI ファイル （ M 1 D ) などのこと（セットアツブファイルのスタンダー 
ド MIDI ファイルは拡張子’. MID ’ のときのみ有効）。 

セットアッブファイルの拡張子は省略できないが演赛データのほうは拡 
張子を省略でき、その場合は’ • ZMD ’ — ’ • ZMS ’ — ’ . OPM ’ の順で自動添付して 
ファイルを検索する（見つからなかった場合はエラーとなる）。 

例 

A > ZP 3 -p music . zbs, drum . cnf , u 220 seup.mid 
A > ZP 3 -p etude 

スィッチ’一 P ’ は省略することもでき、上の例は、 

A>ZP3 ausic.ZBS, drum.cnf, u220 seup.mid 
A>ZP3 etude 

とすることもできる。 

さらに、演奏データを省略して、 ZPD の登録や M 1 D ファイルの fe 送、 ( AD ) 
PCM コンフィギュレーションファイルの実行といったセットアップファイ 
ルのみの指定も可能である（拡張子の省略はできない） 0 ZPD の登録と （ AD)P 
CM コンフィギュレーションファイルの実行は曲が演奏中であっても可能な 
ので、演奏中の曲の （ AD ) PCM のセットをリアルタイムに変更することがで 
きる。 

例 

A > ZP 3 1 ist.cnf 

(( AD ) PCM コンフイギュレーシヨンファイル1 ist . cnf を実行する） 


A > ZP 3 druB . set.zpd ( ZPD ファイル dru *__ set.zpd を登錄する) 

A > ZP 3 Mlpreset.aid ( MID ファイル Mlpreset . ild を楽器へ転送する) 

參演奏開始 

一 Pm,n2,n3，"ni 

演奏を開始する。コマンドスイッチの後ろにトラック番号 （ l $ ni $6553 
5) を®くとそのトラックのみ演奏を開始する。トラック番号は、播につな 
げていくつでも* くことができる。また、トラヅク畨号を*かずにコマン 
ドスイッチのみを指定した場合は演奏可能なすべてのトラックの演奏を開 
始する。 

例 

A > ZP 3 -p (全トラック演奏開始） 

A > ZP 3 - pi , 2,10 (トラック1, 2,10の演奏を開始する） 

( MEASURE 3 zij ) lay (), MEASURE 4 . PLAY 参照) 

參演赛停止 

—S nl , n2 f n3,•••ni 

演奏の停止を行う0コマンドスイッチの後ろにトラック畨号 （Ignis 65 
535) を!*{くとそのトラックに対して機能する。トラック番号は雉につなげ 
ていくつでも典くことができる0 

また、トラック番号を共かずにコマンドスイッチのみを指定した場合は 
演赛中の全トラックに対して機能する。 

例 

A > ZP 3 -s (全トラック演奏停止） 

A > ZP 3 - si , 2,10 ( トラック1,2,10の演奏を停止する） 

( MEASURE 3 zi . stop () MEASURE 4 . STOP 参照） 

♦演奏再開 

—Cnl,n2,n3,.”ni 

演突の再開を行う。コマンドスイッチの後ろにトラック番号 （ l $ ni $65 
535)を离くとそのトラックに対して機能する。トラック番号は m につなげ 
ていくつでも* くことができる。 

また、トラック番号を离かずにコマンドスイッチのみを指定した場合は 
演奏中の全トラックに対して機能する。 

例 

A > ZP 3 -c (全トラック演奏再開） 

A > ZP 3 - cl , 2,10 ( トラック1,2,10の演奏を再開する） 

( MEASURE 3 za cont (), HEASURE 4 . CONTINUE 参照) 


■マスク制御 


♦トラックマスク解除 

—e nl 

指定トラックのマスクを解除する。コマンドスイッチの後ろにトラック 
番号 （ l $ ni $65535) を* くとそのトラックに対して機能する。トラック番 
号をすべて省略した場合は、マスクをすべて解除（全トラック演奏可能に） 
する。 

実行はリアルタイムに行うことができ、演奏中の曲の任意のトラックの 
マスク解除を行うことができる。 

例 

A > ZP 3 - el , 2,3 

( トラック1〜3のマスクを解除、トラック1〜3以外をマスクする） 

A > ZP 3 -e (全トラックのマスクを解除する） 
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( MEASURE 3 zm _ mask _ tracks ( )， MEASURE 4 . TRACK _ MASK 参照） 
•チャンネルマスク 解除 

— E nl,n2,n3,.”，ni 

指定チャンネルのマスクを解除する。チャンネルの指定は下の表で示さ 
れる文字列を用いて行う。 

文字列 対象デバイス 

FM 1 〜8 FM 音源チャンネル1〜8 

ADPCM 1 〜16 ( AD ) PCM チャンネル1〜16 

PCM 1 〜16 ( AD ) PCM チャンネル1〜16 

MIDI 1〜16 カレント MIDI チャンネル1〜16 

MIDn -1 〜卜16 MIDI インタフェイス1の MIDI チャンネル1〜16 
MIDI 2-1 〜 2-16 MIDI インタフヱイス2の MIDI チャンネル1〜16 
M 1 D 13-1 〜 3-16 MIDI インタフェイス3の MIDI チヤンネル1〜16 
MID 14-1 〜 4-16 MIDI インタフェイス4の MIDI チャンネル1〜16 

チャンネル指定をすべて省略した場合は、マスクをすべて解除（全チャン 
ネル演奏可能に）する。実行はリアルタイムに行うことができ、演奏中の曲 
の任意のチャンネルのマスク解除を行うことができる0 
例 

A > ZP 3 - EFM 1. MIDI 2-1 

( FM 音源子ャン Ml と MIDI インタフェイス2のチャ；以外をマスクする） 

A > ZP 3 -E (全チャンネルのマスクを解除する） 

( MEASURE 3 zBjask _ channels () 参照） 

•ト ラックマスク 投定 

— mnl,n2 ， nsj，."，m 

指定トラックの演奏をマスクする0それ以外のトラックは通常演奏を続 
行する0コマンドスイッチの後ろにトラック番号 （lgni $65535)を离くと 
そのトラックに対して拽能する。トラック}6号をすべて S 略した埸合は、 
マスクをすべて解除（全チャンネル演赛可能に）する 0 実行はリアルタイ厶 
に行うことができ、演奏中の曲の任锣のトラックをマスクすることができ 
る。 

例 

A > ZF 3 - ml , 2,3 ( トラック1〜3をマスクする） 

A > ZF 3 -m (全トラックのマスクを解除する） 

( MEASURE 3 zm.mask tracksO , MEASURE 4 . TRACK . MASK 参照） 

籲チャンネルマスク 設定 

— Mnl ,n2,n3 , …， ni 

指定チャンネルの演赛をマスクする。それ以外のチャンネルは通常演奏 
を続行する。チャンネルの指定は下の表で示される文字列を用いて行う0 
文字列 対象デバイス 

FM 1 〜8 FM 音源チャンネル1〜8 

ADPCM 1 〜16 ( AD ) PCM チャンネル1〜16 

PCM 1 〜16 ( AD ) PCM チャンネル1〜16 

MIDI 1〜16 カレント MIDI チヤンネル1〜16 

MIDH -1 〜卜16 MIDI インタフ x イス1の MIDI チヤンネル1〜16 
MID 12-1 〜 2-16 MIDI インタフェイス2の MIDI チャンネル1〜16 
MID 13-1 〜 3-16 MIDI インタフェイス3の MIDI チャンネル1〜16 

M 1 DI 4-1 〜 4-16 MIDI インタフェイス4の MIDI チャンネル1〜16 
チャンネル指定をすべて省略した場合は、マスクをすべて解除（全チャン 
ネル演奏可能に）する。実行はリアルタイムに行うことができ、演奏中の曲 
の任意のチャンネルのマスク設定を行うことができる0 
例 

A > ZP 3 - MFM 1, ADPCM 2, MIDI 3 
( MEASURE 3 zb 腿 ask ch _ els () 参照) 


■フヱ ー ダー操作 


❷フェードイン/フェードアウト 

-Fn 

フェードイン/アウトを行う。 -255$ n $- l のときフェードイン、 l $ n $2 
55のときフェードアゥトの指定となり、数値の絶対値が大きいほど音8の 
增滅スビードは速くなる 。 n = 0 はフェードイン/アウトの停止の指定となる0 
バラメータ n を省略した場合はデフォルト値のスビードでフェードアウト 
を行う。 

なお、本オブシヨンで操作され るフ x — ダーはマスターフヱーダー。 

例 

A > ZP 3 - f 20 (フェードアウトをフェードアウトスビード20で行う） 
A > ZP 3 - f -16 (フェードインをフェードインスビード16で行う） 


A > ZP 3 - f 0 (フェ ー ドイン/アウトを中断する） 

A > ZP 3 -f (デフオルトスピードでフェードアウトを行う） 
( MEASURE 3 zi aaster _ fader (), MEASURE 4 . MASTER _ FADER 参照） 

參トラックフ ェーダー 操怍 

— 01v,n1 ,n2, …， m 

指定トラックのフェーダー（出力音®割合）を設定する。 
lv は出力音置の割合で、設定範囲は 0$ lv $128。 128が最大音量かっ基本 
状態。 lv の値が小さいほど音 S も小さくなる。 lv によって決定づけられる 
実際の音 S は各楽器タイプや音源によって違うので注意。 
ni は出力割合 lv の設定を行うトラック番号で、設定範囲は1〜65535。 
lv のみを設定し、トラック番号をすべて省略した場合は、全トラックが 
出カレベル lv に設定される0 

全バラメータを S 略した場合は、全トラックの出力割合を基本状態 （ lv=l 
28) へ戻す。 

実行はリアルタイムに行うことができ、演奏中の曲の任意のトラックの 
出力割合を変更することができる。 

例 

A > ZP 3 -0110,1,2,3 

(トラック1, 2, 3の出力割合を110/128に設定する） 

A > ZP 3 -〇96 (全トラックの出力割合を96/128に設定する） 

A > ZP 3 -0 

(全トラックの出力割合を通常状態 （128/128) に戻す） 

( MEASURE 3 zb master — fader ( )， MEASURE 4 . MASTER — FADER 参照） 

參チャンネルフェーダー 操作 

一〇 lv ， n1 ,n2, …, m 

指定チャンネルのフヱーダー（出力音思割合）を設定する。 
lv は出力音 a の削合で、設定範囲は 0 S 1 VS 128。 128が®大音 B かつ基本 
状®。 lv の谕が小さいほど音 fi も小さくなる。 lv によって決定づけられる 
実際の音®は各楽器タイブや音源によって違うので注意。 

ni は出力割合 lv の設定を行うチャンネル0チャンネルの指定は下の表で 
示される文字列を用いて行う。 

文字列 対象デバイス 

FM 1 〜8 FM 音源チャンネル！〜8 

ADPCM 1〜16 ( AD ) PCM チャンネル1〜16 

PCM 1 〜16 ( AD > PCM チャンネル1〜16 

MIDI 1〜16 カレント MIDI チヤンネル1〜16 

M 1 DI 1-1 〜 1-16 MIDI インタフェイス1の MIDI チヤンネル1〜16 

MID 12-1 〜 2-16 MIDI インタフェイス2の MIDI チヤンネル1〜16 
MID 13-1 〜 3-16 MIDI インタフ x イス3の MIDI チヤンネル1〜16 

M 1 DI 4-1 〜 4-16 MIDI インタフェイス4の MIDI チヤンネル1〜16 

lv のみを設定し、チャンネル指定をすべて省略した場合は、全チャンネ 
ルが出カレベル lv に設定される0 

全バラメータを省略した場合は、全チャンネルの出力割合を基本状態 （lv 
=128)へ戻す。 

実行はリアルタイムに行うことができ、演奏中の曲の任愈のチャンネル 
の出力割合を変更することが可能。 

例 

A > ZP 3 - ollO , FMl , MIDIl -2, ADPCM 3 

< FM 音源チャン Ul , MIDI インタフヱイス1のチャンネル2, AD PCM 音源チャンネの出力 
割合を110/128に股定する) 

A > ZP 3 -〇96 (全チャンネルの出力割合を96/128に設定する） 

A > ZP 3 -0 (全チャンネルの出力割合を通常状態 （128/128) に戻す） 


■ V:B 月化 


•初期化 

一 I 

Z - MUS 1 C ver \3.0 の演奏ワークや各音源を初期化する。曲が演奏中であれ 
ば演奏を停止してから処理を行う。 

例 

A > ZP 3 -i 

( HEASURE 3 zd init (), MEASURE 4 . INITIALIZE 参照) 


■ ステータスの表示 • 


籲ステータスの表示 

-Q 

一 Q ファイルネーム 
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’ 一 Q ’ で、演奏中やその時点で Z - MUSIC が演奏中の演奏データのステッ 
ブタイム合計値などのステータス値を表示する。 ZMD や ZMS といった演奏デー 
タファイル名を後ろにつければ、それを読み込みステータスを表示してか 
ら演奏を開始する0なお、ステータスは以下のような*式で表示される。 


-TRACK 1- (1) 

TOTAL STEPTIME : 384;6528(00000180;0000 1980) (2) 

TOTAL CHECKSUM : 56790( 0000 DDD 6) (3) 

TOTAL MEASURE :2( 00000002) (4) 

- MEASURE 1- .(5) 

STEPTI ME : 768( 00000300) (6) 

CHECKSUM :3164(00000 C 5 C ) (7) 


STEPTIME :0(00000000) 

CHECKSUM : 207356588( 0 C 5 C 02 AC ) 
- TRACK 2 - 

: トラック 1 と同様の冉式で 

: トラック数分続く 

- TRACK 3 - 


-f 1 lename.ZMD - -(8) 

TOTAL ZMD SIZE : 6,788 bytes (9) 

TOTAL STEPTIME :6912(00001 BOO ) (10) 

TOTAL CHECKSUM : 146577 (00023 C 91) (11) 

TOTAL PLAYTIME :00:01:13 (12) 


(1) トラックヘッダ。これ以下の表示がそのトラックのものであることを 
示す 

(2) そのトラックのステップタイムの合計〇 「；」を挟んで左側がループ外、 
右側がループ内の tfH こ対応する 0 

(3) そのトラックの演奏データ内容のチェックサム 

(4) そのトラックに含まれる小節数 

(5) 小節ヘッダ。これ以下の表示がその小節のものであることを示す 

(6) 小節内の合計ステップタイム 

(7) 小節内の演奏データのチ ヱッ クサ厶 

(8) ZMD 名。ただし、表示されない場合もある 

(9) ZMD のサイズ 

(10) 演赛データ全体の合計ステップタイム 

(11) 演奏データ全体のチェックサム 

(12) この演奏データの総演奏時間。コンバイラが計»して》出したものは 
誤差がある場合がある。 

例 

A > ZP 3 -q (ステータス表示） 

A > ZP 3 -q music .zds 

( nusic . zms のステータスを表示後、これを演奏する） 

( MEASURE 3 zn calc — total(),MEASURE 10 フアンクシヨン ZM — CALC _ T 0 TAL 
参照） 



"一夕入出力楗能 


參 MIDI データの 記録 
一 A ファイルネ ー ム 

MIDI の MIDI-IN 瑙子からデータを受信し、これをファイルに出力する0 
出カフォーマツトはスタンダード MIDI ファイルのフォーマツト0で、これ 
は Z-MUSIC ver .3.0 以外でも利用することができる。 

ファイル 名の拡張子を省略すると’ . MID ’ が自動添付される。 

本オプションを使用して ZP 3. R を実行すると入力待ちになるので、その 
後 、 MIDI 機器側の MIDI 出力を実行する。受信記録の中断/終了は [ ESC 】 キー 
で行う。 

例 

A > ZP 3 -a data.MID 

( MEASURE 3 zn midi . recO , MEASURE 9 参照) 

參 MIDI データの 転送 
一 X ファイルネーム 

コマンドオプション’一 A ’ で作成したスタンダード MIDI ファイルを MIDI 
機器へ転送する。拡張子を省略すると’ . MID ’ が自動添付される。 

転送の際、 Z-MUSIC ver .3.0 の状態により、転送を割り込み処理で行う 
場合と行われない場合とがある。 

例 

A > ZP 3 - XU 220 .MID 
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( MEASURE 3 zi _ iidi _ transiission (), MEASURE 4 . MIDI 一 DUMP , NEASURE 9 

参照） 


參 MIDI インタフェイスの選択 

一 D n 

MIDI データのレコーディング 「- Aj 、 SMF の転送機能の 「- Xj 、 同期演 
奏機能の 「- W 」 など、 MIDI の入出力を使用する場合の使用インタフェイス 
を明示的に指定するもの0オプションは必ず’- A ’ ，’- X ’よりも先に行わな 
ければならない。 

ここで設定された MIDI インタフェイスはカレント MIDI インタフェイスと 
設定される。 

もし、上に挙げた各機能の実行の際、この指定が行われていないと採択 
されるインタフェイスは以前のカレントの MIDI インタフェイスとなる0 
インタフェイス番号 n の 設定範囲は1〜4で、初期のカレントインタ フェ 
イスはインタフェイス番号1〇ただし、指定した番号の MIDI インタフェイ 
スが装肴されていない場合や、使用できない場合はェラーとなる。 

例 

A > ZP 3 - dl-a data.MID 

( MIDI インタフェイス 1 番で受信したデータを da ta . MID で保存する） 

A > ZP 3 - d 2 - XU 220 .MID 

( MIDI インタフェイス2番に11220 . MID を転送する） 

(MEASURE3 z ■ 一 current.nidi 一 in(}, zb 一 current— idd し out( )， HEASURE4 . 
CURRENT H1DI_0UT, .CURRENTJ11DIJN 参照） 


參 MIDI データ記録同期演奏 

-Y 演奏データファイルネーム，セットアップファイ 

ル1,•••，セットアップファイル4 

’と同じく演奏開始の機能で設定バラメメータなどは’と同様のも 

のをとる。演奏直前に MIDI データの受信準備を行い、演赛と同時に同等の 
MIDI データ受信を開始する。受信した MIDI データはコマンドオプションし 
A ’ の出力と同形式のスタンダード MIDI ファイルフォーマット0となる〇ス 
タンダード MIDI ファイルは演赛したデータの名前とは®問係に必ず ZMUSIC . 
MID となる。 

主な用途としては Z - MUS 1 C 用演奏データをスタンダード M 1 D 丨ファイルに 
変換する目旳で使う。具体的なやり方を下記に示す。 

1) X 680 x 0 の MIDI インタフェイスの MIDI -0 UT を M 1 D 卜 1 N に接続する 

2) 1ド3.|{ - Y ’ で希望の演奏データを演奏する 

例 

A > ZP 3 -y music.zis 

3) カレントドライブのカレントデイレクトリに ZMUS 1 C . M 1 D が作成される 


♦ジュークボックス機能 

一 B インデックスファイル，セットアップファイル 1, 
••• ，セットアップファイル 4 

一 b インデックスファイル，セットアップファイル 1, 
••• ，セットアップフアイル 4 

’- B ’ の後ろにインデックスファイル（後述）の名前を{くと、これを読み 
込む0次に、このファイル中に指定されている演奏データを読み込み、こ 
れらを次々に演突する（ジュークボックス拽能）〇インデックスファイルの 
拡張子を省略した場合は、拡張子’ . JUK ’ が自動添付される。 

演奏間始指定のスイッチし P ’ と同様に、4つまでセットアップファイル 
を指定すれば、ジュークボックス開始前に、これらをまず実行することが 
できる。 


例 


A > ZP 3 - bINDEX . JUK . MT 32 S 0 UND.MDD 
また、ジュークボックス機能実行中には以下のキー操作が可能となる 


[ SHIFT]-f [ OPT .1] 
[ SHIFT ]- ♦- [ OPT .2] 
[ SHIFT ] + [ CTRL ] 
[ SHIFT ] + [ XF 4] 
[ SHIFT ]+ [ XF 5] 
[ CTRL]-f [ OPT .1] 
[ CTRL ] 4-[ OPT .2] 


次の曲へ 

フエ ードアウトして次の曲へ 
演奏の一時停止/再開 
再演奏 

フエードアウトして再演奏 
前の曲へ 

フエー ドアウトして前の曲へ 


馨インデックスファイルについて 

インデックスファイルは、 

繰り返し回数 （1 〜 255), 演奏データファイル名 
の軎式をとる0 ZP 3. R のジュークボックス機能では最大128曲までの演奏デー 
夕の登録ができ、これらをインデックスファイルに II かれた順番に演奏す 
る。 


















演奏データは ZMD , ZMS の両方とも指定可能。演奏データファイル名の拡張 
子は省略可能で、省略時は’ . ZMD ’ が自動添付される。 

繰り返し回数は省略可能で省略時は繰り返し回数=1が自動設定される。 

インデックスファイルに軎かれた最後の曲の演奏を完了すると最初の曲 
へ戻る。レ※） 

〇※） ’- b ’ の小文字のコマンドオプションでジュークボックスを組み込むと、 
インデックスファイルに«かれた曲を最後まで演奏したあと、初めに戻ら 
ずにジュークボックス機能を終了する。 

インデックスファイルの例 

2, ETUDE 

3, PRELUDE 
FUGE 

(’ ETUDE . ZMD ’ を2ループ演奏し、次に’ PRELUDE . ZMD ’ を3ループ演奏し、 K 後 
に’ FUGE . ZMD ’ を1ループ演奏して、これが終了すると初めの’ ETUDE . ZMD * へ 
戻る） 

なお、ジュークボックス演奏させることができる ZMD / ZMS には以下の制約 
条件がある。 

1) 無限ループは [ do ] 〜 [ loop ] 命令を使用している場合のみ有効 

2) ジュークボックスで演奏させる曲データには、 ZPD 指定 （ ZMS コマンド’. 
ADPCM BLOCK DATA ’ や’ . ZPD ’） 以外の AD PCM データ g 録命令が存在してはな 
らない（たとえば ZMS コマンド’. ADPCM 一 L 1 ST ’ や’ • CNF ’ 、 ( AD ) PCM 登録 ZMS コマ 
ンドなど）。もし、含まれていた場合はェラーとなり、ジュークボックス機 
能は実行されない。 

參キー定義の変更 

ジュークボック ス拽能 中のキー 操作による演奏制御は、琿 Ml 変敎’ zp 3 Ju 
kectrl * に キービットマッ ブ脃を列記することによ ってユーザーの 好みに力 
スタマイズが可能と なって いる。 

set zp 3_ jukectrl = 

く次の曲へ#1,次の曲へ#2> 

くフェードアウト&次の曲へ#1,フェードアウト&次の曲へ#2> 
<濘止/再開#1,序止/再開#2> 

<再生#1,再生#2> 

く フェ ードアウト&再生#1, フェー ドアウト&再生#2> 

<前の曲へ#1,前の曲へ#2> 

くフェードアウト&前の曲へ#1,フェードアウト&前の曲へ#2> 

キーマップ僅の例 

[ SHIFT ]=$ K 0 [ CTRL ]=$ E 1 [0 PT .1]=$ E 2 [0 PT .1]=$ E 3 
( XF 1]=$ A 5 [ XF 2]=$ A 6 [ XF 3]=$ A 7 [ XF 4)=$ B 0 [ XF 5]=$ B 1 


[ SHIFT ] + [ XF 1] フェードアウト 

[ SHIFT 】 + [ XF 2] フェードイン 

キーと機能の対応は上記のようにデフォルトが定められているが、瑁境 
変数’ zp 3_ keyctrl ’ にキービットマッブ値を列記することによ つ てユーザー 
の好みに変更ができる。 

set zp 3_ keyctrl =< 再生#1,再生#2> <停止#1,停止#2> く再開#1,再開#2> 

<早送り#1,早送り#2> く低速#1,低速#2> 

くフェード アウト# 1 , フェード アウト#2> 

くフェードイン#1，フェードインが〉 

キーマップ傕の例 

[ SHIFT ]= SE 0 [ CTRL )=$ E 1 [0 PT .1]=$ E 2 [0 PT .1]=$ E 3 
[ XF 1]=$ A 5 [ XF 2]=$ A 6 [ XF 3]=$ A 7 [ XF 4]=$ B 0 [ XF 5]=$ B 1 

投定例 

set zp 3_ keyctrl =$ e 2 ，$bl $ e 3 ,$bl $ e 3 ，$bl $ e 3,$ e 0 $ e 2，$ e 0 $ e 3，$ a 7 

个 

「再生」は [0 PT . lh [ XF 5] を意味する 

【注意】 

処理の都合上、ジュークボックス拽能（コマンドオプションし B ’） との併 
用はできない （一度 後述の’ - R ’ スイッチにて終了する必要がある）〇 




參常駐解除 

一 R 

コマンドオプション ’- B ’ ，’ - K •股定時は ZP 3. R がシステムに常駐するので、 
拽能を濘止するためには常馭解除を行わなければならない。コマンドォブ 
ションを設定して ZP 3. R を実行すると、すでにシステムに常駐している ZP 3. 
R を常解除する。ただし ZP 3. R が常駐していないときに実行した場合はェ 
ラーとなる。 



參同期演奏機能 

一 W 演奏データファイルネーム，セットアップファイ 
ル1，•••，セットアップファイル4 

コマンドオプションし P * と同じく演奏開始の機能。設定バラメメータな 
どは’- P ’ と同様0セットアップファイルの実行後、演奏は開始せず、 MIDI 
データの $FA (スタートメッセージ）を受信するまで待機状態になる 0 $FA を 
受信すると即座に演奏を開始する。 

複数の X 680 x 0 との同期演赛などを行うときに利用する。 


投定例 

set zp 3 jukectrl =$ e 2 ,$bl $ e 3 ,$bl $ e 3 ,Sbl $ e 3,$ e 0 Se 2 ,SeO $ e 3,$ a 7 SeO ,$ a 6 

个 

「次の曲へ」は [0 PT .1]+[ XF 5】 を意味する 


春ジュークボックス演奏のインターパルタイムの設定 

— V n 

ジュークボックス演奏で1曲を演奏したあと、どのくらいのインターパ 
ルタ イム（無音時間）を設けるかを設定する。 n の設定範囲は 0-65535 で初期 
値は480。値が大きいほどインターバルタイムは長くなる。実際のインター 
バルタイ厶は、 

nx 0.016 秒 

で与えられる（ただし、 CPU の負荷状況により多少誤差が出る場合もある）。 

なお、設定する場合は必ずオプション ’- B ’ よりも前に設定しなければな 
らない。 

例 

A > ZP 3 -vlOOO - bINDEX.JUK 



アルタイム演奏制御 


_リアルタイム演奏制御 

—K 

このコマンドオプションを設定して ZP 3. R を常駐させると、以降、以下の 


キー操作が可能となる。 

[ SHIFT ] + [ OPT .1] 

[ SHIFT ] + [ OPT .2] 
[ SHIFT ] +[ XF 5] 
[ SHIFT ]+ [ XF 4] 
[ SHIFT ]+ [ XF 3] 


一時 f ? 止 

一時停止解除 

早送り（押している間有効） 

REPLAY 

低速演奏(押している間有効) 


オプション ’- W ’ を利用した複数 X 680 x 0 の同期演奏 

0) 演奏に用いるすべての X 680 x 0 で、 Z - MUSIC を / E オプションを 
設定して常駐する。また使用タイマは統一すること。 

A > ZMSC 3 .X -E 

1 ) X 680 x 0- A の MIDI OUT から X 680 x 0- B の MIDI IN へつなぐ 

2 ) X 680 x 0- B の MIDI OUT を MIDI 楽器1へつなぐ 

3 ) X 680 x 0- B の MIDI THRU を MIDI 楽器2へつなぐ 

4 ) X 680 x 0- B を、 

A>ZP /W filename.ZMS 
として演奏待 fit 状態にする 
5. X 680 x 0- A を、 

A>ZP filename.ZMS 
で演奏閭始する 

• X 2 台以上の場合は X 680 x 0-? の MIDI OUT を X 68-(?+1) の MIDI IN へつな 
いでいく か、 X 680 x 0-? の MIDI THRU を X 680 x 0-(?+1) の MIDI IN へつない 
でく 2通りが考えられるが実用的には4台までが限界と思われる。 


その他 


•日本語メ ッセージの 表示 

一 J 

ZP 3. R が出力するメッセージを日本語にする。本コマンドオブシヨンは必 
ずコマンドラインの先頭に記述しなければ有効とならない。 

例 

A > ZP 3 -j -p etude.ZMS 
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7. 3. 璟境変数に ついて 

環境変数’ zp 3_ opt ’ に通常よく設定するコマンドオプションをあらかじ 
め設定しておくことができる。 

たとえば、常に MIDI 入出力をインタフェイス番号2で行いたい場合は AU 
TOEXEC.BAT などに、 

SET zp 3_ opt =- D 2 

と設定しておく。そうすれば、 

A > ZP 3 - XU 220 .MID 

と実行しただけでも - D 2 が追加された、 

A > ZP 3 - D 2 - XU 220 .MID 
として実行される。 
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8.1. ZVT . X について 

ZVT • X は X 680 x 0 のサンプリングデータ （（AD ) PCM データ）を扱うツールであ 
る。動作は、視覚旳に操作が行える「ビジュアルモード」と、 Human 68 k の 
コマンドライン用外部コマンドとして機能する「コマンドモード」とに分 
かれる。ここでは各モード別々に解説する。 

8. 2. ビジュアルモード 


A 

B 

アクセス対象バンクをセレクトする。 

ZVT . X には加工したりサンプリングしたりするデータエリアが2つあり、 
コマンド機能の対象となるデータをそれそれバンク A 、 バンク B と呼んで 
いる。本コマンドでこの操作対象バンクを選択することができる。 

C 

スタートポイントとエンドボイント間以外の波形を切り捨てる0 


♦基本操作 

基本旳に画面下に表示されているメニューにカーソルを合わせリターン 
キーもしくはスペースキーを押すことでそれぞれの機能が実行される〇メ 
ニューには、選択されるとすぐに機能するものと若千のバラメータなどを 
間いてくるものに分かれる0このバラメータなどの入力時に [ ESC 】 キーを押 
すことによってそのメニューの機能の実行を取り消すことができる0 

なお、メニューに表されている拽能以外にも機能があり、これらはキー 
ボードによるキー入力により実行される（もちろんメニューに表示されて 
いるコマンドもキー入力によって実行可）。メニューに表示されている機 
能は、一部のため、 「 ZVT . Xj を使いこなすためにはキーコマンドを寛える 
必要がある。 

參 カーソル 操作 

カーソル移勛にはカーソルキーを使う0 

( AD ) PCM データを続み込んだり、サンプリングを実行すると 、 「START P 0 I 
NT 」 と 「END POINT 」 の行にデータ列、さらに悴内に波形と iV と赤の縱線が表 
示される 。 「START POINT/END POINT 」 に表示されている数列は、それそれ 
枠中の符と赤の縦線が指し示している付近の ADPCM データや PCM データであ 
る0この？/と赤の縦線を波形カーソルとよび、波形に対してなんらかの加 
エ処理を行う場合は、この2つの波形カーソルに挟まれた範囲に対して行 
われる0波形カーソルは、（通常の）カーソルを 「START POINT 」 や 「END POINT 」 
に合わせ、テンキーを操作することによって移動させることができる（図 


7 8 9 


4 5 6 
12 3 


0 , • 

[7] 左へ32ステ*ノフ°移動 

[9] 右へ32ステッフ。窩速移動 

[4] 左へ1ステ，フ。移動 

[6] 右へ1ステッフ。移動 

[1] 左へ波長の1/16ステ 7 : T 移動 

[3] 右へ波長の1/16ステヴフ°移動 

[0] 波形の先頭へ瞬間移動 


[,] 波形の真ん中へ瞬間移動 


[.] 波形の最後尾へ瞬間移動 


図1波形カー’ 

ソルの キー操作 


春キーコマンド（アルフアベツト順） 

() 内の文字は画面に表示されているメニュー名に対応する。 


D ( DISK ) 

ディスクモードへ入る。 

1 . LOAD 

波形データのロードを行う 0 

ファイルネー厶を閒いてくるのでバスや拡張子を含めて91文字以 
内で入力する0ファイル名を省略したり、ワイルドカードを使用 
するとファイル選択モード（囲み#照）に入る0 

2. SAVE 

波形データのセーブを行う。 

ファイルネームを閲いてくるのでバスや拡張子を含めて91文字以 
内で入力する0ファイル名を省略したり、ワイルドカードを使用 
するとファイル選択モード（囲み参照）に入る0 

3 • SAVE BY 4 PHASES 

原波形を含む4段階の波形データを自動生成しセーブする（た 
だし自動生成されるデータは AD PCM データ形式）。 

このモードを選択すると次に、 

1 • VOLUME 2. PITCH 

が現れる01を選べば4段階のボリュームで、2を選べば4段階 
の音程でセーブされることになる。 

これを選択後さらに、 

1 • MINUS 2. PLUS 

のメニューが現れる。これはどの方向に4段階のデータを生成す 
るかを決めるものである。 

ボリュームを選んだ場合にマイナス方向を選択すると 
原波形のボリュームの、 

1005；, 885；, 765；, 60 X 

のデータが自動生成されセーブされる0ブラス方向では原波形の 
ボリュー厶の、 

1005；, 114 X , 1265；,140% 

のデータがセーブされる。音程を選んだときには各方向に半音単 
位の変化置でセーブされる。っまり原波形が今オクターブ4の C 
だったとすると、マイナス方向では、 

04の C , 03の B , 03の A #, 03の A 
ブラス方向では、 

04の C , 04の C #, 04の D , 04の D # 

がセーブされることになる。 

最後にファイルネームを閒いてくるが拡張子は無視され、自勋 
生成される0ファイルの拡張子は強制的に’ .4’ ’.3’ ’.2’ ’.1’ 
の4つになる（原波形が’.4’） 。 

ファイルネームを省略したり、ワイルドカートを使用するとフ 
ァイル選択モードへと移行する。 

4. TEST PLAY 

ファイルを音声データと見なして再生する。 
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ファイルネームを閒いてくるのでバスや拡張子を含めて91文字 
以内で入力する。ファイル名を省略したり、ワイルドカードを使 
用するとファイル選択モード（囲み参照）に入る0 


設定したバラメータとその効用は図2参照 
なお、機能は齊赤の2つの波形カーソルに挟まれた区間に対して働くこ 
とに注意。 


ファイル選択モード 

ディスク関連のコマンドでファイルネームを省略したり、ワイルド 
カードを設定するとファイル選択モードになります。ここではカーソ 
ルキーによるファイルの選択やディレクトリ間の移動がスムーズに行 
えるようになつています。 

使用キーは以下の遇りです。 

カーソル キー カーソルの移動 

RETURN/ENTER ファイルやディレクトリの選択 

ESC ファイル選択モードを終了（ファイル選択の拒否） 

TAB カーソルを左最上部へ瞬間移動。またディレクトリ 

の移動もこれで可能。 

スピーディに親ディレクトリに移動可能。 

? ファイルネームの入力。ワイルドカードを指定する 

とそれに対応したファイルのみが画面に現れる。 

SPACE 再生 （ PCM/AD PCM モードの彩宙を受ける点に注意） 

数字キー（〇〜 4) SPACE キーでの PCM データ再生における再生周波数の 

切り換え 


エンべローブ変更方向，>’ 
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負ち-、) H 赤 ft - ソ A 


エンべローブ変更方向•く’ 





ファイルの拡張子とデータ形式 

拡張子 • . PCM 1 のファイルは ZVT . X では AD PCM ファイルと自動的に見な 
して□ー ド/セーブします。また拡張子’ . P 16’ のファイルは16ビット PC 
M ファイルと見なして□ー ド/セーブします。それ以外の拡張子を持つ 
たファイルをアクセスする場合は、その時点でのデータモードが AD PC 
M なら AD PCM として、データ モー ドが16ビット PCM データなら16ビット P 
CM データとしてアクセスします。なるベぐ . PCM ’、’. PW のどちらか 
を用いるようにしましよう。 


E 

PCM データおよび AD PCM データにェフェクト（加工）をかける0 

1.个/| 2 .— 1 — 3 .ADD 0 TO TAIL 4 .REVERSE 5 .CHORUS 

6 .DELAY 7 .SFX 8 .SMOOTHING 9 .ENVELOPE 

の 9 神類のェフェクトよりひとつを選択する。 

1 • t/l 

PCM データをグラフの Y 铀方向にシフトするもの（マイナス偵で 
下へ）機能選択後、どのくらいシフトするか（オフセツト确）を聞 
いてくる 

2. W— 

PCM データをグラフの X 铀方向にシフトするもの（マイナス値で 
左へ機能選択後、どのくらいシフトするか（オフセット艙）を閒い 
てくる 

3. ADD 0 TO TAIL 

データの语後尾に n 個の0を加える 
機能選択後、オフセット値を間いてくる 

4. REVERSE 

逆転 

5. CHORUS 

音が透き通った感じになる 

6. DELAY 

ェコーがかかったような音になる 

7. SFX 

金厲音に変化する 

8. SMOOTHING 

こもったような音に変化する 

9. ENVELOPE 

ェンべローブを変形する（フェードイン/アウト） 

機能選択後、イン/アウトレベル （0 〜127)とェンべローブの変 
更方向を閒いてくる 

1•く…フェードイン 
2. > •••フエ ードアウト 


囡2 エンベロープ変更方向とイン/アウトレベル 


オフセツト値について 

J と r ADD 0 TO TAILj では、機能メニューを選択浚、オフ 
セツト値を閜いてきますがこれはデータモードによって効用が異なり 
ます。 

たとえば PCM モードのとき1000と入力するとオフセツトは PCM データ1 
000個分（つまり2000バイト）ということになります。また AD PCM モード 
で1000と入力した場合には AD PCM データ1000個分（っまり1000バイト） 
ということになります。 

オフセツト傕の例 

データモードが PCM のとき 
3.9 kHz 1秒= 3900 
5.2 kHz 1秒= 5200 
7.8 kHz 1秒= 7800 
10.4 kHz 1秒= 10400 
15.6 kHz 1秒= 15600 

データモードが AD PCM のとき 
3.9 kHz 1秒=1950 
5.2 kHz 1秒= 2600 
7.8 kHz 1秒= 3900 
10.4 kHz 1秒= 5200 
15.6 kHz 1秒= 7800 

「个 /I J のオフセツト値は PCM データへ加薄される数値を意味 
しているので、演算はデータモードにはまったく無関係に PCM データ次 
元で行われます。 


F (SAMPLING RATE) 

サンプリング時や再生時の周波数の設定をする。サンプリング周波数は 
一般に、周波数が高ければ高いほど高音質となる。 


波形の頭と後尾を見つける。単純なアルゴリズムによる探査のため複雉 
な波形に対しては希望の結果を得られないことがある。また、データモー 
ドによって動作のしかたが微妙に違うため、データモードを変えて実行す 
ると違った結果を得ることができる。 
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音程の変更を 1 Hz 単位で行える。コマンド入力後、変更前の周波数と変 
更後の阓波数を閒いてくる。周波数バラメータ設定範囲は1〜65535。変換 
前と変換後の周波数は带密に入力する必要はなく、両阛波数の整数比を入 
力するだけでもよい。つまり、「1オクターブ上げる（阕波数を2倍にする）」 
場合、 

変更前周波数 =lHz 変更後周波数 =2 Hz 

でも、 

変更前阓波数 =100 Hz 変更後周波数 =200 Hz 
でも得られる結果は同じである。 

K (PITCH) 

半音単位でビッチをシフトする。バラメータは一12から+ 12。土1オク 
ターブの音程変換が可能。 

M (MONITOR) 

モニタ機能のオン/オフ 0 「AUDIO IN 」 端子からの入力を X 680 x 0 の A / D 、 D/A 
コンバータを通してへツドホンなどで間くことができる。 


音置を変化させる。バラメータはバーセント単位01〜300%の範囲のみ有 
効0 

X 

アクセスバンクの切り換え0 [ X ]キーを押すたびにセレクトバンクが、八/ 
B と交互に切り換わる。 

Z 

2つのデータ間の费み込み演»を行う0 2つの音声データの特性をひと 
つにまとめたりすることができる。演 e 結果をどちらのバンクに格納する 
かを閒いてくる。 

1. A*B — B …演 W 結果を B へ格納する 

2. A*B — A …演 》 結果を A へ格納する 
なお、演 》 にはかなりの時間を必要とする。 

@ (TRIGGER) 

オートサンプリング機能の有効/無効を設定する。 


N 

ボルタメント（音程を滑らかに変化させる）を1 Hz 单位で行う。コマンド 
入力後、その音の基本阛波数と変化希望阓波数を閫いてくる0阓波数バラ 
メータ設定範囲は1〜65535。2つの阕波数バラメータは昧密に入力する必 
要はなく、闹阓波数の整数比を入力するだけでもよい。つまり、「1オク 
ターブ上へ濟らかに変化させる（阛波数を漘らかに2倍にする）」場合、 

変更前阛波数 =lHz 変史後阛波数 =2 Hz 

でも、 

変史前阓波数 二 1 00 Hz 変史後阛波数 =200 Hz 
でも得られる結果は同じである。 


国際基準 ィ 

= a 1 = 440 Hz に基づ < 12 平均率音階周波数表 

(拭験に出る XI より転«) 


00 

01 

02 

03 

M 

06 

06 

07 

0 B 

C 

16.352 

32.703 

65.406 

130.81 

261.63 

523.25 

1016.5 

2093.0 

4186.0 

C # 

17.324 

M .648 

69.296 

138.59 

277.18 

554.37 

1108.7 

2217.5 

4434.9 

D 

18.354 

36.708 

73.416 

146.83 

293.66 

587.33 

1174.7 

2349.3 

4698.6 

D # 

19.445 

38.891 

77.782 

155.56 

311.13 

622.25 

1244.5 

2 A 89.0 

4978.0 

E 

20.602 

41.203 

82.407 

1 M .81 

329.63 

659.26 

1318.5 

2637.0 

5274.0 

F 

21.827 

43.654 

87.307 

174.61 

349.23 

698.46 

1396.9 

2793.8 

5587.7 

F # 

23.125 

46.249 

92.499 

185.00 

369.99 

739.99 

1480.0 

2960.0 

5919.9 

G 

24.500 

48.999 

97.999 

196.00 

392.00 

783.99 

1568.0 

3136.0 

6271.9 

G # 

25.957 

51.913 

103.83 

207.65 

415.30 

830.61 

1661.2 

3322.4 

6644.9 

A 

27.500 

55.000 

110.00 

220.00 

440.00 

880.00 

1760.0 

3520.0 

7040.0 

I A # 

29.135 

58.270 

116.54 

233.08 

466.16 

932.33 

1864.7 

3729.3 

7458.6 

B 

30.868 

61.735 

123.47 

246.96 

493.88 

987.77 

1975.5 

3951.1 

7902.1 


〇 (PANP0T) 

再生やモニタ機能のバンボットを設定する。 


本 


オートサンプリングとは 

オートサンプリングとは音が入力されたことを自動旳に感知して錄 
音を開始する機能のことです。 ZVT . X ではオートサンプリング機能の 
スイッチ ( TRIGGER ) とモニタ機能 （ MONITOR ) の両方が 0 N のときに錄 
音キーを押すとこの81能が®!きます。どちらかが OFF だとこの楗能は 
働きません。オートサンプリングモードでないときは録音キー [ R ] が 

押された瞬間から録音を開始します。 

オートサンプリングの音の入力待ちのときは一切のキー入力を受け 
付けません。なにか、音の入力があるまで音を待ち続けます0 

ZVT . X のオートサンプリング 機能動作 フローチヤ ー ト 

[ R ] キーを}甲す 

I I 

音の入力があるまでひたすら待つ 
音が入力されると実陏に錄音を開始する 


PCM のデータ表示を10進数または16進数へ交互に切り換える0デフォルト 
は16進数モード。 

+ (COMPOUND) 

バンク A と B のデータをミキシングしてひとつのデータにする。バラメー 
夕としてミックス方向を閫いてくる。 

1) A — B … A と B をミックスして結果は B へ格納する 

2) A — B … A と B をミックスして結果は A へ格納する 


P ( PLAY ) 

バンクセレクトされているバンクのデータを再生する。 


Q (EXIT) 

[ ESC ] + [ Q ] で ZVT . X を終了する。誤操作を避けるためこのコマンドのみ2 
キーコマンドになつている。 


R (RECORD) 

録音を行う。オートサンプリング機能のスイッチ （ TRIGGER ) がオン、さ 
らにモニタ機能 （ MONITOR ) オンのときにはオートサンプリングを行うがこ 
れらのスイ ッ チが片方でもオフのときには通常のサンプリングを行う0 

S (DATA SIZE) 

サンプリングする音の時間をデータサイズによつて設定する。 


(SAMPLING TIME) 

サンブリングする音のデータサイズを「秒」で設定する。 


バンク A と B のデータ間の W 術/論理演 W を行う。演 W 子を、 


ADD 

和 

SUB 

差 

OR 

論理和 

AND 

論理 播 

E 0 R 

排他的論理和 


の5つから選択する。演篝子タイプ選択後、演 W 結果をどちらのバンクに 

格納するのかを間いてくる。 

1. A 〇 B — B …演篝結果を B へ格納する 

2. AOB — A …演篝結果を A へ格納する 


ソースバンクのデータをデステイネーシヨンバンクのデータのスタート 
ボイントへはめ込む。バラメータとしてはめ込む方向を間いてくる。 

1. A — B … A を B のスタートポイントへはめ込む 
2 . A — B … B を A のスタートポイントへはめ込む 


V 


(VOLUME) 
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バンク間のデータのコビー。バラメータとしてコビー方向を 閒 いてくる。 

1. A —* B … A を B へコビーする 

2. A — B … B を A へコビーする 

9 

各バンクの情報を表示する。 

ADPCM DATA ADDRESS:AD PCM データが格納されているアドレス 

START POINT : 青 カーソルの オフ セツ ト位 g 

END POINT : 赤カーソルのオフセット位 g 

ADPCM DATA SIZE:AD PCM データの大きさ 

EFFECTIVE DATA SIZE : _/赤カーソルに挟まれた区間の大きさ 

PCM DATA ADDRESS : PCM データが格納されているアドレス 

FREE AREA : フリーエリア 

CLR 

セレクトされているバンクのデータをクリアする。 

TAB 

データモー K ( PCM/AD PCM ) の切り換えを行う。 

8. 3. コマンドモード 

Human 68 k のコマンドラインから ZVT . X の機能を利用することができ、こ 
の動作モードを特に「コマンドモード j と呼んでいる。なお、コマンドモー 
ドにおける ZVT . X が取るコマンドラインは以下の2形式となる。 

1) ZVT <3マンド•スイ分列1> <ファ a ネ-ム1> くファ a ネ-ム2> 

2) ZVT - M [ n ] [コマンド•バッチ列1】 < 7 rm - Ll > [] マンド•: U ッチ列2】 <ファ U トム2> 

くファイルトム3> 

ファイルネー厶1で指定された （ AD ) PCM データファイルを较み込み、こ 
れをコマンドオブションで指定された拽能で加工処理を行い、これをファ 
イルネー厶2としてセーブする…これがコマンドモード 1) の形式の基本ブ 
ロセスとなる。 

コマンドオブションし M ’ を使用した、ミキシング（合成）処理を実行する 
ときのみファイルネーム3の指定を必要とし、これが 2) の形式となる〇こ 
のときはまず、ファイルネーム1で指定された （ AD ) PCM データファイルを 
莸み込み、これをコマンドスイッチ列1で加工する。次にファイルネー厶 
2で指定された （ AD ) PCM データファイルを統み込み、これをコマンドオブ 
ション列2で加工し、これら2つを合成してファイルネーム3でセーブす 
る . というブロセスになる。 

8. 3.1. ZVT.X のコマンドオプション 

-4 P + 

— 4 P — 

ビジュアルモードの4段階データセーブに相当するもの。ファイルネー 
厶1の AD PCM データを読み込み、これに対して半音単位で4段階のビッチ 
シフトを行い拡張子’.4’，’ .3’ ，’ .2’，’• 1’を添付したファイルネー厶2で 
セーブする。’一4 P ， の後ろの+，一の符号はビッチシフトの方向を表す。 
+が音程を4段階に上昇させる指定で、逆に一が音程を4段階に下降させ 
る指定となる。 

たとえば、 FILE 1. PCM がオクターブ4の C だったときに、 

A>ZVT -4 p + FILE 1 .PCH ABC 
とすると、 

オクターブ 4 の C (原波形）が’ ABC .4’ 

オクターブ4の C # が’ ABC .3’ 

オクターブ4の D が’ ABC .2’ 

オクターブ4の D # が’ ABC .1’ 

としてセーブされる。 

-4 V + 

— 4 V — 

ビジュアル モー ドの4段階データセーブに相当する もの。 ファイル ネー 
厶1の AD PCM データを読み込み、これに対して％単位で4段階の音*変更 
を行い拡張子’.4’，’.3’，’.2’，’.1’を添付したファイルネーム2でセーブ 
する。’一4 V ’ の 後ろの+，一の符号は音思変更の方向を表す。十が音供 
を4段階に上昇させる指定で、逆に一が音《を4段階に下降させる指定と 
なる。 

たとえば、 

A>ZVT -4 v + FILE 1 .PCM ABC 
とすると、 


FILE 1. PCM の音量の100 X ( 原波形）が’ ABC .4’ 

FILE 1 .PCM の音 B の114% が’ ABC .3* 

FILE 1 .PCM の音* の 126 X が’ ABC .2’ 

FILE 1 .PCM の音置の 140 X が’ ABC .1’ 

としてセーブされる。 

また、 

A>ZVT -4 v - FILE 1 .PCM ABC 
とすると、 

FILE 1 .PCM の音 t の10051(原波形）が’ ABC .4’ 

FILE 1 • PCM の音置の 88 X が* ABC • 3’ 

FILE 1 .PCM の音置の765；が’ ABC .2* 

FILE 1 .PCM の音置の 60 X が’ ABC.T 
としてセーブされる。 

—A 

ファイルネー厶1の16ビツト PCM データをファイルネーム2の AD PCM デー 
夕へ変換する。 

一 C 

ファイルネー厶1の AD PCM データをファイルネーム2の16ビツト PCM デー 
夕へ変換する。 

一 G 

基本旳にビジュアルモードは G - RAM が RAM ディスクなどで使用されている 
と起動不可能である。しかし、このコマンドオプションを指定すると G-RA 
• M ディスクなどを破塽し強制旳にビジュアルモードへ移行させることがで 
きる0 

— In 

ファイルネー厶1の AD PCM データをファイルネーム2の AD PCM データへ 
はめ込みファイルネーム3でセーブする〇— I の後ろにオフセツト®を記 
述できるが、これは AD PCM のバイト数单位で指定する（通常は0または省略 
で構わない）。 

— L filename ! , filename 2 

ビジュアルモード起動時に filenanel をバンク A に、 filenaae 2 をバンク 
B に続み込んで起動する。起動時に読み込める音南ファイルは AD PCM に限 
定される。 

— Mn 

ファイルネーム1の AD PCM データとファイルネーム2の AD PCM データを、 
加工指定があればそれぞれ加工処理し、これらをミツクス（合成）しファイ 
ルネー厶3でセーブする。一 M の後ろにオフセツト他を 冉け るがこれは AD 
PCM のバイト数単位で指定する（通常は0または省略で構わない）。 

一 P n 

ファイルネー厶1の AD PCM データの音程を n 半音分シフトしファイルネー 
厶2でセーブする。バラメータ n は一12から+12まで設定可能。 

一 V n 

ファイルネー厶1の AD PCM データの音屋を IX 単位で変更し、ファイルネー 
厶2でセーブする。バラメータ n は1〜300%まで設定可能。 

8. 3. 2. コマンドオプションの複数設定に ついて 

コマンドオブションの， P ，/ V •は同時に設定可能である。また、コマ 
ンドオブション’ P ，，， V ，はコマンドオプションの，4，，， A ，，， C ， ，， M ， と 
同時に設定可能である。 

以下に使用具体例をいくつか示す。 

•例1 

A>ZVT - p 3 - vl 50 ABC.PCM DEF.PCM 

’ ABC . PCM ’ の ( AD > PCM データを +3 半音分シフト、音1を 150 X にしたもの 
を’ DEF . PCM ’ でセーブする。 

•例2 

A>ZVT -a - p +5 ABC.PCM DEF.PCM 

’ ABC . PCM ’ の PCM データを 5 半音分上へシフトした上で AD PCM データへ 
変換し、これを’ DEF . PCM ’ でセーブする。 

•例 3 

A>ZVT -c - p -5 ABC.PCM DEF . P 16 - vl 80 

フアイルネー厶の後ろにもコマンドオプションは設定可能である。この 
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例では’ ABC . PCM ’ の AD PCM データを 一5半音分シフトし、さらに音量を原波 
形の180%に変更し16ビット PCM データで ’ DEF . P 16’ でセーブする。 

•例4 

A>ZVT - p -3 - v 50 ABC.PCM - p 5 - vl 20 DEF.PCM GHI.PCM -■ 

’ ABC . PCM ’ の AD PCM データを一 3 半音分シフト、音置を 50 S にしたものと ’ D 
EF . PCM ’ の AD PCM データを+5半音分シフト、音置を12011；にしたものとをミ 
ックスし’ GHI . PCM ’ でセーブする0 

•例5 

A>ZVT -4 v + - v 80 - p -7 ABC.PCM DEF 
* ABC . PCM ’ の AD PCM データを 一 7 半音分シフトし、音置を、 

80 Xxl 00；|； = 80 X に変更したものを’ DEF .4’ でセーブする。 

80 !Uim = 91.2； S ； に変更したものを’ DEF .3’ でセーブする。 

80 Xxl 26 i ；= 100.851に変更したものを’ DEF .2’ でセーブする。 
80 Xxl 40 X =112 X に変更したものを’ DEF .1’ でセーブする。 

8. 3. 3.ワイルドカードについて 

ファイルネームにワイルドカードが使用可能である0たとえば、 

A>ZVT - vl 50 - p 5 *.PCM * i.PCM 
A>ZVT -m 拿 .PCM .PCM * B.PCM 

といった使い方が可能0ただし、ワイルドカードの組み合わせによっては 
エラーとなる場合もある。 

8. 3. 4. ファイルネーム’ PCM ’ について 

Z-MUSIC ver .3.0 または PCMDRV . SYS が組み込まれているとき、出力側のフ 
ァイルネームに* PCM ’ を設定すると、生成されたデータはファイルとして生 
成されずに、直接再生することができる。 

たとえば、 

A>ZVT - p -3 - v 50 ABC.PCM - p 5 - vl 20 DEF.PCM PCM -n 
とすると ’ ABC . PC ^ T の （ AD ) PCM データを一 3 半音分シフト、音*を 50 X にした 
ものど DEF . PCM ’ の （ AD ) PCM データを+5半音分シフト、音 t を 120 X にしたも 
のとをミックスしこれを保存せずに音痒として閒くことができる0 



MEASURE 9 


スタンダード MIDI ファイルと 
□—ランドエクス クルー シブ 

ここでは Z - MUSIC ver .3.0 の機能のひとつである MIDI 機器の設定をファイルとしてセーブする 
機能について解脱します。また、 MIDI 機器のメモリを操作するエクスクルーシブメッセージ 
~ I ~ r— I について具体的な用例を挙げて解税します。 


9.1. MIDI 機器のメモリ データをセーブする 

Z-MUSIC ver .3.0 では常駐後に使用可能となる MIDI 受信機能を用いて MID 
1拽器の状態（音色や設定など）をファイルに保存することができる。こ 
れを利用すれば MID レ楽器の設定状態や音色のデータを X 680 x 0 上で讶理する 
ことが可能となる。ここではこの拽能の具体的な使用方法にっいて述べる。 

まず、 MIDI 機器側に MIDI OUT ?« 子がなくてはならない。さらに MIDIW 器 
側に機器自身のメモリ内データを外部へ送信する搏能が必要となる 。 MIDI 
OUT ?* 子があるような嚷器ならばたいていは(蘭わっている拽能であるので 
楽器のマニュアルを参照してほしい（たいていはマニュアルの 「 MIDI デー 
タダンプ j 「バルクダンプ」といった項目に載っているはすである）。 

次(こ X 680 x 0 の MIDI IN 墙子と MIDI 機器の MIDI OUT 從子を MlD 1 ケーブルで 
接続する。 

以上の 準備が 前提となる。 

1) ZMSC 3. X の 常5£ を確認する 

2) 楽器側のバルクダンプのメニューを出しする 

3) コマンドオブションし A ’ を使用して ZP 3. R を実行する 
A > ZP 3 -A filename 

4) 楽器のバルクダンプを実行する 

5) 楽器のコンソールに” COMPLETED ” などのメッセージが表示されるのを 
fi 密認するまで待っ 

6) [ ESC 】 キーを押して ZP 3. R の MIDI 受信モードを終了させる 

7) ’ - A ’ の後ろに指定したファイルネームでフォーマット〇のスタンダー 
ド MIDI ファイルが出力される 

9. 2. スタンダード MIDI ファイルの楽器への転送 

9.1 •の手 W で作成したスタンダード MIDI ファイル（以下、 SMF ) を 、 MIDI 
機器側へ転送する方法にっいて解説する。 

參 Human 68 k のコマンドラインから行う場合（その1 ) 

1) ZMSC 3. X の常駐を確認する 

2) Human 68 k の内部コマンド 「 COPYj を用いて希望の SMF をシステムファ 
イル名 MIDI に転送する 0 

例 

A>copy filename.MID MIDI 

• Human 68 k のコマンドラインから行う場合（その 2) 

1) ZMSC 3. X の常駐を確認する 

2) ZP 3. R にコマンドオブション’- X ’を設定して目的のファイルを送信す 
る 0 ’- X ’の後ろに転送したい SMF のファイル名を記述する。（出力 MIDI イン 
タフヱイスを指定したい場合は ZP 3. R のコマンドオプション’ - D ’ を使用す 
る。 ( MEASURE 7 参照) 

例 （出力 MIDI インタフェイス番号が2、転送したい SMF のファイル名が” fi 
lename . MID ” の場合) 

A > ZP 3 - D 2 -X filename.MID 

參 X - BASIC から行う場合 

1) ZMSC 3. X の常駐を確認する 

2) MUS 1 CZ 3. FNC を組み込んだ X - BASIC を 起動す る 

3) 関数 zb _ transmit . 麗 idi _ duip () を用いて転送する 

例 （出力 MIDI インタフェイス番号が2、転送したい SMF のファイル名が ” fi 
lename . MID ” の場合） 


zi _ transiit _ iidi _ duip ( 2 t * filenaae . MID ") 

•ZMS から行う 場合 
ZMS コマンド 「. SMFj を用いる。 

例（出力 MIDI インタフェイス番号が2、転送したい SMF のファイル名が” fi 
lenaae . MID ” の場合） 

.SMF 2, filename.MID 


スタンダード MIDI ファイルとは 

スタンダード MIDI ファイルにはフォーマット〇 • 1 • 2の3«?員の 
フォーマツトがあります 0 Z-MUSIC ver .3.0 で取り扱えるのはフォーマ 
ット0です。簡単に各フォーマットの違いを述べておきます。 

フォーマット0はパートの概念がないフォーマットで、演奏情報は1 
本の時間軸の中で表されます。 MIDI ケーブルを遇ってきた情報をその 
まま時間情報を加えて記13した、というイメージです。音色データな 
どはこのフォーマットで管理されることが多いようです。複数チャン 
ネルで構成されるフォーマット0の演奏データも存在します。そうい 
った演奏データはコンバータソフトウェアを使いフォーマット1に変 
渙 することもできます。 

フォーマット彳はもつとも頻繁に用いられるフォーマットで、演奏デー 
夕は禳数のパートで管理されています。トラック（パート）の槪念を持 
った市販の DTM ツールはたいていこのフォーマットを i 売み*きできるよ 
うです0パートの概念があるためデータの応用性は裹いといえます。 

フォーマット2は複数のテンポを持ったトラックが共存できるもの 
であまり一般的ではないようです0 

イメージ的にはフォーマット0がたくさん集まってフォーマット1, 
フオーマツト1がたくさん集まってフォーマット2と捉えるとわかりや 
すいでしよう。 


9. 3. □—ランドエクス クルー シブについて 

多くのユーザーがローランド製の MIDI 拽器を使用していると思われるが、 
ここではそのローランド製の MIDI 機器のエクスクルーシブメッセージの使 
用方法について解説を行う。 

Z-MUSIC ver .3.0 では、 X - BASIC では MUSICZ 3. FNC 命令である、 
zn _ exclusive () 

が、 ZMS コマンドでは、 

• ROLANDJXCLUSIVE 

が、 MML でも、 

X 

といった玛用命令が用#されており、容易に MIDI 機器のメモリを軎き換え 
ることが可能となっている。 

9.3.1. マニュアルの後ろを見てみる 

ここでは ZMS コマンド . ROLANDJXCLUSIVE を使って CM -32 P (あるいは CM - 
64の PCM 音源バート）のバーシャルリザーブの行い方を例としてローランド 
ェクスクルーシブの使用方法を解説する。 

まず CM -64 のマニュアル33ページを開いてみる。， * 6 — 3,という表に 


104 


注目する。この表の中段に、 

| 〇〇 04 | OOaa aaa I PARTIAL RESERVE (PART 1) 0-31 I 

| 00 05 | OOaa aaa I PARTIAL RESERVE (PART 2) 0-31 I 

| 00 06 | OOaa aaa | PARTIAL RESERVE (PART 3) 0-31 I 

參 

| 〇〇 09 | OOaa aaa I PARTIAL RESERVE (PART 6) 0-31 I 

が見つかるはずである。これを確認したら、次にこの 表，* 6 — 3,のタイ 

トルを見る 0 すると、 

SYSTEM AREA 

とある。ここで、この表の右にあるアドレス マツ ブからこの ’ SYSTEM AREA ’ 
という文字列を搜す。すると、 

52 00 00 

が， SYSTEM AREA ’ のベースアドレスということがわかる0つまり、表’* 6 
一 3,の中のバラメータを設定したい場合は、表の左に薄いてあるオフセツ 
トアドレスとこのベースアドレスを足したアドレスに値を送信すればよい 
ことになる。この例でいくと、 

52 00 00 + 00 04 = 52 00 04 

が バー シャルリザーブのバラメータのアドレスということになる（表’* 6 
一3,のタイトルの下を見ると「バーシャルリザーブは6バート分を一度に 
送らなければ無効です」とあるのでもちろんこれに従うこと）。 

結局、以下のようにコマンドを再けばよいことになる。 

.ROLAND EXCLUSIVE dev.ndl { $52,$00,$04 


6 } 

(1 バラメータごとに改行しているが特に意味はない。$52,00,04がアドレ 
ス、それ以降がバラメータ） 

この例では、バート1〜6、それぞれ2,3,5,4,3,6声をリザーブしている。 
もちろんその M 1 DIW 器の屏大同時発庠数を超えてはならない0この例では2 
+ 3 + 5+ 4+ 3+ 6 = 23で、まだ31 -23 = 8 南分の余裕があることがわかる。 

さて今の例で、 dev , B ( il というのが出てきたが、これは操作対象の楽器の 
1 D 番号のことを表している。 

mdl はモデル ID と呼ばれるものでメーカーがその楽器に与えた識別番号の 
こと。 MT -32/ CM -32 L / CM -32 P / CM -64 はすべて$16と決められている。 CM -64 な 
らばマニュアルの28ページの上部に記載されている。 

dev はデバイス 1 D と呼ばれるもので、同じ機 W (あるいは同一のデバイス1 
D を持った MIDI 機器）でも、これを変えておけば個別に操作が可能となる、 
ユーザーが 任意に設定可能な逋別番号である。しかし CM -32 L / CM -32 P / CM -64 

は$10に固定であるため、結局、上の例は、 

• ROLAND 一 EXCLUSIVE $10,$16 { $52,$00,$04 

2 

3 


6 } 

ということになる。 

以上の手顧をまとめると、 

1) 設定したいバラメータの表を探す 

2) 表のタイトルをアドレスマツブより探す 

3) 設定したいバラメータのオフセツト値と 2) でみつけたベースアドレス 
を加算する 

4) 2 «類の ID を確認してコマンドを离く 
となる。 

9. 3. 2 . その他の例 

CM -32 P (あるいは CM -64 の PCM バート）の各バートの受信 MIDI チャンネルを 
設定するときは、 

ROLAND , EXCLUSIVE $10,$16 {$52, $00, $0 a , 0,1,2, 3,4,16} 

のようにする。この例ではバート1〜5をそれそれチャンネル1〜5へ、バー 
卜6は OFF にしている0 MIDI チャンネルは通常1〜16ということになつている 
が内部処理的には〇〜15なので注意すること。そういうわけでバラメータの 
0は MIDI チャンネル1、バラメータの1は MIDI チャンネル2……以下同様とい 
うことになる0最後のバラメータの16は MIDI チヤンネル17ということでは 
なくそのバートをミュートする（使用しない）ということを意味する。多く 


のローランド製の MIDI 機器は、 

MIDI チャンネル実際のバラメータ碴 
卜16 〇〜15 

OFF 16 

ということになつている。 

同様にしてリパーブの設定や各バートの細かい設定（リバーブの 0 N /0 FF , 
キートランスポーズの設定など）も行うことができる。もちろん、 X-BASIC 
上で MUSICZ 3. FNC 命令の’ a _ exclusive ()’ や、 MML の’ X ’コマンドを用いても、 

いままで述べてきた同様な方法で行うことができる。 

注意すべきなのは、 MIDI 機器上のバネルで1〜128で使用していた数値バ 
ラメータが、ローラン ドエクスクルー シブを用いて設定する場合には 〇〜 12 
7として設定しなくてはならないことがある点。ほかにも-64〜+63で使用し 
ていたものが、 〇〜 127にシフトされていたりする。よつてバラメータ数値 
を決定する場合には、箏前に機器上でのバラメータと内部的なバラメータ 
との対応を十分理解しておく必要がある。 


エクスクルーシブ送信後のウェイト 

Z-HUSIC ver .3.0 では、スタンダード MIDI フアイル （ SMF ) の転送時な 
どにおいて E 0 X(END OF EXCLUSIVE MESSAGE )$ F 7 を送信した場合、デフ 
ォルトではその直後、一定時間のウェイトを入れるようになつていま 
す。これは MIDI 楗器側がエクスクルーシブメッセージを処理するのに 
多少の時間を必要とするためです。このウェイトの値は ZMSC 3. X 常駐 
時のコマンドオプション’- X ’で設定することができます （ MEASURE 2 参 

照）〇 

SMF の演赛データ等を演奏する場合、逆にこの機構が、余針にウェ 
イトを入れすぎて、演奏のテンポを不安定にしてしまう場合がありま 
す。その場合は、おなじく ZMSC 3 .X 常駐 B 寺の コマンド オプション ’- X * 
で0を設定し、ウェイトを無くしてみてください。 

ところで、 MML の @ X や X コマンドを用いてエクスクルーシブメッセー 
ジを送信した場合は、音楽演奏のテンポずれを避けるために （’_ x ’ の 
設定によらず）、このウェイト処理を実行しません。このようなケー 
スでは、休符などを使ってユーザーが自前で E 0 X 送信浚のウェイトを 
与えてやる必要があります。 
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MEASURE 10 


Z - MUSIC ver _ 3. 0 のフアンクシヨンコ 


ル 


ここでは ZMSC 3. X および ZMC . X が常駐したあとに使用できるファンクシヨンコールについて税明します、 

使用には MPU 680 x 0 の機械語の知識が必要です。 

Z - MUSIC を使つて音楽演奏を楽しむだけの方は読み飛ばしてしまって構いません 


10.1.フアンクション コールのコール法 

Z-MUSIC ver .3.0 のファンクションコールの仕方は以下のような方法で 
行ぅ。 

noveq.l # n,dO * n = フアンクシヨンナンバー 

lea 〜， a l * パラメータが必要であれば設定 

moveq •丨 # m，dl * バラメータが必要であれば設定 

trap #3 

戻り値は dO . l と aO . l のみで、その他のレジスタは全部保存される。たた 
し、逆に戻り値がない関敎においても、 dO . l と aO . l の内容はファンクショ 
ンコール前と界なる場合がある（保存されない)点に注意。 

ファンクションにもよるが通常は dO . 1=〇が正常終了を意味する。万が—、 
ファンクション内でエラーが発生した場合のエラー コー ドは（$8000+エラー 

の 発生した ファンクション 番号 （ 0-32767))*65536 ♦エラー ID(0-65535) が d0. 

1に代入される。またこのときは aO . 1の内容は〇になる。なお、 エラー id 
とその脫明に関しては MEASURE 1 1を参照のこと。 

ZMSC 3. X の常駐チェック方法はリスト1の様に行う 。 TRAP #3のべクタが 
指し不すアドレス ー8から文字歹 1 j ” ZnuSiC ” があるかどうかを调ベている。 

さ らに” ZnuSiC ” の後ろにはバージョンコードが2バイトが格納されている。 
バージョンコー ドは、 

上位バイト上位4ビット：バージョン幣数部 
上位バイト下位4ビット：バージョン少数第1桁 
下位バイト上位4ビット：4 

下位バイト下位4ビット：バージョン少数第2桁 
となっている。 

例 

VERSION 3.21 — n ZmuSir,$32(.b),$41(.b) 

リス ト1 
chk _ drv : 

拿〉 eq = 常駐確歧 

* > mi = 常 5 t していない 

move . 1 $8 c . w ， a 0 
subq.w #8， a 0 
cmpi.l f ZiuS 9 ，( a 0)+ 
bne chk—drverr 
c 即 i.w #’ iC ’ ，( a 0)+ 
bne chk _ drverr 

cnpi.w #$3000,( a 0) + * パ"-ジョンが占い 

bcs chk 一 drv—err 
moveq .1 #0, d 0 
rts 

chk _ drv _ err : 

moveq .1 #- l,dO 
rts 

10.2. ファンクションコール解説 
♦数値表現に ついて 

•(.1 >，（•¥)，（ . b ) はそれぞれ 32 bit ,16 bit ,8 bit の值を表す。 

• dO . lw は dO の下位16ビツト値、 dO . hw は dO の上位16ビット値を意味する。 
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• d 0. lb は d 0 の第〇〜7ビット値、 dO . hb は dO の第8〜15ビット值を意味する。 

• d 0. hwhb ， d 0. hwlb ， d 0.1 whb ， d 0.1 wlb はそれそれ dO の最上位8ビット、第16 
〜23ビット、第8〜15ビット、最下位8ビットを表す。 

• 例で用いているマクロ Z _ MUSIC は、 

Z—MUSIC macro nunber 

noveq.l number,dO 
trap #3 
endi 

のようになっている。 

ファンクション $00 ZM INIT 

機能 Z - MUSIC の初期化を行う 
引数 dl . l :0( dumjDy ) 

戻り 僮 dO . 1 •• Z - MUSIC のバージョン ID 

«考 dM は将来の拡張を芎*して現時点ではかならず〇を設定する。 

バージョン H ) はたとえばバージョン3.21ならば$00003241となる。 

4の部分は固定値。 

ファンクシヨン $01 ZM ASSIGN 

機能 チヤンネルアサイン 

引数 dl . hw : デバイスタイブ ( o=FM 音源， 1 =AD PCM 音源， $8000= MIDI 1, 

$8001= MIDI 2，$ 8002 = MIDI 3，$8003 二 MIDI 4，-1= カレント MIDI ) 

dl . lw : チヤンネル番号〇-15 
¢12.1:トラック番号 0-65534 
戻り 值 d 0 J =0: 正常終了 

dO . 1=0以外： エラーコード 

備考 カレント MIDI は MIDI インターフヱース番号を指定しない場合の 

デフオルトとなるものでファンクション ZM_CURRENT MIDI OUT で 
設定する。 

ファンクション $02 ZM COMPILER 

機能 ZMS をコンパイルする 

引数 dl . l の d 0- d 6: 検出するエラーの爵大値/0:〇〇,卜127 

dl . l の dl 5: エラーテーブルリストを作成して出力するか 

(0: no , l : yes ) 

(12.1: ZMS サイズ 

al . l : ZMS が格納されているアドレス 
戻り 値 d 0.1=0: 正常終了 

aO . bZMD のアドレス（コンパイル中にウオーニングが発生した場 

合は ZMD の後ろにくっっく） 

dO . 1=0以外••コンバイルで発生したエラーの数 

a 0. 1= エラーテーブル 

闲考 • エラーテ-ブルの m 成については MEASURE 11 を参照のこと。 

• エラーテーブルは使用後ファンクション FREEJ 1 EM などで解放 
すること。 

• (12.1， 3 〇.1共に〇にするとコンバイラの常駐解除となる。通常は 
指定してはならない。正常に解除した場合の戻り値は d 0.1=0、 失 
敗時は d 0.1= エラーコードが返される。 

• コンバイラは外部組み込みのファンクションであるため、使用 
前にはコンバイラの常駐を確認する必要がある。 

コンバイラの常駐確認方法 
•include zocalI.mac 
moveq .1 # ZM _ C 0 MPILER,dl 



lea - l . w，al 

Z.MUSIC # ZM _ HOOK _ FNC_SERVICE 

move.l aO,dO 

bne コンバイラあり 

コンパイラなし 

フアンクシヨン $03 ZM.VGET 

搗能 FM 音源音色を取り出す 

引数 dl . l : 音色番号 （0-32767) 

d 2.1:0=0 PMDRV.X 互換, 1= AL/FB 分離方式 
al . l : 音色データ格納バッファ 

戻り儐0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 al . l で表される音色データの害式は以下のとおり 0 

(0 〜54で表される数偵はそれぞれ 0( al ) 〜 54 U 1) を意味する） 


0以外：エラーコード 

備考 音色フォーマットについては ZM . VGET とまったく同じ 

ファンクション $06 ZMJEMP0 

楗能 テンポを設定する 

引数 dl . lw : テンポの値（1分間の4分音符の数） 

-1= テンポ取得のみを行う 
dl . hw : モード （0= Z - MUS 1 C に登録する（通常）, 

-1= 単なるテンポの変更で Z - MUSIC には登録しない) 

戻り値設定前のテンポとタイマ値が戻ってくる 
d 0. hw : タイマ® 
dO . lw : テンポ値 

備考 テンポ®の有効範囲は使用するテンボ源タイマの榷類によつて異 

なる。 

TIMER - A :20 〜32767 
TIMER - B :20 〜5000 


春音色フォーマット （0 PHDRV . X 互換方式) 

〇: af (フイ-ド/ゾック/アル r リ r ム） 

(0 〜 63) 

1 :0 MUD ットマスク） 

(0 〜 15) 

2 : WF (ウ广ゲフオ-ム） 

(0 〜 3) 

3侧シンクロ） 

(0,1) 

4 : SPD (スヒ°-卜” 

(0 〜 255) 

5 : PMD 

(0-127) 

6 : AMD 

(0 〜 127) 

7 : PMS 

(0 〜7> 

8 : AMS 

(0 〜 3) 

9 : PAN 

(〇 〜: n 

10 :DUMMY 



11(0 P 1 ),22( 0 P 2 h 33(0 P 3),44<0 P 4}: AR (アタックレ-卜) (0 〜 31) 

12(0 Plh 23(0 P 2)，34(0 P 3)，45<0 P 4): lDR(lstr イケ仆-卜> <0〜 31) 

13(0 Pl ),24(0 P 2)，35(0 P 3),46(0 P 4):2 DR (2 ndr イケ仆-卜) (0 〜 3" 
14(0 Fl ),25(0 P 2),36(0 P 3),47(0 P 4): RR (« J » J - U - h ) (0 〜 15) 

15(0 Pl )，26(0 P 2)，37(0 P 3),48<0 P 4>: lDL(lstr イケれ (0 〜 15) 

16 (0 P 1 ) ,27( 0 P 2) ,38( 0 P 3) ,49( 0 P 4) : TL ( Y - H ft ) (0 〜 127) 

17(0 P 1),28(0 P 2),39(0 P 3),50(0 P 4>: KS (キ-スケ-リンクー) (0 〜 3) 

18(0 P 1>，29(0 P 2)，40<0 P 3)，51(0 P 4>: MI ) L (フ x-r 抑チ7° ライ) (0 〜 15) 
19(0 Pl ),30(0 P 2),41(0 P 3),52(0 F 4): DTl ( rYfa -> l ) (〇〜 7) 

20(0 Pl ),31(0 P 2),42(0 P 3),53(0 P 4): DT 2( r ^ fa ->2) (0 〜 3) 

21(0 Pl ),32(0 F 2),43(0 P 3),54(0 P 4): AME ( AMS <»-7^) (0,1) 

拳音色フオーマット （ AL / FB 分離方式） 

00(0 P 1),11(0 P 2),22(0 P 3),33<0 P 4>: AK (アタックレ-卜） （0 〜 31) 

01(0 Pl ),12(0 P 2),23(0 P 3),34(0 F 4): lDR ( lstr ^^ l - F ) (0 〜 31) 

02(0 Pl )，13(0 P 2).24(0 P 3),35(0 P 4):2 DR (2 ndr イケ仆-卜) (0 〜 31) 
03(0 P 1),14(0 P 2),25(0 P 3),36(0 P 4): RR (リリ-スレ-卜） （0 〜15> 

04( OPl ) > 15( OP 2),26( OP 3),37( OP 4): lDL ( lstr ^< l ^ Vil ) (0-15) 

05(0 Pl ),16(0 P 2 h 27(0 P 3),38(0 P 4>: TL (卜-夕 UV ») (0 〜 127) 

06(0 P 1),17(0 P 2),28(0 P 3),39(0 P 4): KS (キ-スヶ-リン r > (0 〜3> 

07(0 Pl ),18(0 P 2),29(0 P 3),40(0 P 4): MUL (7 x - r 7 ilf 7 o 7 O (0 〜 15) 

08(0 Pl ),19(0 F 2),30(0 P 3),41(0 P 4): DTl ( r ^ a -> l ) (〇〜” 

09( OPl ),20( OP 2),31( OP 3),42( OP 4>: DT 2 (r イチユ-ン2> 《〇〜 3) 

10(0 Pl ),21(0 P 2),32(0 P 3),43(0 P 4): AME ( AMS ^-7^) (0,1) 


44: AL ( ア n：r リ r ム） （0 〜 7) 

45: FB (フィ-卜つゾック） （0 〜 7) 

46:0 M (ス D ットマスク） （0 〜 15) 

47: PAN (0 〜： }> 

48: WF (ウ x - ゲフォ-ム） （0 〜 3) 

49: SYC (シンク D ) (0,1) 

50: SPD (スピ - K ) (0 〜 255) 

51 :PMD (0 〜 127) 

52 :AMD (0 〜 127) 

53 :FMS (0 〜 7) 

54 :AMS (0 〜 3) 


フアンクシヨン $04 ZM.VSET 

機能 FM 音源音色を登録する 
引数 dl . l : 音色番号 (0-32767) 

d 2 • 1:モード （ 0=0 PMDRV . X 互換,1二 AL/FB 分離方式) 
al . l : 音色データ格納バッファ 
戻り偟0•.正常終了 


YM 3802:1 〜32767 

ファンクシヨン $07 ZM _SET„TIMER.VALUE 

»能 テンポをタイマ値で設定する 
引数 dl.lw: タイマの 值 

-1= タイマ値取得のみを行う 
dl . hw : モード （0= Z _ MUS 1 C に登録する（通常}， 

-1=単なるテンポの変 史 で Z - MUSIC には登録しない） 
戻り值 設定前のテンポとタイマ®が戻ってくる 
dO . hw : テンポ 値 
dO . lw : タイマ 値 

テンボ偷の有効範囲は使用するテンボ源タイマの W 錤によって與 
なる。 

T 1 MER - A :0 〜1023 
T 1 MER - B :0 〜255 
YM 3802:〇〜8191 

フアンクシヨン $08 ZM PLAY 

裱能 演奏間始制御 

引数 al . 1:演奏を間始したいトラック番号の並びを格納したアドレス 

ただし al • 1=0とすると全トラック演奏開始の指定とみなす。 

戻り 漣 a 0. 丨：演赛間始を行えなかったトラック番号の並びを格納したア 
ドレス 

備考 引数 al . l 、 戻り値 aO . l ともに、 

{ track (• w ) ， track (• w ) . . track (. w ),- l (. w )} 

という 《 成を取る。ただしトラック番号は 0-65534 の範囲。 

ファンクシヨン $09 ZM PLAY2 

機能 共通コマンドからの再演奏を行う 

引数 なし 

戻り値 なし 

碣考 現在 Z - MUSIC の演奏データバッファに存在する演奏データを初め 

から（共通コマンドの実行も含めて）演奏する。 

ファンクシヨン $0a ZM PLAY AGAIN 

裱能 再 演奏 

引数 なし 

戻り健 なし 

« 考 前回行われたファンクシヨン ZM _ PLAY を再び実行する 

ファンクシヨン $0b ZM PLAY„STATUS 

楗能 演奏状態の検査 

引数 dhl : チェックモード （0: 全チャンネル 検査， 1:全トラック検査 

2:指定チャンネル検査，3:指定トラック検査） 
d 2• hw :デバイスタイプ (0= FM 音源，1 =AD PCM 音#, $8000= MIDI 1, 

$8001二 MID 12，$ 8002 = MID 13，$ 8003 = MID 14,-1 = カレント MIDI ) 

/ dl . l =2 のときのみ有効 
d 2.1 w : チャンネル番号 （0-15) / dl . 1=2のときのみ有効 

d 2.1: トラック番号 （0-65534) / dl . l =3 のときのみ有効 

al . l : 検査結果格納バッファアドレス 
(0 にすると検査結果を簡略して返す）/ dl . 1=0,2のときのみ有効 
戻り 值 引数 al . 1=0のとき、あるいは dl . 1=2,3のときのみ d 0. 1に以下の値 
を返す。 

d 0. 1=0:演奏終了 
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d 0.1=- l : 演奏中 

備考 • 引数 dl . l =0( 全チャンネル検査モード）のとき戻り値は引数 al.l 
から示される領域に演奏中のデバイスタイブ，チャンネルが以下 
のような*式で返される0 

{ active 一 device (. l ), active 一 device (. l ), •••，- 1 (. 1 )} 
なお、 active _ device (. l ) は、 

active _ device (. hw ): デバイスタイブ (0= FM 音源，1二 AD PCM 音源, 

$8000= MID 11，$800 1= MIDI 2,$8002= MID 1 3, 
$8003= MIDI 4,-1= カレント MIDI ) 
active 一 device (• N ): チヤンネル番号 （0-15) 

という离式に準ずる。 

• 引数 dl .1 = 1( 全トラック検査モード）のとき戻り値は引数 al . l か 
ら示される領域に演奏中のトラック番号が以下のような軎式で返 
される。 

{ active 一 track (. w ), active — track (. w )，...，- l (. w } } 

なお、 activejrack (. w ) は 0-65534 の值を取る 0 
• 引数 dl .1=2, 3のときは d 2」 で指定したチャンネルやトラック番 
弓の演矣状憋を検鱼する0このとき al . l を指定する必要はない。 
検査結果は dO . l に返される。 

ファン クシ ヨン $0 c ZM STOP 

機能 演奏停止 

引数 al . l : 演奏を停止したいトラック番号の並びを格納したアドレス 

ただし al . 1=0とすると全トラック演奏 f ? 止の指定とみなす。 
戻り値 aO . l : 演奏停止を行えなかったトラック番号の並びを格納したア 
ドレス 

«考 引数の al . l 、 戻り M の a 0 •丨ともに、 

{ track (. w ), track (. w ),. . track (. w ),- l (. w ) } 

という搆成を取る。ただしトラック*号は 0-65534 の範囲 

ファン クシ ヨン $0 d ZM C 0 NT 

機能 演奏再開 

引数 al . l : 演奏を再開したいトラック番号の並びを格納したアドレス 

ただし al . 1=0とすると全トラック演奏再開の指定とみなす。 
戻り® aO . l :演奏再開を行えなかったトラック洛号の並びを格納したア 
ドレス 

¢8% 引数の al • 1、戻り tf (の a 0. 1ともに、 

{ track (. w ), track (. w ),. . track ( . w ),- l ( . w )} 

という構成を取る。ただしトラック畨号は 0-65534 の範囲 

ファン クシ ヨン $0 e ZM AT 0 I 

機能 演奏トラックデータの先頭アドレス取搿 

引数 (11.1: トラック番号 （0-65534) 

戻り値 a 0.1=0: エラー(指定トラックは存在せず） 

a 0. 1=0以外：指定演奏トラックの先頭アドレス 

ファンクシヨン $0 f ZM SET MASTER CLOCK 

機能 拍子，メトロノー厶速度，調号，全音符の絶対音長の設定 

引数 （11.1:モード（〇=音楽演奏側の設定を行う，1=効果音演奏制の設定 
を行う） 

al . l ••拍子，メトロ ノーム速度，調号，全音符の絶対音長を格納した 
領域のアドレス。 al 」=0 ならば問い合わせのみ 
戻り値引数の al . UO としたときのみ、その時点の設定碴を格納した領域 
のアドレスが aO . l に返る。それ以外は戻り値不定。 

備考 dl . 1=0で通常音楽演奏側の設定、 dl . 1=1で効果音演奏脷の設定と 

なる。 

引数の al . l 、 戻り値の aO . l の構造は、 

$00( al ). b : 拍子分子 （1-255) 

$01( al ). b : 拍子分母 （1-255) 

$02( al ). b : メトロ ノーム速度（楽旳音長 （1-255)) 
$03( al ). b:reserve 

$04( al ). b : 調号 1(0: C , 負®: b の数，正瀛：#の数) 
$05( al ). b : W 号 2( Major =0, Minor = l ) 

$06( al ). w : 全音符の絶対音長 （1-65535) 

という {! {式に準ずる。 

ファン クシ ヨン $10 ZM_PLAY ZMD 

機能 ZMD の演奏 

引数 d 2.1: ZMD のサイズ（ヘッダ 「$ lA ,’ ZauSiC ’ ，$30」の分は含まれて 

いても含まれていなくてもどちらでもよい）。 


d 2.1=0 を設定すると Z - MUSIC 本体の バッファへ 演奏データを 
取り込む動作を省略する。 

al.l:ZMD の 格納 アドレス（ヘッダ 「 $lA, ， ZmiSiC ， ,$30j を含まず) 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0 以外：エラーコード 

備考 d 2.1=0 とするには、 al . l で表されるアドレスからの領域の存在が 
演奏中も保証されることを前提とする。 

フアン クシ ヨン $11 ZM_PLAY_ZMD_SE 

機能 ZMD を効果音として演奏する 

引数 al . hZMD の格納アドレス（ヘッダ 「$ lA ,’ ZnuSiC ’，$30 j を含まず） 

戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l で表されるアドレスからの領域の存在は、演奏中も保証され 

なければならない。 

ファン クシ ヨン $12 ZM SE PLAY 

機能 効果音 ZMD の演奏 

引数 al . hZMD の格納アドレス （ トラックチヤンネル情報テーブルから） 

戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0 J =0 以外：エラーコード 

«| 考 al . l で表されるアドレスからの領域の存在は、演奏中も 
保証されなければならない。 

トラックチヤンネル情報テーブルについては MEASURE 12 を参照。 

ファンクシヨン $13 ZM SE ADPCM1 

機能 （ AD > PCM 効果音の演奏 

引数 dl . hwhb : データタイブ （-1 :AD PCM , 1: 16 bi tPCM ,2:8 bi tPCM ) 
dl . hwlb : 音置 (( M 27,64: 標準) 
dl . Nhb : 再生阓波数 （0:3.9 kllz 1:5.2 kHz 2:7.8 kHz 

3:10.4 kHz 4:15.6 kHz ) 
dl . lwlb : バンボット （0-3 / $80+0-127) 
d 2 J : 再生する AD PCM のデータサイズ 
d 4. hw : 効果音優先度 (0-255/0 がもっとも低い) 
d 4.1 w : 再生チヤンネル （0-15) 
al . l :《 AD ) PCM データアドレス 
戻り 僅 d 0. 1=0:正常終了 

d 0 J =0 以外：エラーコード 

儀考 al . l で表されるアドレスからの領域の存在は、演奏中も保証され 
なければならない。 

ファン クシ ヨン $14 ZM SE ADPCM2 

機能 Z - MUSIC に登録してある （ AD ) PCM 効果音の演奏 

引数 dl . hwhb : データタイプ (-1 :AD PCM , l :16 bitPCM ,2:8 bitPCM ) 

dl . hwlb : 音 S (0-127,64: 標準） 
dl . Nhb : 再生周波数 

(0:3.9 kHz 1:5.2 kHz 2:7.8 kHz 3:10.4 kHz 4:15.6 kHz ) 
dl . lwlb : バンボット （0-3 / $80+0-127) 
d 2.1: PCM データ番号 ( dl 5 が 1 ならば音色番号 （$8000+0-32767), 

0ならばノー ト番号 （0-32767) 指定） 
d 4. hw : 効果音镘先度 （0-255/0 が最も低い） 
d 4. U : 再生チヤンネル （0-15) 

戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

フアン クシ ヨン $15 ZM INTERCEPT PLAY 

楗能 演奏開始制御の遮断制御 

引数 dl . l :- l 演奏開始の遮断を行う 

〇演奏開始の遮断の解除と演奏開始 
1演奏開始の遮断の解除 

戻り 值 なし 

備考 演奏開始の遮断を設定するとファンクシヨン ZM _ PLAY などの演奏 
開始命令を実行しても演奏が開始されなくなる。 

演奏開始の遮断中に演奏開始を実行した場合、ワーク time に fig 
の最上位ビットが1に上*きされる 

ファン クシ ヨン $16 ZM CURRENT_MIDI IN 

機能 カレント MIDMN 端子の設定 
引数 dl . w : MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 では問い合わせのみを行う 
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戻り值 dO •レ以前のカレント MIDI - IN のボート番号 （0-3) 

ファンクション $17 ZM _ CURRENT _ MIDI 一 OUT 

楗能 カレント MIDI -0 UTJS ! 子の設定 
引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 では問い合わせのみを行う 

戻り儈 （10.1=以前のカレント MIDI -0 UT のボート番号 （0-3) 

ファンクシヨン $18 ZM_MIDI_TRANSMISSION 

機能 MIDI データメッセージの送信 
引数 dl . l : MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: 送信データサイズ 

0とした場合はテキスト型 MIDI データ （ MDD ) とみなして送信 
0以外ではバイナリデータとみなして送信 
al . l : 送信する MIDI データを格納したデータバッファアドレス 
戻り値 d 0.1= 送信データの8ビット加 箅 合計 値 

¢8考 MDD とは Z-MUSIC ver .2.0 相当で MIDI ファイルの 標準と していたフ 
オーマット0 $0 d ,$0 a で始まり16進数のテキストで MIDI メッセー 
ジを記述したファイル0 

送信データサイズを指定した場合はバイナリの MIDI メッセージ 
とみなして送信される。 Z - MUS 1 C が扱えるバイナリの MIDI メッセー 
ジにはスタンダード MIDI ファイル （ F 0 RMAT 0) と单なるバイナリ 
データ列の 2 櫓類がありこのデータの«額の判別は Z-MUSIC ver .3. 

0が 自動で 行う。 


d 2. b : 送信データ （0-255) 

戻り 値 d 0.1=0: 正常終了 

d 0. 1=0以外： エラーコード 

ファンクション $1e ZM_MIDI_REC 

楗能 MIDI データのレコ ー ディング開始 
引数 dl . w : MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
戻り 值 d 0 J =0: 正常終了 

d 0. 1=0以外： エラーコード 

ファンクション $1f ZM MIDI REC_END 

楗能 MIDI データのレコーディング終了 
引数 dl . vr . MlDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 
戻り 值 d ( Kl =0: 正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

ファンクション $20 ZM_GS_RESET 

機能 GS 音源の初期化 

引数 dl . w : MlDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 3. b:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 
戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 


ファンクション $19 ZM EXCLUSIVE 

楗能 エクスクルーシブメッセージの送信 
引数 dl . hMIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
(12.1:送信データサイズ 
d 3. hv:MAKER ID (0-127) 
d 3. lb:MODEL ID (0-127) 
d 3. hb:DEVlCE 10(0-127) 

al . l : 送信する MIDI データを格納したデータバッファアドレス 
戻り 值 なし 

_考 エクスクルーシブへッダの $ F 0 と E 0 X の $ F 7 は自勛送信される0 

d 3. hb =- l とすると以前設定したものが選択される。 屘 初の使用 
時に省略した 坳 合はドライバ内のデフォルト偷が選択される。 

MAKER ID を Roland ($41) とした_合はデータ列をローランドエ 
クスクルーシブフォーマットのデータとみなし、コマンドメッセ 
ージ （ DT 2:$12) やチェックサムバイト付きで送信する。 

MAKER ID を YAMAHA ($43) とした場合はデータ列をヤマハエクス 
クルーシブフォーマットのデータとみなし、データ長やチェック 
サムバイト付きで送信する。 

フアンクション $1 b ZM SET_E0X.WAIT 

機能 E 0 X 送信後のウ x イトを設定する 

引数 dl . wMIDI ボートの番号(〇-3> 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 

d 2. w ：0-65535 

戻り 值 d 0. 1=それまでのウェイト値 

ファンクション $1c ZM MIDI INP1 

機能 MIDI データの1バイト入力 
引数 dl . w : MIDl ボートの港号(0-3> 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
(12.1:入カモード （0:1 回受信を試みてすぐ 帰遲， 

1:受信するまで無限ループ） 

戻り 値 dO . l に入力結果を返す 

備考 戻り値の dO . l は以下のような 冉 式をとる 

第31ビット：読み込みステータス（レ読みこぼし発生， 

0=正常読み出し） 

第15ビット：データの有無 （1= データなし，〇=データあり） 

第 0-7 ビット：読み出しデータ （0-255) 

ファンクション $1d ZM 一 MIDI—0UT1 

機能 MIDI データの1バイト出力 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 


ファンクション $21 ZM—GS—PAfTTIAL 一 RESERVE 

機能 GS 音源のバーシャルリザーブ 
引数 dl . wMlDl ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
d 3. b:DEVICE 1 D (0-127,-1: 以前の值を使用) 

al . l : バート丨〜バート 16 までのバーシャルリザーブ确が格納され 
ているアドレス 
戻り偟 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にバーシャルリザーブ 偷 を16バート分格納して 

おく。また、合計が楽器の®大同時発庠数以下にならなければ 
ならない。 0( al ) = バート1，1 ( al > = バート 2"、15( al ) = バート16 
というふうに対応する。なお、バート10はリズムバートに対応 
する。 

d 3. b を-1とすると以前設定したものが選択される。 EW の使用時 
に爸略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト偷$10が選択される。 


フアンクシヨン $22 ZM GS REVERB 

機能 GS 音源のリパーブバラメータの設定 

引数 dhw : MlDI ボートの番号（〇-3> 

•1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
d 2.1: リバーブバラ メータ • データサイズ （1-7) 
d 3. b:DEVICE 1 D (0-127,-1: 以前の値を使用) 

al . l : リバーブバラメータ格納バッファアドレス 
戻り 僅 d 0.1=0: 正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

僱考 al . l からの領域にリバーブバラメータを記述しておく。 d 2.1 は 

7以内で、指定した個数分のバラメータが GS 音源へ送信される。 
d 3. b を -1 とすると以前設定したものが選択される0最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト 他 $10が選択される。 


0( a 1 ) : REVERB MACRO (00 ：Room 1，01: Rooi 2 ，02: Room 3, 

03: HallU 04: Hall 2,05: Plate , 


06: Delay ,07 :Panning Delay ( FB )) 


l ( al):REVERB CHARACTER 
2( al):REVERB PRE-LPF 
3( al):REVERB LEVEL 
4( al):REVERB TIME 
5( al):REVERB DELAY FEEDBACK 
6( al):REVERB SEND LEVEL TO CHORUS 


($00 〜 $07) 
($00 〜 $07) 
($00 〜 $7 F ) 
($00 〜 $7 F ) 
($00 〜 $7 F ) 
($00 〜 $7 F ) 


( SC -55 マニュアル p 79 参照) 


ファンクシヨン $23 ZM GS CHORUS 

機能 GS 音源のコーラスバラメータの設定 
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引数 


dl . w : MIDl ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 
d 2.1: コーラスバラメータデータサイズ（卜 8) 

d 3. b:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の碴を使用) 

al . l : コーラスバラメータ格納バッファアドレス 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にコーラスバラメータを記述しておく。 d 2.1 は 

8以内で指定した個数分のバラメータが GS 音源へ送信される。 

d 3. b を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用 
時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト値$10が選択される。 


0( al):CHORUS MACRO 

(00： Chorus 1，01: Chorus 2 ， 02: Cho rus 3 • 
03: Chorus 4,04 :Feedback Chorus , 
05: Flanger ,06 :Short Delay , 

07 .-Short Delay ( FB )) 

l ( al ): C_S PRE-LFF 

($00 〜 $07) 

Z ( al):CHORUS LEVEL 

(_〜$7 F ) 

3( al)••CHORUS FEEDBACK 

($00 〜 $7 F ) 

4( al):CHORUS DELAY 

($00 〜 $7 F ) 

5( al).-CHORUS RATE 

($00 〜 $7 F ) 

6( al):CHORUS DEPTH 

($00 〜 $7 F > 

7( al ): CH 0 RUS SEND LEVEL TO REVERB ($00 〜 $7 F ) 

( SC -55 マニュアル p 79 参照） 


ファンクシヨン $24 ZM GS PART PARAMETER 

機能 GS 音源のバートバラメータの設定 
引数 dl . w : MIDI ボートの番号<0-3) 

•1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 
d 2.1: バートバラメータデータサイズ （1-119) 
d 3.1 w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 
d 3. hw:PART NUNBER (1-16) 

al . l : バートバラメータ格納バッファアドレス 
戻り 漣 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にバートバラメータを記述しておく。 d 2.1 は119 
以内で指定した個数分のバラメータが GS 音源へ送信される。 
cl 3. b を-1とすると以前設定したものが選択される。沿初の使用 


時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト偷$10が選択される。 

0( al):Rx CHANNEL 

(1 〜 16,17=0 FF ) 

l ( al):Rx PITCH BEND 

(0 〜 1:0 FF /0 N > 

2( al):Rx CH PRESSURE ( CAf ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

3( al):Rx PROGRAM CHANGE 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

4( al):Rx CONTROL CHANGE 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

5( al):Rx POLY PRESSURE ( PAf ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

6( al):Rx NOTE MESSAGE 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

7( al):Rx RPN 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

8( al):Rx NRPN 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

9( al):Rx M 0 DURATI 0 N 

(0-1:0 FF /0 N ) 

10( al):Rx VOLUME 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

ll ( al):Rx PANP 0 T 

<0 〜 1: OFF / ON ) 

12( al):Rx EXPRESSION 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

13( al):Rx H 0 LD 1 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

14( al):Rx PORTAMENTO 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

15( al):Rx S 0 STENUT 0 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

16( al):Rx SOFT 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

1 7( al ): M 0 N 0/ P 0 LY MODE 

(0 〜 1: M 0 N 0/ P 0 LY ) 

18( al):ASSIGN MODE ( SINGLE ,1: 

LIMITED - MULTI ,2: FULL - MULTI ) 

19( al):USE FOR RHYTHM PART 

(0:0 FF ,1: MAP 1,2: MAP 2) 

20( al):PITCH KEY SHIFT ($28 〜 $58:-24 〜 + 24[ semitone ]) 

21( al):PITCH OFFSET FINE ( upper ) 

($08〜$ F 8 ン12.0〜 + 12.0[ Hz ]) 

22( al):PITCH OFFSET FINE ( lower ) 

// 

23( al):PART LEVEL 

(0 〜 127) 

24( al ): VEL 0 CITY SENSE DEPTH 

(0 〜 127) 

25( al):VELOCITY SENSE OFFSET 

(0-127) 

26( al):PART PANPOT (0:RAND0M,0iaEFT) 〜 64 〜 1270 UGHT )) 

27( al):KEY RANGE LOW 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

28( al):KEY RANGE HIGH 

(0 〜127:01〜 G 9) 

29( al):CCl CONTROL NUMBER 

(0 〜 127) 


30( al ): CC 2 CONTROL NUMBER (0 〜 127) 
31( al ): CH 0 RUS SEND DEPTH (0 〜 127) 
32( al):REVERB SEND DEPTH (0 〜 127) 


33( al):Vibrato rate 
34( al):Vi brato depth 
35( al):TVF cutoff freq . 
36( al):TVF resonance 
37( al ): TVF&TVA Env.attack 
38( al ): TVF&TVA Env.decay 
39( al ): TVF&TVA Env.release 
40( al):Vibrato delay 

41( al):SCALE TUNING C 
42( al):SCALE TUNING C # 
43( al):SCALE TUNING D 
44( al):SCALE TUNING D # 

45( al):SCALE TUNING E 
46( al):SCALE TUNING F 
47( al):SCALE TUNING F # 

48( al):SCALE TUNING G 
49( al):SCALE TUNING G # 
50( al):SCALE TUNING A 
51( al):SCALE TUNING A # 

52( al):SCALE TUNING B 


($0 E 〜 $72: - 50 〜 +50) 
($0 E 〜 $72: - 50 〜 + 50) 
($0 E 〜$50: — 50〜 + 16) 
($0 E 〜$72: - 50〜 + 50) 
($0 E 〜$72: - 50〜 + 50) 
($0 E 〜$72: -50〜 + 50) 
($0 E 〜$72:-50〜+50) 
($0 E 〜$72: - 50〜 + 50) 

($00 〜 $7 F : -64〜 +63[ cent ]〉 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ] > 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜+ 63 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : — 64〜+63 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 一 64 〜 + 63[cent] ) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 +63[ cent ]) 
( $00〜 $7 F : — 64〜 + 63[ cent ]) 


53( al ): M 0 D PITCH CONTROL <$28〜 $58: - 24 〜 + 24[ semitone ]) 
54( al ): M 0 D TVf ' CUTOFF C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : -9600〜 + 9600[ CENTj ) 
55( al ): M 0 D AMPLITUDE CONTROL ($00 〜 $7 F : - 100•〇〜 + 1〇〇.〇は] ) 
56( al ): M 0 D LF 01 RATE CONTROL ($00 〜 $7 F : - 10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
57( al ): M 0 D LF 01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
58( al ):. M 0 D LF 01 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 


59( al ): M 0 D LF 01 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 
60( al ): M 0 D LF 02 RATE CONTROL ($00 〜 $7 F : -10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
61( al ): M 0 D LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 


62( al):MOD LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 

63( al ): M 0 D LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 


64( al):BEND PITCH CONTROL ($28 〜 $58:-24 〜 + 24 [semi tone 】） 

65( al):BEND TVF CUTOFF CONTROL 


($00 〜 $7 F : — 9600 〜 + 9600 [ CENT ] > 
66( al):BEND AMPLITUDE C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : - 100•〇〜 +100.0 は]) 


67( al):BEND LF 01 RATE CONTROL 
68( al):BEND LF 01 PITCH DEPTH 
69( al):BEND LF 01 TVF DEPTH 
70( al):BEND LF 01 TVA DEPTH 
71( al):BEND LF 02 RATE CONTROL 
72( al):BEND LF 02 PITCH DEPTH 
73( al ): BEW ) LF 02 TVF DEPTH 
74( al):BEND LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ H Z ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600 [cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0(!)；】) 
($00 〜 $7 F : — 10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ centj ) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 


75( al):CAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58: — 24 〜 +24[ seiitone ]> 
76( al):CAf TVf ' CUTOFF CONTROL ($00 〜 $7 F : - 9600〜 + 9600[ CENT ]) 


77( al):CAf AMPLITUDE CONTROL 
78( al):CAf LF 01 RATE CONTROL 
79( al):CAf LF 01 PITCH DEPTH 
80( al):CAf LF 01 TVF DEPTH 
81( al):CAf LF 01 TVA DEPTH 
82( al):CAf LF 02 RATE CONTROL 
83( al):CAf LF 02 PITCH DEPTH 
84( al):CAf LF 02 TVF DEPTH 
85( al):CAf LF 02 TVA DEPTH 


<$00〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0は1) 
($00 〜 $7 F :-10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00〜$7 F :0〜600[ centj ) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】） 


86( al):PAf FITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[ semitone 】） 
87( al):FAf TVF CUTOFF C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : - 9600〜 + 9600[ CENTj ) 
88( al):PAf AMPLITUDE CONTROL ($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
89( al):PAf LF 01 RATE CONTROL ($00 〜 $7 F : - 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
90( al):PAf LF 01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
91( al):PAf LF 01 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
92( al):PAf LF 01 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 
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93( al):PAf LF 02 RATE CONTROL 
94( al):PAf LF 02 FITCH DEPTH 
95( al):PAf LF 02 TVF DEPTH 
96( al):PAf LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
<$00〜 $7 F :0 〜 100.0 U 】） 


97( al):CCl PITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 +24[ seiitone ]) 
98( al):CCl TVF CUTOFF C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : -9600〜 + 9600[ CENT 】） 
99( al):CCl AMPLITUDE CONTROL ($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 


100( al):CCl LF 01 RATE CONTROL 
101( al):CCl LF 01 PITCH DEPTH 
102( al):CCl LF 01 TVF DEPTH 
103( al):CCl LF 01 TVA DEPTH 
104( al):CCl LF 02 RATE CONTROL 
105( al):CCl LF 02 PITCH DEPTH 
106( al):CCl LF 02 TVF DEPTH 
107( al):CCl LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[51】） 

($00 〜 $7 F :-10.0 〜 + 10.0[ Hz ]) 
_ 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0“】） 


時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される。 
( SC -55 マニュアル P 82 参照） 

ファンクシヨン$27 ZM _ GS_PRINT 

機能 GS 音源の画面へのメッセージ出力 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
(12.1:メッセージ長 （1-32) 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用） 

al . l : 文字列格納バッファアドレス 
戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0 以外：エラーコード 

備考 メッセージは32文字以内で al . l からの領域に文字列を記述してお 
<〇 

d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト偵$10が選択される。 


108( al ): CC 2 PITCH CONTROL ( $28〜$58:— 24〜+ 24 [ seaitone ]) 
109( al ): CC 2 TVF CUTOFF C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : -9600〜 + 9600[ CENT ]) 
110( al ): CC 2 AMPLITUDE CONTROL ($00 〜 $7 F : -100.0〜 + 100.0[ X ]) 


lll ( al ): CC 2 LF 01 RATE CONTROL 
112( al ): CC 2 LF 01 PITCH DEPTH 
113( al ): CC 2 LF 01 TVF DEPTH 
114( al ): CC 2 LF 01 TVA DEPTH 
115( al ): CC 2 LF 02 RATE CONTROL 
116( al ): CC 2 LF 02 PITCH DEPTH 
117( al ): CC 2 LF 02 TVF DEPTH 
118( al ): CC 2 LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F :-10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]> 
($00 〜 $7 F :-10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
<$00〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】） 


( SC -55 のマニュアル p 75, p 79 〜 p 80 参照) 


ファンクシヨン $25 

ZM GS DRUM PARAMETER(ZM GS DRUM — SETUP ) 

楗能 GS 音源のドラムセットァッブ投定 

引数 dl . vrMIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: ドラムセツトアップバラ メータデータ サイズ（1-8> 

d 3.1 w:DEVICE 1 D (0-127, M : 以前の值を使用) 
d 3. hwlb : N 0 TE NUMBER (0-127) 
d 2. hwhb:MAP NUMBER ( O - I ) 

al . l : ドラムセットアップバラメータ格納バッファアドレス 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にドラムセットアップバラメータを記述しておく。 
d 2.1 は8以内で指定した個数分のバラメータが GS 音源へ送信され 
る。 

d 3. lw を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用 
時に省略した場合は Z - MUS 1 C 内のデフオルト傾$10が選択される。 


0( al):PLAY KEY NUMBER 
l ( al):LEVEL 

2( al):ASSIGN GROUP NUMBER 
3( al ): PANF 0 T 
4( al):REVERB DEPTH 
5( al ): C_S DEPTH 
6( al):Rx NOTE OFF 
7( al):Rx NOTE ON 
( SC -55 マニュアル p 75 ， p 82 参照) 


(0 〜 127) 

(0-127) 

(0: N 0 N ，1 〜 127) 
(0: RAND 0 M ,01( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT )) 
(0 〜 127:0 •〇〜1.0) 

(0 〜127:0•〇〜 1.0) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 


ファンクシヨン$26 ZM GS DRUM NAME 

機能 GS 音源のドラムセット名設定 
引数 dl . w : MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
d 2.1: ドラムセットアップバラメータデータサイズ （1-8) 

d 3.1 w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用） 
d 3. hw:MAP _ ER (0," 

al . l : ドラムセット名文字列格納バッファアドレス 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0 以外：エラーコード 

備考 文字列は12文字以内で al . l からの領域に文字列を記述しておく。 

d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用 


ファンクシヨン$28 ZM GS DISPLAY 

機能 GS 音源の画面へのドットパターン出力 

引数 dl . w : MlDl ボートの畨号 （0-3) 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
d 3. w:DEVICE 1 D (0-127，-1: 以前の値を使用） 
al . l : ドットバターン格納バッファアドレス 

戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にドットバターンを記述しておく。 

d 3. w を M とすると以前設定したものが通択される0 般 初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト ffi $10 が選択される。 

例 

/* SC -55 の画面に”善”を表示する*/ 

■ oveq . 1 #-1 ,dl 
Boveq . 1 #- l ， d 3 
lea data ( pc),al 
Z MUSIC # ZM 一 GS—DISPLAY 
rts 

data : 

dc.w X 000 1000000010000 

dc.w X 0000100000100000 

dc.w X 01" 111111111100 

dc.w 510000000100000000 

dc.w X 0011111111111000 

dc.w 5； 0000000100000000 

dc.w 5； 0111111111111100 

dc.w 5； 0001000100010000 

dc.w X 0000100100100000 

dc.w Xll 11111111111110 

dc.w X 0000000000000000 

dc.w 11111111000 

dc.w 5； 0010000000001000 

dc.w 510010000000001000 

dc.w X 001111111" 11000 

dc.w X 00 10000000001000 

ファンクシヨン $29 ZM GM SYSTEM—ON 

機能 GM 音源のリセット 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

戻り 僅 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

ファンクション$30 ZMMT 32 RESET 

機能 MT -32 の初期化 

引数 dl . w . MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 

戻り 值 d 0.1=0: 正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

備考 d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される。 S 初の使用時 

に右略した場合は Z - MDSIC 内のデフオルト値$10が選択される。 
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ファンクシヨン $31 ZM _ MT 32_ PARTIA し RESERVE 

櫟能 MT -32 のバーシャルリザーブ 
引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の使を使用) 
al . l : バート1〜バート9までのバーシャルリザーブ値が 
格納されているバッファアドレス 
戻り值 d 0. 1=0•.正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にバーシャルリザーブ偵を9バート分格納してお 

く。また、合計が楽器の最大同時発声数以下にならなければなら 
ない。 0( al ) ニバート l , l ( al ) = バート 2...，8( al ) ニバート9という 
ふうに対応する。なお 8( al ) のバート9はリズムバートに対応する。 
d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される。屘初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト値$10が選択される。 

ファンクシヨン$32 ZM MT 32 REVERB 

機能 MT -32 のリパーブバラメータの設定 

引数 dl . w : MlDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: リバーブバラメータデータサイズ（卜3> 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の傾を使用） 

al . l : リバーブバラメータ格納バッファアドレス 
戻り値 （10. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にリパーブバラメータを記述しておく。 d 2. 1は3 
以内で、指定した個数分のバラメータが MT -32 へ送信される。 
d 3. w を-1とすると以前設定したものが還択される。崧忉の使用時 
に省略した場合は Z - MUS 1 C 内のデフォルト偷$10が選択される 

0( al):REVERB MODE ( O . Rooa , 1 :llal 1 ,2: Plate ,3 :Tap Delay ) 

l ( al):REVERB TIME (0-7) 

2( al):REVERB LEVEL (0 〜 7) 

( MT -32 マニュアル p 35, CM -64 マニュアル p 30# 照〉 

ファンクシヨン $33 ZM MT 32 PART SETUP 

機能 MT -32 のバートバラメータの設至 

引数 dl . wMIDI ボートの S 号 （0-3) 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
d 2.1: バートバラメータデータサイズ （1-9) 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1 :以前の值を使用> 

al . l : バートバラメータ格納バッファ 
戻り漣 d 0.1=0 : 正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

¢8考 al . l からの領域にバートバラメータを記述しておく。 

バートバラメータは， 

0( al ) ニバート1の MIDI チヤンネル， 
l ( al ) = バート2の MIDI チャンネル， 

# 

8( al ) = リズ厶バートの MIDI チヤンネル 
という m 成を取る 

d 2 •丨は9以内で指定した個数分のバラメータが MT -32 へ送信される。 
d 3. w を -1 とすると以前設定したものが選択される。崧初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト値$10が選択される。 


ファンクシヨン$34 ZM MT 32 DRUM 

機能 MT -32 のドラムセットアップ設定 

引数 dl . vrMIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: ドラムセットアップバラメータデータサイズ （1-4) 
d 3.1 w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 
d 3. hw : N 0 TE NUMBER (24 〜 87) 

al . l : ドラムセットアッブバラメータ格納バッファアドレス 
戻り值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にドラムセットアップバラメータを記述しておく。 

d 2. 1は4以内で指定した個数分のバラメータが MT -32 へ送信される。 
d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用 
時に省略した場合は Z - MUS 1 C 内のデフォルト値$10が選択される0 


0(al):TIMBRE 
l(al):OUTPUT LEVEL 


2( al ) 


PANPOT 


(0 〜 63: il 〜64,64〜 127: rl 〜 64) 

(0 〜100) 

(0 〜⑷ 


3( al ) 


REVERB SWITCH 


(0 〜 1:0FF/0N) 


( MT -32 マニユアル p 35 ， CM -64 マニユアル p 30 参照） 


ファンクシヨン$35 ZM „ MT 32 COMMON 

楗能 MT -32 のコモンバラメータの設定 

引数 dl . wMIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: コモンバラメータデータサイズ （1-4) 
d 3.1 w:DEVICE 1 D (0-127,-1: 以前の值を使用} 
d 3. hw:PROGRAM NUMBER (卜 64) 
al . l : コモンバラメータ格納バッファアドレス 
戻り値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にコモンバラメータを記述しておく。 

d 2. 1は4以内で指定した 個数 分のパラメータが MT -32 へ送信される。 
d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用 
時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト 始 $10が選択される0 


0( al):Structure of Partial # l &2 
l ( al):Structure of Partial #3 & 4 
2( al):PARTIAL MUTE 
3( al):ENV MODE 


(0 〜 12:1 〜 13) 

(0 〜 12:1 〜 13) 

(0 〜 15) 

( 0 〜 1: NORMAL ， N0 SUSTAIN) 


( MT -32 マニュアル p 34, CM -64 マニュアル p 29# 照) 


ファンクシヨン $36 ZMJ 1 T 32 PARTIAL 

機能 MT -32 のバーシャルバラメータ設定 

引数 dl . wMIDl ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: バーシャルバラメータデータサイズ（卜 58) 

d 3.1 w : dO - dl 5 =DEVICE 1 D (0-127,-1: 以前の值を使用) 
d 3. hwlb:PARTIAL NUMBER ( l -4) 
d 3. hwhb:PROGRAM NUMBER ( l -64) 

al . l : バーシャルバラメータ格納バッファアドレス 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外： エラーコード 

備考 al . l からの領域にバーシャルバラメータを3己述しておく。 

d 2. 1は58以内で指定した個数分のバラメータが MT -32 へ送信され 
る。 

d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。尼初の使用 
時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト№$10が選択される。 


0(al):WG PITCH COARSE (0 〜 96:C1 ， C#1 • 〜， C9) 

l(al)：WG PITCH FINE (0 〜 100:-50 〜 +50〉 

2(al):WG PITCH KEYF0LL0W (0 〜 16: — 1 •一 1/2 ,一 l /4,0， l /8, l /4, 

3/8,1/2,5/8,3/4,7/8,1,5/4,3/2,2, si,s2) 
3(al):NG PITCH BENDER SW 


4(al)：WG WAVEFORM/PCM BANK 
5(al)：WG PCM WAVE 
6(al)：WG PULSE WIDTH 
7(al)：WG PW VEL0 SENS 
8(al):P-ENV DEPTH 
9(al):P-ENV VEL0 SENS 
10(al):P-ENV TIME KEYF 
ll(al):P-ENV TIME 1 
12(al):P-ENV TIME 2 
13(al):P-ENV TIME 3 
14(al):F-ENV TIME 4 
15(al):P-ENV LEVEL 0 
16(al):P-ENV LEVEL 1 
17(al):P-ENV LEVEL 2 
18(al):P-ENV SUSTAIN LEVEL 
19(al):END LEVEL 
20(al):P-LF0 RATE 
21(al):P-LF0 DEPTH 
22(al):P-LF0 MOD SENS 
23(al):TVF CUTOFF FREQ 
24(al):TVF RESONANCE 


(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0〜3: SQU 1, SAW 1, SQU 2, SAW 2) 
(0 〜 127:1 〜 128) 

(0 〜100) 

(0 〜 14:-7 〜 + 7) 

(0 〜 10) 

(0 〜 3) 

(0 〜 4) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

( 0 - 100 ) 

(0 〜100:-50〜 +50) 

(0 〜100:-50〜 +50) 

(0 〜100:-50〜 +50) 

(0 〜100:-50〜 +50) 

(0 〜100:-50〜 +50) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

( 0 〜_ 

(0 〜100) 

(0 〜 30) 
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25( al):TVF KEYFOLLOW 


(0 〜 14: 一 1，一1/2,一 l /4,0, l /8， l /4, 
3/8,1/2,5/8,3/4,7/8, 1,5/4,372,2) 


26(al):TVF BIAS POINT/DIR 

(0 〜 127) 

27(al):TVF BIAS LEVEL 

(0 〜 14:-7 〜 +7) 

28(al):TVF ENV DEPTH 

(0 〜 100) 

29(al):TVF ENV VEL0 SENS 

(0 〜 100) 

30(al):TVF ENV DEPTH KEYF 

(0 〜 4) 

31(al):TVF ENV TIME KEYF 

(0 〜 4) 

32(al):TVF ENV TIME 1 

(0 〜 100) 

33(al):TVF ENV TIME 2 

(0 〜 100) 

34(al):TVF ENV TIME 3 

(0 〜 100) 

35(al):TVF ENV TIME 4 

(0 〜 100) 

36(al):TVF ENV TIME 5 

(0〜_ 

37(al):TVF ENV LEVEL 1 

(0 〜 100) 

38(al):TVF ENV LEVEL 2 

(0 〜 100) 

39(al):TVF ENV LEVEL 3 

(0 〜 100) 

40(al):TVF ENV SUSTAIN LEVEL 

(0-100) 

41(al):TVA LEVEL 

(0 〜 100) 

42(al):TVA VEL0 SENS 

(0 〜 100:-50 〜 +50) 

43(al):TVA BIAS POINT 1 

(0 〜 127) 

44(al):TVA BIAS LEVEL 1 

(0 〜 12:-12〜 (0 

45(al):TVA BIAS POINT 2 

(0-127) 

46(al):TVA BIAS LEVEL 2 

(0 〜 12:-12 〜 0) 

47(al):TVA ENV TIME KEYF 

(0 〜 4) 

48(al):TVA ENV TIME V—FOLLOW 

(0 〜 4> 

49(al):TVA ENV TIME 1 

(0 〜 100) 

50(al):TVA ENV TIME 2 

(0-100) 

51(al):TVA ENV TIME 3 

(0 〜 100) 

52(al):TVA ENV TIME 4 

(0 〜 100) 

53(al):TVA ENV TIME 5 

(0 〜 100) 

54(al):TVA ENV LEVEL 1 

(0 〜 100) 

55(al):TVA ENV LEVEL 2 

(0 〜 100) 

56(al):TVA ENV LEVEL 3 

(0-100) 

57(al):TVA ENV SUSTAIN LEVEL 

(0 〜 100) 

(MT-32 マニュアル p34,CM-64 マニュアル p29 参照) 


ファンクシヨン$37 ZM MT 32 _PATCH 

機能 MT -32 のバッチバラメータ設定 

引数 dl . wMIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
(12.1:バッチバラメータデータサイズ（卜7> 
d 3.1 w : dO - dl 5 =DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 
d 3. hw:PATCH NUMBER (卜 128) 

al . l : バッチバラメータ格納バッファアドレス 
戻り值 d 0. 1=0:正常終了 

d0. 1=0 以外：エラーコード 

瀟考 al . l からの領域にバッチバラメータを記述しておく。 

d 2.1 は7以内で指定した個数分のバラメータが MT -32 へ送信される。 
d 3.1 w を -1 とすると以前設定したものが選択される0 RW の使用 
時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト偵$10が選択される。 


0( al):TIMBRE GROUP 
l ( al):TIHBRE NUMBER 
2( al):KEY SHIFT 
3( al):FINE TUNE 
4( al):BENDER RANGE 
5( al):ASSIGN MODE 
6( al):REVERB SWITCH 


(0 〜 3:a,b,i ， r) 

(0 〜 63) 

(0 〜 48:-24 〜 + 24) 
(0 〜100: - 50 〜 + 50> 
(0 〜 24) 

(0 〜 3: P 0 LY 1 〜4> 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 


(MT-32 マニュアル p35 ， CM-64 マニュアル p30 参照) 


ファンクシヨン$38 ZM _ MT 32 „PRINT 

橼能 MT -32 の画面へのメッセージ出力 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1はカレント MIDI -0 UT を使用 
(12.1:メッセージ長 （1-20) 

d 3. w : dO - dl 5 =DEVICE ID <0-127，-1: 以前の值を使用) 
al . l : 文字列格納バッファアドレス 
戻り fit d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外： エラーコード 

備考 メッセージは20文字以内で al . l からの領域に文字列を記述してお 


<0 

d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される0最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト値$10が選択される。 

ファンクシヨン$39 ZM _ U 220 _SETUP 

機能 11220のセットアップバラメータの設定 

引数 dl . w : MIDl ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用) 

al . l : セットアップバラメータ格納バッファアドレス 
戻り値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0 以外：エラーコード 

瀟考 al . l からの領域にセットアップバラメータを記述しておく。 
al . l の構成は必ず下に示す冉式に従う。 

d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト値$10が選択される。 

0( al):Chorus SW (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

l ( al):Reverb SW (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

2( al):Rx Cntrl Channel (1 〜 17:1 〜 16,0 FF ) 

3( al):Patch Change (0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ，0 FF ) 

4( al):Tinbre Change (0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ，0 FF ) 

5( al):Rhytha Change (0 〜 5: MAP 1 〜 HAP 4， Dir \0 FF ) 

6( al ): R.Inst Assign (0 〜 5: MAP 1 〜 MAP 4, Dir ，0 FF ) 

( 11220 マニュアル p 46, pi 46 〜 148 参照） 

注意 11220用の命令は U 20 に対しても使用できる0以下同様〇 

ファンクシヨン $3 a ZM U 220— PART—SETUP 

楗能 11220の（テンボラリバッチ）バートセットアッブバラメータの設定 
引数 ボートの番号 （0-3) 

•1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
d 3.1 w:DEVICE 1 D (0-127,-1: 以前の僅を使用) 
d 3. hw:PART NUMBER ( l -6) 

al . l : バートセットアップバラメータ格納バッファアドレス 
戻り值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にバートセットアップバラメータを記述しておく。 

al . l の構成は必ず下に示す离式に従う 0 

d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。崧初の使用 
時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト値$10が選択される0 


0( al):Tiibre Nuaber 
l ( al):Voice Reserve 
2 (al ):Receive Channel 
3( al):Key Range Low 
4( al):Key Range High 
5( al):Velo Level 
6( al):Velo Threshold 
7( al ):0 utput Assign 
8( al):Level 
9( al):Pan 
10( al):Rx Voluae 
ll ( al):Rx Pan 
12( al):Rx Hold 

( 11220マニュアル p 58, pi 49# 照) 


(1-128) 

(0 〜 30) 

(1 〜 17:1 〜 16,0 FF > 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

(0 〜1: Above/Be low ) 

(0 〜 127) 

(0 〜 4: Dry , Rev , Cho , Dirl , Dir 2) 
(0 〜 127) 

(0 〜 15: L 7 〜 M 〜 R 7) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

(0〜1:0 FI 70 N ) 


ファンクシヨン $3 b ZM _ U 220 _COMMON 

機能 U 220 の（テンボラリバッチ）コモンバラメータの設定 

引数 dl . w : MIDl ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用) 

al . l : コモンバラメータ格納バッファアドレス 
戻り值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

¢8考 al . l からの領域にコモンバラメータを記述しておく。 

al . l の構成は必ず下に示す窖式に従う。 

d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される0最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト値$10が選択される0 


0( al):Chorus Type 


( 0〜4: Chorus 1, Chorus 2, FB - Chorus , 
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l ( al):Chorus Out Mode 
2( al):Chorus Level 
3( al):Chorus Delay 
4( al):Chorus Rate 
5( al):Chorus Depth 
6( al):Chorus Feedback 
7( al):Reverb Type 

8( al):Reverb Time 
9( al):Reverb Level 


FIanger.Short Delay ) 
(0〜 l:Pre Rev,Post Rev ) 
(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(卜63:-31〜〇〜 + 31) 
(0 〜 7:Roob1 〜 3, Halll 〜2 
Gate Delay . CrossDelay ) 
(0 〜 31) 

(0 〜 31) 


10( al):Reverb Delay Feedback (0 〜 31) 

ll ( al):Reverb Pre Delay Feedback (0 〜 31) 

12( al):Paraml # (0 〜 63:0 〜5,7〜 31,64 〜 95.0 FF ) 

13( al):Paraml Param (0 :Timbre Level ， l:Env Attack 

2 :Env Decay ,3 :Env Sustain 
4 :Env Release ,5: A.Bend Depth 
6: A.Bend Rate ,7 :Detune Depth 
8 :Vib Rate ，9 :Vib Wave Form 
10 :Vib Depth , ll:Vib Delay 
12: VibRiseTime ，13 :VibModDepth 
14: ChorusLevel ,15 :Chorus Rate 


16 :Chorus Feedback , 
17: ReverbLevel ， 18: DelayFeedback ) 


14( al ): Param 2 # 

15( al ): Param 2 Param 
16( al ): Param 3 # 

17 (al ): Param 3 Paraio 

( U 220 マニュアル p 54, pl 49 参照) 


(Sale as Paraol #) 
(Saie as Paranl Paraa ) 
(Saae as Paraml #) 
(Sane as Faraol Paran ) 


ファンクシヨン $3 c ZM U 220 TIMBRE 

機能 U 220 のテインバーバラメータ f 設定 
引数 dl . vrMIDI ポートの番号 （0-3) 

•1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 3. lw : dO - dl 5 =DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用) 
d 3. hw:PROGRAM NUMBER (卜 128) 

al . l : テインバーバラメータ格納バッファアドレス 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

«考 al . l からの領域にテインバーバラメータを記述しておく。 
al . l の m 成は必ず下に示す 冉 式に従う。 

d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。初の使用 
時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト 偷 $10が選択される。 


0( al):Tone Media 

(0 〜 31 

:1，1〜 31) 

l ( al):Tone Number 

(1 〜128) 

2( al):Timbre Level 

(0 〜 127) 

3( al)：Velocity Sens 

(1 〜 15 

-7 〜 + 7) 

4( al):Channel Press Sens 

(卜15 

-7 〜 +7) 

5 (al ):Env Attack Rate 

( 1〜15 

一7〜 + 7) 

6( al):Env Decay Rate 

(1 〜15 

-7 〜 + 7) 

7 (al ):Env Sustain Level 

(1 〜15 

-7 〜 + 7) 

8( al):Env Release Rate 

(1 〜15 

-7 〜 +7) 

9 (al ):Pitch Shift Coarse 

(8 〜56 

-24 〜 + 24) 

10( al):Fitch Shift Fine 

(14 〜114: 一50〜 + 50) 

1 l ( al):Bend Range Lower 

(0 〜15: 

一36,一 24，一12〜 0) 

12( al):Bend Range Upper 

(0 〜 12) 

13( al):Channel After Sens 

(0 〜27 

一 36,一 24,一 12〜 + 12) 

14( al):Poly After Sens 

(0 〜27 

-36,-24,一 12〜 + 12) 

15( al):Auto Bend Depth 

(0 〜27 

-36,一 24, -12 〜 + 12) 

16( al):Auto Bend Rate 

(0 〜 15) 

17( al):Detune Depth 

(0 〜 15) 

18( al):Rate 

(0 〜 63) 

19( al):Waveform 

(0 〜 8) 


20( al):Depth 

(0 〜 15) 


21( al):Delay 

(0 〜 15) 


22( al):Rise Time 

(0 〜 15) 


23( al):Modulation Depth 

(0 〜 15) 


24( al):Ch After Sens 

(0 〜 15) 

25( al):Poly After Sens 

(0 〜 15) 


(11220マニュアル p 65, pl 49 参照) 


ファンクシヨン $3 d ZM _ U 220_ DRUM_SETUP 

機能 11220の（テンボラリバッチ）バッチドラムセットアップ設定 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント M 1 DI -0 UT を使用 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 

al . l : ドラムセットアップパラメータ格納バッファ 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外： エラーコード 

爾考 al . l からの領域にドラムセットアップバラメータを記述しておく。 

al . l の W 成は必ず下に示す 窖 式に従う。 

d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUS 1 C 内のデフオルト値$10が選択される。 


0( al):Rhythi Setup # 
l ( al):Voice Reserve 
2( al):Receive Channel 
3( al):Level 
4( al):Level Boost Sw 
5( al):Rx Vo lane 
6( al):Rx Hold 

01220 マニュアル p 63, pl 49 参照) 


(0 〜 3:1 〜 4) 

(0 〜 30) 

<1〜17:1〜16, OFF ) 
(0 〜 127) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 


フアンクシヨン $3 e ZM U 220 DRUM INST 

機能 11220の（テンボラリバッチ）ドラ厶音色設定 
引数 dl . wMIDI ボートの畨号 （0-3) 

•1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 3.1 w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用) 
d 3. hw : N 0 TE NUMBER (35-99) 

al . l : ドラム音色バラメータ格納 バッファ アドレス 
戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

«考 al . l からの領域にドラム音色バラメータを3己述しておく。 
al . l の«成は必ず下に示す«式に従う 0 

d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。沿初の使用 
時に杏略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト偷$10が選択される。 


0( al):Tone Media 

<0 〜 31:1,1 〜 31> 

l ( al):Tone Nunber 

(1 〜 128) 

2( al):Source Key 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 

3( al):Mute Inst 

(34 〜 98:0 FF , B 1 〜 D 7) 

4( al):Inst Level 

(0 〜 31) 

5( al):Velocity Sens 

(0 〜 15) 

6( al):Env Mode 

(0 〜1 : Sustain，No Sustain ) 

7( al):Env Attack Rate 

( 1〜15: —7 〜 + 7) 

8( al):Env Decay Rate 

(1 〜15:-7〜 + 7) 

9 (al ):Env Release Rate 

(1 〜15:-7〜 + 7) 

10( al):Pitch Shift Coarse 

(0 〜27:-36,-24，-12〜 +12) 

ll ( al):Pitch Shift Fine 

(14 〜114:-50〜 +50) 

12( al):Channel After Sens 

(0 〜27:-36,-24,-12〜 +12) 

13( al):Poly After Sens 

(0 〜27:-36,-24,-12〜 +12) 

14( al):Random 

(0 〜 15) 

15( al):Auto Bend Depth 

(0 〜27:-36,-24，-12〜 +12) 

16( al):Auto Bend Rate 

(0 〜 15) 

17( al):Detune Depth 

(0 〜 15) 

1 8( al):Output Assign 

(0〜3: Dry ， Rev ， Cho , Dirl ) 

19( al):Pan 

( U 220 マニュアル p 72， pl 49) 

(0 〜 15: L 7 〜 M 〜 R 7> 


ファンクシヨン $3 f ZM U 220 _PRINT 

機能 U 220 の画面へのメッセージ出力 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号（0-3> 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: メッセージ長（卜12) 

d 3. w : dO - dl 5 =DEVICE ID (0-127,-1 :以前の値を使用） 
al . l : 文字列格納バッファアドレス 
戻り 僅 d 0. 1=0:正常終了 

dO. 1=0 以外：エラーコード 

两考 メッセージは12文字以内で al . l からの領域に文字列を記述して 
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おく。 

d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト値$10が選択される。 


フアンクシヨン $40 ZM _ M 1 .SETUP 

機能 Ml の SEQ - S 0 NG 0 の MIDI チヤンネルの設定 

引数 al . 1:8バート分の MIDI チヤンネル列格納バッファアドレス 

戻り値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l で表される領域には必ず8バート分の MIDI チヤンネルを 
記載しておく。 


ofs +2( al):High Daip 
ofs +3( al):Pre Delay 
ofs +4( al ): E/R Level 
ofs +5( al):Duoy 
ofs +6( al):EQ High 
ofs +7( al):EQ Low 


(0 〜 99) 

(0 〜 200) 

(0 〜 99> 

0 

($ F 4 〜 $0 C : — 12 〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : — 12 〜 + 12) 


7^9 :Early Reflection 1,2,3 
ofs +0( al ): E/R Tiae 
ofs + l ( al):Pre Delay 
ofs +2( al):Duaiy 


(0 〜 7( hl 00 〜 800) 
(0 〜 200) 

0 


OUl ): バート 1 の MIDI チヤンネル 
l ( al ): バート2の MIDI チヤンネル 
2( al ): バート3の MIDI チヤンネル 
3( al ): バート4の MIDI チヤンネル 
4 UU : バート5の MIDI チヤンネル 
5( al ): バート6の MIDI チヤンネル 
6( al ): バート7の MIDI チヤンネル 
7( al ): バート8の MIDI チヤンネル 

注意 Ml 用の命令は M 1 EX / M 1 R / M 1 REX に対しても使用できる。以下同様。 

ファンクシヨン $41 ZM Ml PART SETUP 

機能 Ml の SEQ - S 0 NG 0 のトラックバラメータの股定 

引数 al . l :8 バート分のトラックバラメータ格納バッファアドレス 

戻り値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

甯考 ah 1で表される領域には必ず8バート分のトラックバラメータを 

記載しておく。 


TRACK 1 

0( al):PROGRAM NUMBER (0 〜 199: 100〜 C 99> 


l ( al>:OUTPUT LEVEL 

(0 〜 99) 


2( al):KEY TRANSPOSE 

<$ F 4〜$0 C 

-12 〜 12) 

3( al):DETUNE 

($ CE 〜 $32 

-50 〜 + 50) 

4( al):PAN 

<0 〜 13:10 

〇〜 0:10, C , C + D , D ) 


TRACK 2 〜 8 


以下同様 

( Ml マニュアル pl 26# 照) 


ofs +5 (al ):DiiMy 
ofs +6( al):EQ High 
ofs +7( al):EQ Low 


($ F 4 〜 $0 C :-12 〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : — 12 〜 + 12) 


10 :Stereo Delayt , ll:Cross Delay 
ofs +0( al):Delay Time L ( L ) 
ofs + l ( al):Delay Tiie L ( H ) 
ofs +2( al):Feedback 
ofs +3( al):High Daip 
ofs +4( al):Delay Tiae R ( L ) 
ofs +5( al):Delay Tiie R ( H ) 
ofs +6( al):EQ High 
ofs +7( al):EQ Low 


(0 〜 500) 


($9 D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜500〉 


($ F 4 〜 $0 C : - 12〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : — 12〜 + 12) 


12〜13 : Stereo Chorus 
ofs +0( al):Depth 
ofs + l ( al):Speed 


ofs +2( al ): LF 0 Status 


ofs +3( al):Feedback 
ofs +4( al ): De 1 ay Time 


1 〜 2 (14 〜 15: Flanger ) 

(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜3.00 0.03 step 
100〜 199:3.1 〜13.0 O.lstep 
200〜216:14•〇〜30.0 l . Ostep ) 
( BIT 0: Wavefor » =0: Sin , =1 : Tri 
BlTl:Phase =0:0.0° ,=1 :180° 
BIT 2: WaveShape = 0: Normal 

=1 :for FI anger ) 
($9 D 〜 $63: - 99 〜 +99) 
(0 〜 200),(0 〜 50) 


ofs .5 (al ): Dum >. 
ofs +6( al):EQ High 
ofs +7( al):EQ Low 


0 

($ F 4 〜 $0 C : - 12 〜 + 12) 
($ F 4 〜 $0 C : — 12 〜 + 12) 


ファンクシヨン $42 ZM Ml EFFECT SETUP 

機能 Ml の SEQ - S 0 NG 0 のエフヱクトバラメータの設定 

引数 al . l : エフエクトバラメータ格納バッファアドレス 
戻り値 d 0. 1=0:正常終了 

(10. 1=0以外：エラーコード 

«考 al . l で表される領域にはダミーデータも含めて必ず25個のエフエ 
クトバラメータが記載されていなければならない。 


0( al):Effect 1 Pattern No . 
l ( al):Effect 2 Pattern No . 
2( al):Effect 1 L-Ch E.Balnc 
3( al):Effect 1 R-Ch E.Balnc 
4( al):Effect 2 L-Ch E.Balnc 
5( al):Effect 2 R-Ch E.Balnc 
6( al):Output 3 Pan 
7( al):Output 4 Pan 
8( al):Effect 1/0 


(0 〜 33:1 〜 32, Thru ) 

(0 〜 33:1 〜 32, Thru ) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜 101:0 FF ,100:0 〜 0:100) 
(0 〜 101:0 FF ,100:0 〜 0:100) 


( BIT 0 :Effect 1 L-Ch 0 = 0 FF /1=0 N 
BITl:Effect 1 R-Ch 0 = 0 FF /1=0 N 


BIT 2 :Effect 2 L-Ch 0 = 0 FF /1=0 N 
BIT 3 :Effect 2 R-Ch 0 = 0 FF /1=0 N ) 


B 1 T 4 :Effect 2 0= PARALLEL /1= SERIAL ) 


effect [9 〜 16】： E!ffect 1 Paraaeter 
effect [17 〜 24 ]:Effect 2 Parameter 


Structure of Effect Parameter 

(ofs = 9 or 17) 

1 〜 3 :Hall (4,5: Rooi ,6 :Live Stage ) 

ofs +0( al):Reverb Tiie (0 〜 97:0.2 〜 9.9)，（0 〜 48:0.2 〜 5.0) 

ofs + l ( al):DumjHy 0 


16〜 17 :Phase Shifter 1 〜 2 
ofs +0( al):Depth 
ofs + l ( al):Speed 


ofs +2( al ): LF 0 Status 


ofs +3( al):Feedback 
ofs +4( al):Manual 
ofs +5( al):Duiiy 
ofs +6( al):Dumiy 
ofs +7 (al ):DuMy 


(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜3.00 0.03 step 
100〜 199:3 •卜13.0 O.lstep 
200〜216:14•〇〜30.0 l . Ostep ) 
( BIT 0 ：Waveform =0: Sin ,=1 : Tri 
BITl:Phase =0:0.0°, = 1:180° 

BIT 2: Wave Shape =0 : Nona 1 

= l:for FI anger ) 
($9 D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
(0 〜 99) 

0 

0 

0 


18〜19 : Stereo Toreiolo 1〜2 


ofs +0( al):Depth 
ofs + l ( al):Speed 


ofs +2( al ): LF 0 Status 


(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 
100 〜 199:3.1 〜 13.0 o.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
(BIT0：Waveforn =0:Sin,=1:Tri 
BITliPhase =0:0.0° ,=1 :180° 


ofs +3( al):Shape 


BIT2：Wave Shape = 0:Normal 

=1:for FI anger) 
($9D 〜 $63: — 99 〜 + 99) 


ofs +4( al):Duiay 



ofs +5( al):DuMy 
ofs +6( al):EQ High 
ofs +7( al):EQ Low 


0 

($F4 〜 $0C: - 12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 
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20:Equalizer 


ofs.0(al):Duminy 

• 

0 

籲 

• 

ofs+3(al):Dummy 

• 

0 

ofs+4(al):Low fc 

(0 〜 2:0.25k ， 0.50k ， 1.00k) 

ofs+5(al):High fc 

(0 〜 2:lk,2k,4k) 

ofs+6(al):High Gain 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 

ofs+7(al):Low Gain 

($F4 〜 $0C: - 12 〜 + 12) 

21:Overdrive 

ofs+0(al):Dummy 

0 

ofs+l(al ):Diimmy 

0 

ofs+2(al):Drive 

(0 〜 99) 

ofs+3(al):Level 

(0 〜 99) 

ofs+4(al):Dummy 

0 

ofs+5(al):Duiiy 

0 

ofsi6(al):EQ High 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 

ofs+7(al):EQ Low 

($F4 〜 $0C:-12 〜+ 12> 

22:Distortion 

ofs^0(al):Dummy 

0 

ofs+l(al):Dummy 

0 

ofs+2(al):Distortion 

(0-99) 

ofs+3(al):Level 

(0 〜 99> 

ofs+4(al):Dummy 

0 

ofs+5(al):Dummy 

0 

ofs+6(al ):[)umiiy 

0 

ofs+7(al):EQ Low Gain 

UF4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 

23:Exciter 

ofs+0(al):Blend 

($9D 〜 $63: -99〜 + 99) 

ofs+l(al ):Rinphatic Point 

(0 〜 9:1 〜 10) 

ofs+2(al ):Dmuiy 

• 

0 

曹 

• 

ofs+5(al):Dummy 

• 

0 

ofs+6(al):EQ High 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 

ofs+7(al):EQ Low 

($F4 〜 $0C: -12〜 + 12) 

24:Synphonic Ensaible 

ofs+0(al):Depth 

(0 〜 99) 

ofs+Kal )：[)ununy 

• 

0 

麄 

# 

ofs+5(al ):DiiBBy 

# 

0 

ofs^6(al):EQ Hi^h 

($F4 〜 $0C:-12 〜+ 12> 

ofs+7(al):EQ Low 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 

25:Roteffect Speaker 

ofs+0(al):Depth 

(0 〜 99) 

ofs+l(al):Dummy 

0 

ofs+2(al)•• Speed Rate 

($F6 〜 $0A: —10〜+ 10> 

ofs+3(al):Dummy 

# 

0 

• 

• 

ofs+7(al):Dummy 

• 

0 

26:Delay/Ha11 

ofs+0(al):Delay Time (L) 

(0 〜 500) 

ofs+l(al):Delay Time (H) 

ofs+2(al ):Feedback 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 

ofs+3(al ):High Damp 

(0 〜 99) 

ofs+4(al ):Reverb Tine 

(0 〜 97:0.2 〜 9.9) 

ofs+5(al ):Dununy 

0 

ofs+6(al):High Damp 

(0 〜 99) 

ofs+7(al):Pre Delay 

(0 〜 150) 

27:Delay/Rooi 

ofs+0(al):Delay Time (L) 

(0 〜 500) 

ofs+l(al):Delay Time (H) 

ofs+2(al):Feedback 

($9D 〜 $63:—99 〜 99) 

ofs+3(al):lligh Damp 

(0 〜 99) 


ofs+4(al):Reverb Tiae 

(0 〜 97:0.2 〜 9.9) 

ofs+5(al):DuMy 

0 

ofs+6(al):High Daip 

(0 〜 99) 

ofs+7(al):Pre Delay 

(0 〜 150) 

28:Delay/Early Reflection 

ofs+0(al):Delay Tine (L) 

(0 〜 500) 

ofs+l(al):Delay Tiae (H) 

ofs+2(al):Feedback 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 

ofs+3(al):High Daup 

(0 〜 99) 

ofs+4(al):E/R Time 

(0 〜 30:100 〜 400) 

ofs+5(al ):Pre Delay 

(0-150) 

ofs+6(al ):Dununy 

0 

ofs+7(al ):I)um>. 

0 

29:Delay/Chorus 

ofs^0(al)?Dolay Tia^ L (L) 

(0 〜 500) 

ofs+l(al):Delay Time L (H) 

ofs+2(al>:Feedback L 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 

ofs+3(al}:High Daip L 

(0 〜 99) 

ofs+4(al):Delay Tine R (L) 

(0 〜 500) 

ofs+5(al):Delay Tine R (H) 

ofs+6(al):Feedback R 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 

ofs+7(al):High Daip R 

(0 〜 99) 

30:Delay/Chorus (31:Delay Flanker) 

ofs+0(al):Delay Time (L) 

(0 〜 500) 

ofsH(al):Delay Tine (H) 

ofs+2(al):Feedback 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 

ofs+3(al):High Daaip 

(0 〜 99} 

ofs+4(al):Depth 

(0 〜 99) 

ofs+5(al):Speed 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 

ofs+6(al):LF0 Status 

100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
(BITOrWaveforn =0:Sin,=l:Tri 

ofs+7(al):Feedback 

BITl:Phase =0:0.0° f =l :180° 
BIT2:Wave Shape=0:Nonal 

= l:for FI anger) 
0,($9D 〜 $63:-99 〜 99) 

32:Delay/Phaser 

ofs+0(al):Delay Time (L) 

(0 〜 500) 

ofs+l(al):Delay Tiae (H) 

ofs+2(al):Feedback 

($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 

ofs.3(al):High Daip 

(0 〜 99) 

ofs+4(al):Depth 

(0 〜 99) 

ofs+5(al):Speed 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03 step) 

ofs^6(al):Feedback 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 

ofs+7(al ):I)umniy 

0 

33:Delay/Tre«olo 

ofs+0(al):Delay Time (L) 

(0 〜 500) 

ofs+l(al):Delay Tine (H) 

ofs+2(al):Feedback 

($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 

ofs.3(al):High Daip 

(0 〜 99) 

ofs+4(al):Depth 

(0 〜 99) 

ofs+5(al):Speed 

(0 〜 99:0. 03 〜 3.00 0.03step) 

ofs+6(al):DuM>. 

0 

ofs+7(al):Shape 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 

(Ml マニュアル pl27 参照） 


フアンクシヨン $43 ZM _ M 1 _PRINT 

櫟能 Ml の SEQ-S0NG0 のタイ ト ル 設定 

引数（12.1: メッセージ 長（卜10) 

al . l : 文字列 格納 バッファアドレス 
戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d0.1=0 以外：エラーコード 

備考 メッセージは 10 文字以内で al.l からの 領域に 文字列を記述してお 



ファンクション $44 ZM _ SEND _ T 0_ M 1 

機能 Ml へバラメータを送信する 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 

戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

磺考 DEVICE lD = & H 30 + ( グローバルチャンネル ー 1) 

グローバル チャンネルは GLOBAL モー ドの F 5 — 1で設定できる 0 
d 3. w は省略可能。省略すると以前設定したものが選択される。© 
初の使用時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト値$30が選択 
される。 

必ずファンクション M し SETUP 〜ファンクション M し PRINT を設定し 
てからこのファンクションを実行すること。 

ファンクション Ml _ EFFECT _ SETUP のみ省略が可能。このろきは Z-M 

US 1 C が持つデフォルトデータが送信される0 

ファンクション Ml _ SETUP 〜ファンクション M し PRINT の間に M 1 関 

係以外のファンクションコールがあると正常なデータが送信され 

ない。 

例 

lea midi ( pc),al 
Z MUSIC # M 1. SETUP 

lea setup ( pc),al 
Z_MUSIC # M 1 PART SETUP 

lea print ( pc),al 
Z MUSIC # M 1 _PRINT 

noveq .1 #-1 ,dl 
noveq.l #-1 , d 3 
Z—MUSIC # SEND . T 0. M 1 
rts 

midi : dc.b 2,1,4, 3,6,5,8 ,7 

setup ： /* 音色，音 i , キ-トランス J °- r , r チュ-ン ，ハ。 ンのフオ-マット 拿/ 


dc.b 

0,99,0,0,5 

♦TRACK 1 

dc.b 

0,99,0,0,5 

•TRACK 2 

dc.b 

0,99,0,0,5 

♦TRACK 3 

dc.b 

0,99,0,0,5 

♦TRACK 4 

dc.b 

0,99,0,0,5 

♦TRACK 5 

dc.b 

0,99,0,0,5 

♦TRACK 6 

dc.b 

0,99,0,0,5 

♦TRACK 7 

dc.b 

0,99,0,0,5 

♦TRACK 8 


print : dc.b ’ Z . Nishikawa ， ，0 

ファンクシヨン$46 ZM „ SC 88 — M 0 DE_SET 

機能 SC -88 モード設定 

引数 dl . w : MlDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI - OUT を使用 
d 3.1 w:DEVICE 1 D ( 0-127,-1: 以前の值を使用) 
d 3. hw : SC -88 M 0 DE (0: Single , 1: Double ) 

戻り 值 （10.1=0: 正常終了 

d 0. 1=0以外： エラーコード 

㈣ 考 d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される0屘忉の使用 

時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト値$10が選択される。 

ファンクシヨン$47 ZM _ SC 88 —REVERB 

機能 SC -88 のリバーブバラメータの設定 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: リバ ーブ バラ メータデータ サイズ（卜 8) 
d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用） 
al . l : リバーブバラメータ格納バッファアドレス 

戻り 值 d 0.1=0: 正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にリバーブバラメータを記述しておく。 d 2.1 は8 
以内で、指定した個数分のバラメータが SC -88 へ送信される。 
d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト磺$10が選択される 


0 ( a 1 ) : REVERB MACRO (00: Room 1,01: Roob2, 02 : Roob3, 

03: Halll ,04: Hall 2,05: Plate , 
06: Delay ,07 :Panning Delay ( FB )) 


l ( al):REVERB CHARACTER ($00 〜 $07) 

2( al):REVERB PRE-LPF ($00 〜 $07) 

3( al):REVERB LEVEL ($00 〜 $7 F ) 

4( al):REVERB TIME ($00 〜 $7 F > 

5( al):REVERB DELAY FEEDBACK ($00 〜 $7 F ) 

6( al):REVERB SEND LEVEL TO CH 0 RUS ($00 〜 $7 F / SC -88 ではダミー) 
7( al):REVERB PRE-DELAY TIME ($00 〜 $7 F ) 

( SC -88 VL マニュアル p 77# 照） 


ファンクシヨン$48 ZM _ SC 88 —CHORUS 

機能 SC -88 のコーラスバラメータの設定 

引数 dl . v : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: コーラスバラメータデータ サイズ（卜9> 

d 3. w：DEVICE 1 D (0-127,-1: 以前の镇を使用) 

al . l : コーラスバラメータ格納バッファアドレス 
戻り值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にコーラスバラメータを記述しておく 0 (12.1は9 

以内で指定した個数分のバラメータが SC -88 へ送信される。 
d 3. w を -1 とすると以前設定したものが選択される。 SW の使用時 
に省略した場合は Z - MUS 1 C 内のデフォルト値$10が選択される0 

0 ( a 1 ) : CHORUS MACRO (00: Chorus 1,01: Chorus 2,02: Chorus 3 ， 

03: Chorus 4,04 :Feedback Chorus , 

05: FIanger ,06 :Short Delay , 

07 :Short Delay ( FB )) 


l ( al):CHORUS PRE-LPF 

($00 〜 $07) 

2( al ): CH 0 RUS LEVEL 

($00 〜 $7 F ) 

3( al ): CH 0 RUS FEEDBACK 

($00 〜 $7 F ) 

4( al):CHORUS DELAY 

($00 〜 $7 F ) 

5( al ): CH 0 RUS RATE 

($00 〜 $7 F > 

6( al ): CH 0 RUS DEPTH 

($00 〜 $7 F ) 

7( al ): CH 0 RUS SEND LEVEL TO REVERB 

($00 〜 $7 F ) 

8( al):CHORUS SEND LEVEL TO DELAY 

($00 〜 $7 F ) 

( SC -88 VL マニユアル p 78# 照） 



ファンクシヨン $49 ZM _ SC 88 _DELAY 

楗能 SC -88 のディレイバラメータの設定 

引数 dl . w . MIDl ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント M 1 D 卜 OUT を使用 
d 2.1: ディレイバラメータデータサイズ（卜1 U 
d 3. w:DEVICE 1 D (0-127，-1: 以前の值を使用) 
al . l : ディレイバラメータ格納バッファアドレス 
戻り值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にリバーブバラメータを纪述しておく。 d 2.1 は11 

以内で、指定した個数分のバラメータが SC -88 へ送信される。 
d 3. w を-1とすると以前設定したものが選択される。 崧 初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト値$10が選択される 


0( al):DELAY MACRO 


l ( al):DELAY PRE-LPF 
2( al):DELAY TIME CENTER 
3( al):DELAY TIME RATIO LEFT 
4( al):DELAY TIME RATIO RIGHT 
5( al>:DELAY LEVEL CENTER 
6( al):DELAY LEVEL LEFT 
7( al):DELAY LEVEL RIGHT 
8( al):DELAY LEVEL 
9( al):DELAY FEEDBACK 


(00: Delayl ,01: Delay 2,02: Delay 3, 
03: Delay 4,0 4 :Pan Delayl , 

05 :Pan Delay 2,06 :Pan Del ay 3, 

07 : Pan Delay 4,0 8 :Delay to Reverb , 
09 :Fan Repeat ) 

($00 〜 $07) 

($01 〜 $73:0.1 ms 〜 sec ) 
■: FT ($01 〜 $78:4 〜50010 

[GHT ($01 〜 $78:4 〜50050 

( S 00- S 7 F ) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F ) 

($00 〜 $7 F :-64 〜 +63) 


10( al):DELAY SENDLEVEL TO REVERB ($00 〜 $7 F ) 
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( SC -88 VL マニユアル p 78 参照) 


ファンクシヨン $4a ZM_SC 88 EQUALIZER 

櫟能 SC -88 のイコライザバラメータの設定 
引数 dl . w : MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: イコライザバラメータデータサイズ（卜 4) 

d 3. w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の镱を使用) 

al . l : イコライザバラメータ格納バッファアドレス 
戻り值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にコーラスバラメータを記述しておく。 d 2.1 は 
4以内で指定した個数分のバラメータが SC -88 へ送信される。 

(13. w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時 
に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト値$10が選択される。 


0( al):EQ LOW FREQ 
l ( al):Eg LOW GAIN 
2( al):EQ HIGH FREQ 
3( al):EQ HIGH GAIN 

( SC -88 VL マニユアル p 78 参照) 


(0,1:200 Hz ,400 Hz ) 

($34 〜 $4 c :-12 〜 + 12 dB ) 
(0,1:3 kHz ,6 kHz ) 

($34 〜 $4 c :-12 〜 + 12 dB ) 


ファンクシヨン $4b ZM_SC88 PART SETUP 

(ZM 一 SC88 PA 叮 —PARAMETER) 

楗能 SC -88 のバートバラメータの設定 

引数 dl _ w : MIDI ボートの番号(0-3> 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
d 2.1: バートバラメータデータサイズ（卜127) 
d 3. Iw:DEVICE ID (0-127,-1 ••以前の偵を使用） 
d 3. hw:PART NUMBER (卜 16) 

al . l : バートバラメータ格納 バッファア ドレス 
戻り值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

«考 al . l からの領域にバートバラメータを記述しておく。 d 2.1 は 

127以内で指定した個数分のバラメータが SC -88 へ送信される。 
d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。 ffJ 初の使用 
時に右略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト«$10が選択される0 


0( al):Rx CHANNEL 
l ( al):Rx PITCH BEND 
2( al):Rx CH PRESSURE ( CAf ) 
3( al):Rx PROGRAM CHANGE 
4( al):Rx CONTROL CHANGE 
5( al):Rx POLY PRESSURE ( PAf ) 
6( al):Rx NOTE MESSAGE 
7( al):Rx RPN 
8( al):Rx NRPN 
9( al):Rx M 0 DURATI 0 N 
10( al):Rx VOLUME 
ll ( al):Rx PANP 0 T 
12( al):Rx EXPRESSION 
13( al):Rx H 0 LD 1 
14( al):Rx PORTAMENTO 
15( al):Rx S 0 STENUT 0 
16( al):Rx SOFT 
17( al ): M 0 N 0/ P 0 LY MODE 


(1 〜 16,17 = 0 FF ) 
(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1: OFF / ON ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1:0 FF /0 N ) 

(0 〜 1: M 0 N 0/ P 0 LY ) 


18( al).-ASSIGN MODE (0: SINGLE ,1: LIMITED - MULTI ,2: FULL - MULTI ) 
19( al):USE FOR RHYTHM PART (0:0 FF ,1: MAP 1,2: MAP 2) 

20( al):PITCH KEY SHIFT ($28 〜 $58:-24 〜 +24[ semi tone ]) 

21( al):PITCH OFFSET FINE ( upper ) ($08〜$ F 8.〜12 •〇〜 + 12.0[ Hz 】） 
22( al):PITCH OFFSET FINE ( lower ) // 

23( al):PART LEVEL (0 〜 127) 

24( al ): VEL 0 CITY SENSE DEPTH (0 〜 127) 

25( al):VELOCITY SENSE OFFSET (0 〜 127) 

26 (a 1 ):PART PANP 0 T (0: RANDOM ，〇 1( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT )) 


27( al):KEY RANGE LOW 
28( al):KEY RANGE HIGH 
29( al):CCl CONTROL NUMBER 
30( al ): CC 2 CONTROL NUMBER 
31( al):CHORUS SEND LEVEL 


(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 
(0 〜 127: C -1 〜 G 9) 
(0 〜 127) 

(0 〜 127) 

(0-127) 


32( al):REVERB SEND LEVEL (0 〜 127) 

33( al):Rx BANK SELECT (0: OFF ,1: ON ) 

34( al):Rx BANK SELECT LSB (0:0 FF ,1:0 N ) 

35( al):PITCH FINE TUNE ( Upper ) 

($00 00 〜 $40 00 〜 $7 f 7 f :-100 〜〇〜+ 100) 
36( al).PITCH FINE TUNE ( Lower ) 


37( al):DELAY SEND LEVEL 

38( al):Vibrato rate 
39( al):Vibrato depth 
40( al):TVF cutoff freq . 
41( al):TVF resonance 
42( al ): TVF&TVA Env.attack 
43( al ): TVF&TVA Env.decay 

44( al ); TVF&TYA Env.release 
45( al):Vibrato delay 

46( al):SCALE TUNING C 
47( al):SCALE TUNING C # 
48( al):SCALE TUNING D 
49( al):SCALE TUNING D # 
50( al ): SCAI.E TUNING E 
5 l ( al):SCALE TUNING F 
52( al):SCALE TUNING F # 

53( al):SCALE TUNING G 
54( al):SCALE TUNING G # 

55( al):SCALE TUNING A 
56( al):SCALE TUNING A # 
57( al):SCALE TUNING B 


(0 〜 127) 

($00 〜 $7 f :-64 〜 + 63) 
($00 〜 $7 f : - 64 〜 + 63) 
($00 〜 $7 f :-64 〜 + 63) 
($00 〜 $7 f : -64〜 + 63) 
($00 〜 $7 f : — 64〜 +63) 
($00 〜 $7 f : — 64〜 +63) 
( W 0〜$7 f :_64〜+63) 

($00 〜 $7 f : -64〜 + 63) 

($00 〜 $7 F : — 64〜+63 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : — 64〜+63 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : — 64〜+ 63 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : — 64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : — 64〜 + 63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : — 64〜 + 63[ cent 】） 
($00〜$7卜’: 一 64〜+ 63 [ cent ]) 
( $00〜 $7 F : — 64〜 +63[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : -64〜 + 63[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : — 64〜 + 63[ cent ]) 


58( al ): M 0 D FITCH CONTROL ($28 〜 $58 ••- 24 〜 +24[ seBitone ]) 
59( al ): M 0 D TVF CUTOFF C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : -9600〜 + 9600[ CENT 】) 


60( al):MOD AMPLITUDE CONTROL 
61( al ): M 0 D LF 01 RATE CONTROL 
62( al ): M 0 D LF 01 PITCH DEPTH 
63( al ): M 0 D LF 01 TVF DEPTH 
64( al ): M 0 D LF 01 TVA DEPTH 
65( al ): M 0 D LF 02 RATE CONTROL 
66( al ): M 0 D LF 02 PITCH DEPTH 
67( al ): M 0 D LF 02 TVF DEPTH 
68( al ): H 0 D LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】> 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ t ]) 
($00 〜 $7 F : - 10.0〜 + 10.0[ Hz 】> 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
_ 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】> 
($00 〜 $7 F :0 〜 100.0 [川 


69( al):BEND PITCH CONTROL ($.10 〜 $58: - 24 〜 + 24[ senitone 】) 
70( al):BEND TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F :- 9600〜 + 9600 [ CENT ]) 
71( al):BEND AMPLITUDE C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0 [幻） 
72( al):BEND LF 01 RATE CONTROL ($00 〜 $7 F : - 10 •〇〜 + 10.0[ Hzj ) 
73( al):BEND LF 01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】） 
74( al):BEND LF 01 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】） 
75( al):BEND LF 01 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜100.0 [ X ]) 
76( al):BEND LF 02 RATE CONTROL <$00〜 $7 F : -10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
77( al):BEND LF 02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
78( al):BEND LF 02 TVF DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
79( al):BEND LF 02 TVA DEPTH ($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 は]) 


80( al):CAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[ semitone ]) 
81( al):CAf TVF CUTOFF C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : - 9600〜 + 9600[ CENT ]) 
82( al):CAf AMPLITUDE CONTROL ($00 〜 $7 F : -100•〇〜 + 100.0[ X 】） 


83( al):CAf LF 01 RATE CONTROL 
84( al):CAf LF 01 PITCH DEPTH 
85( al):CAf LF 01 TVF DEPTH 


86( al):CAf LF 01 TVA DEPTH 
87( al):CAf LF 02 RATE CONTROL 
88( al):CAf LF 02 PITCH DEPTH 
89( al):CAf LF 02 TVF DEPTH 
90( al):CAf LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F :0 〜100.0 [ X 】） 
($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 U ]) 


91( al):PAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58: — 24 〜 + 24[ semitone ]) 
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92( al):PAf TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7 F :— 9600 〜 + 9600 [ CENT ]) 


93( al):PAf AMPLITUDE CONTROL ($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 


94( al):PAf LF 01 RATE CONTROL 
95( al):PAf LF 01 PITCH DEPTH 
96( al):PAf LF 01 TVF DEPTH 
97( al):PAf LF 01 TVA DEPTH 


($00〜$7 F :-10.0〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 


98( al):PAf LF 02 RATE CONTROL 
99( al):PAf LF 02 PITCH DEPTH 
100( al):PAf LF 02 TVF DEPTH 
101( al):PAf LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : - 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
($00 〜 $7 F :0 〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X ]) 


102( al):CCl PITCH CONTROL ($28 〜 $58: — 24 〜 + 24[ seiitone ]) 
103( al):CCl TVF CUTOFF C 0 NTR 0 L ($00 〜 $7 F : — 9600〜 + 9600[ CENT ]) 


104( al):CCl AMPLITUDE CONTROL 
105( al):CCl LF 01 RATE CONTROL 
106( al):CCl LF 01 PITCH DEPTH 
107( al):CCl LF 01 TVF DEPTH 
108( al):CCl LF 01 TVA DEPTH 
109( al):CCl LF 02 RATE CONTROL 
110( al):CCl LF 02 PITCH DEPTH 
lll ( al):CCl LF 02 TVF DEPTH 
112( al):CCl LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : —100•〇〜 + 100.0[ X ]) 
($00 〜 $7 F : - 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]> 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】) 
($00 〜 $7 F : —10.0〜 + 10.0[ Hz 】） 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0[ X 】) 


113( al ): CC 2 PITCH CONTROL ($28 〜 $58:-24 〜 + 24[ senitone ]) 
114( al ): CC 2 TVF CUTOFF CONTROL ($00 〜 $7 F : -9600〜 + 9600[ CENT 】) 


115( al ): CC 2 AMPLITUDE CONTROL 
116( al ): CC 2 LF 01 RATE CONTROL 
117( al ): CC 2 LF 01 PITCH DEPTH 
118( al ): CC 2 LF 01 TVF DEPTH 
119( al ): CC 2 LF 01 TVA DEPTH 
120( al ): CC 2 LF 02 RATE CONTROL 
121( al ): CC 2 LF 02 PITCH DEPTH 
122( al ): CC 2 LF 02 TVF DEPTH 
123( al ): CC 2 LF 02 TVA DEPTH 


($00 〜 $7 F : - 100•〇〜 + 100.0[ X 】) 
($00 〜 $7 F : - 10 •〇〜 + 10.0[ Hz 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent 】) 
<$00〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜100.0“】） 
($00 〜 $7 F : — 10 •〇〜 + 10.0[ Hz ]) 
_ 〜 $7 F : 〇〜 600[ cent ]) 
($00 〜 $7 F : 〇〜2400 [ cent 】) 
($00 〜 $7 F : 〇〜 100.0 [川 


124( al ): T 0 NE MAP NUMBER ( 0: SELECTED , 1: SC -55, 2: SC -88) 
125( al ): T 0 NE MAPO NUMBER (丨： SC -55,2: SC -88) 
126( al):EQ ON/OFF (0:0 FF ,1:0 N ) 
( SC -88 VL マニュアル p 79 〜 p 81 参照） 


ファンクシヨン $4c ZM SC88 DRUM_SETUP 

(ZM_SC88_DRUM_PARAMETER) 

橼能 SC -88 のドラムセットアッブ設定 

引数 dl . w : MIDl ボートの港号 （0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

d 2.1: ドラムセットアップバラメータ • データサイズ（1-9> 
d 3.1 w : dO - dl 5 =DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用) 
d 3. hw ! b : N 0 TE NUMBER (0-127) 
d 3. hwhb:MAP NUMBER ( O - l ) 

al . l : ドラムセットアップバラメータ格納バッファアドレス 
戻り値 d ( M =0: 正常終了 

dO . 1=0以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にドラムセットアップバラメータを3己述しておく。 

d 2.1 は9以内で指定した個数分のバラメータが SC -88 へ送信される。 
d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用 
時に省略した場合は Z - MDS 1 C 内のデフオルト侦$10が選択される。 


0( al):PLAY KEY NUMBER 
l ( al):LEVEL 

2( al):ASSIGN GROUP NUMBER 
3( al ): PANP 0 T 
4( al):REVERB DEPTH 
5( al ): CH 0 RUS DEPTH 
6( al):Rx NOTE OFF 
7( al):Rx NOTE ON 
8( al):DELAY SEND LEVEL 
( SC -88 VL マニュアル p 82 参照) 


(0-127) 

(0 〜 127) 

(0: N 0 N ,1 〜 127) 
(0 : RAND 0 M ,01( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT )) 
(0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 

(0 〜127:0•〇〜 1.0) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

( 0〜1 •• 0 FF /0 N ) 

(0-127:0 •〇〜1.0) 


ファンクシヨン $4d ZM SC88 DRUM—NAME 


機能 SC -88 のドラムセット名設定 

引数 dl . w : MlDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: ドラムセットアップバラメータデータサイズ （1-8) 

d 3.1 w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の値を使用) 
d 3. hw:MAP NUMBER (0,1,$80,$81) 
al . l : ドラムセット名文字列格納バッファアドレス 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 文字列は12文字以内で al . l からの領域に文字列を記述しておく。 

d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用 
時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフオルト値$10が選択される。 
MAP NUMBER 480 がユーザードラムセット65 , MAP NUMBER 二$81が 
ユーザードラムセット66に対応する。 

( SC -88 VL マニュアル p 82 参照） 


ファンクシヨン $4e ZM SC88_USER.INST 

機能 SC -88 のユーザー音色の投定 
引数 dl . w : MlDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
d 2.1: ユーザー音色バラメータデータサイズ （1-11) 
d 3.1 w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 
d 3. hwlb:PROGRAM NUMBER (0-127) 
d 3. hwhb:BANK NUMBER ( O - l ) 

al . l : ユーザー音色バラメータ 格納 バッファアドレス 
戻り 傕 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

備考 al . l からの領域にユーザー音色バラメータを記述しておく。 

d 2.1 は11以内で指定した個数分のバラメータが SC -88 へ送信され 
る。 

d 3. lw を-1とすると以前設定したものが選択される0 ZRWJ の使用 
時に S 略した坳合は Z - MUSIC 内のデフオルト№$10が選択される0 


0( al):SOURCE TONE #( MAP ) 
l ( al):BANK NUMBER MSB 
2( al):PROGRAM NUMBER 
3 ( alVibrato rate 
4( al):Vibrato depth 
5( al):TVF cutoff freq . 

6( al):TVF resonance 
7( al ): TVF&TVA Env.attack 
8( al ): TVF&TVA Env.decay 
9( al ): TVF&TVA Env.release 
10( al):Vibrato delay 

( SC -88 VL マニュアル p 82 参照) 


( 1 , 2 ) 

(0 〜 127) 

(0 〜 127) 

($00〜$7 f :-64〜 + 63) 
($00 〜 $7 f : — 64 〜 + 63) 
($00〜$7 f :-64〜 + 63> 
($00〜$7 f :-64〜 + 63) 
($00〜$7 f :-64〜 + 63) 
($00 〜 $7 f : — 64 〜 + 63) 
($00 〜 $7 f :-64 〜 + 63) 
($00 〜 $7 f :-64 〜 + 63) 


ファンクシヨン $4f ZM_SC88_USER_DRUM 

機能 SC -88 のユーザードラムセットの設定 

引数 dl . w : MIDl ボートの番号（0-3> 

•1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

d 2.1: ユーザードラ厶セットバラメータデータサイズ （ M 2) 

d 3.1 w:DEVICE ID (0-127,-1: 以前の值を使用) 
d 3. hwlb : N 0 TE NUMBER (0-127) 
d 3. hwhb:SET NUMBER ( O - l ) 

al . l : ユーザードラムセツトバラメータ格納バッファ 
戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

«考 al . l からの領域にユーザードラムセットバラメータを記述してお 

<〇 

d 2.1 は12以内で指定した個数分のバラメータが SC -88 へ送信され 
る。 

d 3.1 w を-1とすると以前設定したものが選択される。最初の使用 
時に省略した場合は Z - MUSIC 内のデフォルト値$10が選択される。 


0( al):PLAY KEY NUMBER (0 〜 127) 


l ( al):LEVEL ( G 〜 127) 

2( al):ASSIGN GROUP NUMBER (0: N 0 N ,1 〜 127) 

3( al ): PANP 0 T (0: RAND 0 M ，01( LEFT ) 〜 64 〜 127( RIGHT )) 

4( al):REVERB DEPTH (0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 

5( al ): CH 0 RUS DEPTH (0 〜 127:0 •〇〜 1.0) 
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6( al):Rx NOTE OFF (0 〜 l : OFF / ON ) 

7( al):Rx NOTE ON (0 〜 1:0 FF /0 N ) 

8( al):DELAY SEND LEVEL (0-127:0 •〇〜 1.0) 

9( al):SOURCE DRUM SET #( MAP ) (1-2) 

10( al ): PR 0 GRAM NUMBER (0-127) 

ll ( al):SOURCE NOTE NUMBER (0-127) 

( SC -88 VL マニユァ ル p 82 参照） 

ファンクション $50 ZM PCM READ 

機能 （ AD ) PCM ファイルの登録 

引数 dl . lw ••登録番号 （ トーン番号の場合:〇〜 32767) 

(音色番号の場合: $8000+(0 〜 32767) 
dl . hw : PCM 加エコマンド （ PPC ) で PCM データ加工するか 

(-1: YES ，0: N 0) 

d 2. hwhb : 登録次元 (-1 :AD PCM , l =16 BitPCM ,0= V 2 互換) 
d 2. hwlb : オリジナルキー： 0-127 

al . l : 登録データ情報および PPC 列格納バッファ（備考参照） 

0とすると dl . lw で表される登録済みのトーンや音色を削除 
戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：ェラーコード 
a 0.1: al . l 処理後のアドレス 

(ただし正常終了 （ d 0.1=0) のときのみ有効） 

備考 al . l から、最大32文字分の&色名文字列を格納する。 

終瑞コードは0。 

次にディスクから （ AD ) PCM ファイルを練みこむ場合はそのファイ 
ル名を格納する0終瑙コードは0。...（1) 

ディスクからデータを莸み込まずに、すでに Z - MUSIC 併 j に登録 
されている （ AD > PCM データをコビーして加工するには音色名の後 
ろに$0000を格納しさらにそのあとに参照畨弓を指定する。...（2) 
PPC で （ AD ) PCM を加工する場合には、 PPC 列をこの後ろに烙钠して 
おく 0 

また、 PPC で （ AD ) PCM を加工する場合は必ず dl . hw を-1とすること。 
dl . hw が0では、たとえ PPC があっても無視される。 

PPC については MEASURE 12を参照。 

(0 の場合 

[TONE NAME .. 最大32 文字], 0 , [FILENAME 文字列] ,0, PPC コマンド 

列… 

(2> の埸合 

[TONE NAME •••最大32文字],0,$00,$00, 参照 先番号 (2 bytes>,PPC 

コマンド列 ••• 

参照先番号は、 

ノート番号の場合:〇〜32767 
音色番号の場合:$8000+ ( 0〜 32767) 

で表される。 

ファンクション $51 ZM REGISTER ZPD 

機能 ZPD の登録 

引数 al . l : 登録する ZPD のファイルネーム格納アドレス 
戻り値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：ェラーコード 

ファンクション $52 ZM SET_ZPD TABLE 

機能 ZPD テーブルの登録 

引数 dl . l : ZPD バージョンタイブ (0: V 1.0 〜 V 2.0,1: V 3,2: PDX ) 
al . l : 登録する ZPD テーブルアドレス 

(ZPD ヘッダ 「 $la, ， ZaiaDPcM’ j 含まず） 

戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：ェラーコード 

鴿考 ZPD のテーブルの 搆 造については MEASURE 12 を参照 

ファンクション $53 ZM CONVERT PCM 

機能 （ AD ) PCM データの変換を行う 

引数 dl . vr 変換モード （0 :AD PCM to PCM , 1 : PCM TO AD PCM ) 

d 2.1: 変換元の ( AD ) PCM のデータサイズ 
al . l : 変換元となる （ AD ) PCM データの格納領域ァドレス 
a 2.1: 変換先となる （ AD ) PCM データの格納領域ァドレス 
戻り値なし 

フアンクシヨン $54 ZM_EXEC_SUBFILE 
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楗能 サブファイルの読み込みと実行 

引数 al . l : サブファイルのファイル名格納アドレス 

戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

«考 サブファイルとは演奏の際に必要となる別ファイルにまとめた 

補助ファイルのことを指す0具体的には、演奏ファイル （ ZMS , ZMD , 
0 PM ), AD PCM 定義リスト （ CNF ), ZPD ファイル、 MIDI データファイ 
ル （ MDD ， MID ) など0 

ファンクシヨン $55 ZM TRANSMIT_MIDI DUMP 

機能 MIDI データファイルの転送 

引数 dl . w : MIDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
al . 1 : MIDI データファイルのファイル名格納アドレス 

戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0以外：エラーコード 

備考 MIDI データファイル(こは、 vpr .2.0 以前でデー々ファイ 

ルとされてきた MDD ファイルと ver .3.0 から採用されたスタンダー 
ド MIDI ファイル （ F 0 RMAT 0) の2タイブがあるが、この関数では 
どちらも楽器へ転送することができる。 

ファンクシヨン $56 ZM SET WAVE F0RM1 

機能 波形メモリの登録1 

引数 dl . w : 波形番号 （8-32767) 

al . l : 波形メモリデータ格納バッファアドレス 

戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外：エラーコード 

«考 al . l で表される波形メモリデータは以下の構成を取る。 

0 (al ):(.1) 波形のデータサイズ（必ず偶数） 

4( al ):(. b ) ループタイブ （0: oneshot , 1: repeat ,2 : a 1 tanative ) 
5( al ):(. U ループ開始オフセット 
9( al ): U ) ループ終了オフセット 
13( al ):(. l ) ループ回数(0:〇〇,1〜) 

17( an : U ) ダミー 

21( alM . b ) 波形名文字列長 

22 (al >:(•?): 文字列（終期コード0:なし) 

偶数 アドレスから実際の波形データ （signed short ) 


※本ファンクションで®鲟された波形は Z - MUSIC に取り込まれる 
ため、登録後波形データ本体のメモリを解放しても溝わない。 

ファンクション $57 ZM SET_WAVE F0RM2 

機能 波形メモリの登録2 

引数 dl . w ••波形番号 (8-32767) 

a 1 • 1••波形メモリデータ格納バッファアドレス 
戻り僅 d 0. 1=0:正常終了 

(10.1=0 以外：エラーコード 

« 考 al . l で表される波形メモリデータは以下の媾成はファンクション 

ZM . SET _ WAVE _ F 0 R . M 1 と同じ 

※本ファンクションで登録された波形は Z - MUSIC に取り込まれな 
いため、登録後波形データ本体のメモリを解放してはならない。 

ファンクション $58 ZM OBTAIN EVENTS 

機能 各捕イベントの取得 

引数 dl . w ••どのイベントに関する設定を行うかのビットマーカー 

ビット=1でそのイペントの設定を更新する。 
al • 1:各«イベント発生時のジャンブ先とジャンブ条件が記述さ 
れた領域。 磷 成は備考参照。 

-1 とすると int omt によらず設定は一切行わない。 

戻り 值 aO -レ現在の設定を格納した領域のアドレス。_成は備考参照。 
備考 $00( al ): i _ play 実行時のジャンブ先アドレス dl . w の d 0 ビット 

$04( al ): B — stop 実行時のジャンブ先アドレス dl . w の dl ビット 

$08( al ): i _ cont 実行時ジャンプ先アドレス dl . w の d 2 ビット 

$0 c ( al ): 演奏終了時のジャンブ先アドレス dl . w の d 3 ビット 

$10( al ): 指定ループ回数 （0:0 FF , l -256) dl . w の d 4 ビット 

$14( al ): 指定回ループ時のジャンプ先アドレス dl . w の d 5 ビット 
$18( al ): 指定クロック （0:0 FF ,1 〜） dl . w の d 6 ビット 

$ lc ( al ): 演奏開始後指定クロック経過時の dl . w の d 7 ビット 

ジャンブ先アドレス 




dhw でビット =1 としたバラメータのみを al . l から記述しておく。 
dl . w でビット=0としたバラメータに関しては記述しない。 

たとえば dl . w =$81 の場合、 al . l からは、 

$00( al ) に 「 inj ) lay が実行されたときのジャンブ先アドレス」 

$04( al ) に「演奏開始後指定クロック経過したときのジャンブ先 

アドレス」 

を記述しておけばよい。 

なお、各ジャンブ先のルーチンではレジスタを破壊してはならず 
(保存する必要がある）、ルーチンの終溜は 「 RTS 」 命令で終わる 
必要がある。 

ファンクション $59 ZM LOOP CONTROL 

櫟能 ループ制御 

引数 dl . l : コントロールモード 

-1= ループ回数取得 
0=通常ループ指定 
1=ルーブ無視指定 

戻り 値 d 0.1=- l 以外：現在のループ回数 （1 〜） 
d 0. 1=-1:エラー 

備考 ループ無視指定にいては MEASURE 14参照0 

ファンクション $5a ZM„MASK_TRACKS 

機能 トラックマスク 
引数 al . l :0= 全トラックマスクモード 

••1 =トラックソロモード 

:0,1以外=マスクするトラックとマスクモードのペアを烙钠 
した領域のアドレス 

dl . w : al . l =0 のとき0=マスク解除，1=マスク反転，-1=マスク設定 
: al . 1=1のときソロ演癸させるトラック番号 （0-65534) 

: al . l =0， l 以外のとき無効 

戻り值 aO . l 二設定できなかったトラック番号 （. w ) の並びを格納した領域 

のアドレス。 

終纗コード =- l (. w > 

備考 al . l =0, l のとき、 al . l からは 
トラック番号 （. w >:0-65534, 

マスクモード （. vO :0 二 MASK OFF , い REVERSE , -UMASK ON 
の数值列を記載する。終 J * コードは （ short >- l 。 

ファンクション $5b ZM_MASK_CHANNELS 

機能 チヤンネルマスク 

引数 al .1:0= 全トラックマスクモード 

:1=トラックソロモード 

:0,1以外=マスクするトラックとマスクモードのペアを格納 
した領域のァドレス 

dl . w : al . l =0 のとき0=マスク解除，いマスク反転，-いマスク設定 
: al . l = l のときソロ演奏させるチヤンネル 1 D 
: al . l =0， l 以外のとき無効 

戻り値 a 0.1= 設定できなかったチャンネル IDU ) の並びを格納したァド 

レス， 

終瑞コード =- l (. w ) 

備考 al . l からは、 

チャンネル ID (. l ), マスクモード （. w ) 

の数値列を記載する。なお、チャンネルでは、 

チャンネル 1 D (上位16ビット ）：0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= MIDI 1,$8001= MIDI 2 
$8002= MID 13,$ 8003 = M 1 D 14 
-1= カレント MIDI 

チャンネル ID (下位16ビット）：チャンネル番号 0-15 
マスクモードは （0 :MASK OFF , 1: REVERSE ,-1 :MASK ON ) の値をとる。 
終端コードは- l (. w )。 

たとえば、 M 1 DI 1 の15チャンネル （ ID :$8000_000 e ) をマスク （ ID : 

AD PCM の3チャンネル （1 D :$0001 一000 2) をマスク反転 （ ID : 
$0001)する場合、 al . l からの内容は 

{ $8000，$000 e ,$ ffff ，$0001，$0002，$0001，$ ffff } 

となる。 

ファンクション $5c ZM_SET_CH—OUTPUT 一 LEVEL 

機能 各チャンネルの出カレベルの設定 

引数 al . l : 出カバラメータを記載した領域のアドレス 


戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外： エラーコード 

儀考 al . l からは以下の構成の出カバラメータを格納しておく。 
0( al ):(. w > デバイス (0= FM 音源, 1 =AD PCM 音源 

$8000= MIDI 1,$8001= MIDI 2 
$8002= M 1 DI 3,$ 8003 = MIDI 4 
-1= カレント MIDI ) 

2( al ):(. w ) チャンネル番号 (0-15) 

4( al ):(. b ) バラメータ有効ビット 

( d 0: 移動速度， dl : 開始レベル，2:終了レベル） 

(対応ビット=1で、そのバラメータが後続する） 

5( alh し w ) 移動速度（フ x — ダー移動速度。0で動かさない） 
7( al ):(. b ) フヱーダー 移動開始レベル （0-128 H 128 が原音レぐ》) 
8( al ):(. b ) フヱーダー 移動終了レベル （0-128)( 128が原音レぐル） 

ファンクション $5d ZM__SET_TR.0UTPUT_LEVEL 

機能 各トラックの出カレベルの設定 

引数 aU : 出カバラメータを記載した領域ァドレス 

戻り 值 d 0. 1=0:正常終了 

d 0. 1=0 以外：エラーコード 

«考 al . l からは以下の m 成の出カバラメータを格納しておく。 

0( al ):(. w ) トラック番号 (0-65534) 

2( al ):(. b ) バラメータ有効ビット 

( d 0: 移動速度，始レベル，2:終了レベル） 

(対応ビット=1で、そのバラメータが後続する） 
3《31>:(バ)移勛速度（フ：《：— ダー移動速度。〇で勛かさない） 
5( al ):(. b ) フエーダー移動開始レベル （0-128)(128 が原音レ VH ) 
6( al ):(. b ) フエーダー移動終了レペル （0-128)(128 が原音レでル) 

ファンクション $5e ZM MASTER FADER 

機能 マスターフエーダーの 設定 

引数 al . l : 出カバラメータを記載した領域のァドレス 

戻り 镳 do. 1 = 0 : 正常終了 

d 0. 1=0 以外：エラーコード 

«考 ai . i からは以下の m 成の出カバラメータを格納しておく。 

0( aU :(. W デバイス （0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000二 MID 11,$8001= MIDI 2 
$8002= MIDI 3,$8003= MIDI 4 
•1= カレント MIDI ) 

2( al ):(. b > バラメータ有効ビット 

( d 0: 移動速度， dl : 開始レベル，2:終了レペル} 

(対応ビット=1で、そのバラメータが後続する） 

3( al ):(. w ) 移動速度（フ x — ダー 移動速度。0で動かさない） 
5( al >:(. b ) フエーダー 移動開始 レペル (0-128)(128 が原音レ V ル) 
6( al ):(. b ) フヱーダー 移觔終了 レベル （0-128)(128 が原音レ VII ) 

ファンクション $5f ZM__GET_FADER—STATUS 

機能 フ X — ダーの 状態取得 

引数 なし 

戻り 値 （ 10.1 の第 0,1,6,7 ビッ トに検査結果が反映される。 

d 0: 実行中のチャンネルフエ ー ダーすべてが目旳に遂している 

(1: 達成した0:達成していない) 
dl : 実行中の マスターフエ ー ダー すべてが目的に達している 

(1: 遂成した0:遂成していない) 
d 6: チャンネルフエ ー ダーの状態 （1: 実行中〇:実行されていない) 
d 7: マスターフエーダーの状憋 （1: 実行中〇:実行されていない） 

ファンクション $60 ZM_GET.PLAY_TIME 

楗能 演奏時間の取得 

引数 なし 

戻り 值 dO . l に16進表現で 00 HHMMSS という 軎 式で返つてくる。 

なお HH :0-99, MM :0-59, SS :0-59 の値を取る。 

ファンクション $61 ZM_6ET_1ST_C0MMENT 

機能 演奏中の曲のコメントを取り出す 

引数 なし 

戻り 值 a 0.1= 文字列のボインタ，終端コードは〇 

ファンクション $62 ZM_GET_TIMER_M0DE 

機能 現在のテンポソースとなっているタイマの纟重類を返す 
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引数 なし 

戻り值 d 0.1=0: タイマ A , l : タイマ B ,2: YM 3802 タイマ 


ファンクシヨン $63 ZM_GET_TRACK_TABLE 

機能 演奏トラックテーブルのアドレスを得る 
引数 なし 

戻り 值 a 0.1= 音楽演奏トラックテーブルのアドレス 

d 0.1= 効果音演奏トラックテーブルのアドレス 
備考 音楽演奏トラックテーブル，効果音演奏トラックテーブルには演 

奏に使用されるトラック番号 (0-65534)(. w ) が- l (. w ) を終璀コー 
ドとして羅列される。 

ファンクシヨン $64 ZM„6ET_PLAY_W0RK 

機能 音楽演奏トラックワークのアドレスを得る 

引数 dl . w ： トラック番号 （0-65534) 

戻り 儈 a 0.1 = 音楽演奏トラックワークのアドレス 

d 0. 1=効果音演突トラックワークのアドレス 
礴考 音楽演奏トラックワーク，効果音演奏トラックの内容と》成につ 
いては MEASURE 13を参照のこと。 

ファンクシヨン $65 ZM_GET BUFFER INFORMATION 

裱能 バツファアドレステーブルのアドレス 
引数 なし 

戻り 值 8〇.1=バッファアドレステーブルのアドレス 

«考 パッファアドレステーブルの 搆 成については MEASURE 13 を参照の 
こと 

ファンクシヨン $66 ZM GET ZMSC STATUS 

楗能 Z - MUSIC の状態ワークのアドレス 

引数 なし 

戻り 値 a 0.1= Z - MUSIC の状態ワークのアドレス 

¢8 考 Z - MUSIC の状態ワークのアドレスの m 成については MEASURE 13 を# 

照のこと 


ファンクション $67 ZM„CALC_TOTAL 

機能 ZMD の演奏時間やトータルステップタイムなどの計® 

引数 al.hZMD の先頭アドレス（ヘッダはあってもなくてもよい） 

戻り值 dO . 1=0:正常終了 

a0.1= 結果格納ァドレス 

dO. 1=0 以外：発生したエラーの数 

a0.1= エラーテーブルアドレス 

備考 • 戻り値が 0 以外の場合は aO.l にはエラーの内容を格納したエラー 
テーブルのアドレスが返される0 

エラーテーブルの構成については MEASURE11 を参照のこと。 

• いずれの場合も aO.l に返された領域は使用後ファンクション 
ZMJREEJ1EM などで解放すること。 

• この関数はコンバイラに含まれる外部組み込みのファンクショ 
ンとであるため、使用前にはコンバイラの常駐を fif 認する必要が 
ある0 

• 戻りが〇の場合は aO.l には計算結果データ列を格納した領域 
のポインタが返される。計痺結果データ列の«成を以下に示す。 


TOTAL STEPTIME (. l ) 

TOTAL CHECKSUM (• 1 ) 

予想演奏 時間 （.1) 

RESERVED (• 1 ) 

RESERVED (• 1 ) 

RESERVED (• 1 ) 

RESERVED (•1) 

RESERVED (•1) 

TRACK 1 の情報までの 0 FFSET ( •1) 
TRACK 2 の情報までの 0 FFSET ( • 1 ) 


グローバルリザルト群 

$00 HHMMSS 


TRACKn の 情報まで の 0 FFSET ( • 1> 

■1-( - w ) End Code 

TRACK 1 の 情報 

TRACK 2 の情報 


TRACKx の 情報構成 


各トラックの 情報は 以下のような_成を取る 


clc 一 totalO (. l ) 
clc 一 total 1(.1) 
clc 一 checksun (• 1 ) 
clc _ ieasure (. l ) 


総 ステップタイム（ループ外） 
総 ステップタイム（ルーブ内） 
総 チェックサム 

総小節数 


以降、 clcjeasure で表される小節数分、以下の構成の情報が 
嫌り返される。 


clcjs . total (. l ) 
clc — duaiy (. l ) 
clcjns checksui (.1) 


第 1 小節の総ステップタイム 

RESERVED 

第1小節のチェックサム 


• 自作ブログラムから上記のオフセツトテーブルを利用して 計算 
結果情報を参照する場合はソースリストに含まれる ZCLABEL.MAC 
をインクルードするとよい。 


ファンクシヨン $68 ZM_APPLICATION_RELEASER 

機能 外部アブリケーシヨンの常駐解除ルーチンの登録 
引数 al . l : 外部ァブリケーシヨンの常駐林除ルーチンの先頭アドレス 

0に設定すると登録解除の指定となる。 
dl . l : 登録時に返されたリザルトコード （ al . 1=0のときのみ有効) 
戻り 值 a 0.1=0: エラー 

a 0. 1=0以外：正常終了 

(10.1:リザルトコード（ただし aO . l ズ〇のときのみ有効） 

« 考 • Z-MUSIC が常駐解除するときに同時に解除できるようにするた 

めの手続き 0 Z-MUSIC が常解除するとき al.l のルーチンにエン 
トリする。 

• dO . l には登録 ID が返される。この ID は常駐解除ルーチンの登録 
をキヤンセル （ al . 1=0にて本ファンクシヨンをコール）する場合に 
用いる。 

• al . l から始まる各解放ルーチンは必要処理を実行後、最後に Z - 
MUSIC 側で解放してほしいメモリブロックがあるならばそのアド 
レスを aO . l に返すようにすること。なければ a 0. 1=0を返すこと。 

• al . l からの解放ルーチンの実行後に、なにか表示したいメッセ 
ージがある場合はその文字列のアドレスを al . l に返すようにする 
こと。なければ al . l =0 を返すこと。 

• al •丨からの解放ルーチンでエラーが発生した場合は戻り値とし 
て d 0.1(0 :no error (エラーなし）， l : occupied (占有されている）， 
• l : error 《エラー発生））を返すことができる。 

• エラーが発生した場合もその旨を告げるメッセージ文字列を al . 

1に与えることができる。 

ファンクシヨン $69 ZM_RELEASE DRIVER 

機能 Z - MUSIC の解除 

引数 なし 

戻り 値 d 0. 1=0:正常終了 

d 0.1=0 以外••エラーコード（常駐解除失敗） 
a 0.1= Z - MUSIC の常駐アドレス 

澥考 戻り ffiaO . l で示される領域をシステムのメモリ解放コール MFREE 

( D 0 SCALL $ FF 49) を呼び出して解放した時点で Z - MUSIC の常駐解除 
が完全に行われたことになる。 


ファンクション $6a ZM OCCUPY ZMUSIC 

機能 Z - MUSIC の占有 ^ 

引数 dl .1:1= 占有する，0=占有を解除する，-1=占有状態の検査 

戻り 値 d 0. 1=以前の占有状態(〇=占有されていない，1 = 占有されている） 

( dl . l =0, l のときのみ有効） 

d 0. 1=現在の占有状態(〇=占有されていない，レ占有されている） 

のときのみ有効） 

ファンクション $6b ZM_H00K FNC SERVICE 

楗能 Z - MUSIC のファンクションコールのフック 

引数 dl . l : ファンクション番号 （( M 27) 

al . l : ユーザーファンクシヨンのエントリアドレス 

-1 とすると設定は行わず dl • 1で指定したファンクション 
番号のファンクシヨンコールのエントリ•アドレスのみを 
返す。 

戻り 值 8〇.1=フツク前のフアンクシヨンエントリアドレス 
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0 ならば空いていた。 

-1 はエラー 

ファンクション $6c ZM_HOOK_ZMD„SERVICE 

機能 ZMD オペレーションのフック 
引数 dl . N : ZMD コード （0-255) 

dl . hw :(0: FM , l:AD PCM ,2: MIDI ， 

- k 共通コマンド，-2:効果音用共通コマンド， 

-3: 制御 コマンド） 

al . l : ユーザー ZMD オペレーションのエントリアドレス 

-1 とすると設定は行わず dl . l で指定した ZMD コードの 
オペレーションのエントリアドレスのみを返す。 

戻り 值 a 0.1 = 7 ック前の ZMD オペレーションエントリアドレス 

0ならば空いていた。 

-1 はエラー 

ファンクション $6d ZM OCCUPY COMPILER 

楗能 コンバイラの占有 

引数 dl . 1:1=占有,0=占有 解除 ,- 1=占有状® 検査 

戻り 値 d 0.1= 以前の占有状態 (0= 占有されていない，1=占有されている） 

( dU =0, l のときのみ有効） 

d 0.1= 現在の占有状態 (0= 占有されていない，い占有されている） 

( dl . l =- l のときのみ有効） 

ファンクション $6e ZM ST0REJRR0R 

機能 エラーコードのストア 

引数 dl . hw : エラーの発生したファンクション番号 （0-32767) 
dl . lw : エラーコード <0-65535) 

dl . l =- l とした場合は問い合わせのみでストアは行わない 
d 2.1: エラーの合計個数偷にいくつ加»するか 
戻り 値 d 0.1= 現在ストックしているエラーの個数 
已0.1=エラーストックバッファのアドレス 
¢8 考 • 本関数はユーザーアブリケーション_で発生したエラーを Z-MU 
SIC 側に知らせたい_合に使用する。ただしその場合、エラーコー 
ドフォーマットは MEASURE 11で示してある形式に従わなければ 
ならない。 

• エラーコードに関しては MEASURE 11 を参照0 

ファンクション $6f ZM PRINT—ERROR 

楗能 エラーメッセージの表示 

引数 dl . hw : メッセージの出力先 （0: 画面，1:バッファ） 
dl . lw : メッセージの言語 （0: 英語，1:日本語） 
d 2.1: エラーの数 

al . l : ZMD のファイル名（ない_合は〇> 
a 2.1: ソース （ ZMS ) のアドレス（ない場合は 0) 
a 3.1: ソース （ ZMS ) ファイル名（ない場合は 0) 
a 5.1: エラーストックバッファの先頭アドレス 
戻り 値 ¢10.1=出カバッファのサイズ。ただし終瑞の〇は含まない。 
a 0.1= 出カバッファの先頭アドレス 
( dl . hw ^ l のときのみ有効，バッファの終瑙には〇) 

備考 エラーテーブルからエラーメッセージを得る場合などに使用する。 

引数の al . l 〜 a 3.1 は通常の外部アブリケーションならば0でよい0 
これらを正しく設定すればタグジャンプに対応したエラーメッセー 
ジ出力を得ることができる0 

ファンクション $70 ZM 一 GET—MEM 

機能 メモリの確保 
引数 d 2.1: 確保サイズ 

d 3.1: 確保するメモリの用途 1 D 
戻り 值 d 0. ISO : 確保に失敗した 

3〇.1=確保したメモリブロックのアドレス 

( dO . lgO のときのみ有効） 

(« 考 Z - MUSIC に無関係のメモリブロックを確保する場合ならば当ファ 

ンクションを用いる必要はない。 

メモリの用途 1 D は以下のようなものがある。 

自作ブログラムから下記のメモリ用途 1 D を利用する場合はソース 
リストに含まれる ZMID . MAC をインクルードするとよい。 

Z - MUSIC メモリ ID ID_ZMSC 

ZPD 1 D_ZPD 


ZPD テーブル 

ID_ZPD TBL 

ZMD 

ID 一 ZMD 

波形メモリ 

ID—WAVE 

波形メモリテーブル 

ID _ WAVE—TBL 

AD PCM 単音登録用 （NOT ZPD ) 

1 D 一 ADPCM 

トータルステップタイム計！！用ワークバッファ 

ID 一 CALC 

テンポラリ領域 

ID 一 TEMP 

外部アブリケーシヨン解除登録ワーク 

ID_APPLI 

エラーストツクバツフア 

ID_ERROR 

スタートアッブファイル 

ID STARTUP 

FM 音源音色バッファ 

ID_FMSND 

システム関連ワーク 

ID—SYSTEM 

スタンダード MIDI ファイル 

ID—SMF 

すべてを対象とする （ FREE _ MEM 2 時） 

ID 一 ALL 


ファンクション $71 ZM_ENLARGE_MEM 

機能 メモリブロックのサイズの変更 
引数 d2.1: 変更後のサイズ 

al. 1 :ファンクション ZM_GET_MEM で確保したメモリのアドレス 
戻り 傕 d0.1$0:6 蛮保に失敗した 

a0. レ確保しなおしたメモリブロックのアドレス 

( dO .1^0 のときのみ有効） 

備考 •メモリブロックのサイズを大きくした場合などはメモリブロッ 

クの再配*(が自動で行われる。そのため al.l で与えられたメモリ 
ブロックが別のアドレスに移動する場合がある0よってこのファ 
ンクションを実行後は al.l のアドレス偷を戻り偷の aO.l のアドレ 
ス値に黄き換えるべきである。 

• 変更に失敗した場合は、 al.l のメモリブロックの内容は保証さ 
れる。 

ファンクション $72 ZMJREE .MEM 

機能 メモリブロックの解放 

引数 al • 丨：ファンクション ZM_GET MEM で確保したメモリのアドレス 
戻り 値 d 0. 1=0:解放成功 

d0. 1=0 以外：エラーコード 

ファンクション $73 ZM FREE MEM2 

楗能 特定の用途 ID を持ったフモリテロックの解放 

引数 d3.1: メモリの用途 ID(0 は全 1D のメモリブロック削除指定となる） 

戻り 儈 d 0. 1=0:解放成功 

d0. 1=0 以外：エラーコード 

« 考 メモリの用途 1D はファンクション ZM_GET_MEM の項を#照のこと。 

ファンクション $74 ZM EXCHANGE. MEMID 

機能 メモリブロックの用途 ID の変史 
引数 dl.l: 変更モード 

(0: チェックなしで変更，1:チェックしてから更新 
-l:d2.1 の用途 ID を持つメモリブロックをすベて 
d3.1 の用途 ID へ変更する） 

d2.1:® 新元メモリの用途 H)(dU=0 の場合は意味なし〉 
d3.1: 希望メモリの用途 H) 

al. 1 :ファンクシヨン ZM GET_MEM で確保したメモリのアドレス 
戻り 值 d 0. 1=0:変史成功 

d0. 1=0 以外：エラーコード 

備考 メモリの用途 ID はファンクション ZM_GET_MEM の項を参照のこと。 

ファンクション $78 ZM INIT_ALL 

機能 Z-MUSIC の全初期化を行う 

引数 なし 

戻り 値 d0.1=Z-MUSIC のバージョン 1D 

備考 通常のアブリケーションは本閱数を利用する必要はない 

バージョン ID はたとえばバージョン3.21ならば$00003241が返る。 

4 の部分は固定値。 

ファンクション $79 ZM INT_START 

機能 割り込み開始制御 

引数 dl.w: 制御対象タイマタイブ 

(-1: 音楽タイマ，0:音楽+効果音タイマ，1:効果音タイマ） 

戻り 値 なし 

備考 通常のアブリケーシヨンは本関数を利用する必要はない 
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ファンクシヨン $7a ZM INT_STOP 

機能 割り込み停止制御 

引数 dl . vr 制御対象タイマタイブ 

(-1: 音楽タイマ，0:音楽+効果音タイマ，1:効果音タイマ） 

戻り 僅 なし 

備考 通常のアブリケーシヨンは本関数を利用する必要はない 

ファンクシヨン $7b ZM SET INT SERVICE 

機能 ユーザー割り込みサービスの設定 

引数 • ユーザー割り込み登録 

dl . hw : 全音符のクロック数 （1-65535) 
dl . N : テンボ （1-32767) 

al . l : ユーザー害リり込みルーチンのエントリアドレス 
• 登録したユーザー割り込みの割り込み速度（テンポ）を変更する 
dl . hw : 全音符のクロック数（卜65535〉 
dl . lw : テンポ （1-32767) 

al• 1: -1 

• ユーザー割り込み状態検査 
dl . l:-l 
al . l :=0 

• ユーザー割り込み解除 

dl . I :0 

al . l : ユーザー割り込みルーチンのエントリアドレス 
戻り 値 • ユーザー割り込み登録 

dO . UO : 登録正常終了 
d 0. 1=0以外：登録失敗 

• 登録したユーザー割り込みの割り込み速度（テンポ）を変更する 
d 0. 1=0:変更正常終了 
d 0. 1=0以外:変更失敗 
• ユーザー割り込み状態検 a 

d 0.1= a 0.1=0: 空き 

d 0.1=- l , a 0.1= 先約ユーザー割り込みエントリアドレス 
• ユーザー割り込み解除 
d 0.1=0 : 解除正常終了 
d 0. 1=0以外:解除失敗 

備考 •削り込みルーチンの府後は RTE ではならない0必ず全レジスタ 

を保存したうえで RTS で終了帰還するような作りにすること。 

• 引数の al . l = M とした場合はすでに登録されている割り込みサー 
ビスの削込み阛期を(11.1¥，(11.卜¥のテンボ情報に変更する機能を 
* たす。 

ファンクシヨン $7c ZM CONTROL TEMPO 

櫞能 テンボ設定の主導樵設定 

引数 dl . l :- l = テンボ設定の主導镅を外部アブリケーシヨンに委託 

0=テンポ設定の主礴庵を Z - MUS 1 C に戻す 

(このとき内部バラメータでテンポの初期化も実施する） 

戻り 值 d 0. 1=0:設定正常終了 
d 0. 1=0以外:設定失敗 

ファンクシヨン $7f ZM EXEC ZMD 

楗能 ZMD 列の実行 

引数 dhl = トラック番号 (0-65534,65535: 特に指定しない場合) 

d 2.1= ZMD 列の長さ 
al . l = ZMD 列格納アドレス 

(バッファ自体は d 2. 1+8の大きさを必要とする） 

戻り 漣 なし 
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MEASURE 11 



ではエラー発生時のエラーメッセージ、エラーの原因と対処方法について解説します。 


11.1. Z-MUSIC ver.3.0 のエラー 

ZMC • X による ZMS コンパイル時のエラー、そして ZPCNV 3• R の CNF フアイル— 
ZPD 変換時のエラーは以下に示すエラーメッセージによってその症状が報告 
される。 

これらのエラーひとつひとっには、固有のエラー 1 D が割り当てられてお 
り、 ZMSC 3. X のファンクションコール実行時に発生したエラーコードのエラー 
番号と一致する。 


エラ- ID:0 

(ENGLISH):OUT OF MEMORY 
(日本語）：メモリが不足しています 

照因と対処：メモリを沏股するか、不要な常駐ソフトを常駐解除し、フリー 
エリァを広げる。 

エラー ID:1 

(ENGLISH):UNIDENTIFIED FILE 

(日本語） ：ZMUSIC システムのファイルではありません 
厢因と対処：本当にそのファイルが Z-MUSIC ver .3.0 で使用できるかを fif ぬ 

する。 

エラー ID:2 

(ENGLISH):ILLEGAL VERSION NUMBER 
(日本語）：バージョン番号が違います 

原因と対処: Z-MUSIC ver 3.0 では ver .2.0 の ZMD などは演奏できない。 

エラー ID:3 

(ENGLISH):ILLEGAL FILENAME 
(日本語）：ファイル名が異常です 

原因と対処：ファイル名に規定外の文字が含まれていないか確認する。 

エラー ID:4 

(ENGLISH):MISSING FILENAME 
(日本語）：ファイル名がありません 

照因と対処：ファイル名を正しく指定する0 

エラー ID:5 

(ENGLISH):FILE NOT FOUND 
(日本語）：ファイルが見つかりません 

エラー ID:6 

(ENGLISH):ILLEGAL FILE SIZE 

(日本語）：ファイルのサイズが異常です 

原因と対処： Z-MUSIC ver \3.0 ではメインメモリサイズを超えるようなファ 
イルは続み込むことができない。 

エラー ID:7 

(ENGLISH):READ ERROR 

(日本語）：ディスクからの読み込みに失敗しました 

原因と対処：ディスクやファイルが破壊されていないか確認する。 


エラー ID:8 

(ENGLISH):T00 MANY INCLUDE FILES 
(日本語）：インクルードファイルが多すぎます 

エラー ID:9 

(ENGLISH):N0 ZMD ERROR 

(日本語）：汎用バッファ内には ZMUSIC が扱える ZMD がありません 
エラー ID:10 

(ENGLISH):UNIDENTIFIED MEMORY 

(日本語） ： ZMUSIC システムに無関係のメモリブロックです 
エラー ID:11 

(ENGLISH):C0MPILER NOT AVAILABLE 

(日本語）：コンパイラが常駐していないのでコンバイルは出来ま 
せん 

照因と対処: ZMC . X を常駐させる。 

エラー ID:12 

(ENGLISH):COHPILE ERROR 

(日本語）：コンバイラでエラーが発生しました 

エラー ID:13 

(ENGLISH):N0 APPLICATION REGISTERED 
(日本語）：アブリケーションは登録されていません 

エラー ID:14 

(ENGLISH):ILLEGAL RESULT CODE 

(日本語）：リザルトコードが異常です 
エラー ID:15 

(ENGLISH):ILLEGAL ZMD CODE 
(日本語） ： 規定外の ZMD を参照しました 

エラー ID:16 

(ENGLISH):ILLEGAL FUNCTION NUMBER 

(日本語）：規定外のファンクションコールを参照しました 

エラー ID:17 

(ENGLISH):N0 PERFORMANCE DATA 
(日本語）： 演奏 データが存在しません 

エラー ID:18 

(ENGLISH)〔UNMANAGEABLE DATA SEQUENCE 
(日本語）：未対応のデータ構造です 

エラー ID:19 

(ENGLISH):THE DEVICE ALREADY OCCUPIED 
(日本語）：すでにそのデバイスは占有されています 

エラー ID:20 

(ENGLISH):RECUSIVE INCLUDE ERROR 

(日本語）：同じファイルをインクルードしようとしました 
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エラー ID:23 

(ENGLISH):ILLEGAL CHANNEL 

(日本語）：規定外のチャンネル番号を指定しました 
エラー ID:27 

(ENGLISH):ILLEGAL TRACK NUMBER 

(日本語）：規定外のトラック番号を指定しました 

照因と対処： Z-MUSIC ver .3.0 で取り扱うことができるトラックはトラック 
番号1〜65535。 

エラー ID:28 

(ENGLISH):TRACK COWAND ERROR 

(日本語）：演奏データ登録コマンドの使用法に誤りがあります 
エラー ID:29 

(ENGLISH):T00 MANY TRACKS 
(日本語）：トラック数が多すぎます 

厢囚と対処 Z-MUSIC ver .3.0 て取り伋うことがて•さるトクック»は05535 
本まで。 

エラー ID:30 

(ENGLISH):ILLEGAL TRACK SIZE 

(日本語）••トラックサイズが異常です 
エラー ID:31 

(ENGLISH):ILLEGAL TRACK VOLUME 

(日本語）：トラック音量の値が異常です 

原因と対処：トラック音 B の有効範囲は0-256。 

エラー ID:32 

(ENGLISH):ILLEGAL TRACK FREQUENCY 
(日本語）：トラック処理頻度値が異常です 

原因と対処：トラック処理《度(の有効範囲はい256。 

エラー ID:33 

(EN6LISH):UNDEFINED TRACK REFERRED 

(日本語）：未定義のトラックを参照しました 
エラー ID:34 

(ENGLISH):TRACK NUMBER REDESIGNATION 

(日本語）：同一のトラックが重複して指定されています 
エラー ID:38 

(ENGLISH):PATTERN NAME REDEFINITION 

(日本語）：パターン名が重複しています 
エラー ID:39 

(ENGLISH):PATTERN NAME TOO LONG 
(日本語）：バターン名が長すぎます 

エラー ID:40 

(ENGLISH):PATTERN NAME CANNOT BE OMITTED 
(日本語）：バターン名は省略できません 

エラー ID:41 

(ENGLISH):NULL PATTERN ERROR 

(日本語）：空のパターンは定義できません 
エラ- ID:42 

(ENGLISH):PATTERN NOT AVAILABLE 

(日本語）：バターンは使用できません 
エラー ID メ 3 

(ENGLISH):UNDEFINED PATTERN 

(日本語）••未定義のパターンを指定しました 
エラー ID:44 

(ENGLISH):ILLEGAL COMMAND IN PATTERN 

(日本語）：バターンに含められないコマンドを使用しました 

原因と対処:繰り返しコマンドはパターン中に含められない。 
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エラー ID.48 

(ENGLISH):ILLEGAL BANK NUMBER 

(日本語）：規定外のバンク番号を指定しました 

厣 因と対処: FM 音源, ( AD ) PCM 音源バートでのバンク番号の有効範囲は0-255。 
MIDI 音源バートでは0-16383。 

エラー ID:49 

(ENGLISH):ILLEGAL TIMBRE NUMBER 

(日本語）：規定外の音色番号を指定しました 

厣 因と対処: FM 音源, < AD ) PCM 音源バートでの音色番号の有効範囲は卜32768。 
MIDI 音源バートでは1-128。 

エラー ID:50 

(ENGLISH):ILLEGAL TONE NUMBER 

(日本語）：規定外のトーン番号を指定しました 

照因と対処：トーン番号の有効範囲は ( M 27。 

エラー ID:51 

(ENGLISH):NO TIMBRE PARAMETERS 

(日本語）： FM 音源音色のバラメータはありません 

ェラー ID:52 

(ENGLISH):ILLEGAL TIMBRE PARAMETER 

(日本語）：規定外の音色バラメータが投定されています 

エラー ID:53 

(ENGLISH):TIMBRE PARAMETER SHORTAGE 

(日本語）：音色バラメータが不足しています 
ェラ- ID:54 

(ENGLISH):TIMBRE NAME TOO LONG 
(日本語）：音色名が長すぎます 

エラー ID:55 

(ENGLISH).-EMPTY TIMBRE NUMBER 
(日本語）：空の音色番号を参照しました 

エラー ID:59 

(ENGLISH):ILLEGAL NOTE NUMBER 

(日本語）：規定外のノー トナンバーを指定しました 

W 因と対処：ノー トナンバーの有効範囲は0-127。 

エラー ID:60 

(ENGLISH):ILLEGAL NOTE LENGTH 
(日本語）：音長値が規定範囲外です 

厣 因と対処：音長偵の有効範囲はマスタークロックの値に左右される。 

エラー ID:61 

(ENGLISH):EMPTY NOTE NUMBER 
(日本語）：空のノー ト番号を参照しました 

ェラー ID:62 

(ENGLISH):T00 MANY NOTES 
(日本語）：音符が多すぎます 

厣 因と対処:和音内に含められる音符数は16以内。 

エラー ID:66 

(ENGLISH):PR0CESSING SIZE TOO LARGE 

(日本語）：加工処理サイズが大きすぎます 
エラー ID:67 

(ENGLISH):UNDEFINED PPC 

(日本語）：未定義の PCM 加エコマンドです 
ェラー ID:68 

(ENGLISH):UNDEFINED LOOP TYPE 

(日本語）：未定義の ADPCM/PCM ルーブタイブが指定されています 
エラー ID:69 

(ENGLISH):ILLEGAL FREQUENCY VALUE 




(日本語）：周波数の値が規定外です 

两因と対処：周波数の値の有効範囲は l -65535[ Hz ]。 

エラー ID:70 

(ENGLISH):CUT OFF LEVEL TOO BIG 
(日本語）：切り捨てレベルが大きすぎます 

原因と対処：切り捨てレベルの有効範囲は0-32767。 

エラー ID:71 

(ENGLISH):WAVE COMMAND ERROR 

(日本語）：波形メモリ登録コマンドエラーです 

エラー ID:72 

(ENGLISH):ILLEGAL WAVE NUMBER 
(日本語）：波形番号が異常です 

照 因と対処：プリセツト波形は波形番号0-7、ユーザー波形（波形メモリ）は 
波形番号 0-255 で指定される。 

エラー ID:73 

(ENGLISH):ILLEGAL WAVE VALUE 
(日本語）：波形メモリ値が規定外です 

两因と対処：波形メモリ構成尬の有功範囲は-32768〜+32767。 

エラー ID:74 

(ENGLISH): ILLEGAL LOOP START POINT 
(日本語）：ループ開始ボイントの位置が異常です 

エラ- ID:75 

(ENGLISH):ILLEGAL LOOP END POINT 

(日本語）：ループ終了ボイントの位置が異常です 

エラー ID:79 

(ENGLISH):DEVICE OFFLINE 
(日本語）：そのデバイスは未接統です 

エラー ID:80 

(ENGLISH):ILLEGAL INTERFACE NUMBER 

(日本語）：インターフ i ース番号（名前）が規定外です 

エラー ID:81 

(ENGLISH):ILLEGAL DEVICE ID 
(日本語）：デバイス ID の値が規定外です 

エラー ID:82 

(ENGLISH):DEVICE ID REDESIGNATION 

(日本語）：同ーデバイスが重複して指定されています 

エラー ID:86 

(ENGLISH):ILLEGAL PART NUMBER 
(日本語）：バート番号が異常です 

エラー ID:87 

(ENGLISH):ILLEGAL MODEL ID 
(日本語）：モデル ID の値が規定外です 

エラー ID:88 

(ENGLISH):ILLEGAL MAKER ID 
(日本語）：メーカー ID の値が規定外です 

エラー ID:89 

(ENGLISH):ILLEGAL MAP NUMBER 
(日本語）：マップ番号が規定外です 

エラー ID:90 

(ENGLISH):ILLEGAL PARTIAL NUMBER 
(日本語）：パーシャル番号が規定外です 

エラー ID:91 

(ENGLISH):ILLEGAL PATCH NUMBER 
(日本語）：パッチ番号が規定外です 


エラー ID:95 

(ENGLISH):SYNTAX ERROR 
(日本語） ： 文法 エラーです 

エラー ID:96 

(ENGLISH):ASSIGN COMMAND ERROR 

(日本語）：チヤンネル/トラック•割り当てコマンドの使用法に 
誤りがあります 

エラー ID:97 

(ENGLISH):ILLEGAL OCTAVE 

(日本語） ： 規定外のオクターブを指定しました 

厣因と対処：オクターブの有効範囲は -1 〜9 

エラー ID:98 

(ENGLISH):ILLEGAL PITCH VALUE 
(日本語）：ピッチの値が規定外です 

エラー ID:99 

(ENGLISH):ILLEGAL VOLUME VALUE 
(日本語）：音量の値が規定外です 

因と対処：音 # の有効範囲は 0-16 、絶対音量の有効範囲は (M27 。 

エラー ID:100 

(ENGLISH):ILLEGAL VELOCITY VALUE 

(日本語）：ぺ□シティの値が規定外です 

两因と対処：ぺロシティの有効範囲は 0M27 。 

エラー ID:101 

(ENGLISH):ILLEGAL AFTERTOUCH VALUE 
(日本語） ： アフタータッチの値が規定外です 

两因と対処：アフタータッチの偷の有効範囲は 0-127 。 

エラー ID:102 

(ENGLISH):ILLEGAL PANP0T VALUE 

(日本語）：パンボットの値が規定外です 
原因と対処：バンボットの tf ( の有効範囲は 0-127 。 

エラー ID:103 

(ENGLISH):ILLEGAL DAMPER VALUE 
(日本語）：ダンバーの値が規定外です 

照因と対処：ダンバーの値の有効範囲は 0-127 。 

エラー ID:107 

(ENGLISH):ILLEGAL COWAND LINE 
(日本語）：コマンド害式に誤りがあります 

エラ - ID:108 

(ENGLISH):ILLEGAL COMMAND ORDER 

(日本語）：コマンドの使用顆序が規定外です 
エラ- ID:109 

(ENGLISH):INAPPROPRIATE COWAND 

(日本語）：不適切なコマンドが使用されています 

エラー ID:110 

(ENGLISH):PARAMETER BREAK OFF 

(日本語） ：パラメータが 途中で終わっています 

エラー ID:111 

(ENGLISH):PARAMETER SHORTAGE 
(日本語） ：パラメータが 少なすぎます 

エラー ID:112 

(ENGLISH):MISSING OPERAND 

(日本語） ：パラメータが あるべきところに有りません 
エラー ID:113 

(ENGLISH):UNEXPECTED OPERAND 

(日本語）：予期しないバラメータが設定されました 
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エラー ID:1U 

(ENGLISH): ILLEGAL PARAMETERS COMBINATION エラー ID:140 

(日本語）：バラメータの組み合わせが規定外です (ENGLISH): ILLEGAL DELAY 

(日本語）：ディレイが規定外です 


エラー ID:115 

(ENGLISH):REASSIGNMENT ERROR 

(日本語）：同一トラックを複数のチャンネルに割り当てようとし 
ました 

原因と対処： 同ーチャンネルを 後 数のトラックに割り当てることはできる 
が、同一トラックを 後 数のチャンネルに割り当てることはできない。 

エラー ID:116 

(ENGLISH):ILLEGAL NESTING ERROR 
(日本語）：括弧の対応に誤りがあります 

エラー ID:117 

(ENGLISH):PARAMETER CANNOT BE OMITTED 

(日本語） ： このパラメータの省略はできません 
エラー ID:118 

(ENGLISH):COMMAND LINE BREAK OFF 

(日本語）：コマンドラインが途中で終了しています 
エラー ID:119 

(ENGLISH):ILLEGAL OPERAND 
(日本語）：規定外のオペランドです 

エラー ID:120 

(ENGLISH):ILLEGAL PARAMETER FORMAT 

(日本語） ： バラメータのフォーマットが規定外です 

エラ- ID:124 

(ENGLISH):EMPTY BRACE ERROR 
(日本語） ：{} の中身が空です 

エラー ID:125 

(ENGLISH):ILLEGAL COWAND IN BRACE 

(日本語） ：{} の中には含められないコマンドを使用しました 
エラー ID:126 

(ENGLISH):TOO MANY PARAMETERS 
(日本語） ： バラメータの数が多すぎます 

エラ- IDM27 

(ENGLISH):GR0UP NOTES COWAND ERROR 

(日本語）：連符コマンドの使用法に誤りがあります 

エラー ID:131 

(ENGLISH)rKANJI BREAK OFF 

(日本語）：全角文字が 1 バイトのみで終わっています 
エラー ID:132 

(ENGLISH):ILLEGAL STRING LENGTH 
(日本語）：文字列の長さが異常です 

エラー ID:133 

(EN6LISH):STRING BREAK OFF 

(日本語）：文字列の終端が見つかりません 

エラー ID:134 

(ENGLISH):STRIN6 TOO LONG 

(日本語）：文字列が長すぎます 
エラー ID:138 

(ENGLISH):ILLEGAL DATA SIZE 
(日本語）••データサイズが異常です 

エラー ID:139 

(ENGLISH):DELAY TOO LONG 
(日本語）：ディレイが長すぎます 


エラー ID:141 

(ENGLISH):HOLD TIME TOO LONG 
(日本語）：ホールドタイムが長すぎます 

ェラー ID:142 

(ENGLISH)rBEND TIME TOO LONG 

(日本語）：ビッチベンドタイムが長すぎます 

エラー ID:143 

(ENGLISH):ILLEGAL BEND RANGE 

(日本語）：ビッチベンド幅が有効範囲を超えています 

エラー ID:144 

(ENGLISH):OFFSET TOO LONG 

(日本語）：オフセットが長すぎます 
エラー ID:145 

(ENGLISH):SIZE TOO LARGE 

(日本語）：サイズが大きすぎます 
エラー ID:146 

(ENGLISH):ILLEGAL PARAMETER VALUE 
(日本語）：データが規定外です 

ェラー ID:147 

(ENGLISH):ILLEGAL CHARACTER 
(日本語）：この文字は使用できません 

エラー ID:148 

(ENGLISH):ILLEGAL SWITCH VALUE 

(日本語）：規定外のスイッチを投定しようとしました 

エラー ID:149 

(ENGLISH):ILLEGAL CATEGORY EVENT 

(日本語）：規定外の櫓類のイベントを投定しようとしました 
エラー ID:150 

(ENGLISH):UNKNOWN EVENT CLASS 

(日本語）：未知のイベントデータを投定しました 

ェラー ID:151 

(ENGLISH):KEY TRANSPOSE OUT OF RANGE 

(日本語）：キートランスポーズが有効範囲を超えて投定されまし 
た 

エラー ID:152 

(ENGLISH):ILLEGAL EFFECT PARAMETER 

(日本語）：エフェクターへのバラメータが規定外です 

ェラー ID:153 

(ENGLISH):ILLEGAL NOISE PARAMETER 
(日本語）：ノイズバラメータが規定外です 

エラー ID:154 

(ENGLISH):UNDEFINED ZMD CODE 
(日本語） ： 未定義の ZMD です 

エラー ID:155 

(ENGLISH):ERROR IN DIVISION 

(日本語）：音長計算の割り算で商が 0 になりました 

エラー ID:156 

(ENGLISH):ILLEGAL TIME VALUE 
(日本語）：時間の値が規定外です 
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エラー ID:160 

(ENGLISH):TEMPO COMMAND ERROR 

(日本語）：テンポコマンドの使用法に誤りがあります 

エラー ID:161 

(ENGLISH):ILLEGAL TEMPO VALUE 
(日本語）••テンポの値が規定外です 

エラー ID:163 

(ENGLISH):ILLEGAL REPEAT TIME 
(日本語）：繰り返し回数が規定外です 

エラー ID:164 

(ENGLISH):DISORDERLY REPEAT STRUCTURE 
(日本語）：繰り返し構造が異常です 

エラー ID:167 

(ENGLISH):TOO MANY SIGNS 

(日本語）：臨時記号が多すぎます 

原因と対処他時記号は最大7つまで。 

エラー ID:168 

(ENGLISH):ILLEGAL SIGN 

(日本語）：未知の臨時記号が投定されました 

エラー ID:169 

(ENGLISH):UNKNOWN KEY DECLARED 
(日本語）：未知の調号が投定されました 

エラー ID:173 

(EN6LISH):P0RTAHENT TIME TOO LONG 
(日本語）：ボルタメントタイムが長すぎます 

厣因と対処：ボルタメントタイ厶の有効範囲は1〜32767。 

エラー ID:174 

(ENGLISH):PORTAMENT COMMAND ERROR 

(日本語）：ボルタメントコマンドの使用法に誤りがあります 
エラー ID:177 

(ENGLISH):CHORD COMMAND ERROR 

(日本語）：和音コマンドの使用法に誤りがあります 
エラー ID:181 

(ENGLISH):ILLEGAL REGISTER NUMBER 

(日本語）：レジスタ番号が規定外です 
エラー ID:182 

(ENGLISH):UNKNOWN REGISTER NAME 
(日本語）：未知のレジスタ名を指定しました 

エラー ID:183 

(ENGLISH):ILLEGAL CONTROL NUMBER 

(日本語）：規定外のコントロールを指定しました 

エラー ID:186 

(ENGLISH):ILLEGAL MODE VALUE 
(日本語）：モード値が規定外です 

エラー ID:187 

(ENGLISH):UNDEFINED MODE 

(日本語）：未定義のモードを投定しようとしました 
エラー ID:188 

(ENGLISH):ILLEGAL TIE MODE 

(日本語）：規定外のタイモードを設定しようとしました 
エラー ID:189 

(ENGLISH):ILLEGAL RESERVATION 
(日本語）：規定外の予約を行おうとしました 


エラー ID:193 

(ENGLISH):ILLEGAL DEPTH VALUE 
(日本語）：振幅が規定外です 

エラー ID:194 

(ENGLISH):SPEED TOO SLOW 

(日本語）：スビードが遅すぎます 
エラー ID:195 

(ENGLISH):ILLEGAL SPEED VALUE 
(日本語）：スビードが規定外です 

エラー ID:196 

(ENGLISH):ILLEGAL ARCC CONTROL 

(日本語）：規定外の ARCC コン ト□ールを投定しました 

原因と対処: ARCC コントロール値の有効範囲は0-127。 

エラー ID:197 

(ENGLISH):ILLEGAL RESET VALUE 
(日本語）：リセット値が規定外です 
厢 因と対処：リセット偵の有効範囲は0-127。 

エラー ID:198 

(ENGLISH):ILLEGAL WAVE ORIGIN 

(日本語）：規定外の波形の基準点を設定しました 

厢因と対処：波形の基準点の有効範囲は0-127。 

エラー ID:199 

(ENGLISH):ILLEGAL PHASE TYPE 

(日本語）：未定義の位相タイプを指定しました 

厢 因と対処:位相タイブは NORMAL と REVERSE ( INVERSE ) のいずれか 

エラー ID:202 

(ENGLISH):ILLEGAL FADER LEVEL 

(日本語）：規定外のフエ ー ダーレペルを投定しようとしました 

原因と対処：フヱーダーレべルの有効範囲は0-128。 

エラー ID:203 

(ENGLISH):ILLEGAL FADER SPEED 

(日本語）：規定外のフエ ー ダースビードを投定しようとしました 

原因と対処：フ X— ダースビードの有効範囲は0-255。 

エラー ID:207 

(ENGLISH):ILLEGAL MASTER CLOCK 

(日本語）：マスタークロックの値が規定外です 

厣因と対処：マスタークロックの脃の有効範囲は1-32767。 

エラー ID:208 
(ENGLISH):ILLEGAL METER 

(日本語）：規定外の拍子を設定しようとしました 

照因と対処:拍子の有効範囲は1/1〜255/255。 

エラー ID:211 

(ENGLISH):MACRO NAME TOO LONG 
(日本語）：マクロ名が長すぎます 

两 因と対処：マクロ名はを除く英数字、全角の240文字以内の文字列で与 
える。 

エラー ID:212 

(ENGLISH):MACRO NAME CANNOT BE OMITTED 

(日本語）：マクロ名は省略できません 
エラー ID:216 

(ENGLISH):ILLEGAL GATE RANGE 

(日本語）：規定外のゲートレンジを設定しようとしました 

原因と対処：ゲートタイムレンジは8,16,32,64,128のいずれかでなければな 
らない。 

エラー ID:217 

(ENGLISH):ILLEGAL GATE TIME 
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(日本語）：規定外のゲートタイムを設定しようとしました 

厣因と対処：ゲートタイ厶の有効範囲は0-32767。 

以下はエラーではなくてウオーニング（驚告）。 

ウオーニングの場合はコンパイル結果である ZMD は出力されるものの、 
その内容は完全に保証されるものではない。 

エラー ID :220 

( ENGLISH):SURPLUS IN DIVISION 

(日本語）：音長計算の割り算であまりが発生しました 

厣因と対処：そのトラックが他のトラックに対して演奏がずれてくる可能 
性がある。 

エラー ID :221 

( ENGLISH):ZMD DIRECTLY EMBEDDED 
(日本語） ： ZMD を直接埋め込みました 

エラー ID :222 

( ENGLISH):ILLEGAL FREQUENCY NUMBER 

(日本語）：周波数番号が規定外です 

两因と対処 : MML @ F で与えられる阓波数港号の有効範囲は0-6。 

エラー ID :223 

( ENGLISH):SYNC AND JUMP CONTROL ARE USED AT THE SAME TIME 

(日本語）：同期制御とジャンプ制御を同時に行っています 

两因と対処：各トラックの演奏がずれてくる可能性がある0 


エラーファイルの活用 

コンパイル時のエラ ーメッセージをうまく活用すると開発効率が上 
がります。たとえば、以下のようにして’ MUSIC . ZMS ’ という ZMS をコ 
ンパイルした場合、 

A>ZMc MUSIC > ER 

エラーが発生すると 1 R ’ というファイルネームのファイルができます 
(これをエラーファイルと呼びます）〇次に、ここで 

A>ED ER 

としてエディタにエラーファイルを読み込んでください。エラーファ 
イルの轿み込みを確12したら [ ESC 】 を押してから[ V 】を押してください0 
すると MUSIC . ZMS ファイルを読み込み、’ MUSIC . ZMS ’ のエラーの発生し 
た行へとカーソルがジャンプします（これはエディタのタグジャンプと 
いう機能です）〇後はエディタで摈つた菌所を I 了正するだけです。エラー 
が褸数あつた場合は [ SHIFT 】+ [ F 6] で、もう一度エラーファイルの画面 
にして次のエラーメッセージの行にカーソルを動かして再び [ ESC 】 + [ V 】 
を実行してみましよう0すると’ MUSIC . ZMS •ファイルのそのエラーのあ 
る行へジャンプしているはずです0 
こうしてエラーを修正していきます。エラーが全くない場合はエラー 
ファイルは「空 （ NULL ) j ファイルになります0 
なお、エラーファイルは、 

MUSIC.ZMS 18 SYNTAX ERROR 

のようにファイル名、行番号、エラーメッセージの順番になっていま 
す。 


11.2. ZMSC3.X ファンクションコールのエラー 

ZMSC 3. X のファンクションコールの実行中、エラーが発生すると、戻り 
値は a 0.1=0 になり、 dO . l にエラーコードを返す。このエラーコードは （$80 
00+エラーの発生したファンクション番号 （0-32767 H * 65536+エラー ID (0-6 
5535) で表される0エラーが、 ZMSC 3. X 内の、ファンクションコール外の処 
理系で発生した場合はエラーコードのファンクション番号は32767となる0 
例 

copy filename.ZMS ZMS 
実行後エラー発生の場合など 

ファンクション ZM _ COMPILER ではエラー発生時、エラーコードのほかに 
付随した情報を持ったエラーテーブルを aO.l に返す。ファンクション ZM_C 
0 MPILER 内で複数のエラーが発生した場合、以下の请成をとる合計16バイ 
卜のエラー情報がそのエラー発生個数分 aO.l より格納される。 

エラーコー ド （.1), 付加情報 1(.1), 付加情報 2(.1), 付加情報 3(.1) 

合計16バイト 


なお、後半3ロングワード分の付加情報はエラー ID ごとに異なり、以下 
のような構成をとる。 

•遇常の場合 

付加情報いファイル名格納アドレス （• 1 ) 

付加情報2=ソースファイルにおけるエラー発生行 （.1), 

付加情報3=桁位! SU ) 

付加情報1は通常は0。インクルードしたファイルなどでエラーが発生し 
た場合のみ有効なアドレスをとる。付加情報1=0は読み込んだ親ソースを 
表す。 

•エラー 「FILE N 0 T — F 0 UND 」「 ILLEGAL _ FILE _ SIZEj「READ ERROR 」 の 場合 

付加情報1=ファイル名格納アドレス （.1) 

付加情報2=0(.1) 

付加 情報 3=0(. 

•エラー 「UNDEFINED ZMD CODE 」 の 場合 

付加情報1=ファイル名格納ァドレス （.1) 

付加情報2=未定義の ZMD が存在するオフセツトアドレス （.1) 

付加情報3=未定 SZMDU ) 

また、ユーザーアブリケーシヨンなどで、このようなエラーテーブルを 
扱う場合、特に付加情報を持たない場合は付加情報1〜3は0となる。 

エラーテーブルは利用後、ファンクシヨンコール ZM . COMPILER を呼び出 
したアブリケーシヨンが S 任を持って解放しなければならない。そのとき 
にはファンクシヨン ZM„FREE _ MEM などの Z - MUS 1 C ファンクシヨンコールを使 
用しなければならない。その他の方法で解放した場合はその後の Z - MUS 1 C 
の勛作が保証できなくなる。 

11.3. ZMSC 3. X のエラー 

( ENGLISH):An application which cannot cooperate with ZMUSI 
C has been included . 

(日本語）：協調不可能のアブリケーションが常駐しています. 

两因と対処： ZMSC 3. X が占有したい割り込みベクタなどがすでに使用されて 
いる。 

( ENGLISH):ZMUSIC PERFORMANCE MANAGER was already included . 
(日本語） •• ZMUSIC 演突マネージャはすでに常駐しています. 

( ENGLISH):An unidentified ADPCM driver has been included . 
(日本語）：認識不可能の ADPCM ドライバが常駐しています. 

厢因と対処： Z-MUSIC ver .3.0 が対応する AD PCM ドライバは MPCM . X および、 
これの互換ドライバに限られる。 

( ENGLISH):MPCH denies ZMUSIC occupation . 

(日本語）： MPCM が ZMUSIC による占有を拒否しました. 

厣因と対処: MPCM . X がほかのアブリケーシヨンに占有されているため ZMSC 3. 
X が利用できない。 

( ENGLISH ):0 ut of memory error . 

(日本語）：メモリが不足しています. 

厣因と対処： メモリを 增設 するか、不要な 常駐 ソフトを解除するなどして 
フリーエリアを広げる。 

( ENGLISH):Interface Device is not ready . 

(日本語）：未接続のインターフヱースを指定しました. 

两 因と対処:’ •！’ オプションにおいて、利用できないインタフェイスは指 
定しても意味がない。 

( ENGLISH):interface Device sequence error . 

(日本語）：同ーインターフヱースを複数回指定しました. 

原因と対処：-1オブシヨンおいて、1つのインタフェイスは1度しか指定で 
きない。 

( ENGLISH):ZMUSIC SYSTEM ver .3.0 runs on Human 68 k ver .3.00 
and over . 

(日本語） ： ZMUSIC システム ver .3.0 は Human 68 k ver .3.00 以上で 
動作します. 

( ENGLISH ): ZMSC 3 .X cannot be registered from CONFIG . SYS . 
(日本語）： ZMSC 3 • X は C 0 NFIG . SYS から登録することは出来ません. 
两因と 対処: ver .2.0 以前は CONFIG . SYS から組み込めたが ver .3.0 以上は COM 
MAND . X 上からしか組み込めない。 
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( ENGLISH):ZHUSIC PERFORMANCE MANAGER is not kept in the sys 
tern . 

(日本語） ： ZMUSIC 演奏マネージャは常駐していません. 

( ENGLISH):ZMUSIC PERFORMANCE MANAGER is unable to release . 
(日本語）： ZMUSIC 演奏マネージャは常駐解除できません. 

( ENGLISH):ZMUSIC COMPILER is occupied by some other applica 
ti on . 

(日本語） ： ZMUSIC コンバイラが他のアブリケーシヨンに占有され 
ています. 

照因と対処: Z - MUSIC コンパイラ （ ZMC . X ) を占有しているアブリケーシヨンを 
解除してから ZMSC 3. X を解除する。 


( ENGLISH):File read error . Check the legitimacy of FILENAME 

1 . 

(日本語）：読み込みエラーです。 FILENAHEI が正常か確 K してくだ 
さい。 

( ENGLISH):File write error . Check the legitimacy of FILENAM 
E 2. 

(日本語）：害き込みエラーです。 FILENAHE 2 が正常か確認してくだ 
さい。 

( ENGLISH):Device full . 

(日本語）：ディスク容量が不足しています0 

原因と対処: ディスクを増設/交換するか、不要なファイルを削除してフリー 
エリアを広げる。 


( ENGLISH):ZMUSIC PERFORMANCE MANAGER is occupied by some ot 
her applications . 

(日本語） ： ZMUSIC 演奏マネージャが他のアプリケーシヨンに占有 
されています. 

照因と対処: Z - MUS 1 C 演奏マネージャ （ ZMSC 3. X ) を占有しているアブリケーシ 
ヨンを解除してから ZMSC 3. X を解除する0 

( ENGLISH):Illegal version number . Unable to release . 
(日本語）：バージョンが異なるため常駐解除はできません. 


( ENGLISH):Out of memory . 

(日本語）：メモリが不足しています。 

两因と対処：メモリを増設するか、不要な常駐ソフトを解除してフリ ー エリ 
アを広げる。 

( ENGLISH): II legal File size . 

(日本語）：ファイルサイズが異常です。 

厢因と対処：ファイルサイズがメインメモリより大きくないか、ファイルサ 
イズが〇になっていないか確認する。 


11.4. ZMC. X のエラー 


11.6. Z P. R のエラー 


( ENGLISH):ZMUSIC 
(日本語） ： ZMUSIC 

( ENGLISH):ZMUSIC 
(日本語） ： ZMUSIC 

( ENGLISH):ZMUSIC 
li cation . 


MML COMPILER is not kept in the system . 

MML コンパイラは常駐していません 

MML COMPILER is unable to release . 

MML コンバイラの常駐解除はできません 

MML COMPILER is occupied by some other app 


(日本語） ： ZMUSIC MML コンパイラは他のアブリケーシヨンに占有 


されています 

原因と対処： Z-MUSIC MML コンパイラ （ ZMC . X ) を占有しているアブリケーシ 
ヨンを先に常 5 f 解除する。 


( ENGLISH):Illegal version number . Unable to release . 
(日本語）：バージョンが異なるため解除は出来ません 


( ENGLISH):ZMUSIC PERFORMANCE MANAGER has to be included pre 
viously . 

(日本語） ： ZMUSIC 演奏マネージャが先に常駐していなければなり 
ません 

照因と対処 : ZMC • X 単体の常駐はできない0 

( ENGLISH):Fail in registering ZMUSIC MML COMPILER . 

(日本語） ： ZMUSIC MML コンパイラの登録に失敗しました 


( ENGLISH ): ZMC.X cannot be registered from CONFIG . SYS . 
(日本語) : ZMC.X は CONFIG.SYS から登錄することは出来ません 

原因と対処: ver .2.0 以前では CONFIG . SYS から Z - MUSIC を組み込めたが、 ver . 
3.0 以上では処理系の都合上、 C 0_ D . X 上からしか組み込むことができな 


11.5. Z PCN V3. R のエラー 


( ENGLISH):ZMUSIC Inter rapt Service has already been used by 
other applications . 

(日本語） ： ZMUSIC 割り込みサービスは既に他のブログラムが利用 
中です 

原因と対処：先に Z - MUSIC 割り込みサービスを使用しているソフトの常駐を 
喊除する必要がある。 


( ENGLISH):MIDI receiver program dropped data . 

(日本語） ： MIDI 受信プログラムがデータを取りこぼしました 

两因と対処: CPU の ft 荷になるソフトをすべて常駐解除してもう一度試して 
みる 0 


( ENGLISH):ZMUSIC refused ZP 3 .R registration . 

(日本語） ： ZMUSIC に ZP 3 .R の登録を拒否されました 

两 因と対処：すでに同 rt のブレイヤーソフトウェアが常駐している可能性が 
ある0 


( ENGLISH):ZMUSIC is not included . 
(日本語） ： ZMUSIC が組み込まれていません 
原因と対処： ZP 3. R 単体での常駐は行えない0 


( ENGLISH):Illegal file size . 

(日本語）：ファイルサイズが異常です 

两因と対処：ファイルサイズがメインメモリより大きくないか、ファイルサ 
イズが〇になっていないか確認する0 

( ENGLISH):Blank time too long . 

(日本語）：ブランクタイムが長すぎます 

厣因と対処：ブランクタイ厶の有効範囲は0-65535。 


( ENGLISH):Illegal parameter error . 
(日本語）：値が規定外です 


( ENGLISH):File open error . Does the FILENAMEI file surely e 
xist ? 

(日本語）：ファイルが開けませんでした。 FILENAMEI が存在するか 
確認してください0 

( ENGLISH):File open error . Check the legitimacy of FILENAME 

2 . 

(日本語）：ファイルが開けませんでした。 FILENAME 2 が適正なフア 
イル名か確認してください。 


( ENGLISH):Illegal channel ID error . 

(日本語）：チャンネル ID が規定外です 

( ENGLISH): II legal interface ID error . 

(日本語）：インターフ i ース ID が規定外です 

( ENGLISH):Too rany track numbers error . 

(日本語）：トラック番号が多すぎます 

原因と対処： ZP 3. R から一度に指定できるトラック数は1〜128までに限られ 
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( ENGLISH):Out of memory . 

(日本語）：メモリが不足しています 

厢因と対処：メモリを増設するか、不要な常駐ソフトを解除してフリーェ 
リアを広げる 

( ENGLISH):File read error . 

(日本語）：ファイルの読み込みに失敗しました 

照因と対処：ディスクドライブやファイルが破塽されていないか確認して 


( ENGLISH):File not found . 

(日本語）：ファイルが見つかりませんでした 

( ENGLISH):Too many nlenames are written in index - file . 

(日本語）：インデックスファイル中に記述されたファイル名が多 
すぎます 

两因と対処：インデックスファイル中には最大128ファイルを記述すること 
ができる。 

( ENGLISH):Unidentified file . 

(日本語） ：K 識できないファイルです 

頭因と対処：そのファイルが本当に Z - MUSIC システムで扱えるものかを確 
認してみる。 

( ENGLISH):This is not a performance data . 

(日本語）：これは演突データではありません 

( ENGLISH):Unidentified ZDF file . 

(日本語） ： I2§5 できない ZDF ファイルです 

厢因と対処： Z-MUSIC ver .3.0 で扱える ZDF は ZMS , ZMD , ZPD , MDD いずれかを圧 
縮したものに限られる。 

( ENGLISH):This data contains an unsupportable external fil 
e reference . 

(日本語）：未対応の外部ファイル参照を含んでいます 

原因と対処：ジュークボックスで連蜣演奏する曲データには、 < AD ) PCM 定義 
ファイル （ CNF ファイル）のような実行処理に ZMC . X を必要とするものを含ん 
でいてはならない。 

( ENGLISH):Version number mismatch . 

(日本語） ： バージヨン番号が不一致です 

( ENGLISH):MIDI is Unable to use . 

(日本語） ： MIDI は使用できません 

原因と対処: MIDI ボードを装普するか RS -232 C MIDI を使用する設定で ZMSC 3. 
X を組み込んでみる。 

( ENGLISH ): ZP 3 .R is not kept in your system . 

(日本語） ： ZP3.R は常駐していません 

( ENGLISH ): ZP 3 .R has already been kept . 

(日本語） ： ZP3.R は既に常駐しています 

( ENGLISH ): LZZ.R couldn’t be found . 

(日本語）： LZZ.R が見つかりません 

两因と対処：音楽演奏データ圧縮ツール LZZ . R がバスの通ったディレクトリ 
に存在するかどうか fif 認してみる。 

( ENGLISH ): LZZ.R couldn，t be used . 

(日本語）： LZZ.R を利用することができませんでした 

( ENGLISH)iError in LZZ . R . 

(日本語） ： LZZ.R 内でエラーが発生しました 

( ENGLISH):File write error . 

(日本語）：ファイルの害き出しに失敗しました 

頒因と対処：ディスクの空き容量が十分か、ディスクが破壊されていない 
かを確認する。 


( ENGLISH):Illegal fader speed . 

(日本語）：フエーダースピードの値が異常です 

两因と対処：フヱーダースビードの有効範囲は卜255。 

( ENGLISH) : Temporary file was broken . 

(日本語）：テンボラリファイルが異常です 

原因と対処：テンポラリドライブが正常に動作するかを確認する。 

( ENGLISH):Fail in execution of ZMUSIC MML COMPILER . 

(日本語）： ZMUSIC MML コンパイラの起動に失敗しました 

( ENGLISH)rError in execution of ZMUSIC MML COMPILER . 
(日本語）： ZMUSIC MML コンバイラでエラーが発生しました 

( ENGLISH)iFail in a calculation of total step time . 

(日本語）：トータルステップタイムの計算に失敗しました 

( ENGLISH):No data was received . 

(日本語）：データは受信されませんでした 

原因と対処: MIDI ケーブルが正しく接続されているか、断線していないか 
を確認してみる。 
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12.1. ZMD ファイルのヘッダブロックの構成 

[注意] 

文中の （. b >(. wX . l ) および ( ds . b )( ds . w )( ds . l ) などはデータ長を表して 
いる 0 

( ds . b )/(. b ) バイトサイズ 
( ds . w )/(. w ) ワードサイズ （ 2バイト） 

( ds.l )/(.1) ロングワードサイズ （4 バイト） 

ZMD は、 

$ la ,’ ZauSiC ’ ，ZMD version ID ($30) 

のへ ッ ダ ID を先卯に以下のようなへ ッ ダ«成を取る。 

各ヘッダ項目は、各情？«/データ領域までのオフセットを格納するもの U 
一 coin offset , z_trk offset など）と項目データそのものを格納するもの U - 
total coiint,z teipo など）の2タイブに分けられる。 

演突データなどを一切含んでいない「空」の ZMD であつても以下に示した 
ヘッダブロックは必ず存在する。 


z zaiusic _ id : 

ds.l 

2 

♦ Sla / ZBuSiC * ,ZMD version ID ($30) 

z _coom offset : 

ds.l 

1 

拿共通コマンドまでのオフセット （0: なし） 

z trk offset : 

ds.l 

1 

•トラック/チャンネル情報テーブルまでの 
•オフセット （0: なし） 

z — ctrl _ offset : 

ds.l 

1 

•演赛制御コマンドまでのオフセット 
拿 （0 で全トラック演赛） 

z_zad size : 

ds.l 

1 

拿この ZMD フアイル全体のサイズ 

z song offset : 

ds.l 

1 

* 歌詞データまでのオフセット 


ds.l 

1 

拿 Reserved 

z total offset : 

ds.l 

1 

拿トータルステップタイムの烙納アドレス 

i 一 title _ offset : 

ds.l 

1 

拿タイトル文字列までのオフセット 
*( または最初のコメント文） 

z.total count : 

ds.l 

1 

•Total Step Tiie 

z _ play _ tine : 

ds.l 

1 

拿演奏時間（時間/分/秒） [ reserved ] 

z meter : 

ds.w 

1 

* 拍子 ( n / B ) 

z metronome : 

ds.b 

1 

拿メトロノー 厶速度 


ds.b 

1 

拿 Reserved 

z key : 

ds.w 

1 

*调号（値が正 = n 個の#, &= n 個の b , 0 = C ) 
* (0 で長调/- I で短調） 

z iaster _ clock : 

ds.w 

1 

•全音符のマスタークロック[192】 

z _ teipo : 

ds.w 

1 

拿初期テンポ[120] 


ds.w 

1 

♦Reservea 

z _ can _ flag : 

ds.l 

1 

* 共通コマンドの使用状態 

z _ ctr し flag : 

ds.l 

1 

♦制御コマンドの使用状態 

z _ instruient : 

ds.l 

1 

拿使用楽器タイプ ( d 0 :GM dl:GS d 2: SC -88 

d 3: MT -32 d 4 : U 220 d 5: Ml ) 

z _ nof . fn _ ch : 

ds.b 

1 

* FM 音源使用チャンネル数 (0-8) 

z _ nof 一 ad _ ch : 

ds.b 

1 

*AD PCM ( PCM ) 音源使用チャンネル数 （0-16) 

z nof mdl _ ch : 

ds.b 

1 

本 MIDI -1 使用チャンネル数 （( M 6) 

z _ nofjnd 2_ ch : 

ds.b 

1 

本 M 1 D 卜2使用チャンネル数 （0-16) 

z nof _ nd 3_ ch : 

ds.b 

1 

傘 MIDI -3 使用チャンネル数 (0-16) 

z—nof md 4_ ch : 

ds.b 

1 

拿 Reserved 


ds.w 

1 

拿 Reserved 


なお、タイトル文字は、1行目は曲のタイトル。それ以降はコメント。ま 
た、曲名/作曲者/編曲者/データ作成者のような一般的な情報を後数行にわ 
たって記述する場合は、以下の文字列で表される情報タイトルの後に記載 
するようにする《情報タイトルの日本語は全角、英字は半角英数大文字のみ、 
また：は必須）。 

[日本語】 [英語] 

曲名： TITLE : 

作曲者： COMPOSER : 

編曲者： ARRANGER : 

作成者： MANIPULATER : 

作成日： DATE : (原曲の作曲年月日は COPYRIGHT :) 

録音場所 STUDIO : 

使用拽器： INSTRUMENTS : 

ジヤンル： CATEGORY : 

例 

.coiment { 

TITLE : I an a boy , therefore I have balls . 

作曲者：西川蕃司 
STUDIO : 自宅 
ジャンル：童明 


12.2.共通コマンドの ZMD 

ZMD に共通コマンドが存在しない場合は、ヘッダブロックの z 一 coin_offs 
et の内容を0とする。存在する場合はいちばん初めの共通コマンド ZMD の 
存在位！ S までのオフセットアドレスを格納する0 
共通コマンド ZMD には以下のようなものがある。 


オフセツト値について 

Z-MUSIC 用のデータで扱うオフセツト値はオフセツト値の格蚋して 
ある次のアドレスからのオフセツトです0いまたとえば、 $A000 番地 
にワードサイズのオフセツト $0E00 が格納されていたとするとボイン 
卜するアドレスは $A002 + $0E00 = $AE02 となります0 


參 CMN_END 共通コマンド ZMD の終了 

$ ff (. b ) 


• CMN„INIT 初期化 

$00(. b ) ZMD 

$00(. b ) 将来の拡張用 

合計 2 bytes 

• CMN _ READ_SUB サブファイルの読み込みと実行 

$04(. b ) ZMD 

Filenane ファイル名文字列 （ Endcode =0( • b )) 

合計 ？ bytes 
または、 

$04(. b ) ZMD 
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0(. b ) 

Offset (. l ) 
Size (. l ) 
合計 lObytes 


文字列でなくオフセット值指定であることを示すコー 
データが存在するアドレスまでのオフセット 


テンポ 


•CMNJEMP0 

$08(. b ) ZMD 

Tempo (. w ) テンポ値： 0-65535 

合計 3 bytes 

•CMN_MASTER CLOCK 全音符クロック数登録 

$0 c (. b ) ZMD 

Master Clock ( . w ) マスター クロ ッ ク：〇-32767 
合計 3 bytes 


•CMN 一 FM TUNE SETUP 

$10(. b ) ZMD 

Data . • •(128 bytes ) チュ 

合計 129 bytes 

•CMN PCM_TUNE SETUP 

グ 

$14(. b ) ZMD 

Data ...(128 bytes ) チュ 

合計 129 bytes 

•CMN VSET : 


FM 音源チューニング 

ング @ K レンジ）：- 128 〜+127 


(AD)PCM 音源チュー 


ング偷 （ MML 抓レンジ）：-128〜+127 


FM 音源音色設定 


Tone Number (. w ) 

0-256 M 28 

0(. b ) 

RESERVED 

Tone Data (. b ) 

0 )LFRQ 

Tone Data (. b ) 

1 )PMD 

Tone Data (. b ) 

2 )AMD 

Tone Data (. b ) 

3) SYNC /0 M/WF 

Tone Data (. b ) 

4) PAN/AF 

Tone Data (. b ) 

5) PMS/AMS 

Tone Data (. b ) 

6)0 F 1: DT 1 /MUL 

Tone Data (. b ) 

7)0 P 3: DT 1 /MUL 

Tone Data (. b ) 

8)0 P 2: DT 1 /MUL 

Tone Data (. b ) 

9)0 P 4: DT 1 /MUL 

Tone Data (. b ) 

10)0 F 1 :TL 

Tone Data (. b ) 

11)0 P 3 :TL 

Tone Data (. b ) 

12)0 P 2 :TL 

Tone Data (. b ) 

13)0 P 4 :TL 

Tone Data (. b ) 

14)0 P 1: KS/AR 

Tone Data (. b ) 

15)0 P 3: KS/AR 

Tone Data (. b ) 

16)0 P 2: KS/AR 

Tone Data (. b ) 

17)0 P 4: KS/AR 

Tone Data (. b ) 

18)0 P 1: AME /1 DR 

Tone Data (. b ) 

19)0 P 3: AME /1 DR 

Tone Data (. b ) 

20)0 P 2: AME /1 DR 

Tone Data (. b ) 

21)0 P 4: AME /1 DR 

Tone Data (. b ) 

22)0 P 1: DT 2/2 DR 

Tone Data (. b ) 

23)0 P 3: DT 2/2 DR 

Tone Data (. b ) 

24)0 P 2: DT 2/2 DR 

Tone Data (. b ) 

25)0 P 4: DT 2/2 DR 

Tone Data (. b ) 

26)0 P 1: D 1 L/RR 

Tone Data (. b ) 

27)0 P 3: D 1 L/RR 

Tone Data (. b ) 

28)0 P 2: D 1 L/RR 

Tone Data (. b ) 

29)0 P 4: D 1 L/RR 

Tone Data (. b ) 

合計 50 bytes 

30)-45 )NAME 

•CMN WAVE FORM 

波形メモリ登録 

$ lc (. b ) 

ZMD 

Wave Nuiber (. w ) 

波形 番号 : 8-255 

Data Size (. l ) 

データサイズ：2〜 

Loop Type (. b ) 

波形タイプ： 


Loop Start Offset (. l ) 


( 必ず偶数 ) 


(0 :IShot 1 : Loop 2: Alternative - Loop ) 

ループ 開始 オフセツト：〇〜 （必ず 偶数） 


(ループなしの 場合は 0) 

Loop End Offset (. l ) ルー ブ終瑞 オフセツト： 〇〜 （必ず偶数 ) 

(オフセツト 値は ルー ブ終瑞 データのあるオフセツトアドレス +2) 
(ループなしの 場合は最終 データの存在するオフセットアドレス +2) 


Loop TiBe (. l ) 
Reserved (• 1 ) 
String Length (. b ) 
String Data ... 

Wave Data (. w ) 

合計 25 〜？ bytes 


ループ回数： （1 〜） （ 0は無限回に相当） 

Reserved 

コメント文字列長： 0-255 

コメント文字列 (No Endcode ) 

(•even 処理） 

波形データ （必ず偶数アドレスから ••.） 



CMN 一 REGISTER PCM (AD)PCM 登録 


$20(. b) 
Flag (. w ) 


Note/Tiibre No .(. w ) 

Regtype (. b ) 

Original Key Code (. b ) 

Reserved (. w ) 

Tone Nane (. b )...0(. b ) 
Filenane (. b )...0(. b ) 


PPC (? bytes ) 

合計 21 -?bytes 

♦CMN—ERASE—PCM 

$24(. b ) 

Note/Timbre No .(. w ) 
合計 3 bytes 

•CMNJLOCK PCM 

$28(. b ) 

Fi lenajne ( . b )...0(. b ) 
合計 3 〜？ bytes 
または、 

$28(. b ) 

ZPD . ID (. b ) 

Offset (. l ) 

合計 6 bytes 

•CMN CRNT MIDI 

$2 c (. b ) " 

MIDI I/F Number (. b ) 
合計 2 bytes 

參 CMN—CRNT_MIDI 

$30(. b ) 

MIDI I/F NuiDber (. b ) 
合計 2 bytes 


ZMD 

フラグ 

dl 5: PPC の有無 (0 :no lrexist ) 
d 0- dl 4:1-32767( 次の共通コマンドまでの 

オフセツト0 0は15ビツトでは表現で 
きない場合を表すが通常は無視して 
よい。 

Note Nu * ber (0-32767) / 

Timbre Nu « ber ($8000+0-32767) 

登録タイブ 

-1 :AD PCM 0: V 2 互換 l :16 bitPCM 2:8 bitPCM ) 

オリジナルキー 

(0-127 :Key Code 128 :No Original Key ) 

リザーブ 

Tone Na * e (最大 32 バイト） ( Endcode =0(. b )) 

ファイルネー厶文字列 （ Endcode =0(. b )) 

(F i 1 enaae ).1=$00 xxxxxx の場合はすでに登録さ 
れているトーン/音色データをコビー流用する 
指定となる。 

(F i 1 enaae ) • 1=$01 xxxxxx の場合はすでに登録さ 
れているトーン/音色データを流用する。 
(この場合、 . LOOP 以外の PPC は利用不可） 

PCM PROCESSING COMMAND ( PPC )... 

PPC については後述 


(AD)PCM 登録取消 

Note Nu * ber (0-32767) / 

Tiibre Number ($8000+0-32767) 


ZPD 読み込み 

ZMD 

フアイルネー厶文字列 （ Endcode =0( . b )) 


ZMD 

ZPD ID (0: V 1 〜 21: V 3 2: PDX ) 

データが存在するアドレスまでのオフセット 


IN カレント MIDI-IN 設定 

ZMD 

インタフェイス番号： 0-3 


OUT 

ZMD 

インタフェイス番号： 0-3 


カレント MIDI-0UT 設定 


籲 CMN—MIDI—TRANSMISSION 

$34(. b ) 

MIDI I / F (. b ) 

String Length (. b ) 


MIDI データ 転送 

ZMD 

インタフェイス 番号： 0-3/ 

(-1: カレント M 1 DI -0 UT ) 
文字列 長 : 0-255 
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String Data ... コメント文字列 （No Endcode ) 

Transmit Data Length (. l ) 転送データ長 
Data .... 転送データ 

合計 8 -?bytes 


•CMN_MIDI—DUMP 

$38(. b ) 

MIDI I / F (. b ) 

Filenaie (. b ).. .0( . b ) 
合計 4 -?bytes 
または、 

$38(. b ) 

MIDI 1/ F (. b ) 

0(. b ) 


Offset (. l ) 
合計 7 bytes 


スタンダード MIDI ファイルの送信 

ZMD 

インタフェイス番号： 0-3/ 

(-1: カレント MIDI -0 UT ) 
ファイルネーム文字列 （ Endcode =0 (• b )) 


ZMD 

インタフェイス番号： 0-3/ 

(-1: カレント M 1 DI -0 UT ) 
文字列でなくオフセット磧指定であることを示 
すコード 

データが存在するアドレスまでのオフセヅト 


•CMN COMMENT 

$40(. b ) 

String (. b ).. .0( . b ) 
合計 3 -?bytes 

•CMN PRINT 

$44(. b ) 

String (. b ).. .0( . b ) 
合計 3 -?bytes 


コメント 

ZMD 

文字列 ( Endcode =0( . b )) 


文字列表示 

ZMD 

文字列 （ Endcode =0(. b )) 


參 CMN DUMMY ダミー 

$48(. b ) ZMD 

合計 lbyte 


Processing Count (.1) 加エサイズ：値は物理サイズではなくてデータ 

カウント0 0は加工開始オフセット以降すベて 
を加工範囲とする。 

Voluae (. w ) 音置： 0-65535 

合計 llbytes 


春 PPC_MIX 合成 

$06(. w ) 

$0000(. w) 

Mix Source (. w ) 
Offset Count (. l ) 


PPC … 


0(. b ) 

合計 10 -?bytes 
または、 

$06(. w ) 

Filenaie ...0(. b ) 
Offset Count (. l ) 


PPC ... 


0(. b ) 

合計 8 -?bytes 


PPC 

固定値 

合成元： （ Tone :0-32767 Tilbre : $8000+( 0-32767)) 
合成開始オフセツト：値は物理サイズではなく 
てデータカウント（負の値も可能） 

負の場合は絶対偷カウント分、合成先データの 
前側に合成する指定となる。 

PPC をさらにここに含め合成元のデータに対し 
て加工処理を施すことができる。 

PPC _ END で合成元のデータに対する PPC 列の終瑞 
を表す。 

PPC MIX 終了 


PPC 

ファイルネーム文字列 (0= Endcode ( • b )) 

合成開始オフセット：値は物理サイズではなく 
てデータカウント（負の値も可能） 

負の場合は絶対偵カウント分、合成先データの 
前側に合成する指定となる。 

PPC をさらにここに含め合成元のデータに対し 
て加工処理を■すことができる0 
PPC _ END で合成元のデータに対する PPC 列の終塊 
を表す。 

PPC MIX 終了 


•CMN HALT 

$4 c (. b ) 

Interval (. 1 ) 

合計 5 bytes 

12.3. PCM PROCESSING COMMAND の ZMD 


停止 

ZMD 

待ち時間 =1/60 秒 x Interval (. l ) 


共通コマンド ZMD rcMN_REGISTER.PCMj は PCM の加工を PCM PROCESSING CO 
MMAND ( PPC ) を用いて ver .2.0 以前の （ AD ) PCM 加工処理よりも柔軟な加工が行 
えるようになっている。以下に示すのは PPC の ZMD で、共通コマンド ZMDrCM 
N REGISTER _ PCMj 中に用いて W めて機能し、これ申•体で用いられることは 
ない（用いることはできない）〇 


參 PPC—END PPC 終了 

$00(. w ) PPC END 


•PPC PITCH 

$02(. w) 

Offset Count (.1) 


Processing Count (.1) 


Source Frq (. w ) 
Dest . Frq (. w ) 
合計 13 bytes 


音程変更 

PPC 

加工開始オフセツト：磺は物理サイズではなく 
てデータカウント。 

加エサイズ：値は物理サイズではなくてデータ 
カウント。0は加工開始オフセット以降すベて 
を加工範囲とする。 

変換元周波数： 1-65535 
変換後周波数： 1-65535 


※データカウントは登録タイブによってその次元は変化する 
• 登録タイプが AD PCM のときデータ1カウントは物理11バイトに相当する 
• 登録タイブが 16 bitPCM のときにはデータ1カウントは物理置2バイトに钼 
当する。その他の PPC についても同様 


•PPC.VOLUME 

$04(. w ) 

Offset Count (.1) 


音量変更 

PPC 

加工開始オフセット：値は物理サイズではなく 
てデータ カウン ト。 


•PPC TRUNCATE 

$08(. w ) 

Offset Count (.1) 
Truncate Count (.1) 


合計 9 bytes 

•PPC REVERSE 

$0 a (. w ) PPC 

Offset Count (.1) 

Reverse Count (.1) 


合計 9 bytes 


切り出し 

PPC 

切り出し開始オフセット：偷は物理サイズでは 
なくてデータカウント。 

切り出しサイズ：値は物理サイズではなくてデ 
一タカウント。0はオフセット以降すべてを加 
ェ範囲とする。 


反転 

反 fc 間始オフセツ ト： 侦は物理サイズではなく 
てデータ カウン ト。 

反転サイズ：偷は物理サイズではなくてデータ 
カウント0 0はオフセット以降すべてを加工範 
囲とする。 


•PPC FADE 

$0 c (. w ) PPC 

Offset Count (. l ) 


Fade Count (. l ) 


Start Level (. w ) 
End Level (. w ) 
合計 13 bytes 


フェーダー 操作 

加工開始オフセット：值は物理サイズではなく 
てデータカウント。 

加エサイズ：値は物理サイズではなくてデータ 
カウント0 0はオフセット以降すべてを加工範 
囲とする。 

開始音置: 0-128-65535( 128は原音レペル) 

終了音置： 0-128-65535( 128は原音レベル） 


#PPC—BEND 

$0 e (. w ) PPC 

Offset Count (. l ) 


Bend Count (. l ) 


ピッチベンド 

加工開始オフセット：値は物理サイズではなく 
てデータカウント 

加エサイズ：値は物理サイズではなくてデータ 
カウント。0はオフセット以降すべてを加工範 
囲とする。 
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Start Frq (. w ) 
End Frq (. w ) 
合計 13 bytes 

•PPC.LOOP 

$10(. w) 

omt (. b ) 


Loop Type (. b ) 
Loop Time (.1) 
Loop Start (. l ) 

Loop End (. l ) 

合計 6-14 bytes 


開始周波数： l -65535[ Hz ] 
終了周波数： l -65535[ Hz 】 


ループポイント設定 

PPC 

省略 フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 
d 0 :loop start point 
dl : loop end point 

ループタイブ :0= F 0 RWARD (現在は 0 のみ） 
ループ回数： 1 〜 （0 は無限回に相当〉 

ループ開始オフセツト：埴は物理位 S ではなく 
てデータカウント （ OBt . d 0= l のときだけ設定）。 
ループ終了オフセツト： 頎 は物理位 R ではなく 
てデータカウント （ OBt . dUl のときだけ設定）。 


Reverse Count (. l ) 


Repeat ( w ) 
合計 llbytes 


加エサイズ：値は物理サイズではなくてデータ 
カウント0 0はオフセット以降すべてを加工範 
囲とする。 

処理繰り返し回数:〇〜65535 

(0 は1回，65535は65536回) 


12.4. 制御コマンドの ZMD 


ZMD に制御コマンドが存在しない場合はヘッダブロツクの z_ctrl offset 
の内容を0とする0存在する場合は一番初めの制御コマンド ZMD の存在位 H 
までのオフセットアドレスを格納する0 
制御コマンド ZMD には以下のようなものがある。 


•CTRL_END 制御 コマンド 終了 

$ ff (. b ) ZMD 


•PPC CONNECT 

$12(. w) 

$0000(. w) 

Connect Source (. w ) 
Offset Count (.1) 


PPC … 


0(. b ) 

合計 1 l-?bytes 
または、 

$12(. w) 

fi 1 enaae .. .0( . b ) 
Offset Count (. l ) 


PPC... 


0(. b ) 

合計 9 -?bytes 


口 

PPC 
固定値 

接合元: ( Tone :0-32767 Tiibre : $8000+( 0-32767)) 
接合開始オフセツト： ffi は物理サイズではなく 
てデータカウント（負の値も可能)。 
ft の場合は絶対磺カウント分、接合先データの 
前側に接合する指定となる。 

PPC をさらにここに含め接合元のデータに対し 
て加工処理を¢6すことができる0 
PPC _ END で接合元のデータに対する PPC 列の終堪 
を表す。 

PPC CONNECT 終了 


PPC 

ファイルネーム文字列 （ Endcode =0( • b )) 

接合開始オフセツト：値は物理サイズではなく 
てデータカウント（負の碴も可能)。 

負の場合は絶対値カウント分、接合先データの 
前刺に接合する指定となる。 

PPC をさらにここに含め接合元のデータに対し 
て加工処理を施すことができる。 

PPCJ ： ND で接合元のデータに対する PPC 列の終瑰 
を表す。 

PPC 一 CONNECT 終了 


籲 PPC—DELETE 

$14(. w ) 

Offset Count (• 1 ) 


Truncate Count (•1) 


合計 9 bytes 


削除 

PPC 

削除開始オフセツト：确は物理サイズではなく 
てデータカウント。 

削除サイズ：磺は物理サイズではなくてデータ 
カウント。0はオフセット以降すべてを削除範 
囲とする。 


•PPC DISTORTION 

$16(. w ) 

Offset Count (.1) 
Processing Count (. l ) 


Voluae (. w ) 

Cut Off Level (. w ) 

合計 13 bytes 


デイストーシヨン 

PPC 

加工開始オフセット：値は物理サイズではなく 
てデータカウント。 

加エサイズ： ffi は物理サイズではなくてデータ 
カウント0 0はオフセット以降すべてを加工範 
囲とする。 

音 t 倍率： 0-65535 

音1臨界値： 0-32767( 絶対値をこれ以下のレべ 
ルに丸める） 


•PPC_SM00TH 

$18(. w ) 

Offset Count (.1) 


平均化（スムーズ化） 

PPC 

加工開始オフセツト：値は物理サイズではなく 
てデータカウント。 


•CTRL PLAY 

演奏開始 

$00(. w ) 

ZMD 

Track Nuaber (. w ) 

トラック 番号: 0-65534 

Track NiiBber (. w ) 

トラック番号： 0-65534 


Track Nuaber (. w ) 

トラック 番号: 0-65534 

- l (. w ) 

合計 4 -?bytes 

CTRL_PLAY 終了 

•CTRL STOP 

演奏停止 

$04(. w ) 

ZMD 

Track Nmiber (. w ) 

トラック 番号: 0-65534 

Track Nunber (. w ) 

トラック 番号: 0-65534 


Track Nuaber (. w ) 

トラック 番号: 0-65534 

- K . w ) 

CTRL _ ST 0 P 終了 

4 -?bytes 


•CTRL CONT 

演奏再開 

$08(. w ) 

ZMD 

Track Nuaber (. w ) 

トラック 番号: 0-65534 

Track Nuaber (. w ) 

トラック 番号: 0-65534 


Track Ntinber ( . w ) 

トラック番号: 0-65534 

- I (. W ) 

CTRL _ ST 0 P 終了 

合計 4 -?bytes 

•CTRL MFADER 

マスターフ エーダー 

$0 c (. w ) 

ZMD 

Device - ID (. w ) 

音源 ID :( FM =( MAD ) PCM =1， MIDI 1=$8000, 

MIDI 2二$8001， M I D 13=$8002 . MIDI 仁 $8003 ， 

-1 二全音源が操作対象となる） 

oat (. b ) 

省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 
d 0 :speed 
dl : Start Level 

d 2 : End Level 

Speed (. w ) 

移勛速度： 0-65535 

Start Level (. b ) 

開始レベル： 0-128(128 二原音レベル） 

End Level (. b ) 

終了レベル： 0-128( 128=原音レベル） 

合計 5-8 bytes 

•CTRL TFADER 

トラックフ エーダー 

$10(. w ) 

ZMD 

Track Nunber (. w ) 

トラック番号: 0-65534,-1= 全トラックが操作対 
象となる。 

oot (. b ) 

咨略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 
d 0 :Speed 
dl:Start Level 

d 2 : End Level 

Speed (. w ) 

移動速度: 0-65535(0= 移動しない) 
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Start Level (. b ) 開始レベル： 0-128(12 和原音レペル） 

End Level (. b ) 終了レベル： 0-128(128= 原音レベル） 

合計 5-8 bytes 


參 CTRL_MASK 

$14(. w ) 


マスク制御 

ZMD 


Track Nunber (. w ) トラ ヅク 番号: 0-65534 
Mask Mode (. w ) マスクモード： 0 二 MASK OFF , 

1= REVERSE , 


•1 二 MASK ON 


} xn 

- l (. w ) CTRL_MASK 終了 

合計 8 -?bytes 

全トラックを操作対象とする場合は、 

$14(. w ) ZMD 

- l (. w ) 全トラックを操作対象とするコード 
Mask Mode (. w ) マスクモード ：0 =MASK OFF , 

1= REVERSE , 

•1 二 MASK ON 


合計 6 bytes 


12.5. トラックチャンネル情報テーブルの構成 


演赛データが存在しない場合はヘッダブロックの z trk_offset の内容を 
0とする。存在する坳合はトラックチャンネル情報テーブルの存在位»ま 
でのオフセットアドレスを格納する。 

トラックチャンネル情報テーブルとは、演变データまでのオフセットア 
ドレス、そのトラックに割り当てられた W 期音源 rt 別などの惰報を格納し 
た領域のこと0 

以下にそのトラックチヤンネル情報テーブルの_成を示す。 


ti n of tracks : ds.w 1 *.w トラック数- 1(0-65535) 


ti — track — stat : 

ti _ track . niode : 
ti trkfrq : 


tintype : 


ti _ ch : 

tij ) lay . data : 
ti _ extra _ info : 


ds.b 1 *.b $00 =perfor 重 ance ,$80 =^hft 交 track マーク 
♦ (詳しくは ZMID . MAC 参照） 
ds.b 1 拿 .b $80 =no key off (詳しくは ZMID . MAC 参照) 
ds . b 1 拿 . b 割り込み比串 (0: no 「* al , l :2 回に 1 回, 

« 2:3回に1回 ••••） 

ds.b 1 *.b 

ds . w 1 *. w デバイスタイブ ( FM :0 AD PCM :1 

* MIDI :$8000 〜$8003， 

t PATTERN :$7 fff , 

* CURRENT-MIDI 
ds . w 1*. w チヤンネル （0-15) 

ds . l 1 t .\ 演奏データまでのオフセット 
ds . l 1 <.1トラック追加情報までのオフセット 

( 0の場合はない> 


以降 、 ti track stat 〜 ti_extra info までが総トラック数分統く 


12 . 6 . トラック追加情報 


トラック追加情報とは演奏トラックひとつひとつに対して付加される 情 
報で、トラックチャンネル情報テーブル中の t し extra _ info から#照される 
もの。トラック追加情報がない場合は t し extra _ info には0を格納する。 
以下にトラック追加情報の構成を示す。 


tx _ tota し step : 

ds.l 

1 

*•1 

トラック総ステップタイム 

tx . checksui : 

ds.l 

1 

*.1 

トラックチェックサム 

tx n_of measure : 

ds.l 

1 

• •1 

総小節数 

tx cooent _ length : 

ds.l 

1 

*•1 

トラックコメント文字列長 


(0: none ) 

以降、 tx _ co «* entJength で表される長さの文字列が統く〇ただし Endcode = 
0(. b ) などはない。 


12.7. 演奏トラックの ZMD 

演奏トラックには以下に示す ZMD が格納される。演奏トラックが存在する 
場合、トラックチャンネル情報テーブルの ti _ play _ data にその位 B までの 
オフセットアドレスが格納される。 


[注意] 

• ( v > で表されるデータサイズは1バイト〜2バイトの任意のサイズを取る 
ことを意味する0 

•[] で表される数値はデフオルトであることを意味する0 
•「— XXXX 」 などは、そのバラメータが MEASURE 13 で解説される Z-MUSIC ve 
r .3.0 の演奏トラックワークに格納されることを意味している。 



音符 (MML C , D , E , F , A , G ) 


Note Nuaber (. b ) 
Step Tiie (. v ) 

Gate Tine (. v ) 

Velocity (. b ) 

合計 4-6 bytes 


ノート番号： ( M 27( . b ) - > k_note 

ステップタイ厶 :0-127( . b ), 32768+( 0-32767 )(. w ) 

- > p _ step_tiie 

ゲー トタイム： $8000(. w )= tie , 

0-127(. b ) | 32768+( 128-32767)( . w ) — k _ gate 一 tine 
ベロ シティ： 0-127, 128 =use default , - > p„velo 

129 〜191,192,193〜 255 は- 63 〜-1,0,+1〜+63に対応する 


□ 


$80〜 S 8 f 


參休符 (MML R ) 

$80(. b ) 

Step Tiffle (. v ) 

Gate Tine (. v ) 


合計 3-5 bytes 


ZMD 

ステップタイム： 0-127(. b ) | 32768+(0-32767)(. w ) 

- > p _ step„time 

ゲートタイム： $8000(. w)=tie 

0-127(. b ) | 32768+( 128-32767)(. w ) 

— k _ gate_tine 


參ウ i ィト （MML @ W ) 

$81(. b ) ZMD 

Step Tiie (. v ) ステップタイム： 0-127(. b > I 32768+(0-32767)(. w ) 

— p _ step_tiae 


合計 2-3 bytes 


•トラックディレイ （MML [ TRACK . DELAY ]) 

$82(. b ) ZMD 

Step Tiae (. v ) 0-127(. b ), 327681 (0-32767)(. w ) p _ step_tiae 

合計 2-3 bytes 


• HXDRV 系 音符 

$83(. b ) ZMD 

Note Nuiber (. b ) ノート番号: 0-127( +$80では tie 指定となる) 

— k 一 note 

Step Time (. v ) ステップタイム： ( M 27(. b ) I 32768+(0-32767)( . w ) 

- > p _ step _ ti*e 


合計 3-6 bytes 


參ボルタメント 1 (MML (〜 ）） 

$84(. b ) ZMD 

Note Nuaber ( . b ) ノート番号： 0-127 — k 一 note 

$80+(0-127) の場合はディレイあり 
Dest . Note (. b ) ボルタメント先のノート番号： 0-127 

$80+(0-127) の場合はボルタメントタイムあり 
Delay (. v ) ディレイ： 0-127(. b ) | 32768+(0-32767)(. w ) 

— p _ port 一 dly 

(ただし Note Nuiber (. b ) g $80 のときのみ） 
Port . Tiie (. v ) ボルタメ ントタイム： 0-127( . b ) — *p 一 port 一 cnt 

32768 +(0-32767)(. w ) 


(ただし Dest . Note $$80 のときのみ） 
Step Time (. v ) ステップタイム： l -127(. b ) I 32768+( 1-32767)(. w ) 

— p _ step」ime 

Gate Tine (. v ) ゲー トタイム：$8000( . w)=tie — k _ gate_tine 

0-127(. b ) | 32768+( 128-32767)(. w ) 

Velocity (. b ) ベロシティ： 0-127 | 128 =use default , — p_velo 

129 〜191,192，193〜 255 は _63 〜- 1,0, H 〜 +63 に対応する 


合計 6 -llbytes 


參ボルタメント 2( WL ([〜 ])) 
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$85(. b ) 

Note Nuiber (. b ) 
Dest . Note (. b ) 
Delay (. v ) 


k note 


Port . Time (. v ) 


Step Time (. v ) 


Gate Tiie (. 


Velocity (. b ) 


合計 6 -llbytes 


ZMD 

ノー ト番号： 0-127 
$80+(0-127) の場合はディレイあり 
ポルタメント先のノー ト番号： ( M 27 
$80バ0-127)の場合はボルタメントタイムあり 
ディレイ： 0-127(. b ) | 32768バ 0-32767)(. w ) 

—P_port_dly 

(ただし Note Nuiber (. b )$$80 のときのみ) 

ボルタメントタイ厶 ：0-127(. b ) — p _ port_cnt 

327681 (0-32767)(. w ) 

(ただし Dest • Note $ $80 のときのみ） 

ステップタイム： l -127(. b ) | 32768+(卜32767)( . w ) 

^P_step_tme 

ゲートタイ厶：$8000( . w)=tie — k _ gate_tine 

0-127(. b ) | 32768+( 128-32767)(. w > 

ベロシテイ： 0-127 | 128 =use default , —p velo 

129 〜191，192,193〜 255 は- 63 〜-1，0, +1 〜 +63 に対応する 


(0 の場合は無指定を意味する） 


合計 4 bytes 


參オートベンドスイッチ （MML [ BEND . SWITCH ]) 

$98(. b ) ZMD 

Switch (. b ) スイッチ： [0 ]=off l=on 

合計 2 bytes 


P_bend_sw 


アフタータッチシーケンススイツチ （MML [ AFTERTOUCH . SWITCH ]) 


$99(. b ) 
Switch (. b ) 


ZMD 

スイッチ： [0 ]=off $ ff = l /8 aode 

$01 optional 8 point node 
$02 =on by previous mode 


- >p_aftc_sw 


合計 2 bytes 


參アフタータッチシーケンス同期投定 (MML [ AFTERTOUCH . SYNC ]) 
$9 a (. b ) 

Sync Mode (. b ) 


ZMD 

同期モード 



d 7: キーオン時に波形初期化 

0:0 FF [1] 

■$90〜 $9 f 

d 6 :タイ時に波形初期化 

[0]:0 FF 1 


d 5: 休符時に波形初期化 

[0]:0 FF 1 


•音量 （MML V ,@ V ) 


$90(. b ) 
Volune (. b ) 

合計 2 bytes 

參相対 音量 （MML 

$91(. b ) ZMD 
Voluae (. b ) 

合計 2 bytes 


ZMD 

音置《:0-127 
$80+(0 〜 16) 


128段階指定時 
16段階指定時 


p_vol 


相対音*始： -128 〜127 


參相対 音量 2 

$92(. b ) ZMD 

Volume (• b ) 相対音* 値：- 128 〜 127 —P _ vo 1 

合計 2 bytes 

($91 との這い：$91は必ず絶対音繼次元で相対音置を設定するが、$92は直 
前の音#コマンド （128/16 段階）の次元で钼対音》を設定する} 


♦ベ□シティ （MML U /@ U ) 

$93(. b ) 

Velocity (. b ) ベロ シティ fifi :0-127 

$80+(0 〜 16) 

合計 2 bytes 


128段階指定時 
16段階指定時 


P velo 


參相対べ□シティ （MML U ±/@ U ±) 

$94(. b ) ZMD 

Velocity し b ) 相対べロシティ 値：- 128 

合計 2bytes 


127 


- >p_velo 


♦ビッチモジュレーションモード （MML M ) 

$95(. b ) ZMD 

F)mod mode (. b ) モード fifi :- l=nornal 0 =FM 1 =MIDI 

合計 2 bytes 

參ビッチモジュレーションスイツチ （MML @ M ) 


P pnod node 


$96(. b ) 
Switch (. 


b ) 


ZMD 

スイツチ： [0 ]=off $ ff = l /8 aode 


P pnod sw 


合計 2 bytes 


$01optional8 point mode $02=on by previous mode 


ピッチモジュレーション同期設定 (MML H ) 


$97(. b ) 

Sync Mode (. b ) 


Delay (. w ) 


ZMD 

同期モード 

d 7: キーオン時に波形初期化 
d 6: タイ時に波形初期化 
d 5: 休符時に波形初期化 
d 4: 波形をキーオン毎に更新 
d 3: 波形を休符毎に更新 
同期デイレイ：1〜65535 


—P_pmod_f lg 
0:0 FF [1]:0 N 
[0]:0 FF 1:0 N 
[0]:0 FF 1:0 N 
[0]: N 0 1 :YES 
[0]: N 0 1 :YES 
— p _ paod_syncnt 


Delay (. w ) 


合計 4 bytes 


同期ディレイ ：1 〜65535 


—p 一 aftc_flg 
ON 
ON 
ON 

- >P_aftc syncnt 


(0 の場合は無指定を @ 味する） 


•エンハンスドべ□シティシーケンススイッチ 

(WL [ VELOCITY . SWITCH ]) 


$9 b (. b ) 
Switch (. b ) 


ZMD 

スイ ツチ： [0 ]=ofi — P _ arcc — sw+p vseq_param 

$01= optional 8 point node , 

$02 =on by previous node 


合計 2 bytes 


アゴーギクスイッチ （MML [ AGOGIK . SWITCH ]) 


$9 c (. b ) 
switch (. b ) 


ZMD 

スイ ツチ： [0】=off —(agogik work_ptr)+p」)mod sw 

$ff=l/8iode 

$01=optional8 point node 
$02=on by previous mode 


合計 2bytes 


參アゴーギク同期投定 (MML [ AGOGIK . SYNC ]) 


$9 d (. b ) 

Sync Node (. b ) 


ZMD 


Delay (. w ) 


合計 4 bytes 


同期モード 

-^ P . agogik.fU 

d 7: キーオン時に波形初期化 

[0]:0 FF 1:0 N 

d 6 .•タイ時に波形初期化 

[0]:0 FF 1:0 N 

d 5 : 休符時に波形初期化 

[0]:0 FF 1:0 N 

d 4: 波形をキーオン毎に更新 

[0]: N 0 1 :YES 

d 3: 波形を休符毎に更新 

[0]: N 0 1 :YES 

d 2: 小節線毎に更新 

[0]: N 0 1 :YES 

同期ディレイ：1〜65535 

— P _ agogik_count 


(0 の場合は無指定を et 味する） 


♦タイ モー K(MML @ J ) 

$9 e (. b ) ZMD 

Tie Mode タイモード： （0 =nonnal l = special ) 

合計 2 bytes 


— d 3 of p_md 一 fig 


• PCMS 生モード （MML [PCM MODE ]) 

$9 f (. b ) ZMD 

1 )(’M mode PCM モード： （0 =tone node 

合計 2 bytes 


l=timbre mode ) 

— d 2 of p_md fig 


$ a 0 〜 $af 


參バン 絶対指定 （MML P /@ P ) 

$ a 0(. b ) ZMD 

Fan (. b ) バンボット： （0-127: L 〜 M 〜 R ，128: off ) 


p_pan 
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合計 2 bytes 

參パン相対指定 （MML P /@ P ) 

$ al (. b ) ZMD 

Pan (. b ) 相対バンボット 値 ：- 128〜+ 127 — P—pan 

合計 2 bytes 

•ス ロットマスク （MML [ SLOTJEPARRATION ]) 

$ a 2(. b ) ZMD 

Mode (• b ) モード： 5100000 00 〜*1111000 — p _ 〇 a 

d 3:0 Pl , d 4:0 P 2, d 5:0 P 3, d 6:0 P 4 

bit = l : off ， bit =0 :on 

合計 2 bytes 

參ダンバーべダル （MML @ D ) 

$ a 3(. b ) ZMD 

Damper (. b ) ダンバー値： 0-63= off , 64-127 =on — p_danper 

合計 2 bytes 

• ノンオフモード （MML @ R ) 

$ a 4(. b ) ZMD 

Mode (. b ) モード：$00=通常， $80= ノートオフなし -^ p . track.iode 

合計 2 bytes 



_ピッチモジュレーション波形セレクト （MML S ) 

$ b 0(. b ) ZMD 

Wave Fora (. w ) 波形番号： 0-7= プリセット波形 — P _ pmod__wf 

(0: 鋸歯波1:矩形波2:三角波3:ワンショット鋸歯波 
4:ランダム波） 

$8000+0〜32767=ユーザー波形（波形メモリ） 

合計 3 bytes 


參アゴーギク波形セレクト （MML [ AG 0 GIK . WAVEFORM ]) 

$ bl (. b ) ZMD 

Wave Fon (. w ) 波形番号： 0-7= プリセツト波形 

- >( agogik _ work _ ptr )+ p _ pmod_wf 
$8000+(0 〜32767)=ユーザー波形（波形メモリ） 


合計 3 bytes 


參 V 2 コンパチ音長0 ノー ト（発音のみ行う） 

$ b 2(. b ) ZMD 

Note (. b ) ノート番号： 0-127 

Velocity (. b ) ベロ シティ： 0-127, 128 =use default , — p_velo 

129〜191,192,193〜255は-63〜-1,0, +1〜+63に対応する 

合計 3 bytes 


參ペンドレンジ変更 （MML G ) 

$ a 5(. b ) ZMD 

Range (. b ) レンジ始 ：0-127 [12] 

合計 2 bytes 

♦周波数変更 （MML # F ) 

$ a 6(. b ) ZMD 

Frq (. b ) 周波数番号: 0-6 [4] 

合計 2 bytes 


p @b range 


— P-f rq 


參 ARCC スイッチ （MML @ A ) 


$ b 3(. b ) 

Arcc No (. b ) 
Switch (. b ) 


合計 3 bytes 


ZMD 

ARCC 番号： （0-3> x 2 

スイ ツチ： [0 】=off $ ff = l /8 node 

$01= optional 8 point mode 
$02 =on by previous lode 
->p arcc — sw+p arcc _ paraa +(0-3)* trwk_si ze 


♦絶対チャンネルプレッシャー 
$ a 8(. b ) ZMD 

Pressure ! . b ) チヤンネルブレツシヤー fifi :0-127 

合計 2 bytes 

參相対チャンネルプレッシャー 
$ a 9(. b ) ZMD 

Pressure ( . b ) 相対チヤンネルブレツシヤー值： -128 〜い27 

(相対演篝はべロシティと行われるが演簞結果は 
p _ velo には反映されない） 

合計 2 bytes 


參キー トランス ボー ズ （MML K ) 

$ ab (. b ) ZMD 

Value (. b ) キー •トランス ボー ズ ffi :-128 〜 +127 

合計 2 bytes 

• FM / PCH トラックボイスリザーブ (MML [ VOICE . RESERVE ]) 

$ ac (. b ) ZMD 

n of voices (. b ) ボイスリザーブ 偵： 0-255=1 〜 256 —p 一 voice 一 rsv 

合計 2 bytes 


參べ□シティ同期設定 （MML [ VELOCITY . SYNC ]) 

$ ad (. b ) ZMD 

Sync Mode (. b ) 同期モード — p _ arcc _ flg + p — vseq _ para ^ 

d 7: 小節線同期 [0 ]:off l:on 

d 6: ベロシティが指定されている [0 ]:off l：on 
ケースでもダミーで割り当てるか 
d 5: 休符割り当て [0 ]:off l:on 

Delay (. w ) 同期デイレイ：1〜65535 — p _ arcc 一 syncnUp _ vseq_paraB 

(0 の場合は無指定を意味する） 


合計 4 bytes 


籲 ARCC モー ド （MML M ) 

$ b 4(. b ) ZMD 

Arcc No (. b ) ARCC 番号： （0-3) x 2 

Arcc Mode (. b ) モード： $ ff=norial $01 =extended node 

—P arcc.node 


合計 3 bytes 


參 ARCC 同期投定 (MML H ) 

$ b 5(. b ) ZMD 


Arcc No (. b ) 
Sync Mode (. b ) 


Delay ( . w ) 


ARCC 番号: （0-3) x 2 
同期モード 


d 7 

d 6 

d 5 

d 4 

d 3 


キーオン時に波形初期化 
タイ時に波形初期化 
休符時に波形初期化 
波形をキーオン毎に更新 
波形を休符毎に更新 


同期カウント：1〜65535 


->P arcc.flg 
0 :OFF [1]:0 N 
OFF 1:0 N 
OFF 1:0 N 
: N 0 1 :YES 
[0】: N 0 1 :YES 
->P arcc syncnt 


[ 0 ] 

[ 0 ] 

[o] 


(0 の場合は無指定を意味する） 


合計 5 bytes 


•絶対 0 PM レジスタ書き込み （MML [0 PH ]) 

$ b 6(. b ) ZMD 

Reg . Nuiber ( . b ) レジスタ番号： 

$80+04 :NFRQ $80+05 :NE $80+06 :LFRQ $80+07 :PMD 
$80+08: AMD $80+09 :WF $80+10: CON $80 M 1 :FB 
$80+12 :PAN $80+13 :AMS $80+14 :PMS 

または、 

(0:0 P 1,1:0 F 3,2:0 P 2,3:0 P 4)*16 

+(0: MUL ，1: DT 1，2: TL ,3: AR ，4: KS ，5:1 DR ,6: AMS - EN , 

7:2 DR ,8: DT 2,9: RR ,10:1 DL ) 

Data (. b ) データ： 0-255 
合計 3 bytes 


♦相対 0 PM レジスタ書き込み （WL [0 PM ]) 
$ b 7(. b ) ZMD 

Reg . Nuiber (. b ) レジスタ番号： 
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$80+04$80+05 :NE $80+06 :LFRQ $80+07 :PMD 
$80+08: AMD $80+09 :WF $80+10: CON $80 H 1 :FB 
$80+12 :PAN $80 M 3 :.\MS $80 H 4 :PMS 

または、 

(0:0 P 1,1:0 P 3,2:0 P 2,3:0 P 4)*16 

+(0: MUL ,1: DT 1,2: TL ,3: AR ,4: KS ,5:1 DR ,6: AMS - EN , 

7:2 DR ,8: DT 2,9: RR f 10: lDL ) 

Data (. b ) データ：-128〜 +127 

合計 3 bytes 

♦絶対デイチューン @B range(MML @ B ) 

$ b 8(. b ) ZMD 

Detune ( • w ) デイチユーン：- 8192 〜 8191 — P—detune 

合計 3 bytes 


參相対テンポ（タイマ値 ） （MML @ T ) 

$ c 2(. b ) ZMD 

Tiaer Value (. w ) 相対タイマ值： -32768 〜32767 - Hiier — value ，に tip_buf 
合計 3 bytes 

參絶対テンポ (MML T ) 

$ c 3(. b ) ZMD 

Tenpo Value (. w ) テンポ： 0-65535 — tiBer \. value ， iMBp—buf 

合計 3 bytes 

•相対テンポ (MML T ) 

$ c 4(. b ) ZMD 

T«po Value (. w ) 相対テンポ値 ••-32768 〜32767 — tiaer . value,m 
合計 3 bytes 


•絶対デイ チューン @K range(MML @ K ) 

$ b 9(. b ) ZMD 

Detune (. w ) デイチューン：-7680〜 7680 — *P_detune 

合計 3 bytes 

參 相対デイ チューン@6 range(MML @ B ±) 

$ ba (. b ) ZMD 

Detune (. w ) デイチューン：- 8192 〜 +8191 — P_detune 

合計 3 bytes 

參相対デイ チューン @K range(MML @ K ±) 

$bb(.b) ZMD 

Detune (. w ) デイチューン：-7680〜 7680 — P—detune 

合計 3 bytes 


參シーケンスコマンド 

(MML [ D . C .] [ DO ] [!] [«] [ KEY ] [ METER ]) 

$ c 5(. b ) ZMD 

func no .(. b ) 0: D . C . 1: D 0 2:! 3:@ 4 :KEY 5 :METER 

n of Parai (. b ) 後練バラ メータ数： 0-255 
Paraas (. b ) バラ メータ g?(n of Panuns ( . b ) の数だけ統 く） 

合計 3 -?bytes 

♦音色バンク切り換え （MML I ) 

$ c 6(. b ) ZMD 

Bank MSB (. b ) バンク上位バイト： 0-127 (負値の場合は無指定) 
Bank LSB (. b ) バンク下位ハイト： 0-127 (負偷の場合は無指定) 
合計 3 bytes 


參レジスタ書き込み（コン ト ロールチェンジ 投定 ）（MML Y ) 
$ bc (. b ) ZMD 

Register (. b ) レジスタ： 0-255 

Data (. b ) データ： 0-255 

合計 3 bytes 

參強制再演奏 (MML Jn ) 

$ bd (. b ) ZMD 

Track (. w ) トラック畨号： 0-65534 

合計 3 bytes 

參トラック 同期 (MML Wn ) 

$ be (. b ) ZMD 

Track (. w ) トラック畨号： 0-65534 

合計 3 bytes 


參 Q /@ Q コマンド 

$ bf (. b ) ZMD 

義 value (. w ) Q / IQ 值:0-256(ゲートタイムは （ step * Q )/256 

で与えられる） 

取}:-1^32768(ゲートタイ厶は step +# Q で与えられる） 


合計 3 bytes 


— P — Q—gate 



參ボリフォニックプレッシャー （MML [POLYPHONIC PRESSURE ]) 
$ c 0(. b ) ZMD 

Note Nuiber (. b ) ノー ト番号: 0-127= プレッシャー値は絶対指定 

128+(0-127)=ブレッシャー値は相対指定 
Pressure (• b ) ブレッシャー碴： 0-1 27(絶対指定） 

-127 〜+127(相対指定） 

( ffj 对演算はべロシテイと行われるが演»結果は p _ ve i 0 には反映されない) 
合計 3 bytes 


參絶対 テンポ（タイマ 値） （MML @ T ) 

$ cl (. b ) ZMD 

Timer Value (. w ) タイマ值 ：0-65535 — tiuer — value，m _ tBp_buf 

合計 3 bytes 


參 音色切り換え （MML @) 

$ c 7(. b ) ZMD 

Tiabre Nunber (. w ) 音色番号： 0-32767 — p _ pg « 

合計 3 bytes 

参 音色切り換え 2 (MML [ TIMBRE ]) 

$ c 8(. b ) ZMD 

Tiibre Nuiber (. w ) 音色番号: 0-32767 - > p_pgi 

合計 3 bytes 

參 ARCC 波形セレクト （MML S ) 

$ c 9(. b ) ZMD 

Arcc No (. b ) ARCC 番号: （0-3> x 2 

Wave Fon (. w ) 波形番号：0-7=ブリセツト波形 -> p ^ arcc^wf 

(0: 鋸歯波1:矩形波2:三角波3: ワンショット 鋸歯波 
4 ••ランダム 波） 

$8000♦〇〜32767=ユーザー波形（波形メモリ） 

合計 4 bytes 

♦楽器 ID 投定 (MML @1) 

$ ca (. b ) ZMD 

Maker (. b ) メーカー ID :0-127 

(負値の場合は無指定） 

Device (. b ) デバイス ID :0-127 

(負の場合は無指定） 

Module (. b ) モジュール ID :0-127 

(負®の場合は無指定） 

合計 4 bytes 

參 小節 ジャンプ (MML [ JUMP ]) 

$ cb (. b ) ZMD 

Measure No .(. l ) 小脱 番号: 〇〜4294967295 
合計 5 bytes 

參チャンネルアサイン （MML N ,@ N,[CH ASSIGN ], [ ASSIGN ]) 

$ cc (. b ) ZMD 

Device - ID (. w ) 音源 ID :( FM =0，（ AD ) PCM =1， MIDI 1=$8000, MIDI 2=$8001, 

MIDI 3=$8002, MIDI 4=$8003) — p—type 
Channel (. w ) チヤンネル番号： 0-32767 ->p c h 

合計 5 bytes 


-^P_iaker 
— P_device 
—pjnodule 


140 


參リビート開始 (MHL 1:) 

$ cd (. b ) ZMD 

Repeat Count (. w ) 繰り返し回数：（0-[1]-65534:卜[2】-65535) 

Repeat Work (. w ) $0000 . w ワーク 

合計 5 bytes 

•リビート終•」） 

$ ce (. b ) ZMD 

Offset (. I ) リビート開始 ZMD ($ cd ) の Repeat Count (•いまでの 

オフセット値 

合計 5 bytes 

參 NRPN(MML @Y) 

$ cf (. b ) ZMD 

Address H (. b ) アドレス上位： 0-127 

Address L (. b ) アドレス下位： 0-127 

Data H (. b ) データ上位: 0-127(128 以上の値を設定した場合は 

省略とみなされる） 

Data L (. b ) データ下位: ( M 27( 128以上の値を設定した場合は 

省略とみなされる） 

合計 5 bytes 0 


■$ d 0 〜 $df 


• SEGN 0 (MML [ SEGNO ]) 

$ d 0(. b ) ZMD 

Offset (. l ) [ D . S .】 の D . S . Flag (. b ) までのオフセツトアドレス 

(0 の場合はコマンド無視） 

合計 5 bytes 

參 C 0 DA(MML [ CODA ]) 

$ dl (. b ) ZMD 

Offset (. l ) [ T 0 C 0 DA ] の Coda Flag (. b ) までのオフセツトアドレス 

合計 5 bytes 


-1= 全音源が操作対象となる） 

Channel (. w ) チヤンネル番号： 0-32767,-1= 全チヤンネル 

onit (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後統する） 

d 0 :Speed 
dl:Start Level 
d 2 : End Level 

Speed (. w ) 移動速度:〇〜 65535(0= 移動しない,65535コ殷®速） 

Start Level (. b ) 開始レベル: 0-128(128= 原音レベル) 

End Level (. b ) 終了レベル： 0-128(128= 原音レベル） 

合計 6-9 bytes 
または、 

$ d 6(. b ) ZMD 

$7 fff (. w ) 固定値 

Track No .(. w ) トラック番号： 0-65534,-1= 全トラック 

omt (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0 :Speed 
dl:Start Level 
d 2 : End Level 

Speed (. w ) 移動速度：〇〜 65535(0= 移動しない,65535=最高速） 

Start Level (. b ) 開始レベル: 0-128(128= 原音レベル) 

End Level (. b ) 終了レベル： 0-128(128= 原音レベル） 

合計 6-9 bytes 
または、 

$ d 6(. b ) ZMD 

$7 ffe (. w ) 固定确 

Track ID .(. w ) トラック撖別子：0=現在のトラック -1= 全トラック 

omt (. b ) 崙略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0 :Speed 
dl:Start Level 
d 2 :End Level 

Speed (. w ) 移動速度： 〇〜65535 (0= 移動しない, 65535=尼离速） 

Start Level (. b ) 開始レペル: 0-128(128= 原音レベル) 

End Level (. b ) 終了レベル： 0-128(128= 原音レベル） 

合計 6-9 bytes 


• スキップ ZMD 

$ d 2(. b ) ZMD 

Mode (. b ) モード： 0 =offset l=absolute 

Offset (. l ) Mode ( . b )=0 の琪合は相対アドレスジヤンブ 

Mode (. b )= l の坳合は絶対アドレスに相当する 

合計 6 bytes 


參 D.S.(MML [D.S.]) 

$ d 3(. b ) ZMD 

D . S . Flag (. b ) D . S •フラグ 

d 7: segno 設定があつたか （1: done ), 
d 6: d . s . 処理をしたか （1: done ) 

Offset (. l ) [ SEGNO ] の ZMD の次の ZMD のアドレスまでのオフセツト 

— D . S •処理をしたら P _ fine _ flg をセツト 


合計 6 bytes 


•TO C0DA(WL [TOCODA]) 

$ d 4(. b ) ZMD 

Coda Flag (. b ) CODA フラグ 

d 7: coda 設定があったか （1: done ) 
d 6: tocoda 処理をしたか （1: done ) 

Offset (. l ) [ CODA ] の ZMD の次の ZMD のアドレスまでのオフセツト 

(0 の場合はコマンド無視） 

合計 6 bytes 


參 G0SUB(WL [G0SUB]) 

$ d 5(. b ) ZMD 

Track No .(. w ) トラック番号： 0-65534( ただし65535=バターントラック） 

Offset (. l ) 飛び先オフセツトアドレス 

合計 7 bytes 


籲チャンネルフエーダー （MML [CHJADER]) 

$ d 6(. b ) ZMD 

Device - ID (. w ) 音源 1 D :( FM =0,( AD ) PCH =1, M 1 D 11=$8000， MID 12=$ 腦)1， 

MIDI 3=$8002 .MIDI 4=$8003，カレント MIDI =$7 f f d • 


參マスター フ i ーダー （MML [ MASTER JADER ]) 

$ d 7(. b ) ZMD 

Device - ID (. w ) 音源 1 D :( FM =0,( AD > PCM =1, M 1 D 11=$8000， MIDI 2=$8001， 

M 1 DI 3=$8002, M 1 DI 仁 $8003, 

-1=全音源が操作対象となる） 

oint (. b ) 省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後統する） 

d 0 :Speed 
dl:Start Level 
d 2 : End Level 

Speed (. w ) 移動速度： 0-65535(0= 移動しない,65535高速） 

Start Level (. b ) 開始レベル： 0-128(128 二原音レベル） 

End level (. b ) 終了レベル： 0-128(128= 原音レベル） 

合計 4-7 bytes 

♦リビートスキップ (MML In ) 

$ d 8(. b ) ZMD 

Count (. w ) 演奏許可嫌り返し回数： 0-65534( 1-65535 に対応） 

Offset (. l ) リピート開始の ZMD の Repeat Work ( までのオフセット 

アドレス 

Offset (. l ) リビート終襯の ZMD の外までのオフセツトアドレス 

合計 llbytes 

參リビートスキップ 2 (WL 丨） 

$ d 9(. b ) ZMD 

Offset (. l ) リピート開始の ZMD の Repeat Work ( . w ) までのオフセツト 

アドレス 

Offset (. l ) 次のリビートスキップの ZMD への、または次のリビート 

終薄!の ZMD までのオフセツトアドレス 

合計 9 bytes 

•ビッチモジユレーシヨン 振幅増加/減衰 （MML [ VIBRATO . DEEPEN ]) 
$ da (. b ) ZMD 

onit (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 7: 増減モード [0]:0 FF 1:0 N 

d 6 : Speed 0:バラメータあり1:なし 
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Wave Fora (. w ) 


d 5 :Depth Accelarator 0: バラメータあり 1: なし 
d 4 :Repeat Time 0: バラメータあり1:なし 

Speed (. v ) 增滅速度: 0-127(. b ), 32768+(0-32767)(. v ) 

Depth Acc (. w ) 増減加速度：-32768〜32767 


Repeat Time (. v ) 
合計 5-8 bytes 


增減繰り返し回数: ( M 27(. b ), 32768+(0-32767)( . w ) 

0は無限回に相当する 


•ARCC 振幅增 加/減衰 (WL [ ARCCn . DEEPEN ]) 


$ db (. b ) 
arcc no (. b ) 
omt (. b ) 


Speed (. v ) 

Depth Acc (. w ) 
Repeat Tiie (. v ) 

合計 6-9 bytes 


ZMD 

(0-3) x 2 

省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 7: 增滅モード [0】：0 FF 1:0 N 

d 6 : Speed 0:バラメータあり1:なし 

d 5 :Depth Accelarator 0:バラメータあり 1 :なし 
d 4 :Repeat Tine 0:バラメータあり1:なし 

增滅速度: ( M 27(. b ), 32768 H 0-32767)(. w ) 

墦滅加速度：-32768〜32767 

増減繰り返し回数: ( M 27(. b ), 32768 +(0-32767)(. w ) 

0は無限回に相当する 


參ぺ□シティ 振幅增 加/ 滅袞 （WL [ VELOCITY . DEEPEN ]) 
$ dc (. b ) ZMD 


omt (. b ) 


Speed (. v ) 
Depth Acc (. b ) 


省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 7: 增滅モード [0】：0 FF 1:0 N 


d 6 : Speed 0:バラメータあり1:なし 
db:Depth Accelarator 0:バラメータあり1:なし 
d 4 :Repeat Tiae 0:バラメータあり1:なし 

増減速度: 0-127(. b ), 32768+( 0-32767)(. w ) 


增滅加速度：-128〜127 


Repeat Tiie (. v ) 增減繰り返し回数: 0-127(. b >, 32768+(0-32767)(. w ) 


合計 5-7 bytes 


0は無限回に ffi 当する 


•アゴーギク 振蝠增 加/ 滅袞 （WL [ AGOGIK . DEEPEN ]) 

$ dd (. b ) ZMD 


omt (. b ) 


Speed (. v ) 
Depth Acc (. w ) 


省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 
d 7: 增滅モード [0】：0 FF 1:0 N 

d 6: Speed 0: バラメータあり1:なし 

d 5 :Depth Accelarator 0:バラメータあり 1 :なし 
d 4 :Repeat Tiae 0:バラメータあり1:なし 

增滅速度: 0-127( 32768+(0-32767)( . w ) 

增滅加速度：-32768〜32767 


Repeat Tiie (. v ) 增滅嫌り返し回数: 0-127(. b ), 32768+(0-32767)(. w ) 


合計 6-8 bytes 


0は無限回に相当する 


Origin Value (. b ) 


波形番号:0-7=ブリセット波形 
(0: 鋸歯波1:矩形波2:三角波 
3:ワンシヨ ツ ト鋸歯波4:ランダム波） 
$8000+0〜32767= ユーザー 波形（波形メモリ） 

- > p _ arcc _ wf+p vseq_paran 
波形の基準値: 0-127 


Phase Mode (. b ) 位相モード：0, -1(0: 正位相，-1:逆位相) 

合計3〜 6 bytes 


□ 


SeO 〜 $ef 


參オートベンド@6 range ( MML 利） 

$ e 0(. b ) ZMD 

( ® t (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 7 :Start Detune 
d 6 :Destination Detune 


d 5 :Delay 

d 4: Tai 1/ Port.Tine 

( ont (. b )=0 のときスイツチオフ） 

Start detune (. w ) 開始デイチューン：-32768〜32767 detune 

Destination detune (. w ) 目旳デイチューン： -32768 〜32767 — p _ bend_dst 
Delay (•ー デイレイ：-32768〜32767 

— 1 )— bend 一 dly / p_port cn 


Tai 1/ Port . Time (. w ) ベンド時間/持続時間： —p bend tail 

ベンド時間： 1-32767 
無指定: 0 

持続時間：-1〜-32768 

合計 2-10 bytes 


♦オートベンド ？ K range(MML @ K ) 

$ el (. b ) ZMD 

( * t (. b ) 省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 7 :Start Detune 
d 6 :Destination Detune 


d 5 :Delay 

d 4: Tail / Port.Tiie 

(OBt(.b)=0 のときスイツチオフ） 

Start detune (. w ) 開始デイチューン：-32768〜32767 detune 

Destination detune (. w ) 目旳デイチューン：-32768〜32767 —p bend dst 
Delay (. w ) デイレイ：-32768〜32767 


— P 一 bend_d 1 y / pj)o rt_cnt 
Tail / Port . Tinie (. w ) ベンド時間/持続時間： ->p bend tail 

ベンド時間：卜32767 

無指定:0 

持続時間: M 〜 -32768 

合計 2-10 bytes 


SPLIT],[PROGRAM SPLIT ]) 
ZMD 


參音色スプリット （[TIMBRE 

$ de (. b ) 

n of Param (. b ) 


Range Start Note No .(. b ) 
Range End Note No .(. b ) 
Bank No .(. w ) 

Timbre No .(. w ) 

} xn of Param ( . b ) 

統 

合計 2-50 bytes 


スイツチフラグ/バラメータの個数 
d 7 ••スイツチ （0:0 FF ,1:0 N ) 
d 0- d 6: バラメータの数： 0-8 

スブリツト開始ノー ト番号： 0-127 
スブリツト終端ノー ト番号： 0-127 
音色バンク： 0-16383( MIDI ) 

0-255( FH,AD PCM ) 

音色番号: 0-127 or 0-32767 
n of Paran (. b ) 回バラメータ群が後 
する 


春エンハンスドべ□シティシーケンス波形セレクト 

(MML [ VELOCITY . WAVEFORM ]) 

$ df (. b ) ZMD 

omt (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する) 

d 0: Wave Fona 
dl:Origin Value 
dl:Phase Mode 


參ビッチモジュレーション 振幅 （MML @ M , [ VIBRATO . DEPTH ]) 

$ e 2(. b ) ZMD 

Mode (. b ) モード ：0= 無指定， l =0 PTI 0 NAL,-l = l /8 MODE , 

2= 以前のモードで ON 

ont (. b ) 省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後統する） 

d 0: 1番目の 振幅値に 対応 
dl :2 番目の 振幅値に 対応 
d 2:3 番目の 振幅値に 対応 
d 3 : 4 番目の 振偵に 対応 
d 4:5 番目の 振幅偵に 対応 
d 5 : 6 番目の 振 _ 値に 対応 
d 6: 7番目の 振轜値に 対応 
d 7:8 番目の 振幅値に 対応 

ont (. b )=0 のときがスイッチオフの指定となる 

Depth (. w )*( 1-8) 振锡 •• -32768〜32767 -^ p _ pBod_dpt tbl 

合計 5-19 bytes 

•ビッチモジュレーションスビード （MML @ S , [ VIBRATO . SPEED ]) 
$ e 3(. b ) ZMD 

OBt (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後統する） 

d 0: l 番目の速度値に対応 
dl :2 番目の速度値に対応 
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d 2:3 番目の速度値に対応 
d 3:4 番目の速度値に対応 
d 4:5 番目の速度値に対応 
d 5:6 番目の速度値に対応 
d 6:7 番目の速度値に対応 
d 7:8 番目の速度値に対応 
ont (. b )=0 はありえない 

Speed (. w )*( l -8) 速度値： 1-65535 - > p _ pnod _ spd - tbl 

(〇はエラー，値は MML のバラメータで与えられたものを 
2倍したもの） 

合計 4-18 bytes 

參ビッチモジュレーションデイレイ （MML 洲， [ VIBRATO . DELAY ]) 

$ e 4(. b ) ZMD 

ont (. w ) 省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目のデイレイ®に対応 
dl :2 番目のデイレイ値に対応 
d 2:3 番目のデイレイ傾に対応 
d 3:4 番目のデイレイ値に対応 
d 4:5 番目のデイレイ値に対応 
d 5:6 番目のデイレイ碴に対応 
d 6:7 番目のデイレイ値に対応 
d 7:8 番目のデイレイ値に対応 
d 8:9 番目のディレイ ffi に対応 
() Bt (. b >=0 はありえない 

Delay ( . w )*( 1-9) ディレイ tt : 0-65535-^ p _ p « od _ lst _ dly ^ p _ p « od _8 st_tb 1 
合計 5-21 bytes 

•ARCC 振蝠 (MML @ A ,[ ARCCn . LEVEL ]) 

$ e 5(. b ) ZMD 

Arcc No (. b ) ARCC 番号: <0-3) x 2 

Mode (. b ) モード ：0= 無指定， 1=0 PT 10 NAL , 

-1=1/8 MODE ,2= 以前のモードで ON 
onit (. b ) 省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目の振輸 fifi に対応 
dl :2 番目の振 i » B 侦に対応 
d 2:3 番目の振幅偷に対応 
d 3:4 番目の振幅 fift に対応 
d 4:5 番目の振幅 tf (に対応 
d 5 : 6 番目の振犏磺に対応 
(16:7 番目の振幅傾に対応 
d 7:8 番目の振幅®に対応 
oBt (. b >=0 のときがスイッチオフの指定となる 
Depth (. b )*( l -8) 振蝙偵：-128〜127 — p _ arcc _ dpt_tbl 

合計 5-12 bytes 

參 ARCC スビード （8 point)(MML 利， [ ARCCn , SPEED ]) 

$ e 6(. b ) ZMD 

Arcc No (. b ) ARCC 番号： （0-3) x 2 

omt (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目の速度値に対応 
dl :2 番目の速度値に対応 
(12:3 番目の速度値に対応 
d 3 : 4 番目の速度磺に対応 
d 4:5 番目の速度値に対応 
d 5:6 番目の速度値に対応 
d 6:7 番目の速度偷に対応 
d 7:8 番目の速度傾に対応 
oBt (. b )=0 はありえない 

Speed (. w )*( 1-8) 速度値： 1-65535 -^ p _ arcc „ spd_tbl 

(〇は エラー， 値は MML のバラメータで与えられたものを2倍したもの) 
合計 5-19 bytes 

鲁 ARCC デイレイ （MML @ H ,[ ARCCn , DELAY ]) 

$ e 7(. b ) ZMD 

Arcc No (. b ) ARCC 番号: （0-3) x 2 

omt (. w ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目のデイレイ値に対応 
dl :2 番目のデイレイ値に対応 
d 2:3 番目のデイレイ値に対応 


d 3:4 番目のデイレイ値に対応 
d 4:5 番目のデイレイ偵に対応 
d 5:6 番目のディレイ値に対応 
d 6:7 番目のディレイ値に対応 
d 7:8 番目のデイレイ値に対応 
d 8:9 番目のデイレイ値に対応 
oit (. b >=0 はありえない 
Delay (. w )»( l -9) ディレイ値： 0-65535 

— P 一 arcc 1 st dly 〜 p arcc 8 st tbl 


合計 6-22 bytes 


參アフタータッチシーケンス 

(1/8 ,optional 8 point)(MML @ Z ,[ AFTERTOUCH . LEVEL ]) 
$ e 8(. b ) ZMD 

Mode (. b ) モード ：0= 無指定， 1=0 PT 10 NAL , 

-1=1/8 MODE ,2= 以前のモードで ON 
o « t (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目のアフタータッチ偵に対応 
dl :2 番目のアフタータッチ値に対応 
d 2:3 番目のアフタータッチ値に対応 
d 3:4 番目のアフタータッチ値に対応 
d 4:5 番目のアフタータッチ値に対応 
d 5:6 番目のアフタータッチ値に対応 
d 6:7 番目のアフタータッチ傾に対応 
d 7:8 番目のアフタータッチ値に対応 
〇れ（.1)>=0のときがスイッチオフの指定となる 
Relative (. b ) 相対 ffi フラグ ( bit = l で対応バラメータが相対指定である 

ことを表す） 

d 0: l 番目のアフタータッチ偵に対応 
dl :2 番目のアフタータッチ偷に対応 
d 2:3 番目のアフタータッチ ffi に対応 
d 3:4 番目のアフタータッチ谕に対応 
d 4:5 番目のアフタータッチ偵に対応 
d 5:6 番目のアフタータッチ値に対応 
d 6:7 番目のアフタータッチ确に対応 
d 7:8 番目のアフタータッチ偵に対応 
Level (. b )*( l -8) アフタータッチ: 0-1 27 ^ aftc.tbl 

合計 5-12 bytes 


•アフタータッチシーケンスデイレイ （MML [ AFTERTOUCH . DELAY ]) 

$ e 9(. b ) ZMD 

omt (. w ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後統する） 

d 0: l 番目のデイレイ偵に対応 
dl :2 番目のデイレイ値に対応 
d 2:3 畨目のデイレイ値に対応 
d 3:4 番目のデイレイ偵に対応 
d 4 : 5 番目のデイレイ偵に対応 
d 5:6 番目のデイレイ ffi に対応 
d 6:7 番目のデイレイ ffi に対応 
d 7:8 番目のデイレイ値に対応 
d 8:9 番目のデイレイ値に対応 
OBt (. b >=0 はありえない 

Delay (. w )* (卜 9) デイレイ値： 0-65535 一 aft し 8 st_tbl 

合計 5-21 bytes 


春エンハンスドべ□シティシーケンス振幅 （MML [ VELOCITY . LEVEL ]) 
$ ea (. b ) ZMD 

Mode (. b ) モード：0=無指定， 1=0 PTI 0 NAL ,2= 以前のモードで 0 N 

oit (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目の振幅値に対応 
dl :2 番目の振幅値に対応 
d 2:3 番目の振幅値に対応 
d 3 M 番目の振_値に対応 
d 4:5 番目の振幅値に対応 
d 5:6 番目の振幅値に対応 
d 6:7 番目の振犏値に対応 
d 7: 8番目の振幅値に対応 
ont (. b )=0 のときがスイツチオフの指定となる 
Leve l (. b )*( l -8) ベロ シテイ値：-128〜127 -> p . arcc _ dpt_tbl + p _ vseq_pa 
raa 
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合計 4-llbytes 


#エンハンスドべ□シティシーケンススピード 

(MML [ VELOCITY . SPEED ]) 

$ eb (. b ) ZMD 

ont (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

dO : l 番目の速度値に対応 


dl :2 番目の速度値に対応 
d 2:3 番目の速度偵に対応 
d 3:4 番目の速度値に対応 
(14:5 番目の速度値に対応 
d 5:6 番目の速度値に対応 
d 6:7 番目の速度値に対応 
d 7:8 番目の速度値に対応 
oat ( . b )=0 はありえない 

Speed (. w )*( 1-8) 速度値：卜65535 ->p arcc_spd tbl+p vseq_param 

(〇はエラー，傾は MML のバラメータで与えられた 


ものを2倍したもの) 


合計 4-18 bytes 


アゴーギクディレイ （8 point)(MML [ AGOGIK . DELAY ]) 


$ ef (. b ) 
omt (. w ) 


Delay (. w )*( l -9) 


合計 5-21 bytes 


ZMD 

省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目のデイレイ値に対応 

dl :2 番目のデイレイ値に対応 

d 2:3 番目のデイレイ値に対応 

d 3:4 番目のデイレイ偵に対応 

d 4-.5 番目のデイレイ値に対応 

d 5:6 番目のデイレイ値に対応 

d 6:7 番目のデイレイ値に対応 

d 7:8 番目のデイレイ偵に対応 

d 8:9 番目のデイレイ始に対応 

ont (. b )=0 はありえない 

デイレイ值: 0-65535 

- >( aRogik _ work _ ptr)+p pmod 8 st tbl 


c 




參エンハンスドべロシティシーケンスディレイ 


$ ec (. b ) 

ont (. w ) 


(MML [ VELOCITY . DELAY ]) 


ZMD 


省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l * 目のデイレイ値に対応 

dl :2 番目のデイレイ偷に対応 

d 2:3 番目のデイレイ値に対応 

d 3:4 番目のデイレイ ffi に対応 

d 4:5 S 目のデイレイ硝に対応 

d 5:6 番目のデイレイに対応 

d 6:7 番目のデイレイ値に対応 

(17:8 番目のデイレイ确に対応 

d 8:9 番目のデイレイ始に対応 

omt (. b )=0 はありえない 


Delay ( . w )*( 1-9) ディレイ值： 0-65535 - ►p arcc _ 8 st tbl + p _ vseq_paraB 

合計 5-21 bytes 


# アゴ ー ギク 振幅 （1/8, optional 8 point)(MML [ AGOGIK . LEVEL ]) 

$ od (. b ) ZMD 

Mode (. b ) モート • ：0= 無指定， 1 OPTIONAL , 

-1=1/8 MODE ,2= 以前のモードで ON 
omt (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目の振に対応 
dl :2 番目の振幅偷に対応 
d 2:3 番目の振幅値に対応 
d 3 M 番目の振桕始に対応 
d 4:5 番目の振幅値に対応 
d 5:6 番目の振幅値に対応 
d 6:7 番目の振 tefifi に対応 
d 7:8 番目の振蝙始に対応 
oiit (. b )=0 のときがスイツチオフの指定となる 
Depth (. w )*( l -8) 振幅：-32768〜32767 


合計 5- l%ytes 


—( agogik _ work _ ptr)+p pnod_dpt tbl 


•エフェクト 設定 (MML @ E , [ EFFECT ]) 

•通常 ( GS 音源など） 

$ f 0(. b ) ZMD 

oint (. b ) 省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 

dO:Effectl 

dl : Effect 3 

d 2: Effect 4 

d 3: Effect 2 

d 4: Effect 5 


Effectl (. b ) 
Effect 3(. b ) 
Effect 4(. b ) 
Effect 2(. b ) 
Effect 5(. b ) 
合計 3-8 bytes 


エフェク Mffi :0-127 
エフェクト 3 ffi :0-127 
エフェクト 4 ffi :0-127 
エフェクト2値： 0-127 
エフェクト5値： 0-127 


( GS : リバーブ ） —p effectl 
( GS : コーラス） -> p . effect 3 
( GS : ディレイ） — p _ effect 4 

— P — effect 2 
—P effect 5 


• HT -32 系の場合 （ MT -32, CH ~64 など） 

$ f 0(. b ) ZMD 

OBt (. b ) 畜略 フラグ （ bit = l で対応バラメータが 後続す る） 

d 0 :PART No . 
dl : Switch 


PART No .(. b ) バート番号：〇〜 7 or 8(リズム） 
Switch (. b ) エフヱクトスイ ツチ： 0=0 FF ，1=0 N 

合計 3-5 bytes 


•絶対 ワーク 直接書き換え （MML ?) 

$ fl (. b ) ZMD 

Mode (. b ) 下位 4 ビット ： Data Offset のデータサイズ 

(0=1 バイト1=2バイト3=4バイト） 
上位4ビット ： Addr . Offset のデータサイズ 


(0=1 バイト1=2バイト3=4バイト) 
Addr .0 ffset ( b / w / l ) -2147483648 〜2147483647 

Data ( b / w /1) 〇〜4294967295 

合計 4-10 bytes 


參アゴーギクスビード （MML [ AGOGIK . SPEED ]) 

$ ee (. b ) ZMD 

omt (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後続する） 

d 0: l 番目の速度値に対応 
dl :2 番目の速度値に対応 
d 2 : 3 番目の速度値に対応 
d 3:4 番目の速度値に対応 
d 4:5 番目の速度硝に対応 
d 5:6 番目の速度値に対応 
d 6:7 番目の速度値に対応 
d 7:8 番目の速度値に対応 
oint (. b )=0 はありえない 

Speed (. w )*( 1-8) 速度値： 1-65535 -^( agogik _ work _ ptr )+ p _ piod _ spd_tb 1 
(0 はエラー，値は MML のバラメータで与えられたものを 2 倍したもの) 

合計 4-18 bytes 
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♦相対 ワーク 直接書き換え （MML ?) 

$ f 2(. b ) ZMD 

Mode (. b ) 下位 4 ビット ： Data Off set のデータサイズ 


(0=1 バイト1=2バイト3=4バイト) 
上位4ビツト： Addr . Offset のデータサイズ 

(0=1 バイト1=2バイト3=4バイト) 
Addr . Offset ( b/w ハ） -2147483648 〜2147483647 

Data ( b / w /1) -2147483648 〜2147483647 


合計 4-10 bytes 


#エクスクルーシブ 

(MML X , [ ROLAND — EXCLUSIVE ],[ YAHAHA _ EXCLUSIVE ]) 
$ f 3(. b ) ZMD 

Exclusive Mode (. b ) 0-255($ ff:none $41 :Roland $43: YAMAHA ) 

String Length (. b ) コメント文字列長： 0-255 



String Data ... 
Data Length (. l ) 
Data (. b )... 


コメント文字列 （No Endcode ) 
データ長： 1 〜4294967296 
データ列: 0-127 


Object Class (. b ) 

Diiuyi . w ) 

Data … 


データの 具体的な種類 
0二単なる文字列 （ 1〜255 •• RESERVED ) 
将来拡張用 
データ 列 


(Exclusive Mode =$41, $43のとき、チェックサムが自動送信されるため、デー 
夕列にチェックサムを含む必要はない。） 

合計9 〜？ bytes 


Size (. l )=0 の場合は 0(. b ) を終端コードに持つ 
文字列が格納される。 

合計 ？ bytes 


• MIDI データ転送 (MML 
$ f 4(. b ) 

String Length (. b ) 
String Data … 

Data Length (.1) 

Data (. b )... 

合計 7 〜？ bytes 


@ X,[MIDI DATA ]) 

ZMD 

コメント文字列長: 0-255 
コメント文字列 (No Endcode ) 
データ長：1〜4294967296 
データ列: ( M 27 


籲ループ終 i*(MML [ LOOP ]) 

$ f 5(. b ) ZMD 

0 ffset (. l)*n オフセットアドレス値 

(任意の個数続く ,0 ffset (• 1 )=0 が終雄0 
オフセツトアドレスで指し示される任意の番地 
を0で初期化する。 

合計5 〜？ bytes 


♦オートボルタ メン h(HML [AUTO P 0 RTAMENT ]) 

$ f 6(. b ) ZMD 


Mode (. b ) モード： 0 二 OFF 1=0 N -い無指定- > p _ port 2 .flg 

omt (. b ) 省略フラグ （ bit = l で対応バラメータが後続する） 


d 7 :Delay 


Delay (. w ) 

Tai 1/ Port . Tiie (. w ) 


d 6: Tail / Port.Tiie 

ディレイ ffi :- 32768 〜 32767 -> P _ port 2 .dly 
ペンド時間/持統時間 -^ P . Port 2 .tail 

ペンド時間：卜 32767 
無指定: 0 

持続時間：- 1 〜- 32768 


合計 3-7 bytes 


• Category が PICTURE のとき 
$ f 8(. b ) ZMD 

Size (. l ) 後続データのサイズ 

0のときは Data 部は0で終了するファイル 
ネーム文字列 


Category (. b ) データの锺類：1 =P 1 CTURE (画像） 

Object Class (. b ) データの具体的な種類 

0二 P 1 C ファイル （ 1〜255: RESERVED ) 


Duuy (. w ) 将来拡張用 

Data ... データ列 

Size (. l )=0 の壩合は 0(. b ) を終纗コードに持つ 
文字列が格納される。 


合計 ？ bytes 


• Category が SOUND のとき 
$ f 8(. b ) 

Size (. l ) 


Category (. b ) 
Object Class (. b ) 


ZMD 

後続データのサイズ 

0 のときは Data 部は0で終了するファイル 
ネーム文字列 

データの «類 ：2= S 0 UND (音声） 

後続データのサイズデータの具体旳な類 

0二 AD PCM ( 15 .6 kHz )( 1〜255: RESERVED ) 


Duiay ( . w ) 将来拡張用 

Data ... データ列 

Size (. n =0 の場合は 0(. b ) を終埔コードに持つ 
文字列が格納される。 


合計 ？ bytes 

(カテゴリやクラスの新設追加は利用希望者がその都度 Z - MUS 1 C の制作者に 
申謓する。連絡方法については®末に記載。） 


參 ARCC アサイン （MML @ C ,[ ARCCn . CONTROL ]) 
$ f 7(. b ) ZMD 


Arcc No (. b ) A 8 CC 番号： （0-3) x 2 

(« t (. b ) 省略フラグ ( bit = l で対応バラメータが後蜣する） 


d 7 :Ctrl Device 
d 6 :Reset Value 
d 5:0 rigin Value 
d 4 : Phase Mode 


Ctrl Device (. b ) MIDI :0-127 FM : $80= pan ,$81= p « s ,$82 =ais 

$83= reserved ,$84: aid ,$85 =pmd 
$86 =lfo spd ,$87 =noise spd 


Reset Value (. b ) MIDI :0-127 FM :0-255 

Origin Value (. b ) MIDI :0-127 FM :0-255 

Phase Mode (. b ) 位相モード： 0,-1(0: 正位钼， -1: 逆位相) 


合計 4-6 bytes 


參リ ターン （ G 0 SUB 命令の次のアドレスへ 帰還) 
$ f 9(. b ) ZMD 

合計 lbyte 

參ダミー ZMD 
$ fa (. b ) ZMD 

合計 lbyte 

•同期 待ち （MML W ,[ SYNCHRONIZE ]) 

$ fb (. b ) ZMD 

合計 lbyte 

參 FINE(MML [ FINE ]) 

$ fc (. b ) ZMD 

合計 lbyte 


參イベント 制御 （MML [ EVENT ]) 
$ f 8(. b ) ZMD 


Size (. l ) 

Category (. b ) 
Object Class (. b ) 
Dummy (. w ) 

Data ." 


後続データのサイズ 
( Category ( . b) 〜 Data 終瑞まで） 

データの種類： (0= W 0 RD ,1 =P I CTURE , 2= S 0 UND ) 
データの具体的な種類 
将来拡張用 
データ 

( データ構造は Category , Class によって違う） 


合計 ? bytes 


• Category が WORD のとき 
$ f 8(. b ) ZMD 

Size (. l ) 後続データのサイズ 

( 0のときは Data 部は0で終了するファイル 
ネーム文字列 

データの種類 :0= W 0 RD (歌詞） 


♦強制 キーオフ （MML MALL . S 0 UND _0 FF ]) 
$ fd (. b ) ZMD 

合計 lbyte 

參小®線 (MML [ —一 ]) 

$ fe (. b ) ZMD 

合計 lbyte 


參演奏データ終读 

$ ff (. b ) ZMD 

合計 lbyte 


Category (. b ) 
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12.8. ZPD フ オー マツ ト 

ZPD は、 

$ la ，’ ZmaDPcM ’ 

のへッダ ID を先頭に以下のようなへッダ構成を取る。 

各ヘッダ項目は、各情報/データ領域までのオフセットを格納するもの 
( zpd _ offset , zpd _ loop _ start など）と項目データそのものを格納するもの 
( zpd _ note , zpd _ type など）の2タイブに分けられる。 

ひとつも （ AD ) PCM を含んでいない「空」の ZPD であっても以下に示したへ 
ッダブロックは必ず存在する。 


zpd 一 header : 

ds.b 

8 

*$ la , , ZiaDPcM , 


dc.l 

0 

♦Reserved 


ds .1 

1 

* 登録 ノート 数 （0 はなしを表す） 

zpd note : 

ds.w 

1 

* 登録番号 

♦ Tone :0-32767 
拿 Tinbre :$8000+(0-32767) 

zpd type : 

ds.b 

1 

♦登録タイブ （-1 :AD PCM l :16 bitPCM 
* 2:8 bitPCM 0 :No Data ) 

zpd__oriK key : 

ds.b 

1 

* オリジナルキーのノー ト番号： 0-127 

zpd attribute : 

ds.b 

1 

拿* 性 ( d 0=0: NonaU : i ° インタ; 1 ヒ。-> 


ds.b 

1 

♦Reserved 

zpd offset : 

ds .1 

1 

* オフセットアドレス磺 

zpd size : 

ds .1 

1 

♦データ物理サイズ 

zpd—loop start : 

ds.l 

1 

* ルーブ開始ポイント 

zpd _ loop end : 

ds .1 

1 

♦ループ終了ボイント 

zpd_loop time : 

ds.l 

1 

* ループ回数：0=〇〇,1〜4294967295 


ds.l 

1 

拿 Reserved 


ds.l 

1 

拿 Reserved 

zpd—tone name : 

ds.b 

32 

拿トーンネーム（餃大32文字） 


• zpd _ offset 〜 zpd — loop — end は 16 bitPCM 登鉍ケースは必ず偶数谕となる。 

• zpd _ Joop _ start 〜 zpd _ loop __ end はデータ先頭アドレスからの物理オフセ 
ツトアドレス値を取る。 
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13.1. 演奏トラックワーク 

[注意] 

• 文中の （. b )(. w )(. l ) および ( ds . b )( ds . w )( ds •丨）などはデータ長を表して 
いる。 

( ds . b )/(. b ) バイトサイズ 
( ds . w )/(. w ) ワードサイズ （2 バイト） 

( ds . l )/(. l ) ロングワードサイズ （4 バイト） 

•[] で表される数偵はデフオルトであることを意味する。 

• ひとつのワークアドレスに2つ以上のワークが設定されていることがあ 

る。 

• 異体:的なワークへのアクセス法はリスト1、リスト2のようにして行う。 


•リスト1 


Z_MUSIC macro func * Z-MUSIC ver .3.0 のフアンクシヨンコールマクロ 
moveq.l func,dO 
trap #3 
end ® 

noveq.l # n,dl * トラック番号：65534 

Z 一 MUSIC # ZM „ GETJLAY.WORK 

* アクセス例 

nove.w p step tiine ( aO),dO * トラック n のある瞬間の 

拿ステップタイ厶を得る 


•リスト2 


Z MUSIC macro func * Z-MUSIC ver .3.0 のフアンクシヨンコールマクロ 
moveq . 1 func,dO 
trap #3 
ends 

moveq .1#0 ,dl * トラック番号 =1 

Z.MUSIC # ZM — GET—PLAY WORK * a 0: トラック 1 の演奏トラッ 

拿クワークの先頭アドレス 

move . 1 aO , seq _ wk_,tbl * ベースアドレスとなるので 

拿これを格納 

♦トラック12のワーク先頭アドレスを求めるとき 

■ ovea.l seq _ wk _ tbl ( pc),aO •ベースアドレス取り出し 

■ oveq.l #11 , dO 拿トラック番号12 

*( 内部表現では 11) 

lsl.w # trwk _ size_,dO *1 トラック分の演奏トラック 

拿ワークサイズ 

adda.w dO,aO * a 0: トラック12のワーク先頭 

拿アドレス 

* アクセス例 

move.w p _ step _ time ( aO),dO * トラック12のある瞬間の 

拿ステップタイ厶を得る 


•ワークの不当な S き換えは、演突に支陣をきたすだけでなく、 Z-MUSIC の 
5走を引き起こす可能性もあるため、細心の注意を必要とする。また、特 
殊な使用目旳以外では、各ワークは統み出し饵用と考え、角き換えはなる 
ベく行わないようにしたほうがよい。 

各ワークは、必ずしも使用されているとは限らず、条件によっては、そ 
のワークが持つ値はなんの意味も持たない場合がある。たとえば PM0D (ビツ 
チモジユレーシヨン，ビブラート）のスイツチ p_p»od_sw( . b ) が 0FF(0> の場合、 
PM0D 関連ワークに格納されている偵はなんの意味も持たない。 

また、 MML やコマンドで与えたバラメータ値とワーク内部で表現される内 
部表現形式とは多少の食い違いがあるので注®すること。たとえば音色港 
号は MML では 1 〜 32768 であるが、ワーク（内部表現）では 1 を引いた〇〜 32767 
となっている。 

• 自作ブログラムから Z-MUSIC ver.3.0 のワークを参照する場合は以下に示 
すワークアドレス名をラペル定 I? 化した LABEL.MAC (ソースリストに同搠） 
をインクルードするとよい〇 


ノ ，トワーク 


p note: ds.b 4*16 * ノー トオンテーフル 

• ノー トワーク p note は以下の構成を取る 

k_note ds.b 1 *.b 発音したノートナンバー [-1 ] 

* (実際に Key OFF されると d7=l) 

k velo: ds.b 1 拿 .b 発音べロシティ [-1 ] 

* (ゲートタイムが 0 になると d7=l) 

k_gate_tine: ds.w 1 *.w gate tiae[?) 

* (tie は 1 回の割り込み内では 0, 

拿 割り込みを出ると- 1) 


基本パラメータ 


p^step tue : 

ds.w 

1 

拿 .W 

ステッブタイム 

p — track _ stat : 

ds.b 

1 

拿 .b 

トラックステータス 




拿 

($00: 演赛中$80:死亡$01:終了 




拿 

$02:停止中$40:同期待ち} 

P track 通 ode : 

ds.b 

1 

*.b 

トラックモード 




拿 

($80: Keyoff なし $00:通常） 

p _ trkfrq : 

ds.b 

1 

*. b 割り込み销度（マスタワーク） 

p trkfrq _ wk : 

ds.b 

1 

*.b 

割り込み《度（実行ワーク） 

P - type : 

ds.w 

1 


音源種別 ( FM :0 AD PCM : 1 




拿 

MIDI 1〜4:$8000〜$8003 




拿 

PATTERN :$7 fff ) 

P . ch : 

ds.w 

1 


チヤンネル番号 (0 〜 32767) 

P data _ pointer : 

ds.l 

1 

拿 .1 

現在のコマンドボインタアドレス 

p now pointer : 

ds.l 

1 

*.1 

現在実行中の ZMD のアドレス 


アフタータッチシーケンス閲連 


p_trk seq _ flg : ds.b 1 *.b d 7: VS 卜 V 二坪フラグ 

p aftc_n: ds.b 1 *.b 779-9 ッチシ-ケンスのイン 9(-1, 〇〜 7) 

p aftc—o 腿 t : ds.b 1 *. b アフタ-タッチシーケンス省略フラグ[〇] 

p_aftc. rltv : ds.b 1 *. b ァフタ-タッチシーケンス相対値フラグ[〇] 

P.aftc_flg: ds.b 1 *. b アフタ-タッチシ-ケンス動作フラグ[0】 

* d 0 ァフタ-タッチシ-ケンス初めてか違うか 

* ([0]:初めて1:違う） 

* d 5 77夕-タッチシ-ケンス休符時に同期する 

* か （ l : Yes ，[0]: No ) 


seq _ wk _ tbl : ds.l 1 


拿ベースアドレス退避エリア 


* d 6 779 -タッチシ-ケンスタイ時に同期するか 

* ( l : Yes ,[0]: No ) 

* d 7 77夕-夕分シ-ケンスキ-オンごとに 
* 同期するか （ U ]: Yes ,0: No ) 

P.aftc.level: ds.b 1 *.b 現在実行中の 779- タッチ値 [-1 】 

P 一 aftc — tbl : ds.b 8 *.b 779 -夕分シ-ケンス碴テーブル *8 

p _ aftc _ sw : ds.b 1 *.b 779-タッチシ-ケンスのスイヴチ 

* ([0]=0 FF ,$ ff = l /8 MODE ON , 

* $01 OPTIONAL MODE ON ) 

p 一 aftc 一 sw 2: ds.b 1 *. b アフタ-タッチシ-ケンスのスイッチ保存ワーク 

* ([0]=0 FF ,$ ff = l /8 MODE ON , 

* $01 =OPTIONALMODE ON ) 

p 一 aftc_lst 一 dly : ds.w 1 *.w 77 夕-タッチシ-ケンス初期ディレイ [0】 

p _ aftc _8 st — tbl : ds.w 8 *.w 77?-タッチシ-ケンステ、レイ 

p _ aftc 一 dly 2: ds.w 1 *.w 77 夕-タッチシ-ケンステ、レイワ-ク 

P _ aftc 一 syncnt : ds.w 1 *.w 同期 W ント（[1】〜 65535) 

P _ aftc _ syncnt 2: ds.w 1 *.w 同期かウント実行 7 -ク （[1 】〜 65535) 

ds . 1 1 


ビッチモジュレーション（ビブラート）間達 


p_PBod_dpndpt: ds.w 1 *.w PM0D 振褊 tf} 減モードの加舞置 

* (-32768 〜[0】〜32767) 

P pnod_dpt_tbI: ds.w 8 *8w PM0D 振幅 ffi トフ1[〇】 

p piod^dpnspd: ds.w 1 *.w PMOD 振蝠增滅モードの 

* 振幅加期 （ [0】-32767> 

P_paod spd.tbl : ds.w 8 *8w PMOD スヒ 。••ド 偵テ -r ル [iod dflt】 

P..pniod_dpt_now: ds.w 1 #.w PMOD 現在の実行振幅 

p 一 pnod-wf: ds.w 1 PMOD 波形タイブ [2】 

* ブリセット波形:〇〜7 

拿ユーザー 波形：$8000“0-32767) 
P_pnod.lst_dly: ds.w 1 PM0D 初期ディレイ[〇] 

p_pfflod_8st_tbl: ds.w 8 *8w PM0D の振幅変化ディレイ 

P piod.stp^tbl: ds.l 8 *81 PM0D 加» ステップ硝卜 rn 

* (波形タイブ=矩形波，ノイズ， 

* 波形バリでは振幅 W が格納される） 

P_piod„sw: ds.b 1 *.b PM0D •スイ* yf 

* ([0]=0FF,$ff=l/8 MODE ON, 

* $01 OPTIONAL MODE ON) 

pj)Bod.sw2: ds.b 1 ».b PMOD •スイッチ保存 

* ([0]=OFF,$ff=l/8 MODE ON, 

拿 $01 OPTIONAL MODE ON) 

p_piod_chain: ds.b 1 *.b PMOD の接統フラク’ 

* (-1: 波形接続完了， 0: 即接蜣可能, 

* 1:接続待 W 中，[2】：初回） 

P_piod_flg: ds.b 1 *.b PM0D の動作フラグ[0】 

*d0 PM0D 初めてか違うか 

* ([0】：初めて，1:違う） 

*dlPM0D 振幅を消加減 R させるそ -K 

* ([0):0FF,1:0N) 

*d2 PM0D 波形接統可能か 

* ([0]:No.l:Yes) 

*d3 PM0D 波形の偷を休符のときも 

* 更新 （[0]:No,l:Yes) 

*d4 PM0D 波形の®をキーオンごとに 

* 更新するモード （[0】：0FF,1:0N> 
*d5 PM0D 休符時に同期するか 

* (l:Yes,[0】:No) 

*d6 PM0D タイ時に同期するか 

* ( l : Yes ,[0]: No ) 

*d7 PM0D キ-オンごとに同期するか 

* ([l]:Yes,0:No) 


P _ pnod _ mode : 

ds.b 

1 

*.b MIDI PM 0 D モード 
拿（[-1]:通常， 0 :FM 互換拡張， 

* 1 :MIDI 互換拡張） 

p _ pmod 一 ont : 

ds.b 

1 

*.b 1/8 MODE,OPTIONAL MODE の 

拿 省略ビットパターン 

* (振幅1個のときは[$01]) 

p _ pitch _ last : 

ds.w 

1 

*. w 前回出力したベンダー値 [-1] 

P _ pmod _ step 2: 

ds.l 

1 

*•1?^«^実行ステッ7°び1ズ6(1) 

p _ pmod _ dly 2: 

ds.w 

1 

*.W PM 0 D •テ、レイ実行7-ク 

P _ pmod _ spd : 

ds.w 

1 

*.w PM 0 D •スヒ。-ド 


P_pnod_spd2 : ds.w 1 . *.w PM0D • スヒ 0 - トー ワーク 

p_piod_pitch: ds.l 1 t.\ PM0D • ヒ。ッチ 7- ク (Fixed) 

P^P«od_step_next: ds.l1 *.1 次にくる予定のステップ 

P_piod_spd_next: ds.w 1 *.w 次にくる予定のスビード 

p__wvpn .start: ds.l 1 *.1 波形メモリ開始アドレス 

P_wvpn_point: ds.l 1 *.1 波形メモリ現在のポインタ 

P_wvpi_end: ds.l 1 *• 1 波形メモリ終了アドレス 

ds.b 1 

p_wvpi_lpBd: ds.b 1 *.b 波形メモリループモード 

P_wvpi_]pst: ds.l 1 *.1 波形メモリループ開始アドレス 

p_¥vpi_]ped: ds.l 1 *.1 波形メモリループ終了アドレス 

p 一 wvpi—lpta: ds.l 1 *.1 波形メモリルーブ回数（ 0= 〇〇 ) 

P_wvpilpU2: ds.l 1 *.1 波形メそリル - フ ° 回数実行ヮ - ク（ 0= 〇〇 ) 

P_altp_flg: ds.b 1 *.b 波形メモリ反*モードフラグ 

p paod—n: ds.b 1 *.b 8 本。 f ント .PM0D • テ -: T ル 本。 インタ 

* H , 〇〜 7) 

p_piod_wf2: ds.w 1 *.w PM0D 実行波形タイブ [2] 

* プリセット波形 : 〇 〜7 

* ユーザー 波形 :$8000+( 0-32767)) 

p^paod.dpnrpt: ds.w 1 *.w 振幅增滅処理を何回行うか 

拿 （ 0 〜 32767•[0]: 〇〇 ) 

P piod.rndcnt: ds.w 1 *.w 波形が何阓したか （ 0-32767) 

P.piod.dpntine: ds.w 1 *.w 增滅処理を何回行ったか 

* (0-65535) 

P_piod.syncnt: ds.w 1 ».w 同期的ント （ [ 1 ] 〜 65535) 

p_p«od.syncnt2: ds.w 1 #.w 同期 W ント実行 - ク （ [ 1 ] 〜 65535) 

ds.l 16 

p_arcc_parai: ds.b _ arcc_len>4 *ARCC ワーク 

*(m 成については後述） 

p.vseq^parai: ds.b arccjen * 1 ンハンス KVD シティシ - ケンス • ワ-ク 

*( 搆成については後述） 


ボルタメント4ディチューン間係 


P_detune: 

ds.w 

1 

*.w アナユーン 

拿（オートペンドの開始にもなる） [0 】 

p_special_tie: 

ds.w 

1 

♦ .w MIDI 碑用のスペシャルタイ用 

* ビッチワーク [0 】 

P_port—dly: 

ds.w 

1 

*.w ボルタメントデイレイ [ 〇 ] 

P_port.cnt: 

ds.w 

1 

• •w ボルタメント継続時間 [ 〇】 

P.bend dly: 

ds.w 

1 

>.w ベンドデイレイ値 [0 】 

p_bend_cnt: 

ds.w 

1 

*.w ペンドテイル / ペンドタイム [ 〇 ] 

P_port2_dly: 

ds.w 

1 

*.w オート ni タメントデイレイ [ 〇】 

P_port2_cnt: 

ds.w 

1 

*.w 才 - 卜 r ルタメントテ < ル "- 卜本 。 ルタメントタ丫ム [ 〇 ] 

P_port_pitch: 

ds.l 

1 

• 拳 1 *。ルタタント / 才-ドンド用 

拿現在のベンド fifi*65536(Fixed)[0] 

P_port.flK ： 

ds.b 

1 

*.b n けメントがオンかオフか 

* ([0]=0FF,l=NorBal Delay, 

拿 -l=Minus Delay) 

P_port2.flg: 

ds.b 

1 

*.b 才 -4° ルタメントスイッチ （ [0 】 =OFF ， 1=ON) 

p bend, sw: 

ds.b 

1 

*.b 卜卜ぐンドがオンかオフか 

拿 ([0]=0FF,1=0N) 

* d7: 初めてか （ bit=0: 初めて） 

P 一 agogik-flg: 

ds.b 

1 

*-b アゴーギクビットワーク [ 〇】 

拿 d0 Agogik 主礴権フラグ 


* ([0]= No / l = Yes ) 

* d 2 Agogik 小節線発見時にリセット 

* するか ( l : Yes ,[0]: No ) 

* d 3 Agogik 波形のを休符のときも 
• 更新 （[0]: No , l : Yes ) 

* d 4 Agogik 波形の値をキーオンごと 
拿に更新するモード（[0]: OFF , 1: 0 N ) 
* d 5 Agogik 休符時に同期するか 

* ( l : Yes ,[0]: No ) 

* d 6 Agogik タイ時に同期するか 

* ( l : Yes ,[0]: No ) 

* d 7 Agogik キ-オンごとに同期するか 

* ( l : Yes ,[0]: No ) 

P _ bend _ dst : ds.w 1 *.w オートベンドのレンジ 

* (オートベンドの目的値となる） 

ds.w 1 * 
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般バラ メー 


p measure : 
p voice _ rsv : 


P next on: 


p timbre _ set : 


p _ tone 一 set : 


p 一 return : 


pjiaiper : 


P.seq_flag: 


p bank msb : 
P bank _ lsb : 
P _ PK *: 


ds. 

ds . 


ds.b 


ds.b 


ds .1 


p transpose : ds.b 

p mask node : ds.b 


ds.b 


ds.b 


ds.b 

ds.b 

ds-w 


t . l 現在の小節番号 [0 
*.w FM/AD PCM 音源トラックのボイス 
拿リザーブ数 

* ([0]〜 7) 

*.b FM/AD PCM 音源トラックの次回の 
* 発音チヤンネル [0] 

* d 7 :Bank Select の設定が行われたか 

* ( MIDI ) 

本 d 6: Program チェンジが行われたか 

* ( MIDI ) 

* d 5: Volu * e 設定が行われたか ( MIDI ) 

拿 d 4: Panpot 股定が行われたか ( MIDI ) 

拿 d 3: Daiper 股定が行われたか ( MIDI ) 
*. b 第 n じ•ノトをチヤンネル n として 
拿音色を設定したかどうかのフラグ 
» ( FM )[0] 

• •1 gosub の次のアドレス[〇】 

*. b キートランスボーズ [0] 

*.b Mask Mode かどうか 

• ([0]= Nonal , l = Masked ) 

>.b daaper on or off 

• ([0] 〜 63:0FF/64 〜 127:0N) 

*.b □コマンド系の処理フラグビッ 
拿バターン[0】 

* d 0:[ D . C .] 処理をしたことがあるか 
t ([0]= No / l = Yes ) 

* dl : [ FINE ] 処理をすべきかどうか 
拿（[〇卜 No バニ Yes ) 

* d 2: 【丨]フラグ （[0】=0 FF /1= 実行中) 
*.b MIDI Bank MSB [-1】 

*.b MIDI Bank LSB [-1】 

••w Prograi Nuiber ([0]-32767) 



p 一 eitecu: 
P_effect5: 


般パラメ ー 


as.D 

ds.b 


p — tnabre 一 src : 

ds.b 

P_sync: 

ds.b 

p — o ■: 

ds.b 


ds.b 

p . vol : 

ds.b 

p velo : 

ds.b 

P.frq: 

ds.b 

p _ pan : 

ds.b 

p—onoff J ) it : 

ds.b 


p midi _ trans : ds .1 

p _ total : ds .1 

p total _ olp : ds.l 


*.b Effect Parameter 1( GS : RVB )[-1] 
*.b Effect Parameter 3( GS : CH 0)[-1] 
t.b Effect Parameter 4( GS : DLY )[-1] 
本 .b Effect Paraieter 2 [-1] 

*.b Effect Paraieter 5 [-1] 


*. b 音色のコビー兀ナヤン不ル万ノ 

* セツト （ FM :0-7) 

*.b 0 PM - LF 0 のシンクスイツチ 

* (0= off ， l = on ) 

*. b オペレータマスク UbOOOO - & bllll ) 


b 127段階音置 （0-127) 
b ぺロシテイ （0-[ 127]) 
b AD PCM の 周波数 (0-6) 
b Last PANP 0 T ( 0-127，- 


[??] 

[4] 

= MUTE )[64] 


本キー オン/オフビットワーク 

* d 7 :Key ON のときに bi t = l が上書きさ 

* れる 

*(16 : Key OFF のときに bit = l が上書き 

* される 


p os bak : 

ds.b 

1 

*.b p 〇暹 のバックアツブ 

p _ Q 一 gate : 

ds.w 

1 

*.w Q コマンドの 值 (CONVERTER 專 用) 
* (0-256: N 0 RMA 1. Q ， 自傾： ㈨ ） 

p nidi if : 

ds.w 

1 

t.w ユーザーから 見た MIDI インタフ 
*ェイス番号 （0-3> 

p do _ loopj ) tr : 

ds.l 

1 

*.1 [ D 0] のある位 K 

P int play _ ope : 

ds.l 

1 

*•1 演奏 処理ル-チンアドレス 


* 通常は ソース ZMSC 2 • HAS 中の 
*int_play_ope_fni, 

拿 i nt_p 1 ay.ope.ad , int_pl ay_ope_mdi 
拿. 1 MIDI 送信ルーチン 

*.1トータルステップタイム 
*.1ル -7° 外の卜 -H ステッフ。夕仏 


p ^ sync . wk : ds.b 1 拿 . b 強制同期コマンド用ワーク[1】 

p @b range : ds.b 1 拿 . b ペンドレンジ[12】 

p voll 6: ds.b 1 *.b 16段階音置(0-16>,[-1】=»効 

拿 （127 段階音置モード） 

p ve ! ol 6: ds.b 1 *.b 16段階べロシテイ 

拿 （0-16), [-1】=無効 

* (127 段階べロシテイモード） 

p do loop flag : ds.b 1 *.b [ DO ] が以前に設定されているか 

拿 [0】= No / ループ回数 U 〜 255) 

pnid . fU : ds.b 1 ». b 各«ビットワーク[〇】 

拿 d 0 M : V ント # 值をリ t ットすべきかどうか 
拿 （ MIDI 再用 [0]= No / l = Yes ) 

*(11そ/ュいシヨン值をリ t プトするかしな 
拿 いか （ MIDI 再用 [0]= No / l = Yes ) 

* 个（それぞれ関係 CTRL に0以外の値を 
拿出力したときにビットが1になる） 
拿 d 2 AD PCM Variable Tuning Mode 

* ([0]: N 0 T ) 

* d 3 0 PM スロットマスクの切り換え 
# d 4 MIDI Tie Mode 

* ([0]: Nonal , l : Special ) 

拿 d 5 FM/AD PCM で Voice Reserve を 
拿行ったか （[0]: No / l : Yes ) 

本 d 7 音色スブリットモ ー ド 
拿 ([0]:0 FF ,1:0 N 

p how many : ds.b 1 *. b 今何音キーオンしているか 

t ([- l ]: None /0 〜7:1〜 8) 


p last note: ds. 


MIDI 専用閱係 


*. b 前回発音したノー ト番号（[-1]) 


maker, 
p device: 
p nodule: 



ds.b 

ds.b 


• b r ； rniD ( MIDI )[- l ] 

• b そ/: i - ftID ( MIDI )[- l ] 


p _ split _ tbl : ds.b 48 


P . lfo _ para ■: 

p_pitch para *: ds.w 1 

p — level _ para *: ds.w 1 

p key _ on : ds .1(16+1)*2 


拿. 1 音色スプリットの讶理ワーク 
t 音色スブリットの管理ワークは 
拿以下の構成を取る 
*. b 割り当てる問始ノートナンバー 

拿 (0-127, 128で残り全部) 

*. b 割り当てる終襯ノートナンバー 

* (0-127, 128で残り全部） 
t.w 割り当てる BANK 番号 

* ( MIDI :0-16383/ FM,AD PCM :0-255) 
*. w 割り当てる音色番号 

* ( MIDI :0-127 

* FM，AD PCM :0-1 27 or 0-32767) 

拿以上 6 バイトが8つ続く 
♦以下2バイトペアワーク 
拿音程関係の特殊処理フラグ 
*音1関係の特殊処理フラグ 
* これから発音する音の、 

拿ノート番号 （. b ), 

* ベロシティ （. b )， 

拿チャンネルオフセット （. w ) 

♦音色番号 U ) 

* が格納される。 

拿ただしチャンネルオフセットは 
♦ FM/AD PCM のみで有効、 

拿 MIDI では常に0となる。 

* たとえば P_ch の内容が3のとき 
拿チャンネルオフセツトが2のとき、 

* 実際の発音はチャンネル5(=3+2)で 
* 行われる。 P_ch の内容が3のとき、 

* チャンネルオフセツトが6のとき、 

拿実嫌の発音はチヤン W 2=(=(3+6) and 7) 
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* で行われる。 

ds.b 64 

P . user : ds.b 1 *.b ユーザー 汎用 ワーク 

• ARCC とエンハンスドべロシテイシーケンスは以下に示した ARCC のワーク 
W 成とまつたく同じ搆成を取る 0 なお、 ARCC 関連のワークは p _ arcc_para 
n から、エンハンスドべロシテイシーケンスは p _ vseq _ para _ から開始さ 
れる。 

p _ arcc_paraio は、 ARCC が1トラックにつき4つ実装されていることから、 

以下の構成のワークが ARCC 1 から ARCC 4 まで鬮番に4つ連綾して並ぶことに 
なる。 


ARCC(AMOD)/ENHANCEO VELOCITY SEQUENCE 閲連 


P_arcc_wl : ds.w 1 ARCC 波形タイブ 

* ブリセツト波形:〇〜 7 

* : HT- 波形： $8000 + (0-32767))[2] 

p_arcc„dpndpt: ds.b 1 *.b ARCC 振幅增滅モードの加肖 . 置 （-1 

28 〜 [0 】〜 127) 

P 一 arcc—dpt_tbl: ds.b 8 *.b ARCC 振幅 偵テ- 71*8 [0 】 

ds.b 1 

P— arcc—dpnspd: ds.w 1 *.w ARECC 振幅 增滅 モードの 

拿振蝙値加篇阑期（ [0 】 -32767) 

p_arcc_spd.tbl: ds.w 8 ».w ARCCX ヒ。艙テ -r ル [nod dflt] 

P_arcc_.dpt_now ： ds.b 1 *.b ARCC 現在の実行振輻磺 [0] 

P_arcc_flg2: ds.b 1 *.b ARCC 動作フラグ 2 

*d0 ARCC 波形位相 
拿 ( [ 〇 ]: Nona 1,(1]: Reverse) 

* d 7 ARCC 波形接続可能か 

* ([0]:No,l:Yes) 


P arcc node: 

ds.b 

1 

*.b MIDI ARCC モード 
* ([-1 】：通常，〇〜 127: 拡張） 

P.arcc omt: 

ds.b 

1 

拿 .b 1/8 MODE,OPTIONAL MODE の 雀略 

•ビツトバターン [$01 】 

p_arcc_lst dly: 

ds.w 

1 

*.w ARCC 初期 ディレイ [ 〇 ] 

P_arcc_8st tbl: 

ds.w 

8 

ARCC の 振変化 ディレイ 

p_arcc_stp .tbl : 

ds.w 

8 

*.W ARCC 加 tt ステツブ谕テ- r ル 

* (波形タイブ=矩形波，ノイズ，波形 

* メモリでは 振幅硝が格納され る） 

P_arcc.step2: 

ds.w 

1 

*.W ARCC 実行ステ ツ 7 。 

P—arcc—spd: 

ds.w 

1 

*.w ARCC スヒ °-K 

P 一 arcc 一 spd2: 

ds.w 

1 

*.w ARCC ス t°- ドワ-ク 

P arcc dly2: 

ds.w 

1 

».w ARCCr ィ W トク 

P arcc level : 

ds.w 

1 

*.w ARCCTf ントワ-ク 

P_arcc_o: 

ds.w 

1 

*.w ARCC 波形スタート硝 
* (ノコギリ波，三角波 痄 用） 

P arcc sw: 

ds.b 

1 

*.b ARCC スイツチ 

* ([0]=0FF,$ff=l/8 MODE ON, 

* $01 OPTIONAL MODE ON) 

P arcc sw2: 

ds.b 

1 

拿 .b ARCC スイツチ保存 

* ([0 】 =0FF ， $ff=l/8 MODE ON, 

» $01 OPTIONAL MODE ON) 

p_arcc_chain: 

ds.b 

1 

*.b ARCC の接続乃 r 
♦(-1: 波形 接続 完了， 0: 即接統可能 , 
* 1: 接蜣待機中， [2 】： w 回）） 

P_arcc_flg: 

ds.b 

1 

*.b ARCC 動作フラグワーク 


* d 0 ARCC 初めてか違うか 

* ([0】：初めて，1:遑う） 

* dlARCC 振幅を增加滅袞させるそ-ド 

* ([0]:0 FF ,1:0 N ) 

* d 2 ARCC のリセット要請 

* ([0 ]：No [ l ]: Yes ) 

* d 3 ARCC 波形の値を休符の 

* ときも更新 （[0】: No , l : Yes ) 

* d 4 ARCC 波形の値をキーオンごとに 
拿更新するモード （[0]:0 FF ,1:0 N ) 
* d 5 ARCC 休符時に同期するか 

* ( l : Yes ,[0]: No ) 

* d 6 ARCC タイ時に同期するか 

* ( l ： Yes ,[0]: No ) 

* d 7 ARCC キ-オンごとに同期するか 

* ([ l ]: Yes ，0: No ) 


*( ベロ シ ティ シーケンスのときの d 6 
拿は 以下のように 扱われる0 

* d 6 VSEQ VELOCITY を与えられてる 
* ときも進行させるか 
拿 ([0]: no , l : yes ) 

P 一 arccjast : ds.b 1 *.b 前回出力した ARCC 値 （MIDI )[-1] 

P 一 arxc 一 reset : ds.b 1 *.b ARCC のリセツト 値 （[0】） 

p _ arcc — origin : ds.b 1 *.b ARCC 基準値 （[127]) 

P_arcc : ds.b 1 拿 .b ARCC の コン ト ロールナンバー 

* ([ ll ]= Expression ) 

P _ arcc . o _ next : ds.w 1 *. w 次にくる予定の波形開始点 

p _ arcc 一 step _ next : ds . w 1 *. w 次にくる予定のステップ 

p _ arcc . spd . next : ds . w 1 *. w 次にくる予定のスピード 

p _ wvaa _ start : ds.l 1 *• 1波形メモリ開始アドレス 

p ^ wvaij ) oint : ds.l 1 *• 1波形メモリ現在のボインタ 

P 一 vvai _ end : ds.l 1 *• 1波形メモリ終了アドレス 

ds.b 1 

p _ wvai _ lp « d : ds.b 1 *. b 波形メモリルーブモード 

p . wvai . lpst : ds.l 1 *.1波形メモリループ開始アドレス 

p . wvaa . lped : ds.l 1 *.1波形メモリルーブ終了アドレス 

p . wvai . lpti : ds.l 1 *.1波形メモリループ回数（0=〇〇) 

p _ wa « Jpti 2: ds.l 1 *.1波形メモリ)1-フ°回数実行ワーク 

* ( 0=〇〇) 

P_alta_flg: ds.b 1 *. b 波形メモリ反後モードフラグ 

P 一 arcc _ n : ds.b 1 *.b ARCC テ-: T 料。インタ （-1,0 〜 7) 

P 一 arcc 一 wf 2: ds.w 1 ». w 次にくる予定の波形タイブ[2】 

P 一 arcc — dpnrpt : ds.w 1 *. w 振幅增滅処理を何回行うか 

拿 （0 〜32767,[0]:〇〇) 

P . arcc . rndcnt : ds.w 1 *.w 波形が何阛したか （0-32767) 

p . arcc . dpntiae : ds.w 1 «.w 增滅 処理を何回行ったか 

* (0-65535) 

p . arcc . syncnt : ds.w 1 *.w 同期 ft ウント（[1]〜 65535) 

P „ arcc . syncnt 2: ds.w 1 *.w 同期ウント実行ワ-ク （[ 1 ] 〜65535) 

ds.l 16 

1 3. 2 . バッファアドレステーブル 

ファンクシヨン ZMJJETJUFFER _ INF 0 RMATI 0 N ( MEASURE 10 参照）で Z-MUSIC 

ver .3.0 の 各 バッファの アドレスを知ることができる。 

ここでは、これらのバッファの W 造や役割についての解説をする。 

自作ブログラムから Z-MUSIC ver .3.0 のパッ ファ アドレス テーブルを 畚 
照する場合は以下に示すワーク名をラペル定湃化した COMMON.MAC ( ソース 
リストに同梱）をインクルードするとよい„ 


trk_buffer top : 

ds.l 

1 

•TRACK バッファ先頭ァドレス 

trk—buffe し size : 

ds.l 

1 

拿 TRACK バッファサイズ 

trkjnjffe し end : 

ds.l 

1 

•TRACK バッファ最終アドレス 

adpcai buffer — top : 

ds.l 

1 

*( AD)PCM バッファ先頭ァドレス 

adpcai—buffer size : 

ds.l 

1 

»( AD)PCM バッファサイズ 

adpcm buffer end : 

ds.l 

1 

*( AD)PCM バッファ最終アドレス 

wave . ie«ory top : 

ds.l 

1 

拿波形メモリハ、ファ先頭ァ K レス 

wave.jneaory size : 

ds.l 

1 

拿波形メモリバッファサイズ 

wave.meiory end : 

ds.l 

1 

* 波形メモリハ # ッファ最終ァドレス 

seq _ wk _ tbl : 

ds.l 

1 

* 音楽演奏トラックワ-ク先頭ァドレス 

seq _ wk _ tbl _ se : 

ds.l 

1 

拿効果音用トラックワ-ク先頭アドレス 

play _ trk 一 tbl •• 

ds.l 

1 

拿どのトラックを演奏するの 
* かを表すテーブル 

pla た trk — tbl _ se : 

ds.l 

1 

拿どのトラックを演奏するの 
拿かを表すテーブル（効果音） 

adpci _ tbl : 

ds.l 

1 

*( AD)PCM 卜-ンのアドレステ-フ••ル[〇】 

adpca _ n _ aax : 

ds.w 

1 

拿定義できる爵大トーン数[〇] 

adpci _ tbl 2: 

ds.l 

1 

*( AD)PCM 音色の 

* ァドレステ- r ル[〇] 

adpcm ^ n _ iax 2: 

ds.w 

1 

* 定義できる最大音色数[〇】 

wave 一 tbl : 

ds.l 

1 

* 波形メそリテ、夕のテ- 717 K レス 

wave _ n ^ Bax : 

ds.w 

1 

* 波形メモリの定義最大個数 

fflisnd — buffer : 

ds.l 

1 

*FM 音色バッファ 

fmsnd _ n — max : 

ds.w 

1 

拿 FM 音色/ゾッファ定義最大個数 

lyric _ address : 

ds.l 

1 

* 歌詞文字列データァドレス 

lyric _ size : 

ds.l 

1 

*歌詞文字列データサイズ 
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trk _ po _ tbl : 

ds.l 

1 

*( 文字列は 0 で終わらない 
* 場合あり） 

* 各トラックの先頭アドレス 

trk . po _ tbl _ se : 

ds.l 

1 

* 格納テーブルアドレス 
* 各トラックの先頭アドレス 

trk _ n _ max : 

ds.w 

1 

拿格納テーブルアドレス 
拿トラックの個数 

pattern — trk : 

ds.l 

1 

拿 ハ。 夕-ントラックァドレス [0] 

pattern — trk — se : 

ds.l 

1 

拿 ハ。 9-ントラックァドレス効果音[0】 

m buffer . O : 

ds.l 

1 

♦ CZ -6 BM 1-0 用送信バッファ 

n _ buffer _ l : 

ds.l 

1 

拿 CZ -6 BM 1-1 用送信バッファ 

m _ buffer _ r : 

ds.l 

1 

拿 RS -232 C MIDI 用の送信； r ッファ 


ds.l 

1 

拿 RESERVED 


ds.l 

1 

♦RESERVED 


ds.l 

1 

拿 RESERVED 


ds.l 

1 

♦RESERVED 


ds.l 

1 

•RESERVED 

rec 一 buffer 一 0: 

ds.l 

1 

拿 CZ -6 BM 1-0 用受信バッファ 

rec.buffer .1 : 

ds.l 

1 

拿 CZ -6 BM 卜1用受信バッファ 

rec buffer r : 

ds.l 

1 

拿 RS -232 C - M 1 D 1 用の受信 / r ッ7ァ 


ds.l 

1 

拿 RESERVED 


ds.l 

1 

♦RESERVED 


ds.l 

1 

♦RESERVED 


ds.l 

1 

♦RESERVED 


ds.l 

1 

♦RESERVED 

mm ()_ adr : 

ds.l 

1 

拿 CZ -6 BM 1-0 用のチャンネ-ク 

mml . adr : 

ds.l 

1 

拿 CZ -6 BM 1-1 用のチヤ:40-ク 

ininrO adr : 

ds.l 

1 

拿 RS -232 C-MIDI A 用チャン本*9-ク 

marl adr : 

ds.l 

1 

♦ RS -232 C-MIDI B 用チャンネ H ワ-ク 


ds.l 

1 

♦RESERVED 


ds.l 

1 

♦RESERVED 


ds.l 

1 

♦RESERVED 


ds.l 

1 

拿 RESERVED 

n 一 of — err : 

ds . 1 

1 

拿発生しているエラーの数 

err stock next : 

ds.l 

1 

拿次のエラー格納アドレス 

err stock addr : 

ds.l 

1 

*1 ラ-ストック/ビッファ先頭アドレス 

err stock size : 

ds.l 

1 

»1ラ-ストックバッファサイズ 


參トラックバッファ 

トラックバッファは ZMD を格納するために確保されている。 

外部アブリケーシヨンで確保したメモリ領域を Z-MUSIC ver .3.0 から参照 
させるには、 

(trk buffe し top ) = メモリ領域の先頭アドレス 
(trk buffer — size ) = メモリ領域のサイズ 
(trk buffer _ end )= メモリ領域の 尼 終アドレス 
を設定する。 

•演奏トラックワーク 

演奏中の演奏データの各トラックのワーク 0 Z-MUSIC ver .3.0 は ver .2.0 
とは费なり演奏に使用されているトラック数しか演奏トラックワークは存 
在しない 0 1本のトラックにつき、 Z - MUS 1 C ver .3.0 の ソース リスト LABEL . 
MAC 中に定義されている trwk size の数だけ （ ver .3.0 時点で 2048) バイトのワー 
クが割り当てられている0各ワークの役割と構成については13.1•を#照の 
こと0 

( seq_wk tbl )+ トラック番号 （0 〜） x trwk_size 
で任意のトラックのワーク先頭アドレスを求めることができる。 

♦効果音トラックワーク 

効果音の演奏トラックワーク〇トラック数は ZMSC 3. X 組み込み時の’- F ’ ス 
イッチで指定された数だけ存在する。役割と«成、ワークサイズはまつた 
く演奏トラックワークと同等。 

參 ( AD ) PCM バッファ 

(AD )PCM ノいソファには ZPD などの （AD ) PCM データが格納される0 
外部アブリケーシヨンで確保したメモリ領域を Z-MUSIC ver .3.0 から参照 
させるには、 

( adpcm _ buffer _ top ) = メモリ領域の先頭アドレス 
( adpcm _ buffer_si ze ) = メモリ領域のサイズ 
(adpcm buffer _ end ) = メモリ領域の 最終 アドレス 
を設定する。 


♦ ( AD ) PCM 管理テーブル 

adpcn _ tbl は音色番号1〜256, ノート番号〇〜127に割り当てられた ( AD)PCM 
トーンを管理するワーク。 

adpcn tbl 2 はバンク〇〜255,音色番号1〜128に割り当てられた （ AD ) PCM 音 
色を宵理するワーク。 

音色番号1のノー ト番号0からノー ト番号127まで_番に以下の構成が繰り 
返す0音色番号1のノー ト番号127の次は音色番号2のノー ト番号0からノー 
卜番号127までが続く。以下音色番号256までこれが繰り返されている。 

ただし、実際に （ AD ) PCM データが格納されているノー ト番号を含むバンク 
までしか領域は保証されない。 

( AD ) PCM 音色についても、バンク0の音色番号1〜128からバンク255の音色 


番号1〜128までが同様の構成を取る 

o 


adt — type : 

ds.b 

1 

拿データタイブ (0= empty , 

* -1 =AD PCM , l =16 bitPCM ) 

adt _ oriK _ key : 

ds.b 

1 

* オリジナルキー： 0-127 


ds.b 

1 

♦Reserved 


ds.b 

1 

♦Reserved 

adt — addr : 

ds.l 

1 

♦データアドレス 

adt _ size : 

ds.l 

1 

♦サイズ 

adt — loop 一 start : 

ds.l 

1 

* ループ開始ポイント 

adt Joop _ end : 

ds.l 

1 

* ループ終從ボイント 

adtjoop — time : 

ds.l 

1 

拿ループ回数 


ds.b 

8 

♦Reservea 

adt naie : 

ds.b 

32 

メント 


ひとつの （ AD > PCM データに対して割り当てられるワークサイズが64バイト 
であることから任意の音色番号 b ( l 〜256)、ノー ト畨号 n (0 〜 127) に対応す 
る （ AD ) PCM トーンの管理ワークアドレスは、 

(adpci tbl > + ( b -1 )x 128 x 64 + n x 64 
で求めることができる。同様に任意のバンク番号 b (0 〜255)、音色畨号もの 
( AD > PCM 音色の宵理ワークアドレスは、 

(adpcn _ tbl 2) + bxl 28 x 64 + tx 64 
で求めることができる。 

自作ブログラムから上記のオフセツトテーブルを利用して （ AD > PCM 讶理テー 
ブルを参照する場合はソースリストに含まれる TABLE . MAC (ソースリストに 
同梱）をインクルードするとよい0 

參波形メモリ 管理 テーブル 

wave , tbl は波形番号8〜32767に割り当てられた波形メモリデータ列を管 
理するワーク。1つの波形につき、以下のようなワーク構成を取つている0 
これが、連続して波形番号8から波形港号32767まで練く 0 ただし、 wave_n 
■ ax の偵で表される音色番号の分までしかバッファは確保されていない 0 


wave^start addr : 

ds.l 

拿波形の開始アドレス （.1) 

wave — end _ addr : 

ds.l 

* 波形の语終アドレス +2(.1) 


ds.b 

♦Reserved 

wave ^ loop type : 

ds.b 

拿ルーブタイブ （. W ) 

wave loop start : 

ds.l 

拿ループ開始アドレス （.1) 

wave _ loop _ end : 

ds.l 

拿ルーブ最終アドレス +2(.1) 

wave _ loop . tine : 

ds.l 

* ループ回数 


ds.l 

拿 Reserved 


ds.b 

♦Reserved 

wave , naae . len : 

ds.b 

* 波形名称文字列長 （. w > 

wave naie . addr : 

ds.l 

* 波形名称文字列格納 アドレス （.1) 


なお、波形のアドレスなどはすべて絶対番地で表されている0ルーブタ 
イブ値は〇〜2で与えたものが 一 1,〇, +1にシフトされている点に注唐。 

ひとつの波形に対して割り当てられるワークサイズは64バイトであるこ 
とから任意の波形番号 w (8 〜 32767) に対応したワークアドレスは、 
( wave _ tbl ) + ( w -8) x 64 
にて求めることができる。 

自作ブログラムから上記のオフセツトテーブルを利用して波形メモリ管 
理テーブルを#照する場合はソースリストに含まれる TABLE . MAC (ソースリ 
ストに同梱〉をインクルードするとよい0 

_ FM 音源音色バッファ 

fasnd buffer は FM 音源音色を格納するバッファで、音色データが以下に 
示すようなフォーマツトで格納されている0バンク0の音色番号1からバン 
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ク 255 の音色番号128(または音色番号 1 から 32768) までが顧番に続く。ただ 
し、 fmsnd _ n _ iBax の値で表される音色番号の分までしか バッ ファは確保さ 
れていない。 


13.3. Z - MUSIC の状態ワーク 


fn . flag : ds.w 
fm . LFRQ : ds.b 
fn _ PMD : ds.b 
fm _ AMD : ds.b 
fB.SYNCJM WF : ds.b 
fm _ FAN _ AF : ds.b 
fm _ PMS _ AMS : ds.b 


fa.OPLDTl MUL : ds.b 
fB _0 P 3_ DTl . MUL : ds.b 
fB _0 P 2. DTl _ MUL : ds.b 
fi .0 P 4 DTI MUL : ds.b 


fa . OPLTL : ds.b 

fin 0 P 3 J 1: ds.b 

fm .0 P 2_ TL : ds.b 

fm .0 P 4. TL : ds.b 


fin 0 P 1 KS 一 AR : ds.b 
fm 0 F 3 JS AR : ds.b 
fm 0 P 2_ KS _ AR : ds.b 
fm 0 P 1 KS AR : ds.b 
fi _ OPl _ AMEJDR : ds.b 
fm _0 P 3_ AME _ lDR : ds.b 
fn 0 P 2. AME _1 DR : ds.b 
faL 0 P 4— AME _1 DR : ds.b 
fm 0 P 1_ DT 2 2 DR : ds.b 
fm _0 P 3 一 DT 2—2 DR : ds.b 
fm .0 P 2_ DT 2 JDR : ds.b 
fB „0 P 4. DT 2_2 DR : ds.b 
fn 0 P 1 D 1 L — RR : ds.b 
fm 0 P 3. D 1 L RR : ds.b 
fm 0 P 2 D 1 L RR : ds.b 
fm _0 P 4 _DlL RR : ds.b 
fm NAME : ds.b 


* 音色有効フラグ 

♦LFRQ 

*PMD 

*AMD 

* d 0- dl : WF , d 3- d 6:0 M , d 7 :SYNC 

* dO - d 5: AF , d 6- d 7 :PAN 

* dO - dl : AMS , d 4- d 6 :PMS 

♦0 P 1 dO - d 3: MUL , d 4- d 7 :DTl 

*0 P 3 dO - d 3: MUL , d 4- d 7 :DTl 

*0 P 2 dO - d 3: MUL , d 4- d 7 :DTl 

*0 P 4 dO - d 3: MUL , d 4- d 7 :DTl 

*0 P 1 TL 

♦ OP 3 TL 

*0 P 2 TL 

*0 P 4 TL 

*0 P 1 dO - d 4: AR , d 6- d 7 :KS 
<0 P 3 dO - d 4: AR , d 6- d 7 :KS 
*0 P 2 dO - d 4: AR , d 6- d 7 :KS 
*0 P 4 dO - d 4: AR ， d 6- d 7 :KS 
*0 P 1 dO - d 4: DlR ， d 7: AMS-EN 
*0 F 3 dO - d 4: DlR , d 7: AMS-EN 
*0 P 2 dO - d 4: DlR , d 7: AMS-EN 
*0 P 4 dO - d 4: DlR , d 7: AMS-EN 
*0 P 1 dO - d 4: D 2 R , d 6- d 7: DT 2 
*0 P 3 dO - d 4: D 2 R , d 6- d 7: DT 2 
*0 P 2 dO - d 4: D 2 R , d 6- d 7: DT 2 
拿 0 P 4 dO - d 4: D 2 R , d 6- d 7: DT 2 
*0 P 1 dO - d 3: RR , d 4- d 7 :DlL 
拿 0 P 3 dO - d 3: RR , d 4- d 7 :DlL 
* OP 2 dO - d 3: RR , d 4- d 7 :DlL 
*0 P 4 dO - d 3: RR , d 4- d 7 :DlL 

* 音色名文字列（砑大 16 文字） 


フアンクシヨン ZM _ GET _ ZMSC _ STATUS ( MEASURE 10 参照）で Z-MUSIC ver .3. 
0の状態ワーク（ステータスワーク）のアドレスを知ることができる。状態 
ワークはその時点における Z - MUSIC の状態を表したワークエリアで、フェ ー 
ダー閱連のバラメータやカレント MIDI インタフェイス、テンボなどのグロー 
バルバラメータなどもここに配 S されている。 

ここでは、これらのワークの構造や役割についての解説をする。 

自作ブログラムから Z-MUSIC ver .3.0 の状態ワークを参照する場合は以 
下に示す状態ワーク名をラペル定義化した ZM STAT . MAC (ソースリストに 


同梱）をインクルードするとよい0 


midi ^ board : 

dc.b 

available device : 

dc.b 

time し fig : 

dc.b 



dc.b 0 

wk size : dc.w 

trwk_size 

play _ start 一 tine : 

dc . 1 - 

pla た stop - time : 

dc .1 - 

play . cont . tiie : 

dc.l - 

dev end adr : 

ds .1 1 


♦MIDI I / F 有効フラグ 
* d 0 〜 d 3 がそれそれ 

* CZ 6 BM 1#1,#2, 

♦ RS 232 C-MIDI A , B に対応 

♦実際に使用する r / T イスフラグ 
♦(■ idi_board と同書式) 

拿 TIMER ON/OFF 
*( dO:TIMER A , 

* dl:TIMER B , 

* d 2 : YM 3802 TIMER ) 

*( d 7 は FUNC INTERCEPT PLAY 

拿が有効時に m _ play が実行さ 
♦れると1に上角きされる。 
♦外部77°リ向け専用リ-クヒ、卜) 

*1 トラックワークのサイズ 

*演奏開始時钊（10時23分52秒 
* なら$00102352,初期值=-1) 
*演突停止時刻 （10 時23分5秒 
* なら$00102352,初期值=-1) 
* 演蹇再開時刻 （ 10時23分52秒 
* なら $00102352,初期値：: -1) 
♦ ZMSC 3. XR 終アドレス 


1&色につき48バイトをとるので任 © のバンク番号 b (0-255)、 音色番号 t 
(1-128) の音色データのアドレスは、 

( fnsnd _ buffer ) + bx 128 x 48+( t-l )*48 
で求められる（バンク畨号を用いないで指定する埸合は、上の式中の 「bx 
128 x 48」を雀いて考える）。 

自作ブログラムから上記のオフセツトテーブルを利用して FM 音源音色バ 
ツファを参照する場合はソースリストに含まれる TABLE . MAC ( ソースリス 
卜に同糊）をインクルードするとよい。 


參各ト ラックの 先頭 アドレス 

&トラックの先卵アドレスは trk _ po _ tbl に格納されているアドレスから、 
トラック1の先頭アドレス（乂） 

トラック2の先頭アドレス （. L ) 

トラック3の先頭アドレス （. L ) 


のように格納されている 0 (効果音トラックの場合は trk_po tbl se ) 

よつて、任意のトラック番号 t (0 〜 65534) のトラックの先頭アドレスは、 
( trk _ po _ tbl ) + tx 4 
で求めることができる。 


參演奏に使用されるトラック 

実嫌の演奏に使用されているトラック番号 （0 〜 65534) は、 play _ trk_tbl 
に格納されているアドレスから、 $ ffff (. w ) を終埔コードとし、ワードサ 
イズで列記されている。たとえばトラック番号1〜8が演奏されているとす 
ると play _ trk _ tbl に格納されているアドレスから、 

$0000 $0001 $0002 $0003 $0004 $0005 $0006 $0007 $ffff 

のような値が格納されている。トラック番号1〜8が〇〜7になっている点に 
注意。 


t . min : 
t nax : 
t nnn _ se : 
t . nax se : 
_@ t _ niax : 

•@ t — nax — se : 
mask opm _ ch : 


se 一 tr _ iax : 
ext _ pcadrv : 


current _ rs 232 c _ part : 

current _ midi _ in _ r : 

current _ midi_in w : 
current . iidi . in _ b : 

currentjnidi _ out — r : 

current — midi out . w : 
current _ Bidi 一 out 一 b : 

■ idijf _ tbl : 


ch wk aode : 


dc.w 

10 

* 音楽演養用テンポの府小 fifi 

dc.w 

32767 

楽演奏用テンポの极大硝 

dc.w 

20 

* 効果音演奏用テンボ两小偷 

dc.w 

5000 

* 効果音演奏用テンポ/3大磺 

dc.w 

$3 fff 

* 音楽演奏用タイマ値最大® 

dc.w 

$ff 

* 効果音演突用タイマ値汩大狼 

dc.w 

0 

* FM 音源の7スクチャン林対応ヒ•ット 
* d 0 〜 d 7 がチャンネル1〜8に 

* 対応。対応ビット=1 .Masked 

dc.w 

0 

拿効果音の展大トラック数[0】 

dc.b 

0 

拿外部 PCM ドライバ 
*([0】：なし 

* 1:組み込まれている） 

dc.b 

1 

* RS -232 C の現在の選択バート 
*0 : PART A ,$ FF:PART B , 

*[1]:未定典 

dc.w 

-1 

* カレント相対 I / F 畨号 
* ( USER から見た 0-3) 

dc.b 

-1 

* 通常は常時0 

dc.b 

-1 

拿カレント絶対 1/ F 番号 
* (内部で使用する（0-3)*2) 

dc.w 

-1 

拿カレント相対 1/ F 番号 

* ( USER から見た 0-3) 

dc.b 

-1 

♦通常は常時0 

dc.b 

-1 

* カレント絶対 I / F 番号 
* (内部で使用する（0-3)*2) 

dcb.b 

8+1,-1 

♦ MIDI イン9フ1イスの使用設定 
*(0: CZ -6 BM 卜 1,2: CZ -6 BM 卜2, 
*4: RS -232 C - A , 
*6: RS -232 C - B ,-1: なし) 

dc.b 

-1 

拿チャン U 9 -クの使用状態 


全部 ( DEFAULT ), 

* 0 二 FM なし（通常禁止) 
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gs_id: 

sc88_id: 

■t32.id: 

u220_id: 

m し id: 

adpcm_frq: 
adpcm_pan: 
adpb —c1r: 

wvm clr: 


dc.b 

ds.b 

dc.b 

ds.b 

dc.b 

ds.b 

dc.b 

ds.b 

dc.b 

ds.b 

dc.b 

dc.b 

dc.b 

dc.b 


*1 二 MIDI なし， 

*2 二全部なし（通常禁止） 

$10,$10,$10,$10 *DEVICE ID デフオルト fifi 
4 *Reserved 

$ 10 ， $ 10 ,$ 10,$10 

4 *Reserved 

$ 10 ,$ 10 ,$ 10,$10 * 

4 ^Reserved 

$ 10 ,$ 10 ,$ 10,$10 * 

4 *Reserved 

$30,$30,$30,$30 * 

4 ^Reserved 

0 *AD PCM 周波数 

0 *AD PCM バンボット 

0 *AD PCMA # • ノファ初期化有無フラ V 

*(0 以外 = 要初期化） 

) »波形メそリ ;ゾッファ 初期化有無 7 ラ ” 

*(0 以外 = 要初期化） 


meter: 

dc.w 

$0404 

metronome: 

dc.b 

0 


dc.b 

0 

key: 

dc.w 

0 

mst_clk: 

dc.w 

192 

tempo value: 

dc.w 

120 

timer—value: 

dc.w 

0 


* 拍子 
拿 Reserved 
拿 Reserved 

*调号 

拿全音符の絶对音畏カウント 
拿テンボ确 （ DEFAULT=120> 

* タイ マの狼 


meter_se: 

dc.w 

$0404 

metronome,se: 

dc.b 

0 


dc.b 

0 

key—se: 

dc.w 

0 

nst_clk_se: 

dc.w 

192 

tempo value 一 se 

dc.w 

120 

timer value—se: 

dc.w 

0 

eox 一 w: 

dcb.w 

8,3 

se mode: 

dc.b 

0 

fader flag: 

dc.b 

0 


fnc_.no: 

dc.w 

$7fff 

sr type: 

dc.w 

$2500 

spbuf: 

dc.l 

0 

fnc quit.addr: 

dc.l 

0 

opnset—bsr 一讀 s: 

dc.l 

opiset 

timer mode : 

dc.b 

0 


synchro—node: 

dc.b 

0 

polypressjnode: 

dc.b 

-1 

no—initjnode: 

dc.b 

0 

zmusic.int: 

dc.l 

0 

last—zmusic_int: dc.l 

0 

zpdjast.fn: 

ds.b 

54 

header_buffer: 

ds.b 

8 

fm tune tbl : 

dc.l 

0 


* 拍子（効果音サイド） 

♦Reserved 

♦Reserved 

*调号 

* 全音符の絶対音畏カウント 
• ( 効果音サイド） 

拿テンポ偵 （ DEFAULT=120> 

拿タイマの 

*E0X ウヱイト （ DEFAULT 二 3) 

拿 AD PCM の効果音モードか 

* (0=No,0 以外二 Yes) 

拿現在実行中のフューダー 
*(d7: マスター フ エーダー， 

* d6 : チヤンネルフエ ー ダー） 

* 実行中のフ x — ダーに対応 
拿したビツト =1 でそのフエ ー 
拿ダーが可動中 

• 诏後に実行した（あるいは 
拿現在実行中の）フアンクシヨン番号 
*SR をマスクする嫌のテ # フ科卜值 
拿 （ S 通は * き変わる） 

拿フアンクシヨン実行時の 
* スタック保存ワーク 
拿緊急帰還アドレス（エラーが 
拿発生した場合の脱出ア K レス） 
拿 FM 音源アク《 H - チンアドレス 

* ( 効果音モード時 op*set_se) 
拿どのタイマを使うか 

* タイマ A:-l, タイマ B:0, 

拿 YM3802 タイマ ：1 
* 外部同期モードか 

* (0=No,$FF=Yes) 

。リ フォ :: ック 7°hr>t- そ-ド 

•((-l]:0N,0=No) 

* 初期化なしモードか 

* ([0]=No,0 以外 =Yes) 
♦Z-MUSIC が割り込むと 
*インクリメントされる 

拿前回 MIDIJNP1 を実行した 
* ときの ziusic_int の值 
本前回読み込んだファイルの名前 
拿 ファイル ID 用 バッファ 
*FM 音源阛波数調整テーブル 


pcm_tune_tbl: 
occupy_flag: 

cad_or dev: 
ernes lang: 


snf 一 end_flag: 
rs232c.node: 

perform fig: 


v2 conpatch: 

fin vol_tbl : 
ad—vol tbl•• 
b 0 vol_tbl : 
al.voLtbl : 
■rO—vo し tbl: 
mrl vol^tbl : 


dc.l 0 

dc.b 0 

dc.b 0 

dc.b 0 

dc.b 


dc.b 0 
dc.b 0 


dc.b 0 


dc.b 0 

.even 

ds.b 16 

ds.b 16 

ds.b 16 

ds.b 16 

ds.b 16 

ds.b 16 


externaLapp1ications: 


拿 PCM 音源周波数 調整 テ-厂ル 
* 占有状態 

*(0=FREE,1= 占有されている） 
*-1= コマンドライン， 

* 0 二 DEVICE 

拿 メッセージ表示言語 

* ([0]:English, 1: Japanese) 
拿外部アブリの常駐状況 

*d7:ZP -d,d6:ZP -j 

拿対応ビット =1 のとき 
♦ その 77° リケ-シヨンが 
♦組み込まれている 
♦SMF 転送終了フラグ 
♦RS232C-MIDI のモード 
*d7=(0: 通常， 1: デュアル ) 
*d0-d3: ボーレート時定数 [3] 
*ZM PLAY ， ZM_C0NT ， ZM_ST0P 
拿の ファンクションが実行されるた 
* びに対応 r 外が 1 に上*き 
* される 

*d0:PLAY dl:C0NT d2 : STOP 
*d7:loop mode(0:normal 

* l:no loop/FUNC $59 参照 ) 
拿 V2]W\° チそ-ドか 

* [0】：No l:Yes 


拿フエ - ド？ *) 卜 / イン用の音置ワ-ク 


* 以下 spd,spd2,lvN,lvlb 系のワークの配置はソースリスト ZMSC2.HAS の都 

マスタ-フエ-ター-/、 0 ラメ -m 
スビード実行ワーク （.vO 
スビード tfl (. w ) 

フ エーダー レペル （. W ) 


合に合わせてある 

mstfd fm spd2: ds.w 
nstfd,fi_spd: ds.w 
mstfd.fn lvlw ： ds.b 
nstfd fm lvlb: ds.b 
mstfd_fi_dest: ds.b 
■stfd.fa mode: ds.b 

mstfd_ad_spd2: ds.w 
istfd—ad-spd: ds.w 
■stfd. ad_lvlw: ds.b 
astfd ad-lvlb: ds.b 
mstfd ad dest: ds.b 
■stfd ad lode: ds.b 

■stfd m0_spd2: ds.w 
■stfd a0_ spd: ds.w 
mstfd aOlvlw: ds.b 
■stfd_i0_lvlb: ds.b 
mstfd BOdest: ds.b 
■stfd aO node: ds.b 

nstfd_nil_spd2: ds.w 
■stfdj ■ し spd: ds.w 
■stfd—■Llvlw: ds.b 
■stfd. ml—lvlb: ds.b 
mstfd ml dest: ds.b 
mstfd, ml mode: ds.b 

■stfd mr0_spd2: ds.w 
mstfd_mr0_spd: ds.w 
mstfd—nr0_lvlw: ds.b 
mstfdjnrO—lvlb: ds.b 
nstfd nrO.dest: ds.b 
mstfd arO node : ds.b 


フ エーダー レベル （. b ) 
目的値 （. b ) 

フ エーダーモー ド（.匕） 

スビード実行ワーク （. w ) 
スピード値 （. w ) 

フエーダーレペル （. w ) 
フエーダーレペル （. b ) 

目的億 （ .b) 

フエーダーモード （• b ) 

スビード実行ワーク （. w > 
スピード値 （. w ) 

フ エーダー レペル （. W ) 

フ エーダー レペル （. b ) 

目的 值 （ .b) 

フ エーダー モード （ . b ) 

スビード実行ワーク （. w ) 
スビード ffi (. w ) 

フ エーダー レペル （. w ) 

フ エーダー レペル （. b ) 

目的値 （. b ) 

フエーダーモード （. b ) 

スビード実行ワーク （.0 
スピード僅 （. w ) 

フ エーダー レペル （. W ) 

フ エーダー レベル （. b ) 

♦目的值 (. b ) 

*フ エーダー モード （. b ) 
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■stfd_irl_spd2: 

ds.w 

1 

拿 スピード実行ワーク （ .W) 

mstfd_ mrl spd : 

ds.w 

1 

拿 スピード 値 （ .W) 

■stfd 一 irl 」 vlw: 

ds.b 

1 

拿 フヱーダーレペル （ .W) 

■stfd 一 nrl_lvlb: 

ds.b 

1 

拿 フエーダーレべル （ .b> 

mstfd_mrl_dest: 

ds.b 

1 

♦目的 值 （ .b) 

mstfdjarl node: 

ds.b 

1 

拿 フヱーダーモード （ .b) 

ch_fm_fdp: 

ds.b 

fd_wkl*16 

♦ チャンネルフエ - r - A ° ラメ-夕辞 

ch_ad_fdp: 

ds.b 

fd_wkl*16 

*(lch:8byte 構成* 16ch 分 ) 

ch 一 ■()—fdp: 

ds.b 

fd wkl*16 


chjn し fdp: 

ds.b 

fd_wkl*16 


ch_ar0_fdp: 

ds.b 

fd wkl*16 


chjarl 一 fdp: 

ds.b 

fd wkl*16 


ch—fadertbl•• 

ds.w 

96 * チヤンネル フエーダー 



*( フ I - 

-ド処理するチャンネル番号 



* 0-95 が並ぶ） 


dc.w 

-1 *End code 

master_fader 一 tbl 

• 

• 

* マスタ 

ーフエーター 


wkl が並ぶ ) 


*( フエード処理するデバイス番号 * fd 


ds.w 6 *0,8,16,24,32,40 

dc.w -1 *End code 


fo_ch_ir0: 

ds.b 

16 

*d6:ch fader move flag 40 

fo—ch—airl: 

ds.b 

16 

*d7: 処理したかどうか 80 

work: 




pt_ptr: 

ds.l 

1 

*play_trk_tbl の指標 




* 必ず work=pt_ptr 

cf 

ds.b 

8 

• オペ 0 レ - 夕のコネクションテ - ： ni ビット 

oil: 

ds.b 

8 

* アウトブットレベル 1 

ol2: 

ds.b 

8 

* アウトブットレベル 2 

ol3: 

ds.b 

8 

* アウトブットレベル 3 

ol4: 

ds.b 

8 

* アウトブットレベル 4 

o\m _kon: 

ds.b 

8 

*0PM レジスタ 8 番のワーク 

opB_nom: 

ds.b 

8 

• オペレータマスク （ 0M) の NOT 




*(&bllll0000-&bllllllll) 

一 op ■: 

ds.b 

256 

*0W1 の k/ スタイメ - シ ♦ ワ-ク 

opa_j)id : dc • b 

0 




Z-MUSIC 状 ® ワークの不当な瘠き替えは、演奏に支 W をきたすだけでな 
く、 Z-MUS1C の费走を引き起こす可能性もあるため、細心の注意を必要と 
する。また、特殊な使用目旳以外では、各ワークは読み出し粵用と考え、 
* き替えはなるべく行わないようにしたほうがよい。 

また、ワーク W 成はバージヨンによっては変史が施される可能性もある 
ため、自作ブログラムから Z-MUSIC 状態ワークを # 照する場合には Z-MUS1C 
のバージヨンのチェックを礮しく行ったほうがよい。 


chjaask— 

fD ： 

dc.w 

0 

* チヤンネ 11 フエザ - 

•ヒーットつ 

，-ク 



ch mask 

ad: 

dc.w 

0 








ch nask 

b0: 

dc.w 

0 








ch nask 

ml : 

dc.w 

0 








ch mask 

mrO: 

dc.w 

0 








ch nask 

mrl: 

dc.w 

0 










.even 









agogik work: 

ds.b 

.P«od 1en 

* 音楽演奏用 FT 

-r クワ 

-ク 


agogik work se: 

ds.b 

—pnod 丨 en 

* 効果音 演赛 用ァ： T-V 

クワーク 




.even 









opcD vol 

一 tbl•• 


*MPCM 

• X 用 音屋テ 

ーブル 64 =原音 レベル 




dc.w 

0, 

3, 

6, 

9, 

12, 

15, 

18, 

21 



dc.w 

24, 

25, 

26, 

27, 

28, 

29, 

30, 

31 



dc.w 

32, 

33, 

34, 

35, 

36, 

37, 

38, 

39 



dc.w 

40, 

41, 

42, 

43, 

44, 

45, 

46, 

47 



dc.w 

48, 

50, 

52, 

54, 

56, 

58, 

60, 

62 



dc.w 

64, 

66, 

68, 

70, 

72, 

74, 

76, 

78 



dc.w 

80, 

82, 

84, 

86, 

88, 

90, 

92, 

94 



dc.w 

96, 

100, 

104, 

108, 

112, 

116, 

120, 

124 



dc.w 

128, 

132, 

136, 

140, 

144, 

148, 

152, 

156 



dc.w 

160, 

164, 

168, 

172, 

176, 

180, 

184, 

188 



dc.w 

192, 

200, 

208, 

216, 

224, 

232, 

240, 

248 



dc.w 

256, 

264, 

272, 

280, 

288, 

296, 

304, 

312 



dc.w 

320, 

328, 

336, 

344, 

352, 

360, 

368, 

376 



dc.w 

384, 

400, 

416, 

432, 

448, 

464, 

480, 

496 



dc.w 

512, 

528, 

544, 

560, 

576, 

592, 

608, 

624 



dc.w 

640, 

656, 

672, 

688, 

704, 

720, 

736, 

752 


_result—start: 



* 戻り値バッファ 

mask_track_result: 

ds.l 

1 *4*(trk_n.max+l) bytes 

masK—channel result 

ds.l 

1 *4*( trk—n—nax+1)bytes 

■_play—result: 


ds.l 

1 <4<(trk_n_aax+l) bytes 

ffl_stop_result: 


ds.l 

1 *4*(trk_n_nax+l) bytes 

n 一 cont_result: 


ds.l 

1 *4<(trk_n_max+l)bytes 




*SMF 再生間連ワーク 

sif_.de lta: 

ds.l 

1 

♦SMF デルタタイム 

smf 一 running: 

ds.l 

1 

*SMF ランこングステ-タス的ンタ 

snf_pointer: 

ds.l 

1 

*SMF データポインタ 

sif_transfer: 

ds.l 

1 

*SMF MIDI 送信エントリ 

smf_mst_clk: 

ds.l 

1 

拿 SMF マスタークロック 

smf_addr: 

ds.l 

1 

*SHF の格納アドレス 

fo—ch—fn: 

ds.b 

8 

本フエードアウト / インの 7 -ク 


ds.b 

8 

mm 

fo_ch_ad: 

ds.b 

16 

*d0:ch fader active flag 01 

fo_ch_m0: 

ds.b 

16 

*dl:taster fader active flag 02 

fo_ch_ml: 

ds.b 

16 

*d5:master fader move flag 20 


13.4. ワークビュア ZSV.R 


ZSV.R は Z-MUSIC ver3.0 以上で動作するワーク/ステータスビユアである 
(ZSV.R は Z-MUSIC STATUS VIEWR の略 > 0 
ZMS や ZMD などの演奏データを瀋突したあと、 

A>ZSV 

として起動すると、演赛中に変化する Z-MUSIC 内部のバラメータの偷をリ 
アルタイムに見ることができる。 


13.4.1. ZSV.R の表示パラメータ 

13.4.1.1. コモンパラメータ 

画面一番上部には現在演奏中の曲のタイトル文字列が表示され、その下 
にその曲全体の動作を表すバラメータ莳が表示されている。このバラメー 
夕？？を持にコモンバラメータとよぶ 0 
以下にコモンバラメータの一免を示す。 


METER: 拍子 

KEY: 调号 

TEMPO: テンボ 


PLAYTIME: 演奏間始からの絰過時間/演奏時間 

右上部のゲージ演奏の進行度を表している。右が終瑞。 

終結する曲は曲の終わりが、 

リビート曲は 1 ループが、ゲージ終端に相当する。 


A60GIK: アゴーギク（テンボの綵急）の振帼 

WAVE: アゴ ー キクの波形«別 

VARIANT: アゴーギク振幅の変化置 


REPEAT: 

FM0PM: 

FMOPM FADER: 
AD PCM: 

AD PCM FADER: 
HIDI1: 

MIDI1 FADER: 
HIDI2: 

MIDI2 FADER: 
HIDI3: 

HIDI3 FADER: 
SYSTEM: 

TIMER: 


現時点での演奏反復回数 

現在演奏中の曲の FM 音源使用チャンネル数 

FM 音源部の マスターフエーダー 

現在演奏中の曲の AD PCM 音源使用チャンネル数 

AD PCM 音源部のマスターフ エーダー 

現在演奏中の曲の MIDI 1 の使用チャンネル数 

MIDI 1 の マスターフエーダー 

現在演奏中の曲の MIDI2 の使用チャンネル数 

MIDI2 のマスターフ エーダー 

現在演奏中の曲の MIDI3 の使用チャンネル数 

MIDI3 の マスターフエーダー 

Z-MUSIC のバージヨン番号 

使用タイマ 


最上部の 5 つ それそれ FM,AD PCM,MIDI1 〜 3 の マスターフエーダーを 

のスライダー 表している。 
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13.4.1.2. トラックバラメータ 


13. 4. 2. キー操作 


コモンバラメータの下には、各トラックごとのワークが表示される。— 
度に表示できるトラック数は、 X 680 x 0 の画面の広さの関係から1〇トラック 
までとなっているが、カーソル キーの 上下を使ってスクロールさせれば任 
意のトラック番号のワークを参照することができる。 

以下にトラックバラメータ表示部のバラメーター覧を示す。 


ZSV.R では、 

A > ZP 3 .R - K 

によって ZP 3 .R を常駐させてから使用可能となるキー操作はすべて装備して 
おり、瑁境変数 zp 3 JceyctrU こ記載されているキー配®情報も有効となる。 
環境変数 zp 3_ keyctr 1については MEASURE 7 を参照のこと。 

以下に操作キ ーー 兔を示す 


オレンジ色の数字： 

赤、黄色、水色の文字: 

STATUS: 

8桁の16進数： 


CH.FADER: 
TIMBRE: 

VOLUME: 

VELOCITY: 

DETUNE: 

PITCH: 

AFTER: 

HOLD: 

PAN: 


トラック番号 

トラックに割り当てられているデバイス名と 
チヤンネル番号 
トラックステータス 
現在実行している ZMD のアドレス 
綾いて 

ZMD , 音符の播錤，ゲートタイム，ステッブタイム, 
ベロシティが表示されている。 

音符がボルタメント指定の 場合、 さらに 
ボルタメント先の音符が表示される 
チヤンネル フヱーダー 
音色番号 ( MIDI 部はバンク番号-音色番号と 
表示される） 

音置 

ベロシティ （ FM 音源部と AD PCM 音源部は 
音置傾と常に同偷） 

デイチューン 
オートビッチペンダー 

アフタータッチシーケンスのアフタータッチ 
ダンバー（サステイン）ペダル 
バンボット 


ARCC1 〜ぐ 
WAVE: 
VARIANT: 
CTRL: 


ARCC の振 * M 
ARCC の波形種別 
ARCC の振幅の変化量 

ARCC でコント ロールし ているコン トロール 番号 
FM 音源部でワウワウやアンブリチュードモジユ 
レーシヨンを行っている場合には操作対象の才 
ペレータ番号が緑色で表示される。 


VIBRATO: 

WAVE: 

VARIANT: 


ビブラートの振_ 

ビブラートの波形«別 
ビブラートの振幅の変化 ■ 


參ファンクションキー部 

[ F 1] 〜 [ F 10] 表示されている10トラックをそれそれ 

マスク/マスク解除する。たとえばトラック 3-12 が 
表示されていると [ F 5] ではトラック7が操作対象となる 


カーソル キー 部 

[ 个 ] 上へスクロール 

[ | ] 下へスクロール 

[― ] 左へスクロール 

[->1 右へスクロール 


[HOME] 


マスク反転 


[DEL] マスク全解除 

[ROLL UP] 下へ 10 トラック分スクロール 

[ROLL DOWN] 上へ 10 トラック分スクロール 


參フル キー 部 

[ P ] バンボット表示モード変史 （0-1 27^~ ^ L 63-0- R 63) 

[,] 振幅表示モード変史（最大振幅——振幅実行値） 

[ F ] FM の全チャンネルマスク/マスク解除 

[B] BANK の表示モードの投定 

(14 bit , 上位 7 bit のみ， 7 bit :7 bit (デフオルト）） 
[ SPACE ] ステータス表示の一時停止（ボーズ） 


參テンキー部 
[9] 

[/] 

[»] 

[-] 


AD PCM の全チャンネルマスク/マスク 解除 
MIDI インタフェイス1の全チヤンネルマスク/マスク 解除 
MIDI インタフェイス2の全チヤンネルマスク/マスク 解除 
MIDI インタフェイス3の全チヤンネルマスク/マスク 解除 
MIDI インタフェイス4の全チヤンネルマスク/マスク 解除 


VELOCITY.SEQ: 
WAVE: 

VARIANT: 


ぺロシティシーケンスのときのベロシティ ffi 
ベロシティシーケンスの波形櫓別 
ベロシティシーケンスの振蝙の変化置 


鰱盤左の5つのスライダー ARCC 1 〜4の振 te とビッチの変化を表す。 

ARCC 1 ARCC 2 PITCH 
ARCC 3 ARCC 4 
のように配列している。 


鍵盤の右の〇 


バンボットつまみ 


バンボットつまみ ダンバーペダルの踏み具合。 

の右のゲージ オレンジのゲージが上に行けば行くほど深い 

踏み込み 


バンボットつまみ 赤：ノートオフメッセージなし 

の右の小さい • 緑：ノー トオフメツセージあり 


ダンバーゲージの チヤンネルフエーダー 

右のスライダー 


鍵盤の右のゲージ アタックレベル 

キーオンすると立ち上がる。タイやスラーなど 
の手法で発音、音程変化しても立ち上がらない0 
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MEASURE 14 


効果音モードと外部プ□グラムとの同期 



ここでは、 Z-MUSIC の特殊機能である「効果音モード」と「外部ブログラムとの同期」についての 
解説を行います 0 本章を理解するには MPU 680 x 0 の機械語の知識が必要です。 

通常の音楽演奏のみを行なうユーザーは読み飛ばして構いません。 

「効果音モード」の解説はオリジナルゲームプログラムで実際に使用することを想定して具体的に解説し ます。 


14.1. 効果音モード 


14. 1 . 1 .ZMSC 3. X の組み込み 


1 4. 1 • 1 • 1 • 効果音トラックの確保 


効果音 モー ドを利用するには ZMSC3.X を常駐させるときに、 コマンド オ 
ブシ ョン ’- F ’ を設定し、効果音用のトラックを確保しなければならない。 
効果音用のトラックを確保しない場合、効果音モードを和 j 用した効果音の 
演奏は一切行えない。 

—F n 

効果音モード用にトラックを n 本 6 f 保する。効果音モードを利用すると 
きは、1〜65535を設定する0デフォルトでは n =0 で「効架音モードを利用し 
ない」設定となる。効果音トラックに何トラック削り当てても音楽溜癸の 
トラック数の段大数には影酱ない。 

例 

A>ZMSC3 -F4 (効果音トラックに 4 トラック確保） 

14. 1 . 1 . 2 •組み込みメッセージの制御 

通常、 ZMSC3.X を常駐させると、 Z-MUSIC の ロゴや バージョン 番号、認逋 

したインタフヱイス等の情報が画面に出力されるが、コマンドオプション 

’- G ’ を設定すると、これらを一切表示しないようにすることができる。ァ 

ブリケーションを起動する際の画面バランスに気を使う場合は設定す ると 
よい0 

—G 

ZMSC3.X 起動時のロゴ表示や常駐を報告するメッセージを一切表示しな 


14.1.1.3. 初期化処理の制御 

Z-MUSIC では通常、新たに演奏データを演奏する際、 MIDI 機器に初期化 
メッセージを送信したり FM 音源、 AD PCM 音源の初期化処理を実行している。 
この初期化処理は新たに演奏する曲の都合を無視したものであり、かなり 
余計な処理を含んでいる。たとえば MIDI 音源の 10 以下 （1 〜1〇)のチャンネ 
ルしか使用していない曲を演奏しようというときも11以上 （ U 〜 16> のチャ 
ンネルの初期化メッセージも送信してしまう。これはゲームなどの BGM の 
切り替え時においてゲーム画面のスクロールの一時停止といった目に見え 
る症状になってしまう場合がある。 

ZMSC 3. X 常駐時にコマンドオプション ’- N ’ を設定すると、以後この初期 
化処理を必要最低限に省略することができる。ただし全デバイスに対して、 
初期化メッセージ送信処理を省いてしまうため、演奏データ （ ZMD )_ に必 
要な初期化メッセージを盛り込む必要が出てくる（後述）。 

一 N 

初期化処理を簡略化する。この設定を行って ZMSC3.X を常駐させると以 
後、演奏開始時に最低限の初期化処理しか行わなくなる。ゲー厶などの BG 
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M を鴒械語レベルで演奏制御する場合に、曲の変り目の処理を軽くする电 
ができる。 

通常は設定する必要はない。 

1 4. 1 . 1 . 4. Z P D の組み込み 

ゲームなどにおいて、用いるすべての AD PCM 音を1っの ZPD にまとめてい 
る場合はコマンドオブシヨンし厂を使用して ZMSC 3. X 常駐時に一緒に組み 
込んでしまうとよい。 

—Z Tilename 

filenaae . ZPD で与えられる AD PCM BLOCK DATArZPDj を ZMSC 3. X 常駐時に 
読み込む。ファイル名拡張子を省略すると自勛旳に* . ZPD 1 が添付される。 

例 

A > ZMSC 3 .X - Zstandard.zpd 

14.1. 2. プログラムに負担をかけない演奏データ 

演奏データ制作者はゲームブログラムに負担をかけないように心掛けて 
演奏データを作成するよう留意すべきである。また、曲の切り替りに時間 
がかからないように工夫しないと、ゲームの進行を一瞬停止させてしまう 
恐れがある。 

たとえばスクロールシューテイングゲームでステージ BGM からボス登場 
の BGM に切り替るときに、スクロールが一瞬停止してしまってはスピード 
感を m ねてしまう。 

そこで、まず大前提となるのは利用する演奏データ形式は ZMD にべきで 
あるという点。 ZMS では演奏每にコンバイラを呼び出して ZMD へ変換する必 
要があるため、ゲームブログラムへの負担は免れないからだ。 

ここでは、ゲームブログラムに負担をかけない ZMD の作成方法、曲の切 
り換えをできるだけ速く行える ZMD の作成方法について述べる。 

14.1. 2. 1 . ZMS コマンドは極力使わない 

FM 音源音色の定義コマンドや MIDI エクス クルー シブメッ セージ送信 コマ 
ンドなどのトラックに依存しない、いわゆる「共通コマンド （ ZMS コマンド）」 
は割り込みで処理されないために実行にはある程度のまとまった時間を要 
する。したがって、曲の切り替え時などにウ エイ トになってしまう可能性 
がある。そこでゲームの BGM にはなるベく ZMS コマンドは用いないほうがよ 

い0 

MML コマンドは割り込み処理されるので、ゲームブログラムの実行を完 
全に止めてしまうことはない。そのため、もし MML に引き換えられるなら 
ば ZMS コマンドは用いずに、 MML で代用したほうがよい。たとえば、 ZMS コ 
マンド、 

. ROLAND.EXCLUSIVE 
( Xnl ， n 2， n 3, …， ni ) 

などは MML の、 

X 

@X 

に a き換えられる。 

どうしても置き換わらない、 

FM 音源音色登録 

などは後述する方法で解決する。 

なお、曲データである以上必要最低限となるものとして、チャンネル ア 



サイン ZMS コマンド、 

(A dev ， trk ， trkv • trkf ， trks ， trki ， cint ) 

.ASSIGN trk { dev , trkv , trkf , trks , trka , camt } 

があるが、これはコンパイル時に消化されて ZMD には出力されないので、用 
いてもゲームブログラム俱1の負担にはならない0 

14.1.2.2. 音色登録 

演奏データにはさまざまな音色が使用されるが、この音色データを 1 曲 
ごとに持たせて演奏の開始時にいちいち Z - MIJ S 1 C や音源側に登録していたの 
では曲の切り替りが遅くなってしまう（アクションゲームのような極從な 
高速切り替えが要求されていない、 RPG やアドベンチャーゲームなら別に« 
わないであろうが）。 

Z-MUSIC では FM 音源32768音色分 ( No . l 〜 N 0.32768)の礴用バッファを持っ 
ており、 ZMSC 3. X が解除されなければ、この領域はいつまでも保存されてい 
る。よって、その ゲーム 中に使用される FM 音源音色をあらかじめ ZMD 化して 
おき、これを ZMSC 3. X 常時にコマンドオプションし S ’ を用いて設定してし 
まい、その後演奏させる演奏データ側には一切州音源音色データを持たせ 
ずに、あらかじめ登録した音色のみを使用するようにすれば、溜奏ごとの 
音色登録動作を省くことができる。また効果音データで用いる FM 音源音色 

も一緒に設定してしまうとより効率的である。 

MIDI 楽器の音色についても FM 音源音色の場合と同様で、 そのゲームの BGM 
で使用する音色データ等をあらかじめ MIDI 楽器へ送信してしまえばよい（初 
期化メッセージを受信するとあらかじめ設定した音色までも初期化してし 
まう機靖もあるので注#)。 

音色のセットアップ ZMS フアイルの例をリスト1に示す。このリスト1の 
ようなものを ZMC . X でコンバイルして ZMD 化しておき、 

A > ZMSC 3 .X - sSETUP.ZMD 

のようにして ZMSC 3. X 常駐とともに組み込んでしまえばよい。 

ゲームブログラムが 棟数の MIDI 楽器に対応している場合は 、 MUSIC コンフ 
ィギュレーション のような_所で楽器機榷をユーザーに選ばせ、その時点 
であらかじめ用窻しておいたその楽器ごとの音色データを転送すればよい 
だろう。 


/ AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DT2 AME BRASS 1 
( ⑩ 100,19,17, 0 ， 8 ， 1 ， 24,1 ， 1,1, 〇， 〇 
19,13, 0, 8,15, 37 ， 1 ， 2 ， 0, 0 ， 〇 

19,17, 0, 8,1, 36,1 ，し〇 , 〇 , 〇 

19 ， 4, 5 ， 8 ， 2, 〇， 1,1 ， 2, 0 ， 0 

/ AL FB 0M 
2 ， 7, 15) 

/- 

/ MIDI 楽器音色 

/ Chord (Saw&Squ) 

.roland exclusive 16,22 ={8,0,0 

67, 72, 79, 82, 68, 32, 32, 32, 32, 32 

0, 0, 3, 0 

/ ** PARTIAL1 « 

36, 53,11,1, 2, 0, 36, 9 
0, 0 ， 0, 0 ， 〇 , 〇 , 0 ， 50, 50 ， 50, 50 ， 50 

62, 23, 85 

100, 23, 4, 39, 8, 24 

100, 0, 0, 0,13, 24, 77, 83,100, 89, 76, 72 
94, 74, 91,12, 27, 12 
0 ， 0, 0. 0, 0, 9, 43,100,100,100, 99 

/ ** PART 1 AL 2 ** 

36, 48,11,1, 3, 0, 0, 0 
0, 0, 0, 0, 〇 , 〇 , 0. 50, 50, 50, 50, 50 

64, 23, 56 

100, 23, 5,103 , 6, 43 

100 ， 0, 0, 0, 7, 22,100, 98 ， 100, 94, 84, 79 
94, 70, 91,12, 27, 12 
0, 0, 0, 4,11,14, 15 ， 100 • 96, 92, 91} 



/ 自機ミサイル 


AF 0 M WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 

60.15, 0, 0, 〇, 〇, 〇, 〇. 〇. 3, 0 

AR DR SR RR SL 0 L KS MI . DTI DT 2 AME 

27.15, 5, 2， 0, 0, 〇, 〇, 3,1, 0 

31,18,18, 6, 7, 0, 0, 0, 3, 2, 0 

22, 31, 0,10, 0, 42, 0, 7, 7, 0, 0 

15, 31, 0, 8, 0, 0. 1、 1, 7, 0, 0) 


/ 敵レーザー 

AF 0 M WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 

58， 15, 0， 〇, 〇, 〇, 〇, 〇， 〇. 3, 0 

AR DR SR RR SL 0 L KS ML DTI DT 2 AME 

12， 5,1, 5, 5, 24, 1， 0, 〇, 1, 〇 

16, 4,1, 5, 2, 30,1, 0, 3, 0, 0 

29， 6, 5, 5, 2, 16, 2, 0, 3, 2, 0 

9, 4, 31, 8,10, 0, 2, 4, 3,1, 0) 

/ 楽器 FM 音色データ 


(v 20,0 
/ 

/ 


. mt 32 patch 1,16 ={2,0,24,52,2,0,1} 


/ - - 

/ Keyboard ( Harpsichord ) 

.roland exclusive 16,22 ={8,4,0 

72, 65, 82, 80, 83, 73, 67, 79, 82, 68 

2, 5, 3, 0 

I tt PART1AL1 拿 * 

36, 46,16,1, 0, 43, 0, 7 
〇 , 〇 , 0, 0, 0, 0, 0, 50, 50, 50, 50, 50 



0, 0, 〇, 0, 0, 〇, 〇, 〇, 〇, 〇, 〇， 〇 

87, 77, 91, 6, 27, 12 
3， 0, 0, 23, 60, 83, 0,100 , 88, 88, 88 

/ ** PARTIAL 2 " 

48, 51,16,1, 2, 0，10〇， 7 
0, 0， 〇， 〇， 〇, 〇, 〇， 50, 50， 50， 50， 50 

0, 0, 0 

100，16， 9，103， 8， 0 

0，0，〇, 〇，〇，〇，〇， 0 ，〇, 〇, 〇, 0 

100, 75, 27,12,15, 5 
1,1, 0, 23, 60, 92, 0,10 0, 88, 88, 88} 


/ 

(#30, 



AR 1 DR 2 DR RR 1 DL TL RS MUL DTI DT 2 AME 
21, 0, 〇, 〇,し 20, 1， 0, 7, 〇, 〇 



AL FB 0 M 



BASS 1 


. mt 32 patch 2,16 ={2,2,24,50,2,0,1} 


14.1.2. 3 •コメント 


演奏 データのタイトルや作者名を記述するのに使われている . comnent 文 
も 演奏 時には文字列をスキップする動作を強いられるため、これがウェイ 
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卜になりかねないので用いないようにする。 

14.1.2.4. 初期化 

14.1.1.3 •で解説したように、 ZMSC 3. X を（コマンドオプション’を付 
けて常駐させて）初期化処理簡略モードで常駐させている場合、各演奏デー 
夕ごとに音源初期化などの設定を盛り込まないと、音源は前に演奏してい 
た演奏データの設定状態のまま次の曲を演奏してしまう。 

Z - MUS 1 C では、（初期化阍略モードでない）通常モードの場合、新たな演 
奏データの演奏開始直前に以下のような処理を行っている。 

籲 FM 音源部 

ノイズモードオフ （ Y 15,0 相当） 

•AD PCM 音源 

AD PCM のバンボット、再生周波数の初期化 

• MIDI 音源部 

リセットオールコントローラー X ($ Bn ，$79，$00) 

オムニモードオン （$ Bn ，$7 D ，$00) 

モノ モードオフ （$ Bn ,$7 F ,$00> 

ローカルオン （$ Bn ,$7 A ,$7 F ) 

フアインチューニングニュートラルへ （$ Bn , $65,$00, $ Bn , $64,$01, 

$ Bn ,$06，$40,$ Bn ,$26,$00) 
コースチューニングをニュートラルへ （$ Bn ,$65,$00，$ Bn ,$64,$02, 

$ Bn ,$06,$40) 

ビッチペンドレンジ= 1 オクターブ （$ Bn ,$65,$00,$ Bn ,$64,$00, 

$ Bn .$06,$0 C ) 

ボリュー厶 =63($ Bn ，$07，$3 F ) 

バンボット=中央 <$ Bn ,$0 A ,$40)> 

ビッチモジュレ ーシ ョン =0($ Bn ,$01,$00) 

ダンバーオフ （$ Bn , $40, 00) 

ビッチペンドを ニュー トラルへ （$ En ,$00,$40) 

※口は MIDI チヤンネルの内部表現 ($00-$0 F ) 


初期化なしモードと通常モードの連いは、これらの初期化動作が行われ 
るか、行われないかの if いになってくる。 

演奏データをゲームブログラムなどに取り込む前に 一度、 初期化簡略モー 
ドで演奏してみるとよい。それで演奏がおかしかい場合、どの初期化処理 
が足りなかったのかを見®め、上で示した初期化処理をひとつず っビック 
アッ ブして演奏データ側に盛り込んでいくとよいだろう。 

こうしてみると FM 音源と AD PCM 音源は初期化なしモードと通常モードの 
区別を特に窻識する必要はないかもしれない。 

ところで、 MIDI 楽器の場合、ローランド系の DTM 楽器 （ CM / SC シリーズな 
ど）では楽器の特定のメモリアドレスにダミーデータを!！{き込むと本体内 
の全バートを初期化してくれる便利な機能を持っている。これを使えば上 
のような初期化メ ッ セージをすべて送らなくても少ない手間で初期化が行 
える。いくつか例を挙げておく（初期化したあとの楽器の状態については 
各楽器 マニュアルを 参照し確認すること）。 


參 MT32/CM32L/CM64/CH32P/CH500 の L A 音源部の場合 

$7 F , $00, $00にダミーデータを*き込む 
例 


共通コマンド… . ROLAND — EXCLUSIVE ： $10, S 16= ($7 F , $00,$00, $00} 
MML … @ I $41,$10,$16 X $7 F ，$00，$00，$00 


♦GS 音源系の場合 

$40,$00, $7 F にダミーデータを*き込む 
例 

共通 コマンド… . ROLAND—EXCLUSIVE $10，$42 = {$40,$00，$7 F ，$00} 

MML …⑩ I $41,$10,$42 X $40,$00,$7 F ,$00 

( GS 音源はこの方法で初期化するとベンドレンジが2半音とされてしまう 
点に注意） 

14.1.3. 演奏開始 ルーチン 


演奏データ （ ZMD ) をゲームのメインブログラムから演奏するためには、 
簡単な演奏マネージメントブログラム（つまりは演奏開始ルーチン）が必要 
となる。さまざまな演奏開始ルーチンが考えられるがサンブルとしてリス 
卜2を示す。 

この例では各演奏データが nusicO 、 musicl 、 nuisic 2 •••とそれぞれ偶数番 
地に読み込まれているとする 0 そこで bus icO を演奏したいならば dO . 1に0、 
nusicl を演奏したいならば dO . l に1を入れ、このルーチン play _ music をサ 

158 


ブルーチンコールするようにする。これで演奏が開始される。 

ZMD の演奏には ZMUSIC ver • 3 • 0のフアンクシヨン ZM _ PLAY _ ZMD を利用する 
が、このフアンクシヨンの 「 al . l は演奏データの先頭8バイトヘッダの次の 
アドレスを指していなければならない j という仕様から演奏データテープ 
ルの各要素には+8が加箅してある点に注意0詳しくはファンクション ZM 
_ PLAY _ ZMD の項を参照。 



include 

zacall.aac 

Z—MUSIC macro 

func *ZMUSIC へのフ 

■ oveq . 1 

f unc,dO 

trap 

#3 

enda 


play . iusic : 


• < d ( M = 曲番号 (0 〜 16383) 

■ oven .1 d 0- d 2/ a 0- al ,-( sp ) 

add.l 

dO , dO 

add .1 

dO.dO 

inovea .1 

music 一 data 一 tbl ( pc , d 0.1 ),al 

■ oveq .1 

#0,(12 

Z 一 MUSIC 

# ZM 一 PLAY ZMD 

■ ovea.l 

( sp )+, d 0- d 2/ a 0 -al 

rts 


music _. data . tbl : 


dc .1 

nusicO +8 

dc .1 

nmsicl +8 

dc.l 

• usic 2+8 

dc .1 

niusic 3+8 

dc.l 

■ usic 4+8 

dc.l 

■ usic 5+8 

dc.l 

■ usic 6.8 

dc.l 

■ usic 7+8 


* 高速応答モード 


14.1.4. 効果音データの作成とその活用方法 

Z - MUS 1 C ver .2.0 以前では、効果音を演奏させるには、音楽演奏データ 
例のトラックとチャンネルの関係を把握しておかなければならなかったが、 
ver .3.0 では音楽データと効果音データの演奏はそれぞれ独立した処理系 
で演赛されるため、持に前準備は必要としなくなっている。 FM 音源の音楽 
を演奏中に FM 音源の効果音を演奏させても、チャンネル間の競合は Z-MUSI 
C 側で処理されるため、音楽演奏、効果音演奏、双方とも任意のチャンネ 
ルを割り当てることができる。 

また、テンポに関しても音楽側と効果音側で独立したテンポを設定する 
ことができるようになった。 

ここでは、効果音データの作成方法とその演奏方法に ついて 解説する。 


14.1.4.1. 効果音データ 

効果音データは、 

1) 完全な音楽データと同様の形®をとるもの 

2) 演奏データトラックのみで構成されるもの 
の2通りがある。 

1) のタイプは共通コマント -( ZMS コマンド）までも含んだ完全な ZMD ファイ 
ルで、通常の ZMS を Z - MUS 1 C MML コンパイラ （ ZMC . X ) で ZMD 化したものに钼 
当する。 2) のタイブは前者から演奏データ部分だけを分靡したものである。 

1> のタイプの演奏はリスト2の ZM 一 PLAY 一 ZMD を ZM — PLAY _ ZMD _ SE にした流 
用ルーチンが利用できる。ただし、 1) のタイプの演奏には共通コマンド部 
分の実行などの手間が入るため、効果音演奏まで一瞬のタイ厶ラグが発生 
する可能性がある。そのため商速応答が要求されるアクションゲームの効 
果音には向かない。 

2) のタイブは ZMD のトラック.チヤンネル情報テーブル （ MEASURE 12 参照） 
と実際のトラック演奏データのみで構成される。こちらの効果音データの 
作成方法を以下に示す。 

まず、リスト3のような ZMS があったとする。 






•リスト 3 


(712,0 /音色データは事前に登録しておく 

/ AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 

59,15, 0, 0， 0, 0, 0, 0， 〇, 3, 0 

/ AR DR SR RR SL 0 L KS ML DTI DT 2 AME 

23， 8, 1， 8， 7, 31, 2, 1， 5， 3, 0 

30, 8, 8, 7, 5, 20,1, 2,1, 2, 0 

22， 3, 7, 8,1, 20, し 1, 3, 0, 0 
27, 0， 0, 9， 0， 0， 1, 2， 5， 1, 0) 


* までのオフ セツ ト） 

dc•b $00 ， $00 ， $00 ， $00,$00 ， $00 ， $00,$00 

dc•b $00,$00,$00 ， $00 ， $00 ， $00 ， $00 ， $00 

dc.b $c7,$00 ， $0b ， $90 ， $8e ， $a0 ， $40,$b9 * 演奏 データ 

dc.b $00 ， $00,$e2,$01,$01,$00 ， $3c ， $e4 

dc.b $00,$01 ， $00,$18 ， $e3 ， $01 ， $00，$06 

dc.b $84 ， $39 ， $45,$0c ， $80,$00 ， $80 ， $45 

dc.b $48 ， $80 ， $00,$80,$84,$45 ， $39 ， $0c 

dc.b $0c ， $80 ， $ff，$ff 


( i ) 

•assign TR 1{ FM 8} 

( tl )@12 o 3 q 8 vl 4 p 3 @ k 0 @ i 60 _ h 24 _ s 3 ( al 6< a )& a 4.&( al 6> a ) 
( p ) 

これをコンバイルして ZMD 化するとリスト4のようになる。 


•リスト4 


00000000 1A 5A 6D 75 53 69 63 30 00 00 00 44 00 00 00 76 .ZniSicO...D...v 

00000010 00 00 00 00 00 00 00 D40000 00 00 00000000 . ャ . 

00000020 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 60 00 00 00 00 . 

00000030 00 00 00 00 00 00 00 C0 00 78 00 00 00 00 00 41 . 9 .x .A 

00000040 00 00 00 00 00 00 00 00 0100 00 00 00 00 00 00 . 

0000005018 00 OB 00 00 80 00 78 re 00 5131 12 52IF 14. X..Q1.R.. 

00000060 14 00 97 56 5E 5B 08 03 08 00 Cl07 88 40 7818 •• 遊！ …• チ .Jx. 

00000070 57 09 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 W. 

0000( X )80 20 20 0000 FT FFOOOOOOOOOOOOOOOOOO 07 . 

00000090 00 00 0014 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 . 

000000 A0 00 00 00 00 00 00 00 0 0 C7000B908E A0 40 B9.J* ^ 

000000 B0 00 00 E2 010100 X E4 00 010018 E3 0100 06 .<. 

00000 0C0 84 39 450 C 800080 45 4880008 0M 45 390 C .9E. .E H . E9. 
000000 DO X 80 FT FF … • 


トラック•チヤンネル情報テーブルはオフセット z _ trk _ offset ( MEASURF:l 
2参照）で表される位牌にあるので、リスト4の場合は 
$00000076+$10=$00000086 

で、先頭から$00000086のところにあることになる0 2>の方式の効果音デ ー 
夕ではこれより前のデータが不要であるため削除してしまう。これがリス 
卜5である。 


00000000 

00000010 

00000020 

00000030 


肖 If 糸してしまう 


00000070 


30000080 00 00 00 00 00 00 00 00 00 07 . 

00000090 00 00 0014 000000000000000000 00 0000 . 

000000 A 0 00 00 00 00 00 00 00 00 CT 000 B 908 EA 0 40 B 9. し辣齡 

000000 B 0 00 00 E 2 010100 X E 4 00 010018 E 3 0100 06 . < . 

000000 C 0 39 45 0 C 80 00 80 45 48 80 00 80»145 390 C .9 E . .E H . E 9. 

000000 DO 0 C 80 FT FF … • 

これをブログラムソース形式に変換したものが、リストこれには参考 
までにトラックチャンネル情報テーブルのキャブシヨンを添付してある。 


•リスト6 


. dc.b 

$00,$00 

* ti _ n _ oi . tracKS ( ，與癸トフツツ既 -i ノ 

. dc.b 

$00 

拿 ti — track_stat 

. dc.b 

$00 

本 ti_track node 

. dc.b 

$00 

* ti_.trkfrq 

. dc.b 

$00 

♦dummy 

• dc.b 

$00,$00 

* ti_type 

本（デバイスタイブ :0,1,$ 8000〜 $8003) 

. dc.b 

$00, $07 

* U_ch (チャンネル番号： 0-15) 

. dc.b 

$00，$00，$00,$14 

* ti _ play _ data (演奏データまでの 
拿オフセツトアドレス） 

. dc.b 

$00, $00, _， $00 

*ti extra info ( トラック追加情報 


リスト7のように複数トラックで構成される効果音データも同様にして 
作成可能である0これをコンバイルし同様の手続きで変換してやるとリス 
卜8のようになる0 


•リスト7 


.assign trl { FM 7} 

•assign tr 2 { FM 8} 

( tl )!7 〇7 q 8 vl 5 p 3 @ k 0 @ lle < g » cd « e >( f 8< f ) p 0 
( t 2)#4 o 7 q 8 vl 2 p 3 m L 32( c > c ) & ( c < e)rl 
( P ) 


•リスト 8 


dc.b 

$00 • $01 

♦ ti n of . tracks ! 演癸ト フック奴- 1) 

dc.b 

$00 

拿 ti _ track 一 stat 

dc.b 

$00 

*ti track node 

dc.b 

$00 

♦ ti.trkfrq 

dc.b 

$00 

♦dummy 

dc.b 

$00,$00 

拿 ti 一 type 



*( デバイスタイブ :0,1,$ 8000〜 $8003) 

dc.b 

$00, $06 

拿 t し ch (チャンネル番号： 0-15) 

dc.b 

$00, $00, $00,$24 

* ti_play data (演夸 データまでのオフ 



拿 セットアドレス） 

dc.b 

$00,$00,$00,$10 

* ti _ extra _ info ( トラック追加 



拿までのオフセットァドレス） 

dc.b 

$00 

* ti . track 一 stat 

dc.b 

$00 

track node 

dc.b 

$00 

* ti„trkfrq 

dc.b 

$00 

*diimDy 

dc.b 

$00,$00 

*ti 一 type 



*( デバイスタイブ:0,1,$8000〜 $8003) 

. dc.b 

$00, $07 

*ti ch (チャンネル番号： 0-15) 


. dc.b $00,$00,$00,$4 c * ti _ pla た data (演奏データまでの 

拿オフセツトアドレス） 

. dc.b $00,$00,$00,$38 * t し extra _ info ( トラック追加情報 

* までのオフセットァドレス） 

• dc.b $00,$00,$00,$00,$00,$00，$00,$〇〇 

. dc.b $00,$00，$00，$00，$00,$〇〇，$〇〇，$〇〇 

. dc.b $ c 7，$00，$06，$90，$8 f ，$ a 0,$40，$ b 9 •第 1 トラックの演奏 

* データ 

. dc.b $00,$00,$64,$01,$01,$80,$73,$01 
. dc.b $01,$80,$54,$01,$01,$80，$56,$01 
. dc.b $01,$80,$70,$01,$01,$80,$84,$65 

. dc.b $71，$18，$18,$80,$ a 0,$80，$ ff,$ff 
. dc.b $00,$00 ， $00,$00 ， $00,$00 ，$〇〇，$〇〇 

. dc.b $00 ， $00,$00,$00 ， $00 ， $00 ， $00,$00 

. dc.b $ c 7，$00,$03,$90，$8 c ,$ a 0，$40,$ b 9 拿第 2 トラックの演奏 

* データ 

. dc.b $00,$00,$84,$60,$54,$06,$80,$00 
. dc.b $80,$84,$54,$64,$06,$06,$80,$80 
. dc.b $80，$ c 0，$80，$ c 0，$ ff ,$ ff ,$ ff，$ff 

14.1.4.2. 効果音演奏形式 

効果音を鳴らす場合には2通りの形式が存在する。 

ひとつは効果音が鸣るチャンネルをあらかじめ空けておく形式である。 
つまり効果音を演奏するチャンネルをあらかじめ決めておき、これ以外の 
チャンネルを使用して音楽 （ BGM ) 側のデータを作成するわけである。たとえ 
ば、 FM 音源8チャンネル目を効果音チャンネルと割り当てた場合、1チャン 
ネルから7チャンネルまでを BGM 5? 用チャンネルとして BGM を作成する。 
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2 っ目は BGM を演奏しているチヤンネルに割り込んで効果音を演奏する 
形式である。たとえば FM 音源の1から8チヤンネルすベてのチヤンネルで 
BGM を演奏し、そのうち8チヤンネルが状況に応じて効果音演奏に切り換 
わったりする、という場合である。この場合では、効果音が销繁に演奏さ 
れると、8チヤンネル目はほとんど効果音しか n 烏らなくなってしまい 、 BG 
M の1声分が欠けて 閒 こえることになる。よって、この手法で効果音を 鳴 
らす場合、効果音が被るチヤンネルには、 BGM の 重要 バート（メロディやべ一 
ス等）を割り当てないようにすべきだろう0 

14.1.4.3. 効果音の演奏 

リスト9は効果音の演奏マネージメントブログラムの一例である（リス 
卜9中のサンブル効果音は、それそれリスト6、リスト8とまったく同じも 
の）。 

リスト9中の se _ playl は dO . l に嗚らしたい効果音番号を代入して呼び出 
すと対応する効果音が演奏されるルーチンである， 


•リスト9 


.mcludezDcal 1 .nac 

Z_MUSIC macro func * Z-MUSIC へのフアンクシヨンコール 

nioveq . 1 func , dO 
trap #3 

endiD 

se_playl : 

* < dO . l=sound nuiber (0-32767) 

* - all 

Bovem.1 dO-dl/aO-al,-(sp) 

add.w dO,dO 

■ ove.w se 一 tbl ( pc , d 0. w )， d 0 

lea se . tbl ( pc , d 0. w),al 

Z 一 MUSIC #ZM SE—PLAY 

■ oven .1( sp )+, d 0- dl / a 0 -al 

rts 


sel : 


. dc.b 

$00 

* ti _ track_iode 

. dc.b 

$00 

* ti 一 trkfrq 

. dc.b 

$00 

*diimny 

• dc.b 

$00,$00 

* ti _ type ( m スタィフ 0 : 

* 0，1，$8000〜 $8003) 

. dc.b 

$00,$07 

* t し ch (チャン枓番号: 0-15) 

• dc.b 

$00, $00, $00,$14 

* ti 」) lay _ data ( 演奏データ 

♦までのオフセツトアドレス） 

• dc.b 

$00,$00,$00, $00 

* ti _ extra_inio 
»( トラック追加情報までの 
ツトアドレス） 


dc•b $00,$00,$00•$00,$00,$00,$00,$00 

dc•b $00,$00 ， $00,$00,$00,$00,$00,$00 

dc • b $c7, $00, $0b, $90, $8e, $a0 ， $40, $b9 •演奏 データ 

dc.b $00,$00,$e2,$01,$01 t $00 f $3c,$e4 

dc.b $00 ， $01,$00,$18,$e3,$01 ， $00,$06 

dc.b $84,$39,$45,$0c,$80,$00,$80,$45 

dc.b $48,$80,$00,$80,$84,$45,$39,$0c 

dc.b $0c,$80,$ff,$ff 

even 


dc.b 

$00, $01 

拿 ti 一 n 一 of 一 tracks 
* (演奏トラック数- 1) 

dc.b 

$00 

*ti_track_stat 

dc.b 

$00 

*ti track mode 

dc.b 

$00 

*ti_trkfrq 

dc.b 

$00 

♦dummy 

dc.b 

$00,$00 

*t し type (デバイスタイブ： 

• 0，1,$8000〜 $8003) 

dc.b 

$00, $06 

拿 ti_ch (チヤンネル番号: 0-15) 

dc.b 

$00, $00, $00, $24 

<ti_play_data( 演奏データ 
* までのオフセツトアドレス） 

dc.b 

$00,$00,$00，$10 

*ti_extra info 
*( トラック追加情報までの 
* オフセットァ K レス） 


se_play2: 

* < d0.1=sound number 

* < dl•l=ch nuiber 

* - all 

■ovea.l dO-d2/aO-al,-(sp) 

add.w dO,dO 

■ove.w se 一 tb1(pc ， dO•w)•dO 

lea se tbl(pc,d0.w),al 

■oveq.l #0 ， d2 

■ove.w (al),d0 

nove.l dl,6(al,d2.1 ) •デバイスチヤンネルセット 
addq. w #l,dl * チヤンネルのオーバーフローは 

拿ノー チェック 

add.l #16, d2 
dbra d0,@b 

Z 一 MUSIC #ZM_SE_PLAY 
novem.1(sp)+ ， d0-d2/a0-al 
rts 

se 一 tbl: 


dc.w 

se 0- se_tbl 

*$00 

dc.w 

sel - se_tbl 

*$01 

dc.w 

se 2- se_tbl 

•$02 

dc.w 

se 3- se_tbl 

*$03 

dc.w 

se 4 -se tbl 

*$04 


dc.b $00 *ti track stat 

dc.b $00 * ti—trackjiode 

dc.b $00 * ti_trkfrq 

dc.b $00 *diimny 

dc.b $00, $00 * ti_type (デバイスタイブ: 

* 0,1,$8000〜 $8003) 

dc.b $00, $07 * t し ch (チャンネル番号: 0-15) 

dc.b $00, $00, $00, $4 c *ti _ p ) ay_da t a (演奏 データ 

•までのオフセットアドレス） 

dc.b $00,$00,$00,$38 * ti _ extra _ info ( ト ラック 追 

拿加情報までのオフセット） 
dc.b $00 • $00,$00,$00,$00,$00,$00,$00 

dc.b $00 ， $00,$00,$00,$00,$00 ， $00，$00 
dc.b $c7 , $00,$06,$90.$8f,$a0,$40,$b9 • 第 1 トラックの 
dc.b $00,$00 ， $64 ， $01 ， $01 ， $80,$73，$01 *演奏データ 
dc.b $01,$80,$54,$01,$01,$80,$56,$01 
dc.b $01,$80,$70,$01,$01,$80,$84,$65 
dc.b $71,$18,$18,$80,$a0,$80,$ff,$ff 
dc.b $00,$00,$00 ， $00 ， $00 ， $00 ， $00,$00 

dc.b $00 ， $00,$00,$00,$00 ， $00 ， $00,$00 

dc.b $c7, $00, $03, $90, $8c, $a0, $40, $b9 * 第 2 トラックの 

dc.b $00,$00,$84,$60,$54,$06,$80,$00 * 演奏データ 

dc.b $80 ， $84,$54,$64,$06,$06,$80,$80 
dc.b $80,$c0,$80,$c0,$ff ， $ff ， $ff,$ff 

even 


: se _ playl に対して d 0.1=0 としてコールすると効果音 seO が FM 音源第 8 チ 

: ャンネルで演奏される。なぜ FM 音源のチャンネル8なのかは seO のキャブシ 

ヨン t し type , t し ch を見ればわかる 0 もし、同内容の効果音を別のチャン 
seO : ネルで演奏したい場合は、この部分を効果音演奏ルーチン側で离き換えれ 

• dc.b $00,$00 * t し n _ o し tracks ばよい（演奏デバイス、チャンネルを変えた ZMD を別途用意しても構わない 

* (演奏トラック数 -U が、こちらの方法の方がメモリを節約できる）〇リスト9の se _ play 2 はその 

• dc.b $00 * tLtrack_stat —例である〇 dO . l に効果音番号、 dl . l に演奏デバイス、チャンネルをバラ 
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メータとして与える。 se _ play 2 では効果音データのアドレスを辯たあと、 
そのアドレス+6に演奏デバイス.チャンネルを*き込んでいる0 +6という 
オフセットは seO の演奏デバイス.チャンネル情報がこの位! S にあることか 
らきている（キャブシヨン tij : ype,ti 一 ch )。 

そして dl . l に代入されている演奏デバイスチャンネルのチャンネルの方 
を+1し、 d 2.1 を+16して、このあとループ制御を行っている0このループ制 
御によりルーチンは演奏する効果音の搆成トラック数の回数分ループする 
ようになっている。これは効果音データが複数トラックで構成されている 
場合に対応した部分である。たとえば、 sel の場合ならば 「 sel のアドレス+6」 
と 「 sel のアドレス +22 j に対しても演奏デバイスチャンネルを*き込む必要 
があるが、このループ制御でこれを行わせている。効果音演奏チャンネル 
に対して+1しているのは、複数トラックから構成される効果音の各トラッ 
クに1ずつ昇顧に別々のチャンネルを削り当てる目的で、また、 d 2 •丨に対 
する+16は次のトラックチャンネル情報テーブルをボイントする目的でオフ 
セット加»を行っている。 

このように効果音のデータを直接离き換える手法を応用するとさまざま 
な効果を実現することができる。ここで示した例は、演奏デバイスチャン 
ネルを*き換える程度のものだが、効果音の演奏データそのものを直接离 
き換えたりすればいっそう応用の幅が広がる。たとえば 3 D ゲームならば、 
効果音の演奏データ部分のバンボット ZMD や音 1 ZMD のバラメータを、その 
3次元座標に合せて直接«き替えて演奏させてやれば疑似立体音響のよう 
なものも実現可能だ。 

14 . 1 . 4 . 4 . AD PCM 音の効果音 

AD PCM 音の効果音も、これまでに解説してきた方法で演奏できるが、 Z-M 
USIC ver .3.0 では AD PCM 効果音痄用の ファンクシヨン コールが設けてあり、 
これを利用することでも演奏させることができる。 

リスト10がそれらのフアンクシヨンを用いたマネージメントブログラム 
の一例である0 



• lncludezmcal 1 .mac 


ADPCM _ se _ play 2: 

* Z - MUS 1 C に登録した AD PCM 音を効果音として鳴らす 

拿 

拿く d 0. 1=効果音番号 

拿 

ioven .1 d 0- d 2/ d 4/ a 0,-( sp ) 
lsl.l #3， d 0 

noven .1 adpca se _ tb 1 2( pc , dO . w ), d 1- d 2/ d 4 
Z 一 MUSIC # ZM — SE — ADPCM 2 
novel .1( sp )+, d 0- d 2/ d 4/ a 0 
rts 


adpcn se _ tbl 2: 

*0 データ類 （. bMMPCM . X 常駐時のみ有効） 

* -1 :AD PCM , l :16 bitPCM ,2:8 bitPCM 


1 

音 t (. b )( MPCM.X 常駐 時のみ有効） 

〇〜 127(64 が原音置) 

2 

バンボツト （. b ) 

1:左2:右3:中央 

3 

再生 周波数 （. b ) 

または ($80+0 〜 127) 

〇〜4 

4 

優先 レベルし w ) 

〇〜255 (0 がいちばん低い) 

6 

演奏 チャンネル （. w )( MPCM.X 常駐 時のみ有効） 

8 

登鉍 トーン/音色番号 （.n 

〇〜15 

〇〜32767または $8000+( 0〜32767 ) 


dc.l $ ff _40_02—03,$0000_0007,0,0 
dc.l $ff 40 04_03,$0001.0007,1,0 
dc.l $ ff . 40.03 .01, $0000.0007 ,2,0 
dc.l $ f た 40 04 02, $0001 _ 0007 ,3,0 
dc.l $ff 40 04 03,$0000.0007,4,0 


Z . MUSIC iacro func * Z-MUSIC へのフアン クシ ヨンコール 

noveq . 1 func , d 0 
trap #3 
endi 


ADFCM _ se_p layl : * AD PCM 効果音 

拿任意のアドレスに格納された AD PCM 音を効果音として鸣らす 


拿く（ 10.1 =効果音番号 

拿 

Bovem. 1 d0-d2/d4/a0-al,-(sp) 
lsl.l #3,d0 

moven.1 adpcn se_tblI(pc,d0.w),dl-d2/d4/al 
Z 一 MUSIC #ZM 一 SE _ ADPCM 1 

niovein.1(sp) + ， d0-d2/d4/a0-al 
rts 

adpcoLse 一 tbl1•• 

0 r- 夕植頚 （ .b)(MPCM.X 常駐時のみ有効 ) 

-1:AD PCM,l:16bitPCM ， 2:8bitPCM 

1 音 B(:.b)(MPCM.X 常駐 時のみ有効） 〇〜 127(64 が原音 
2 バンボッ ト （ .b) 1: 左 2: 右 3 :中央 

または $80+(0 〜 127) 

3 再生周波数 （ .b) 〇 〜4 

4 データのサイズ （ .1) 

8 礙 先 レベル （ .w) 〇 〜255 (0 がいちばん低い） 

10 演奏チャンネル （ .w)(MPCM.X 常駐 時のみ有効） 

〇 〜15 

*12 データアドレス （ .1) 

dc.l $ff. 40 02 .03 , $0000_000f ,2212, adpcm^seO 
dc.l $ff 40 一 04 一 03 ， $000 LOOOf, 3478, adpci.se1 
dc.l $ff 一 40 J)3J1, $0000 _000f ， 5453, adpc 麗一 se2 

dc.l $ff 40 .04— 02,$000 し 000 f,HOl.adpcm se3 
dc.l $ff 40 04 03 ， $0000 一 000 f ， 8799 ， adpcm_se4 


まず、リスト中の ADPCM se _ playl について 0 これは任意のアドレスに格 
納されている AD PCM データを ファンクション ZM _ SE _ ADPCM 1 を使つて、 BGM に 
割り込ませて鳴らすためのサブルーチンである。 BGM _ で AD PCM をドラムな 
どで使用している場合はそれを一時停止して効果音を演奏する。効果音が 
鸣り終ると自動的に BGM の演奏にもどる。 

ADPCM se _ p 1 ay 1ではアドレスに配 K された AD PCM データに便宜旳に番号 
をつ け、 dO . l にその番号を代入して呼び出すようになつている。ルーチン 
後ろにある adpcise tbll は各効果音 ADPCM データのデータ W 性、再生 W 性、 
優先レベル（囲み参照）、再生チヤンネル、データサイズ、データアドレス 
などを列記した管理テーブルである。 

ADFCM ^ sej ) 1 ay 2 はファンクションコール ZM _ SE _ ADPCM 2 を用いて、 Z-MUSIC 
脚にすでに ZPD として登録済みの AD PCM 音を効果音として鳴らすためのサブ 
ルーチンである 0 dO . l に演奏したい効果音番号を代入して ADPCM _ se 一 play 2 
をコールして使用する 0 ルーチン後ろにある adpcm _ se 一 tb 12は ADPCM _ se _ p 1 a 
yl の adpcn set _ tbll からデータサイズとデータアドレスを取り去り、代わ 
りに登録トーン/音色番号を*き込んだものになつている。 


AD PCM 効果音の優先レベル 

X 680 x 0 の AD PCM は ( MPCM . X など非常駐時は）単声仕様です。ですから 
効果音の発音要求は基本的に後 着 優先' つまり新しく発音要求された 
ものが優先的に発音されることになっています。しかし' ゲームなど 
で面と面との繫ぎのイベントの音声メッセージなど、どうしても坩発 
音などでかき消されたくない場合があります。そこで Z-MUSIC ver .3.0 
では AD PCM 効果音を発音させるときに優先レベルというものを設定で 
きるようになっています。優先レベルは〇〜255で設定^!能です。実用 
上は0,1程度で十分でしよう。 

； 以下に優先レベル0,1を用いた例を示します。 


発音中の優先レベル 

発音要求の優先レベル 

結果 

— ■ ■ - 1 

〇 

0 

発音要求採択 

1 0 

1 

発音要求採択 

1 

0 

発音要求却下 

1 

1 

発音要求採択 

表 」 
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14.2. 外部プログラムとの同期 

Z-MUSIC ver .3.0 には外部ブログラムと音楽演奏を同期させるためのフ 
ァンクションコールや機能が装備されている0ここではこれらの機能につ 
いて解説を行う。 

14.2.1 . ファンクション ZM—0BTAIN_EVENTS 

ファンクション ZM . OBTAIN _ EVENTS は、 Z-MUSIC ver .3.0 とユーザーブロ 
グラムを仲立ちするファンクションで、ユーザーブログラムで設定した条 
件を满たすと、 ZMUSIC からユーザーブログラム側へルーチンの実行が移る 
仕組みになっている。 


MEASURE10 より抜粋 


ファンクシヨン $58 ZM OBTAIN EVENTS 

機能 各«イベントの取得 

引数 dl . w : どのイベントに W する設定を行うかのビットマーカー 

ビット=1でそのイベントの設定を更新する。 
aU : 各榷イベント発生時のジャンプ先とジャンブ条件が 
記述された領域。構成は備考参照。 

-1 とすると int omt によらず設定は一切行わない。 

戻り値 aO . U 現在の設定を格纳した領域の アドレス。 構成は備考参照。 
¢8考 $00( a 1): mj>lay が 実行時のシ、ンフ°先7卜 •レス dl . w の d 0 ビット 

$04( a 1 ):m stop が 実行時のシ •ャン フ。先アト •レス dl.w の dl ビット 

$08( a〗）：m cont が 実行時のシ •ャン フ•先 アドレス dl.w の d 2 ビット 

$0 c ( a 1): 演赛が 終了時のシ •ャン フ。先アト •レス dl . w の d 3 ビット 

$10( a 1): 指定ループ回数 （0: OFF ,1-256) dl . w の d 4 ビット 

$14( a 1): 指定回数ループ時のシ •ャンパ 先アト •レス dl.w の d 5 ビット 
$18( a 1): 指定クロック （0:0 FF ,1 〜） dl . w の d 6 ビット 

$1 c ( a 1): 濱赛開始後指定クロック >5過したときの/ ャン フ°先アト # レス 

dl . w の d 7 ビット 

dl . w でビット=1としたパラメータのみを al . l から記述しておく。 dl . w で 
ビット=0としたパラメータに関しては記述しない。たとえば d 1. w =$81 の 場 
合、 al . l からは、 

$00( a 1) に 「 m _ play が実行されたときのジャンブ先アドレス」 

$04( a 1) に「演赛開始後指定クロック寺のジャンプ先アドレス」 

を記述しておけばよい0 

なお、各ジャンブ先のルーチンではレジスタを 破壤 してはならず（保存 
する必要がある）、ルーチンの終端は 「 RTSj 命令で 妗 わる必要がある0 

貝体的には、 

• 演奏が終了したら指定アドレスへジャンプ 

• 演突開始後、指定クロック（絶吋音長）で n カウント絰過したら指定のア 
ドレスへジャンプ 

• 演奏を x 回栈り返したら指定のアドレスへジャンプ 

といった、ユーザーブログラムと Z-MUSIC ver .3.0 の連係動作を実現でき 
る。 

このほか、ファンクシヨン ZM _ OBTAIN _ EVENTS には「演奏開始/演奏停止 j 
「演奏再開」が実行されたときのイペントをユーザーブログラムが取得でき 
る機能がある。 

以下にファンクシヨン ZM OBTAIN EVENTS の使用サンブルを示す。 


•リスト11 


. lncludezBcal 1 .mac 

Z^MUSIC macro func * Z - MUSIC へのフアンクシヨンコール 

moveq . 1 func.dO 
trap #3 

endm 

samplel : 

inovein .1 d 0- dl / a 0- al ,-( sp ) 

moveq .1 #$08, dl * d 3 ビット =1 

lea user _ event ( pc),al 

Z MUSIC # ZMJBTAIN_EVENTS 

movem .1( sp )+, d 0- dl / a 0 -al 

rts 


movem .1 d 0- d 7/ a 0- a 6,-( sp ) 


Boven.l ( sp )+， d 0- d 7/ a 0- a 6 
rts 

user _ event : 

dc •1 perfonance_end 

これは演奏中の曲が演奏終了した場合 perfornance _ end にジャンブする 
ように設定している 0 実際のイペント処理ルーチンは performance _ end か 
ら始まるが、上のサンブルではその内容までは省略している。 

サンブルで示しているようにイベント処理ルーチン内で使用するレジス 
夕はすべてそのルーチンエントリで保存し、終了時に復元しなければなら 
ない。また、ルーチンからの帰還には 「 RTS 」 を使用している点に注意。 
割り込み処理とは異なるため 「 RTE 」 などを使用してはならない。 

なお、同様にして、指定回数ループ、イベント処理ルーチンへジャンブ 
(リスト12)、指定クロック経過後イペント処理ルーチンへジャンプ（リス 
卜 13) といったことも行える。 


•リスト12 


.lncludezBcal 1 .mac 

Z_MUSIC nacro func 拿 Z-MUSIC への ファンクシヨン コール 

■ oveq.l func , d 0 
trap #3 

endi 

sample 2: 

■ ovei.l d 0- dl / a 0- al ,-( sp ) 

■ oveq.l #$30 , dl * d 4， d 5 ビット =1 

lea user 一 even t ( pc ) ， a 1 

Z MUSIC #ZM OBTAIN—EVENTS 

Bovein .1( sph , d 0- dl / a 0 -al 

rts 

loop . coipleted : 

■ ovei.l d 0- d 7/ a 0- a 6,-( sp ) 


■ oven .1( sp )+, d 0- d 7/ a 0- a 6 
rts 

user _ event : 

dc.l 10 * ループ条件 

dc .1 loop^conpleted 


•リスト 13 


. includezBcal 1 .mac 

Z_MUSIC macro func 拿 Z-MUSIC へのフアン クシ ヨンコール 

noveq.l func , d 0 
trap #3 

end * 

saaple 3: 

Bovea.l d 0- dl / a 0- al ,-( sp ) 

noveq.l #$ c 0 ,dl * d 3 ビット =1 

lea user _ event ( pc),al 

Z MUSIC #ZM OBTAIN EVENTS 
■ ovei.l ( sp )+， d 0- dl / a 0 -al 
rts 

n _ count _ passed : 

moveiB .1 d 0- d 7/ a 0- a 6,-( sp ) 


performance 一 end : 
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[ do ] cde [ loop ] [ do ] fga [ loop ] 

という演奏データも、通常モードでは fga が演奏されることはないが、無 
指定モードと通常モードを外部 ブロ グラムで随時切り換えてやることで cd 
e を数回、 fde を無限ループ演奏させることが可能となる。 

イントロ演奏を外部ブログラムの都合がつくまで演奏させておく目的な 
* 指定クロック どに使える0 2つの違う曲をひとつの演奏データ内に存在させ、ノンスト 

ッブミックス調に曲を切り換えることもできる。 

リスト12では10回ループしたらイベント処理ルーチンへ、リスト13では4 
80クロック経過したらイペント処理ルーチンへ飛ぶようになつている0 

14. 2. 2. ユーザー開放ワークを利用する 

ZMUSIC ver .3.0 は演奏が開始されると、音楽演奏割り込み処理が起動さ 
れるたびに汎用ワーク znmsic _ int がインクリメントされる（音楽削り込み処 
理の起動は、絶対音長1ごとに発生する）。このは外部から参照可能であ 
るため、ここを外部ブログラムで監視することで、音楽との同期を実現で 
きる0 

以下にそのサンブルを示す。 


• リスト 14 


. includezical 1 .aac 
• includezi . stat.iac 

ZJUJS 1 C macro func * Z - MI ) S 1 C への ファンクシヨン コール 

moveq . 1 func , d 0 
trap #3 

endi 

Z MUSIC #ZM GET ZMSC.STATUS 
move .1 zinusic . int ( a 0), d 0 
cinpi .1 # xxxx , d 0 
bcs @f 

条件成立 
# 

m ： 

rts 

ファンクション ZM.GET ZMSC STATUS は Z-MUSIC ver .3.0 の汎用ワークのベー 
ス アドレスを得る ファン クシ ョンで、 aO . l にその ア ドレスを返す （ソース リ 
ス トアーカイブに含まれる za stat . nac をインクルードすることにより、各 
ワークをオフセット名で指定することができる）〇 
znusic int の内容を目的の経過クロックと比較して、もし指定クロック 
を過きていたならば「条件成立」内を実行する。 


■ oven . 1 ( sp )+, d 0- d 7/ a 0- a 6 
rts 

user _ event : 

dc.l 480 

dc .1 n count passed 


14.2.3 . ファンクシヨン ZM_L00P-C0NTR0L 

外部ブログラムからループ演奏を制御することもできる。 

これにはファンクシヨン ZM _ L 00 P _ C 0 NTR 0 L を用いる。 


MEASURE10 より抜綷 


ファンクシヨン$59 ZM _ LOOP CONTROL 

機能 ループ制御 

引数 dl . l : コントロールモード 

-1= ループ回数取得 
0=通常ループ指定 
1= ループ 無視 指定 

戻り値 dO . 1=-1以外：現在のループ回数 （1 〜) 
d 0.1=- l : エラー 


dl . l = l として「ループ無視」とすると、演奏中の曲の各トラックがルー 
ブ終端にきても、ループ処理を実行せずに、ループ命令の後ろの演奏デー 
夕を演奏しにいく。たとえば、 MML で、 

[ do ] cde [ loop ] fga 

とあるとき、「ルーブ無視」のときは cde fga と演奏する。 

ユーザーブログラム側で時間管理を行い、任意のタイミングで「通常ルー 
ブ」モードと「ループ無視」モードを切り m えることで、演奏の進行を自 
由に制御できる。 

たとえば、 
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15.1. MPCM.X とは 

MPCM . X は Z-MUSIC ver \3.0 と組み合わせることで、内趙 AD PCM 音源の表 
現力を引き上げることができる AD PCM 音源ドライバである。 

扱えるデータの神類は AD PCM /8 bitPCM /16 bitPCM となっており、すべて 
の神類の PCM データに対して各機能が和 j 用できる。 

MPCM フアンクションコールを利用することで、 Z-MUSIC ver .3.0 以外の 
ユーザーアブリケーションからも簡単に利用することが可能となっている。 
ここでは代表的な拽能とその仕組みについて解説する0 

15.1.1. PCM データの多重再生 

X 680 x 0 本体の AD PCM 音源では、通常は丨音分の AD PCM しか再生できない 
が、 MPCM . X では PCM データをリアルタイムに合成することで、报似的に帰 
大25音（演葵用チャンネル16音♦効果音用チャンネル8音 +10 CS 用チャンネル 
If ) の再生が可能である。ただし、全チャンネルで再生するためにはかな 
りの CPU パワーが必要となる （ リアルタイ厶に PCM を合成するためには、高 
速な PCM 変換アルゴリズ厶を用いなければならないが、 MPCM . X では PCM 8 .X 
とほぼ同じものを使っている）〇 

MPCM . X では、再生するチャンネルが、 t 楽演奏用/効果音 （ IOCS ) 用と分 
かれており、音楽演夸用のチャンネルでは、音程•音■変換や PCM データ 
のループ再生などが行えるが、少し処理が® くなる。効果音 （10 CS ) 用のチ 
ャンネルでは音程.音田変換やループ再生などはできないが、その分処理 
は R くなっている。用途によって使い分けるとよい。 

15.1.2. 音程のリアルタイム変換 

MPCM . X では、 PCM データの音程をリアルタイムに変換しながら再生を行 
うことができる。つまり、 PCM データをひとつだけ登録しておけば、あと 
から自由な音程でそのデータを再生することができる裱能を持っている。 
これまでのように、音程ごとの PCM データを用意しておく必要はない。ま 
た、再生中にも音程を変化させられるため、ビッチモジュレーションなど 
の音程情緒表現も可能となる0 

MPCM . X では PCM の音程変換を、 PCM データの再生周波数を擬似旳に変化さ 
せてやることで実現している。 PCM データを数個觖ばしで再生してやると、 
擬似的に再生周波数が上がり、結果として t 裎もあがる。逆に、同じ PCM 
データを数回繰り返して再生した場合、再生阓波数は下がり、音程も下が 
る（本:来飛ばしたデータや、繰り返したデータの間を補間してやれば、も 
う少し高音宵な音程変換を行うことが可能なはずであるが、処理速度との 
兼ね合いで MPCM . X では行っていない）。 

処理速度については、 PCM データの原音裎（音程変換をしない場合）での 
再生は専用ルーチンを使い、ある程度速度を枝いでいる。しかし、脓妙に 
音程をずらした場合はかなり重くなってしまう。また AD PCM データの場合 
は、音程を上げる場合、データの先読み処理が発生するため （AD PCM デー 
夕は前のデータとの差分でしかなく、取ばすデータに対しても PCM 変換の 
計篝を行う必要がある）、音程を上げれば上げるほど、 CPU パワーを必要 
とする。逆に、下げれば下げるほど処理は籽くなるが、再生時の音質が悪 
くなってくる。 

8 bit /16 bitPCM データは、いくら音程を変化させても処理の * さが変わ 
らないため、音程変化を頻繁に行う用途の場合はこれらの PCM データ形式 
を用いたほうがよい。 
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15.1.3. 音 S のリアルタイム変換 

MPCM.X では PCM データの音屋を、リアルタイムに128段階に変化させるこ 
とができる。 Z-MUSIC ver .2.0 以前まで準 AD PCMg 源ドライバとされて 
きた PCM 8 .X などよりも細かい音 B 调節が可能となっている。 

音》変換は、指定された音量に対応する定数を、 PCM データに対して掛 
け篇することで実現している。この掛け»に使われる定数の配列（音量マ 
ッブと呼ふ）を ユーザーが 作成登!*することもでき、 ユーザー 独自の音* 
変化を設定することもできる。たとえば、デフオルトでは MPCM.X の音還変 
化は PCM 8 .X とは残な ってい るが、音®マップを ユーザー 伸 j で作成し、これ 
を登録すれば PCM 8. X 互渙の音田変化も可能となる。 

音册変化には掛け》命令を使用するため、相当置の CPD パワーを消费す 
る。 


8,16ビット PCM データ方式 

X 680 x 0 に搭«される AD PCM 音源の AD PCM データとはいわばサンプリ 
ングしてできた PCM データが 一 I 噩のアルゴリズムで圧縮されていると考 
えられます。音*の変更や周波数変換、合成処理を行うにはこの AD PC 
M データ方式から線形な PCM データ方式へ変換しなければなりません 。 M 
PCM . X ではこの変換処理を割り込み処理でリアルタイムで行っています 
が、もしこの処理を省けるならば、 MPCM . X の PCM 再生処理をかなり*? く 
することができるはずです。そこで MPCM . X では無圧縮の PCM データも再 
生できるようになつています。 

16ビット PCM データ方式は符号付き16ビット整数（一32768〜 32767) に 
より表現されるデータです。同一音長の AD PCM データの4倍のデータ 
長になります。ちょうど ZVT . X でコマンドオプション ’- C ’ により生成さ 
れる PCM データと同じものです。ひとつのデータが2バイト構成である 
ことから必ずデータ長は偶数でなければ正常に嗚りません。 

8ビット PCM データは方式は同様に符号付き8ビット整数（一128〜12 
7) により表現されるデータです。同一音長の AD PCM データの2倍のデー 
夕長になります。 

2 -MUSIC ver .3.0 および ZPCNV 3. R ではこれら8ビット PCM データ/16ビ 
ツト PCM データ専用の ZMS コマンドが用意されています （ MEASURE 4 , MEASU 
RE 6 参照）。 


15.1.4. ループ再生 

MPCM . X では、再生する PCM データの指定範囲を繰り返し再生することが 
できる。ループをうまく利用することによって、小さい PCM データで長い 
再生時間を得ることができる。 

15.2. MPCM . X 常駐時に設定できるオプション 

Z-MUSIC ver .3.0 をはじめとするアブリケーションで MPCM . X を利用する 
場合、必ず事前に MPCM . X を常駐させておかなければならない。 

以下に MPCM . X 常駐時に設定できるコマンドオプションを示す。 

♦常駐モード選択 

-F H 



X 680 x 0 内蔵の AD PCM 音激チップ ( MSH 6258 V ) の動作周波数を 7.8/15.6/31.2 
kHz から選択することができる。 ’- FH ’ tt 31.2 kHz ' ’ - FL ’ は 7.8 kHzTMSH 6258 
V を勋作させる0本オブションを設定せずに常駐した場合はデフォルトとし 
て 15.6 kHz が設定される。 

， - FH ， は AD PCM 音源チッブをクロックアップしたマシン上でのみ有効で、 
岛品茛の PCM 再生を行える。しかし、単位時間に処理しなければいならない 
PCM データ置が、デフォルト状態の 15.6 kHz に比べ2倍になるため、かなりの 
CPU パワーを持ったマシンでないと正しく動作できない。 

一方、，- FI ； では音質は劣化するものの処理が軽くなるため、音質よりも、 
より多くの発音を求める場合には有効なオブシヨンとなる。 

15.3. MPCM.X 常駐後に設定できるオプション 

MPCM . X を、以下に示す、 MPCM . X 常駐後に設定できるコマンドオブション 
を用いて実行すると、既に常駐している MPCM . X に対してアクセスすること 
ができる。 

參常駐解除 

— R 

MPCM . X の常駐を解除する。ほかのアブリケーションに MPCM . X が占有され 
ている場合は解除を行えない。 MPCM . X を占有しているアブリケーションの 
一％は、コマンドオプション ’- S ’ で参照することができる。 


not 一 kept : 

aoveq . 1 #- l,dO 
bra exit 一 check_MPCM 

ver _ tooj ) ld : 

noveq.l # l,dO 

bra exit _ check_MPCM 


15. 4.1• MPCM . X のファンクションコール 利用法 

MPCM . X のファンクションコールには 、 trap #1を使用する。 


例 


aove.w 

# n ， d 0 

* n = フアンクシヨンナンバー 

lea . 1 

〜, al 

拿バラメータが必要であれば設定 

■ ove . 1 


拿バラメータが必要であれば設定 

trap 

#1 




フアンクシヨン $00 xx M 一 KEY 一 ON 

楗能：指定の演奏用チヤンネルをキーオンする。 

引数： do . w = $0000 +チヤンネル番号 （0 〜15,25 5) 

戻り値：なし 

備考： PCM データ登録 ($02 xx ) で登録されたデータを再生する。 


參デバッグモード切り換え 

-D 
- D 0 
— D 1 

常 5 J している _. X のデバッグモードを切り替える。し D 0’ でデバッグモー 
ド OFF (デフォルト）、，- D 1， でデバッグモード ON 、*- D •のみでは 0 N /0 FF 状態 

を交互に切り 锊 える。 

デバッグモードにすると、_面に辩い帚が表示される。帯の幅が PCM デー 
夕を処理している時間で、この幅の変化で現在の負荷の状態をうかがい 知 

ることができる。通常は設定する必要はない。 

このコマンドオプションは常駐後も使用可能となっている。 

• MPCM.X 常駐 ステータスの 表示 

— S 

常駐している MPCM.X のステータスを表示する。 

15.4. MPCM . X のフアンクシヨンコール 

MPCM.X のファンクションは MPCM.X 常駐時のみ利用することができる。よ 
つて、利用する前には前に必ず MPCM.X の常 5 t 判定をする必要がある。 

MPCM.X の常 5 i の判定は、 trap #1 の指すベクタの手前8バイトが、 

， MPCM /???， 

になっているかどうかで行う。 

???の部分はバージョン番号を表す文字列で、たとえばバージョン番”が 
0.20のとき、 

， MPCM /020， 

のようになつている。 


フアンクシヨン$01 XX M-KEY 一 OFF 

機能：指定の演赛用チャンネルをキーオフする。 

引数： d 0 .w = $0100 + チャンネル 番号 （〇〜 15,25 5) 

戻り値：なし 

備考：指定チャンネルの PCM の再生を打ち切る。 

フアンクシヨン $02 xx M—SET 一 PCM 

楗能：指定の演赛用チャンネルに PCM データを Sfct する0 
引数： dO . w 二$0200 ♦ チャンネル番号（〇〜15,25 5) 
dl . l =0 (予約） 

al . l=PCM 情報テーブルアドレス 
戻り値： dO . l ^ O 正常終了 

<0エラー 

備考：引数の al . l に指定する 、 PCM 情報テーブルの内容を以下に 

示す。 

$0000( al).b = PCMttl 類 

(-1 :AD PCM 0:データなし l :16 bitPCM 2:8 bitPCM ) 
$0001( al ). b = PCM のオリジナルノート 畨号 

(0 〜127、負の ffi で原音程固定） 

$0002( al ). b =0( 予約） 

$0003( al ). b =0( 予約） 

$0004( al ).1= PCM アドレス（絶対 番地) 

$0008( al >. l=PCM の長さ 

$000 c ( a 1 )• 1=ルーブ開始点のデータ先頭からのオフセット 
$0010( al).l = ループ終了点のデータ先頭からのオフセット 
$0014( al).l = ループ回数（〇で無限ループ、 通常は い 


例 

check 一 MPCM: 

拿 MPCM の常駐をチェックし、バージョンが 0.20 より高いかを判足 

拿 

* 判定結果 

* d0.1=-l: 常駐していない 

* = 0:常駐している 

* =1:バージョンが古い 
move. 1 al,-(sp) 

■ovea.l $84.w，al 
cnpi.l #’MPCM ， ,(al) 
bne not_kept 

cmpi.l # ， /020, ,4(al) * バージョンが 0.20 より S いか新しいか 
bcs ver_too_old *占いときはエラー 

ioveq.1 #0 ， d0 
exit—check_MPCM: 

move.l (sp)+,al 
rts 


PCM の長さい$0008)は、 PCM の榷類に関係なく、バイト単位で指定する。 
したがって、 16 bitPCM の場合は必ず2の倍数でなければならなぃ。同様に、 
ルーブオフセットパ$〇〇丨〇)も、バイト単位で指定する 0 各播才 
フセットは、 PCM データの先頭からのバイト数で表す。 

オリジナルノート番号い$0001)は、その PCM の原音程を、音階のどこに割 
り付けるかを指定する。たとえば、オリジナルノート番号を1〇として、音 
程に（10+12)»64+0(ファンクション $04 xx を参照）を指定すると、1オクター 

ブ上の音程で再生される。 

16 bitPCM 登録時に、アドレス、長さ、ルーブボインタのぃずれかが奇数 
である場合などは、エラーとなる。 

このファンクションで PCM データを登録しただけでは、データの再生は仃 
われなぃ。再生するためには、ファンクション $00 xx(PCM KEY ON ) を呼ぶ 

必要がある。 

ファンクション $03 xx M 一 SET 一 FRQ 

機能：指定の演奏用チヤンネルの PCM 再生周波数を設定する。 

引数： d 0. w = $0300 +チヤンネル番号（〇〜15,25 5) 
dl . w = 再生阓波数 
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0= 3.9 kHz 
1= 5.2 kHz 
2= 7.8 kHz 
3=10.4 kHz 

4 = 15.6 kHz 

5 = 20.8 kHz 

6 = 31.2 kHz 

戻り值： dO . lgO 正常終了 

<0 エラー 

備考：このファンクシヨンで設定する再生 阓波 数と、再生時の音程は完全 
に独立している。たとえば、元が 15.6 kHz のデータを、原音程、再生 阛波 
数 7.8 kHz として再生すると、 7.8 kHz で再生される。 

dl.w = 5,6 は 、 AD PCM をクロックアップしているマシンに対応したもの 
だが、クロックアップしていないマシンでも、擬似旳に再生する。 

フアンクシヨン $04xx M SET_PITCH 

機能：指定の演奏用チャンネルの PCM 再生&程を設定する。 

引数： d 0. w = $0400 ^チャンネル番号 (0 〜15,25 5) 
dl . w = 音程 

〇〜127( ノー ト番号>*64♦〇〜64(ディチューン） 

FMg 源とほぼ同じ考え （4 倍はしなくてよい） 

戻り値：なし 

備考： dl . w のノート番号は、±1で約半音分音程が変化する。ディチュー 
ンはその問をもっと細かく変化させたい場合に指定する（半音の問が、64 
段階に分かれているイメージである）。 

フアンクシヨン $00 xx<PCM KEY ON ) で発音したあとも、任意のタイミン 
グで再股定可能である。 

フアンクシヨン $05xx M SET VOL 

機能：指定の演奏用チャンネルの PCM 再生音■を設定する。 

引数： d 0. w = $0500 +チャンネル番号 （0 〜15,25 5) 
dl . b = 音曩 (0-127) 

戻り僅：なし 

備考： dl . w は、音*マッブ（ファンクシヨン$8005参照）上のどの始を音置 
変換に使用するかを決定している。実際の音屋は、音置マップ上の《(を PC 
M データに掛け»することで決定している。 

フアンクシヨン $06xx M SET PAN 

機能：指定の演奏用チャンネルのバンボットを設定する。 

引数： d 0. w = $0600 +チヤンネル港弓 （0 〜15,25 5) 
dl.b = PAN 

0:無音1:左2:右3:中央 （3 段階指定） 

$80 + 0(左）〜64(中央）〜127(右） (128 段階指定) 

戻り値：なし 

備考：128段階指定の場合、現在のところ、〇〜31が左、32〜95が中央、96 
〜127が右出力となる。&チャンネル独立しておらず、餃新の設定に全チ 
ヤンネルが影響される。 

フアンクシヨン $07xx M„CHG PCMKIND 

楗能：指定の演奏用チャンネルの PCM データの W 類を変史する。 

引数： d 0 .w = $0700 +チャンネル番号 （0 〜15,255> 

dl.b = PCM 種類 (-1 :AD PCM 0:なし l :16 bitPCM 2:8 bitPCM ) 

戻り値：なし 

備考：フアンクシヨン $02 xx で登録した PCM データの神類のみを変更する。 
通常は $02 xx のほうで指定すること。 


■効果音チャンネル用ファンクション 


フアンクシヨン $10xx M EFCT OUT 

機能：指定の効果音用チヤンネルで PCM を再生する。 

引数： d 0 .w = $1000 +効果音チャンネル番号 （0 〜7,255, $ e 0) 
dl . l=PCM 種類 

(•1 : AD PCM 0:なし l :16 bitPCM 2: 8 bitPCM ) *$1000000 
+ 音最（現在は 64 のみ指定可)*$10000 
+再生周波数 

(0:3.9 kHz 1:5.2 kHz 2:7.8 kHz 3:10.4 kHz 4:15.6 kHz 

5:20.4 kHz 6:31.2 kHz ) * $0100 
+ PAN (0-3 / $80^0-127) 
d 2.1 =PCM 長さ 
al . l = PCM アドレス 


戻り値： dO . lgO 正常終了 

<0エラー 

«考：基本的に IOCS _ ADPCM 0 UT とほぼ同じ引数仕様になっているが、 dl.l 
の上位16 ビッ トの仕様が拡張されている。 

音置は無視されるが、将来のために64($40)として呼び出すこと0それ 
以外の値で呼んだ場合は将来動作を保証できない。 

また、チャンネル番号に $ e 0 を指定した場合、効果音チャンネルの先頭 
からフアンクシヨン$8005で指定したチャンネル数分、空きを探して再生 
する。全部ふさがっていた場合、再生残り部分がいちばん短いチャンネル 
で再生される。この場合、戻り值は実際に割り当てた効果音チャンネル番 
号を返す （0 〜7)。 

このフアンクシヨンで再生を行った場合、消音は必ずフアンクシヨン$1 
3 xx を利用して行うこと。 

フアンクシヨン $1 Ixx (reserved) 

フアンクシヨン S12xx (reserved) 

フアンクシヨン $13xx M EFCT STOP 

機能：指定の効果音用チャンネルの発音を中止する。 

引数： dO . w 二$1300 ♦ 効罙苞チャンネル畨弓 （0 〜7,255〉 

戻り値：なし 


■ MPCM . X 制御用フアンクシヨン 


フアンクション $8000 M LOCK 

機能： MPCM . X を常駐解除できないように占有する。 

引数: d 0 .w = $ 8000 

al.l = アブリケーション名を指す文字列アドレス 
戻り值： d 0 •丨=0占有できた 

<0占有できなかった 

備考： MPCM . X の常駐を前提に常駐するアブリケーションは、このファンク 
ションで必ず MPCM . X を占有すること。同時に占有できる数は32個まで。 al . 
1に指定するアブリケーション名は、コマンドオプション’ - S •で表示され 
るものである。文字列の終從には O . b を S くこと0名前の長さは終徜の O.b 
を含み 32 byte までとする。それ以降は無視される。また、アブリケーショ 
ン名の省略は行ってはならない。 

ファンクション $8001 M FREE 

機能： MPCM . X の占有解除。 

引数: d 0 .w = $ 8001 

al •丨=アブリケーション名の文字列アドレス 
戻り値： d 0.1=0 占有解除できた 

<0占有されていなかった 

備考：ファンクション$8000で MPCM . X を占有したアブリケーションは、必 
ず終了時にこのファンクションで占有解除を行うこと。 al •丨に指定するア 
プリケーション名は、ファンクション$8000で設定したものと同じでなけ 
ればならない。 

ファン クシ ョン $8002 M INIT 

機能： MPCM . X の初期化。 

引数： d 0 .w = $8002 
戻り値：なし 

«考：すべての設定偵を初期化してしまうので、呼出には注窻。音源ドラ 
イバなどで利用するなら、常駐時に1回呼ぶだけでよい。 

ファン クシ ョン $8003 M SET MASK 

機能： MPCM . X の DMA 割り込み中の MPU / MFP の割り込みマスクの設定。 

引数： d 0 .w = $8003 

dl.l = マスクデータ 

20割り込みマスク設定 
<0割り込みマスク収得 
戻り僅： d 0.1 = 変更前の割り込みマスク 

関係ないビツト （31 〜 19) は0になる。 

«考： dO . l の内訳を以下に説明する。 

ビット18〜16 : MPU 割り込みレベル （0 〜7推奨3以上） 

15〜8 : MFP 割り込みマスク A ( IMRA ) 

7〜0 : MFP 割り込みマスク B ( IMRB ) 

ビット15〜〇では、1で割り込み前と同じ状態になる。 

(つまり、 MFP の IMRA , IMRB と AND をとる） 
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割り込みについてよく理解してから使用すること。 

デフォルトは X 000 00000,0000001 1.1101111 1.00000000である0 

ファンクション $8004 M — SET _ MODE 

機能： MPCM . X の動作モードの設定。 

引数： d 0 .w = $8004 

dl.l = 股定データ 
^0モード設定 
<0モード収得 
戻り值：（10.1=勛作モード 

関係ないビットは0になる。 

備考：現時点では機能しない 


ファンクション$8006 M — SET—ECHCNT 

機能： MPCM . X の効果音発声数を設定する。 

引数： d 0 .w = $ 8006 

dl . l 二効果音発声数(〇-8> 

戻り値：なし 

考：ファンクション $10 xx で、チャンネル番号に $ e 0 を指定した場合に、 
空きを探すチャンネルの範囲を設定する。空きを探す際に、チャンネル番 
号〇〜 dl .1-1 までを調べる。 

ファンクション $ 10xx でチャンネル番号に $ e 0 を使わずにチャンネル番号 
を直接指定した場合は、このファンクションの設定値は無視され、指定通 
りのチャンネルで演奏される0 255を指定した場合も同様に無視される。 


ファンクション$8005 M—SET 一 V 0 LTBL 

機能： MPCM . X の音*マップの設定 
引数： d0.w = $8005 

dl.l = 音* テーブル セレクト 
0:128段階モード 
1:16段階モード （ PCM 8. X 互換) 

-1: ユーザー定 再 

al . l = ユーザー定 耗の音置テーブルアドレス 
( dl.l = - l のときのみ有効） 

戻り僅： なし 

備考：音置変換に使う音置マップを1/128の铕度で投定する。音置マッブは 
128個のワードデータから構成され、発音時の音置はこの®から決定される0 
# v 64 に対応する定数を128とし、 @ v 64 が原音置で再生されるような設定に 
するのが望ましい。 

なお、 MPCM の内部処理の関係で、定数が 
16,24,32,40,48,64,80,96,128 
160，192,256,320,384,512,640 
の m 台、 処理が高速化される0 

参考ンして、 dl .1=0(128 段階）と dl .1=1(16 段階）のテーブル内容を以下 


に示す。 









• 128 段階 モート 

: の場* 

へ 







+0 

+ 1 

♦2 

+3 

♦4 

+5 

♦6 

♦7 

@ v 0 

16, 

17, 

18, 

19, 

20, 

21, 

22, 

23 

m 

24, 

25, 

26, 

27, 

28, 

29, 

30, 

31 

@ vl 6 

32, 

33, 

34, 

35, 

36, 

37, 

38, 

39 

@ v 24 

40, 

41, 

42. 

43, 

44, 

45, 

46, 

47 

Iv 32 

48, 

50, 

52, 

54, 

56, 

58, 

60, 

62 

@ v 40 

64, 

66, 

68, 

70, 

72, 

74, 

76, 

78 

@ v 48 

80, 

82, 

84, 

86, 

88, 

90, 

92, 

94 

@ v 56 

96, 

100, 

104, 

108, 

112, 

116, 

120, 

124 

@ v 64 

128, 

132, 

136, 

140, 

144, 

148, 

152, 

156 

@ v 72 

160, 

164, 

168, 

172, 

176, 

180, 

184, 

188 

_0 

192, 

200, 

208. 

216, 

224, 

232, 

240, 

248 

@ v 88 

256, 

264, 

272, 

280, 

288, 

296, 

304, 

312 

@ v 96 

320, 

328, 

336, 

344, 

352, 

360, 

368, 

376 

@ vl 04 

384, 

400, 

416, 

432, 

448, 

464, 

480, 

496 

@ vll 2 

512, 

528, 

544, 

560, 

576, 

592, 

608, 

624 

@v 120 

640, 

656, 

672, 

688, 

704, 

720, 

736, 

752 

•16 段階 モードの 場合 







♦0 

+ 1 

+2 

♦3 

♦4 

+5 

+6 

+7 

@ v 0 

16, 

16, 

16, 

16, 

16, 

16, 

16, 

16 

@ v 8 

24, 

24, 

24, 

24, 

24, 

24, 

24, 

24 

@ vl 6 

32, 

32, 

32, 

32, 

32, 

32, 

32, 

32 

@ v 24 

40, 

40, 

40, 

40, 

40, 

40, 

40, 

40 

@ v 32 

48, 

48, 

48, 

48, 

48, 

48, 

48, 

48 

@ v 40 

64, 

64, 

64, 

64, 

64, 

64, 

64, 

64 

@ v 48 

80, 

80, 

80, 

80, 

80, 

80, 

80, 

80 

@ v 56 

96, 

96, 

96, 

96, 

96, 

96, 

96, 

96 

@ v 64 

128, 

128, 

128, 

128, 

128, 

128, 

128, 

128 

@ v 72 

160, 

160, 

160, 

160, 

160, 

160, 

160, 

160 

@ v 80 

192, 

192, 

192, 

192, 

192, 

192, 

192, 

192 

@ v 88 

256, 

256, 

256, 

256, 

256, 

256, 

256, 

256 

@ v 96 

320, 

320, 

320, 

320, 

320, 

320, 

320, 

320 

@ vl 04 

384, 

384, 

384, 

384, 

384, 

384, 

384, 

384 

@ vll 2 

512, 

512, 

512, 

512, 

512, 

512, 

512, 

512 

@ vl 20 

640, 

640, 

640, 

640, 

640, 

640, 

640, 

640 


フアン クシ ヨン 
フアン クシ ヨン 
フアンクシヨン 
フアン クシ ヨン 


$8010 ( Reserved ) 
$8011 ( Reserved ) 
$8012 ( Reserved ) 
$8013 ( Reserved ) 


15.5. P 8 EMU.X とは 

P 8 EMU . X は MPCM . X を使って PCM 8. X のエミユレーシヨンを行うソフトウェア 
で、 Z-MUSIC ver .2.0 など、 PCM 8. X を前提に製作されたソフトなどを MPCM.X 
を用いて利用する場合などに使用する。ただし、エミユレーシヨンは完全 
ではないため PCM 8. X 対応のすべてのアブリケーシヨンが使用可能になる、 
というわけではない。 

使用する場合には、必ず MPCM . X を常駐させたあとで P 8 EMU . X を常駐させな 
ければならない。 
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16.1. Z-MUSIC ver .3.0 用 C 言語ライブラリの構成 

Z-MUSIC ver .3.0 用の C 言語ライブラリは以下の4つのファイルで嘴成さ 
れている。 

ZMSC 3 LIB.DEF BC . X 用 DEF ファイル 

ZMSC 3 LIB.L C 言紹用ライブラリ 

ZMSC 3 LIB.A C 言語用ライブラリアーカイブファイル 

ZMSC 3 LIB.H C 言語用インクルードファイル 

16.2. ZMSC3LIB. DEF の利用法 

Z-MUSIC ver .3.0 を利用した X - BASIC ( MUSICZ 3. FNC > のブログラムをコン 
バイルするときに使用する0まず、自分のシステムの、 BC . XU - BASIC を C 
言語へコンバートするブログラム、 C 言語 PR 068 K に付が格納してある 
デイレクトリに ZMSC 3 LIB . DEF をコビーする。 

例 

A>COPY ZMSC 3 LIB.DEF A:YBC 
そのデイレクトリ内の BASIC . CNF というファイルを開き、 

FUNC = ZMSC 3 LIB 

の1行を加えてセーブする0 BAS 1 C . CNF 中に、 

FUNC=MUSIC 

FUNC = MUSIC 2 

FUNC = MUSIC 3 

FUNC=ZMUSIC 

などが 3 d 述してある場合は、それらをすべて削除する（同名の問数が存在 
していると誤動作する可能性があるため）。 

1 6. 3. ZMSC3LIB. L の利用法 

ライブラリファイルを利用するには、まず自分のシステムのライブラリ 
ファイルが格納してあるデイレクトリに ZMSC 3 LIB . L をコビーする必要があ 
る。 

例 

A>COPY ZMSC 3 LIB.L A:YLIB 

コンパイルしてできるオブジェクトに ZMSC 3 LIB . L をリンクし実行ファイ 
ルを得るには、 

• ZMSC3.X を使用した X-BASIC(MUSICZ3.FNC) のブログラムをコンバイルす 
る場合 

A>CC ????.BAS ZMSC 3 LIB.L 

• ZMSC3.X を使用した CS 語のプログラムをコンパイルする場合 

A>CC ????.C ZMSC 3 LIB.L 

のようにする。 

16.4. ZMSC3LIB. H の利用法 

ZMSC 3 LIB . H を利用するには、まず、自分のシステムの、インクルードフ 
ァイルが格納してあるデイレクトリに、これをコビーする必要がある。 

例 

A>COPY ZMSC 3 LIB.H ArVINCLUDE 

ZMSC 3. X を C 言語のブログラムから使いたい場合は、そのブログラムの 
冒頭に、 

# INCLUDE < ZMSC 3 LIB . H > 


の1行をつける。 

16.5. ZMSC 3 LIB 関数一覧 

[注意】 

備笤 瀾 の、 

setup [7]:0 utput Assign (0 〜 4: Dry , Rev ， Cho ， Dirl , Dir 2) 

といった表記は実際に setup [7] に格納すべき磺が〇〜4で、これに対応する 
音源上でのバラメータが Dry , Rev , Cho , Dirl , Dir 2 ということを表す。 

つまりこの例でいけば0が Dry に、1が Rev 、 2が Cho に対応するということ。 

int zmjhecumsc I void); 

機能 Z - MUSIC の常5£状態を検查する 

引数 なし 

戻り僅 - k エラー（常駐していなかった） 

$3 x 4 x : バージョン ID 

«考 バージョン ID はたとえば ZMSC 3 .X ver .3.12 が常駐していたならば 
$3142が返ってくる。4の部分は固定偵。 

ini ziDjetjmlibven void); 

楗能 ライブラリのバージョンを返す 
引数 なし 

戻り値 $?•??: バージョン 1 D 

«考 バージョン ID はたとえば0.01ならば$001が返ってくる。 

int zm—mit (mt pa_ ; 

機能 z-mus i c と音源の初期化を行う 

引数 int paraa :0( duny ) 

戾り值 Z-MUSIC のバージョン ID 

備考 paraa は将来の拡張用で、現時点では必ず0を設定する。 

バージョン ID はたとえばバージョン3 • 21ならば$00003241となる。 

4の部分は固定値。 

mt zmjssisn(int device，int track); 

嬝能 チャンネルとトラックの割り付けを設定する 
引数 int device (上位16ビット）:0二 FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000二 MIDI 1,$8001= MIDI 2 
$8002= MIDI 3,$8003= MIDI 4 
-1=カレント MIDI 

int device (下位16ビット）：チャンネル番号 0-15 
int track : トラック番号 0-65534 
戻り 僅 0:正常終了 

0以外：ェラーコード 

«考 カレント MIDI は MIDI インタフェイス番号を指定しない場合のデフ 
ォルトとなるもので zflLcurrent _ midLoiit () で設定する 

int zmjompilerlint mode, int size，ckr tms } chr ^result); 

機能 ZMS をコンパイルする 

引数 int node : d 0- d 6: 検出するエラーの最大値70 : 〇〇,1-127 

dl 5: エラーテーブルリストを作成して出力するか 

(0: No , l : Yes ) 
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52:AMD 
53:PMS 
54:AMS 


(0 〜 127) 
(0 〜 7) 

(0 〜 3) 


int size : ZMS サイズ 

char * zns : ZMS が格納されているアドレス 

char ** result : コンバイラが出力した ZMD / エラーリストのアドレ 

スを格納する変数 

戻り值 0:正常終了い* result には ZMD のアドレス） 

0以外：コンバイルで発生したエラーの数 

(本* result には エラー テーブルのアドレス） 

磺考 エラーが 発生すると char “ result に エラー テーブルのアドレス 
が 代入される 0 char “ result は エラー リストを作成しなぃ場合 
も必ず設定すること。 

エラーテーブルの _成については MEASURE 11 を参照のこと。 
char “ result に返された領域は使用後 zm _ init () などを実行 
すればクリアされる。 

char * zns と int size を共に0にするとコンバイラの常駐解除と 
なる。通常は指定してはならなぃ。コンバイラは外部組み込みの 
ファンクションであるため、使用前にはコンバイラの常駐を確認 
する必要がある。 

int zmjget (int timbre, int mode, chdr Mfer); 

機能 FM 音源音色を取り出す 

引数 int timbre : 音色番号 (0-32767) 

int node : モード （0=0 PMDRV . X 互換， UAL / FB 分離方式 > 
char * buffer : 音色データ格納バッファ 
戻り値0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

儀考 char * huffer で表される音色データの 冉 式は以下のとおり。 

音色フォー マッ ト （0 PHDRV.X 互換方式） 


AF ( フイ - 卜。ドック / アリ r /〇 ( 〇〜 63> 

0MUD ツトマスク ) 

(0 〜 15) 

wf ( ウ i-r フォ - ム） 

( 〇〜 3) 

SYC (シンク D) 

(0 ， 1) 

spdu ヒ 。 -n 

(0-255) 

FMD 

(0 〜 127) 

AMD 

(0 〜 127) 

PMS 

(0 〜 7) 

AMS 

( 〇〜 3) 

PAN 

( 〇〜 3) 

DUMMY 



11<0P1),22(0P2),33(0P3) ， 44(0P4):AR ( アタックレ - 卜） ( 〇〜 3" 

12(0PU ， 23(0P2),34(0P3M5(0P4):lDR(lst ディケ仆 - 卜 )( 〇〜 31) 
13(0Pl),24(0P2h35(0P3) ， 46(0P4):2DR(2ndr ィケ仆 - 卜 ) <0 〜 31) 

14(0P1) ， 25(0P2),36(0P3) ， 47(0P4):RR ( リリ - ル - 卜） （ 0 〜 15> 

15(0Pl),26(0P2),37(0P3),48(0P4):lDL(lstr^fl/Va) (0 〜 15> 

16(0P1),27(0P2) ， 38(0P3),49(0P4>:TL (卜-タル 1/V 路) ( 〇〜 127) 

17(0P1),28(0P2),39(0P3),50<0P4>:KS ( キ - スケ-リン r) ( 〇〜 3) 

18(0Pl),29(0P2),40(0P3),51(0P4):MUL(7j-r7»f7°7O (0 〜 15) 

19(0Pl),30(0P2),41(0P3),52(0P4):DTl(r^a->l) ( 〇 〜” 

20(0Pl),31(0P2),42(0P3h53(0P4):DT2(r ィチユ - ン 2> ( 〇〜 3) 

21(0P1),32(0P2) ， 43(0P3) ， 54(0P4):AME(AMS イネ - 7D ( 〇 ," 

音色フォーマット （ AL / FB 分離方式） 
00(0PU,11(0P2>,22(0P3),33(0P4):AR ( アタックレ - 卜） （ 0 〜 31) 

01(0Pl),12(0P2),23(0P3),34(0P4):lDR(lstT ィケ仆 - 卜 ) (0 〜 31) 
02(0Pl),13(0P2),24(0P3),35(0P4):2DR(2ndf^Hb-h) (0 〜 31 ) 

03(0P1) ， U(0P2) ， 25(0P3) ， 36(0P4):RR ( リリ - スレ - 卜） （ 0 〜 15) 

04(0Pl) ， 15(0P2) ， 26(0P3) ， 37(0P4):lDL(lstr ィヶ仆 VH) (0 〜 15) 
05(0Pl)>16(0P2),27(0P3),38(0P4):TL(h-Hl/V») (0 〜 127) 

06(0P1),17(0P2) ， 28(0P3) ， 39(0P4):KS ( キ - スケ •■ リンク *) ( 〇〜 3) 

07(0Pl),18(0P2),29(0P3),40(0P4):MUL(7x-r?H7°7O (0 〜 15) 

08(0Pn ， 19(0P2),30(0P3),41(0P4>:DTl(r ィチユ-ン U ( 〇 〜 7 ) 

09(OPl) ， 20(OP2) ， 31(OP3) ， 42(OP4):DT2(r ィチ ユ-ン 2) ( 〇〜 3) 

10(0P1),21(0P2) ， 32(0P3),43(0P4):AME(AMS イネ -: HI) (0,1) 


44:AL ( アル : r リ r ム ) 

( 〇〜 7) 

45:FB ( フイ - 卜つゾック ) 

(0 〜 7) 

46:0M ( ス D ットマスク ) 

(0 〜 15) 

47: PAN 

(0 〜 3) 

48:WF ( ウ i-T フォ - ム） 

(0 〜 3) 

49: SYC ( シンク D) 

(0 ， 1) 

50:SPD(Xt°-K) 

(0 〜 255) 

51:PMD 

(0 〜 127) 


int 謂 - vset (int timbre, int mode, char tkifer); 

機能 FM 音源音色を登録する 

引数 int ti _ bre : 音色番号 (0-32767) 

int lode : モード （0=0 PMDRV . X 互換， UAL / FB 分離方式） 
char * buffer : 音色データ格納バッファ 
戻り 值 0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 音色フォーマットについては zi — vget () とまったく同じ 

int mjempol int tempo, im mode); 

櫥能 テンポを設定する 

引数 int teapo : テンボの植 （1 分間の4分音符の数）， 

-1 テンボ取得のみを行う 
int iode :0= Z - MUSIC に登録する（通常) 

-1 二単なるテンポの変更で Z - MUSIC には登録しない 
戻り 値 設定前のテンポとタイマ确が戻ってくる 
上位16ビット：タイマ 値 
下位16ビット••テンポ ffi 

«考 テンポ値の有効範囲は使用するテンポ源タイマの 播 類に 

よって？！なる0 
T 1 MER - A :20 〜32767 
TIMER - B :20 〜5000 
YM 3802:1 〜32767 

int zmjetJiiiierjdlijel int timer f int mode); 

機能 テンポをタイマ値で設定する 

引数 int tiier : タイマの 値， 

-1= タイマ®取得のみを行う 
int 駅) de :0= Z - MUSlC に登錄する（通常) 

-1 二単なるテンポの変史で Z - MUSIC には登録しない 

戻り 儈 設定前のテンポとタイマ V (が戻ってくる 
上位16ビット：テンポ油 
下位16ビット：タイマ儈 

備考 テンボ谕の有効範囲は使用するテンポ源タイマの 神 額に 

よって興なる。 

T 1 MER - A :0 〜1023 
TIMER - B : 0-255 
YM 3802:0 〜8191 

short tmjlay( short ttnck); 

« 能 演赛開始制御 

引数 short Hrack : 演奏を開始したいトラック番号の並び 
戻り 値 演奏開始を行えなかったトラック番号の並び 
備考 short * track •戻り値共に、 

{ short track,short track ,. short track ,( short )-1} 

という m 成を取る。ただしトラック番号は 0-65534 の範囲 

void mjhyjlllvoid); 

機能 全トラック演奏開始制御 
引数 なし 
戻り 値 なし 

void mjldy21 void); 

機能 演奏開始制御 

引数 なし 
戻り 値 なし 

備考 現在 Z - MUSIC の演奏データバッファに存在する演奏データを 

はじめから（共通コマンドの実行も含めて ） 演奏する。 


void mjhyjgdini void); 

機能 演奏開始制御 

引数 なし 
戻り 值 なし 
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備考 前回行われた zB __ play () を再び実行する 

void mjlay 一 statusjlljh(int khmeljist); 

楗能 全チャンネル演奏状態検査 

引数 int * channe し list : 検査結果を格納するための バッファ 
戻り值なし 

備考 演奏状態であるチャンネル ID が* channe 11 i st に格納される。 

{(int)active—device,(int)active__device ， •••• （ int)-l} 

のような « 成を取る。 

バッファサイズは演奏している （ トラック数 + 1)*4 バイト必要。 
なおチャンネル ID は、 

(上位16ビット） :0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= MIDI 1,$8001= MIDI 2 
$8002= MIDI 3,$ 8003 = MIDI 4 
-1=カレント MIDI 

(下位16ビット）：チャンネル番号 0-15 
で表される。 

void mjldyjtatusjllJrl short れ rack—list j; 

機能 全トラック演奏状態検査 

引数 short * track _ list : 検査結果を格納するための バッファ 
戻り碴なし 

備考 演奏状態であるトラック番号 (0-65534 の範囲）が * track list に 

格納される。 

{ 1 short ) active _ track ,( short ) active _ track,...,(short )- 1 } 

のような W 成を取る。 

バッファサイズは演奏している （ トラック数 + 1)*2 バイト必要。 

mt mjlay—status 一 ch (int chmel); 

機能 チャンネル演奏状態検査 

弓 I 数 int channel (上位16ビット） ：0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= MIDI 1,$8001= M 1 DI 2 
$8002= MIDI 3,$ 8003 = MIDI 4 

-1 ニカレント MIDI 

int channel (下位16ビット）：チャンネル番号 0-15 
戻り値0:演赛されていない 
0以外：演奏されている 

int mjhyjtdtusJr {mt track); 

機能 トラック演赛状態検査 

引数 int track : 検査対象トラック番号 （0-65534) 

戻り值0:演赛されていない 
0以外：演奏されている 

short tmjtop( short 本 track) ; 

楗能 演奏停止制御 

引数 short * track : 演奏を停止したいトラック番号の並び 
戻り值演奏停止を行えなかったトラック番号の並び 
磺考 short * track , 戻り値共に、 

{ snort track,short track ,.. short track ,( short )-1} 

という構成を取る。ただしトラック番号は 0-65534 の範囲 

void mjtopjlll void); 

機能 全トラック演奏停止制御 
引数 なし 
戻り値なし 

short tzmjonti short ttmkl; 

楗能 演奏再開制御 

引数 short * track : 演奏を再開したいトラック番号の並び 
戻り儈演奏再開を行えなかったトラック番号の並び 
備考 short * track , 戻り値共に、 

{ short track,short track ,. .short track ,( short )-1} 

という氓成を取る。ただしトラック番号は 0-65534 の範囲 

void znijontjUl void); 

機能 全トラック演奏再開制御 
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引数 なし 
戻り值なし 

char tmjtoil int tnck I; 

機能 演奏トラックデータの先頭アドレス取得 
引数 int track: トラック番号 0-65534 

戻り值 0:エラー 

0以外:指定演奏トラックの先頭アドレス 

MCLH tmjetjdster clock (int side, MCLK kstrclk); 

楗能 拍子，メ卩ロノ ー' ム速度，調号，全音符の絶対音長の設定 
引数 int side:0= 音楽演奏，1=効果音 

MSTRCLK nstrclk: 拍子，メトロノー厶速度，調号，全音符の 

絶対音長を格納した構造体のアドレス。 

0ならば問い合わせのみ 

戻り 僅 MSTRCLK nstrclk=0 としたときのみ、その時点の設定値を格納し 
た rtSTRCLKW 造体の ア ト•レスが赵る。それ以外は戾り饱平定。 

«考 side=0 で通常音楽演奏側の設定、 side=l で効果音演奏側の設定と 

なる。 

MSTRCLKAI 造体 


struct 

MSTRCLK { 


char 

■ ete し n ;/* 拍子分子 （1-255)*/ 

char 

_ eter _ d ;/* 拍子分母 (1-255) 拿/ 

char 

■ etronoie ; 

/* 音楽的音畏 （1-255)*/ 

char 

duuy ; 


char 

keyl ; 

A 调号 b の数， 



/* 正の数）*/ 

char 

key 2; 

/* 明号 2( Major =0, Minor = l )*/ 

short master . clock ; 

/* 全音符の絶対音畏（ 1-65535 沁/ 


mt zmjhyjmdI int size, ckr *zmd j; 

機能 ZMD の演奏 

引数 int size : ZMD のサイズ 

(へッ ^ SlA / ZiuSiC * ,$30の分は含まれていても含まれていなく 
てもどちらでもよい） 

0を設定すると Z - MUSIC 本体のバッフ ァへ 演奏データを取り込む 
勳作を省略する。 

char * zid : ZMD の格納バッファ（ヘッダを含まず） 

戻り《 0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 int size =0 とするには 、 char * zad で表されるアドレスからの 
領域の存在が演奏中も保証されることを前提とする。 

int zmjhyjmdje (cm tzmd); 

榛能 ZMD を効果音として演奏する 

引数 char 拿 z ^ d : ZMD の格納バッファ（ヘッダを含まず） 

戾り僅 0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 char * zm ( i で表されるアドレスからの領域の存在は、演奏中も 
保証されなければならない。 

int znijejhy( ckr *m)\ 

楗能 効果音 ZMD の演奏 

引数 char * zBd : ZMD の格納バッファ（トラック•チャンネル情報テーブルから） 
戻り僅0:正常終了 

0以外： エラーコード 

爾考 char * znd で表されるアドレスからの領域の存在は、演奏中も 

保証されなければならない。トラック.チャンネル情報テーブル 
については MEASURE 12 を参照。 

lot mjejopcml(ckr ddtd_type f mr vohrn, char frq, char pan, 
int size, short priority, short ch, char tadpcml; 

機能 （ AD ) PCM 効果音の演奏 

引数 char data — type : データタイブ (-1 :AD PCM ,1:16 bitPCM ,2:8 bi tPCM ) 
char voluae : 音置(0-127,64:標準} 
char frq : 再生周波数 

(0:3.9 kHz 1:5.2 kHz 2:7.8 kHz 3:10.4 kHz 4:15.6 kHz ) 






弓 I 数 


char pan : バンボット （0-3 / $80+0-127) 
int size : 再生する AD PCM のデータサイズ 
short priority : 効果音優先度 (0-255/0 がもっとも低い） 
short ch : 再生チヤンネル (0-15) 
char * adpcm :( AD ) PCM データアドレス 
戻り值0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char * adpcB で表されるアドレスからの領域の存在は、演奏中も 
保証されなければならない。 

int zm_sejdpciii2(chdr data 一 _，ckr volume, char frq，char pan ， 
int (kUjmber，short priority，short ct); 

機能 f - MUSIC に登録してある （ AD ) PCM 効果音の演奏 

引数 char data type : データタイブ : AD PCM , 1: 16 bitPCM ,2:8 bi tPCM ) 
char voluie : 音® (0-127,64: 捕準) 
char frq : 再生阛波数 

(0:3.9 kHz 1:5.2 kHz 2:7.8 kHz 3:10.4 kHz 4:15.6 kHz ) 
char pan : バンポット （0-3 / $80+0-127) 
int data . lumber:PCM データ 番号 
( dl 5 が 1 ならば音色番号 ($8000+0-32767), 

0ならばノート番号 (0-32767) 指定) 
short priority : 効果音優先度 (0-255/0 がもっとも低い) 
short ch : 再生チヤンネル （0-15) 

戻り值0:正常終了 

0以外：エラーコード 

void zmjntercept jhy I int mode); 

機能 演奏間始制御の遮断制 ■ 

引数 int mode :- l 演奏開始の遮断を行う 

0演奏開始の遮断の解除と演奏間始 
1演奏開始の遮断の解除 

戻り值なし 

⑽考 演癸開始の iEBT を設定すると ziLplay () などの演枣開始命令を 

実行しても演奏が開始されなくなる。 

演奏開始の遮断中に演奏開始を実行した場合、 ワーク tine し fig 
の最上位ビットが1に上*きされる0 

int mjumtjiaijnl lot port); 

機能 カレント MID 卜 IN 瑙子の設定 

引数 int port : MlDl ボートの番号 （0-3) 

-1 では問い合わせのみを行う 
戻り値以前のカレント M 1 D 卜 1 N のボート番号 （0-3) 

int ziLcmentjidijiit (ini port); 

楗能 カレント M 1 DI -0 UT 端？の設定 

引数 int port : MIDl ボートの番号 （0-3) 

-1 では問い合わせのみを行う 
戻り値以前のカレント M 1 D 卜 OUT のボート番号 （0-3) 

int ziLjidiJrmmssion lint port, int size, char tmidi); 

楗能 MIDI データメッセージの送信 

引数 int port : MlDI ポートの番”（〇-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

int size : 送信データサイズ 

0とした場合はテキスト型 MIDI データ （ MDD ) とみなして 

送信する 

0以外ではバイナリデータとみなして送信する 
char * Bidi : 送信する MIDI データを格納したデータバッフア 
戻り值送信データの8ビット加 IS 合計値 

備考 MDD とは Z - MUS 1 C ver .2.0 以前で MIDI ダンブフアイルの標準として 
いたフォーマット。送信データサイズを指定した場合はバイナリ 
の MIDI メッセージとみなして送信される。 Z - MUS 1 C が扱える 
バイナリの MIDI メッセージにはスタンダード MIDI フアイル 
( F 0 RMAT 0) と、単なるバイナリデータ列の2種類がありこの 
データの種類判別は Z - MUS 1 C ver .3.0 が自動で行う 0 

void zmjxcliisive (int port，int size，int id，char Mi); 

楗能 ェクスクルーシブメツセージの 送信 


int port : MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int size : 送信データサイズ 
int id : d 0- d 7= H 0 DEL ID (0-127) 
d 8- dl 5 =DEVICE ID (0-127) 
dl 6- d 23 =MAKER ID (0-127) 

char » Bidi : 送信する MIDI データを格納したデータバッファ 
戻り値なし 

滿考 ェクスクルーシブヘッダの $ F 0 と E 0 X の $ F 7 は自動送信される0 
DEVICE ID を-1とすると以前設定したものが選択される。 

最初の使用時に省略した場合はドライバ内のデフォルト値が 
選択される。 

MAKER ID を Roland ($41) とした場合はデータ列をローランド 
エ クスクルーシブフォーマットのデータとみなし、コマンド 
メッセージ （ DT 2:$12) やチェックサムバイト付きで送信する。 
MAKER ID を YAMAHA ( $43) とした場合はデータ列をヤマハェクスク 
ルーシブフォーマットのデータとみなし、データ長やチェック 
サムバイト付きで送信する。 

int zmjetjox 一 mit (int port, int wait); 

機能 E 0 X 送信後のウ x イトを設定する 

引数 int port : MlDl ボートの番号 （0-2) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int wait :0-65535 
戻り值それまでのウェイト値 

int zmjidijnpl I int port, int 動 de); 

機能 MIDI データの 1 バイト入力 
引数 int port : MlDl ボートの番け （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
int node :01回受信を試みてすぐ帰還 
1受信するまで無限ループ 
戻り値 d 31= l 続みこぼし発生0:正常娩み出し 
dl 5 =l データなし 0:データあり 
d 0- d 7 統み出しデータ 

int zmjiiijutK int port, char data) ; 

« 能 MIDI データの 1 バイト出力 

引数 int port : MlDl ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 
char data : 送信データ （0-255) 

戻り値0:正常終了 

〇以外：ェラーコード 

int zmjidijec (int port); 

機能 MIDI データのレコーディング開始 
引数 int port : MIDl ボートの番弓 （0-3) 

-1 はカレント MIDI -0 UT を使用 

戻り值0:正常終了 

0以外：ェラーコード 

int znijidijecjodl ini port); 

機能 MIDI データのレコーディング終了 
引数 int port : MlDI ボートの番号 （0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

戻り値0:正常終了 

0以外：ェラーコード 

int mjsjeset (int port ， in い幻 ; 

機能 GS 音源の初期化 

引数 int port : MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int id:DEVICE 1 D (0-127,-1: 以前の值を使用) 

戻り傕0:正常終了 

〇以外：エラーコード 
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int zmjswti&ljeserve (int port, int id, char trsv); 

機能 GS 音源のバーシャルリザーブ 
引数 int port^MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント M1DI-0UT を使用 
int id:DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 
char »rsv: バート 1 〜バート 16 までのバーシャルリザーブ値が 

格納されているアドレス 

戻り值 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

備考 char *rsv からの領域にバーシャルリザーブ値を 16 バート分格 
納しておく。また、合計が楽器の最大同時発声数以下になら 
なければならない。 

rsv[0 】 = バート Ursvll] ：：： バート 2...,rsv[15] = バート 16 
というふうに対応する。なお、バート 10 はリズムバートに対応 
する。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した氓合は Z-MUSIC 内の；フォルト硝 $10 が還択される。 

int zmjsjeverbl lot port, int size, int id, char *rvb/; 

楗能 GS 音源のリバーブバラメータの設定 

引数 int port:MlDI ボートの S 号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int size : リバーブバラメータ . データサイズ（卜 7) 
int id:DEVICE ID(0-127,-1: 以前の儀を使用 ) 
char *rvb : リバーブバラメータ烙納バッファ 
戾り値 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

满考 char *rvb からの領域にリバーブバラメータを g 己述しておく。 
size は 7 以内で、指定した size 個分のバラメータが GS 音源へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。沿初の使用時に 
畜略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト №$10 が選択される 


rvb[0]:REVERB MACRO (00: Rood 1 ， 01: Room2 ， 02: Roob3, 

03:Halll ， 04:Hall2,05:Plate, 

06:Delay,07:Panning Delay(FB)) 
rvb[l]:REVERB CHARACTER ($00 〜 $07> 

rvb[2]:REVERB PRE-LPF ($00 〜 $07) 

rvb[ 3]: REVERB LEVEL ($00 〜 $7F) 

rvb[4]:REVERB TIME ($00 〜 $7F) 

rvb[5]:REVERB DELAY FEEDBACK ($00 〜 $7F) 

rvb[6]:REVERB SEND LEVEL TO CHORUS ($00 〜 $7F) 

(SC-55 マニュアル p79 参照） 


int mjsjhorusl int port, int size, int id f char tcho); 

機能 GS 音源のコーラスバラメータの設定 

引数 int port:MIDI ボートの S 号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int size: コーラスバラメータデータサイズ《卜 8) 
int id:DEVICE m(0-127,-l: 以前の僅を使用 ) 
char *cho : コーラスバラメータ格納バッファ 
戻り値 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

(« 考 char *cho からの領域にコーラスバラメータを記述しておく。 
size は 8 以内で指定した size 個分のバラメータが GS 音源へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される。 


cho[0]:CHORUS MACRO 

(00: Chorus 1 ， 01: Chorus2,02 : Chorus3, 
03 : Chorus4,04 : Feedback Chorus, 
05:Flanger,06:Short Delay, 

07:Short Delay(FB)) 

cho[l]:CH0RUS PRE-LPF 

($00 〜 $07) 

cho[2]:CHORUS LEVEL 

($00 〜 $7F> 

cho[3]:CHORUS FEEDBACK 

($00 〜 $7F) 

cho[4]:CH0RUS DELAY 

($00 〜 $7F) 

cho[5]:CH0RUS RATE 

($00 〜 $7F) 

cho[6]:CHORUS DEPTH 

($00 〜 $7F) 

cho[ 7]: CHORUS SEND LEVEL TO REVERB ($00 〜 $7F> 


(SC-55 マニュアル p79 参照 ) 


int mjsjart jdrdmeter( int port, int size, int ptjd, char 打 mm j; 

機能 gs 音源のバートバラメータの設定 
引数 int port:MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int size: バートバラメータデータサイズ（卜 119) 
int pt.id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の値を使用 ) 

dl6-d31=PART NUMBER(1-16) 

char 拿 parajn: バートバラメータ格納バッファ 
戻り偟 0: 正常終了 


㈣ 考 


0 以外：エラーコード 

char *para ■ からの領域にバートバラメータを記述しておく。 
size は 119 以内で指定した size 個分のバラメータが GS 音源へ 
送信される。 


Pt_id の d0-dl5 を - 1 とすると以前設定したものが選択される。 

崧初の使用時に劣略した場合は 2-MUSIC 内めデフォルト估 $10 が 
選択される。 


paran[0]:Rx CHANNEL 
paraio[l]:Rx PITCH BEND 
param(2]:Rx CH PRESSURE(CAf) 
parain[3]:Rx PROGRAM CHANGE 
parai[4]:Rx CONTROL CHANGE 
paran[5]:Rx POLY PRESSURE(PAf) 
paraa[6]:Rx NOTE MESSAGE 
parai[7]:Rx RPN 
paraa[8]:Rx NRPN 
paran[9]:Rx M0DURATI0N 
param[10]:Rx VOLUME 
paraa[ll]:Rx PANP0T 
para«[12]:Rx EXPRESSION 
param[13]:Rx H0LD1 
paran[14]:Rx PORTAMENTO 
paraa[15]:Rx S0STENUT0 
parai[16]:Rx SOFT 
parai[ 17]: M0N0/P0LY MODE 
para*[ 18]: ASSIGN MODE 


(1 〜 16，17 = 0FF) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:OFF/ON) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:M0N0/P0LY) 


(0:SINGLE,1:LIMITED-MULT し 2:FULL-MULTI) 
paran[19]:USE FOR RHYTHM PART (0:0FF,1:MAJM ,2:MAP2) 
paraa(20].-PITCH KEY SHIFT ($28 〜 $58: — 24 〜 + 24[senitone 】） 
parai[21]:PlTCH OFFSET FINE(upper) 


($08 〜 $F8: - 12 • 〇 〜 + 12.0[Hz】) 
paraa[ 22]: PITCH OFFSET FINE(lower) // 

parai[23]:PART LEVEL (0-127) 

paraa[ 24]: VELOCITY SENSE DEPTH (0 〜 127) 

parai[25] ： VEL0Cin SENSE OFFSET (0 〜 127) 

parai[26]:PART PANP0T <0:RANDOM,01(LEFT) 〜 64 〜 1 27( RIGHT)) 


parai(27]:KEY RANGE LOW 
para* [28]: KEY RANGE HIGH 
parai[29]:CCl CONTROL NUMBER 
parai[30]:CC2 CONTROL NUMBER 
param[ 31]: CHORUS SEND DEPTH 
paran[ 32]: REVERB SEND DEPTH 


(0 〜 127:01 
(0 〜 127:C-1 
(0 〜 127) 
(0-127) 

(0 〜 127) 

(0 〜 127) 


G9) 

G9) 


param[33]rVibrato rate 
parai[34]:Vibrato depth 
paraB[35]:TVF cutoff freq. 
param:36]:TVF resonance 
parani[37]:TVF&TVA Env.attack 
para*[38]:TVF&TVA Env.decay 
para*[39]:TVF&TVA Env.release 
paran[40]:Vibrato delay 


($0E 〜 $72: - 50 〜 + 50) 
($0E 〜 $72: - 50 〜 + 50) 
($0E 〜 $50: - 50〜 + 16) 
($0E 〜 $72: -50〜 + 50) 
($0E 〜 $72: -50〜 + 50) 
($0E 〜 $72: - 50〜 + 50) 
($0E 〜 $72: — 50〜 + 50) 
($0E 〜 $72: -50〜 + 50) 


paraii[41]:SCALE TUNING C 
paran[42]:SCALE TUNING C# 
pardn[43]:SCALE TUNING D 
pai'amf 44]: SCALE TUNING D# 
paraffl[45]:SCALE TUNING E 
paraja[ 46]: SCALE TUNING F 
pai^an[47]:SCALE TUNING F# 


($00 〜 $7F: - 64 〜 +63[cent]) 
($00 〜 $7F: - 64 〜 + 63[cent]) 
($00 〜 $7F: - 64 〜 + 63[cent】) 
($00 〜 $7F: — 64〜+ 63 [cent]) 
($00 〜 $7F:-64 〜 +63[cent]) 
($00 〜 $7F: -64 〜 +63[cent]) 
($00 〜 $7F: -64〜 + 63[cent]) 
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param[48]:SCALE TUNING G 
parain[49]:SCALE TUNING G# 
param[ 50]: SCALE TUNING A 
param[51]:SCALE TUNING A# 
parani[52]:SCALE TUNING B 

para* [53]: MOD PITCH CONTROL 


($00 〜 $7F: — 64 〜 +63[cent]) 
($00 〜 $7F: — 64 〜 +63[cent】) 
($00 〜 $7F: - 64 〜 + 63[cent]) 
<$00 〜 $7F:-64 〜 + 63[cent]) 
($00 〜 $7F: -64 〜 + 63[cent]) 

( $28 〜 $58:- 24〜+ 24 [senitone]) 


paraa[54]:M0D TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F:- 9600 〜 +9600[CENT]) 


param[55]:M0D AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: —100• 〇 〜 + 100.0[X】) 


para* [56]: MOD LF01 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: —10.0〜 + 10.0[Hz]) 
param[57]:M0D LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 
param[58]:M0D LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F..O 〜 2400 [cent]> 
param[59 】： M0D LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X]) 
parajn[60]:M0D LF02 RATE CONTROL 

($ 00 〜 $7F: - 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz 】） 
param[61]:M0D LF02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 
parajn[62]:M0D LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F:0 〜 2400 [cent]) 
paraa[63]:M0D LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0U] > 


param[64]:BEND PITCH C0NTR0L<$28 〜 $58: - 24 〜 +24[seuitone 】） 
parao[65】：BEND TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F : — 9600〜 + 9600 [CENT] > 

para* [66]: BEND AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F:- 100• 〇 〜 + 100.0 [X]) 

param[67]:BEND LF01 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: — 10 • 〇〜 + 10.0[Hz 】） 
paran[68]:BEND LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

parafl[69]:BEND LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

param[70]:BEND LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X]) 

para*[71]:BEND LF02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: — 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz】> 

param[72]:BEND LF02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

paraa[73]:BEND LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

parai[74]:BEND LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0 【 X】) 

paraa[75]:CAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58:-24 〜 +24[semitone 】） 
parain[76]:CAf TVF CUTOFF CONTROL 

《 $00 〜 $7F :- 9600〜 + 9600 [CENT]) 

param[77]:CAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: —100• 〇 〜 + 100.0[X]> 

para*[78]:CAf LF01 RATE CONTROL 

($ 00 〜 $7F: — 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz 】） 

param[79]:CAf LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

pai*ajn[80]:CAf LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

para*[81]:CAf LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X】) 

paraa[82]:CAf LF02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: —10.0〜 + 10.0[Hz]) 

parain[83]:CAf LF02 PITCH DEPTH ($00-$7F:0-600[cent]) 
param [ 明 ]: CAf LF02 TVF DEPTH <$00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

param[85]:CAf LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X]) 

para*[86]:PAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[sehtone]) 

paraa[87]:PAf TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F : — 9600〜 + 9600 [CENT 】） 

parai[88]:PAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: —100• 〇 〜 + 100.0 [ 戈】） 

parai[89]:PAf LF01 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: —10.0〜 + 10.0[Hz]) 
param[90]:FAf LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

para*[91]:PAf LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F:G 〜 24G()[cent】) 

parai[92]:PAf LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X]) 

parai[93]:PAf LF02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: — 10 • 〇〜 + 10.0[Hz]) 

param[94]:PAf LF02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

pai*ajn[95]:PAf LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

paran[96]:PAf LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X]) 


parai[97]:CCl PITCH CONTROL ($28 〜 $58:-24 〜 + 24[semitone]) 
para*[98]:CCl TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F: - 9600〜 + 9600[CENT]) 

param[99]:CCl AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: -100• 〇 〜 + 100.0[X]) 

paran[100]:CCl LF01 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: —10.0〜 + 10.0[Hz]) 

param[101]:CCl LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

parda[102]:CCl LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

parani[103]:CCl LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0U]) 

parai[104]:CCl LF02 RATE C0NTR0L($00 〜 $7F:-10 • 〇 〜 + 10.0[Hz]) 
parai[105]:CCl LF02 PITCH DEPTH <$00 〜 $7F: 〇〜 600[cent 】） 

parai[!06]:CCl LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

param[107]:CCl LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0U]) 

param[108]:CC2 PITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[semitone]) 
parau[109]:CC2 TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F :- 9600〜 + 9600 [CENT]) 

paran[110]:CC2 AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F:- 100• 〇 〜 + 100.0 は】） 

parai[lll 】 :CC2 LF01 RATE C0NTR0L($00 〜 $7F: — 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz]) 
param[112]:CC2 LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent 】） 

paraa[113 】： CC2 LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

paraB[114]:CC2 LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0 [)；】> 

paraa[ll5 】： CC2 LF02 RATE C0NTR0L($00 〜 $7F: - 10.0〜 + 10.0[Hz]) 
paran[116]:CC2 LF02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent 】） 

para B [117]:CC2 LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

paran[118]:CC2 LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F : 〇〜 100. OU]) 

(SC-55 のマニュアル p75, p79 〜 p80 参照） 


int zmjsJnjnijetijp(iiit port, int size, int drjd, ckr tpmal; 

機能 GS 音源のドラムセットアップ設定 
引数 int port:MIDl ボートの港号 （ 0-3) 

-1 はカレント M1DI-0UT を使用 

int size: ドラ厶セットアップバラメータデータサイズ （ 1-8) 
int dr id:dO-dl5=DEVICE 1D(0-127,-1 : 以前の偷を使用） 

dl6-d23=N0TE NUMBER(0-127) 
d24-d31=MAP NUMBER(O-l) 

char *paran : ドラ厶セツトアップバラメータ格納バッフア 
戻り値 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char *paran からの領域にドラムセットアッブバラメータを記述 
しておく。 size は 8 以内で指定した size 個分のバラメータが GS 音 
源へ送信される。 id を -1 とすると以前設定したものが還択される。 
沿初の使用時に省略した埸合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 が 


選択される。 

para®[ 0 ] : FLAY KEY NUMBER ( 0 〜 127 ) 

parai[l]:LEVEL (0 〜 127) 


parani 2]: ASSIGN GROUP NUMBER (0:NON,1 〜 127) 

parai[3]:FANP0T (0:RAN_,01(LEFT) 〜 64 〜 127(RIGHT)) 


paran(4]:REVERB DEPTH 
paran[5]:CH0RUS DEPTH 
parai[6]:Rx NOTE OFF 
param[7]:Rx NOTE ON 


(0 〜 127:0 • 〇〜 1.0) 
(0 〜 127:0 • 〇〜 1.0) 
( 0 〜 1: OFF/ON) 

(0 〜 1:0FF/0N) 


(SC-55 マニユアル p75 , p82 参照 ) 


int mjsJmjm [int port, int size, int 即 —id, char *nm!; 

機能 gs 音源のドラムセット名設定 

引数 int port:MIDI ボートの番号（〇 - 3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

int size: ドラ厶セットアップバラメータデータサイズ （ 1-8) 
int npJd:dO-dl5=DEVICE 1D(0-127,-1 : 以前の値を使用） 

dl6-d31=MAP NUMBER(0,1) 
char *nane : ドラムセット名文字列格納バッファ 
戻り值 0 :正常終了 

0 以外： エラーコード 

備考 文字列は 12 文字以内で char »name からの領域に文字列を記述して 

おく。 

id 冬 -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
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省略した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される。 
(SC-55 マニュアル p82 参照） 

mjsjriot (int port, int size, int id f char _es); 

GS 音源の画面へのメヅセージ出力 
int port:MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size: メッセージ長 （ 1-32) 
int id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の ® を使用 ) 
char *aes: 文字列格納バッファ 
0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

メッセージは 32 文字以内で char *mes からの領域に文字列を記述 
しておく。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。扱初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される。 

zmjsjisphyl int port，int d short 喊 m); 

GS 音源の画面へのドットパターン出力 
int port:MIDI ボートの番号 (0-3> 

•1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の値を使用） 
short *pattern: ドットバターン格納バッファ 
0 :正常終了 
0 以外：エラーコード 

short *pat tern からの領域にドットバターンを記述しておく 0 
id を -1 とすると以前設定したものが選択される。 ¢5 W の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト磺 $10 が選択される。 


/*SC-55 の画面に ” ぎを表示する */ 
short d[16]={ %0001000000010000, 

5 ； 0000100000100000, 
510111111111111100, 
W000000 100000000, 
W011111111111000, 
*0000000100000000, 
i 0111111111111100, 
*0001000100010000, 
W000 100100100000, 



_ 000000000000 00 , 

W0111U111111000, 

_ 0000000001000 , 

_ 0000000001000 , 

X0011111111111000, 

5100100000000010 00} 

KS„display(-l,-l,d); 

mjmjystemjnl int port); 

GM 音源のリセット 

int port:MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
0 :正常終了 
〇以外：エラーコード 

m—sc88jme 一 set (int port，int mdjd); 

SC-88 モード設定 

int port:MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int id.id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 

dl6-d31=SC-88 M0DE(0:Single, lrDouble) 

0 :正常終了 
0 以外：エラーコード 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 が選択される 0 

mjc8Sjeverb(int port, int size, int id, char trvbl; 

SC-88 のリバーブバラメータの設定 


引数 int port:MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int size: リバーブバラメータデータサイズ （ 1-8) 
int id:DEVICE ID(0-127,-1 : 以前の値を使用） 
char *rvb : リバーブバラメータ格納バッファ 
戻り值 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

備考 char 叶 vb からの領域にリバーブバラメータを記述しておく 0 
size は 8 以内で、指定した size 個分のバラメータが SC-88 へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される 
rvb[ 0】： REVERB MACRO (00:Room 1,01:Rooi2,02:Room3, 

03:Halll ， 04:Hall2,05:Plate, 

06:De1ay,07 : Panning Delay(FB)) 


rvb[l]:REVERB CHARACTER ($00 〜 $07) 

rvb[2]:REVERB PRE-LPF ($00 〜 $07) 

rvb[3 】 ：REVERB LEVEL ($00 〜 $7F) 

rvb[4]:REVERB TIME ($00 〜 $7F) 

rvb[5]:REVERB DELAY FEEDBACK ($00 〜 $7F) 

rvb[6]:REVERB SEND LEVEL TO CH0RUS($00 〜 $7F/SC-88 では r ミ-) 
rvb[7]:REVERB PRE-DELAY TIME ($00 〜 $7F) 

(SC-88VL マニユアル p77 参照） 


int zmjc8Sjhorus (int port, int size，int id, char khoj ， 

機能 SC-88 のコーラスバラメータの設定 

引数 int port:MIDl ボートの番号 （ 0-3) 

•1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size: コーラスバラメータ . データサイズ （ 1-9) 
int idrDEVICE 1D(0-127 ， -1 : 以前の値を使用） 
char *cho : コーラスバラメータ格納バッファ 


戻り值 0 :正常終了 


備考 


〇以外：エラーコード 

char *cho からの領域にコーラスバラメータを記述しておく。 
size は 9 以内で指定した size 個分のバラメータが SC-88 へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。崧初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト值 $10 が還択される 0 


cho[0]:CH0RUS MACRO 


PRE-LPF 
cho[ 2】: CHORUS LEVEL 
cho[3):CHORUS FEEDBACK 
cho[4]:CHORUS DELAY 
cho[5]:CH0RUS RATE 
cho[6]:CHORUS DEPTH 
cho[7]:CH0RUS SEND LEVEL TO REVERB 
cho[ 8]: CHORUS SEND LEVEL TO DELAY 
(SC-88VL マニユアル p78 参照） 


(00:Chorus 1,01 : Chorus2 ,02: Chorus3 , 
03: Chorus4 ,04: Feedback Chorus, 
05:Flanger,06:Short Delay, 

07:Short Delay(FB)) 

($00 〜 $07) 

($00 〜 $7F> 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 


int mjc8Uehy (int port, int size，int id, ckr *dly); 

楗能 SC-88 のデイレイバラメータの設定 

引数 int port:MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int size: デイレイバラメータデータサイズ U-11) 
int idrDEVICE 1D(0-127,-1: 以前の値を使用） 
char *dly : デイレイバラメータ格納バッファ 
戻り值 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char *dly からの領域にリバーブバラメータを記述しておく。 
size は 11 以内で、指定した size 個分のバラメータが SC-88 へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが遺択される。最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 が選択される 
dly[0]:DELAY MACRO (00:Delayl ,01 :Delay2,02:Delay3, 

03:Delay4,04:Pan Delayl, 

05:Pan Delay2,06:Pan Delay3, 




07:Pan Delay4,08:Delay to Reverb, 
09:Pan Repeat) 


dly[l]:DELAY PRE-LPF 
dly[2]-.DELAY TIME CENTER 
dly[3]:DELAY TIME RATIO LEFT 
dly[4]:DELAY TIME RATIO RIGHT 
dly[5]:DELAY LEVEL CENTER 
dly[6]:DELAY LEVEL LEFT 
dly[7]:DELAY LEVEL RIGHT 
dly[8]:DELAY LEVEL 
dly[9]:DELAY FEEDBACK 
dly[ 10]: DELAY SENDLEVEL TO REVERB 
(SC-88VL マニュアル p78 参照） 


($00 〜 $07) 

($ 01 〜 $73:0.1ms 〜 sec) 
<$01 〜 $78:4 〜 500 X) 
($01 〜 $78:4 〜 500X> 
($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F) 

($00 〜 $7F:-64 〜 +63) 
($00 〜 $7F) 


int mjdUmhm l int port, int size, ini id, char teql); 

機能 SC-88 のイコライザバラメータの設定 

引数 int port:MIDl ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int size: イコライザバラメータデータサイズ U-4) 

int id:DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 
char *eql : イコライザバラメータ格納バッファ 
戻り值 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char »eql からの領域にコーラスバラメータを記述しておく 0 
size は 4 以内で指定した size 個分のバラメータが SC-88 へ 


送信される。 


id を -1 とすると以前設定したものが還択される。爵初の使用時に 
宵略した坳合は Z-MUS1C 内のデフオルト偷 $10 が選択される。 


eql[0]:EQ LOW FREQ 
eql[l]:EQ LOW GAIN 
eql[2]:EQ HIGH FREQ 
eql[3]:EQ HIGH GAIN 


(0,1:200Hz,400Hz) 

($34 〜 $4c:-12 〜 +12dB) 
(0,1:3kHz,6kHz) 

($34 〜 $4c:-12 〜 +12dB) 


(SC-88VL マニュアル p78 参照 ) 


jnt m_scSSjdrtjdrmterf int port, int size, int ptji chdr 扣麵 ） ; 

機能 SC-88 のバートバラメータの設定 

引数 int port:MlDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size: バートバラメータデータサイズ（卜 127) 
int pt Jd:d0-dl5=DEVICE ID(0-127,-1 : 以前の傾を使用） 

dl6-d31=PART NUMBER(1-16) 
char *paraa : バートバラメータ格納バッファ 
戻り値 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char *paraa からの領域にバートバラメータを記述しておく。 

size は 127 以内で指定した size 個分のバラメータが SC-88 へ 


送信される。 


id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 が選択される。 
paraa[0]:Rx CHANNEL (1-16.17=0FF) 

paran[l]:Rx PITCH BEND (0 〜 1:0FF/0N) 


paran[2]:Rx CH PRESSURE(CAf) (0 〜 1:0FF/0N) 

param[3]:Rx PROGRAM CHANGE (0 〜 1:0FF/0N) 


paran[4]:Rx CONTROL CHANGE 
parajn[5]:Rx POLY PRESSURE(PAf) 
paraa[6]:Rx NOTE MESSAGE 
paraa[7]:Rx RPN 
paran[8]:Rx NRPN 


(0 〜 1:0FF/0N) 
(0 〜 1:0FF/0N) 
(0 〜 1:0FF/0N) 
(0 〜 1:0FF/0N) 
(0 〜 1:0FF/0N) 


paraffl[9] : Rx M0DURATI0N 


(0 〜 1:0FF/0N) 


paran[10]:Rx VOLUME 
paran[ll]:Rx PANP0T 
paraa[12]:Rx EXPRESSION 
paran[13]:Rx H0LD1 
parai[14]:Rx PORTAMENTO 
param[15]:Rx S0STENUT0 
param[16]:Rx SOFT 
param[ 17]: M0N0/P0LY MODE 


(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:0FF/0N) 

(0 〜 1:M0N0/P0LY) 


paran[18].ASSIGN MODE 

(0:SINGLE,1:LIMITED-MULT1,2:FULL-MULTI) 


paraa[19]:USE FOR RHYTHM PART (0:OFF,1:MAP1,2:MAP2) 
para*[20]:PITCH KEY SHIFT ($28 〜 $58: - 24 〜 +24[seiitone]) 
parai[21]:PITCH OFFSET FINE(upper) 

($08 〜 $F8: —12.0〜 + 12.0[Hz]) 


parai[22]:PITCH OFFSET FINE(lower) 
parai[23]:PART LEVEL 
parai[2 4 】：VELOCITY SENSE DEPTH 
para*[25]:VELOCITY SENSE OFFSET 


// 

(0 〜 127) 
(0 〜 127) 
(0 〜 127) 


paraa [26]: PART PANP0T (0 : RANDOM, 01( LEFT 卜 64 〜 1 27( RIGHT)) 


parai[27]:KEY RANGE LOW 
parai[28]:KEY RANGE HIGH 
paraa[29]:CCl CONTROL NUMBER 
paraa[30]:CC2 CONTROL NUMBER 
parai[ 31]: CHORUS SEND LEVEL 
para* [32]: REVERB SEND LEVEL 
paraa[33】：Rx BANK SELECT 

KA 狀 ^FI.FfT I.SR 


(0 〜 127:01 〜 G 9) 

(0 〜 127: c - l 〜 G 9) 

(0 〜 127) 

(0 〜 127) 

(0 〜 127) 

(0-127) 

(0:0FF,1:0N) 
/n-nPF \ -r\K\ 


para«[35]:PITCH FINE TUNE(Upper) 

($00 00 〜 $40 00 〜 $7f 7f:-100 〜〇〜 M00) 

parai[36]:PITCH FINE TUNE(Lower) 


paraa[37]:DELAY SEND LEVEL 

paran[ 38]: Vibrato rate 
paran[ 39】： Vibrato depth 
paraa[40]:TVF cutoff freq. 
parai[41]:TVF resonance 
parai[42]:TVF&TVA Env.attack 
parai[43]:TVF&TVA Env.decay 
paran[44]:TVF&TVA Env.release 
paran[45]:Vibrato delay 

paraa[46】：SCALE TUNING C 
paraa[47]:SCALE TUNING C# 
paraa[48]:SCALE TUNING D 
parai[49):SCALE TUNING D# 
paraa[50]:SCALE TUNING E 
parai[ 51】： SCALE TUNING F 
parai[52]:SCALE TUNING F# 
parai[53]:SCALE TUNING G 
paraa[ 54]: SCALE TUNING G# 
paran[ 55]: SCALE TUNING A 
parai[56]:SCALE TUNING A# 
parai[ 57]: SCALE TUNING B 


(0 〜 127) 

($00 〜 $7f: - 64 〜 +63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 +63) 
($00 〜 $7f: — 64〜+ 63> 
($00 〜 $7f: -64 〜 +63) 
($00 〜 $7f: -64 〜 + 63) 
($00 〜 $7f: -64〜 + 63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 + 63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 + 63) 

($00 〜 $7F:-64 〜 + 63[cent]) 
($00 〜 $7F: -64〜 + 63[cent]) 
($00 〜 $7F:-64 〜 + 63[cent]) 
($00 〜 $7F: -64〜 + 63[cent]) 
($00 〜 $7F: — 64〜 + 63[cent]) 
( $00 〜 $7F : - 64〜+ 63 [ cent ]) 
($00 〜 $7F: -64 〜 +63[cent]) 
($00 〜 $7F: -64〜 + 63[cent]) 
($00 〜 $7F: -64〜 + 63[cent]) 
($00 〜 $7F: -64〜 + 63[cent】) 
($00 〜 $7F:-64 〜 +63[cent】) 
($00 〜 $7F: -64〜 + 63[cent】) 


paraa [58]: MOD PITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[seaitone]) 
paraa [59]: MOD TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F :— 9600〜 + 9600 [CENT]) 

paraa [60]: MOD AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: —100• 〇 〜 + 100.0U]) 

parai[61]:M0D LF01 RATE CONTROL 

<$00 〜 $7F: —10.0〜 + 10.0[Hz ]〉 
paraa[62]:M0D LF01 PITCH DEPTH <$00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

paraa[63]:M0D LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

paraa[64 】 :M0D LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X]) 

parai[65]:H0D LF02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: - 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz】) 

parai[66]:M0D LF02 PITCH DEPTH <$00 〜 $7F: 〇〜 600[cent】) 

parai[67]:M0D LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

paraa[68]:M0D LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X]) 


paraa[69]:BEND PITCH C0NTR0L($40 〜 $58:-24 〜 + 24[seiitone]) 
param[70]:BEND TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F :— 9600〜 + 9600 [CENT]) 
parai[71]:BEND AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: -100• 〇 〜 + 100.0U]) 

paraa[72]:BEND LF01 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: —10.0〜 + 10.0[Hz]) 

paraa[73]:BEND LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 
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parai[74]:BEND LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

paraa[75]:BEND LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X 】 ） 

parai[76]:BEND LF02 RATE CONTROL 

<$00 〜 $7F: — 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz]) 
paraa[77]:BEND LF02 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

paraa[78]:BEND LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

parai[79]:BEND LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[51 】） 

paraa[80]:CAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[senitone]) 
parai[81]:CAf TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F : — 9600〜 + 9600 [CENT]) 
paran[82]:CAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: —100• 〇 〜+ 100.0“]) 
parai[83]:CAf LF01 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: — 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz]) 
parai[84]:CAf LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F:0 〜 600[cent 】） 

paraa[85]:CAf LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

pai*aa[86]:CAf LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0 [X] ) 

paraa[87] : CAf LF02 RATE C0NTR0L($00 〜 $7F: -10.0〜 + 10.0[Hz 】） 
paran[88]:CAf LF02 FITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent 】） 

paraa[89]:CAf LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

paraa[90]:CAf LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[J ；】） 

paran[91】：PAf PITCH CONTROL ($28 〜 $58:—24 〜 +24[semitone 】） 
para*[92]:PAf TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F: — 9600〜 + 9600 [CENT]) 
paraa[93]:FAf AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: —100• 〇〜 + 100.0 [X]) 
para*[94]:PAf LF01 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F:-10 • 〇 〜 + 10.0[Hz 】） 
parafl[95]:PAf LF01 PITCH DEPTH <$00 〜 $7F: 〇〜 600[cent】> 

parai[96]:PAf LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

param[97]:PAf LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X 】） 

paraa[98]:PAf LF02 RATE CONTROL 

<$00 〜 $7F: — 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz】) 
paraa[99】:PAf LF02 PITCH DEPTH <$00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

paraa[100):PAf LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent】> 
paraa[101]:PAf LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X 】 ） 

paraa[102]:CCl FITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[seiitone】> 
paraa[103]:CCl TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F: — 9600〜 + 9600 [CENT】> 
parai[104]:CCl AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F: —100• 〇 〜 + 100.0“] ) 
paran[105】：CCl LF01 RATE CONTROL 

<$00 〜 $7F:-10 • 〇 〜 + 10.0[Hz】> 
paraa[106]:CCl LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent】> 

paraa[107】：CCl LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

param[108]:CCl LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0[X 】） 

parau[109]:CCl LF02 RATE CONTROL($00 〜 $7F: -10.0〜 + 10.0[Hz 】） 
paraa[110]:CCl LF02 FITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

paraa[lll]:CCl LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

paraa[112]:CCl LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F..O 〜 100.0[)1】> 


para*[113]:CC2 PITCH CONTROL ($28 〜 $58: - 24 〜 + 24[seiaitone 】） 
paraa[114]:CC2 TVF CUTOFF CONTROL 

($00 〜 $7F : — 9600 〜 + 9600 [CENT]) 
parai[115]:CC2 AMPLITUDE CONTROL 

($00 〜 $7F:-100 • 〇〜 + 100.0[X 】） 
paraa[116]:CC2 LF01 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: - 10 • 〇〜 + 10.0[Hz]) 
paraB[117]:CC2 LF01 PITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent]) 

paraa[118]:CC2 LF01 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent]) 

paraa[119]:CC2 LF01 TVA DEPTH ($00 〜 $7F:0 〜 100.0[X 】） 

paraa[120]:CC2 LF02 RATE CONTROL 

($00 〜 $7F: — 10 • 〇 〜 + 10.0[Hz]) 
parai[121]:CC2 LF02 FITCH DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 600[cent】) 

paraa(122]:CC2 LF02 TVF DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 2400 [cent 】） 

paraa[123]:CC2 LF02 TVA DEPTH ($00 〜 $7F: 〇〜 100.0 “】 ） 


parai[ 124]: TONE MAP NUMBER (0:SELECTED,1:SC-55,2:SC-88) 
parai[ 125]: TONE MAPO NUMBER (1:SC-55,2:SC-88) 
para*[126]:EQ ON/OFF (0:0FF,1:0N) 
(SC-88VL マ ニ ユア ル p79 〜 p81 参照） 


int mjcSUmjetupl iot port, int size, ini dijd, ckr 卽關 ）, 

機能 SC-88 のドラムセットアップ設定 
引数 int port:MIDI ボートの番号 (0-3) 

•1 はカレント MIDI-OUT を使用 

int size: ドラムセットアップバラメータデータサイズ （ 1-9) 
int dr.id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 

dl6-d23=N0TE NUMBER(0-127) 
d24-d31=MAP NlMBER(O-l) 

char *parai : ドラムセットアップバラメータ格納バッファ 
戻り值 0 :正常終了 


僅考 


0以外：エラーコード 

char •paraa からの铕域にドラ厶七ットアップバラメータを 3 己述 
しておく 0 size は 9 以内で指定した size 個分のバラメータが SC-88 
へ送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が ;® 択される。 
parai[0]:PLAY KEY NUMBER (0 〜 127 〉 

paraa[l]:LEVEL (0 〜 127) 

parai[ 2]: ASSIGN GROUP NUMBER (0:NON,1 〜 127) 

paraa[ 3]: PANPOT (0:RAND0M ， 01(LEFT) 〜 64 〜 127(RIGHT)) 

parai[4]-.REVERB DEPTH (0 〜 127:0 • 〇〜 1.0) 


parai[5]:CH0RUS DEPTH 
paraa[6]:Rx NOTE OFF 
parai[7]:Rx NOTE ON 
paraa[8]:DELAY SEND LEVEL 
(SC-88VL マニュアル p82 参照 ) 


(0 〜 127:0 • 〇〜 1.0) 
( 0 〜 1: OFF/ON) 

( 0 〜 1: OFF/ON) 
(0-127:0 • 〇〜 1.0) 


int mjdijmjm unt port, int size，int mpjd t char 咖 ej; 

機能 SC-88 のドラムセット名投定 
引数 int port:MIDI ボートの番号（ 0-3> 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 

int size: ドラムセットアップバラメータデータサイズ （ 1-8) 
int ip_id:dO-dl5=DEVICE 1D(0-127,-1: 以前の値を使用 ) 

dl6-d31=MAP NUMBER(0,1,$80 ， $81) 
char >naie : ドラムセット名文字列格納バッファ 
戻り值 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考文字列は 12 文字以内で char 初 aie からの領域に文字列を記述してお 
く。 id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に省略 
した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される〇 MAP NUMBER=$80 が 
ユーザー ドラムセット 65, MAP NUMBER=$81 が ユーザー ドラムセット 66 に対 
応する。 （ SC-88VL マニュアル p82 参照） 


int zmjcSSjserjnst (int port, int size, int uiji cm tpmil f 

機能 SC-88 のユーザー音色の設定 

引数 int port:MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

•1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size: ユーザー音色バラメータデータサイズ （ 1-11) 
int drJd:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の値を使用 ) 

dl6-d23 こ PROGRAM NUMBER(0-127) 
d24-d31=BANK NUMBER(0-1) 

char *para*: ユーザー 音色 バラメータ 格納 バッファ 
戻り偟 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char *para ■ からの領域にユーザー音色•バラメータを記述して 
おく 0 size は 11 以内で指定した size 個分のバラメータが SC-88 へ 
送信される。 


id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 


省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 が選択される。 


paran[0]:SOURCE TONE#(HAP) 
param[l]:BANK NUMBER MSB 
paraffl[2]:PR0GRAM NUMBER 
param[ 3]: Vibrato rate 
paran[4]:Vibrato depth 


( 1 , 2 ) 

(0 〜 127) 

(0-127) 

($00 〜 $7f:-64 〜 +63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 +63> 





param[5]:TVF cutoff freq. 
param[6]:TVF resonance 
param[7]:TVF&TVA Env.attack 
param[8]:TVF&TVA Env.decay 
paran[9]:TVF&TVA Env.release 
param[ 10]: Vibrato delay 
(SC-88VL マニュアル p82 参照） 


_ 〜 $7f 卜 64 〜 +63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 +63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 +63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 +63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 +63) 
($00 〜 $7f:-64 〜 +63) 


int ziii_scSSjserJriiiiii int port, mt size,int mji char tpmm); 

機能 SC-88 のユーザードラムセツトの設定 

引数 int port:MlDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-OUT を使用 

int size: ユーザードラ厶セツトバラメータデータサイズ（い 12) 
int dr_id:d0-dl5=DEVICE 1D(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 

dl6-d23=N0TE NUMBER(0-127) 


d24-d31=SET NUMBER(O-l) 


char *parai : ユーザードラムセツトバラメータ格納バツファ 
戻り 值 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

¢8 考 char *panui からの領域にユーザードラ厶セツトバラメータを 
記述しておく。 

size は 12 以内で指定した size 個分のバラメータが SC-88 へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 


省略した場合は Z-MUS1C 内のデフオルト奶 $10 が選択される 0 
paran[0]:PLAY KEY NUMBER (0 〜 127) 

param[ 1 ] : LEVEL (0 〜 127) 

param[ 2]: ASSIGN GROUP NUMBER (0:N0N,1 〜 127) 


j>araa[ 3]: PANPOT 
paran[4]:REVERB DEPTH 
parai[5]:CHORUS DEPTH 
param[6):Rx NOTE OFF 
param[7]:Rx NOTE ON 
paran[8]:DELAY SEND LEVEL 
paraa[ 9]: SOURCE DRUM SET#(MAP) 
paraiol 10]: PROGRAM NUMBER 
parajn[ll]:S0URCE NOTE NUMBER 
(SC-88VL マニユアル p82 参照 ) 


(0:RAND0M,01(LEFT) 〜 64 〜 127(RIGHT)) 

(0 〜 127:0• 〇〜 1.0) 

(0 〜 127:0• 〇〜 1.0) 

(0-1:0FF/0N) 

( 0 〜 1: 0FF/0N) 

(0-127:0 • 〇〜 1.0) 

( 1 - 2 ) 

(0-127) 

(0-127) 


int zmjt32jeset(int port, int id); 

機能 MT-32 の初期化 

引数 int port:MlDl ボートの番号 （ 0-3) 

•1 はカレント M1DI-0UT を使用 
int id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 

戻り 值 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

備考 id を -1 とすると以前設定したものが選択される。©初の使用時に 

省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト谕 $10 が選択される 0 


int zmjt32jdrtidljeserve I int port, int id, char *rsv j; 

楗能 MT-32 のバーシャルリザーブ 
引数 int port:MIDl ボー • 卜の番号 (0-3) 

-1 はカレント M1D 卜 OUT を使用 
int id:DEVICE ID(0-127 ， -1: 以前の值を使用 ) 
char *rsv: バート 1 〜バート 9 までのバーシャルリザーブ値が 

格納されているバッファ 

戻り 值 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

傅考 char *rsv からの領域にバーシャルリザーブ偵を 9 バート分格納し 

ておく。また、合計が楽器の最大同時発声数以下にならなければ 
ならない。 

paran[0 】 = バート l ， paraa[l] = バート 2". ， parai[8] = バート 9 
というふうに対応する。なお、バート 9 はリズムバートに対応す 
る。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される 0 最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUS1C 内のデフォルト値 $10 が選択される。 

int 211111132 jeverb (int port, int size, nit id, char *rsv); 

機能 MT-32 のリパーブバラメータの設定 


引数 int port:MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MID1-0UT を使用 
int size: リバーブバラメータデータサイズ（卜 3) 
int id:DEVICE ID(0-127 ， -1 : 以前の値を使用） 
char *rvb: リバーブバラメータ格納バッファ 
戻り 值 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

char *rvb からの領域にリバーブバラメータを記述しておく。 
size は 3 以内で、指定した size 個分のバラメータが MT-32 へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される 0 最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される 
rvb[0].REVERB MODE (0:Rooi, 1 :Hal 1 ,2:Plate,3:Tap Delay) 

rvb[l]:REVERB TIME (0 〜 7) 

rvb[2]:REVERB LEVEL (0 〜 7) 

(MT-32 マニュアル p35 ， CM-64 マニュアル p30 参照） 

int zmjt32jart 一 setupl int port, int size, int id, char trsv); 

機能 MT-32 のバートバラメータの設定 
引数 int port:MIDI ポートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント M1DI-0UT を使用 
int size: バートバラメータデータサイズ（レ 9) 

int id:d0-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 

char *para ■: バートバラメータ格納バッファ 
戻り 儈 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

備考 char *para ■ からの領域にバートバラメータを記述しておく。 
バートバラメータは、 
param[0 】 = バート 1 の MIDI チヤンネル， 
paran[ 1 ] = バート 2 の MIDI チヤンネル， 


parai[8 】 = リズ厶バートの MIDI チヤンネル 
という構成を取る。 

size は 9 以内で指定した size 個分のバラメータが MT-32 へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。 ® 初の使用時に 
畜略した合は Z-MUS1C 内のデフオルト偷 $10 か選択される 0 


int zmjUUml mt port, int size, mt drji char *drm); 

機能 MT-32 のドラムセットアップ設定 
引数 int port:MlDl ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント M1D 卜 OUT を使用 

int size: ドラ厶セットアッブバラメータデータサイズ（卜 4) 
int dr_id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 

dl6-d31=N0TE NUMBER(24 〜 87) 

char *drui : ドラ厶セットアッブバラメータ格納バッファ 

戻り 値 0 :正常終了 


備考 


〇以外：エラーコード 

char *drui からの領域にドラムセツトアップバラメータを記述し 
ておく。 

size は 4 以内で指定した size 個分のバラメータが MT-32 へ 


送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される 0 最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルトが選択される。 
drui[0]:TIMBRE (0 〜 63: il 〜 64,64 〜 127: rl 〜 64) 

drui[l]-.OUTPUT LEVEL (0 〜 100) 


drui[2]:PANP0T (0 〜 14) 

drai[3 】 ：REVERB SWITCH (0 〜 1:0FF/0N) 

(MT-32 マニュアル P35, CM-64 マニユアル p30# 照 ) 


int mjt3icomon(iiit port, int size, int cmjd f chdr komon); 

機能 MT-32 のコモンバラメータの設定 
引数 int port:MlDl ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size: コモンバラメータデータサイズ （ 1-4) 
int CB.id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1 : 以前の値を使用） 

dl6-d31=PR0GRAM NUMBER(l-64) 
char *conuDon: コモンバラメータ格納バッファ 
戻り值 0: 正常終了 
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〇以外：エラーコード 

備考 char *cominon からの領域にコモンバラメータを記述しておく 。 si 
ze は 4 以内で指定した size 個分のバラメータが MT-32 へ送信される 0 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される 0 最初の使用時に省略し 
た場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される。 

common[0] : Structure of Partial#l&2 (0 〜 12:1 〜 13) 

conmion[l]:Structure of Partial#3 &4 (0 〜 12:1 〜 13) 

conunon[2]:PARTIAL MUTE (0 〜 15} 

coimon[3]:ENV MODE (0 〜 1:N0RMAL,N0 SUSTAIN) 

(MT-32 マニュアル p34, CM-64 マニュアル p29 参照） 

int zmjt32jdrtidl/ int port, int size, ini pljd, char tpirtidl); 

機能 MT-32 のバーシャルバラメータ設定 

引数 int port:MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int size: バーシャルバラメータデータサイズ （ 1-58) 
int plJd:d0-dl5=DEVICE ID<0-127,-1: 以的の鱸を使用 ) 

dl6-d23=PARTIAL NUMBER(l-4) 
d24-d31=PR0GRAM NUMBER(l-64) 
char *partial: バーシャル•バラメータ格納バ ッ ファ 
戻り值 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

(II 考 char *partial からの領域にバーシャルバラメータを 

記述しておく。 

size は 58 以内で指定した size 個分のパラメータが MT-32 へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
畜略した _ 合は Z-MUSIC 内のデフオルト谕 $10 が選択される。 


partial[0]:WG PITCH COARSE 

<0 〜 96:C1,C#1 • 〜， C9> 

partial!1]:WG PITCH FINE 

(0 〜 100:-50 〜 +50) 

partial[2]:WG PITCH KEYF0LL0W (0 〜 16: - 1, 一 1/2, - 1/4,0, 1/8, 

1/4,3/8,1/2,5/8,3/4, 
7/8,1,5/4,3/2,2, 
sl,s2> 

partial[3]:WG PITCH BENDER SW 

(0 〜 1:0FF/0N) 

partial[4]:WG WAVEFORM/PCM BANK 

(0 〜 3:SQU1,SAW1,SQU2,SAW2) 

partial[5]:WG PCM WAVE 

(0 〜 127:1 〜 128) 

partial[6 】 ：WG PULSE WIDTH 

(0-100) 

partial[7]：WG PW VEL0 SENS 

(0 〜 14:-7 〜 +7) 

partial[8 】 ： P-ENV DEPTH 

(0 〜 10) 

partial[9]:P-ENV VEL0 SENS 

( 〇 〜: n 

partial[ 10 】 ： P-ENV TIME KEYF 

(0 〜 4> 

partial[ll]:P-ENV TIME 1 

(0 〜 100) 

partial[12]:P-ENV TIME 2 

(0-100) 

partial[13]:P-ENV TIME 3 

(0-100) 

partial[14]:P-ENV TIME 4 

(0 〜 100) 

partial[15]:P-ENV LEVEL 0 

(0 〜 100:—50〜 + 50) 

partial[ 16 】 ： P-ENV LEVEL 1 

(0 〜 100: -50 〜 +50)> 

partial[17]:P-ENV LEVEL 2 

(0 〜 100:-50 〜 +50) 

partial[ 18 】 ： P-ENV SUSTAIN LEVEL 

(0 〜 100: — 50 〜 +50) 

partial [19]: END LEVEL 

(0 〜 100,50〜 + 50) 

partial[20]:P-LF0 RATE 

(0 〜 100) 

partial[21]:P-LF0 DEPTH 

(0-100) 

partial[22]:P-LF0 MOD SENS 

(0 〜 100) 

partial[23]:TVF CUTOFF FREQ 

(0 〜 100) 

partial[24]:TVF RESONANCE 

(0 〜 30) 

partial[25]:TVF KEYF0LL0W (0 〜 14 

: 一 1,-1/2,-1/4,0,1/8 ， 1/4, 
3/8,1/2,5/8,3/4,7/8,1,5/4, 
3/2,2) 

partial[26]:TVF BIAS POINT/DIR 

(0 〜 127) 

partial[27]:TVF BIAS LEVEL 

(0 〜 14:-7 〜 +7) 

partial[28]:TVF ENV DEPTH 

(0 〜 100) 

partial[29]:TVF ENV VEL0 SENS 

(0 〜 100) 

partial[30 】 ：TVF ENV DEPTH KEYF 

(0 〜 4) 

partial[31]:TVF ENV TIME KEYF 

(0 〜 4) 

partial[32]:TVF ENV TIME 1 

(0-100) 

partial[33]:TVF ENV TIME 2 

(0 〜 100) 

partial[34]:TVF ENV TIME 3 

(0 〜 100) 

partial[35]:TVF ENV TIME 4 

(0-100) 

partial[36]:TVF ENV TIME 5 

(0-100) 


partial[37]:TVF ENV LEVEL 1 
partial[38]:TVF ENV LEVEL 2 
partial[39]:TVF ENV LEVEL 3 
partial[40]:TVF ENV SUSTAIN LEVEL 
partial [41 ]:TVA LEVEL 
partial [42 】 :TVA VEL0 SENS 
partial[43]:TVA BIAS POINT 1 
partial[44]:TVA BIAS LEVEL 1 
partial[45]:TVA BIAS POINT 2 
partial[46]:TVA BIAS LEVEL 2 
partial[47]:TVA ENV TIME KEYF 
partial[48]:TVA ENV TIME V—FOLLOW 
partial[49】：TVA ENV TIME 1 
partial[50]:TVA ENV TIME 2 
partial[51]:TVA ENV TIME 3 
partial[52】：TVA ENV TIME 4 

partial[53]:TVA ENV TIME 5 
partial [54] :TVA ENV LEVEL 1 
partial[55]:TVA ENV LEVEL 2 
partial[56]:TVA ENV LEVEL 3 
partial [57 】 ：TVA ENV SUSTAIN LEVEL 


(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜 100: - 50〜 + 50) 
(0 〜 127) 

(0 〜12:-12〜 0) 
(0-127) 

(0 〜12:-12〜 0) 
(0 〜 4) 

(0 〜 4) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 
( 0 - 100 ) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 


(MT-32 マニュアル p34,CM-64 マニュアル p29 参照 ) 


int m_mt32jdich I int port, int size, int pt 一 id, ckr ); 

機能 MT-32 のバツチバラメータ設定 


引数 int port : MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント HIDI-0UT を使用 
int size: バッチバラメータデータサイズ（卜 7) 
int pt_id:dO-dl5=DEVlCE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 

dl6-d31 こ PATCH NUMBER ( 卜 128) 


char 拿 patch : バッチバラメータ 格納 バッファ 
戻り値 0 :正常終了 


«考 


0以外：エラーコード 


char 拿 patch からの領域にバツチバラメータを 3 己述しておく。 
size は 7 以内で指定した size 個分のバラメータが MT-32 へ 
送信される。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。 R 初の使用時に 


S 略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 が選択される 0 

(0 〜 3:a ， b,i,r) 


patch[0]:TIMBRE GROUP 
patch[l]:TIMBRE NUMBER 
patch[2]:KEY SHIFT 
patch[3]:FINE TUNE 
patch[4]:BENDER RANGE 
patch[5]:ASSIGN MODE 


(0 〜 63) 

(0 〜 48: - 24 〜 + 24) 
(0 〜 100: -50〜 + 50) 
(0 〜 24) 

(0 〜 3:P0LY1 〜 4) 


patch[6]:REVERB SWITCH ( 0 〜 1: 0FF/0N) 

(MT-32 マニユアル p35 , CM-64 マニユアル p30 参照） 


int zmjtJ2jnnt I int port, int size，int id, char tines); 

機能 MT-32 の画面へのメ ッ セージ出力 
引数 int port:MIDl ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int size: メ ッ セージ長 （ 1-20) 
int id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の値を使用 ) 
char 拿 aes : 文字列格納 バッファ 
戻り値 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

»考 メ ッ セージは 20 文字以内で char *nes からの領域に文字列を記述 
しておく。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される 0 最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 が選択される。 


lot zmj220jeiup [int port, int id, ckr * setup); 

機能 11220 のセットアップパラメータの設定 

引数 int port:MIDI ボートの番号 （ 0 - 3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int id:d0-dl5=DEVICE 1D(0-127,-1: 以前の値を使用 ) 
char 拿 setup : セットアップバラメータ格納バッファ 
戻り值 0 :正常終了 

〇 以外：エラーコード 
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備考 char *setup からの領域にセツトアップバラメータを記述して 


注意 


おく 0 


char *setup の構成は必ず下に示す軎式に従う 0 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 

省略した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される。 


setup[0]:Chorus SW 
setup[l]:Reverb SW 
setup[2]:Rx Cntrl Channel 
setup[3]:Patch Change 
setup[4]:Tiibre Change 
setup[5]:Rhythi Change 
setup[6]:R.Inst Assign 


(0 〜 1:OFF/ON) 

(0 〜 1:OFF/ON) 

(1 〜 17: 卜 16,0FF) 
(0 〜 5:MAPl 〜 MAP4,Dir ， 0FF) 
(0 〜 5:MAP1 〜 MAP4 ， Dir ， 0FF) 
(0 〜 5:MAP1 〜 MAP4 ， Dir,0FF) 
(0 〜 5:MAP1 〜 MAP4,Dir ， 0FF) 


(U220 マニュアル P46, pl46 〜 148 参照 ) 


11220 用の関数は 1)20 に対しても使用できる。以下同様。 


int zmj220jdrtjetupl ini port,int ptjd f ch&r 本 setup); 

機能 11220 の（テンボラリバッチ）バートセットアツブバラメータの設定 

引数 int port:MIDI ボートの番号 (0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 
dl6-31=PART NUMBER ( 卜 6) 

char *setup : バートセットアツブバラメータ格納バツフア 


戻り 値 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char *setup からの領域にバートセツトアツブバラメータを 
記述しておく。 

char *setup の構成は必ず下に示す ! ！ } 式に従う 0 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される 0 崧初の使用時に 

省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト始 $10 が選択される 0 


setup[0]:Tinbre Nuiber 
setup[l]:Voice Reserve 
setup[2]:Receive Channel 
setup[3]:Key Range Low 
setup[4]:Key Range High 
setup[5]:Velo Level 
setup[6]：Velo Threshold 
setup[ 7]: Output Assign 
setup[8]-.Level 
setup[9]:Pan 
setup[10]:Rx Volume 
setup[ll]:Rx Pan 
setup[12]:Rx Hold 
(11220 マニュアル p58,pl49 参照 ) 


(1 〜 128) 

(0 〜 30) 

(卜 17:1 〜 16,0 FF ) 

(0 〜127:01〜 G 9) 

(0 〜 127: C -1 〜 G 9> 

(0 〜 l : Above / Below ) 

(0 〜 127) 

(0〜4: Dry , Rev , Cho ， Dirl ， Dir 2) 

(0-127) 

(0 〜 15: L 7 〜 M 〜 R 7) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

( 0〜1: 0 FF /0 N ) 

( 0〜1: 0 FF /0 N > 


int zmj220jo_ii( int port, int id, ckr fcomon); 

機能 11220 の（テンボラリバツチ）コモンバラメータの設定 

引数 int port:MH)I ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の僅を使用 ) 

char »coMon : コモンバラメータ格納バッファ 


戻り值 
備考 


0 :正常終了 
〇以外：エラーコード 

char 拿 conion からの領域にコモンバラメータを記述しておく。 
char *coBion の構成は必ず下に示す書式に從う〇 


id を -1 とすると以前設定したものが選択される 0 最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト偵 $10 が選択される 0 


couon[0]:Chorus Type 

coMon[l]:Chorus Out Mode 
conuion[2]:Chorus Level 
conaon[ 3]: Chorus Delay 
conuion[4]:Chorus Rate 
conu>on[5]:Chorus Depth 
connon[6]:Chorus Feedback 
conuBon[ 7]: Reverb Type 

common [8]: Reverb Tine 
cowion[ 9]: Reverb Level 
comnon[ 10]: Reverb Delay Feedback 


(0 〜 4: Chorus 1,Chorus2 ， FB -Chorus, 

FI anger,Short Delay) 
(0 〜 l:Pre Rev,Post Rev) 
(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(0 〜 31) 

(1 〜 63: -31 〜〇 〜 + 31) 
(0 〜 7:Rooil 〜 3,Halll 〜 2, 
GateDe 1 ay , C ros sDe 1 ay) 
(0 〜 31) 

(0 〜 3" 

(0 〜 31) 


coiion[ll]:Reverb Pre Delay Feedback (0 〜 31) 

couon[12]:Parail # (0 〜 63:0 〜 5,7 〜 31,64 〜 95, OFF) 

co«aon[13]:Paraal Parai (0:Tinbre Level,l:Env Attack 

2:Env Decay,3:Env Sustain 
4:Env Release,5:A.Bend Depth 
6:A.Bend Rate,7:Detune Depth 
8:Vib Rate,9:Vib Wave Fon 
10:Vib Depth ， ll:Vib Delay 
12:Vib Rise Tiie,13:Vib Mod Depth 
14:Chorus Level,15:Chorus Rate 
16:Chorus Feedback, 17:ReverbLevel 


18:Delay Feedback) 


cooon[14]:Parai2 # 
comon[15]:Parai2 Parai 
couon[16]:Parai3 # 
comaon[17]:Parai3 Parai 
(11220 マニュアル p54,pl49 参照） 


(Sane as Paraal #) 
(Saae as Parai1 Parai) 
(Saae as Paraal #) 
(Saie as Paranl Param) 


int zmj220Jimbre( int port, int tmjd f char timbre); 

機能 11220 のティンバーバラメータの設定 

引数 int port:MIDI ポートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント M1D 卜 OUT を使用 
int ti id:dO-dl5=DEVICE 1D(0-127,-1 : 以前の偷を使用） 

dl6-d31=PR0GRAM NUMBER(1-128) 
char *thbre : ティンバーバラメータ格納バッファ 


戻り值 

«考 


0 :正常終了 
0以外：エラーコード 

char *tinbre からの領域にテインバー • バラメータを 3 己述して 
おく 。 char *tiabre の構成は必ず下に示す 离 式に従う。 
id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
畜略した場合は Z-MUS1C 内のデフオルト値 $10 が選択される 0 


timbre[0]:Tone Media 
timbrel1]:Tone Nuiber 
timbre[2]:Timbre Level 
timbre[3]:Velocity Sens 
tinbre[4]:Channel Press Sens 
tiabre[5]:Env Attack Rate 
tiabre[6]:Env Decay Rate 
tiibre[7]:Env Sustain Level 
tiibre[8]:Env Release Rate 
tiibre[9]-.Pitch Shift Coarse 
timbrel 10]:Pitch Shift Fine 
ti 讎 bre[ll]:Bend Range Lower 
ti^bre[ 12】： Bend Range Upper 
tinbre[13]-.Channel After Sens 
ti*bre[14]:Poly After Sens 
tiibre[15]:Auto Bend Depth 
timbre[ 16]: Auto Bend Rate 
timbre[17]:Detune Depth 
timbre [18]: Rate 
timbre[19]:Wavefon 
ti«bre[ 20]: Depth 
tiibre[21]:Delay 
tiibre[22]:Rise Tiie 
tiibre [23]: Modu1ation Depth 
tiibre[24]:Ch After Sens 
tiibre[25]:Poly After Sens 
(11220 マニュアル p65,pl49 参照 ) 


(0 〜 31:1,1 〜 31) 

(1 〜 128) 

(0-127) 

( 1 〜 15:-7 〜 +7) 

( 1 〜 15:-7 〜 +7) 

( 1 〜 15:-7 〜 +7) 

( 1 〜 15:-7 〜 +7> 

( 卜 15:-7 〜 +7) 

( 1 〜 15:-7 〜 7> 

(8 〜 56:-24 〜 +24) 
( 14 〜 114: 一 50〜 + 50) 
(0 〜 15: - 36•-24 ,一 12 〜 0) 
(0 〜 12) 

(0 〜 27: -36, 一 24 ， -12〜 + 12) 
(0 〜 27: -36, -24,-12 〜 + 12) 
(0 〜 27: -36, -24 ,一 12〜 + 12) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 63) 

(0 〜 8) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 

(0 〜 15) 


int iot port } mt id f ch&r tsetup); 

機能 U220 の（テンポラリバッチ）バッチドラムセツトアッブ設定 

引数 int port:MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の値を使用 ) 
char *setup : ドラムセツトアップバラメータ格納バッファ 

戻り值 0 :正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 char *setup からの領域にドラムセットアッブバラメータを 

記述しておく 。 char *setup の構成は必ず下に示す書式に従う 0 
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id を - 1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 が選択される。 


setup[0]:Rhythi Setup # 
setup[l]:Voice Reserve 
setup[2]:Receive Channel 
setup[3]:Level 
setup[4]:Level Boost Sw 
setup[5]:Rx Voluie 
setup[6]:Rx Hold 
(U220 マニュアル p63,pl49 参照 ) 


(0 〜 3:1 〜 4) 
(0-30) 

(1 〜 17:1 〜 16.0FF) 
(0 〜 127) 


( 0 〜1 
( 0 〜1 
( 0 〜1 


0FF/0N) 

0FF/0N) 

OFF/ON) 


int mjUNmjiisl (int port，lut dr 一 id，char tinst); 

機能 1)220 の（テンポラリバッチ）ドラム音色設定 

引数 int port:MlDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int dr_id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 
: dl6-d31=N0TE NUMBER(35-99) 

char *inst : ドラム音色バラメータ格納バッファ 
戻り值 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 


㈣ 考 char *inst からの領域にドラム音色バラメータを記述しておく。 
char *inst の搆成は必ず下に示す * 式に従う。 
id を -1 とすると以前設定したものが選択される。屑初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフオルト値 $10 か選択される。 


inst[0]:Tone Media 
inst[ 1 ]:Tone Nimber 
inst[2]:Source Key 
inst[3]:Mute Inst 
inst[4]:Inst Level 
inst[5]:VeIocity Sens 
inst[6]:Env Mode 
inst[7]:Env Attack Rate 
inst[8]:Env Decay Rate 
inst[9]:Env Release Rate 
inst[10]:Pitch Shift Coarse 
inst[ll]:Pitch Shift Fine 
inst[12].-Channel After Sens 
inst[13]:Poly After Sens 
inst[14]:Randoa 
inst[15]:Auto Bend Depth 
inst[16]:Auto Bend Rate 
inst[17]:Detune Depth 
inst[18]:0utput Assign 
inst[19]:Pan 

(U220 マニュアル p72 ， pl49) 


(0 〜 31:1 ，卜 31) 

(1 〜 128) 

(0 〜 127:C-1 〜 G9) 
(34 〜 98:0FF,B1 〜 D7) 
(0 〜 31) 

(0 〜 15) 

( 0 〜 1: Sustain,No Sustain) 
( 卜 15:-7 〜 +7> 

(1 〜 15:-7 〜 +7) 

(1 〜 15:-7 〜 +7> 

(0 〜 27:-36 ， -24•-12〜 + 12) 
(14 〜 114: 一 50〜 + 50) 
(0 〜 27: -36, -24, - 12〜 + 12) 
(0 〜 27: -36,-24,-12〜+ 12> 
(0-15) 

(0 〜 27: -36, -24 •-12〜 + 12) 
(0 〜 15) 

(0-15) 

(0 〜 3:Dry,Rev,Cho,Dirl) 
(0 〜 15:L7 〜 M 〜 R7) 


int m_u220jnnt (int port, int size, int id f char tmes); 

機能 11220 の画面へのメッセージ出力 

引数 int port:MIDl ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MIDI-0UT を使用 
int size: メ ツセージ畏 （ 1-12) 
int id:d0-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 
char *_es : 文字列格納バッファ 
戻り値 0 :正常終了 

0以外：エラーコード 

«考 メッセージは 12 文字以内で char *nes からの領域に文字列を記述 
しておく。 

id を -1 とすると以前設定したものが選択される。最初の使用時に 
省略した場合は Z-MUSIC 内のデフォルト値 $10 が選択される。 


int zmjijeiup l ckr * setup); 

機能 Ml の SEQ-S0NG0 の MIDI チャンネルの設定 

引数 char *setup:8 バート分の MIDI チャンネル列格納 バッファ 

戻り值 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char *setup で表される領域には必ず 8 バート分の MIDI チャンネルを 
記載しておく。 

setup[0]: バート 1 の MIDI チヤンネル 
setup[l]: バート 2 の MIDI チヤンネル 


setup[2]: バート 3 の MIDI チヤンネル 
setup[3]: バート 4 の MIDI チヤンネル 
setup[4]: バート 5 の MIDI チヤンネル 
setup[5 】： バート 6 の MIDI チヤンネル 
setup[6 】： バート 7 の MIDI チヤンネル 
setup[7 】 : バート 8 の MIDI チヤンネル 

注意 Ml 用の命令は M1EX/M1R/M1REX に対しても使用できる。以下同様。 


int zmjljdrtjetupl char 本 ptstup); 

機能 Ml の SEQ-S0NG0 のトラックバラメータの設定 

引数 char *ptstup:8 バート分のトラックバラメータ格納バッファ 

戻り値 0 :正常終了 


備考 


〇 以外：エラーコード 

char *ptstup で表される領域には必ず 8 バート分の 
トラックバラメータを記載しておく。 

TRACK 1 


ptstup[0]:PROGRAM NUMBER 

ptstup[l]:0UTPUT LEVEL 

ptstup[2]:KEY TRANSPOSE 

ptstup[3]:DETUNE 

ptstup[4]:PAN 

TRACK 2 〜 8 

以下同様 

(Ml マニュアル pl26# 照） 


(0 〜 199:100 〜 ( ； 39) 

(0 〜 99) 

($F4 〜 $0C: -12 〜 12) 

($CE 〜 $32: -50 〜十 50) 

(0 〜 13:10:0 〜 0:10, C,C+D,D) 


int zmjiljffeci 一 setup (char 扣 ffect); 

» 能 Ml の SEQ-S0NG0 のエフ x クトバラメータの設定 

引数 char 拿 effect : エフヱクトバラメータ格納バッファ 
戻り値 0 :正常終了 

〇 以外：エラーコード 


«考 


char *effect で表される領域にはダミーデータも含めて 
必ず 25 個のエフ x クトバラメータが記載されていなければ 
ならない。 


effect[0]:Effect 

effect[l]:Effect 

effect[2]:Effect 

effect[3]:Effect 

effect[4]:Effect 

effect[5]:Effect 

effect[6]:0utput 

effect [7 】： Output 

effect[8]:Effect 


1 Pattern No. 

2 Pattern No. 

1 L-Ch E.Balnc 

1 R-Ch E.Balnc 

2 L-Ch E.Balnc 

2 R-Ch E.Balnc 

3 Pan 

4 Pan 

1/0 (BITOrEffect 
BITl:Effect 
BIT2:Effect 
BIT3:Effect 


(0 〜 33:1 〜 32,Thru) 
(0 〜 33:1 〜 32,Thru) 
(0 〜则 
(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜100) 

(0 〜 101:0FF,100:0 〜 0:100) 
(0 〜 101:0FF,100:0 〜 0:100) 
1 L-Ch 0 = 0FF/1=0N 

1 R-Ch 0 = 0FF/1=0N 

2 L-Ch 0=0FF/1=0N 
2 R-Ch 0 = 0FF/1=0N) 


BIT4:Effect 2 0=PARALLEL/1=SERIAL) 
effect[9 〜 16]:Effect 1 Paraieter 
effect[17 〜 24】：Effect 2 Paraieter 


Structure of Effect Parameter 

(ofs=9 or 17) 

1 〜 3:Hall (4,5:Rooi,6:Live Stage) 

effect[ofs+0]:Reverb Tiie (0 〜 97:0.2 〜 9.9),(0 〜 48:0.2 〜 5.0) 
effect[ofs+l]:Diuwy 〇 


effect[ofs+2】:High Daap 
effect[ofs+3]:Pre Delay 
effect[ofs+4 】 :E/R Level 
effect[ofs+5】：Dimiy 
effect[ofs+6]:EQ High 
effect[ofs+7]:EQ Low 


(0 〜 99) 

(0 〜 200) 

(0 〜 99) 

0 

($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: —12〜 + 12) 


7 〜 9:Early Reflection 1,2,3 
effect[ofs+0]:E/R Tine 
effect[ofs+l】：Pre Delay 
effect[ofs+2]:Duuy 


(0 〜 70: 100 〜 800) 
(0 〜 200) 

0 


effect[ofs+5]:Dumiy 
effect[ofs+6]:EQ High 
effect[ofs+7]:EQ Low 


($F4 〜 $0C: - 12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 
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10:Stereo Delayt,ll:Cross Delay 
effect[ofs+0]:Delay Tiie L (L) 
effect[ofs+l]:Delay Tiie L (H) 
effect[ofs+2]:Feedback 
effect[ofs+3]:High Daip 
effect[ofs+4]:Delay Tine R (L) 
effect[ofs+5]:Delay Tiie R (H) 
effect[ofs+6]:EQ High 
effect[ofs+7]:EQ Low 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 500) 

($F4 〜 $0C: —12〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: —12〜 + 12) 


12 〜 13:Stereo Chorus 1〜2 (14 〜 15:Flanger) 

effect[ofs+0] : Depth (0 〜 99) 

effect[ofs+1] : Speed (0 〜 99: 0.03 〜 3.00 0.03step 

100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 


effect[ofs+2]:LF0 Status 


effect[ofs+3]:Feedback 
effect[ofs+4]:Delay Tine 
effect[ofs+5]:Dumay 
effect[ofs+6]:EQ High 
effect[ofs+7]:EQ Low 


200 〜 216:14 • 〇〜 30.0 l.Ostep) 
(BITO:Wavefon =0:Sin,=1:Tri 
BITl:Phase =0:0.0°, = 1:180° 
BIT2：Wave Shape=0:Nonal 

=l:for FI anger) 
($9D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 
(0 〜 200M0 〜 50) 
0 

($F4 〜 $0C: -12〜 + 12) 
($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 


16 〜 17:Phase Shifter 1〜2 

effect[ofs+0]:Depth 

effect[ofs+l]:Speed 


effect[ofs+2]:LF0 Status 


effect[ofs+3]feedback 
effect[ofs+4] :Maniial 
effect[ofs+5]:Dunay 
effect[ofs+6] :Duinay 
effect[ofs+7]:Dumay 


(0 〜 99) 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 
100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
(BITOrWavefor® =0: Sin, =1 :Tri 
BIT1 .Phase =0:0.0° ,=1 :180° 
BIT2:Wave Shape =0:Normal 

= l:for FI anger) 
($9D 〜 $63: — 99 〜 + 99) 
(0-99) 

0 

0 

0 


18 〜 19.Stereo Toreiolo1 〜 2 

effect[ofs+0]-.Depth (0 〜 99) 

effect[ofsil]:Speed (0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step 

100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 


200 〜 216:14 • 〇〜 30.0 l.Ostep) 

effect[ofs+2]:LF0 Status (BITOrWavefor* =0:Sin,=1:Tri 

BIT1: Phase =0:0.0° ,=1 ： 180° 
BIT2：Wave Shape=0:Nonal 


effect[ofs+3】：Shape 

=l:for FIanger) 
($9D 〜 $63: - 99 〜 + 99) 

effect[ofsM]:Duaiy 

0 

effect[ofs+5]:DuMy 

0 

effect[ofs+6]:EQ High 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 

effect[ofs+7]:EQ Low 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 

20.Equalizer 

effect[ofs+0]:Dunay 

• 

0 

• 

• 

effect[ofs+3]:Dumay 

• 

0 

effect[ofs+4]:Low fc 

(0 〜 2:0.25k,0.50k,1.00k) 

effect[ofs.5]:High fc 

(0 〜 2:1k,2k,4k) 

effect[ofs+6]:High Gain 

($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 

effect[ofs+7]:Low Gain 

($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 

21:0verdrive 

effect[ofs+0]:Dujnjiiy 

0 

effect[ofs+l]:Dua»y 

0 

effect[ofs+2】：Drive 

(0 〜 99) 

effect[ofs+3]:Level 

(0 〜 99) 

effect[ofs+4]:Duoy 

0 


effect[ofs+5]:DuMy 
effect[ofs+6]:EQ High 
effect[ofs+7]:EQ Low 

22-.Distortion 
effect[ofs+0]:Dumay 
effect[ofs+l]:Dumiy 
effect[ofs+2]:Distortion 
effect[ofs+3]:Level 
effect[ofs+4]:Duiiy 
effect[ofs+5]:Dumay 
effect[ofs+6】：DuMy 
effect[ofs+7]:EQ Low Gain 

23:Exciter 
effect[ofs+0】：Blend 
effect[ofs+l]:Eniphatic Point 
effect[ofs+2]:Dumy 

effect[ofs+5]:DiiMy 
effect[ofs+6]:EQ High 
effect[ofs+7]:EQ Low 

24 : Synphonic Ensaible 
effect[ofs+0].Depth 
effect[ofs+l 】 :Dui*y 

effect[ofs+5]:Du**y 
effect[ofs+6]:EQ High 
effect[ofs+7]:EQ Low 

25:Roteffect Speaker 
effect[ofs+0】：Depth 
effect[ofs+l]:Dumiy 
effect[ofs+2】：Speed Rate 
effect[ofs+3]:Dui*y 

鑄 

effect[ofs+7】:Dumay 

26:Delay/Hall 

effect[ofs+0].Delay Tiie (L) 
effect[ofsM].Delay Tine (H) 
effect[ofs+2]feedback 
effect[ofs+3]:High Damp 
effect[ofs+4] : Reverb Tiie 
effect[ofs+5]:Diimjny 
effect[ofs+6]:High Damp 
effect[ofs+7]:Pre Delay 

27:Delay/Rooi 

effect[ofs+0]:Delay Tiie (L) 
effect[ofs+l]:Delay Tine (H) 
effect 【 ofs+2] : Feedback 
effect[ofs+3]:High Damp 
effect[ofs+4]:Reverb Tiie 
effect[ofs+5]:DiiMy 
effect[ofs+6]:High Daap 
effect[ofs+7]:Pre Delay 


28:Delay/Early Reflection 
effect[ofs+0】：Delay Tiie (L) 
effect[ofs+l]:Delay Tiae (H) 
effect[ofs+2]:Feedback 
effect[ofs+3]:High Daip 
effect[ofs.4]:E/R Tiae 
effect[ofs+5]:Pre Delay 
effect[ofs+6]:Duniy 
effect[ofs+7]:Duny 

29-.Delay/Chorus 


0 

($F4 〜 $0C: - 12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C: — 12 〜 + 12) 


0 

0 

(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

0 

0 

0 

($F4 〜 $0C: -12〜 + 12) 


($9D 〜 $63: — 99〜 + 99) 
(0 〜 9:1 〜 10) 

0 


($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 
($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 


(0 〜 99) 
0 


($F4 〜 $0C: - 12〜 + 12) 
($F4 〜 $0C:-12 〜 + 12) 


(0 〜 99) 

0 

($F6 〜 $0A: -10〜 + 10) 
0 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: -99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 97:0. 2 〜 9.9) 
0 

(0 〜 99) 

(0 〜 150) 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 97:0.2 〜 9.9) 
0 

(0 〜 99) 

(0 〜 150) 


(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: -99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 30:100 〜 400) 
(0 〜 150) 

0 

0 
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effect[ofs+0].-Delay Tine L (L) 
effect[ofs+l]:Delay Time L (H) 
effect[ofs+2]:Feedback L 
effect[ofs+3]:High Daip L 
effect[ofs+4]:Delay Time R (L) 
effect[ofs+5]:Delay Time R (H) 
effect[ofs+6]:Feedback R 
effect[ofs+7]:High Danp R 


(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 500) 


($9D 〜 $63: -99 〜 99) 
(0 〜 99) 


30: Delay/Chorus (31:Delay Flanger) 
effect[ofs+0]:Delay Time (L) (0 〜 500) 


effect[ofs+l]:Delay Tine (H) 


effect[ofs+2]:Feedback 
effect[ofs+3]:High Danp 
effect[ofs+4]:Depth 


($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 99) 


effect[ofs+5】：Speed (0 〜 99:0. 03 〜 3. 00 0.03step 

100 〜 199:3.1 〜 13.0 O.lstep 
200 〜 216:14• 〇〜 30.0 l.Ostep) 
effect[ofs+6]:LF0 Status (BITOrWavefon =0:Sin,=1:Tri 


BITlrPhase =0:0.0°,= 1:180° 
BIT2：Wave Shape =0:Nonal 

=l:for Flanger) 

effect[ofs+7] feedback 0,($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 


32:De1ay/Phaser 
effect[ofs+0]:Delay Time (L) 
effect[ofsM]:Delay Tine (H) 
effect[ofs+2]:Feedback 
effect[ofs+3]:High Danp 
effect[ofs+4]:Depth 
effect[ofs+5】：Speed 
effect[ofs+6]:Feedback 
effect[ofs+7]:D_y 


(0-500) 

U9D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0-99) 

(0 〜 99> 

(0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03step) 
($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 
0 


33:Delay/Tre 1010 
effect[ofs+0】:Delay Tine (L) 
effect[ofs+l 】 :Delay Time (H) 
effect[ofs+2):Feedback 
effect[ofs+3] : High Damp 
effect[ofs+4]:Depth 
effect[ofs+5 】： Speed 
effect[ofs+6]:Duiay 
effect [ofs+7】:Shape 

(Ml マニュアル pl27 参照） 


(0 〜 500) 

($9D 〜 $63: - 99 〜 99) 
(0 〜 99) 

(0 〜 99) 

<0 〜 99:0.03 〜 3.00 0.03 step) 

0 

($9D 〜 $63: — 99 〜 99) 


mt zmjljrint (mt size, char taes); 

機能 Ml の SEQ-SONGO のタイトル設定 

引数 int size: メ ッ セージ畏（卜 10) 
char *ies : 文字列格納 バッファ 
戻り値 0 :正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 メ ツ セージは 10 文字以内で char *ies からの領域に文字列を 

記述しておく。 


int mjeniJojl I int port, int id); 

機能 Ml へバラメータを送信する 

引数 int port:MIDI ボートの番号 （ 0-3) 

-1 はカレント MID 卜 OUT を使用 
int id:dO-dl5=DEVICE ID(0-127,-1: 以前の值を使用 ) 

戻り值 0 :正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 DEVICE ID=&H30 + ( グローバルチャンネル ー 1) 

グローバルチヤンネルは GLOBAL モー ドの F5 — 1 で設定できる。 
id は省略可能。省略すると以前設定したものが選択される。最初 
の使用時に省略した場合は Z-MUS1C 内のデフオルト値 $30 が 
選択される。 

必ず ’ nLsetup()’ 〜 ’ml_print ()’ を設定してからこの命令を実行 
すること 0 ’ml_effect_setup()’ のみ省略が可能 0 このときは Z-M 
USIC が持つデフオルトデータが送信される。 


’■l_setup()’ 〜 ’ il_print()’ の間に M 1 関係以外のコマンドが 
あると正常なデータが送信されない。 

例 

char a[8]={2, 1,4,3,6, 5,8,7}; 

/* 音色，音置，キ - トラン； u° - r , r チュ-ン，ハ。ンのフォ - マット */ 
char b[40]={ 0,99,0,0,5, /*TRACK 1*/ 

0,99,0,0,5 ， /*TRACK 2 拿 / 

0,99,0,0,5, /*TRACK 3*/ 

0,99,0,0,5, /*TRACK 4*/ 

0,99,0,0,5, /*TRACK 5*/ 

0,99,0,0,5, /*TRACK 6*/ 

0,99,0,0,5, /*TRACK 7 ♦/ 

0,99,0,0,5}; /*TRACK 8 拿 / 

■l.setup(a); 
il_part_setup(b); 
al_print(7,"Zenji.N w ); 
send.to_al(-l,&H30); 

char tzmjcmjead(int m int fldg, int type, int orig, chdr fpdnm); 

機能 （ ad)pcm ファイルの登録 

引数 int nun: 登録港号 （ トーン番号の場合 : 〇〜 32767) 

( 音色番号の場合 : $8000+(0 〜 32767) 
int flag:(AD)PCM 加エコマント -(PPC) で (AD)PCM データ加工するか 
(-l:Yes,0:No) 

int type: 登 » 次元 (-1:AD PCM,l=16BitPCM,0=V2 互換 ) 
int orig: オリジナルキー： 0-127 

char *paraa : 登鉍データ情報および PPC 列格納ノ、 • ヅファ（備考参照） 
戻り値 0 以外： char 拿 parai 処理後のアドレス 
0 :ェラー 

«考 char *parai ■ からはまず、爵大 32 文字分の音色名文字列を 
格納する。終從コードは 0 。 

次にディスクから （ AD)PCM ファイルを練みこむ場合はそのファイ 
ル名を格納する。終；*コードは〇〇 ...(1) 

ディスクからデータを兢み込まずにすでに Z-MUSIC 側に登鉍され 
ている （ AD)PCM データをコビーして加工するには音色名の後に 
$0000 を格納し、さらにその後に参照番号を指定する。 ... （ 2) 

PPC で （ AD)PCM を加工する場合には、 PPC 列をこの後ろに格納して 

ぉく。 

また、 PPC で （ AD)PCM を加工する坳合は必ず int flag を -1 とする 
こと。 flag が 0 では、たとえ PPC があっても無視される。 

PPC については MEASURE 12 を参照。 

(1) の場合 

[TONE NAME ••• 最大 32 文字】， 0, [FILENAME 文字列】 ， 0, PPC コマンド列 … 

(2) の場合 

[TONE ~ 州 £... 屑大 32 文字】， 0,$00,$00, 参照先番号 (2 わゲ 163) ノ ?( ：： 17 ンド列 ... 
参照先番号は、 

ノー ト番号の場合 : 〇 〜32767 
音色番号の埸合 : $8000+(0 〜 32767) 

で表される。 

mt zmjcm_ erase (int m); 

機能 （ AD)PCM ファイルの登録取消 

引数 int mu: 取消したい登録番号（ノー ト番号の場合 : 〇〜 32767) 

( 音色番号の場合 : $8000+(0 〜 32767) 

戻り值 0 :正常終了 

0 以外：ェラーコード 

mt zmjegisterjpd( chdr 本 zpd) ; 

機能 ZPD の登録 

引数 char *zpd: 登録する ZPD のファイルネーム 

戻り值 0 :正常終了 

0 以外：ェラーコード 

mt znijetjpiiJdblel int ver f char 打 pd I; 

機能 ZPD テーブルの登録 

引数 int ver:ZPD バージョンタイブ (0:V1.0 〜 V2.0,1:V3,2:PDX) 

char *zpd: 登録する ZPD テーブル 

(ZPD ヘッダ r$i a , , ZiaDPcM , j 含まず） 
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戻り值 0 :正常終了 




〇以外：エラーコード 

備考 ZPD のテーブルの 構造に ついては MEASURE12 を参照 

int mjxecjubfilel ckr tfilenm); 

機能 サブファイルの読み込みと実行 

引数 char *filena 通 e : サブファイルのファイル名 

戻り 值 0 :正常終了 

0 以外：エラーコード 

備考 サブファイルとは演奏の際に必要となる別ファイルにまとめた 

補助ファイルのことを指す。具体的には、演奏ファイル （ ZMS,ZMD, 
OPMK AD PCM 定義リスト （ CNF),ZM) ファイル、 MIDI データファイ 
ル （ MDD ， M1D) など 0 

int zniJrdnsmtjidiJiJinpl int port, char tfilenm); 

機能 MIDI データファイルの転送 

引数 int port:MIDl ボートの番号 （ 0-3) 

•1 はカレント M1DI-0UT を使用 
char *filenaae:MIDI データファイルのファイル名 

戻り 值 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

㈣ 考 MIDI データファイルには ver.2.0 以前で摞準 MIDI データファイル 
とされてきた MDD ファイルと ver.3.0 から採用されたスタンダード 
MIDI ファイル （ F0RMAT0) の 2 タイブがあるが、この関数ではどちら 
も MIDI 機器へ転送することができる。 

int zmjeimeJormKint mve, char Md); 

機能 波形メモリの登録 i 

引数 int wave: 波形番号 (8-32767) 

char *data : 波形メモリデータ格納バッファ 

戻り 值 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

¢8考 char *data で表される波形メモリデータは以下の構成を取る。 
data+0(int): 波形のデータサイズ（必ず偶数） 
data+4( char) : ルーブタイブ ( 0: oneshot ， 1: repeat, 2: a 1 tanat ive) 

data+5(int ): ループ開始オフセット 
data+9(int ): ループ終了オフセット 
data+13(int): ループ回数 〜) 
data+17(int ): ダミー 
data+21(char ): 波形名文字列畏 
data+22(?bytes): 文字列(終纗コード〇無し） 

偶数アドレスから実降の波形データ （signed short) 


※本関数で登録された波形は Z - MUSIC に取り込まれるため、 

関数実行後、波形データ本体のメモリを解放しても構わない。 

int mjetjdveJorm2lint me, chdr Ma); 

機能 波形メモリの登録 2 

引数 int wave: 波形番号 （8-32767) 

char * data : 波形メモリデータ格納バッファ 

戻り 値 0:正常終了 

〇以外：エラーコード 

備考 char * data で表される波形メモリデータは以下の構成は 
zb set _ wave _ fonl () と同じ。 

※本閲数で登録された波形は Z - MUSIC に取り込まれないため、 

問数実行後、波形データ本体のメモリを解放してはならない。 

int tmjbtdiojvents (int ointf int tevent); 

機能 各楢イペントの取淠 

引数 int 0Bt : どのイペントに閱する設定を行うかのビットマーカー 

ビット=1でそのイベントの設定を更新する。 
int event (8>: 各櫓イペント発生時のジャンプ先とジャンプ条件 
が記述された配列。構成は備考参照。 

- 1 とすると int omt によらず設定は一切行わない。 

戻り 值 現在の設定を格納した領域のアドレス。構成は備考参照。 

備考 event (0).- a _ play が実行時のアャンフ。先アト讣ス out の d 0 ビット 

event ( l):i stop が実行時の*/ャンフ。先アドレス〇画 t の dl ビット 
event (2 ):m cont が実行時の/ヤンフ。先アドレス omt の d 2 ビット 


event(3h 演奏が終了時のデャンフ。先アドレス 〇畝の d3 ビット 

event(4): 指定ループ回数 （ 0:OFF,l-256) oat の d4 ビット 

event(5): 指定回数 ft- フ。時の / ャンフ。先アドレス out の d5 ビット 
event(6): 指定クロック （ 0:0FF,1 〜） o^t の d6 ビヅト 

event(7 ): 演奏開始後指定クロック経過時のジャンブ先アドレス 

〇醒 t の d7 ビット 

int 〇れでビット = 1 としたバラ メータの みを int event(0 ) から 
記述しておく 。 int out でビット =0 としたバラメータに関しては 
記述しない。 

たとえば int oit=$81 の場合、 

event(0) に Ijlay が実行されたときのジャンブ先アドレス」 
event( 1 ) に「奏開始後指定ク D ック経過したときの / ャンフ。先アドレス」 

を記述しておけばよい。 

int zmJoopjoDtrol(int mode j ; 

機能 現在の演奏のループを制御する 

引数 int node : ルーブ制御モード 

-1 = 現在のループ回数を得る 
0 =通常ループモード 
1 =ループしない 

戻り值 -1 以外：現在のループ回数 （1 〜） 

-1 : エラー 

short tmjdskjncksl short *track 1; 

機能 トラックマスク 

引数 short *track : マスクするトラックとマスクモードのペアを格納 
したバッファ 

戻り値設定できなかったトラック港号 （short int ) の並びを格納した領 
域のアドレス 
終瑰 コー ド =-1( short) 

備考 short 拿 track からは 

(short) トラック番号 : 0-65534, 

( short ) マスクモード （0 :MASK OFF , 1 REVERSE ,-1 :MASK ON ) 

の数値列を記載する 0 終 J* コードは （ short)-l 。 

int ziimskjlljracks!int mode j; 

機能 全トラックマスク 

引数 int iode : ( 0: MASK OFF, 1: REVERSE,-1:MASK ON) 

戻り値 0 : 正常終了 

〇以外：エラーコード 

int zm_soloJrdck( int track j ; 

機能 ソロトラック演奏 

引数 int track: トラック番号 （ 0-65534) 

戻り値 0 :正常終了 

〇以外：エラーコード 

int tzmjdskjhdimels (short tcknnel); 

機能 チャンネルマスク 

引数 short 拿 channel: マスクするチャンネル ID とマスクモードのペア 

を格納したアドレス 

戻り值設定できなかった （ int) チャンネル 1D の並びを格納したアドレス 
終《コー Mint)-1 
備考 int 拿 channel からは、 

(int) チャンネル IM short ) マスクモード 
の数値列を記載する 0 なお、チャンネル ID は、 

チャンネル 1D ( 上位 16 ビット >:0=FM 音源， 1=AD PCM 音源 

$8000=MIDI1,$8001=MIDI2 
$8002=MIDI3,$8003=MIDI4 
-1= カレント MIDI 

チャンネル ID ( 下位 16 ビット）：チャンネル番号 (M5 

マスクモードは （ 0:MASK OFF, 1: REVERSE,-1:MASK ON) の値をとる。 

終靖コードは (short)-l 。 

たとえば MID11 の 15 チャンネル <lD:$800(L000e) をマスクク UD:$ffff )、 

AD PCM の 3 チャンネル （ ID:$0001 一 000 2) をマスク反転 （ ID:$ 000 1) 

する場合は、 

{ 0x8000 ， 0x000e , Oxffff ， 0x0001,0x0002 ， 0x0001 ， Oxffff} 

となる。 
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void mjdskjlljhdnnelslint mode); 

機能 全チヤンネルマスク 

引数 int iode :(0 :MASK OFF , 1: REVERSE ,-1 :MASK ON ) 

戻り値 0: 正常終了 

0 以外：エラーコード 

void mjolojhdimeK int chmel); 

機能 ソロチヤンネル演奏 

弓 I 数 int channel : (上位16ビット）： 0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= MIDI 1,$8001= HIDI 2 
$8002= MIDI 3，$ 8003 = MIDI 4 
-1= カレント MIDI 

int channel : (下位 16 ビット）：チヤンネル番号 0-15 
戻り値0:正常終了 

0以外： エラーコード 

int zmjetjfioiitpiit 一 level(char *out) ; 

機能 各チヤンネルの出カレベルの設定 

引数 char * out : 出カバラメータを記載した領域 
戻り値0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 char * out からは以下の構成の出カバラメータを格納しておく。 
out +0( short ): デバイス （0= FM 音源， 1 =AD PCM 音源 

$8000= MIDI 1,$8001= MIDI 2 
$8002= MIDI 3,$8003= MIDI 4 
-1=カレント MIDI ) 

out +2( short ): チヤンネル番号 <〇-15) 
ou い 4( char ): バラメータ有効ビット 

( d 0: 移動速度， dl : 開始レペル， d 2: 終了レベル） 
対応したビット=1で、そのバラメータが後蜣する 
out +5( short ): 移動速度（フヱーダー移動速度。0で動かさなぃ） 

oiit +7( char ): フエ ー ダー移動開始レベル（〇- 128 )( 128 が原音レへ 1 ) 
out +8( char >: フエ ー ダー移動終了レペル（〇- 128 )( 128 が原音レへ # ») 

int ziset 一 trjutput 一 level(ckr M) ; 

機能 各トラックの出カレベルの設定 
引数 char * out : 出カバラメータを記載した領域 
戻り儈0:正常終了 

0以外：エラーコード 

備考 char * out からは以下の搆成の出カバラメータを格納しておく。 
out +0( short ): トラック番号(0-65534)、 
out +2( char ): バラメータ有効ビット 

( d 0: 移動速度， dl : 開始レベル， d 2: 終了レベル） 

対応ビット=1で、そのバラメータが後続する 
out +3( short ): 移動速度（フエーダー移動速度。0で動かさなぃ） 

out +5( char ): フエ ー ダー移動開始レペル （ 0 - 128M128 が原音レへ*)〇 
out +6( char ): フエ ー ダー移動終了レペル（〇- 128 >( 128 が原音レへ # 路> 

int znimsterjaderi ckr tfdr); 

機能 マスターフヱーダーの設定 

引数 char * fdr : 出カバラメータを記載した領域 

戻り值0:正常終了 

0以外： エラーコード 

備考 char * fdr からは以下の構成の出カバラメータを格納しておく。 
〇_( short ) :デバイス (0= FM 音源, 1 =AD PCM 音源 

$8000= MIDI 1,$8001= MIDI 2 
$8002= MID 13，$ 8003 = MIDI 4 
-1= カレント MIDI ) 
out +2( char ): バラメータ有効ビット 

( d 0: 移動速度, dl : 開始レベル， d 2: 終了レベル） 

対応しビット=1でそのバラメータが後続する 
out +3( short ): 移動速度（フヱーダー移動速度。0で動かさなぃ） 

out +5( char >: フヱーダー移動開始レベル ( 0 - 128 )( 128 が原音!/へ•路) 
out +6( char >: フエーダー移動終了レベル ( 0 - 128 )( 128 が原音 1 / V 路) 

int zmjetJdderjUtus I void); 

機能 フ x —ダーの 状態取得 

引数 なし 
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戻り 值 d0,dl,d6,d7 ビットに検査結果が反映される。 

d0 : 実行中のチヤンネルフエーダーすべてが目的に達している 

(1: 達成した 0: 遂成していない） 
dl : 実行中の マスターフエーダーすべてが 目的に達している 

(1: 達成した 0: 達成していない） 
d6: チヤンネルフヱーダーの状態 （ 1: 実行中 0: 実行されていない） 
d7: マスターフエーダーの状態 （ 1: 実行中 0: 実行されていない ) 

int zmjetjhyjimel void); 

楗能 演奏時間の取得 

引数 なし 

戻り 値 16 進表現で 00HHMMSS という * 式で返ってくる。 

なお HH:0-99 ， MM:0-59,SS:0-59 の値を取る。 

chur *zmjetJstjoment(void); 

機能 演奏中の曲のコメントを取り出す 

引数 なし 
戻り 值 文字列のポインタ 
終瑰コードは〇 

int znijei timer^mode (void); 

楗能 現在のテンポソースとなっているタイマの w 類を返す 

引数 なし 

戻り « 0: タイマ A,l: タイマ B,2:YM3802 タイマ 

short tzmjetjmkjdble (void) ; 

楗能 音楽演赛トラックテーブルのアドレスを得る 
引数 なし 

戻り 值 音楽演赛トラックテーブルのアドレス 
«考 音楽演赛トラックテーブルには演奏に使用される 

(short) トラック港号が （ short)-1 を終端コードとし铱列される。 

short tmjetJmkJiblejel void); 

機能 効果音演奏トラックテーブルのアドレスを堺る 
引数 なし 

戻り 值 効果音演赛トラックテーブルのアドレス 
«考 効果&演奏トラックテーブルには演奏に使用される 

(short) トラック番号が （ short 卜 1 を終從コードとし雜列される。 

char tmjetjhyjork(int track); 

檐能 音楽演奏トラックワークのアドレスを得る 

引数 int track: トラック番号 （ 0-65534) 

戻り 値 音楽演枣トラックワークのァドレス 

備考 音楽演奏トラックワークの内容と構成については MEASURE13 を 
参照のこと 0 

chdr tzmjetjldyjorkje / int trad); 

機能 効果音演奏トラックワークのアドレスを得る 

引数 int track: トラック番号 （ 0-65534) 

戻り 值 効果音演奏トラックワークのアドレス 

効果音演奏トラックワークの内容構成は音楽演奏トラックと同一。 

ckr tmjetjuffennformtion (void) ; 

機能 バッファアドレステーブルのアドレス 
引数 なし 

戻り 值 バッファアドレステーブルのアドレス 

備考 バッファアドレステーブルの構成については MEASURE13 を参照のこ 
と 

mr tmjmscjtdtusl void); 

機能 Z-MUSIC の状態ワークのアドレス 

引数 なし 

戻り 值 Z-KUSIC の状態ワークのアドレス 

備考 Z-MUSIC の状態ワークのアドレスの構成については MEASURE13 を参照 
のこと 



int mjdlcjotdl(chdr tmi cbdr 林 result); 

機能 ZMD の演奏時間やトータルステヅブタイムなどの計算 

引数 char *zid:ZMD の先頭アドレス（ヘッダはあつてもなくてもよい） 
char **result : 戻り値を格納するための変数 
戻り值 0 :正常終了 

0 以外：発生したエラーの数 

備考 • 戻り値が 0 の場合は char “result には計算結果データ列を格納 
した領域のポインタが返される。計择結果データ列の構成につい 
ては MEASURE 10 ファンクション ZM_CALC_TOTAL の項を # 照のこと。 

• 戻り确が〇以外の場合は char “result にはエラーの内容を格納 
したエラーテーブルのアドレスが返される。エラーテーブルの構 
成については MEASURE1 1 を参照のこと。 

• いずれの場合も char “result に返された領域は使用後 
zb free neu( ) などで解放すること。 

• この関数はコンバイラに含まれる外部組み込みのファンクショ 
ンとであるため、使用前にはコンバイラの常駐を 5 窨認する必要が 

ある 0 

int zmjegisterjpplicdtiom ctdr *M，int 本 result); 

楗能 外部アブリケーションの常 5t 解除ルーチンの登錄 

引数 char *addr : 外部アブリケーションの常駐解除ルーチンの先頭ア 
ドレス 

int *result : 戻り硝を格納するための変数 
戻り値 0: エラー 

0 以外：正常終了 

«考 Z-MUS1C が常駐解除するときに同時に解除できるようにするため 

の手続き 0 Z-MUSIC が常駐解除するとき char *addr のルーチンに 
エントリする。 

int ^result には登録 ID が返される。この ID は常解除ルーチン 
の登録をキャンセルする （zb unregister_application( ) 夸照 } 

場合に用いる。 

char »addr から始まる各解放ルーチンは必要処理を実行後、®浚 
に Z-MUSIC 側で解放してほしいメモリブロックがあるならばその 
アドレスを aO.l に返すようにすること。なければ aO. 1=0 を返すこ 

と 一 

char *addr からの解放ルーチンの実行後に、なにか表示したいメ 
ッセージが有る場合はその文字列のアドレスを al.l に返すように 
すること 0 なければ al.l=0 を返すこと 0 

char *addr からの解放ルーチンでエラーが発生した場合は戻り狼 
として d0.1(0:no error ( エラーなし）， 1 :occupied (占有されてい 
る）， - l:error ( エラー発生））を返すことができる。エラーが発生 
した場合もその旨を告げるメッセージ文字列を al.l に与えること 

ができる。 

int zm__unre^sterjpplicdtioD( int result) ; 

機能 外部アブリケーションの常駐解除ルーチンの®録キャンセル 

引败 int result:zi_register_application () の戻り值 
戻り値 0 ••エラー 

0 以外：正常終了 

int zmjeledsejnverl char 本本 zasc) ; 

機能 Z-MUSIC の解除 

引数 char «zmsc:Z-MUSIC の常駐解除アドレス 

戻り値 0 ••正常終了 

0 以外：エラーコード（常駐解除失敗） 

備考 char »*zmsc で示される領域をシステムのメモリ解放コールを 

呼び出して解放した時点で Z-MUS1C の常駐解除が完全に行われた 
ことになる。 

int zmjccupyjmsici int mode); 

機能 z-music の占有 

引数 int mode:l= 占有する，〇 = 占有を解除する， -1 =占有状態の検査 

戻り値 Bode=0, 1 のとき••以前の占有状態 

(0= 占有されていない， 1= 占有されている） 

Bode=-l のとき：現在の占有状懲 

(0= 占有されていない， 1= 占有されている） 

chdr tzm hook fnc service (int fnc，char *job); 


機能 Z - MUSIC のファンクションコールのフック 

引数 int fnc : ファンクション番号 （0-127) 

char * job : ユーザー ファンクションのエントリアドレス 

- 1 とすると設定は行わず int fnc で指定した 
ファンクション番号のファンクションのエントリ 
アドレスのみを返す。 

戻り 值 フック前のファンクションエントリアドレス 
0ならば空いていた。 

-1 はエラー 

ckr 她 Jookjuxljervice (int zmd，char *job) ; 

機能 ZMD オペレーションのフック 

引数 int znd (下位16ビット）： ZMD コード （0-255) 

int zid (上位16ビット）: （0: FM ,1 :AD PCM ,2: MIDI , 

-1: 共通コマンド， 

-2: 効果音用共通コマンド， 

-3: 制御コマンド） 

char * job : ユーザー ZMD オペレーションのエントリアドレス 

-1 とすると設定は行わず int z * d で指定した ZMD コード 
のオペレーションのエントリアドレスのみを返す0 
戻り 值 フック前の ZMD オペレーションエントリアドレス 
0ならば空いていた。 

-1 はエラー 

int zmjccupyjompilerl int mode 1; 

機能 コンバイラの占有 

引数 int Bode: 1=占有，0=占有解除，-い占有状想検査 
戻り值 ■ ode ^, 1のとき：以前の占有状憨 ( no ( ie =- l のときを参照） 
node =- l のとき：0=占有されていない，い占有されている 

int mjtorejrml int err f int men) char Mdr); 

機能 エラーコー ドのストア 

引数 int err (上位 16 ): エラーの発生したファンクション*号 （0-32767) 

(下位 16): エラー コード （0-65535) 
int err =- l とした場合は問い合わせのみでストアは行わない 
int noferr •.エラーの合計個数偵に幾つ加舞するか 
char 拿* addr : エラーストックバッファの先頭ァドレスを格納イる 

変数 

戻り 値 現在ストックしているエラーの個数 

瀟考 本問数はユーザーアブリケーション側で発生したエラーを Z - MUS 1 

C 側に知らせたい場合に使用する。ただしその場合、エラーコー 
ドフォーマットは MEASURE 11 で示してある形式に従わなければな 

らない。 

エラーコー ドに関しては MEASURE 11 を参照。 

int zm Driotjrrorl int mode f int ldng f int noferr, 

一 chdr *M) f chdr fsrcaddr, chdr tsrcnme, 
chdr terrtbl 
chdr ttbuf!); 

機能 エラー メッセージの表示 

引数 int lode : メッセージの出力先（〇:画面，1:バッファ） 
int lang : メッセージの言語（〇:英語，1 : 日本語） 
int noferr : エラーの数 
char * znd : ZMD のファイル名（ない場合は〇) 
char * srcaddr : ソース （ ZMS ) のアドレス（ない場合は〇> 
char * srcnaie : ソース （ ZMS ) ファイル名（ない場合は〇) 
char 拿 errtbl : エラーストックバッファの先頭アドレス 
char « buff : 出カバッファの先頭アドレスを格納する変数 

(int aode = l のときのみ有効，バッファの終端には〇) 
戻り 值 出カバッファのサイズ。ただし終端の〇は含まない。 

保爹 エラーテーブルからエラー メッ セージを 彳寻る場合などに使用す る。 

char * z ^ d 〜 char * srcnaie は通常の外部ァブリケーションならば 
0でよい。正しく設定すればタグジャンプに対応した出力を得る 

ことができる。 

char 打 iuetjeml int size，int emply); 

機能 メモリの確保 
弓 I 数 int size : fi 害保サイズ 
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int enply: 確保するメモリの用途 ID 
戻り值 0 :確保に失敗した 

0 以外：確保したメモリブロックのアドレス 
備考 メモリの用途 ID は MEASURE10 ファンクション ZM_GET_MEM の項を 

参照のこと。 Z-MUSIC に無関係のメモリブロックを確保する場合 
ならば当関数を用いる必要はない。 

char tmjnlnrse_ml int size, char kddr j; 

機能 メモリブロックのサイズの変更 
引数 int size : 変更後のサイズ 

char >addr:za_get_ieB () で確保したメモリのアドレス 
戻り值 fi 蛮保しなおしたメモリブロックのアドレス 
0 ならば確保に失敗した事を意味する 

備考 メモリブロックのサイズを大きくした場合などはメモリブロック 
の再配 ! S が自動で行われる。そのため char *addr で与えられた 
メモリブロックが別のアドレスに移動する場合がある。よって 
この閗 » を実行後は char *addr を戾り値のァドレス fg に S さ飧え 
るべきである。 

変史に失敗した場合は 、 char *addr のメモリブロックの内容は 
保証される。 

int mjreejem( ckr j ; 

機能 メモリブロックの解放 

弓 I 数 char *addr:zigetjneB () で確保したメモリのアドレス 

戻り儈 0 :解放成功 

0 以外：エラーコード 

int ziDjreeje 11121 int emply); 

機能 特定の用途 ID を持ったメモリブロックの解放 
引数 int enply: メモリの用途 ID 
戻り僅 0 :解放成功 

0 以外：エラーコード 

«考 メモリの用途 ID は MEASURE 10 ファンクション ZM GET MEM の項を 

参照のこと。 

int zmjxchmejmd (nit mode, int sjmply, int dj 曲 ， char tdddr) : 

機能 メモリブロックの用途 ID の変更 
引数 int aode : 変史モード 

(0: チ x ックなしで変更， 1 :チェックしてから史新 
-1:int s 一 e^ply の用途 ID を持つメモリブロックをすべて 
int d_Mply の用途 ID へ変更する） 
int s_eiply:5! 新元メモリの用途 ID 

(int 1 〇 (^=0 の場合は意味なし ) 
int (Leiply: 希望メモリの用途 ID 
char *addr : zaje し脱腿（ ） で fi 塞保したメモリのアドレス 
戻り僅 0 :変更成功 

0 以外：エラーコード 

瀟考 メモリの用途 ID は MEASURE 10 ファンクション ZM GETMEM の項を 

参照のこと。 

void zmjmtjlli void) 

楗能 Z-MUSIC の全初期化を行う 

引数 なし 

戻り « Z-MUSIC のバージョン ID 

備考 通常のアブリケーションは本関数を利用する必要はない。 

バージョン ID はたとえばバージョン 3.21 ならば $00003241 となる。 
4 の部分は固定値。 

void mjntjtdrtlint tintype); 

楗能 割り込み開始制御 

引数 int tntype : 制御対象タイマタイブ 

(-1: 音楽タイマ ,0: 音楽 + 効果音タイマ， 1: 効果音タイマ） 

戻り値なし 

«考 通常のアブリケーションは本関数を利用する必要はない 

void mjntjtoplint tintype); 

機能 割り込み停止制御 
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引数 int titype : 制御対象タイマタイブ 

(-1: 音楽タイマ， 0: 音楽 + 効果音タイマ， 1: 効果音タイマ） 

戻り值 なし 

瀟考 通常のァブリケーションは本関数を利用する必要はない 

int zmjetjntjervicel mt clock，int tempo, ckr Gentry); 

機能 ユーザ 割り込み サービスの 設定 

引数 int clock ••全音符のクロック 数 （ 1-65535) 
int teipo: テンポ （ 1-32767) 

char *entry : ユーザー割り込みルーチンのエントリアドレス 
戻り值 0 :設定正常終了 
0 以外:設定失敗 

備考 • 割り込みルーチンの最後は RTE ではならない。かならず全レジ 

スタを保存したうえで RTS で終 ; T 帰還するような作りにすること。 

• char *entry=-l とした場合はすでに登録されている割り込み 
サービスの割込み阛期を int clock,in し tenpo で変更する機能を 
罙たす。 

char tzmjheckjDtjemcei void); 

機能 ユーザー 割り込み サービスの 状態検査 

引数 なし 

戻り值 〇:空いている 

〇以外：現在登録されているユーザー割込みルーチンのエントリ 
アドレス 

int zm—relme-int 一 service I char 碰 ry); 

機能 ユーザー 割り込み サービスの 登録解除 

弓 I 数 char *entry:Sfc * した ユーザー 割り込み ルーチンのエントリ 

アドレス 

戻り值 〇:登鉍解除正常終了 
〇以外： e 録解除失敗 

mi zm_ control tempo (mt mode); 

機能 テンポ設定の主導 播 設定 

引数 int iode:-l = テンポ設定の主埤椹を外部アプリケーションに委託 

0 =テンポ設定の主導庵を Z-MUSIC に戻す 
(このとき内部バラメータでテンポの初期化も実施する） 
戻り値 0 :設定正常終了 
0 以外:設定失敗 

void zmjonvertjcm( int mode, int size, m Source, char k 
cstimtion 1; 

機能 PCM データの変換を行う 

引数 int «ode: 変換モード （ 0:AD PCM to PCM,1:PCM TO AD PCM) 
int size: 変換元の （ AD>PCM のデータサイズ 
char *source: 変換元となる （ AD)PCM データの格納領域アドレス 
char destination: 変換先となる （ AD)PCM データの格納領域 

アドレス 

戻り值 なし 

int zm_work(int track, int offset); 

機能 演奏 トラックワークの内容 取得 
引数 int track : トラック 番号 （ 0-65534) 

int offset: 演奏 トラックワークオフセット 
戾り值 ワーク内容 (0 〜 255) 

«考 演奏 トラックワークの内容と 構成に ついては MEASURE13 を 

参照のこと。 

int zmjxecjiod(int track, int size, char tzmd); 

機能 ZMD 列の実行 

引数 int track : トラック 番号 (0-65534,65535: 特に指定しない場合） 
int size:ZMD 列の長さ 
char *zid:ZMD 列 格納 バッファ 

( バッファ自体は d2. H8 の大きさを必要とする） 

戻り僅 なし 



Z - MUSIC 用語辞典 


ここで紹介している用語は、一般旳なシンセサイザ用語の意味とは異なつ 
た Z - MUSIC に特化した説明がなされている場合があります。 


AD PCM(ADAPTIVE DIFFERENTIAL PULSE CODED MODULATION) 

X 680 x 0 の内藏音源のひとつで、自然音をそのままデジタルレコーデイング 
し、これを再生することができる。 Z - MUS 1 C ではひとつの楽器音源としてコ 

ントロールが可能。 

アフター タッチ （ AFTER-TOUCH) 

アフタータッチシーケンス (AFTER-TOUCH SEQUENCE) 

鍵盤を押す強さを発音後に変化させること。 MIDI 楽器によっては、音色の 
ニュアンスの変化を変えたり、ビブラートやトレモロなどの効果を与えた 
りすることができる。 Z - MUS 1 C では発音後、音長の1/8单位でアフタータッ 
チ処理することができる。この機能を Z - MUS 1 C ではアフタータッチシーケン 
スと呼ぶ。 Z - MUSIC では FM 音源に対してのアフタータッチも サボー トして 
いるが、この場合は音置の変化のみを制御することができる （_ ⑩ z )。 

アルゴリズム （ ALGORITHM) 

X 680 x 0 の FM 音源は4つのオペレータ（発振器）で構成されているが、この 
各オペレータをどのように接続するかを決定するもの。 X 680 x 0 に内«され 
ている FM 音源チップ 0 PM は8つの「アルゴリズム」がブリセットされており、 
音色作成時にはこの8つから選ぶことになる。 

アンブリチュードモジュレーション （AMPLITUDE MODULATION) 

音霣を周期旳に変化させる音の表情付けの技法。トレモロともいわれる 。 z 
• MUSIC では' 4つのブリセット波形や、ユーザーが作成した波形に沿って 
変化させたり、発音後、音挎の1/8ごとに掛かり具合を変化させたりするこ 
とができる。 Z - MUS 1 C ではこの機能は FM 音源押用となっているが、 MIDI 楽器 
では ARCC を音霣に対して使うことで実現が可能。（价 11 

ARCC(ASSIGNABLE REALTIME CONTROL CHANGE) 

Z - MUSIC における特殊機能のひとつ。各トラックごとに、コントロールする 
コントロール チヱ ンジ （ FM 音源の場合は特定レジスタ）を選択し、これを音 
長の1/8ごとや設定した波形などに沿ってコントロールするもの 。 （MML @A) 

アルべジオ （ ARPPEGGIO) 

分敗和音。和音を構成する1音1音を少しずつ時間をずらして演奏するも 
の。 Z - MUS 1 C では和音コマンドやダンバーコマンドで表現が可能。 

オートベンド （AUTO BEND) 

オー トビッチ ベンド (AUTO PITCH BEND) 

Z - MUSIC の特殊機能のひとつで、発音後、任意の高さまで音程を滑らかに发 
化させることができる機能。 （ MML 卵） 

B 

ベンド （ BEND)"> ビッチベンド （PITCH BEND) 

C 

キャリア （ CARRIER) 

FM 音源のオペレータの名称で、主にェンべローブ/音置を決定する働きがあ 
る。 

チャンネルブレッシャー (CHANNEL PRESSURE) 

MIDI チャンネル単位のアフタータッチ。 — アフター タッチ 

チェックサム （CHECK SUM) 一 

一部のェ クス クルー シブメッ セージの 最後尾につく、 データを 正確に受信 
できたかどうかを確かめるために用いられる検査用？ビットデータのこと。 


コーラス （ CHORUS) 

エフェクタの一檜で傚妙に音程の違った音を重ねて音を厚くする機能を持 
つ。ローランド GS 音源をはじめとした!)™音源では標準で、このエフェクト 
を装備している。 

クロック （ CLOCK) 

絶対音長のこと。 Z - MUSIC はデフ オル トでは4分音符=48クロックで処理さ 
れている。 

コントロールチェンジ (CONTROL CHANGE) 

MIDI 楽器には特殊な機能を手軽にコントロールするために M 1 D1 規格によつ 
て定められたレジスタ辟があり、これをコントロールチェンジという0 

(MML Y ,@ C ) 


D 

ディレイ （ DELAY) 

ビッチモジュレーションをはじめとした、音に対して特殊な効果を与える 
際に、その効果が開始されるまでの遅延時間を決定するバラメータ。 

デブス （ DEPTH)— 振蝙 
ディチューン （ DETUNE) 

音桴を筘绸整するバラメータ。基準となる音高から決定される周波数とは 
違った音程で複数音を承ねて発音させ、コーラス効果を彳导たりする目的で 
よく用いられる。 （狐 

デバイス ID(DEVICE ID) 

MIDI 楽器に対してユーザーが設定した舐別番号。 

ダブルフラット （DOUBLE FLAT) 

1 度 （ 2 半音）下げる変化記号 (MML • り 

ダブルシャープ (DOUBLE SHARP) 

1 度 （ 2 半音）上ける変化 3 己号 (MML ♦+) 

ダンバー （ DAMPER) 

ダンパーべダル （DAMPER PEDAL) 

MIDI メッセージのひとつ。ダンバーオンにすると、以後、発音した音はノー 
トオフの情報を無視し、発音をダンバーオフとするまで鳴り続ける。ダン 
バーペダルの状態設定は MIDI チャンネルごとに指定可能0 Z - MUS 1 C では FM 音 
源や AD PCM においても使用可能となつている 。 （MML _ D ) 

E 

I つ 1 り 卜 （ EFFECT) 

エフェクタ （ EFFECTOR) 

音に特殊な味付けをすること。この装 S をエ フェクタという。 MIDI 楽器に 
は音源のほかにエフェクタを持ったものが多くある0 Z - MUSIC では GS 音源と 
ローランド耵-32 / CM 系のエフェクタを手軽に搡作する命令が備わっている。 

(MML @E) 

エンべ ローブ (ENVELOPE) 

音置、音程などのの時間的変化のこと。 

エクス クルー シブメッセ ー ジ （EXCLUSIVE MESSAGE) 

MIDI 共通規格では定められていないバラメータを制御することができる M1D 
1 メッセージ。 MIDI 楽器のメモリを直接害き換えたりすることができる。 

(MML @ X , X ) 

エクスプレッション （ EXPRESSION) 

その MIDI チャンネルの出力音置の割合を決定するコントロールチェンジつ 
(コント ロール番号11)〇コントロールチェンジ7番のボリュームとは独立 
処理されるため、チャンネルごとの最終的な出力音置は 

ボリュー厶 （ 0 〜 127)x ェクスブレツシヨン （ 0 〜 127) 

で決定される。 
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フラット （ FLAT ) 

半音下げる変化記号 。 （MML -) 

フェードイン （FADE IN ) 

音量を徐々に上げていくこと 。 （MML ¥) 

フェードアウト （FADE OUT ) 

音霣を徐々に下げていくこと 。 （MML ¥) 

G 

ゲートタイム （GATE TIME ) 

音符を実際に発音させる時間。 

逆転再生—リバース 

GM(GENERAL MIDI ) 

MIDI 規格が推奨している、統一音色配列規格。 

GS 

ローランドが提唱した MIDI 楽器の統一音色況列規格。 GM 規格を包括する。 
同社の SC -55 や S 088 などがこの規格の代表旳機锺 u 

H 

波形 (WAVE TYPE ) 

Z - MUSIC ではビッチモジ ュレー ション、アンブリ チュー ドモジ ュレー ショ 
ン、拡張 ARCC を、鋸歯状波、矩形波、三角波、鋸歯波シングル、ランダム 
波、ューザー波形（波形メモリ）により制御することが可能である （MML S )。 

波形メモリ （WAVE MEMORY ) 

Z - MUSIC では、ユーザーが波形の各ポイントの値を設定していき、非線形 
の波形を作ることができる。この機能を波形メモリ機能といい、 Z-MUSIC 
ではビ ッチモジュレーション、アンブリチュー ド モジュレーション、 拡張 
ARCC をこの機能で コン ト ロールす ることができる。 

(ZMS . wave _ fon . MUSICZ 3 .FNC m wave fon ) 

波長 

波形の一阛期の長さ。 Z - MUSIC ではモジュレーション波形の波長を変更す 
ることができる。 （MML # S ) 

ホールド （ HOLD )— ダンバー （ DAMPER ) 


インストルメント （ INSTRUMENT ) 

楽器のこと。 

J K 

拡張 ビッチモジュレーション （EXTENDED PITCH MODULATION ) 
拡張 ARCC(EXTENDED ARCC ) 

MIDI バートに対して有効な機能。 FM 音源バートのように5つのブリセット 
波形と波形メモリを用いたビッチモジュレーションや ARCC が可能になる機 

能 (MML M )。 

キー オン （KEY 0 N )^ N 0 TE ON 
キー オフ （KEY 0 FF )-> N 0 TE OFF 
キー トランス ポーズ （KEY TRANSPOSE ) 

音高程を基準状態から上下にずらすこと。移調ともいう。同じような撿能 
に「デイチューン （ DETUNE ) j がある0 

L M 


メーカー ID(MAKER ID ) 

MIDI 機器メーカーの織別番号。 

MIDI(MUSICAL INSTRUMENT DIGITAL INTERFACE ) 

堪子 楽器の世界規格。メーカーや機種が違っていても、 MIDI 規格対応なら 
ば同じコマンドメッセージで楽器をコントロールすることができる。 

モデル I D (MODEL ID ) 

MIDI 機器メーカーが製品ごとに与えた識別番号。 

モノ （ MONO ) 

ひとつの MIDI チヤンネルで一度に1音しか発音できないモード。トランべ 
ットなどのブラス系、シンセペースの音はこのモードで嗅らすと効果的。 

モジュレータ （ MODULATOR ) 

FM 音源のォペレータの名称で、入力された波形を変調し音索を作り出す 

モジ ュー ル （ MODULE ) — 音源 モジ ュール 

マルチティンバー （MULTI TIMBRE ) 

1 台の音源で一度に複数の楽器音を演奏することができる機能のこと。 

N 

NRPN ( N 0 N REGISTERED PARAMETER NUMBER ) 

MIDItti 格では定義されていないその MIDI 粢器持有の機能バラメータ。 

ノー トオン （NOTE ON ) 

発音すること。 

ノー トオフ （NOTE OFF ) 

発音した音を消音すること 0 

0 

オクターブ ( OCTAVE ) 

音高を8度単位で上下に移動させること。または、ある音階から8度離れて 
いる音のことをいう。 （MML 0) 

オムニ （ OMNI ) 

MIDI 機器において、設定された受信チャンネルとは無関係にすべてのチヤ 
ンネル情報を認識するモードのこと。 

音源 モジュール 

鍵盤のない音源のみで W 成された MIDI 楽器のこと。コンビュータやシーケ 
ンサ、ほかのシンセサイザから MIDI メッセージによってコントロールする 
ことによつてのみ演奏を行うことができる。 

音量 — ボリューム （ VOLUME ) 

音量 モジュレーション — 

アンブリチュードモジュレーション （AMPLITUDE M 0 DULATI 0 

N ) 

音程モジュレーション -►ビッチモジュレーション （PITCH MODULATION ) 

0 PM 

X680x0 に内蔵されているヤマハ製の FM 音源チップの名称。型番は YM2151 。 

4オペレータで構成され最大発音数は8〇 

P 

バンボット （ PANP 0 T ) 

発音する位 B を設定するバラメータ。一般には定位という。 FM 音源や AD P 
01音源では1,2,3がそれぞれ左、中央、右に対応する。 MIDI ではコントロー 
ルチェンジの1〇番がバンボットの機能に相当する。バラメータの範囲は〇 
〜127までで、0がもっとも左、64が中央、127がもっとも右に対応する。 

(MML P ,@ P ) 



パーシャル （ PARTIAL ) 

音色を構成する発信源の名称。ひとつの音色が複数のバーシャルで播成さ 
れていることもある。主にローランド製の MIDI 楽器で用いられる用語。 

パーシャルリザーブ (PARTIAL RESERVE ) 

ローランドのマルチティンバー音源において、1バート内で保証されるバー 
シャル数を決定すること。一時的に音源に対して同時発音数を上回る発音 
要求があったとしてもバーシャルリザーブを行つていれば、その数のバー 
シャル数は確実にそのバートの発音のために保証される。 

ビッチモジュレーション （PITCH MODULATION ) 

音程を 周期 的に変化させる音の 表情 付けの技法。ビブラートともいわれる0 
Z - MUS 1 C では、5つのブリセット波形や、ユーザーが作成した波形に沿って 
変化させたり、発音後、 音 長の1/8ごとに掛かり具合を変化させたりするこ 
とができる。 

(MML @ M ) 

ビッチベンド (PITCH BEND ) 

音程を滑らかに変化させること0 Z ~ HUSIC ではバラメータを4えることでオー 
トマチックにこの処理を行うことができる 。 （MML @ B ) 

ボリ （ POLY ) 

ひとつの MIDI チャンネルで一度に 祓 数の音を発音できるモードのこと。 

ボリフォニックプレッシャー (POLYPHONIC PRESSURE ) 

猙盤单 位で 制御 可能なアフタータッチ0 ― アフタータヅ チ 

ボルタメント （ PORTAMENTO ) 

音程を滑らかに変化させること。 （刪し（〜），[〜】） 

ブ□グラムチェンジ （PROGRAM CHANGE ) 

音色切り替えのこと。 

0 

クオンタイズ 

リアルタイムレコーディングされた演奏情報をある規則に從って®理する 
こと0 

R 

リバース （ REVERSE ) 

( AD > PCM データをデータ末尾から先頭へ向かって再生すること。 Z - MUS 1 C で 
は （ AD ) PCM コンフィギュレーシヨンでこの指定が可能。 

リバーブ ( REVERB ) 

入力音に対して残*効果を与えて出力するエフェクタの—種 0 あたかもコ 
ンサートホールで演奏しているような効果を演出することができる。 

R P N(REGISTERED PARAMETER NUMBER ) 

MIDI 規格で定義された MIDI 楽器の拡張機能バラメータ0ビッチベンドの幅 
のような、楽器の機«によらない一般旳なバラメータが設定されている。 

S 

シャープ ( SHARP ) 

半音上げる変化記号 。 （MML #) 

振福 

ビッチモジュレーションなど、波形を用いて音に効果を与えるコマンドに 
おいて、その効果の掛かり具合を決定するバラメータ 。 （MML 

ステップタイム （STEP TIME ) 

ひとつの 音符に対して Z - MUS 1 C が费 やす時間。 （MML ML ) 

ソステヌート （ SOSTENUTO) 

速さを抑え気味に、音を一様に持綾して演奏する奏法。 


スタンダード MIDI ファイル （STANDARD MIDI FILE ) 

1988 年ァメリカ、オブコードシステムズ社により提唱された音楽データの 
標準形式として提唱されたファイルフォーマット。フォーマット〇〜2まで 
があり、フォーマット0は1トラック構成、フォーマット1は複数トラック構 
成フォーマット 2 は複数トラックによる複数テンボ構成をとる。 Z-MUSIC ve 
r.3.0 で扱えるのはフォーマット〇のみ 0 フオーマット 0 でも最大 16 チヤンネ 
ルの MIDI 情報を記録できる。 (MEASURE 9 参照） 


ティンバー （ TIMBRE ) 

楽器（音色）のこと 0 Z - MUS 1 C ver .3.0 では （ AD ) PCM バートにおいて、メロテ 
ィ 演奏を行いたい場合には、バートモードを 「 TIMBRE 」 に設定する必要が 

(MML [ PCM . M 0 DE ]) 

タイマ （ TIMER ) 

Z - MUS 1 C が音楽のテンポを宵理するために使っているもの。 X 680 x 0 の 0 PM に 
はタイマ A とタイマ B が存在し、 Z - MUS 1 C ではどちらか一方のタイマを用い 
てテンポを 制御 可能になっている。タイマ B よりタイマ A のほうがテンボ 
決定の計®の降の誤差が少ない (MML TJT )。 

トーン ( TONE ) 

音素のこと。 Z-MUSIC ver .3.0 では （ AD ) PCM バートにおいて、货盤1つ1つに 
対して ( AD > PCM を割り当てて演奏するモードを 「 TONE モード」と呼んでいる。 

に設定する必要がある。 

(MML [ PCM . M 0 DE ]) 

トレモ □( TREHORO ) 

-►アンプリ チュー ドモジュ レー ション （AMPLITUDE MODULATION ) 

U 

ユーザー波形—波形メモリ 

1/ 

ビブラート （ VIBRATO ) 

—ビッチモジュレーション （PITCH MODULATION ) 

W 

ウェイト （ WAIT ) 

処理が終わるまで待ち時間を股けること。 MIDI 楽器では E 0 X ($ F 7) 受信後、 
受信内容の処理のために多少のウヱイトを必要とする。 MML の X コマンドで 
エクスクルーシブメッセージを送信する場合は、 このゥェイ ト期間を 考慮 
して、命令後に休符などを設定したほうがよい。 

X 

XG 

ヤマハが 提唱した MIDI 楽器の統一音色配列規格。 GM 規格を包括する。同社 
の MU 50、 MU 80、 MU 90 などがこの規格の代表的 機锺。 

/ 

Y コマンド 

FM 音源のレジスタを直接*き換える MML 命令のこと。 Z - MUS 1 C では MIDI に 
対しての Y コマンドはコントロールチェンジとして扱われる。 

Z 

絶対 音 :! l(ABSOLUTE LENGTH ) 

1 - W1S1C が処理する音艮カウンタのこと。デフォルトでは4分音符は絶対音 
長48となっている （MML L , IL)o 
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マニュアル、および Z-MUSIC システムに関するお問い合わせは 

Z-MUSIC のアフターサボートは下記の大手パソコン通信ネットワークで 
行っています。 最新 バージョンのアッブロー ドも以下の 2 つのバソコン通 
信ネットワークで優先的に行っています。 

意見、要望、バグレボートなども下記のパソコン通信ネットワークで取 
り扱っています。 

參 NEC パソコン通信サービス PC-VAN 

PC-VAN には X680x0 ユーザーを中心として作られている S1G 「 XlCLUBj が 
あります。 

ログイン後 

JX 1 CLUB 

と打ち込むと X1CLUB に行くことができます。 

X1CLUB には ZMUS1CW 用の会 淇 室があり、サボートはここで行っています。 
X1CLUB のトッブメニューから、 

5 .甩子会说室 
を選び、次に 

4 •会議 ZMUSI C 会議室 
を選びます。このあと 

4 •会说室へ入る 

を選択すると ZMUSIC 会请室に入ることができます。 

•NIFTY-Serve 

NIFTY-Serve には FSHARPU というシ ヤー ブのバソコン ユーザーの フ ォーラ 
厶があります。トッブメニューから、 

GO FSHARPU 

とすると FSHARPU フォーラムに行けます。 

ここの 「 X68k 音楽」会说室でサボートを行っています。 

•Oh! X 関係ホームページ /Z^MUS 1C 関係ホームページ 

インターネット接統できる方は、 

http://www.softbank.co.jp/dosvstart/netx.htB 
http://www.kt.nm.or.jp/ zenji /index.hti 
で 問連悄 報を入手することができます。 

【注#】 

Z-MUSIC が意図した動作をしない 坳 合は、必ず、その具体旳な再現手 ) K 
を明 3 己してください。 演奏 データ （ ZMS ) などの 演突 時に発生する不都合に 
関する報告は、症状を再現できるショートサンブルを作成して、レボート 
に添付するようにしてください。なお、改造マシンや、クロックアップ 機、 
Z-MUSIC と较合するソフトウェアを使用している 瑁蟪 下での不都合は対応 
しかねる場合があります。 


MUSICZ3. FNC のアセンブルについて 

手違いにより MUSICZ3.FNC の実行ファイルが収録されていませんで 
した。ソースリストは収録されていますので、アセンブルできる !55 墁 
をお持ちの方はソースをアセンブル / リンクして、できあがった MUSIC 
Z3.X を MUSICZ3.FNC にリネームしてお使いください。なお、アセンブ 
ルには HAS.X が必要になります。 

また、 CD-ROM に収録されているフリーソフトウェア辟の中から 、 HA 
S.X と HLK.X を bin などのバスの通ったディレクトリに入れ、 CD-ROM の Z 
M3MSTR ディレクトリにあるアーカイブ ZMSC3LIB を遇当なディレクトリ 
に展開し、このアーカイヴ同梱の、 

AM.BAT 

を実行すればアセンブルできます。 

ただし、 X68000 ではそのままではアセンブルできないので、 X68000 
ユーザーはコマンドラインから、 

has /w musicz /s debug=0 -m 68030 
hlk musicz -o musicz3.fnc 

とする必要があります。そして、 CD,FD 同梱の MUSICZ3.FNC は X68000 で 
は MUSICZ.FNC(ZMUSIC ver.2.0 の X-BASIC 外部関数）のエミュレーシヨ 
ンは実行できません。 1 月中旬、 NIFTY,PC-VAN などにて公開予定の新 
バージヨンでは X68000/X 68030 両方で MUSICZ3.FNC のェミュレーション 

が実行できるようになっています 0 


サンプル曲について 

今回は投镐作品からコナミ、カブコンのゲーム音楽を収 f | させて 
いただきました 0 両社のライセンスによる曲目は以下のとおりです 

THUNDER CROSS 全曲集 

(C) 1988 KONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

MSX 版 GRADIUS 2 全曲篥 

(C) 1987 KONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

GRAD I US II 全曲集 

(C)1988 KONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

)(£)(£)( より Breeze 

(C)1991 KONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

究極戦隊ダダンダーンより關えダダンダーン 
(0 1993 KONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

Pop’n Twin Bee より TWIN FLIGHT / 虹色の風 
(C)1995 KONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

GRADIUS III より Fire Scramble/Cosmo Plant 
(C)1989 KONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

ファミコン版ドラキュラ 11 より街 The Silence of the Daylight 
(C)1987 KONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

バンパイアハンターよりモリガンのテーマ 

(C) CAPCOH ALL RIGHTS RESERVED. 

ストリートファイター 2 エンディングテーマ （ Ryu) 

(C) CAPCOM ALL RIGHTS RESERVED. 


190 




Z-MUSIC システム ver.3.0 

1997 年 1) J 1511 初版第 1 刷発行 

え Oh!X 編 1 上部編 

プログラム作成 内•川# mJ 
発行れ 橋本/ i . 郎 

允行所 ゾフト バンク株 A 会社出版 1 i 業部 

〒103 京都中央区 H 本橋筘崎町 24-1 
販売 03(5642)8101 
編迆 03(5642)8180 
衣紙 CG 江 U 髁イ • 

mm 义咕党印刷株 a 会社 


落丁，乱丁本は小社販売局にてお取り替えいたします。 
Printed in Japan 1997. 定 filli は忠表紙に表 /j •く してあります。 


ISBN4-7973-0184-8 C0055 



ISBN4-7973-0184-8 
C0055 P 680 OE 


111111111111111 

9784797301847 


定価 6,800 円 
(本体 6,602 円 ) 



1910055068001 


















































元/ ifiiXT 編集部 

による奇跡の書 

定価 6 , 800 円(本体 6 , 602 円） 


八 ー ドウエアパワーを20096絞 Q 出す 
史上最強の音楽演奏記述言語！ 

• 65535 トラック同時演奏可能。 MIDI 出力64チャンネルを実現 

• AD PCM 音源による16チャンネルメロデイシーケンス機能搭載 
• アゴーギク機能やエン八ンスト ARCC 機能を新装備 

• 複数の X 68000 を接続して同期演奏可能 
• 音階によって音色を切り換える TIMBRE SPLIT 機能搭載 

• Z - MUSIC 用サンプル曲100曲以上を収録 

• CD - ROM には X ユーザーによる各種フリーウェアを満載 






